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研究業績集発刊にあたって

　岩手医科大学は 2019 年大きな展開を迎え、大変貌を遂げる年となります。
二十余年に亙り本学が行ってきました総合移転整備計画の当面の最終章第一幕
として、1,000 床規模の世界屈指の矢巾新病院が 9月後半に開院します。この
開院に伴い、600 人程度（予定）の患者さんを内丸から矢巾新病院へと移送を
行います。これも国内では前例のない数の大移送となり、安全を期してまいり
ます。内丸メディカルセンターは新病院開院後しばらくの間、現在の建物を使
用して医科と歯科の高度外来（入院 50 床）を中心とした医療センターとして
機能し、矢巾新病院の稼働に目途が立つ早い時点で、内丸メディカルセンター
の新改築を行ってまいります。
　一昨年に本学の悲願でありました看護学部が設置され、医・歯・薬・看４学
部の医療系総合大学として再スタートしました。医師・歯科医師・薬剤師・看
護師という医療系人材を本県のみならず、北東北、東北さらに全国に輩出して
いこうではありませんか。
　医療系大学の使命は「教育」「診療」「研究」の 3本柱です。本学の全講座と
研究部門におきまして、臨床系では 3本柱の全てを、基礎系は「教育」「研究」
を担っております。「教育」は学生教育のみならず、各学部大学院生・医師・
歯科医師・薬剤師・（２年後からは看護師）の卒後教育を含む広汎なものです。
「診療」については、一般医療から高度医療に至る幅広い医療の質と安全性が
最重要課題です。「研究」においては、研究費の審査制度から分類に至るまで
大きな変更が加えられています。この中で生き抜いていくためには、より高い
レベルの研究成果を挙げ、科研費をはじめとする外的資金の獲得は大学人とし
て必須の要件となっています。また、医療系総合大学の特徴を生かした、いわ
て発の医療イノベーションの振興が今後は欠くべからざる重要要件となってき
ました。
　いずれも岩手医科大学構成員一人一人の双肩にかかる重要問題であり、皆様
方の御活躍・奮闘を期待しております。

　平成 31 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手医科大学長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祖父江　憲治
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解剖学講座人体発生学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 人　見　次　郎

	 准教授	 燕　　　　　軍	 木　村　英　二

	 助　教	 村　嶋　亜　紀	 三　上　貴　浩

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　講座の主たる研究目標は器官形成の分子機構の解明を目指すこ

とである．これまで，ゼブラフィッシュをモデル動物として，器

官形成の基本となる脈管網形成過程の研究に注力してきたが，

2016 年からは，本格的にマウスを対象とした血管発生の研究

へ拡大・展開している．併せて，人体の脈管系の構成の再確認

も解剖学実習に供されたご遺体を使って行なっている．

　また，エイジングに掛る因子の探索研究として，私立大

学戦略的研究基盤形成支援事業の 7T ニューロイメージング

プロジェクト（cMRI2）に参画し，「微細脳血管・血管壁病

変への多角的画像アプローチによる認知・精神機能障害の機

構解明と予防への展開」の研究を実施し，脳外科や神経内科

と共同して動脈硬化の診断薬開発を目指している．また，い

わて東北メディカル・メガバンク機構の協力を得て，「DNA

メチル化情報に基づく細胞加齢尺度の開発」を立ち上げた．

１．胚の脈管形成と血管新生の形態学的解析

１）血管網形成メカニズムの解明（木村：基盤 C「脳血管形

成と細胞周期の協調的な制御メカニズムの解明」）：我々は，

ゼブラフィッシュの初期の脳血管系がいかにして構築さ

れ，どのようにして椎骨動脈系と統合されるか，その全過

程を明らかにすることに成功したが，加えて，血管内皮細

胞の核で特異的に蛍光を発するトランスジェニック・ゼブ

ラフィッシュの観察から，初期に頭部灌流血液の静脈路と

して機能する PHBC（primordial	hindbrain	channel）か

ら後脳実質を貫き脳底動脈へとループしてつながる CtA

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 2 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 1 名 4 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 0 名 1 名 1 名

（central	artery）が萌出する直前に，PHBC を構成する内

皮細胞の数が劇的に増加する現象を捉えることにも成功し

ている．このことは血管系がその後の血管新生に先んじて

内皮細胞の細胞分裂を進行させている，すなわち血管系の

形態形成と細胞周期が協調的に制御されていることを示し

ている．そこで，新たに細胞周期を可視化する Fucci を血

管内皮細胞で特異的に発現するトランスジェニック・ゼブ

ラフィッシュを作成し，得られた胚をタイムラプス・イメー

ジングすることで，脳血管形成過程における細胞周期変

化の全容を詳細に解析する予定である．これまで，Gal4-

UAS 系を用いる系で founder を得ることに成功し，既に

作成してあった flk1:	GFF（Gal4 の改変体）の系統と新たに

作成した UAS:	Fucci の系統を交配することで，血管特異的

に Fucci を発現する系統を作成することに成功した．また，

ライトシート顕微鏡で観察し，細胞分裂期の血管内皮細胞

で緑⾊蛍光が，またそれ以外の細胞周期の血管内皮細胞で

赤⾊蛍光が発現されていることが確認できた．（木村）

２）血管形成とフローダイナミクス（人見：挑戦的萌芽「血

管のメカノバイオロジー；血圧変動のライブイメージン

グ」）：血管内皮細胞の圧負荷を FRET プローブにより可

視化することで，血流による圧変動と血管網形成との関係

を明らかにすることを目的としている．発生初期の血管網

形成と動静脈分化は，未分化な血管網の中から血流によっ

て動・静脈が選択されるというネットワークモデルが提唱

され，長らく信じられてきたが，我々のグループも関わっ

てきたゼブラフィッシュを用いた解析結果から，初期の血

管網の形成過程は，遺伝的な要素によって決定されてお

り，血流の関与は否定的である．しかしながら，血流が血

管網の形成とその形態形成にまったく寄与しないわけでは

なく，特にいったん形成された血管系のリモデリングの過

程では，血流が一定の割合を果たすことが示唆されてい

る．しかし，これまで血管を構成している内皮細胞にどの

ような勾配で圧負荷がかかっているかを可視化することは

不可能であり，その関係性を明確にするのは困難であっ

た．そこで，ゼブラフィッシュを実験モデルとして，開発

が進んでいる FRET を利用した圧センサープローブを血

管特異的に発現させ，血管網の形成とその形態形成への影

響をライブイメージングによって評価する予定である．こ

れまでのところ，血圧負荷を可視化するための圧プローブ

（ActTS-GR）を血管内皮で特異的に発現する遺伝子組み

換えゼブラフィッシュの作成を試み，founder を得ること

に成功している．（木村・人見）

─	1	─



３）マウス頭部血管形成機構の解析：血管内皮細胞を標識す

る，Flk-BAC	トランスジェニック（Tg）マウスを用いて，

初期頭部血管形成を時空間的に解析するための蛍光顕微鏡

下培養技術を構築した．胎生 7.5 〜 8.5 日齢にて胎児を取

り出し，〜 12 時間の血管形成のライブイメージングを行っ

た結果，頭部の血管形成は，背側大動脈の吻部が前脳吻側

部（APN）直下の間葉において膨大部を形成し，その背

部のリモデリングによって鰓弓動脈（AA）と原始内頸動

脈を形成する過程から始まることが明らかとなりつつある

（齊藤他投稿中）．これは頭部血管形成において背側大動脈

から原始内頸動脈が頭側へ伸長するという従来のモデルを

一新するものである．（齊藤・村嶋・人見）

４）中腎領域血管形成における性差の解明（村嶋：基盤 C「ア

ンドロゲン依存的形態形成における血管形成の意義の解

明」）：平成 29 年度は中腎領域における血管形成プロセス

を観察し，発生に雌雄差を示す血管とその形成開始時期を

同定した．Flk-BAC	TgマウスやCD31（血管内皮マーカー）

の Whole	mount	 immunofluorescence と共焦点顕微鏡を

用いてデータを収集し，Amira を用いて 3 次元構築を行っ

た結果，中腎血管叢（MVP）から中腎周辺組織への血管

走行，MVP と大動脈との連絡様式に性差が認められ，こ

れらは E12.5 より明確になることを明らかにした．（村嶋）

５）泌尿生殖器発生メカニズムの解析（村嶋：若手 B「中

腎形成から考える，後腎尿管芽形成の新規メカニズム」）:

前年度までは，GDNF/Ret 非依存的 MAPK シグナル経路

の上流候補シグナルとして FGF シグナルに着目し，中腎

上皮特異的 beta-catenin	KO マウスのバックグラウンドに

Fgfr2 遺伝子の欠損を導入した，複合遺伝子 KO マウス胚

を解析した．その結果，中腎上皮特異的 beta-catenin	KO

マウスにおける異所的な尿管芽の形成に Fgfr2 は寄与しな

い可能性が示唆された．平成 29 年度は前年度に十分に得

られなかった，中腎上皮特異的 beta-catenin	KO マウスの

バックグラウンドに Fgfr2 遺伝子の欠損を導入した複合遺

伝子 KO マウス胚を産出し，組織学的解析を行った．前

年度にプレリミナリーに確認されていたとおり，複合遺伝

子 KO マウスでは，中腎上皮特異的 beta-catenin	KO マウ

スの示した異所性尿管芽の表現型が回復することはなく，

異所性尿管芽において c-Jun シグナルの活性化が確認され

た．さらに中腎上皮特異的 beta-catenin	KO マウスの異所

性尿管芽における GDNF/Ret 非依存的 MAPK 関連シグ

ナル活性化経路の探索を行った結果，これまで示唆されて

いた，FGF や BMP シグナル経路とは異なる新規の経路

の関与が示唆された．（村嶋）

２．人体の血管系・神経系に関する研究

１）脊髄に分布する血管系の解析：2016 年度に引き続き，

解剖学実習の解剖体の脊髄に分布する血管系の構成につい

て詳細に観察した．また，頸部の前髄節動脈の由来を逆行

性に解剖して確認した．（金澤・人見）

２）内臓に分布する副交感神経線維の解析（燕：基盤 C「結

腸を支配する副交感神経系の迷走神経と骨盤神経叢枝の形

態学的研究」）ヒトとラットの上下腹神経叢の走行分布パ

ターンを比較したところ，両者に明確な差異を認めなかっ

た．そこで，ラットを用いて，上下腹神経叢を剖出し DiI

で標識し，ニューロンの局在と末梢分布を調べたところ，

ニューロンは脊髄の S2-S4 の分節に観察されず，交感神経

幹の腰交感神経節にのみ観察されず，一方で，神経線維

は結腸のかなり広範囲に分布している可能性が示唆され，

ラットの上下腹神経叢の神経枝の由来は主に「交感神経線

維」ではないかと考えられ，結腸に分布する骨盤由来の「副

交感神経線維」が存在するとすれば，「下下腹神経叢」の

成分から由来すると予想された．（燕）

３．エイジングに関わる因子の探索 

１）内頸動脈硬化症の診断マーカーの検索と診断薬の開発：

症候性内頸動脈狭窄症の頸動脈内膜剥離術の施術予定患者

で増加する血中マーカー（active	C3）の診断薬の上市に

向けた「性能試験」の実施を実現するために，企業の支援

を受けて，測定法の感度向上を目指した研究を継続した．

（三上・人見）

２）ゲノム・オミックス情報の利活用：（人見：基盤 B「DNA

メチル化情報に基づく細胞加齢尺度の開発」）：「東北メディ

カル・メガバンク計画」の地域住民コホートの岩手県の登

録者からランダムに抽出した集団の PBMC 検体を，いわ

て東北メディカル・メガバンク機構が考案したキャプチャ

シークエンス法により DNA メチル化プロファイルを取得

し，個人の生物学的年齢を示す「細胞年齢尺度」と「細胞

加齢尺度」を考案する予定である．また，三上はいわて東

北メディカル・メガバンク機構の兼務として，尿中 Na/K

と家屋被害との関連性を検討し，家屋被害がある群で統計

学的有意に尿中 Na/K が高いこと証明した．（三上・村嶋・

豊柴・人見）
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解剖学講座細胞生物学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 4 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 齋　野　朝　幸

	 特任講師	 中　野　真　人

	 助　教	 山　内　仁　美（阿久津）

	 助　教	 横　山　拓　矢

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　これまでと同様に教室員各自のテーマで研究を進めた．

１．生組織・細胞におけるカルシウムのイメージング（齋野，

中野，阿久津，横山）

　メインテーマであるバイオイメージングの一環として，各

自これまでの研究を進めて各種細胞・組織におけるカルシウ

ム動態を解析・検討した．

１）微量アミン関連受容体は脳血管に影響を及ぼすのか？－

ラット脳細動脈を用いた形態機能解析（齋野，横山）

　生体アミンと共に分泌される微量アミン（trace	amine	 :	

TA）は，各種脳神経疾患に関係しているとのことで現在注

目されている．しかしながら，脳神経疾患の発症・増悪に重

要な役割を果たす各種細動脈における TA 並び TA 関連受

容体（TAAR）の効果についての詳細はよくわかっていな

い．本研究は，TAAR に着目し，組織学的形態を保ったラッ

ト脳の細動脈における TAAR の反応を血管平滑筋の収縮・

拡張を指標として，主にバイオイメージング手法である細胞

内カルシウムイオン濃度変動観察を基に解析・検討するもの

である．脳血管において TAAR の発現について RT-PCR を

用いて確認したところ，9 種類ほぼ全ての受容体の発現が確

認できた．脳血管に対し，TAAR 刺激薬である 3 －ヨード

チロナミン，2 フェニルエタノールアミン，トリプタミン等

で反応を確認した．が，それぞれの試薬で反応の統一性がな

く，細胞内 Ca2+ の上昇を認めるものと認めないものがあっ

た．TAAR の種類によって反応性が違うことも示唆された．

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 ０名 ０名 ０名 1 名 ２名

研究員 研究生 研修生
０名 ２名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

また，TAAR を直接刺激するもの，および，TAAR 以外の

受容体を介して細胞内 Ca2+ の上昇を認めるもの（例えばト

リプタミン）の存在が考えられ，今後この点についてさらに

考察する必要があると思われる．

２）ラット頸動脈小体における NMDA 型グルタミン酸受容

体の免疫組織化学的解析（横山）

　免疫組織化学法によって頸動脈小体における NMDA 型グ

ルタミン酸受容体の組織局在を解析した．受容体サブタイプ

のうち，GluN2A および GluN2B 陽性反応がⅠ型細胞に発現

し，細胞周囲には小胞型グルタミン酸輸送体 vGLUT2 陽性

反応を示す感覚神経終末が認められた．また，RT-PCRによっ

て頸動脈小体における GluN2A，GluN2B の mRNA 発現を

確認した．以上のことから，感覚神経終末から小胞分泌され

たグルタミン酸は GluN2A および GluN2B を介してⅠ型細胞

に作用することが示唆された．今後はグルタミン酸がⅠ型細

胞に与える影響をカルシウムイメージングにより解析する．

本研究課題によって第 16 回インテリジェント・コスモス奨

励賞（5 月，仙台）を受賞した．

３）ラットの唾液腺と涙腺における塩素チャネル TMEM16A

と CFTR の分布の検討（横山，齋野）

　外分泌腺では，Cl－の移動が水や電解質の腺房での分泌

や導管での再吸収の駆動力となる．近年，Ca2+ 依存性 Cl－

チャネル TMEM16A や cAMP 依存性 Cl－チャネル CFTR

が，Cl－と水の輸送に関与すると報告されている．本研究

では，免疫組織化学によってラットの大唾液腺と眼窩外涙

腺における TMEM16A と CFTR の分布を調べた．ラット

の耳下腺と顎下腺において漿液性細胞と介在部導管の管腔

面に TMEM16A 陽性反応が認められたが，舌下腺の粘液

性細胞や介在部導管には陽性反応が認められなかった．ま

た，いずれの大唾液腺においても線条部導管と小葉間導管

では TMEM16A 陽性反応が認められなかったことから，

TMEM16A は漿液性細胞の水分泌に関与している可能性が

ある．一方で，CFTR はいずれの大唾液腺の腺房細胞と介

在部導管に陽性反応は認められないが，線条部の管腔面と小

葉間導管に強陽性反応が観察されたことから，導管における

再吸収に関係している可能性がある．涙腺の漿液性細胞には

TMEM16A 弱陽性反応が観察され，介在部導管と小葉間導

管の管腔面には強陽性反応が認められた．また，CFTR 陽

性反応も小葉間導管において認められたことから，涙腺の腺

房と導管における水や電解質の移動に TMEM16A と CFTR

が関係している可能性がある．国際雑誌に報告予定である．

４）雄ラット鋤鼻感覚細胞カルシウム動態を指標とした雌
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ラット尿中フェロモンの探索（阿久津）

　雌ラット尿中成分を分析して発情期尿特異的な分子を探索

し，カルシウムイメージング手法を用いてその生理活性を検

討している．凍結保存してある発情前期・発情休止期の尿を

HPLC にて分析を進めており，C18 カラムを用いた逆相クロ

マトグラフィーと HILIC カラムを用いた親水性相互作用ク

ロマトグラフィーを行い，クロマトグラムでの比較検討を

行った．HILIC カラムを用いた分析では，発情前期尿に発

情休止期尿とは異なるピークが認められたことから，発情前

期尿中に親水性の特異的成分が含まれると推測された．

２．無尾両生類（カエル）表皮におけるメルケル細胞神経複

合体の分布様式の分析（中野）

　生息域の異なる三つの科のカエルのメルケル細胞に対し共

通した免疫組織化学的マーカーを見出した事を土台に，それ

ぞれの科のカエルの指で細胞分布パターンの分析を行ってい

る．見出されたマーカー物質は，サブスタンスＰ，カルシト

ニン関連遺伝子ペプチド，シナプス小胞タンパク質２，であっ

た．今現在つかめている性状は，指先での細胞分布密度が，

指遣いの器用な樹上棲カエルにおいて最も高いこと．捕食時

の指遣いは頻繁であるが，完全水棲のカエルの指先では，密

度は最も低いこと．そして，いわゆる一般的な半水棲のカエ

ルの指先では，両者の中間の分布密度を示すこと．樹上棲カ

エルの指先では，さらに細かな分布パターンが存在しそうな

ので，これについて詳細な分析を行っている．
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一，齋野朝幸：シェーグレン症候群での耳下腺分泌障

害には交感神経系が関与している可能性がある．日本

解剖学会第 63 回東北・北海道連合支部学術集会，9 月，

弘前
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生理学講座統合生理学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 准教授	 木　村　眞　吾

	 講　師	 中　村　一　芳

	 助　教	 駒　切　　　洋

	 助　教	 鈴　木　　　享

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．立つ・歩くことに関与する大脳皮質制御機序の解明

　本研究の目的は，ヒトの直立姿勢と二足歩行の大脳皮質制

御機能を解明することである．そのため無拘束のニホンザル

に歩行運動課題を行わせながら，歩くサルを高速ビデオカメ

ラで撮影し，同時に大脳皮質の単一神経細胞活動と体幹・四

肢の筋活動を記録している．運動課題においてサルは流れベ

ルトの上で，四足歩行から二足歩行へ，次いで二足歩行から

四足歩行へと連続的に歩容変換を繰り返す．四足歩行に比べ

て二足歩行では下肢・体幹への荷重負荷と体幹姿勢の不安定

性が増大する．従って本動物モデルでは，単一個体（同一の

神経－筋骨格系）が行う二足歩行を四足歩行と比較すること

によって，二足歩行に特有な生体工学的不安定性を選択的に

抽出でき，それらを克服する中枢戦略を侵襲的に調べること

が可能である．

　本年度では“二足で立ち，歩く故に生じる生体工学的不安

定性を，サルはどのように克服するのか”を理解するため

に，得られた高速ビデオ画像の運動学的解析と筋活動（中枢

神経系の最終出力）の電気生理学的解析を行った．サルは二

足歩行に際して，①荷重負荷の増大に対して下肢・体幹の筋

活動を増強させ，下肢のステッピングと体幹の直立姿勢を維

持したこと，②体幹姿勢の不安定性に対しては，体幹を左右

前方へと下肢の律動的運動に同期させながら周期的に変位さ

せて，直立姿勢の安定性を確保したことが明らかになった．

　着目すべき成果は②の“動的体幹姿と律動的下肢運動の協

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 1 名 0 名 1 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

調様式”であり，二足歩行に際してサルの中枢神経系が新た

な歩行戦略を動員しながら動的平衡を補償したことを示す．

以上の成績は，我々の運動課題を学習したサルがヒト直立二

足歩行の最も相応しいモデル動物の一つであることを強く支

持する．

２．腎機能と体液調節に関する細胞分子生理学的研究

１）ヒト腎近位尿細管上皮細胞に存在するイオンチャネルの

分子制御機構の解明

　正常ヒト培養近位尿細管細胞にパッチクランプ法を応用し

た実験で，近位尿細管細胞側底膜にはイオン輸送の駆動力と

して重要な膜電位形成に大きく関与している K+ チャネルが

存在し，そのチャネル活性は種々の酵素によるリン酸化，お

よび脱リン酸化により調節されていることを明らかにした．

さらに最近では炎症性サイトカインである IL1- β，INF- γ，

および TNF- αなどがこの K+ チャネルに影響を及ぼすこと

を見出し，その一部の効果が受容体刺激とそれに続く細胞内

シグナルによりチャネル蛋白に影響を及ぼした結果であるこ

とを明らかにした．今後，さらに各種液性因子によるチャネ

ル活性調節に関し，その全貌を明らかにしたいと考えている．

２）腎集合管における浸透圧変化と細胞容積調節に関する研究

　ラット腎より皮質集合管を単離し，その前壁を切開したの

ち，管腔面溶液の浸透圧を変化させ，そのときに生じる細胞

管容積変化とイオンチャネルの活性化機序について検討して

いる．最近，この単離尿細管を低張液に浸すと，主に細胞膜

のチャネルを通って細胞外 Ca2+ が細胞内へ流入することに

より [Ca2+]i が上昇することを見出した．しかしながら，この

[Ca2+]i 上昇機序については未だ不明な点が多く，そのメカニ

ズム解明に関する研究を行っている．

３．ROMK 遺伝子導入によるチャネル発現機序に関する研究

　マウスの培養集合管細胞である M-1 細胞へ ROMK1 遺伝

子を導入し，細胞膜への K+ チャネル発現について研究を

行っている．ROMK	1K+ チャネルは腎集合管の管腔膜に存

在し，腎臓における K+ 排泄の主要な経路と考えられており，

その機能は生体の K+ 平衡に重要な役割を果たしていると考

えられている．現在，M-1 細胞を用い，クローニングした

ROMK1 遺伝子に EGFP をタグさせ，ROMK1 発現細胞を蛍

光顕微鏡を用いて観察し，その細胞膜表面における ROMK1	

K+ チャネルの活性の有無をパッチクランプ法で調べている．

これまでの研究で，足場タンパク質である NHERF1 を M-1

細胞にて siRNA を用いてノックダウンすると細胞表面の

ROMK1 タンパク質の発現量が減少し，それに伴い ROMK1	

K+ チャネル活性が有意に減少することをパッチクランプ法
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により見出した．これらの結果から，マウス腎皮質集合管細

胞において NHERF1 が ROMK1 の K+ チャネル活性に重要

な役割を果たすことを明らかにした．

４．神経シナプス伝達の制御機構の解析

　脳に優位に発現する PSD 蛋白質の１つ PSD-Zip70 がシ

ナプス成熟に必須である事が分子・形態学的に示されてい

る．この蛋白あるいは下流の標的蛋白質が機能的にシナプス

伝達やシナプス可塑性に関与しているかどうか調べる為に，

WT	マウスと PSD-Zip70	KO マウスの海馬スライス標本を

作製し，集合興奮性シナプス伝達 (fEPSP) を細胞外記録し

た．WT に比べ PSD-Zip70	KO マウスでは fEPSP の Input-

output	curve 特性や paired	pulse	ratio は変化なかったこと

から basal なシナプス伝達には PSD-Zip70	KO は影響しない

事が示唆された．また高頻度刺激により誘起されるシナプス

伝達長期増強 (LTP) は変化がなかったが，低頻度刺激により

誘起されるシナプス伝達長期抑圧 (LTD) は，PSD-Zip70	KO

マウスでは減弱する傾向にあった．この事から PSD-Zip70

は NMDA 受容体依存性 LTD 誘導に必要である可能性が予

想される．今後この事を確かめ，さらにシナプス可塑性発現

時に PSD-Zip70 が AMPA 受容体の挙動にどの様に関与して

いるか，また認知や学習，行動に対する PSD-Zip70 の機能

について個体レベルの解析も実施したい．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Hayashi	H.,	Nakamura	K.,	Mayanagi	T.,	Suzuki	T.,	

Sobue	K.,	Kubokawa	M.:	Interleukin-1 β	suppresses	

activity	 of	 exogenously	 transfected	ROMK1	K+	

channel	 in	cultured	mouse	CCD	cells	via	PKC	and	

CaMKII	pathways.	 J	 Iwate	Med	Assoc	69:	219-236	

(2017)

２）Suzuki	T.,	Nakamura	K.,	Mayanagi	T.,	Sobue	K.,	

Kubokawa	M.:	Na+/H+	exchange	regulatory	factor	1	

is	required	for	ROMK1	K+	channel	expression	in	the	

surface	membrane	of	cultured	M-1	cortical	collecting	

duct	cells.	BBRC	489:	116-122	(2017)

３）＊Yamaguchi	T＃ .,	Suzuki	T＃ .,＊Sato	T.,＊Takahashi	

A.,	＊Watanabe	H.,＊Kadowaki	A.,＊Natsui	M.,＊Inagaki	

H., ＊ Arakawa	S.,	 ＊ Nakaoka	S., ＊ Koizumi	Y., ＊ Seki	

S.,	Adachi	S., ＊ Fukao	A.,	 ＊ Fujiwara	T., ＊ Natsume	

T., ＊ Kimura	A., ＊ Komatsu	M., ＊ Shimizu	S.,	 ＊ Ito	H.,
＊ Suzuki	Y., ＊ Penninger	J	M., ＊ Yamamoto	T., ＊ Imai	

Y.,	 	 	 	 ＊ Kuba	K.	 ( ＃ :	equal	first	author):	The	CCR4-

NOT	deadenylase	complex	controls	Atg7-dependent	

cell	death	and	heart	 function.	Science	Signaling	11:	

eaan3638	(2018)

②　著書

１）中村一芳 ,	久保川　学 :	尿の酸性化と重炭酸イオン

排泄 .	ギャノング生理学	原書 25 版	( 岡田泰伸	監修 ,	

佐久間康夫 / 岡村康司	監訳 )	丸善出版 :	837-847	(2017)

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１）Nakajima	K.,	＊Higurashi	Y.,	Morita	K.,	＊Murata	A.	

and	＊ Inase	M.:	Single-unit	activity	in	cortical	motor	

areas	of	unconstrained	Japanese	monkeys	walking	

on	a	 treadmill.	Yamada	Symposium:	Neuroimaging	

of	Natural	Behaviors.	Oct.	2017.	Tokyo.	

④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）中陦克己：ニホンザルの歩行運動と一次運動野との

かかわり．第 25 回日本運動生理学会．2017 年 7 月．

横浜．

ｂ）一般講演

１）＊望月圭，中陦克己，＊稲瀬正彦，＊村田哲：サル体

性感覚野ニューロンにおける運動に伴う感覚フィード

バック情報の表象．第 40 回日本神経科学大会．2017

年 7 月．千葉．

２）中陦克己：大脳皮質における歩行制御機能とモデル

ベーストリハビリテーション．第 2 回身体性システム

公開シンポジウム「モデルベースト・リハビリテーショ

ンの構築に向けて」，平成26〜30年度新学術領域研究，

脳内身体表現の変容機構の理解と制御．2017年 10月．

東京

３）中陦克己，＊日暮泰男，＊村田哲，＊稲瀬正彦：無拘

束ニホンザルの補足運動野におけるトレッドミル歩行

中の単一神経細胞活動．第 71 回日本人類学会大会．

2017 年 11 月．東京．

４）＊大島裕子，＊青井伸也，中陦克己，＊日暮泰男，＊舩

戸徹郎，＊辻内伸好，＊伊藤彰人，＊土屋和雄：ニホン

ザルの二足・四足歩行時の筋活動に見られる上肢・体

幹・下肢の協調．第 30 回自律分散システム・シンポ

ジウム．2018 年 1 月．名古屋．
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体性感覚野（S1）へのムシモル注入後に生じた肢運

動と体幹姿勢の協調障害．平成 26 〜 30 年度新学術領

域研究，脳内身体表現の変容機構の理解と制御，第 6

回全体会議．2018 年 3 月．霧島．

6）＊日暮泰男，＊Marc	A.	Maier，中陦克己，＊藤木

聡一朗，＊青井伸也，守田和紀，＊村田哲，＊稲瀬

正 彦：Locomotor	Kinematics	 and	EMG	activity	

during	quadrupedal	vs.	bipedal	gait	in	the	Japanese	

macapue．平成 26 〜 30 年度新学術領域研究，脳内

身体表現の変容機構の理解と制御，第 6 回全体会議．

2018 年 3 月．霧島．			

７）Nakamura	K.,	Komagiri	Y.,	Suzuki	T.,	Kimura	S.,	

Kubokawa	M.,	Nakajima	K.:	MAPK	pathways	are	

involved	 in	 the	stimulatory	effects	of	 IFN- γ	and	

TNF- α	on	K+	channel	activity	 in	human	proximal	

tubule	cells.	第 95 回日本生理学会大会 ,	2018 年 3 月 ,	

高松 .

８）Suzuki	 T.,	 Komagiri	 Y.,	Morita	 K., ＊ Murata	

A., ＊ Inase	M.,	 Nakajima	K.,:	 Transformation	 of	

locomotor	patterns	 from	quadrupedal	 to	bipedal	 in	

Japanese	monkeys	on	a	treadmill:	kinematic	analysis.	

第 95 回日本生理学会大会 ,	2018 年 3 月 ,	高松 .

９）＊望月圭，中陦克己，＊稲瀬正彦，＊村田哲：自発運

動にともなうサル一次体性感覚野の運動関連皮質脳

波．第 95 回日本生理学会大会．2018 年 3 月．高松．

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）Nakajima	 K.:	 Cortical	 control	 of	 locomotor	

movements	 in	non-human	primates.	CiNet's	Friday	

Lunch	Seminar	 ( 脳情報通信融合研究センター ).	
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生化学講座分子医化学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 古　山　和　道

	 准教授	 久保田　美　子

	 講　師	 金　子　桐　子

	 助　教	 野　村　和　美

２．研究員等

３．大学院生

４．運営委員

	 教　授	 古　山　和　道	

	 准教授	 久保田　美　子

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．非赤芽球系細胞におけるヘム生合成の調節機構の解明

　赤芽球以外の全ての細胞におけるヘム生合成は非特

異 的 5- ア ミ ノ レ ブ リ ン 酸 合 成 酵 素（non-specific	5 －

aminolevulinate	synthase:	ALAS1）により調節されてい

る．その調節の中心は最終産物であるヘムによる negative	

feedback 機構で，ALAS1 の転写，翻訳，翻訳後修飾の各

段階で ALAS1 の発現が抑制される．我々は ALAS1 と複

合体を形成する分子として，ミトコンドリア内に局在する

ATP 依存性タンパク質分解酵素である CLPXP を同定した．

ALAS1 と CLPXP との結合はヘム生合成系の阻害薬により

ヘム生合成を抑制すると減弱し，反対に培養液中にヘムを

添加することにより促進された．また，ゲノム編集技術を

用いて CLPX あるいは CLPP の発現を欠失させた所，いず

れの場合もヘム依存性の ALAS1 タンパク質の迅速な分解

が観察されなくなったことから，CLPXP はヘム依存性の

ALAS1 タンパク質の分解，ひいてはヘムによる negative	

feedback 機構に深く関わる可能性が高いと考えられた．さ

らに，CLPXP との結合は ALAS1 タンパク質の酸化とも

関連することを明らかにした．これらのことは ALAS1 の

ヘムによる negative	 feedback 機構には CLPX が深く関わ

ることを強く示唆しており，昨年報告した (J	Biol	Chem.	

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 1 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

2016;291(39):20516-29)．これまでの検討により ALAS1 と

CLPX の結合には成熟型 ALAS1 タンパク質の N 末端の領

域が重要な役割を果たすことが明らかとなったため，現在は

ALAS1 の N 末端の領域との結合に必要な CLPX	の領域や

構造を明らかにし，その結合に影響を与える要因を明らかに

すべくさらに検討中である．

２．赤芽球系細胞におけるヘム生合成調節機構の解明

　赤芽球におけるヘムの生合成は赤芽球特異的 5- アミノ

レブリン酸合成酵素 (erythroid-specific	5-aminolevulinate	

synthase:	ALAS2) により調節されており，ALAS2 遺伝子

の機能欠失型変異は X- 染⾊体連鎖鉄芽球性貧血 (XLSA) の

原因として知られている．我々は ALAS2 遺伝子の第 1 イ

ントロンに赤芽球特異的エンハンサー (ALAS2int1enh) を同

定し，さらに，エクソーム解析にても原因遺伝子が明らか

にならなかった XLSA 患者の ALAS2int1enh	に変異を同定

し，ALAS2int1enh の変異が鉄芽球性貧血の原因になりうる

可能性が高いことを明らかにした．その後，ゲノム編集技

術を用いて非腫瘍性ヒト赤芽球細胞株である HuDEP2 細胞

の ALAS2int1Enh に欠失変異を導入した結果，そのような

細胞では実際に ALAS2 の mRNA 量が減少する事を確認し，

さらに鉄芽球性貧血に特徴的な環状鉄芽球を再現性よく観察

できる条件を確立することに成功した．現在は，これを疾患

モデル細胞として報告するため論文を執筆中である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）＊Fujiwara,	T.,	＊Fukuhara,	N.,	＊ Ichikawa,	S.,	
＊Kobayashi,	M.,	＊Okitsu,	Y.,	＊Onishi,	Y.,	Furuyama,	

K.,	and	＊Harigae,	H.	(2017)	A	novel	heterozygous	

ALAS2	mutation	in	a	female	with	macrocytic	

sideroblastic	anemia	resembling	myelodysplastic	

syndrome	with	ring	sideroblasts:	a	case	report	and	

literature	review.	Ann	Hematol	96,	1955-1957

２）Kaneko,	K.,	＊Ohba,	K.,	＊Hirose,	T.,	＊Totsune,	K.,	

Furuyama,	K.,	and	＊Takahashi,	K.	(2017)	Expression	

of	(Pro)renin	Receptor	During	Rapamycin-Induced	

Erythropoiesis	in	K562	Erythroleukemia	Cells	and	

Its	Possible	Dual	Actions	on	Erythropoiesis.	Tohoku	

J.	Exp.	Med.	241,	35-43

ｂ）総説
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Furuyama,	K.,	and	Kaneko,	K.	 (2018)	 Iron	metabolism	

in	 erythroid	 cells	 and	 patients	with	 congenital	

sideroblastic	anemia.	Int.	J.	Hematol.	107,	44-54

②　著書
＊藤原亨，古山和道，＊張替英郎：遺伝生鉄芽球性貧血．

先天性骨髄不全症診療ガイドライン２０１７（日本小

児血液・がん学会：編）診断と治療社，２５－３２

（２０１７）

④－１　国内学会発表（全国）

ｃ）その他

１）久保田	美子，久慈	強，古山	和道		ヘム生合成経路

の律速酵素 ALAS1 の分解経路の低下によるゲノム不

安定性の誘導．2017 年度生命科学系学会合同年次大

会（ConBio2017）2017 年 12 月．神戸

２）金子	桐子，千田	大誠，久保田	美子，野村	和美，

古山	和道 ALAS2 変異による遺伝性鉄芽球性貧血の

モデル細胞樹立 2017 年度生命科学系学会合同年次大

会（ConBio2017）2017 年 12 月．神戸

３）野村	和美，北川	悠，大木	祐亮，久保田	美子，金

子	桐子，古山	和道　ヒト CLPX-CLPP 複合体による

ヘム結合型 ALAS1 の認識及び分解メカニズムの解明

2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）

2017 年 12 月．神戸
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微生物学講座感染症学・免疫学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 村　木　　　靖

	 特任准教授	 吉　野　直　人

	 助　教	 佐々木　　　裕

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．Ｃ型インフルエンザウイルスの増殖機構に関する研究

　C型インフルエンザウイルスの第6遺伝子分節（M遺伝子）

のスプライシング効率を決定するシス作動性領域は 872 〜

940 位にある．そこでスプライシングの branching	point の

中心である 843 位の変異体を作製し，HMV-II 細胞に感染さ

せた．M1（M 遺伝子スプライシング産物）と CM2（M 遺

伝子非スプライシング産物）の発現比が大きく低下している

ことを確認した．スプライシングの効率の低下がタンパクレ

ベルで証明できた．（村木）

２．Ｃ型インフルエンザウイルスの疫学研究

　岩手県環境保健研究センターで 2016 年 3 月と 5 月に分離

した 2 株の C 型インフルエンザウイルス（C/Iwate/1/2016，

C/Iwate/2/2016）の全塩基配列を決定し，系統樹解析をお

こなった．HEF 遺伝子は予想通り C/ サンパウロ系統に属

していた．一方，各々の内部遺伝子（PB2，PB1，P3，NP，M，

NS 遺伝子）は C/ 山形系統か C/ ミシシッピ系統のいずれか

に属したが，2 株の間で系統の組み合わせに相違がみられた．

同一の抗原性をもつが内部の組成が異なる 2 種類のウイルス

が共存しているという新たな知見が得られた．国立感染症研

究所発行の国際学術雑誌（Jpn	J	Infect	Dis）に成果を投稿

した．（村木）

３．アジュバント添加経鼻インフルエンザワクチンに関する

研究

　不活化インフルエンザウイルスを用いインフルエンザウイ

ルス感染モデルでのポリミキシン B（PMB）のアジュバン

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 1 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

ト作用を検討した．不活化ウイルスとPMBの併用免疫群（併

用群）と不活化ウイルスの単独免疫群（単独群）の BALB/

c マウスに経鼻免疫した．併用群と単独群で抗インフルエン

ザウイルス抗体価を比較したところ，単独群より併用群で鼻

腔洗浄液および気管洗浄液中の IgA 抗体価が有意に高かっ

た．血漿中の IgG 抗体価に有意差はなかった．また，併用

群，単独群および非免疫群に致死量のウイルスを経鼻接種し

体重を測定した．マウス馴化ウイルスを非免疫群に接種する

と 5-8 日後に全例で死亡した．併用群と単独群では観察期間

中に死亡するマウスはなかったが，併用群では平均体重の減

少はなかった．以上より PMB 添加経鼻インフルエンザワク

チンの有用性が示唆された．（吉野，佐々木，村木）

４．界面活性剤の分子構造と粘膜アジュバント効果に関する

研究

　抗原特異的な粘膜免疫を効果的に誘導するためには，抗原

に加えてアジュバントが必要である．これまでに界面活性剤

（ベンザルコニウム型陽イオン性，スルホン酸型陰イオン性，

糖型非イオン性の 3 系統）のアジュバント効果を検討し，分

子構造とアジュバント効果が関連することが明らかになっ

た．本研究では，両性界面活性剤とエーテル型非イオン性界

面活性剤を用い，その分子構造とアジュバント効果の関連に

ついて検討した．これらの界面活性剤の中てでは，炭素鎖が

長い両性界面活性剤で抗体価の有意な上昇を認め，粘膜ア

ジュバントに適していると考えられた．また，エーテル型非

イオン性界面活性剤では至適分子サイズが存在することが明

らかになった．（吉野，佐々木，村木）

５．アジュバント効果と界面化学的性質との関連に関する

研究

　サーファクチンなどの環状リポペプチドは，粘膜アジュバ

ント効果をもつ．また，環状リポペプチドは界面活性作用を

有している．本研究では，界面活性作用とアジュバント効果

に関連があるか検討した．臨界ミセル濃度以上のサーファク

チンと抗原をマウスに経鼻免疫すると有意に抗体化が上昇し

た．この現象は他の環状リポペプチドであるポリミキシン B

やコリスチンでも確認された．さらに，サーファクチンの用

量は変えずに体積を増やし臨界ミセル濃度未満で免疫すると

アジュバント作用は有意に低下した．以上より，アジュバン

ト効果と臨界ミセル濃度との関連が示され，これまでの医薬

品で考えられるような「投与量と効果」ではなく「投与濃度

と効果」という知見をもたらした．（吉野，佐々木，村木，

杉山（薬学部医療薬科学講座創剤学分野），佐塚（薬学部医

療薬科学講座創剤学分野））
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６．HIV 母子感染に関する研究

　現在，日本での HIV 母子感染は，適切な予防対策でその

感染率を 1％未満に低下させることが可能になっている．そ

こで，妊婦における HIV スクリーニング検査実施率の現状

と HIV 感染妊婦の動向を把握するため，全国の産科または

産婦人科を標榜する病院に対し調査を行った．病院での妊婦

HIV スクリーニング検査実施率の全国平均は 99.98％であっ

た．2016 年に未受診妊婦の分娩を行ったことがある病院は，

全国で 333 施設あり，妊婦数は 1,063 例であった．未受診妊

婦が HIV に感染している場合，対応の遅れから HIV 母子感

染症例が発生する危険性は十分にあるため注視すべきである

と考えられ，妊娠初期での HIV スクリーニング検査および

感染妊婦の管理を行う必要がある．（吉野）

７．C 型インフルエンザウイルスに対する抗体 S16 が肝臓

に及ぼす影響の解析に関する研究

　マウスで作製した C 型インフルエンザウイルスに対する

抗体「S16」は，マウス肝臓のミトコンドリアに存在する

Acetyl-CoA	Acyltransferase	2（ACAA2）と交差反応する．

近年マウスを用いた実験で，血中の ACAA2 量は肝障害で

増加することが報告された．そこで本研究では，肝障害マウ

スに S16 を投与し，肝障害への影響を解析した．まず，ア

セトアミノフェン（APAP）を用いて肝障害マウスの作製を

試み，APAP 投与 4 時間後に血中トランスアミナーゼ量が

増大することを確認した．次に，作製した肝障害マウスに生

理食塩水，コントロール抗体あるいは S16 を腹腔投与した

ところ，S16 投与群で血中トランスアミナーゼ量が減少する

ことを明らかにした．以上の解析から，S16 は肝障害を緩和

することが示唆された．（佐々木，吉野，村木）

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Yoshino,	N.,	Takeshita,	R.,	Kawamura,	H.,	Sasaki,	

Y.,	Kagabu,	M.,	Sugiyama,	T.,	Muraki,	Y., ＊ Sato,	S.:	

Mast	cells	partially	contribute	to	mucosal	adjuvanticity	of	

surfactin	in	mice.	Immun	Inflamm	Dis.	6:	117-127	(2018)

２） ＊ Sakai,	T.,	 ＊ Takagi,	H.,	Muraki,	Y.,	 ＊ Saito,	M.:	

Unique	 directional	motility	 of	 influenza	C	 virus	

controlled	by	its	filamentous	morphology	and	short-

range	motions.	J	Virol.	92:	e01522-17	(2018)

３）＊Iskandar,	VI.,	Sasaki,	Y.,	Yoshino,	N.,	＊Abubakar,	

RZR.,	＊Sato,	S.,	Muraki,	Y.:	Optimization	of	trypsins	

for	 influenza	A/H1N1	virus	 replication	 in	MDCK	

SI-6	cells,	a	novel	MDCK	cell	 line.	J	Virol	Methods	

252:	94–99	(2018)

４）Chiba,	 Y.,	 Sato,	 S.,	 Itamochi,	 H.,	 Yoshino,	 N.,	

Fukagawa,	D.,	Kawamura,	H.,	Suga,	Y.,	Kojima-Chiba,	

A.,	Muraki,	Y.,	 Sugai,	T.,	 Sugiyama,	T.:	 Inhibition	

of	 Aurora	 Kinase	 A	 synergistically	 enhances	

cytotoxicity	in	ovarian	clear	cell	carcinoma	cell	lines	

induced	by	cisplatin:	A	potential	treatment	strategy.	

Int	J	Gynecol	Cancer.	27:	1666-1674	(2017)

５）＊Goto,	T.,	 ＊ Shimotai,	Y.,	 ＊Matsuzaki,	Y.,	Muraki,	

Y.,	＊Sho,	R.,	＊Sugawara,	K.,	＊Hongo,	S.:	Effect	of	the	

phosphorylation	of	 the	CM2	protein	on	 influenza	C	

virus	replication.	J	Virol.	91:	e00773-17	(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）川村英生，利部正裕，佐々木裕，村上一行，川村花

恵，池田浩，安保亜紀子，吉野直人，村木靖，杉山徹：

腫瘍溶解性ヘルペスウイルスとシクロフォスファミド

を併用した子宮頸がん新規治療法の検討．岩手医学雑

誌．69	(2):	75-88	(2017)

２）佐々木裕，小笠原理恵，吉野直人，＊長内和弘，諏

訪部章，村木靖：A 型インフルエンザウイルスによる

肺炎の発症機構の解析：コラーゲン収縮ゲル上で培養

したラット肺胞Ⅱ型細胞による検討．日本肺サーファ

クタント・界面医学会雑誌．48:	18-19	(2017)

ｂ）総説

１）＊箕浦茂樹，吉野直人，＊杉浦敦，＊喜多恒和：【妊娠・分娩・

産褥時の対応】　HIV．周産期医学．47(2):	227-230	(2017)

④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）吉野直人，＊杉浦敦，＊喜多恒和：HIV/AIDS と

HIV 母子感染　〜 Introduction 〜．第 34 回日本産婦

人科感染症学会．2017 年 5 月．奈良．

２）＊杉浦敦，＊市田宏司，＊中西美紗緒，＊箕浦茂樹，＊松

田秀雄，＊高野政志，＊桃原祥人，＊小林裕幸，＊佐久本薫，
＊太田寛，＊石橋理子，＊藤田綾，高橋尚子，吉野直人，
＊田中瑞恵，＊外川正生，＊喜多恒和：HIV 感染妊娠に

おける経腟分娩に関する検討．第 34 回日本産婦人科

感染症学会．2017 年 5 月．奈良．

ｂ）一般講演
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１）村上一行，吉野直人，佐々木裕，川村花恵，川村英

生，利部正裕，村木靖，杉山徹：子宮頚がんに対する

腫瘍溶解性ウイルスと免疫チェックポイント阻害剤を

併用した新規療法の検討．第 34 回日本産婦人科感染

症学会．2017 年 5 月．奈良．

２）川村英生，吉野直人，佐々木裕，村上一行，川村花恵，

利部正裕，板持広明，村木靖，杉山徹：腫瘍溶解性ウ

イルスと化学療法を併用した子宮頸がん新規治療法の

検討．第 34 回日本産婦人科感染症学会．2017 年 5 月．

奈良．

３）千葉洋平，佐藤誠也，板持広明，千葉淳美，吉野直

人，村木靖，菅井有，杉山徹：卵巣明細胞癌に対する

Aurora	kinase	A を標的とした新規治療法の開発．第

143 回東北連合産婦人科学会．2017 年 6 月．秋田．

４）＊下平義隆，＊後藤崇成，＊松嵜葉子，村木靖，＊菅

原勘悦，＊本郷誠治：C 型インフルエンザウイルス

NS1 タンパク質の核外移行シグナルの解析．第 31 回

インフルエンザ研究者交流の会シンポジウム．2017

年 6 月．静岡．

５）＊桃原祥人，吉野直人，杉山徹，＊杉浦敦，＊石橋理子，＊市

田宏司，＊佐久本薫，＊高野政志，＊中西美紗緒，＊箕浦茂樹，
＊喜多恒和：未妊検妊婦へのHIVスクリーニングの現状

とHIV母子感染発生への影響に関する検討．第 53 回

日本周産期・新生児医学会．2017年 7月．横浜．

６）＊市田宏司，＊杉浦敦，＊石橋理子，＊佐久本薫，杉

山徹，＊中西美紗緒，＊箕浦茂樹，＊桃原祥人，吉野直人，
＊喜多恒和：HIV 感染妊娠における飛び込み分娩に関

する検討．第 53 回日本周産期・新生児医学会．2017

年 7 月．横浜．

７）吉野直人，＊杉浦敦，高橋尚子，＊伊藤由子，杉山徹，＊田

中瑞恵，＊谷口晴記，＊蓮尾泰之，＊稲葉憲之，＊和田裕一，
＊塚原優己，＊喜多恒和：妊婦 HIV スクリーニング検

査実施率の推移と未妊健妊婦の HIV 母子感染リスク．

第 31 回日本エイズ学会．2017 年 11 月．東京．

８）＊山田里佳，＊谷口晴記，＊白野倫徳，＊定月みゆき，
＊千田時弘，＊大里和広，＊井上孝美，＊塚原優己，＊鳥

谷部邦明，吉野直人，＊杉浦敦，＊田中瑞恵，＊蓮尾泰之，
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吉野直人，＊杉浦敦，＊田中瑞恵，＊外川正生，＊谷口

晴記，＊蓮尾泰之，＊塚原優己，＊戸谷良造，＊稲葉憲之，
＊和田裕一，＊喜多恒和：HIV 母子感染およびスクリー

ニング検査偽陽性に関する妊婦の意識調査．第 31 回

日本エイズ学会．2017 年 11 月．東京．

13）Yoshino,	N.,	Muraki,	Y.:	Mucosal	adjuvanticity	of	

surfactin	correlates	with	the	surface-active	property.	

第 46 回日本免疫学会学術集会．2017 年 12 月．仙台．

ｂ）一般講演

１）吉野直人，佐々木裕，村木靖：粘膜ワクチン開発の

ためのアジュバント探索－糖型界面活性剤の構造とア

ジュバント作用－．東北乳酸菌研究会．2017 年 7 月．

仙台．

２）＊高橋雅輝，小原崇裕，＊松嵜葉子，佐々木裕，吉

野直人，＊梶田弘子，＊小野泰司，村木靖：岩手県で

検出された C 型インフルエンザウイルスの性状解析．

第71回日本細菌学会東北支部総会．2017年8月．仙台．

３）＊下平義隆，＊後藤崇成，＊松嵜葉子、村木靖，＊菅

原勘悦，＊本郷誠治：C 型インフルエンザウイルス

NS1 の核外移行に関与するアミノ酸の解析．第 71 回

日本細菌学会東北支部総会．2017 年 8 月．仙台．

ｃ）その他

１）村木靖：話題になりにくい感染症．C 型と D 型イ

ンフルエンザ．平成 29 年度第 2 回岩手県感染症検査

ネットワーク研修会．2018 年 3 月．盛岡．
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薬理学講座情報伝達医学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 平　　　英　一

	 講　師	 近　藤　ゆき子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．ラット大動脈平滑筋細胞における血管作動性物質受容体

発現に対する伸展培養の影響

　１）A10 細胞（ラット大動脈平滑筋細胞由来の培養細胞）

において伸展培養による幾つかの血管作動性物質およびその

受容体の発現変化について血管作動性物質や伸展受容体の阻

害薬等による効果を検討し解析している。

　２）SD 系雄性ラットから単離した大動脈血管平滑筋細胞

においても A10 細胞と同様に伸展培養における血管作動性

物質およびその受容体の発現変化について同様の阻害薬等の

効果を解析し検討した。

　３）SHR 系雄性ラットから単離した大動脈血管平滑筋細

胞においても上記と同様の解析を行っており、病態モデル動

物由来の細胞における結果と対照モデル由来の細胞の結果を

比較検討し現在成果発表準備中である。

２． 人 工 甘 味 料 に よ る 摂 食 行 動 変 化 と 脳 活 動 変 化 の

functional MRI による解析

　１）Wistar 系雄性ラットを用いてショ糖水と同等の甘味

とされている	人工甘味料水（アセスルファムKとスクラロー

ス）摂取により摂食行動変化を食餌量と飲水量および体重の

変化において観察・解析している。

　２）上記ラットにおいて定期的に採血し血糖値変化につい

ても継続的に測定している。

　３）上記ラットにおいてイソフルレン導入・ウレタン麻

酔下における甘味水（ショ糖とアセスルファム K またはス

クラロース）による舌刺激時の脳活動変化を functional	MRI

にて解析中である。

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
1 名 1 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

３．ラット骨格筋細胞由来の培養細胞における CD146 発現

に対する伸展培養の影響

　１）ラット骨格筋細胞由来の培養細胞である L6 細胞（ラッ

ト骨格筋芽細胞）において伸展培養による CD146 の発現変

化を伸展受容体や MAP キナーゼの阻害薬等による効果につ

いて検討している。

４．心不全ラットの心臓における CD146 発現の経時的変化

の解析

　１）SD 系雄性ラットに横行大動脈縮窄術（TAC）処置を

行い、1 〜 16 週まで経時的に心臓を採取して心不可の程度

と相関するとされる重量と ANP および CD146 の発現変化

について対照ラットとの比較検討・解析を進めている。

　２）ラット心筋細胞由来の培養細胞である H9c2 細胞にお

いて伸展培養による ANP および CD146 の発現変化につい

て検討・解析を進めている。

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 28 年 4 月〜平成 29 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

１）Sweetness	induced	rat	brain	activity	changes	and	

comparable	 examination	 of	 sucrose	 and	 artificial	

sweetener.	Kondo	Y,	Higuchi	S,	Uwano	I,	Yamashita	

F,	Hirose	M,	 Sasaki	M,	Taira	E.	Bulletin	 of	 the	

Japanese	Society	 for	Neurochemistry	vol.56	 (No.	2),	

2017（平成 29 年 9 月）

①－ 2　学術論文［和文］

ドパミンと統合失調症　平英一

日本精神科病院協会雑誌 vol36	No.12	10-15,	2017

④－１　国内学会発表 ( 全国）

ｂ）一般講演

１）Kondo	Y,	Higuchi	S,	Uwano	I,	Yamashita	F,	Hirose	

M,	Sasaki	M,	Taira	E	:	Sweetness	induced	rat	brain	

activity	 changes	 and	 comparable	 examination	 of	

sucrose	and	artificial	sweetener.	第 60 回日本神経化

学会大会　2017 年 9 月　仙台
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病理学講座機能病態学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 増　田　友　之

	 教　授	 佐　藤　　　孝

	 講　師	 及　川　浩　樹

	 特任講師	 阿　保　亜紀子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．肝細胞癌進展の制御機構の解明

　成果 :	afadin の発現は肝細胞癌周囲正常肝組織と比較し，

肝細胞癌で低下していることが分かった．また，肝

細胞癌株を使った検討では，高分化の肝細胞癌株と

比較し，低分化の肝細胞癌株で afadin の発現の低

下を認めると共に，遊走能，浸潤能も亢進している

という結果を得た．

２．脾臓の血管構築について

　成果 :	脾臓は，免疫装置として機能しており，辺緑帯で血

液中の抗原物質が補足される．

　　　　辺縁帯での開放性微小循環は，免疫学的フィルター

として機能している．

３．生検標本，手術標本についての症例報告を行った．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Sugiyama,	 I.,	Oikawa,	H.,	Masuda,	T.,	 Sadzuka,	

Y.:	Effect	of	 liposomes	with	different	double	arms	

polyethyleneglycol	on	hepatic	metastasis	model	mice	

and	evaluation	using	a	 fluorescent	 imaging	device.	

Curr	Drug	Deliv.	14	(5):	668-675	(2017)

２）Suzuki,	K.,	Tatemichi,	Y.,	Yoshida,	Y.,	Miyamoto,	

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 0 名 0 名 0 名 1 名 1 名 0 名

研究員 研究生 研修生
3 名 1 名 3 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 1 名

Y.,	Kuroda,	H.,	Miyasaka,	A.,	Takikawa,	Y.,	Masuda,	

T.,	Kumagai,	I.,	and	Okamoto,	H.:	Hepatic	histological	

comparison	between	acute	self-limiting	hepatitis	A	

and	hepatitis	E.	Arch	Hepat	Res.	3(2):	041-048(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）佐藤	孝 ,	川口順三：開放性循環よりみた脾臓の構

造と機能 .	細胞 .	49	:179-182(2017)

２）川村英生 ,	利部正裕 ,	佐々木	裕 ,	村上一行 ,	川村花恵 ,	

池田	浩 ,	阿保	亜紀子 ,	吉野	直人 ,	村木	靖 ,	杉山	徹：

腫瘍溶解性ヘルペスウイルスとシクロホスファミドを

併用した子宮頸がん新規治療法の検討.	岩手医学雑誌.	

69	:75-88(2017)

３）定免	渉 ,	奥津恵里 ,	増田友之：CA125 高値と腹水

と不正出血を契機に診断された自己免疫性肝炎の一

例 .	肝臓 .	59(1)	:	41-46(2018)

④－１　国内学会発表（全国）

ｂ）一般講演

１） 佐 藤	 孝： 脾 臓	sclerosing	angiomatoid	nodular	

transformation の病理診断 .	第 106	回日本病理学会総

会 .	2017 年	4	月 .	東京 .

２）上谷	眞由美 ,	阿保	亜紀子 ,	佐藤	孝 ,	増田友之：骨

髄増殖性腫瘍の経過中に肝腫瘤を形成した	1	例 .	第

106	回日本病理学会総会 .	2017 年	4	月 .	東京 .

３）及川浩樹 ,	及川寛太 ,	水谷久太 ,	増田友之：肝細胞

癌浸潤能に及ぼす afadin の発現変化の検討 .	第 106 回

日本病理学会総会 .	2017 年	4	月 .	東京 .

４）及川寛太 ,	及川浩樹 ,	及川純子 ,	及川慶一 ,	増田友之：

Helicobacter	pylori 感染診断における鏡検法の評価 .	

第 106 回日本病理学会総会 .	2017 年	4	月 .	東京 .

５）谷口幸裕 ,	齋藤	永一郎 ,	及川浩樹 ,	赤坂	祐一郎 ,	及

川寛太 ,	水谷久太 ,	増田友之：尋常性乾癬に伴う膜性

腎症の1例 .	第 106回日本病理学会総会 .	2017年	4	月 .	

東京 .

６）角田	加奈子 ,	高橋和宏 ,	鈴木雄造 ,	阿保	亜紀子 ,	高

橋倫子：下肢に多発結節を呈した T リンパ芽球性リ

ンパ腫 (T-LBL) の一例 .	第 116回日本皮膚科学会総会 .	

2017 年	6	月 .	仙台 .

７）阿保	亜紀子 ,	佐藤	孝 ,	増田友之：骨髄異形成 / 骨

髄増殖性腫瘍の経過中に肝腫瘤を形成した 1 例 .	第 57	

回日本リンパ網内系学会総会 .	2017 年	6	月 .	東京 .

８）佐藤	孝：造血器疾患からみた脾臓の病理 .	第	11	回
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東京骨髄病理研究会 .	2017 年	8	月 .	東京 .

９）松浦朋彦 ,	小野田	充敬 ,	兼平	貢 ,	杉村	淳 ,	大森	聡 ,	

阿部貴弥 ,	及川浩樹 ,	長谷川	康 ,	高原武志 ,	新田浩幸 ,	

小原	航：脳死下肝腎同時移植の経験とその後移植腎

に発生した骨髄腫腎 .	第 33回腎移植・血管外科研究会 .	

2017 年	7	月 .	小田原 .

10）佐藤	孝：開放性循環よりみた脾臓の構造と機能 .	

第 6	回脾臓研究会 .	2017 年	9	月 .	東京 .

11）佐藤	 孝 ,	 阿保	 亜紀子：骨髄増殖性腫瘍の 2017	

WHO 分類改訂について .	第 56	回日本臨床細胞学会

秋季大会 .	2017 年 10 月 .	福岡 .

12）小川	薫 ,	黒瀬	顕 ,	阿保	亜紀子 ,	桑原一彦 ,	岩淵

英人 ,	 中澤温子：小児頭蓋骨に発生した Hodgkin	

lymphoma.	第 63 回日本病理学会秋期大会 .	2017 年 11

月 .	東京 .
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衛生学公衆衛生学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 坂　田　清　美

	 准教授	 丹　野　高　三

	 講　師	 坪　田　　　恵	 田　鎖　愛　理

	 助　教	 佐々木　亮　平	 下　田　陽　樹

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．岩手県北地域コホート研究

　平成 14 年度から開始された岩手県北地域コホート研究（県

北コホート）では平成 21 年までに平均 5.6 年となる追跡調

査（第二次追跡調査）が終了し，コホート参加者 26,469 人

中 1,050 人の死亡，700 人の脳卒中罹患（再発含む），89 人

の心筋梗塞罹患，108 人の心不全罹患，1,619 人の要支援以

上の介護認定を確認した．死亡1,050人中1,044人については，

死亡小票閲覧による死因情報収集を完了させ，平成 23 年 12

月に全ての死因が決定した．

　本研究を基盤として，平成 28 年度から科学研究費補助金

基盤研究（B）「要介護認定に至るリスクおよび認定後の進

行過程の多様性：多施設共同コホート研究」（研究代表者：

田邊直仁（新潟県立大学人間生活部教授），研究分担者：丹野）

の助成を受け，要介護情報に係るデータ編集及びリスク要因

に関する解析を開始した．平成 29 年度から科学研究費補助

金基盤研究（C）を受け，「レセプトデータに基づく脳卒中

発症判定と大規模コホート研究への適用に関する研究」（研

究代表者：丹野）を開始した．

２．岩手県における東日本大震災被災者の支援を目的とした

大規模コホート研究

　平成 23 年度厚生労働科学特別研究としてスタートした「東

日本大震災被災者の健康状態等に関する調査」研究班（研究

代表者　林謙治）は，平成 24 年度からは厚生労働科学研究

費補助金（平成 28 年度からは厚生労働行政推進調査事業費

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 2 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0. 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
2 名 0 名 0 名 1 名

補助金）健康安全・危機管理対策総合研究事業「岩手県にお

ける東日本大震災被災者の支援を目的とした大規模コホート

研究」（研究代表者　小林誠一郎）として継続されることと

なった．対象地区は，岩手県で最も被害が甚大であった大槌

町，陸前高田市，山田町と栄養調査項目の妥当性，再現性調

査のために対象とした釜石市下平田地区である．平成 23 年

度の研究参加同意者数は 10,475 人で，このうち平成 24 年度

の健診を受診した者は 7,616 人，平成 25 年度は 7141 人，平

成 26 年度は 6836 人，平成 27 年度は 6507 人，平成 28 年度

は 6,157 人，平成 29 年度は 5,893 人であった．

　平成 30 年度も引き続き健康診査および質問紙調査を実施

しており，12 月現在までに全対象自治体での本年度健診を

完了した．震災直後から現在までの健康状態の推移を調査し，

悪化要因を明らかにすると共に，新たな健康問題に対する支

援策の検討を行った．また調査データのリンケージを順次行

い，解析を進めている．平成 29 年度には介護情報調査を開

始しており，陸前高田市および大槌町における介護情報の取

得を完了している．また研究期間中の死亡情報を取得してコ

ホートデータとのマージを進めており，今後，死亡小票に基

づく死因の再分類と関連要因の分析を実施する．

３．次世代多目的コホート研究（JPHC-NEXT）

　平成 27 年度から国立がん研究センターとの共同研究とし

て，次世代多目的コホート研究（JPHC-NEXT）（研究代表

者：津金昌一郎（国立がん研究センター），研究分担者：坂

田）の地域事務局を担当することとなった．平成 29 年度は，

二戸保健所，二戸市，軽米町，二戸広域行政事務組合，及び，

岩手県後期高齢者医療連合と追跡調査体制の構築について検

討した．

４．東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査

　岩手医科大学ではいわて東北メディカル・メガバンク機

構（IMM）を発足し，復興庁及び文部科学省の次世代医療

研究開発拠点形成事業費補助金助成を受け，東北大学東北メ

ディカル・メガバンク機構と共同で東北メディカル・メガ

バンク計画を実施している（http://iwate-megabank.org/）．

平成 27 年度からは国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（AMED）の助成を受けている．

　この事業の一環として，本事業では，大規模なゲノムコ

ホート研究（地域住民コホート調査）を実施している．当講

座からは坂田清美教授が IMM 副機構長，丹野高三准教授が

IMM 臨床研究・疫学研究部門部門長代理，佐々木が IMM

臨床研究・疫学研究部門を兼任し，地域住民コホート調査の

運営を担当している．平成 29 年度は，平成 25 年度にベース
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ライン調査を受診した参加者を対象として対面型の詳細二次

調査を実施し，6,164 人（サテライト型：3,246 人，健診参加

型：2,918 人）が参加した．

５．第 7 回　大腿骨近位部骨折患者全国調査

　本研究は，1987 年，1992 年，1997 年，2002 年，2007 年，

2012 年と 5 年毎に実施してきた大腿骨近位部骨折の全国調

査の 7 回目に当たるものであり，超高齢社会であるわが国で

の大腿骨近位部骨折の実態を明らかにする重要な位置づけと

なっている．大腿骨近位部骨折は，現在わが国で約 3 分に１

件の割合で発生しており，その受傷により約 1/4 で要介護等

が必要，約半数が 1 年以内に死亡する等，社会的な問題となっ

ている．骨粗鬆症に関する情報はテレビや新聞等で提供され

ているが，現在 1,280 万人いると言われている骨粗鬆症患者

で診断・治療を受けている割合は 20% 程度である．1987 年

の初回調査以降わが国の大腿骨近位部骨折は増加し続けてい

るが，2012 年の前回調査では 70 〜 80 代の発生率低下が確

認され，啓発や薬物療法の効果が一因と考えられた．この調

査によって現状を把握し実態に即した大腿骨近位部骨折の一

次〜三次予防対策を進めることは医療政策の上でも非常に重

要である．

　これらの研究は，初回の厚生省の時代（1987 年）から研究

班として取り組んだものであり，2007 年まで継続して国から

研究費が支給されてきた．2012 年には公益財団法人骨粗鬆

症財団および日本骨粗鬆症学会が当研究を支援した．今回は

公益財団法人骨粗鬆症財団の受託研究として実施している．

　2017 年に全国の整形外科を標榜するすべての病院または

有床診療所より標本施設を 5037 施設抽出し，2018 年 1 月中

旬から第 1 回目の質問票調査を郵送法で実施している．

６．科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）若手研

究（B）東日本大震災被災者における災害公営住宅の居住環

境が心身の健康状態に及ぼす影響（研究代表者：田鎖愛理）

　東日本大震災被災困窮者の健康状態の悪化が危惧される

中，整備途上の災害公営住宅における居住形態・地域コミュ

ニティの実態及びそれらが被災入居者の心身の健康に及ぼす

影響に関しては未だ明らかでない．また，沿岸被災者を対象

としたコホート研究に継続参加出来た集団は，住民全体を反

映せず健康状態が良好に偏っており，ハイリスク集団の調査

は十分ではない．

　本研究では，災害公営住宅およびそのコミュニティ形成の

状況の聞き取り調査を行った上で，災害公営住宅における住

民を対象とした質問票調査を実施し，居住形態および地域コ

ミュニティが心身の健康に及ぼす影響を明らかにし，この成

果により災害公営住宅移行期におけるハイリスク者の健康障

害予防に寄与することを目的としている．2017 年度は，早

期に整備された災害公営住宅およびそのコミュニティ形成の

状況に関して，自治体および各種支援団体を対象に聞き取り

や行政資料による調査を実施している．
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ａ）招聘講演等

１）田鎖愛理．東北地方における産業医研修を考える〜

地域保健医療に従事した立場より〜．第 76 回日本産

業衛生学会東北地方会．2017 年 7 月．福島市．

ｂ）一般講演

１）丹野	高三 ,	＊米倉	祐貴 ,	小野田	敏行 ,	大間々	真一 ,	

石橋	靖宏 ,	坂田	清美 ,	大澤	正樹 ,	＊板井	一好 ,	＊栗林	

徹 ,	田中	文隆 ,	中村	元行 ,	小笠原	邦昭 ,	＊腰山	誠 ,	＊岡

山	明 .	高齢者の脳卒中病型別にみた要介護認定状況　

岩手県北地域コホート研究 .	第 66 回東北公衆衛生学

会 .	2017 年 7 月 .	福島市 .

２）佐々木亮平 ,	坂田清美 ,	＊岩室紳也 :	陸前高田市の地

域づくりにおける未来図会議と外部支援者が果たして

きた役割.	第66回東北公衆衛生学会総会.	2017年7月 .	

福島市 .
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法科学講座法医学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 出　羽　厚　二

	 准教授	 中屋敷　　　徳

	 講　師	 高　宮　正　隆

	 助　教	 熊　谷　礼　子	 新　津　ひさえ

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．法医学的に重要なトリカブト種の多様性について

　法医学領域において，自己過失による中毒や自他殺にも用

いられることがある有毒植物のトリカブトは重要な植物であ

り，その DNA から同種を判別する方法を確立してきた．そ

の後，東北地方だけでなく，全国に広く自生しているサンプ

ルを採取し，核DNAのITS配列および葉緑体DNAの６ロー

カスの塩基配列を分析・比較することにより，多数の種を遺

伝子レベルで特定することを試みたが，国産４倍体種と２倍

体種は容易に識別可能であったものの，４倍体種の判別は困

難であった．核 DNA の ITS 配列は地域により種の区別を

超えて共通する塩基置換等が存在する傾向が見られたことか

ら，自生地（由来）を推定する補助となる可能性があり，さ

らに種類や個体数を増やして検討を重ねている．

２．低体温症マーカー候補の免疫組織化学的な法医実務応用

　低体温症は岩手県のような寒冷地域では法医学的に重要な

病態であるが，特異的な所見は少ない．そこでマウス低体温

症モデルを導入し，DNA	microarray 法を用いて，低体温症

における心臓，肺，肝臓，腎臓，副腎での変動遺伝子を検出

した．さらに法医実務への応用を目指し剖検例組織を用いて，

これら低体温症マーカーの動態を免疫組織化学的に検討して

いる．	

３．トリカブトに含まれる有毒性アルカロイドの分析

　トリカブト種はその全草に有毒なアルカロイドを含むこと

から法医学的に重要な毒草である．各地で自生しているトリ

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 1 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
2 名 1 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

カブトの塊根に含まれる 4 種類のアコニチンアルカロイドの

量および構成などを分析してきた．これまでのところ，種に

よってアルカロイドの量や種類（構成および構成比）は決まっ

ておらず，これらの情報から種を推定することは困難であっ

た．栽培場所を変えた移植実験では，成長程度は一般に悪く，

塊根に含まれる構成成分はほぼ変化しないもののその濃度は

移植地により異なっていた．	

４．主成分分析を利用した寛骨の加齢変化の解析（第 3 報）

　日本人男性（514 例）及び女性（388 例）の CT 画像か

ら再構築した３次元寛骨像から左右寛骨の３次元像を描出

し，形状点数 8472 で構成された左右寛骨像の相同モデル

を作成した．左右モデル間で対応する形状点間距離の平均

値（面間距離）を計測したところ，男性の左右寛骨の面間距

離は 2.8mm（標準偏差 0.39mm），女性は 3.4mm（（標準偏

差 0.77mm）で男女間に有意差が認められた（t=	11.36,	P<	

0.0001）．また男性は 3.5mm 以上示したものが 5 例（0.9％）

あったのに対し，女性の 100 例（26％）が 3.5mm 以上を示

したことから，この値が男女別の閾値になる可能性がある．

新たに採取した男性（117 例）と女性（97 例）の左右寛骨モ

デルと上記男女の左右平均像との面間距離を計測し，面間

距離の差から男女別の判定を試みたところ，男性の左 92％，

右 94％，女性の左 96％，右 92％のモデルが実際の性側の平

均像に近い値を示した．

５．骨のミトコンドリア DNA を用いた人獣鑑別・動物種識別

　震災発生後 7 年を経過して，沿岸部で発見される部分骨や

骨片には震災被害者の人骨が殆どみられなくなった．ミトコ

ンドリア DNA 配列を利用した種特異的 PCR 法によって人

獣鑑別を行ったところ，全検査数の約 70% はシカで，他に

カモシカ，ウシ，ブタ，イルカ，イヌ，ネコ，ウマ，ツキノ

ワグマなどの骨が確認された．

６．岩手県における死体昆虫相の調査（共通教育センター生

物学科との共同研究）

　法医解剖事例より各成長段階の昆虫を採集し，飼育・同定

を行い岩手県の死体昆虫相の解明および昆虫学的証拠の法医

鑑定への応用，また屋外に放置したブタ屍に集まる昆虫相を

併せて検討している．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）新津ひさえ，藤田友嗣，熊谷礼子，藤田さちこ，＊中
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村祐貴，＊筋浦立成，＊吉田　徹，出羽厚二 .	スイセン

の誤食後に死亡した一剖検例．法医学の実際と研究　

60：47-53,	2017

２）中屋敷徳，出羽厚二，＊沢和浩，＊根本秀一，＊大森威宏 .	

2 倍体トリカブト亜属（キンポウゲ科）植物の分子生

物学的分析 .	DNA 多型　25:	79-82,	2017

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１）Takamiya	M.:	 Large-scale	 gene	 expression	

analysis	 in	hypothermia	 to	 study	pathophysiology	

and	 identify	 forensic	 biomarkers:	 Incorporating	

correspondence	 analysis	 into	 forensic	 pathology.	

The	1st	Wakayama	Medical	University	International	

Symposium	of	Forensic	Molecular	Pathology.	Sep.	

2017.	Wakayama

④－１　国内学会発表（全国）

ｂ）一般講演

琵琶坂仁，成田孝仁，＊青木康博，藤田さちこ，高宮正

隆，出羽厚二，＊臼井章仁，＊細貝良行，＊斎藤春夫，＊舟

山眞人：主成分分析を利用した寛骨の加齢変化の解析

（第 3 報）.

第 101 次日本法医学会学術全国集会（6 月，岐阜，長良

川国際会議場）

3.　中屋敷徳，＊臼井聖尊，新津ひさえ，＊小梶哲雄，＊舟

山眞人，出羽厚二：トリカブト種とその由来について

の分子生物学的および成分分析によるアプローチ〜第

2 報 .

第 101 次日本法医学会学術全国集会（6 月，岐阜，長良

川国際会議場）

新津ひさえ，藤田友嗣，熊谷礼子，藤田さちこ，出羽厚

二：メチルフェニデートが検出された剖検例 .

第 101 次日本法医学会学術全国集会（6 月，岐阜，長良

川国際会議場）

6.　	＊ガバラモハメド，＊堀田哲也，高宮正隆，＊福田真

未子，＊加藤秀章，＊大瀧純，＊中村昌美，＊青木康博：

Time	 course	 study	 of	 cytokines	 using	multiple	

modalities	 for	 incised	wound	 aging	 in	 skeletal	

muscles.

第 101 次日本法医学会学術全国集会（6 月，岐阜，長良

川国際会議場）

7.　	＊本村あゆみ，＊咲間彩香，＊矢島大介，＊猪口剛，＊星

岡佑美，＊牧野陽介，＊千葉文子，＊斉藤久子，出羽厚二，

＊岩瀬博太郎：DVI 訓練を通じて見えた，災害時多職

種連携の在り方

第 101 次日本法医学会学術全国集会（6 月，岐阜，長良

川国際会議場）

8.		＊藤澤慶子，＊金子義紀，＊真田沙穂，＊高橋颯，藤田

さちこ，出羽厚二，熊谷章子，三浦廣行．	東北管区

広域緊急援助隊北部三県合同災害訓練および岩手県主

催総合防災訓練へ参加して．

日本法歯科医学会第 11 回学術大会（11 月，浦安，明海

大学浦安キャンパス）

9.　	＊勝村聖子，＊山村恵子，熊谷章子，＊岡広子，＊斎

藤久子，＊本村あゆみ，＊浦邉朱毬，＊咲間彩香，＊岩

瀬博太郎，出羽厚二，＊佐藤慶太 .　	ICPO 式 DVI を

用いた机上訓練の試み－多職種連携の意義を考究する

－

日本法歯科医学会第 11 回学術大会（11 月，浦安，明海

大学浦安キャンパス）

10.	 	出羽厚二．岩手県岩泉町台風 10 号被害者の検視・

身元確認

第22回　日本集団災害医学会総会・学術集会（2月，愛知，

名古屋国際会議場）

11.		出羽厚二，藤田さちこ，熊谷礼子，熊谷章子．人獣

鑑別を間違えた骨の鑑定

第 12 回　法医画像勉強会（3 月，東京，杏林大学井の

頭キャンパス）

⑤－２　国内学会主催

第 18 回日本法医学会学術北日本地方集会・法医学談話

会第 104 回例会　　開催　2017 年 10 月　盛岡市　ア

イーナいわて県民情報交流センター
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医学教育学講座医学教育学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　藤　洋　一

	 准教授	 田　島　克　巳

	 特任講師	 相　澤　　　純

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　医学教育学講座医学教育学分野は，平成 25 年 10 月に医学

教育全般の企画と提言をする部署として新設され，平成 26

年度から本格的な稼動に入った．本講座は全学教育推進機構

とも密接な連携をとり，全学的な観点から多職種連携教育を

推進するとともに，医学部独自の活動として，医学教育分野

別認証評価に向けた準備をおこなってきた．教員は出身母体

の講座の仕事もこなしつつ，それぞれ独自のテーマで活動し

ている．

　佐藤は全学教育推進機構をもとに，昨年に引きつづき多職

種連携教育（IPE）の推進にあたってきた．IPE は，初年次，

3 年次，6 年次にそれぞれ段階的におこなってきたが，その

効果についてアンケート調査をもとに解析した．本年度は 6

年次の 3 学部合同セミナーを全学生参加に拡大し，解析を

行ったところ，これまでの選別学生で得られたと同様に，全

学部学生で多職種連携業務への心の準備が整ったことが証明

された．また，基礎医学と臨床医学の統合プログラムとして

始まった症例基盤・問題解決型学修が 1M と 2M で正規科目

として開始した．学生のアンケート調査では，ハードな授業

であったことがうかがわれるが，低学年から専門的な内容に

触れる授業であり，学修意欲を刺激されたとの意見が見られ

た．30 年度は 3M も始まるため，今後も改良継続していく

必要がある．	

　Institutional	Research	(IR) としておこなった仕事では，前

年度同様に，学修支援アンケート調査とその解析，および入

試解析と入学後の成績解析で，それぞれの結果は教務委員会，

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 1 名 0 名

研究員 研究生 研修生
2 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

教授会，全学教育推進機構，入試センター会議で報告され，

教育の方針決定に使われているが，それが規程に盛り込まれ

ていなかった．	

　田島は，主に医学教育分野別認証評価受審に向けて臨床実

習の充実化の作業を担当している．29 年度は 28 年度に作成

し教務委員会で承認された診療参加型臨床実習に向けた実質

的な改革を行ない，学生が経験すべき医行為についての説

明会や診療参加型臨床実習の形成的評価（ポートフォリオ，

ルーブリック，360°評価）の目的・使用法を教員に浸透させ

るための全体の説明会と各科に出向いた説明会を 15 回開催

し，形成的評価のトライアルを継続し，教員の評価基準の統

一性を図っている．医行為については説明会の前に実習を終

了した 6 年生と説明後も実習が続いた 5 年生のポリクリ終了

時点で医行為経験率の差を調査し，平成 29 年度の医学教育

学会で報告した．さらに，平成 29 年 3 月に改訂されたコア

カリに掲載された診療参加型臨床実習実施ガイドラインに示

された臨床推論で経験が望まれる症候と疾患についての本学

での経験についての学生アンケートを行った．結果について

は 30 年度の医学教育学会で発表予定である．

　また，2020 年導入が決まっている共用試験実施機構によ

る post-CC	OSCE に向け，advanced	OSCE の内容を変更し，

20 分ステーションでの総合的な能力評価を教務委員会に提

案し，29 年度には OSCE 委員会と協働で準備を行い，トラ

イアルを行った．さらに，来年度は共用試験実施機構による

post-CC	OSCE のトライアルへの参加に向け，準備を進めて

いる．

　地域医療実習に関しても，地域医療学分野と共同でプログ

ラムの考案を行ない，研究室配属のテーマとして，地域病院

でのアンケート調査を行い，地域医療実習の 6 週間プログラ

ムプログラム作成を行った．これについても平成 30 年度医

学教育学会への演題登録を行っている．

　相澤は，本年度も教育手法に関する FD の企画・実施およ

びシミュレーション医学教育を担当しており，平成 30 年度

に本施行する「2・3M のシミュレーション実習」のトライ

アルを実施した．また医局主催で 5・6M 学生を対象にした

学生セミナー「バイタルサインからの臨床診断について」（入

江病院	入江聰五郎先生）を開催した .

　臨床研修医指導に関しては , 岩手医大が主催する臨床研修

指導医講習会の設計・臨床研修医対象のOSCEの設計に加え ,

臨床研修医オリエンテーションについてもデザインの段階か

ら助言を行っている . また，小学生対象のキッズセミナーや，

高校生対象のキャンサーセミナー・ウィンターセミナーなど
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についてもブースのデザインを行っている .

　医学教育に関する学会発表としては，日本シミュレーショ

ン医療教育学会 , 日本呼吸医療学会で発表した．

　講座としては本格稼働してまだ 3 年足らずのため，平成

29	年度は，医学教育に関する研究成果は学会発表 5 題と論

文 2 編であるが，各所でアンケート調査をおこない，平成

30	年度には学会発表数も増やすことの出来るデータを蓄積

しつつある．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Higashio	H,	Satoh	Y,	Saino	T;	 Inhibitory	role	of	

Munc13-1	in	antigen-induced	mast	cell	degranulation.	

Biomedical	Res.	38(6):321-329(2017).

２）Abe	T,	Ujiie	A,	Taguchi	Y,	 Satoh	 S,	 Shibuya	

T,	 Jun	Y,	 Isogai	 S,	 Satoh	YI;	Anomalous	 inferior	

mesenteric	 artery	 supplying	 the	 ascending,	

transverse,	descending,	and	sigmoid	colons.	Anat	Sci	

Int.93(1):144-148(2018).

ｃ）症例報告

１）Kobayashi	T,	Watanabe	Y,	Aizawa	J,	Suzuki	K.	

Factors	affecting	the	early	post-operative	prognosis	

in	morbidly	obese	surgical	patients	after	laparoscopic	

sleeve	gastrectomy	–	a	retrospective	cohort	study.	

JA	Clin	Rep.	3(1):	47-50(2017).

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）田島克巳：医行為実施アンケート調査から得られた

学生の履修状況．岩手医誌．69(2)：89-96(2017)

２）田島克巳：医行為基準アンケート調査から見た教員

の診療参加型臨床実習に対する認識と呈言．岩手医誌．

69(3)：109-116(2017)

３）佐藤光太朗，村上賢也，三又義訓，古町克郎，田

島克巳，西田淳：鏡視下手根管開放術後の pillar	pain

の検討―圧痛計と visual	analogue	scale を用いた評価

―．日手会誌．34(5)：832-834．

④－１　国内学会発表（全国）

ｂ）一般講演

１）相澤純：医学部 1 年生に対する BLS 実習．第 5 回

日本シミュレーション医療教育学会，9 月，東京

２）佐藤洋一，田島克巳，相澤純，伊藤智範，佐藤和朗，

駒野宏人，相澤文恵，小笠原邦昭：医歯薬三学部 6 年

生による症例基盤型多職種連携教育．第 49 回日本医

学教育学会大会，8 月，札幌
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医学教育学講座地域医療学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 伊　藤　智　範

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．地域医療実習関連病院と地域包括ケアセンターからみた

地域医療連携の実態調査

２．地域包括ケアに関わる地域医療実習期間が医学生へ及ぼ

す効果

３．地域医療実習での多職種連携の実践と評価

４．IT 技術を用いた地域医療の効率化の研究

５．地域医療のための学部横断的な多職種教員連携の実践

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）
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内科学講座消化器内科消化管分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 松　本　主　之

	 准教授	 中　村　昌太郎

	 講　師	 小　穴　修　平	 齊　藤　慎　二

	 助　教	 川　崎　啓　祐	 梁　井　俊　一

	 	 赤　坂　理三郎	 佐　藤　邦　彦

	 	 富　田　一　光（花巻温泉病院）

	 	 松　田　　　望	 鳥　谷　洋　右

	 	 山　本　一　成

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．早期胃癌に対する ESD（内視鏡的粘膜下層剥離術）の

有用性と安全性，長期予後

１）成果：これまでに早期胃癌に対する ESD において病理

学的に治癒切除，適応拡大治癒切除例での良好な長期成績を

報告してきた．しかしながら，非治癒切除例に対する長期予

後の報告は少ないため，切除断端陰性（R0 切除）の非治癒

切除例において追加手術群と経過観察群の２群間における長

期期予後を遡及的に解析した．全生存率は追加手術群が経過

観察群に比べ良好であったが，疾患特異的生存率は 2 群間に

差は認めなかった．Cox 比例ハザードモデルでは，年齢のみ

が生存率に影響する独立した因子であった．病理学的に R0

切除であった非治癒切除例の高齢者に対しては，慎重な経過

観察も選択肢の一つとして許容されうると考えられた．

２．十二指腸非乳頭部上皮性腫瘍（NADETs）の拡大内視鏡

所見と臨床病理学的検討

１）成果：NADETs は，食道，胃，大腸に比べて拡大内視鏡

所見を含め確立された診断基準が存在しない．これまでに報告

したクリスタルバイオレット拡大内視鏡所見の分類（convoluted,	

leaf-like,	reticular/sulciolar,	colon-like,	pinecone の 5 つのパ

ターン）を含む内視鏡所見と粘液・免疫組織化学染色を含めた

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 2 名 0 名 8 名

研究員 研究生 研修生
11 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 0 名 3 名 0 名

病理学的所見を検討した．胃型腫瘍は腸型，混合型に比較し

球部に多く，幽門腺型腺腫が多かった．通常内視鏡所見として，

白色絨毛の陽性率は胃型で腸型と混合型よりも有意に低く，ク

リスタルバイオレット拡大観察のパターンは胃型と腸型で異なり，

幽門腺型腺腫はすべてpinecone パターンであった．NADETs

では白色絨毛の頻度と拡大内視鏡の表面構造が粘液形質に

よって異なり，胃型腫瘍，特に幽門線型腺腫ではpineconeパター

ンが特徴的であると考えられた．

３．早期胃癌における粘液形質の検討

１）成果：病理診断学講座と共同研究にて粘膜内分化型胃癌

における粘液形質に基づいた細胞周期関連蛋白異常に関する

研究を行った．さらに，形質と内視鏡所見との関連につい

て検討を行った．胃型のマーカーとして MUC5AC,	MUC6,	

HIK1083, 腸型のマーカーには CD10,	MUC2	を用いた．治癒

は優位に胃型癌が不良であった．理由として腺窩上皮類似の

形態を呈することが多い，低異型度癌の場合に範囲診断が困

難であるなどを明らかにし学会報告した．

４．EB virus 関連胃癌の臨床・病理学的研究

１）成果：胃癌の発生においてはHelicobacter	Pylori との

関連が明らかにされているが約 10% の症例では Ebstein-

Barr	virus の関係も指摘されている．外科手術・内視鏡切除

例を遡及的に解析した．感染の判定には EB	virus	encoded	

small	RNAs（EBER）を用いた . 粘液形質胃型 13	例（38.2%），

混合型 3	例（8.8%），腸型 1	例（2.9%），分類不能型 17	例（50%）．

肉眼型陥凹型 14 病変（77.8%），隆起型 4	病変（22.2%）, 色

調発赤調 12	病変（66.7%），周囲同色調 6	病変（33.3%）, 境

界不明瞭 15	病変（83.3%），明瞭 3	病変（16.7%）であった．

病理組織像は粘膜内において大小不規則な管腔が網目状に

癒合し，周囲にリンパ球浸潤を伴い，いわゆる lace	pattern

を呈していた．粘膜下層浸潤部では medullary	carcinoma		

with	 lymphoid	stroma	の像を認めた．全例で背景粘膜に萎

縮を伴い，H.pylori との重複感染が発癌に関与する可能性が

考えられた．

５．小腸疾患に対する内視鏡診断

１） 成 果：DBE（Double-Balloon	Endoscopy） お よ び CE

（Capsule	Endoscopy）併用による小腸疾患の診断と治療を

行ってきた．	CE と DBE の診断乖離例について遡及的に検

討した．CE	では粘膜下腫瘍と壁外圧排の鑑別が困難であり

DBE	では微小病変（angioectasia	type	Ia）の検出率が低い

ことなどを明らかにした．

６．炎症性腸疾患における病態の検討

１）成果：潰瘍性大腸炎に対するインフリキシマブ（IFX）
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の効果とIn	Body720	を用いた体成分の検討したところ，パー

シャル Mayo スコアの低下と体脂肪の増加の有意な増加を認

め，体重，BMI	の増加傾向も認められた．IFX 投与により，

潰瘍性大腸炎の疾患活動性を改善するとともに，体脂肪，体

重，BMI	の増加を認められたことから栄養障害を改善させ

る可能性が示唆された．

２）成果：潰瘍性大腸炎に対するタクロリムス（TAC）お

よびインフリキシマブ（IFX）の寛解導入および寛解維持効

果を検討したところ，TAC	および IFX	は共に高い寛解導

入効果を得られ，有効率は共に 80％以上であった．TAC，

IFX	は共に全例でステロイド減量～中止が可能であった．

IFX	は維持投与を行った全例で再燃を認めなかったのに対

して，TAC	は 45.4％で再燃を認めた．IFX	は可能な限り維

持投与を，TAC	も 12	週以後も維持投与が必要と考えられ

た．

３）成果：クローン病における顆粒球除去療法（GCAP）に

対する CD64	の変化について検討したところ GCAP 療法施

行後に CD64	の低下を認め，GCAP	療法において CD64	と

の作用機序の関連を示唆した .

４）成果：クローン病（CD）に対する TNF- α抗体薬（ア

ダリムマブ：ADA）の治療効果を栄養評価の面と炎症性

サイトカイン動態から検討したところ，ADA	投与により

CDAI	値の低下と，体内水分指数および筋肉指数の増加傾向

を認めた．血清サイトカインでは，IL-6	が有意な低下を認め，

さらに，血清アルブミン値の上昇と，CRP	値の低下を認めた．

ADA	投与により CD	患者の炎症の軽減と栄養改善の傾向を

認め，IL-6	の低下を認めたことは ADA	の治療効果を考え

る上で重要であり，CD 患者の栄養評価を継続的に行うこと

は，長期的 ADA	維持投与の栄養管理の上で重要であると考

えられた．

５）成果：クローン病（CD）患者におけるアミノ酸につ

いて検討したところ Total	AA，	EAA，	BCAA，	Proline，

Valine，Leucine，Thyroxine	Histidine	で活動期と比較して

寛解期において有意に高値であった．活動期群のエレンター

ル摂取群と非摂取群で比較検討したところ，Leucine	がエレ

ンタール摂取群において高値であった．寛解期群のエレン

タール摂取群において Leucine,	Tryptophan	が高値であった．

寛解期群およびエレンタール摂取群でアミノ酸が高値であり

腸管の吸収能力の回復に寄与しているものと考えられた．

６）成果：潰瘍性大腸炎患者にインフリキシマブを投与しそ

の前後で CD64 を測定したところ，投与後に CD64，CRP，

Mayo スコアの低下が認められた．さらに，CD64 と CRP お

よび Mayo スコアの相関が認められた．一方，クローン病患

者では，投与後に CD64，CRP，CDAI の低下と血清アルブ

ミン値の上昇を認めた．さらに CD64 と CRP，CDAI およ

びアルブミンとの相関が認められた．CD64 はこの治療評価

に役立つ可能性があることを示唆した．

７）成果：潰瘍性大腸炎患者にインフリキシマブを投与しそ

の前後における血清 d-ROM，BAP を測定したところ，投与

後に d-ROM，BAP の低下傾向を認め，Mayo スコアの有意

な低下が認められた．インフリキシマブ投与による潰瘍性大

腸炎の炎症抑制と d-ROM および BAP の低下が認められた．

８）成果：潰瘍性大腸炎患者にインフリキシマブを投与しそ

の前後のサイトカインの動態およびパーシャル Mayo スコア

について検討したところ，投与後の MIP-1 βとパーシャル

Mayo スコアの有意な低下を認めたことから，MIP-1 βと潰

瘍性大腸炎との病態の関与が示唆された．

７．癌転移抑制機序の検討

１）成果：癌転移抑制遺伝子である KAI1	と NDRG1	の発現

抑制機序は癌の微小環境による抑制であることが明らかに

なった．癌周囲の Macrophage	が異常な抑制を解除するシ

グナルをだす可能性があり，大腸癌の内視鏡的治療や手術治

療の際に併用療法として Macrophage	の局所注入を臨床応

用として検討している．

８．術後腸管総胆管結石に対する DB-ERCP の治療の効性

と安全性

１）成果：従来内視鏡的胆道治療が困難とされていた術後腸

管に対してダブルバルーン小腸内視鏡を用いる事により , 優

れた盲端到達率と胆道処置施行が可能であることを証明し学

会等へ報告した .	高齢者も施行し，その安全性について論文

化し，発表した．

９．超音波内視鏡ガイド下胆管ドレナージの有効と安全性に

ついて検討

１）成果：悪性胆道閉塞に対する内視鏡的ドレナージ術によ

る胆管挿管困難例や手技不成功例に対する新たな手技として

超音波内視鏡ガイド下胆管ドレナージ術（Endosonography-

guided	biliary	drainage：EGBD）が報告されている．しかし，

偶発症も危惧され , 普及には解決しなければならない問題が

存在する．処置困難例に限り導入し，その安全性，有効性に

関する研究を計画した．

10．EUS-FNA を用いた腫瘍診断

１）成果：2010	年 4	月より超音波内視鏡下穿刺吸引細胞診

（EUS-FNA）が保険収載された膵腫瘍診断に対して導入し，

従来の方法では診断困難な症例の診断が可能となった．膵癌
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においては化学療法施行前に全例 EUS-FNA を施行している．

11．マノメトリーを用いた乳頭括約筋機能の評価

１）成果：SOD（乳頭括約筋機能不全）症例の機能評価に

基づく診断を目指して十二指腸乳頭括約筋内圧測定（マノメ

トリー）を導入し，その診断的有用性について報告した．3	

センサーを新規に導入し診断・病態評価に用いている．

12．胆管ステント閉塞原因の診断に対する胆道内視鏡使用

の有効性の検討

１）成果：悪性胆道狭窄に対する self-expandable	metal	

stent	(SEMS)	留置後閉塞の評価法として従来はレントゲン下

造影が用いられてきた．しかし，十分とは言えず再開通に難

渋するケースがあった．現在胆道鏡の有用性を検討中である．

13．Physician Controlled Wire-Guided Cannulation 

technique（PCWGC）の有効性の検討

１）成果：本邦では普及していない PCWGC を他施設に先

駆けて導入し，高い胆管挿管率を実現させた .
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年 2 月	 東京 .	

19）鳥谷洋右 ,	永塚　真 ,	川崎啓祐 ,	遠藤昌樹 ,	赤坂理

三郎 ,	佐藤邦彦 ,	梁井俊一 ,	中村昌太郎 ,	菅井　有 ,	松

本主之 :	短期間で形態変化を認めた胃 perivascular	

epithelioid	cell	 tumor の 1 例 .	第 14 回日本消化管学

会総会学術集会 .	2018 年 2 月 .	東京 .

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）松本主之 :	がん検診の現場で知っておくべき消化

管疾患 .	第 55 回日本消化器がん検診学会東北地方会 .	

2017 年 6 月 .	盛岡 .

２）佐藤邦彦 :	岩手県対がん協会による大腸がん検診の

現況と今後の課題の検討 .	第 55 回日本消化器がん検

診学会東北地方会 .	2017 年 6 月 .		盛岡 .

３）鳥谷洋右 ,	遠藤昌樹 ,	中村昌太郎 ,	菅井　有 ,	松本

主之 :	胃癌 ESD で局所完全切除された非治癒切除例

の長期予後 .	日本消化器病学会東北支部第 203 回例会

/ 第 159 回日本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2017

年 6 月・7 月 .	盛岡 .

４）赤坂理三郎 ,	鳥谷洋右 ,	中村昌太郎 ,	菅井　有 ,	松

本主之 :	H.pylori 除菌後胃癌の臨床病理学的特徴 .	日

本消化器病学会東北支部第 203 回例会 / 第 159 回日本

消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2017 年 6 月・7 月 .	

盛岡 .

５）川崎啓祐 ,	菅井　有 ,	松本主之 :	潰瘍性大腸炎に合

併した cancer/dysplasia における拡大内視鏡の有用

性の検討 .	日本消化器病学会東北支部第 203 回例会 /

第 159 回日本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2017 年

6 月・7 月 .	盛岡 .

６）松田　望 ,	小穴修平 ,	齊藤慎二 ,	山本一成 ,	松本主之 :	

当科における超音波内視鏡下膵嚢胞ドレナージ術の有

効性の検討 .	日本消化器病学会東北支部第 203 回例会

/ 第 159 回日本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2017

年 6 月・7 月 .	盛岡 .

７）梁井俊一 ,	川崎啓祐 ,	中村昌太郎 ,	赤坂理三郎 ,	佐

藤邦彦 ,	鳥谷洋右 ,	朝倉謙輔 ,	漆久保順 ,	郷内貴弘 ,	石

田和之 ,	大西正純 ,	前門戸任 ,	菅井　有 ,	松本主之 :	二

ボルマブ投与後に発症した潰瘍性大腸炎類似の大腸炎

の二例 .	日本消化器病学会東北支部第 203 回例会 / 第

159 回日本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2017 年 6

月・7 月 .	盛岡 .

８）小穴修平 ,	松田　望 ,	山本一成 ,	齊藤慎二 ,	中村昌

太郎 ,	松本主之 ,	石田和之 ,	菅井　有 :	新規 EUS-FNA

穿刺針（Acquier）を用いて診断し得た AIP の 2 例 .	

日本消化器病学会東北支部第 203 回例会 / 第 159 回日

本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2017 年 6 月・7 月 .	

盛岡 .

９）齊藤慎二 ,	小穴修平 ,	松田　望 ,	山本一成 ,	松本主之 ,	
＊菅原有子 ,	＊村上晶彦 :	超音波内視鏡的胆道ドレナー

ジ施行症例の検討 .	日本消化器病学会東北支部第 203

回例会/第159回日本消化器内視鏡学会東北支部例会.	

2017 年 6 月・7 月 .	盛岡 .

10）山本一成 ,	小穴修平 ,	松田　望 ,	齊藤慎二 ,	中村昌

太郎 ,	松本主之 ,	石田和之 ,	菅井　有 ,	＊前田晋平 ,	＊元

井冬彦 ,	＊海野倫明 :	von	Hippel-Lindau 病に SCN と

P-NET を合併した 1 例 .	日本消化器病学会東北支部

第 203 回例会 / 第 159 回日本消化器内視鏡学会東北支

部例会 .	2017 年 6 月・7 月 .	盛岡 .

11）朝倉謙輔 ,	梁井俊一 ,	郷内貴弘 ,	漆久保順 ,	鳥谷洋右 ,	

佐藤邦彦 ,	赤坂理三郎 ,	川崎啓祐 ,	中村昌太郎 ,	永塚　

真 ,	上杉憲幸 ,	小宅達郎 ,	遠藤幸紀 ,	菅井　有 ,	松本主

之 :	腹痛で発症した自家末梢血幹細胞移植後の内臓播

種性水痘帯状発疹ウイルス感染症の 1 例 .	日本消化器

病学会東北支部第 203 回例会 / 第 159 回日本消化器内

視鏡学会東北支部例会 .	2017 年 6 月・7 月 .	盛岡 .

12）平井みなみ ,	朝倉謙輔 ,	川崎啓祐 ,	郷内貴弘 ,	漆久

保順 ,	鳥谷洋右 ,	佐藤邦彦 ,	赤坂理三郎 ,	梁井俊一 ,	中

村昌太郎 ,	上杉憲幸 ,	菅井　有 ,	松本主之 :	特徴的な

画像所見が得られた celiac 病の 1 例 .	日本消化器病学

会東北支部第 203 回例会 / 第 159 回日本消化器内視鏡

学会東北支部例会 .	2017 年 6 月・7 月 .	盛岡 .

13）松田　望 ,	小穴修平 ,	山本一成 ,	齊藤慎二 ,	柴田　將 ,	

石田和之 ,	菅井　有 ,	長谷川康 ,	高原武志 ,	新田浩幸 :	

多発肝転移を伴う膵神経内分泌腫瘍（ACTHoma) に

対して集学的治療を行った 1 例 .	第 212 回日本内科学

会東北地方会 .	2017 年 9 月 .	盛岡 .

14）佐藤邦彦 ,	川崎啓祐 ,	中村昌太郎 ,	梁井俊一 ,	漆久

保順 ,	郷内貴弘 ,	朝倉謙輔 ,	渡邊収司 ,	松本主之 :	特徴

的な小腸内視鏡像を観察しえた IgA 血管炎の 1 例 .	第

212 回日本内科学会東北地方会 .	2017 年 9 月 .	盛岡 .

15）鳥谷洋右 ,	遠藤昌樹 ,	中村昌太郎 ,	菅井　有 ,	松本

主之 :	十二指腸非乳頭部上皮性腫瘍に対する optical	

biopsy としての拡大内視鏡所見の有用性 .	日本消化器

病学会東北支部第 204 回例会 / 第 160 回日本消化器内
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視鏡学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

16）郷内貴弘 ,	鳥谷洋右 ,	漆久保順 ,	朝倉謙輔 ,	赤坂理

三郎,	佐藤邦彦,	川崎啓祐,	梁井俊一,	中村昌太郎,	＊石

田　弥 ,	木村聡元 ,	大塚幸喜 ,	佐々木章 ,	上杉憲幸 ,	菅

井　有 ,	松本主之 :	Idiopathic	myointimal	hyperplasia	

of	mesenteric	veins	 (IMHMV) の一例 .	日本消化器病

学会東北支部第 204 回例会 / 第 160 回日本消化器内視

鏡学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

17）今成慧祐 ,	梁井俊一 ,	川崎啓祐 ,	中村昌太郎 ,	赤坂

理三郎 ,	佐藤邦彦 ,	鳥谷洋右 ,	朝倉謙輔 ,	漆久保順 ,	郷

内貴弘 ,	永塚　真 ,	菅井　有 ,	松本主之 :	ESD で一括

切除可能であった潰瘍性大腸炎関連腫瘍の一例 .	日本

消化器病学会東北支部第 204 回例会 / 第 160 回日本消

化器内視鏡学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

18）漆久保順 ,	鳥谷洋右 ,	郷内貴弘 ,	朝倉謙輔 ,	赤坂理三

郎 ,	佐藤邦彦 ,	梁井俊一 ,	川崎啓祐 ,	千葉丈広 ,	肥田圭

介 ,	杉本　亮 ,	上杉憲幸 ,	中村昌太郎 ,	菅井　有 ,	佐々

木章 ,	松本主之 :	びまん性粘膜下異所性胃腺に合併し

た早期胃癌の一例 .	日本消化器病学会東北支部第 204

回例会/第160回日本消化器内視鏡学会東北支部例会.	

2018 年 2 月 .	仙台 .

19）川崎啓祐 ,	永塚　真 ,	梁井俊一 ,	赤坂理三郎 ,	佐藤

邦彦 ,	鳥谷洋右 ,	朝倉謙輔 ,	漆久保順 ,	郷内貴弘 ,	中村

昌太郎 ,	菅井　有 ,	松本主之 :	小腸と大腸に病変を認

めた discordant	lymphoma の 1 例 .	日本消化器病学会

東北支部第 204 回例会 / 第 160 回日本消化器内視鏡学

会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

20）梁井俊一 ,	川崎啓祐 ,	中村昌太郎 ,	赤坂理三郎 ,	佐

藤邦彦 ,	鳥谷洋右 ,	朝倉謙輔 ,	漆久保順 ,	郷内貴弘 ,	松

本主之：アザチオプリンにより薬剤性膵炎を来した

クローン病疑診の一例 .	日本消化器病学会東北支部第

204 回例会 / 第 160 回日本消化器内視鏡学会東北支部

例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

21）松田　望 ,	小穴修平 ,	山本一成 ,	齊藤慎二 ,	松本主之 ,	

上杉憲幸 ,	石田和之 ,	菅井　有 :	自己免疫性膵炎維持

療法後に異所性の胆管狭窄で再燃した 1 例 .	日本消化

器病学会東北支部第 204 回例会 / 第 160 回日本消化器

内視鏡学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

22）山本一成 ,	小穴修平 ,	松田　望 ,	齊藤慎二 ,	上杉憲幸 ,	

石田和之 ,	木村聡元 ,	大塚幸喜 ,	佐々木章 ,	菅井　有 ,	

松本主之 :	診断に苦慮した大腸癌術後副乳頭転移疑い

の一例 .	日本消化器病学会東北支部第 204 回例会 / 第

160 回日本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2018 年 2

月 .	仙台 .

⑤－２　国内学会主催

１）日本消化器病学会東北支部第 203 回例会 / 第 159 回

日本消化器内視鏡学会東北支部例会.	2017年6月・7月.	

盛岡 .

２）日本消化器病学会東北支部第 204 回例会 / 第 160 回

日本消化器内視鏡学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙

台 .
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 1 名 1 名 0 名 10 名

研究員 研究生 研修生
3 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 2 名 3 名 2 名

内科学講座消化器内科肝臓分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 滝　川　康　裕

	 特任准教授	 宮　坂　昭　生

	 講　師	 黒　田　英　克

	 助　教	 宮　本　康　弘	 王　　　　　挺

	 	 柿　坂　啓　介	 及　川　隆　喜

	 	 吉　田　雄　一	 渡　辺　雄　輝

	 	 遠　藤　　　啓	 小　岡　洋　平

	 	 鈴　木　悠　地

	 	 阿　部　珠　美（花巻温泉病院配置）

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．急性肝炎・劇症肝炎の成因および病態・治療に関する研究

１）劇症化予知・予防に関する研究

　厚生労働省「難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究」

班（分担研究者　滝川康裕）の研究の一環として ,	当講座で

開発した「80％以下の急性肝炎の劇症化予知式」を基に ,	岩

手 ,	秋田 ,	青森 ,	宮城の 40 余りの病院の協力を得て ,	多施設

共同のプロスペクティブスタディーを行っている .	これま

で ,	急性肝炎に関して優れた劇症化予知効果があること ,	ま

たこの早期予知 ,	搬送システムにより ,	実際に観察された劇

症化率が予測を下回り ,	劇症化予防に効果を上げているこ

とを報告した .	さらに劇症化予防治療としてのステロイド

の開始時期が概ね PT60% が適切であることを報告した（J	

Gastroenterol.	2017	Aug;52(8):977-985.）．また入院 3 病日以

内に施行したアシアロシンチグラフィーが急性肝不全非昏睡

型の予後予測に有用であることを報告した（AASLD	Liver	

meeting	2017,	Washington,	U.S.A.）．

２）急性肝炎の成因ウィルスと病態に関する研究

　上記共同研究のネットワークを利用して ,	急性肝炎の成因

に関する調査研究を 2009 年 8 月より開始している .	この研

究は ,	厚生労働省「経口感染する肝炎ウィルス (A 型・E 型 )

の感染防止 , 遺伝的多様性および治療に関する研究」班 ( 分

担研究者　滝川康裕 ) および厚生労働省 B 型肝炎創薬実用化

等研究事業「次世代生命基盤技術を用いた B 型肝炎抑圧の

ための創薬研究」班 ( 研究協力者　滝川康裕 ) の研究の一環

として行っている .	当地域において ,	成因不明急性肝炎に占

める E 型肝炎は約 10％でその遺伝子型はほとんどがⅢ型で

あることを報告した .	また ,	B 型肝炎の制圧に向けて ,	現在

の核酸アナログ製剤では限界があることから ,	新規創薬に向

けて,	研究班としてウィルス複製抑制薬などの開発が始まり,	

これに供する B 型肝炎症例の臨床検体の集積を継続してい

る .	また , これまで蓄積した急性肝不全・急性肝障害症例に

おいて成因としての肝炎ウィルスの影響を検討するため ,	決

定木法を用いて肝炎ウィルスの予後に対する影響を検討して

いる .	今後結果を詳細に解析していく予定である .

３）肝細胞再生に関する基礎的研究

　劇症肝炎における肝再生不全克服の目的で ,	マウス肝切除

モデルでの研究を外科学講座と共同研究している .	物理的肝

切除モデルマウスを用いて ,	切除断端付近に肝前駆細胞が動

員されていることを明らかにし報告した（Lab	Invest.	2016	

Nov;96(11):1211-1222.）．さらに臨床における肝前駆細胞の役

割を検討するトランスレーショナルリサーチを計画立案し ,	

現在実行に向けて調整中である .

４）昏睡型急性肝不全に対する血液浄化装置 HAYATE の

昏睡覚醒効果に関する臨床試験

　「難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究」班劇症肝炎分

科会血液浄化法の有効性評価を目的としたワーキンググルー

プが ,	high-flow	CHDF と on-line	HDF を昏睡覚醒のための

第一選択と位置づけ ,	その手法の標準化及び普及に努めるべ

きであるとの提言をまとめた .	当講座は厚生労働省革新的医

療機器等開発事業の補助を受けて ,	旭化成メディカル株式会

社と共同で on-line	CHDF 機器を開発した .	H27 年 4 月より ,

当講座が治験調整施設となり ,	北海道大学 ,	東北大学 ,	千葉

大学 ,	藤田保健衛生大学 ,	鹿児島大学の 6 施設で医師主導治

験を開始した .	現在 , 治験は終了し ,	治験総括報告書の作成

を行っている .

２．進行肝細胞癌における TGF- βとそのシグナルを標的と

した IFN 併用化学療法の展開

１）基礎実験

			TGF- βシグナルを阻害する物質は ,	進行性肝癌に対する

化学療法において IFN α -2b の代替として使える可能性に

関して ,	TGF- βの阻害剤を用いて ,	TGF- βによる肝癌細
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胞の生存作用に対し ,	IFN α -2b と TGF- βの阻害剤の影響

を比較した .	コントロール細胞に比べ ,	TGF- βは肝癌細胞

(HepG2)	24 時間の生存率を低下させ ,	24 時間から 48 時間の

細胞増殖を抑制した .	これに対し ,	TGF-β阻害剤（SB525334,	

A83-01 および SB431542）は ,	TGF- βによる細胞生存およ

び増殖の影響を濃度依存的に解除した .	一方 ,	IFN α -2b は ,	

24 時間添加で ,	TGF- βによる細胞生存の影響を解除したが ,	

48 時間の処理で TGF- βによる細胞増殖の抑制を著明に促

進した .	

２）臨床研究

　臨床のデータを用いて ,	Ｃ型肝炎背景を持つ進行性肝細胞

癌患者に注目し ,	5-FU/IFN α -2b 併用療法で治療前後の血

中TGF-βのレベルの変化および治療効果について検討した.	

C 型肝炎背景を持つ進行性肝細胞癌患者は ,	治療後症状改善

例 (n=10) 群と不応例群 (n=7) では ,		治療後 TGF- βの血中濃

度が治療前に比べ ,	すべて低下し ,	群間有意差は認められな

かった .	以上により ,	IFN α -2b の代替として TGF- βの阻

害剤の選択に対し ,	または ,	血中 TGF- βレベルは ,	治療効

果の評価及び予後因子になる可能性に対し ,	更なる検討が必

要である .

３．慢性肝疾患の栄養代謝異常の解析と治療に関する研究

１）Ｃ型肝硬変 ,	肝癌患者における栄養代謝異常 ,	臨床的特徴

　Ｃ型肝硬変を伴う入院患者は肝癌の合併を高率に伴い ,	非

高齢者肝硬変患者で高齢者肝硬変患者に比し ,	肝の重症度が

高い症例が多く ,	蛋白代謝異常 ,	耐糖能異常 ,	肥満の合併が

多く認められた .	Ｃ型肝硬変 ,	肝癌患者において年齢や栄養

代謝異常 ,	臨床的特徴をふまえた治療が必要と考えられた .	

４．慢性肝不全 , 肝性脳症に関する研究

１） ミ ニ マ ル 肝 性 脳 症 minimal	hepatic	encephalopathy

（MHE）に対する栄養治療介入の効果について検討し ,	栄養

治療介入により神経機能異常 ,	栄養状態 ,	QOL が改善するこ

とを明らかにした .	ミニマル肝性脳症患者の栄養状態の改善

は MHE の改善を図る一つの方法であることを報告した .	

２）C 型慢性肝炎患者における IFN 抗ウイルス治療前後で

の神経機能異常と脳内グルコース代謝動態の変化を FDG-

PET を用いて検討した .	IFN 抗ウイルス治療前と治療中を

比較し脳内グルコース代謝は低下傾向を示し ,	うつ状態の評

価は悪化傾向を示した .	Ｃ型慢性肝炎における抗ウイルス療

法は神経機能とうつ症状 ,	脳内グルコース代謝に影響を及ぼ

していることを明らかにした .	

３）3.0	tesla	MRS を用いてミニマル肝性脳症（MHE）の脳

内の物質代謝異常を検討し MHE の早期診断への有用性を検

討した .	MHE 群では非 MHE 群と比べて脳内のグルタミン

の増加とミオイノシトールの減少が顕著に認められた .	この

ことから MHE においてもすでに顕性脳症と同様の脳内物質

代謝異常が発現していることが示唆された .	3.0	tesla	MRS

は MHE の早期かつ客観的診断に有用である可能性があるこ

とを報告した .	現在 ,	症例数を増やしさらなる病態の解析を

進め ,	さらに超高磁場 7.0	tesla	MRS を用いたより詳細な物

質代謝異常 ,	軽微な形態変化の精査 ,	検討を進めている .	

４）肝性脳症に対するリファキシミンの有効性の検討

肝硬変患者の肝性脳症改善および再発予防に関してラクチ

トール ( 合成二糖類 ) 単独よりもラクチトール + リファキシ

ミン ( 難吸収性抗菌薬 ) が有効か否かを，従来の血清アンモ

ニア値と精神神経機能検査に加えて，3.0	tesla	脳 MRS によ

る脳内グルタミン濃度によって客観的・定量的に評価する研

究を進めている．本研究により新たな肝性脳症の治療法と効

果判定法の確立につながることが期待される．

５．門脈血栓症が肝硬変患者の肝予備能および予後に与える

影響

　門脈血栓症は肝硬変患者に高頻度にみられる合併症である

が，門脈血栓症への治療介入とその治療効果が生命予後や肝

予備能に与える影響，自然経過などは未だ不明であった．そ

こで門脈血栓症を発症した非肝癌合併肝硬変患者を対象に，

血栓溶解群と血栓非溶解群を比較し，予後や肝予備能に与え

る影響を評価した．全生存率は両群で有意差を認めなかった

が，無イベント生存率は血栓非溶解群で有意に不良であった．

また，肝予備能を ALBI，MELD	Ⅺを用いて評価したところ，

血栓非溶解群では発症前と比較して 1 年後に有意な悪化がみ

られた．急性門脈血栓症は肝予備能を悪化させ，肝関連イベ

ントの発生を増加させることを明らかにした．

６．非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）の病態に関す

る研究

１）NAFLD における線維化進行に関与する因子の検討

　NAFLD の予後は肝線維化に規定されることが報告され

ている .	一方で ,	どのような症例が線維化進行例となるかは

不明であった .	そこで経時的な推移を追跡することが可能で

あった症例について線維化進展に関わる因子を明らかにす

ることを目的とした研究を立案した（倫理委員会承認番号

H27-56）．現在までに症例登録を終了し ,　結果の解析を行っ

ている .	検討の一部は医学部 2 年生が行う研究室配属（2017

年度）にて報告している．

２）肝疾患における肝内鉄のバイオマーカー同定の探索的研究

　生体内で Fe はヘモグロビンに利用されるほか ,	ミトコン
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ドリアのチトクロームやリボヌクレオチドリダクダーゼに利

用され ,	欠くことのできない微量元素である．一方で ,	肝臓

が鉄過剰状態となるとフェントン反応によってヒドロキシル

ラジカルが出現し ,	酸化ストレスが生じる .	非アルコール性

脂肪性肝疾患の重症度は血清フェリチンによく相関すること

や ,	急性肝障害で血清フェリチンが上昇することが知られて

いる .	しかし ,	非アルコール性脂肪性肝疾患で瀉血の有用性

は証明されていない．これらの疾患の血清フェリチンは ,	組

織鉄を正確に反映していないものと考えられている .	肝疾患

における肝細胞内鉄貯留量を反映するバイオマーカーの存在

が必要である .	肝生検組織を対象に Particle	Induced	X-ray	

Emission	 (PIXE) 法を用いて得られた肝内鉄濃度を精度よく

予測できる血清バイオマーカーを探索し ,	同定することを目

的とし ,	現在症例登録を終了し ,	第 24 回 NMCC 共同利用研

究成果発表会をはじめとした研究会で発表予定である .	本研

究（倫理委員会承認番号 H28-112）は仁科記念サイクロトロン

センターとの共同研究計画として採択されている .

３）脂肪肝炎と脂質代謝酵素の関連についての研究

　脂肪肝炎において肝細胞死は ,	炎症を惹起し ,	線維化進展

に寄与する .	その脂肪毒性の本体がリン脂質であることが

報告された .	現在 ,	脂質代謝酵素の脂肪毒性における役割

に着目し ,	培養肝がん細胞株（Huh-7）,	高脂肪食摂取マウ

スを用いた検討をおこなった .	本研究は 2015 年度から 2 年

間 TaNeDS 第一三共に採択され ,	共同研究として行われた .	

2018 年 3 月に終了し ,	論文化の準備を行っている .

７．肝炎ウイルスに関する研究

１）A 型肝炎

　① A 型肝炎による急性肝不全の症例報告を行なった．

２）B 型肝炎

①当科における B 型慢性肝疾患の経過および治療の現状

について検討した．

② B 型肝炎ワクチンを初回接種前後での免疫学的検討を

行ない報告した．

３）C 型肝炎

① Genotype1	の C 型慢性肝疾患に対する経口の抗ウイル

ス剤オンビタスビル ･ パリタプレビル ･ リトナビル併用

療法の有効性について北東北地区の多施設で共同研究を

行い ,	オンビタスビル･パリタプレビル･リトナビル併用療

法は副作用が少なく,	治療効果が高いことを報告した .

② Genotype1	の C 型慢性肝疾患に対するソホスブビル・

レジパスビル併用療法は推定糸球体濾過量 eGFR30 未

満の腎機能低下のある患者には使用できないが ,	それ以

上では腎機能のモニタリングなど適切な介入を行なうこ

とにより安全に治療が完遂しうることを報告した .

③ Genotype2 の C 型慢性肝疾患に対するソホスブビル・

リバビリン併用療法の有効性について北東北地区の多施

設で共同研究を行い ,	ソホスブビル・リバビリン併用療

法はインターフェロン（IFN）治療で重大な副作用とさ

れた抑うつ状態の発症などの副作用も少なく ,	治療効果

が高いことを報告した .

④ IFN フリー治療による C 型肝炎 SVR 症例における治療

終了 2 年後までの肝発癌に関与する因子を検討し ,	肝癌

治療歴の有無 ,	治療前 FIB-4	 index が有意な因子である

ことを報告した .

４）Ｅ型肝炎

①北東北におけるＥ型肝炎の発生状況および抗体保有率を

経年的に観察・散発的な急性感染を確認するとともに，

抗体保有率の経年的な減少を確認した．

５）肝疾患診療・医療連携

①検診で発見された C 型肝炎ウイルスキャリアの医療機

関受診状況と治療導入について検討した .	医療機関を受

診した患者の約 40% が通院を中断していた .	IFN 治療

から副作用の少なく治療効果の高い経口の抗ウイルス剤

導入が増加しているため ,	今後 ,	掘り起こしと同時に医

療機関を受診していない HCV キャリアに対して受診を

促す方法を検討する必要であると考えられた .

８．肝癌に関する研究報告（治療支援デバイス等）

１）肝細胞癌に対するマイクロ波凝固療法（Emprint）の臨

床的有用性について検討 ,	報告した .

２）待機的観血的手技を予定している肝細胞癌患者の血小板

減少症に対する lusutrombopag の有用性について検討 ,	報告

した .

９．進行肝癌に関する研究

１） 進 行 肝 細 胞 癌 に 対 す る sorafenib の 有 用 性 ,	 服 薬

management の重症性（全生存率延長効果）について検討 ,	

報告した .

２）進行肝細胞癌に対する sorafenib-regorafenib	sequential	

治療の有用性について検討 ,	報告した．

３）進行肝細胞癌 sorafenib 治療における肝予備能の変化と

治療効果について検討 ,	報告した．

４）BCLC	分類 Intermediate	stage	肝癌における TACE ＋

RFA 併用療法の有用性について propensity	scorematching

を用いて比較検討 ,	報告した．

５）切除不能肝癌における HAIC と sorafenib	加療について
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propensity	score	matching を用いて比較検討 ,	報告した．

６）胆管細胞癌に対する肝動注リザーバー療法（Peg	IFN	+	

5-FU 併用療法）の有用性について検討 ,	報告した．

10．超音波を用いた組織性状診断に関する研究

１）慢性肝疾患における超音波減衰量イメージングを用

いた非侵襲的肝脂肪	定量化を試みた .	汎用超音波装置を

用いて取得した肝実質の超音波減衰率係数を Reference	

phantom	method を用いて推定し , 生検結果や ,　Controlled	

Attenuation	Parameter	 (CAP)	や CT 値と比較した .	超音波

減衰量イメージングは ,	組織脂肪量割合や CT 値と有意な相

関関係を示し ,	脂肪肝定量化に有用である．本法は汎用型超

音波装置に搭載され B モード下で使用可能なことから ,	脂肪

肝のスクリーニングや経過観察に応用可能であることを示した．

２） 超 音 波 エ ラ ス ト グ ラ フ ィ で あ る 2D-Shear	Wave	

Elastgraphy	 (2D-SWE) の肋間別測定精度と Color	map の用

途ついて評価した .	2D-SWE は操作手順が簡略・簡素化さ

れ ,	検者依存性が少なく高い再現性を示した．2D-SWE は優

れた肝線維化診断能を有する .	Color	map は ,　直感的理解

性の高さや情報量の多さに留まらず ,	測定信頼性の担保とな

る .	慢性肝疾患の右葉萎縮により第 9 肋間は測定に不利と考

えられ ,	第 7 肋間は ,	肝静脈を含めた脈管が斜行することか

ら ROI の自由設置に限度があり ,　第 8 肋間が最も精度の高

い測定ポイントとなる可能性が示唆された．

３）脂肪性肝疾患の肝線維化診断における 2D-SWE の

有用性について検討した .	血清線維化マーカーと比較し ,　

2D-SWE は脂肪性肝疾患における優れた非侵襲的肝線維化診

断法であることを明らかにした .	また ,	肥満例や高度線維化

例では測定再現性が低下する可能性について明らかにした．

４）説明変数を 2D-SWE を用い測定した肝弾性値 ,	超音波信

号雑音比 (signal-noise	ratio:	SNR) および超音波減衰率係数

とし ,	また ,	目的変数を病理画像から算出した肝組織の線維・

脂肪量割合とし ,	多層パーセプトロンによる回帰分析を行っ

た .	超音波診断装置で測定可能なパラメーターを多変量解析

することにより ,	病理画像から得られる線維・脂肪化割合の

高精度な推定が可能となり ,	びまん性肝疾患の形態把握にお

ける有用性を示した．

５）急性肝不全急性期の肝弾性値と肝容積を測定し予後予測

の観点から比較した .	急性期では肝弾性値が重症度を反映し

て上昇することを示し ,	また ,	非昏睡型急性肝不全では他型

に比し有意な肝萎縮が進行していることを明らかにした .	両

者は負の相関関係を示し ,	組織弾性指標および肉眼形態指標

を併せて評価することで以前より精度の高い急性肝不全予後

予測が可能になる事を明らかにした．

６）肝循環は肝機能維持や肝再生の基盤であり ,	肝組織障害

の状態を反映して変化するという仮説を立て検証した．ソナ

ゾイド造影超音波検査を用い ,	急性肝不全における肝血流動

態変化を観察し ,	非昏睡型急性肝不全では他型に比し肝動脈

最大造影輝度到達時間の短縮 ,	門脈血流の最大造影輝度到達

時間の延長 ,	ならびに肝動脈と肝実質の最大造影輝度到達時

間間隔の短縮を示すことを示した．急性肝不全における入院

時の Sonazoid 造影超音波検査は ,　肝硬度に匹敵した急性肝

不全の予後予測能を示し ,	エラストグラフィを含めた超音波

の最新技術を駆使することで急性肝組織障害の推定が可能で

あることを明らかにした．

７）Smart	3D は ,	B モードと SMI 血流像を高速に volume	

rendering	method により三次元処理し ,	画像構築する最新

技術である .	今回我々は ,	Smart	3D	SMI を用い ,	C 型慢性

肝炎から肝硬変に至る血管改築過程を立体的に観察し ,	血管

形態変化という観点から肝線維化診断における有用性を明ら

かにした．

８）超音波画像とマルチモダリティの画像の Image	Fusion

技術である Auto	Registration を使用し ,	超音波画像と CT

画像の空間精度評価を試みた .	Auto	Registration は操作が

簡便で,	検者の超音波検査経験に依存なく施行可能であった.	

また ,	一度の同期で正確な位置合わせが可能であり ,	既存の

2D-navigation	system の問題点であった正確性や煩雑さを凌

駕する可能性を示した．
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川上格，星野孝男，阿部弘一，村上晶彦，吉田俊巳，

滝川康裕 .:	C 型慢性肝疾患に対するオムビタスビル・

パリタプレビル・リトナビル併用療法の現状 .	第 103

回日本消化器病学会総会 .	2017 年 4 月 . 東京 .

３）宮本康弘，柿坂啓介，鈴木悠地，滝川康裕 .:	急性肝

不全治療の現状と課題 .	第 114 回日本内科学会総会 .	

2017 年 4 月 . 東京 .

４）黒田英克，藤原裕大，阿部珠美，三上有里子，武田

智弓，石田秀明，滝川康裕 .:	Smart	3D	SMI を用いた

C 型慢性肝疾患に伴う血管改築過程の可視化と線維

化診断への試み .	日本超音波医学会第 90 回学術集会 .	

2017 年 5 月 .	栃木 .

５）野口幸代，神山直久，大栗拓真，黒田英克，阿部珠

美，藤原裕大，三上有里子，滝川康裕 . 多変量解析に

よる超音波測定値からの肝線維・脂肪化の推定 .	日本

超音波医学会第 90 回学術集会 .	2017 年 5 月 .	栃木 .

６）大栗拓真，神山直久，野口幸代，黒田英克，阿部珠

美，藤原裕大，三上有里子，滝川康裕 .: 超音波減衰量

パラメトリックイメージの検討−減衰係数計測時のモ

ニタ画像として .	日本超音波医学会第 90 回学術集会 .	

2017 年 5 月 .	栃木 .

７）宮本康弘，鈴木悠地，柿坂啓介，滝川康裕 .:	脳死

肝腎同時移植により救命しえた昏睡型急性肝不全の	1	

例 .	第 43回日本急性肝不全研究会 .	2017年 6月 .	広島 .

８）吉田雄一，鈴木彰子，宮坂昭生，滝川康裕 .:	C 型慢

性肝疾患に対するソホスブビル・レジパスビル併用療

法の腎機能に及ぼす影響 .	第 53 回日本肝臓学会総会 .	

2017 年 6 月 .	広島 .

９）鈴木悠地，王　挺，柿坂啓介，滝川康裕 .:	損傷肝切

除後の肝再生過程では，局所の炎症反応を背景として

細胞管反応が誘導される .	第 53 回日本肝臓学会総会 .	

2017 年 6 月 .	広島 .

10）柿坂啓介，宮本康弘，滝川康裕 .:	急性肝障害におけ

る薬物性肝障害の重症度評価の問題について .	 第 5 3

回日本肝臓学会総会 .	2017 年 6 月 .	広島 .

11）鈴木彰子，宮坂昭生，滝川康裕 .:	Genotype ２型 C

型慢性肝疾患に対するソホスブビル・リバビリン併用

療法の有効性と安全性に関する多施設共同研究 .	第 53
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回日本肝臓学会総会 .	2017 年 6 月 .	広島 .

12）藤原裕大，黒田英克，滝川康裕 .:	慢性肝疾患におけ

る超音波減衰量イメージングを用いた非侵襲的肝脂肪

定量化の試み.	第53回日本肝臓学会総会.	2017年6月 .	

広島 .

13）遠藤啓，柿坂啓介，滝川康裕 .:	日本人非アルコール

性脂肪性肝疾患患者に対する適切な栄養療法のための

安静時代謝量予測式の比較 .	 第 53 回日本肝臓学会

総会 .	2017 年 6 月 .	広島 .

14）遠藤	啓，黒田英克，藤原裕大，佐藤寛毅，及川隆

喜，佐原圭，滝川康裕 .:	CDDP-TACE によるアナフィ

ラキシー発現の危険因子の検討 .	第 53 回日本肝癌研

究会 .	2017 年 7 月 .	東京 .

15）及川隆喜，佐藤寛毅，遠藤	啓，佐原圭，黒田英克，

滝川康裕 .:	Cisplatin-DEB-TACE の局所奏効因子に

関する検討 .-The	predictive	 factors	associated	with	

local	response	by	cisplatin	eluting	beads	TACE	for	

hepatocellular	caricinoma	?.	第 53 回日本肝癌研究会 .	

2017 年 7 月 .	東京 .

16）及川隆喜，遠藤	啓，佐原圭，黒田英克，滝川康裕 .:	

肝細胞癌に対する Cisplatin-DEB-TACE の有用性 .-

The	effectiveness	of	cisplatin	eluting	beads	TACE	

for	hepatocellular	carcinoma-.	第 15 回	日本臨床腫瘍

学会 .	2017 年 7 月 .	神戸 .

17）吉田雄一，鈴木彰子，宮坂昭生，滝川康裕 .:	インター

フェロンフリー治療による C 型肝炎 SVR 症例におけ

る治療終了 2 年後までの肝発癌に関与する因子の検

討 . 第 21 回日本肝臓学会大会 .	2017 年 10 月 .	福岡 .

18）遠藤啓，柿坂啓介，及川隆喜，滝川康裕 .: 門脈血栓

症が肝硬変の予備軍および予後に与える影響 . 第 21

回日本肝臓学会大会 .	2017 年 10 月 . 福岡 .

19）岡本卓也 .:	日本人非アルコール性脂肪性肝疾患患者

に対する適切な栄養治療のための基礎代謝予測式の比

較.	第48回日本消化吸収学会総会.	2017年11月.	盛岡.

20）柿坂啓介 .:	ビタミン E は投与早期に非アルコール

性脂肪性肝疾患患者のエネルギー代謝を改善させる .	

第 48 回日本消化吸収学会総会 .	2017 年 11 月 .	盛岡 .

21）宮坂昭生，吉田雄一，滝川康裕 .:	次世代シークエン

サーを用いた HBV ワクチン接種前後の末梢血中にお

ける免疫多様性の検討 .	第 21 回日本ワクチン学会学

術集会 .	2017 年 12 月 .	福岡 .

22）及川隆喜，佐藤琢郎，藤原裕大，佐藤寛毅，阿部珠

美，遠藤啓，吉田雄一，佐原圭，黒田英克，滝川康裕 .:	

Regorafenib 投与にて局所奏効が得られ，同部位に対

し，画像変化を短期に追うことが出来た cStage	IV	B	

肝細胞癌の 1 例 .	第 17 回日本肝がん分子標的治療研

究会 .	2018 年 1 月 . 横浜

23）鈴木悠地，岡田洋平，阿部珠美，鈴木彰子，柿坂啓介，

滝川康裕 .:	持続的血液濾過透析・人工呼吸器管理によ

る集学的治療を行い救命し得た重症アルコール性肝炎

の 1 例 .	東北アフェレシス研究会 .	2018 年 3 月 .	仙台 .

ａ）その他

④－２　学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）鈴木彰子，吉田雄一，宮坂昭生，滝川康裕 .:	Dilect	

active	antivirals	治療による C 型肝炎 SVR 症例にお

ける治療終了２年後までの肝発癌に関する因子の検

討 .	第 203 回日本消化器病学会東北支部例会 .	2017 年

7 月 .	盛岡 .

２）黒田	英克 .:	急性肝不全における広範肝壊死と血流

変化に関する考察：病理と画像所見の対比 .	日本超音

波医学会第	54	回東北地方会学術集会 .	2017 年 9 月 .	

福島 .

３）藤原	裕大 .:	超音波減衰量イメージングによる非侵

襲的肝脂肪定量化～肝線維化と肥満の影響について

～ .	日本超音波医学会第	54	回東北地方会学術集会 .	

2017 年 9 月 .	福島

４）柿坂啓介，黒田英克，石田和之，佐々木章，滝川康

裕 .:	減量手術後早期に高度肥満合併非アルコール性脂

肪性肝疾患の経過に及ぼす因子の検討 .	第 204 回日本

消化器病学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

ｂ）一般講演

１）鈴木悠地 .:	血友病 A 合併の C 型肝硬変に対して脳

死肝移植を行った 1 例 .	第 203 回日本消化器病学会東

北支部例会 .	2017 年 7 月 .	盛岡 .

２）柿坂啓介，川崎圭祐，梁井俊一，鈴木悠地，宮本康

弘，小穴修平，石田和之，菅井有，松本圭之，滝川康

裕.:	炎症性腸疾患を合併した硬化性胆管炎7例の検討.	

第 203回日本消化器病学会東北支部例会 .	2017年7月 .	

盛岡 .

３）鈴木彰子，吉田雄一，宮坂昭生，滝川康裕 .:	Dilect	

active	antivirals	治療による C 型肝炎 SVR 症例にお

ける治療終了２年後までの肝発癌に関する因子の検

討 .	第 203 回日本消化器病学会東北支部例会 .	2017 年
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7 月 .	盛岡 .

４）宮本康弘 .:	脳死肝移植により救命しえた急性 Budd-

Chiari 症候群 .	第 203 回日本消化器病学会東北支部例

会 .	2017 年 7 月 .	盛岡 .

５）黒田	英克 .:	急性肝不全における広範肝壊死と血流

変化に関する考察：病理と画像所見の対比 .	日本超音

波医学会第	54	回東北地方会学術集会 .	2017 年 9 月 .	

福島 .

６）藤原	裕大 .:	超音波減衰量イメージングによる非侵

襲的肝脂肪定量化～肝線維化と肥満の影響について

～ .	日本超音波医学会第	54	回東北地方会学術集会 .	

2017 年 9 月 .	福島 .

７）佐藤琢郎，吉田雄一，鈴木悠地，柿坂啓介，宮本康弘，

宮坂昭生，滝川康裕 .:	急性リンパ性白血病に対する

造血幹細胞移植から 2 年 3 ヶ月後に発症した de	novo	

B 型肝炎の 1 例 .	日本内科学会第 212 回東北地方会 .	

2017 年 9 月 .	盛岡 .	

８）柿坂啓介，黒田英克，石田和之，佐々木章，滝川康裕 .	

減量手術後早期に高度肥満合併非アルコール性脂肪性

肝疾患の経過に及ぼす因子の検討 .	第 204 回日本消化

器病学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

９）佐々木登希夫，鈴木悠地，柿坂啓介，滝川康裕 .:	イ

ンフルエンザウイルスワクチン接種を契機に発症した

と考えられる自己免疫性肝炎の 2 例 .	第 204 回日本消

化器病学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

10）吉田雄一，米澤美希，岡本卓也，藤原裕大，鈴木彰

子，鈴木悠地，遠藤啓，柿坂啓介，及川隆喜，黒田英

克，滝川康裕 .:	C 型慢性肝炎 SVR　24 年後に発生し

た肝細胞癌の一例 .	第 204 回日本消化器病学会東北支

部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

11）秋山剛広，春日井聡，金沢条，陣内雪奈，菅井恭平，

小岡洋平，水谷久太，笹生俊一 .:	化学療法を契機に出

血をきたした Meckel 憩室の 1 例 .	第 204 回日本消化

器病学会東北支部例会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

12）及川隆喜 .:	当科における lusutrombopag の使用経

験 - 実臨床での有用性と課題 ?.	いわて肝疾患治療セミ

ナー .

13）2018 年 2 月 .	盛岡 .

14） 及 川 隆 喜 .: 当 科 に お け る 肝 細 胞 癌 診 療

Interbentional	Oncology の現況と未来 -.	東北 IVR 症

例検討会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

15）及川隆喜 .:	進行肝細胞癌に対する secondline	全身

化学療法 - 当科における regorafenib 初期使用経験 .-	

2018;盛岡 .岩手県HCCフォーラム.	2018年3月 .盛岡 .

ｃ）その他

１）及川隆喜 .:	肝がんの診断と治療	肝がんと向き合っ

て克服していくために .	日本肝臓学会市民公開講座 .	

2017 年 6 月 .	盛岡 .
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内科学講座糖尿病・代謝内科分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 石　垣　　　泰

	 准教授	 高　橋　義　彦

	 講　師	 武　部　典　子

	 特任講師	 長谷川　　　豊

	 助　教	 本　間　博　之

	 	 長　澤　　　幹

	 	 小　田　知　靖

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１　研究テーマ：超高磁場 7T-MRI による 2 型糖尿病患者の

small vessel disease (SVD) とレンズ核線条体動脈 (LSA) を

中心とした頭蓋内深部穿通枝動脈の評価

【目的】糖尿病患者において超高磁場7-テスラMRIを用いて，

SVD の頻度と中大脳動脈由来の深部穿通枝である LSA の形

態を検討した．【対象】2 型糖尿病患者 25 名	( 年齢 :57.2 ± 7.9	

歳，HbA1c:10.6 ± 3.1%) に対して，脳動脈瘤クリッピング術

治療のため当院脳神経外科に入院した，動脈瘤以外に明らか

な脳病変を認めない非糖尿病者 25 名	( 年齢 :60.12 ± 7.9	歳 )

をコントロールとした．7T-MRI による頭部 MRI 検査を施

行し，SVD 発症率と MRA における LSA 描出不良所見の出

現率および LSA の長さ，分枝数などを検討した．さらに 2

型糖尿病群25名をLSA分枝数で2群に分け，各臨床パラメー

タを比較検討した．【結果・成果】SVD の発症率は 2 型糖尿

病群と非糖尿病群で差は認められなかった (60.0%	vs	44.0%)．

2 型糖尿病群では 17 名 (68.0%) で LSA に有意な描出不良を

認めたのに対して，コントロール群では 4 名 (16.0%) でしか

認められなかった	(p<0.01)．LSA の形態学的解析をおこなっ

たところ，2 型糖尿病群で本数	(4.6 ± 1.6	vs	5.7	± 2.0,p<0.05)

と分枝数 (2.4 ± 2.3	vs	4.2	± 2.3,p<0.01) が有意に少なかった．

2 型糖尿病で LSA 分枝数が 3 本未満であった群では，3 本以

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 1 名 1 名 3 名

研究員 研究生 研修生
7 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 1 名 0 名 1 名

上の群と比較して糸球体濾過量が低値であった．

症例数が少ないため，この結果を検証するためにはさらなる

症例追加が必要である．LSAの描出不良や分枝数の低値が脳

血管障害の発症につながるかを前向きに検討する必要がある．

２　研究テーマ：糖尿病患者における癌の早期発見と腫瘍

マーカーの意義に関する検討

【目的】糖尿病と癌罹患リスクとの関連が注目されている．

スクリーニングに用いられる腫瘍マーカーは血糖コントロー

ルの影響を受けやすいという問題点があるため，血糖コン

トロールが血清 CEA 値と CA19-9 値に影響を及ぼす影響を

検討する．【対象】腫瘍マーカーが高値	(CEA ＞ 7.0	ng/ml，

CA19-9 ＞ 50	U/ml) の糖尿病患者を対象とした．測定時よ

り 1 年以内に悪性腫瘍が明らかになった患者を悪性腫瘍群と

定義した．CEA 高値群は 122 名，CA19-9 高値群は 109 名で

あった．対象を合併群と非合併群の 2 群に分け，腫瘍マー

カー値と HbA1c 値および HbA1c 変化度との関連を後ろ向

きに検討した．【結果・成果】CEA 高値群，CA19-9 高値群

のうちそれぞれ 70 名 (57.4%)，67 名 (61.5%) に悪性腫瘍が認

められた．悪性腫瘍群の CEA 値と CA19-9 値は非悪性腫瘍

群と比較して有意に高値であった．また，非悪性腫瘍群では

HbA1c	値と CEA 値	，CA19-9 値は正相関を示した．1 年後

まで HbA1c を追跡できた CEA 高値 :93 名，CA19-9 高値 :75

名において，非悪性腫瘍群では腫瘍マーカー測定時から 1 年

後の HbA1c の変化度と各腫瘍マーカーの値に相関がみられ

たが，悪性腫瘍群では相関が見られなかった．悪性腫瘍を合

併しない糖尿病患者では，腫瘍マーカーの上昇に血糖コント

ロールが大きく影響すると考えられた．

３　研究テーマ：糖毒性解除を目的とした SGLT2 阻害薬の

有効性についての検討

【目的】SGLT2 阻害薬はインスリン分泌能や抵抗性に依存

せずに血糖降下作用を示す薬剤と考えられていることから，

糖毒性状態にある 2 型糖尿病患者に対する有用性について

検討した．【対象】血糖コントロール不良のため入院した

HbA1c9.0％以上の 2 型糖尿病患者のうち，インスリン導入・

増量も空腹時血糖 200mg/dl 以上の高血糖状態が持続してい

る患者．インスリン量は固定した状態で SGLT2 阻害薬を追

加し，変更前後の CGMs による平均血糖（mean)，SD につ

いて比較した．【結果・成果】糖毒性状態における SGLT2

阻害薬の投与で平均血糖のみならず SD も有意に改善を認め

た．SGLT2 阻害薬は薬剤本来の尿糖排泄を介した血糖低下

作用に加え，糖毒性解除によるインスリン分泌の改善，さら

には既存の薬物療法の増強効果をもたらすことで高血糖の状
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況下において十分な血糖降下作用をもたらす可能性があり，

糖毒性解除目的での使用は有用であると考えられた．
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内科学講座循環器内科分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
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Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
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２．構造的心疾患
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College	of	Cardiology.	Mar.	2018.	Orland,	USA.

④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）森野禎浩：冠動脈プラークに対する薬物インターベ

ンション− PCSK9 阻害剤の可能性− .	第 4 回日本心

血管脳卒中学会学術集会．2017 年 6 月 .	福岡市 .

２）森野禎浩：適正な抗血栓療法−全身脈管病の観点か

ら .	第 4 回日本心血管脳卒中学会学術集会．2017 年 6

月 .	福岡市 .

３）小松隆：虚血性脳卒中例における心原性脳塞栓の臨

床像　− ESUS	における鑑別診断へのアプローチ−	

第 4 回日本心血管脳卒中学会学術集会．2017 年 6 月 .	

福岡市 .

４）森野禎浩：待機的 PCI.	第 26 回日本心血管インター

ベンション治療学会 .	2017 年 7 月 .	京都市 .

５）小松隆：Affirm	study 再考　アブレーション，

DOAC 時代における抗不整脈薬の役割 .	第 64 回日本

不整脈心電学会 .	第 64 回日本不整脈心電学会 .	2017

年 9 月 .	横浜市 .

６）中島祥文：左心耳閉鎖デバイス治療	 症例検討	

WATCHMAN.	 ストラクチャークラブ・ジャパン

2017.	2017 年 11 月 .	福岡市 .

７）中島祥文：米国における僧帽弁逆流症に対する

MitraClip® の現況 .	第 124 回日本循環器学会近畿地方

会 .	2017 年 11 月 .	大阪市 .

b）一般講演

１）中村真理絵 ,	田代敦，武田智弓，房崎哲也，嘉村幸

恵，熊谷亜希子，森野禎浩，中村元行，小泉淳一，近

藤良一，猪飼秋夫，岡林均：胸部症状をきっかけに診

断した複数交通腔と左房内狭窄を呈する三心房心の一

例.	第28回日本心エコー図学会学術集会.	2017年4月 .	

名古屋市 .

２）佐々木加弥 ,	田代敦，中村真理絵，二宮亮，芳沢美

知子，熊谷亜希子，石田大，森野禎浩，中村元行，小

山耕太郎：片頭痛の既往に TIA を生じた逆シャント

を伴う心房間短絡に閉鎖栓治療を施行した 1例 .	第 28

回日本心エコー図学会学術集会.	2017年4月.	名古屋市.

３）峯田武典 ,	今村	要介，坂岡	雅史，長谷川	寛，吉直	

大佑，西山理，新山正展，齊藤秀典，前川裕子，高橋

祐司，小澤真人，小野寺洋幸，野崎哲司，金矢宣紀，

森野禎浩，伊藤智範，中村明浩 .：ST 上昇型急性心筋

梗塞の	発症から受診までの時間と性差の検討		―岩手

県心疾患登録パイロット事業の解析から―.	医学生・

研修医の日本内科学会ことはじめ 2017 東京 .	2017 年

4 月 . 東京

４）朴澤麻衣子：発作性心房細動の患者における左心耳

形態の変化 .	第 4 回日本心血管脳卒中学会学術集会．

2017 年 6 月 .	福岡市 .

５）古味良亮：当院での経カテーテル的大動脈弁置換術

後脳卒中に関する検討 .	第 4 回日本心血管脳卒中学会

学術集会．2017 年 6 月 .	福岡市 .

６）椚田房紀 ,	小松隆 ,	大和田真玄 ,	芳沢礼佑 ,	澤陽平 ,	

森野禎浩 ,	中村元行 .：抗不整脈薬療法を目的とした

発作性 ･ 持続性心房細動例におけるワルファリン凝固

管理時の注意点 .	第 4 回日本心血管脳卒中学会学術集

会．2017 年 6 月 .	福岡市 .

７）大和田真玄 ,	椚田房紀，芳沢礼佑，小松隆，森野禎浩，

中村元行：右冠尖起源心室性不整脈の頻発により左室

機能低下をきたした 1 例 .	カテーテルアブレーション

関連大会 2017.	2017 年 7 月 .	札幌市 .

８）椚田房紀 ,	大和田真玄 ,	芳沢礼佑 ,	肥田龍彦 ,	小松隆 ,	

森野禎浩 ,	中村元行 .：マイクロリエントリーが示唆

された左房前壁起源心房頻拍の 1 例 .	カテーテルアブ

レーション関連大会 2017.	2017 年 7 月 .	札幌市 .

９）二宮亮 ,	木村琢巳 ,	石田大 ,	房崎哲也 ,	伊藤智範 ,	

森野禎浩：急性冠症候群における心筋架橋構造の影

響 .	第 26 回日本心血管インターベンション治療学会 .	

2017 年 7 月 .	京都市 .

10）Shingen	Owada,	Reisuke	Yoshizawa,	Fusanori	

Kungida,	 Takashi	 Komatsu,	 Yoshihiro	Morino,	

Motoyuki	Nakamura：Successful	Use	of	Nifekalant	

for	Amiodarone-Refractory	Electrical	 Storm	due	

to	 Purkinje-Related	 Polymorphic	 Ventricular	

Tachycardia	in	Acute	Myocardial	Infarction:	A	Case	

Report.	第 64 回日本不整脈心電学会学術大会 .	2017

年 9 月 .	横浜市 .

11）Shingen	 Owada：Are	 stat ins 	 and	 ren in -

angiotensin-	aldosterone	system	 inhibitors	effective	

for	improvement	of	vascular	endothelial	dysfunction	

in	patients	with	non-valvular	atrial	fibrillation	?	第 64

回日本不整脈心電学会学術大会 .	2017年 9月 .	横浜市 .

12）芳沢美知子 ,	伊藤	智範 ,	森野	禎浩 ,	谷合	誠一 ,	石

橋	祐記 ,	小松	孝昭 ,	阿古	潤哉 ,	興野	寛幸 ,	伊苅	裕二 ,	
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加藤	律史 ,	松本	万夫 ,	佐久間	理吏 ,	杉村	浩之 ,	明石	

嘉浩 ,	吉野	秀朗：たこつぼ症候群における季節変動

と日内変動の性差別検討	八大学循環器研究会 .	第 65

回日本心臓病学会学術集会 .	2017 年 9 月 .	大阪市 .

13）大澤正樹 ,	丹野高三 ,	板井一好 ,	米倉佑貴 ,	横山由

香里 ,	栗林徹 ,	岡山明 .：透析患者の腎不全原因別死亡

率の検討―地域一般住民との比較研究 .	第 76 回日本

公衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .

14）Yoshifumi	Nakajima,	 Sam	Dawkins,	Krissada	

Meemook,	Mamoo	Nakamura,	Asma	Hussaini,	Saibal	

Kar.：Efficacy	and	Safety	of	Transcatheter	Mitral	

Valve	Repair	Using	MitraClip	System	for	Extra	Low	

Left	Ventricular	Function	Patients.	第 21 回日本心不

全学会学術集会 .	2017 年 10 月 .	秋田市 .

15）Yoshifumi	Nakajima,	Saibal	Kar.：超低左心機能，

重症僧帽弁逆流症の一例 .	ストラクチャークラブ・

ジャパン 2017.	2017 年 11 月 .	福岡市 .

16）下田祐大 ,	山屋昌平 ,	朴澤麻衣子 ,	松本裕樹 ,	佐々

木加弥 ,	後藤巌 ,	中島悟史 ,	木村琢巳 ,	金一 ,	森野禎浩：

冠動脈起始部異常に起因した心筋虚血に対し外科的血

行再建術を選択した高齢者の 1 例 .	第 31 回日本冠疾

患学会学術集会 .	2017 年 12 月 .	大阪市 .

17）大澤正樹 ,	丹野高三 ,	板井一好 ,	米倉佑貴 ,	小笠原

邦昭，小原航 ,	阿部貴弥 ,	大森聡 ,	栗林徹	,	横山由香

里	，大間々真一 ,	中村元行 ,	石橋靖弘 ,	森野禎浩 ,	伊

藤智範 ,	田中文隆 , 小西一樹 , 關博文 ,	小野田敏行 ,	坂

田清美 ,	腰山誠 ,	岡山明 .：慢性腎臓病ステージ分類別

死亡リスクと末期腎不全罹患リスク .	第 28 回日本疫

学会学術総会 .	2018 年 2 月 .	福島市 .

18）椚田房紀，小松隆，大和田真玄，芳沢礼佑，田中健

太郎，森野禎浩，中村元行 .：繰り返す薬物治療抵抗

性の心室頻拍 / 細動に対し皮下植込み型除細動器が有

効であった症例 .	第 30 回心臓性急死研究会 .	2018 年

12 月 .	東京 .

19）大和田真玄 ,	小松隆 ,	芳沢礼佑 ,	椚田房紀 ,	澤陽平 ,	

田中健太郎 ,	中村元行：Clinical	Profiles	 in	Ischemic	

Stroke	Patients	with	Cardiac	Embolism	-Comparison	

to	Lacunar	and	Atherosclerotic	Infarction-.	 第 82 回

日本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

20）大和田真玄 ,	小松隆 ,	芳沢礼佑 ,	椚田房紀 ,	田中

健太郎 ,	 澤陽平 ,	 中村元行：Relationship	between	

Individual	Risk	Factors	Composing	CHA2DS2-VASc	

Score	 and	Vascular	Endothelial	Dysfunction	 in	

Patients	with	Non-valvular	Atrial	Fibrillation.	 第 82

回日本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

21）Ryo	Ninomiya,	Takumi	Kimura,	Yorihiko	Koeda,	

Masaru	 Ishida,	Tetsuya	Fusazaki,	Tomonori	 Itoh,	

Yoshihiro	Morino：Impact	of	Myocardial	Bridge	on	

Major	Adverse	Clinical	Event	of	Acute	Coronary	

Syndrome.	第 82 回日本循環器学会学術集会 .	2018 年

3 月 .	大阪市 .

22）Takahito	Nasu,	Mamoru	Satoh,	Yuji	Takahashi,	

Takuya	Osaki,	Motoyuki	 Nakamura,	 Yoshihiro	

Morino.：Epigenome-wide	 association	 study	 of	

severe	aortic	valve	stenosis	 identifies	a	novel	DNA	

methylation	 in	peripheral	blood	mononuclear	cells.	

第82回日本循環器学会学術集会.	2018年3月 .	大阪市.

23）Hidemi	Morioka,	 Yorihiko	 Koeda,	 Tomonori	

Itoh,	Yu	 Ishikawa,	Yoshihiro	Morino,	Tomohiro	

Mizutani,	 Junya	Ako,	Masataka	Nakano,	Koichiro	

Yoshioka,	Yuji	 Ikari,	Shu	 Inami,	Masashi	Sakuma,	

Isao	Taguchi,	Takaaki	Komatsu,	Hiroyuki	Sugimura,	

Keiki	Sugi,	Tomoyuki	Kunishima,	Yoshihiro	Akashi,	

Takahiro	Nomura,	Ken	Kohzuma,	Kei	 Fukushi,	

Hideaki	Yoshino.：Risk	 factors	of	 in-hospital	death	

in	patients	with	acute	myocardial	 infarction	at	 left	

main	 trunk;	Cardiovascular	Research	Consortium-8	

Universities	 (CIRC-8U).	第 82 回日本循環器学会学術

集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

24）石川有 ,	新山正展 ,	高木英誠 ,	房崎哲也 ,	伊藤智

範 ,	 吉 岡 邦 浩 ,	 森 野 禎 浩 .：Diagnostic	Accuracy	

of	 Fractional	 Flow	Reserve	Measurement	 in	 a	

Comparison	between	High-Resolution	and	320-Row	

Detector	Coronary	Computed	Tomography.	第 82 回

日本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

25）Masanobu	Niiyama,	 Yorihiko	Koeda,	Wataru	

Sasaki,	 Tsubasa	 Sakamoto,	 Mizuyoshi	 Nagai,	

Yudai	Shimoda,	Tetsuya	Fusazaki,	Tomonori	 Itoh,	

Motoyuki	 Nakamura,	 Yoshihiro	Morino.：Risk	

Factors	of	New-onset	Atrial	Fibrillation	 in	Patients	

with	Acute	Myocardial.	第 82 回日本循環器学会学術

集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

26）古味良亮 ,	田中文隆 ,	丹野高三 ,	大澤正樹 ,	坂田清

美 ,	石橋靖宏 ,	岡山明 ,	中村元行 .：Impact	of	Blood	
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Pressure	as	a	Contributing	Factor	to	Stroke	 in	the	

Community-based	Diabetic	Population.	 第 82 回日本

循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

27）芳沢美知子 ,	伊藤智範 ,	森野禎浩 ,	谷合誠一 ,	石橋

祐記 ,	小松孝昭 ,	阿古潤哉 ,	興野寛幸 ,	伊苅裕二 ,	加藤

律史 ,	松本万夫 ,	佐久間理吏 ,	杉村浩之 ,	明石嘉浩 ,	吉

野秀朗 .：Clinical	characteristics	of	ST-elevation	and	

non-ST-elevation	Types	 in	patients	with	Takotsubo	

Syndrome	 -A	Multicenter	 Registry	 in	 Eight-

University	Hospitals	 in	East-Japan.	第 82 回日本循環

器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

28）Yorihiko	Koeda,	Tomonori	 Itoh,	Hidenori	Saitoh,	

Hiroyuki	Onodera,	Tetsuji	Nozaki,	Yu	 Ishikawa,	

Yuko	Maegawa,	Osamu	Nishiyama,	Mahito	Ozawa,	

Yoshihiro	Morino,	Akihiro	Nakamura.：Inter-regional	

Comparison	 of	Door	 to	Balloon	Time	 in	Patients	

with	ST	Elevation	Myocardial	Infarction;	Iwate	ACS	

Multicenter	Pilot	Registry.	第 82 回日本循環器学会学

術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

29）田中健太郎 ,	田中文隆 ,	丹野高三 ,	大澤正樹 ,	坂

田清美 ,	石橋靖宏 ,	岡山明 ,	中村元行 .：Prognostic	

Value	 of	 Electrocardiographic	 Left	Ventricular	

Hypertrophy	 on	Cardiovascular	 Risk	 in	 a	Non-

hypertensive	Community-based	Population.	 第 82 回

日本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

30）Masaki	Ohsawa,	Kozo	Tanno,	Motoyuki	Nakamura,	

Yoshihiro	Morino,	Tomonori	Itoh,	Fumitaka	Tanaka,	

Akira	 Okayama.：Absolute	 Risk	Difference	 in	

Cardiovascular	Diseases	Attributable	 to	CKD	 is	

Higher	than	the	Risk	of	End-stage	Renal	Disease.	第

82 回日本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

31）Nakajima	Y,	Kar	S.：Transcatheter	mitral	valve	

repair	for	severe	mitral	regurgitation	using	the	new	

generation	MitraClipNT	system,	1-month	outcome.	

第82回日本循環器学会学術集会.	2018年3月 .	大阪市.

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）中島祥文：僧帽弁閉鎖不全症に対する新たなアプ

ローチ経カテーテル僧帽弁治療　MitraClip®	system.	

第 43 回日本心血管インターベンション治療学会東北

地方会 .	2018 年 1 月 .	盛岡市 .

２）中島祥文：僧帽弁閉鎖不全症に対する	新たなアプ

ローチ .	岡山心血管造影研究会 .	2018 年 3 月 .	岡山市 .

ｂ）一般講演

１）二宮亮 ,	木村琢巳，肥田頼彦，石田大，房崎哲也，

伊藤智範，森野禎浩 .：急性冠症候群患者の長期予後

に冠動脈架橋構造が与える影響 .	第 164 回日本循環器

学会東北地方会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .

２）石曽根武徳 ,	大和田真玄，辻佳子，二宮亮，後藤巌，

中島悟史，木村琢己，田中健太郎，臼井雄太，河合悠，

前川裕子，森野禎浩 .：心筋梗塞後に発症したアミオ

ダロン耐性の electrical	storm	に対して，ニフェカラ

ンが著効した一例 .	第 164 回日本循環器学会東北地方

会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .

３）田中健太郎 ,	大和田真玄，芳沢礼佑，椚田房紀，小

松隆，森野禎浩，中村元行 .：三尖弁輪側壁を起源と

する ATP	感受性心房頻拍の一例 .	第 164 回日本循環

器学会東北地方会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .

４）坂本翼 ,	肥田頼彦，古味良亮，小田英人，二宮亮，

臼井雄太，石川有，阪本亮平，下田祐大，鎌田武，房

崎哲也，田代敦，金一，吉岡邦浩，森野禎浩 .	当院に

おける経カテーテル的大動脈弁置換術 100	症例の治

療成績 .	第 164 回日本循環器学会東北地方会．	2017

年 6 月 .	盛岡市 .

５）坂本翼 ,	肥田頼彦，古味良亮，小田英人，二宮亮，

臼井雄太，石川有，阪本亮平，下田祐大，鎌田武，房

崎哲也，田代敦，金一，吉岡邦浩，森野禎浩 .：高度

大動脈弁狭窄症に対する TAVR	後に貧血の改善を認

め，Heyde	症候群が疑われた 1	例 .	第 164 回日本循

環器学会東北地方会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .

６）辻佳子 ,	木村琢巳，二宮亮，後藤巖，中島悟史，椚

田房紀，大和田真玄，小松隆，房崎哲也，伊藤智範，

森野禎浩 .：繰り返す冠攣縮に伴う心室細動に対して

皮下植込型除細動器（S	−	ICD）を施行した若年男性

の一例 .	第 164 回日本循環器学会東北地方会．	2017

年 6 月 .	盛岡市 .

７）古味良亮 ,	肥田頼彦，後藤巌，坂本翼，下田祐大，

森野禎浩 .：急性冠症候群に対する緊急心臓カテーテ

ル検査で発見された膜様部心室中隔瘤の一例 .	第 164

回日本循環器学会東北地方会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .

８）小田英人 ,	古味良亮，坂本翼，肥田頼彦，石川有，

下田祐大，森野禎浩 .：完全房室ブロックを契機に発

見された心臓原性悪性リンパ腫の一例 .	第 164 回日本

循環器学会東北地方会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .
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９）中村真理絵 ,	佐々木加弥，菅原正磨，安孫子明彦，

下田祐大，森野禎浩，中村元行，岡林均 .：心膜炎を

発症し発見された気管支原性嚢胞の一例 .	第 164 回日

本循環器学会東北地方会．	2017 年 6 月 .	盛岡市 .

10）澤陽平 ,	小松隆 ,	芳沢礼佑 ,	椚田房紀 ,	大和田真玄 ,	

森野禎浩 ,	中村元行 .：当院における心房細動アブレー
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内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 前門戸　　　任

	 講　師	 佐々木　信　人

	 講　師	 森　川　直　人

	 助　教	 山　下　雅　大	 斎　藤　平　佐

	 	 内　海　　　裕	 秋　山　真　親

	 	 長　島　広　相	 守　口　　　知

	 	 村　田　興　則	 及　川　侑　芳

	 	 千　葉　真　士

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．肺癌

　基礎研究では poly［ADP］-ribosepolymerase（PARP）

阻 害 剤 と Vascular	Endothelial	Growth	Factor	Receptor

（VEGF）阻害剤の併用療法が HIF-1 αの抑制を通じて小細

胞癌の増殖を強力に抑制することをin	vitro	/	in	vivo 実験で

明らかされており ,「小細胞癌に対する DNA 修復機構の阻

害による新規治療」の研究を行っている . また喫煙による肺

癌の発症については , 本学サイクロトロンセンターとの共同

研究で肺癌の発症における微量元素の関与を検討すべくイオ

ン励起 X 線分光分析法（PIXE）を利用した関連解析し , 非

喫煙者肺癌の発症における微量元素の影響の検討を研究して

いる . 他にも「肺腺癌では protein	L-isoaspartate	(D-aspartyl)	

O-methyltransferase の高発現は肺腺癌における予後不良予

測因子である」との免疫組織化学的研究成果に基づき , 肺腺

癌の細胞株を用いたin	vitro の研究で ER	stress に対する同

分子の代償発現不全が上皮間葉移行を起こすことを発見し

た . 一連の研究からは , 癌細胞の増殖に伴う微小環境ストレ

スに適応した細胞はその場に留まりさらに自己増殖を繰り返

す一方適応できない細胞は癌浸潤を起こしてその場からを逃

れる , という癌進行の疾患モデルが明らかとなった .

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 2 名 0 名 9 名

研究員 研究生 研修生
5 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
2 名 0 名 1 名 4 名

　 臨 床 に つ い て は， 気 管 支 鏡 検 査 に お い て EBUS-

TBNA,EBUS-GS, ナビゲーションシステムなどの最新の機器

を駆使し，診断精度を上げている．また，エコーガイド下腫

瘍生検のシステムを確立し，より多角的な診断に努めている．

血管新生阻害剤，免疫チェックポイント阻害剤と臨床データ

を分析し報告している．また，肺癌関連の臨床治験を積極的

に行っており，治験に加えて JCOG に新たに参加すること

になった．当科が中心となった臨床試験も動き出しており，

東北の肺癌治療の拠点を目指しての臨床研究グループでの

様々な役割を負っている．

２．気道疾患

　「気管支喘息の気道リモデリングにおける IL-24 の新たな

作用に関する研究」に従事している . 先行研究においてマイ

クロアレイを用いた IL-13 による刺激を受けた線維芽細胞

の検討では IL-24 の高発現が特徴的であり , それらが気道上

皮細胞に与える影響を検討中である . また気管支喘息以外の

様々な肺疾患における IL-24 の働きについても検討中であ

る . また，COPD の急性増悪などの予後予測を末梢血単球と

FACS を用いて診断可能にすることを目指し ,「末梢血単球

表面マーカーを指標とした COPD の早期診断，進行予測マー

カーの開発」を行っている .

３．免疫疾患，びまん性肺疾患

　全身性エリテマドーテス（SLE）は若年者から壮年までに

発症する膠原病であり，多彩な臓器病変を呈する．現在，自

己免疫疾患に合併する間質性肺炎の急性増悪の臨床的検討を

行ってる . また継続して，7 テスラ MRI による神経 Behcet

病早期脳微小血管の検出に取り組んでおり ,	血管炎マウス

モデルに様々な治療薬を試すことで，血管炎の成り立ちに

ついてさらに理解を深める研究を行っている .	「マイクロ

ファージ表面マーカーを指標とした間質性肺炎の新規診断法

の開発と病態機序解明」に取り組んでいる . また AMED の

橋渡し事業で「急性肺傷害における末梢血単球に発現する

VEGFR-3 の機能解明と診断的意義の確立」の開発研究を行

い，双方合わせ２件の診断マーカーの特許を申請した .

４．心療内科

　社交不安障害に関連するSNPの探索的研究を検討している.

Ⅲ．研究成果の発表状況
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内科学講座血液腫瘍内科分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 伊　藤　薫　樹（代理）

	 講　師	 小　宅　達　郎	 古和田　周　吾

	 助　教	 筑　紫　泰　彦	 鈴　木　雄　造

	 	 菅　原　教　史	 西　谷　真　来

	 	 外　川　　　亮

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
慢性骨髄性白血病 

○第 2 世代のチロシンキナーゼであるダサチニブをイマチニ

ブ抵抗性・不耐用の患者に投与し，完全分子学的寛解に入っ

てから 1 年間投与を継続する . その後に，ダサチニブを中断

して，完全分子学的寛解をどのくらいの患者が維	持できる

かを検討する多施設共同臨床研究を実施した . 完	全分子学的

寛解を維持できた患者は	48% に達した .52%	の患者は分子学

的再発をきたしたものの，ダサチニブ投与によって再び，完

全分子学的寛解に到達した . 分子学的再	発する患者は中断後

6 ヶ月以内に再発することが明らかとなった . これらのこと

より，慢性骨髄性白血病はチロシンキナーゼ投与によって，

機能的に治癒することが明らかとなった .( 村井論文 .	2017.	)	

血小板造血 

○我々は，主に	2	つの過程	(proplatelet，thick	protrusion)	

を経て骨髄から末梢血に血小板を放出するのではなく，血小

板前駆体を放出することを明らかにした . 実際に末梢血に血

小板前駆体が存在するかを確認した所，血小板の数 % に血

小板前駆体が認められた . マウスに抗血小板抗体を投与し，

血小板数を減少させてやると血小板前駆体の比率は増加し

た .	また，血小板前駆体を濃縮して，マウスに投与すると血

小板数は一次的に増加してから，漸減した . 濃縮した血小板

前駆体を	in	vitro	培養すると血小板は進展したり収縮した

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 2 名 0 名 5 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 1 名 1 名 0 名

りして，分裂を繰り返し成熟血小板になることが明らかと

なった .	血小板造血は，巨核球が成熟血小板を産生するので

はなく，	血小板前駆体を産生し，それが末梢血血管床で成熟

血小板に変化するものと考えられた .	また，これらの過程に

Autophagy が関与する事を見出した .（外川論文．2017.）現

在これらの知見を臨床研究に応用している .

造血器疾患に併発する感染症およびバイオマーカ

○可溶性 CD14 のサブタイプであるプレセプシンは敗血症

で上昇することが報告されており（Clin	Chem	Lab	Med	

2011;49:937-9)	，主に救急領域および集中治療領域の実臨床

では感染症のバイオマーカーとして広く利用されている (J	

Infect	Chemother	2005;11:234-8)．従来から CRP やプロカル

シトニンが感染症のバイオマーカーとして用いられており，

CRP やプロカルシトニンの産生機序が炎症の存在により肝

臓や全身臓器で産生されるのに対して，プレセプシンは顆粒

球や単球による細菌の貪食により顆粒球から産生されるの

で，より感染症特異的なマーカーとして有用であると推測さ

れる．FN のような好中球減少時におけるプレセプシンの有

用性については研究報告がこれまで極めて少なかったが，わ

れわれはこれまで FN におけるプレセプシンの感染症のバイ

オマーカーとしての有用性を検証した．われわれの検証では

FN のような好中球減少時でも感染症のバイオマーカーとし

て極めて有用である結果が得られている（JSH2016/ 横浜）．

　同種造血幹細胞移植後におけるプレセプシンは，感染症の

バイオマーカーとして有用なだけでなく，GVHD 等の移植

後合併症の併発頻度や重症度を予測するのにも有用である可

能性が高い．またプレセプシンの産生機序に関しては顆粒球

が主たる産生細胞とされるが不明の点も多く，特に好中球

減少症例や免疫不全状態では病態生理の多くが不明である．

我々はこれらの血液疾患の症例におけるプレセプシンの産生

機序の詳細について，また FN や同種移植後の合併症におけ

るバイオマーカーとしての有用性について検証中である．				
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in	 febrile	neutropenic	patients	with	hematological	

malignancies:	A	randomized	controlled	trial	 .	 第 22

回欧州血液学会 :	EHA.	マドリード．6 月 .	（2017）

④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）古和田周吾：「血小板放出後の成熟」第 39 回日本血

栓止血学会学術集会 . 会長招請シンポジウム . 名古屋 .	

6 月 .(2017)

ｂ）一般講演

１）近藤有佳，浅野雄哉，伊藤豪仁，古和田周吾，外川亮，

小宅達郎，石田陽治：血小板減少症の末梢血を用いた

鑑別方法の検討　第 114 回日本内科学会総会医学生研

修医の日本内科学会ことはじめ .	4 月 .	東京 .	(2017)

２）牧瀬慧美，伊藤薫樹，岡野良昭，下瀬川健二，下山格，

小宅達郎：ニボルマブを投与した難治性ホジキンリン

パ腫の 1 例．第 212 回日本内科学会東北地方会．9 月．

盛岡．（2017）

３）Shugo	Kowata,	 Kazunori	Murai,	 Shigeki	 Ito,	

Yuta	Moriya,	Yoji	 Ishida	 :	Autophagy	 regulates	

subcellular	organelles	in	nascent	platelets.	第 79 回日

本血液学会学術集会．10 月．東京．（2017）

４）Norifumi	Sugawara,	Tatsuo	Oyake,	Akihiro	Otsu,	

Motoki	Takano,	Ryou	Togawa,	Tadashi	Shimoyama,	

Maki	Nishiya,	Yuzo	Suzuki,	Ryousei	Sasaki,	Yoshiaki	

Okano,	Wataru	Izumida,	Yasuhiko	Tsukushi,	Shugo	

Kowata,	 Shigeki	 Ito,	Yoji	 Ishida	 :	 rTM	 reduces	

the	 risk	of	ATRA	related	adverse	events	during	

induction	chemotherapy	for	APL．第 79 回日本血液

学会学術集会．10 月．東京．（2017）

５）Tasuo	Oyake,	Norifumi	Sugawara,	Yuka	Fujisawa,	

Ryousei	Sasaki,	Wataru	 Izumida,	Takahiro	Mine,	

Maki	 Nishiya,	 Yuzo	 Suzuki,	 Yoshiaki	 Okano,	

Yukiteru	Fujishima,	Yasuhiko	Tsukushi,	Yusei	Aoki,	

Shugo	Kowata,	 Ichiro	Hanamura,	Kazunori	Murai,	

Shigeki	 Ito,	Yoji	 Ishida	 :	Comparison	of	MCFG	and	

L-AMB	for	empirical	antifugal	 therapy	 in	patients	

with	 febrile	neutropenia．第 79 回日本血液学会学術

集会．10 月．東京．（2017）

６）小宅達郎，石田和之，梁井俊一，松尾鉄平，大津瑛裕，　

外川亮，西谷真来，下山格，菅原教史，鈴木雄造，泉

田亘，筑紫泰彦，古和田周吾，伊藤薫樹，石田陽治	：	
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よる難治性出血性腸炎の一例．第 40 回日本造血細胞
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ｂ）一般講演

１）大津瑛裕，小宅達郎，外川亮，西谷真来，菅原教史，

鈴木雄造，泉田亘，筑紫康彦，古和田周吾，伊藤薫樹：
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難聴とめまいと顔面神経麻痺の症状を呈した B-LBL

の 1 症例．第 212 回日本内科学会東北地方会．9 月．

盛岡．（2017）

２）外川亮，高野幹，西谷真来，菅原教史，鈴木雄造，

岡野良昭，藤島行輝，古和田周吾，小宅達郎，石田陽治，

伊藤薫樹：形質細胞白血病に対してタンデム自家・同

種移植施行後の再発に対して再度同種移植を施行した

一例．第 124 回日本血液学会東北地方会．9 月．盛岡．

（2017）

３）丹治峻之，三浦慎平，角田加奈子，馬場俊右，天野

博雄，大津瑛裕，筑紫康彦，伊藤薫樹：特異疹がみら

れた急性骨髄芽球性白血病の 1 例．日本皮膚科学会岩

手地方会学術大会第 379 回例会．9 月 .　盛岡．（2017）

⑤－２　国内学会主催

１）第212回日本内科学会東北地方会.	9月．盛岡．（2017）

２）第124回日本血液学会東北地方会.	9月 .	盛岡 .	（2017）
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内科学講座神経内科・老年科分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 寺　山　靖　夫

	 准教授	 米　澤　久　司

	 特任准教授　前　田　哲　也

	 講　師　石　橋　靖　宏	 工　藤　雅　子

	 	 金　　　正　門

	 特任講師	 水　野　昌　宣

	 助　教	 高　橋　純　子	 紺　野　可奈子

	 	 鳴　海　新　介	 鈴　木　真紗子

	 	 大　浦　一　雅	 石　塚　直　樹

	 	 齋　藤　あゆみ	 大　浦　真　央

	 	 名　取　達　德	 赤　坂　　　博

	 	 加　藤　正　義（花巻温泉病院配属）

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．脳血管障害と超音波診断

　TIA やアテローム血栓性脳梗塞の原因となる内頸動脈狭

窄症に対して独自に開発した 3 次元超音波診断装置を用い

て，その病態と各種の薬物治療による効果判定を検討してい

る．研究結果はすでに国際学会や国内学会にて報告し，論文

化も積極的に行われている．

２．脳血管障害と超高磁場 MRI

　超高磁場 MRI を利用して，閉塞性脳血管障害の新しい画

像診断法の開発を行っている．この分野では国際的にも注目

されている本学医歯薬総合研究所	佐々木真理教授の協力を

得て，先進的な研究を行っている．この分野からは優秀な大

学院生が巣立っている．

３．認知症と超高磁場 MRI

　軽度認知機能障害（MCI）およびアルツハイマー病（AD）

患者の大脳白質神経線維の異常 ( 異方向性拡散 ) を超高磁場

MRI にて測定・検討しこれらの疾患特異性を検討している．

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 1 名 3 名 1 名 11 名

研究員 研究生 研修生
6 名 1 名 1 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
2 名 2 名 3 名 3 名

研究成果はすでに各種医学雑誌に発表され，さらに臨床に応

用されている．また，国内外の研究者との積極的な交流を行っ

ている．

４．片頭痛と超高磁場 MRI

　下行性疼痛調節神経系の一つであり片頭痛の generator

として近年注目されている中脳水道周囲灰白質（PAG）に

おける鉄沈着と片頭痛の神経機能障害との関連が近年注目

されている．超高磁場 MRI にて片頭痛患者の PAG を中心

とした下行性疼痛調節神経系の Quantitative	Susceptibility	

Mapping	 (QSM) 画像を撮像し正常対照者の鉄沈着濃度との

差異を検討した．研究結果は学会で発表し今後の成果の蓄積

が期待されている．

５．Parkinson 病および神経変性疾患の研究

　Parkinson 病，AD および筋萎縮性側索硬化症（ALS）にお

いては，hydroxyl	radical による DNA の酸化障害が病態に関

与するとの観点から髄液の 8-Hydroxy-2’-deoxyguanosine	

(8-OHdG) 測定を行い，その病因に迫る研究を行っている．

さらに，Parkinson 病の治療効果判定のための客観的定量的

重症度評価スケールの開発を世界に先駆けて国内６大学の協

力のもとに行っている．成果は学会で発表し今後の成果が期

待されている．

６．神経免疫疾患の研究

　多発性硬化症 (MS) および重症筋無力症（MG）に代表さ

れる神経免疫疾患の疫学調査，遺伝子研究を積極的に行い，

地域医療にも貢献している．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Terayama	Y:	Evaluation	of	the	Efficacy	and	Safety	
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Agency	Data.	 J	Stroke	Cerebrovasc	Dis.	 26:1171-

1181,	2017.	

２）Oikawa	K,	Kato	T,	Oura	K,	Narumi	S,	Sasaki	M,	

Fujiwara	S,	Kobayashi	M,	Matsumoto	Y,	Nomura	JI,	

Yoshida	K,	Terayama	Y,	Ogasawara	K:	Preoperative	

cervical	carotid	artery	contrast-enhanced	ultrasound	

findings	 are	 associated	 with	 development	 of	

microembolic	signals	on	transcranial	Doppler	during	

carotid	exposure	in	endarterectomy.	Atherosclerosis.		
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260:87-93,	2017.	

３）Ito	 K,	 Ohtsuka	 C,	 Yoshioka	 K,	 Kameda	 H,	
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2017.
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community	dwellers.	J	Epidemiol.	27:360-367,	2017.
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Comparison	 of	Three-Dimensional	T1-Weighted	

Magnetic	 Resonance	 and	 Contrast-Enhanced	

Ultrasound	Plaque	Images	for	Severe	Stenosis	of	the	

Cervical	Carotid	Artery.	J	Stroke	Cerebrovasc	Dis.	

26:1916-1922,	2017.	

６）Omama	S,	Ogasawara	K,	Ishibashi	Y,	Nakamura	M,	
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2017.
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I,	 Nakano	F,	Nakamura	M,	Akimoto	 S,	Minami	

N,	 Fujiki	N,	Doi	 S,	 Shimohama	S,	Terayama	Y,	
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Journal	of	Disaster	Medicine	22:9-16,	2017.	
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332,	2017.	
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Neurology,	Kyoto,	Japan,	Sep16-21,	2017

７）Ish i zuka 	 N , 	 Takahash i 	 J , 	 Terayama	 Y :	

Development	 of	 a	 nobel	 and	weighted	 scale	 for	

measuring	burden	of	dementia	care	–	application	of	

conjoint	analysis	-.	23th	World	Congress	of	Neurology,	

Kyoto,	Japan,	Sep16-21,	2017

８）Tsuda	K,	Natori	T,	Shimizu	M,	Narumi	S,	Oura	K,	

Kamata	A:	Assessment	of	thrombin-induced	platelet	

aggregation	using	an	automatic	coagulation	analyzer.	

23th	World	Congress	 of	Neurology,	Kyoto,	 Japan,	

Sep16-21,	2017

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）Terayama	Y:	教育講演 Stroke.	第 58 回日本神経学

会学術大会．京都．2017 年 9 月．

２）寺山靖夫：シンポジウム 2　DOAC を再考する	

PMDA データの解析から．第 65 回日本心臓病学会学

術集会．大阪．2017 年 9 月．

３）前田哲也：パーキンソン病道場 2　パーキンソン病

の薬の使い方，腕の見せ所．第 11 回パーキンソン病・

運動障害疾患コングレス．東京．2017 年 10 月．
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４）寺山靖夫：教育講演 17　先進的脳血管内治療の効

果判定の問題点− mRS でいいのか ? −．第 35 回日

本神経治療学会学術集会．大宮．2017 年 11 月．

５）前田哲也：メディカルスタッフレクチャー 10　パー

キンソン病の薬物療法．第 35 回日本神経治療学会学

術集会．大宮．2017 年 11 月．

６）工藤雅子：ランチョンセミナー 2　片頭痛予防両

方の組み立て方．第 45 回日本頭痛学会総会．大阪．

2017 年 11 月．

７）寺山靖夫，大浦一雅：特別教育企画 2　超音波検査

によるプラーク体積測定およびプラーク性状診断．第

43 回日本脳卒中学会学術集会．福岡．2018 年 3 月．

ｂ）一般講演

１）大浦一雅，加藤正義，小野寺奈緒，千葉希，寺山靖

夫：Superb	Micro-vascular	Imaging	 (SMI) を用いた

頸動脈プラーク内新生血管の観察．第 36 回日本脳神

経超音波学会総会．高松．2017 年 6 月．

２）石橋靖宏，佐藤典子，吉岡尚美，木村宗孝，寺山靖

夫：脳卒中リハビリテーション患者の自宅退院に関す

る家族へのアンケート調査と患者 ADL	との関連．第

54 回日本リハビリテーション医学会学術集会．岡山．

2017 年 6 月．

３）石塚直樹，高橋純子，寺山靖夫：Conjoint 分析を

用いた在宅認知症患者の定量的介護負担評価スケール

の作成．第 59 回日本老年医学会学術集会．名古屋．

2017 年 6 月．

４）津田圭介，水野昌宣，伊藤みづほ，鈴木真紗子，寺

山靖夫：当院でのナタリズマブ（NAT）使用経験．

第29回日本神経免疫学会学術集会．札幌．2017年10月．

８）加藤正義，水野昌宣，名取達德，鳴海新介，米澤久

司，寺山靖夫：急性発症の左舌下神経麻痺を呈した中

枢神経アスペルギルス症の 1 例．第 35 回日本神経治

療学会学術集会．大宮．2017 年 11 月．

９）大浦真央，水野昌宣，米澤久司，寺山靖夫：自己免

疫学的機序が疑われたリング状造影増強効果を伴う多

発性大脳病変の 1 例．第 35 回日本神経治療学会学術

集会．大宮．2017 年 11 月．

10）水野昌宣，寺山靖夫：当院におけるフィンゴリモド

の使用実績．第35回日本神経治療学会学術集会．大宮．

2017 年 11 月．

11）鎌田麻美，清水美衣，名取達德，鳴海新介，大浦一

雅，吉田まき子，津田圭介，石角陽子，寺山靖夫：血

小板膜 Thrombin 受容体 (PAR1 および 4) をターゲッ

トとした血小板凝集能測定法の確立．第 43 回日本脳

卒中学会学術集会．福岡．2018 年 3 月．

12）及川公樹，島田泰良，藤原俊朗，小笠原靖，佐藤由

以子，鳴海新介，加藤正義，大浦一雅，寺山靖夫，佐々

木真理，藤本健太郎，吉田純，小笠原邦昭：頚動脈プラー

ク評価における造影超音波検査とMRプラークイメー

ジングの検証．第43回日本脳卒中学会学術集会．福岡．

2018 年 3 月．

13）吉田まき子，清水美衣，名取達德，鳴海新介，大浦

一雅，鎌田麻美，津田圭介，石角陽子，寺山靖夫：脳

梗塞患者における血小板機能評価の可視化．第 43 回

日本脳卒中学会学術集会．福岡．2018 年 3 月．

14）津田圭介，清水美衣，名取達德，鳴海新介，大浦一

雅，吉田まき子，鎌田麻美，石角陽子，寺山靖夫：全

自動 CS2400 を用いたトロンビン惹起血小板凝集能の

確立と臨床的有用性．第 43 回日本脳卒中学会学術集

会．福岡．2018 年 3 月．

15）高橋健太，高橋海，桂永行，井上義博，寺山靖夫：

脳梗塞とくも膜下出血を同時に発症した頭蓋内動脈狩

井の一例．第 43 回日本脳卒中学会学術集会．福岡．

2018 年 3 月．

16）宮澤晴奈，名取達德，亀田浩之，鳴海新介，伊藤浩平，

佐藤光信，鈴木隆史，吉岡邦浩，佐々木真理，寺山靖

夫：７T 高解像度 MRA を用いたレンズ核線条体動脈

領域の急性期脳梗塞における微細血管病変の検討．第

43 回日本脳卒中学会学術集会．福岡．2018 年 3 月．

17）鈴木隆史，名取達德，宮澤晴奈，鳴海新介，伊藤浩平，

鎌田麻美，吉田まき子，吉岡邦浩，佐々木真理，寺山

靖夫：LSA 領域脳梗塞患者における７T-MRI を用い

た LSA 再開通の検討．第 43 回日本脳卒中学会学術集

会．福岡．2018 年 3 月．

18）大間々真一，小笠原邦昭，石橋靖宏，中村元行，丹

野高三，坂田清美：岩手県における東日本代診後の中

長期的脳卒中罹患状況について．第 43 回日本脳卒中

学会学術集会．福岡．2018 年 3 月．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）佐藤光信，石塚直樹，鈴木真紗子，水野昌宣，工藤

雅子，高橋純子，米澤久司，寺山靖夫：Logopenic 型

進行性失語様の症状を呈したアルツハイマー病疑いの

2 例．第 100 回日本神経学会東北地方会．盛岡．2017
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年 9 月．

２）鈴木隆史，齋藤あゆみ，水野昌宣，寺山靖夫，千田

光平：視神経炎で発症した症候性ラトケ嚢胞の一例．

第100回日本神経学会東北地方会．盛岡．2017年 9月．

３）津田圭介，清水美衣，名取達德，鳴海新介，大浦一

雅，鎌田麻美，吉田まき子，寺山靖夫：トロンビン凝

集能を用いたダビガトラン服用後の有効性の評価．第

101 回日本神経学会東北地方会．仙台．2018 年 3 月．

４）高橋　海，山原可奈子，寺山靖夫，伊藤浩平：遷延

する意識障害を呈し，ミトコンドリア病が疑われた一

例．第 101 回日本神経学会東北地方会．仙台．2018

年 3 月．
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外科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授　佐々木　　　章

	 准教授　水　野　　　大	 肥　田　圭　介

	 特任准教授	 大　塚　幸　喜	 新　田　浩　幸

	 講　師	 岩　谷　　　岳	 秋　山　有　史

	 	 髙　原　武　志

	 特任講師	 木　村　聡　元

	 助　教　長谷川　　　康	 石　田　和　茂

	 	 小　松　英　明	 千　葉　丈　広

	 	 箱　崎　将　規	 馬　場　誠　朗

	 	 小　林　めぐみ	 片　桐　弘　勝

	 	 梅　邑　　　晃	 松　尾　鉄　平

	 	 西　成　　　悠	 石　田　　　馨

	 	 佐々木　秀　策	 眞　壁　健　二

	 	 八重樫　瑞　典	 松　井　雄　介

	 	 有　末　篤　弘	 川　岸　涼　子

	 	 石　橋　正　久	 菅　野　将　史

	 	 佐　藤　　　慧	 近　藤　　　優

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
＜肝胆膵グループ＞

１．高度医療としての腹腔鏡補助下肝切除術の評価

１）肝細胞癌，転移性肝癌などを対象とし，腹腔鏡を補助

的に用いることにより小さな傷で大きな肝切除を行う岩

手医科大学で考案された手術．2008	年 9	月には全国で

初の高度医療として承認されており，その手術成績を評

価している．現在，厚労科研費を財源とし多施設共同に

よる試験で本術式を評価中である．

２．生体肝移植における腹腔鏡下ドナー肝切除術の導入

１）肝癌を対象として行ってきた腹腔鏡補助下肝切除術の

手技の安定と確立により，安全性が最も担保されるド

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 2 名 2 名 1 名 1 名 22 名

研究員 研究生 研修生
30 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 1 名 0 名 2 名

ナー肝切除に導入した．手術成績は良好で，ドナーの肉

体的および精神的負担を軽減している．これらの経験に

より，現在完全腹腔鏡下でのドナー肝切除を導入した．安

全に施行できており，症例を重ねて検討する予定である．

３．完全腹腔鏡下で行う肝区域切除および肝葉切除の手技の

確立

１）肝癌および良性肝疾患を対象に完全腹腔鏡下で大きな

肝切除を行っており，その手技の確立を図っている．腹

腔鏡補助下肝切除と比較して体型による手術の難易度の

変化が少なく，今後の普及が期待される術式である．

４．大腸癌肝転移に対する肝切除前化学療法後の肝予備能評

価と術後肝再生に関する研究

１）大腸癌肝転移に対する化学療法の進歩と肝切除手技の

発達により，多発肝転移に対しても積極的に肝切除を行

うようになった．しかし，化学療法後は脂肪肝や類洞拡

張などの肝障害を伴っている場合がほとんどで，思わぬ

術後合併症も経験する．しかし，本研究の結果では肝再

生および術後経過に化学療法は影響しなかった．

５．初発肝細胞癌に対する肝切除とラジオ波焼灼療法の有効

性に関する多施設共同ランダム化並行群間比較試験

１）肝細胞癌に対するラジオ波焼灼療法は全国的に広がり

をみせているが，肝切除と比較してその有用性は明らか

になっていない．肝予備能が保たれている初発肝細胞癌

に対する肝切除とラジオ波焼灼療法の治療効果を比較す

る多施設共同研究．

６．腹腔鏡下肝切除における循環動態とガス塞栓に関する実

験的検討

１）ブタを用いて検討した．気腹により肝静脈系出血は軽

減されるが門脈系出血は軽減されないことが明らかと

なった．高圧気腹によりガス塞栓は発症するが二酸化炭

素は血液内に吸収されるため徐々に循環動態が安定する

ことも明らかとなった．

＜内視鏡外科グループ＞

１．厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）

（平成 28 年～ 30 年度）

　「食欲中枢異常による難治性高度肥満症の実態調査」

１）わが国における肥満外科手術後の減量不良群の頻度と

その特徴について，他施設で実態調査を行う．平成 23

年以降に手術を受け 2 年以上観察した患者を対象とし

て，年齢や術式などの基本情報，時系列調査項目 ( 体重，

採血など )，症候性肥満の有無，初診時の患者背景（合
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併症，心理社会面，栄養データ）などのアンケート調査

を開始する予定である．

２．科学研究費基盤研究 (C)（平成 28 年～ 30 年度）

　「ユビキチンープロテアソーム系小胞体ストレス応答制御

による膵島移植成績の向上」

１）本研究では，ユビキチン−プロテアソームシステム系

小胞体ストレス応答を制御することによる膵島細胞喪

失の回避とインスリン分泌の促進についてを解析する．

Wistarラットを用いて，小胞体ストレス応答制御による細

胞死回避，膵島移植成績と小胞体ストレス応答制御の相

関，移植後膵島の組織学的検索について研究中である．

３．科学研究費基盤研究 (C)（平成 27 年～ 29 年度）

　「NASH 合併高度肥満症に対する肥満外科手術後のインス

リン抵抗性と肝組織学的変化」　

１）本研究では，非アルコール性脂肪性肝炎を合併した高

度肥満症患者を対象に，胃穹窿部に多く存在する食欲亢

進ホルモンであるグレリン産生細胞が切除される腹腔鏡

下スリーブ状胃切除術後のインスリン抵抗性とインス

リン標的臓器の変化，組織学的な肝線維化の変化を解

析する．手術後の内臓脂肪量，肝容積，糖代謝の変化，

GLP-1 の膵外作用が肝代謝に及ぼす影響について研究中

である．

４．科学研究費基盤研究 (C)（平成 27 年～ 29 年度）

　「肥満・糖尿病に基づく動脈硬化形成における小胞体スト

レスの役割の解明」

１）生活習慣病の終末像である動脈硬化の形成における小

胞体ストレス応答の重要性を，その調節メカニズムも含

めて組織検体で検討する．動物実験で得られた知見を基

盤に，脂肪組織や肝臓，血管といった組織での遺伝子発

現解析や免疫染色を行い，生活習慣病や動脈硬化におけ

る小胞体ストレス応答の役割を研究中である．

５．臨床研究

　「腹腔鏡下スリーブ状胃切除術における異所性脂肪量の変化」

１）本研究では，高度肥満症に対する腹腔鏡下スリーブ状

胃切除術 (LSG) 後の膵・肝容積減少が代謝変化に及ぼす

影響を解析する．膵容積の減少は，超過体重減少率と糖

代謝改善に相関していた (Endocrine	Journal)．

６．臨床研究

　「腹腔鏡下スリーブ状胃切除術における口腔内・腸内細菌

叢の変化」

１）高度肥満症に対して腹腔鏡下スリーブ状胃切除術

(LSG) 後の腸内および口腔内細菌叢の変化と肥満関連健

康障害の改善を解析する．便と口腔内プラークの 16S

メタゲノム解析を進めている．

＜上部グループ（食道）＞

１．臨床病期	IB/II/III	食道癌 (T4	を除く ) に対する術前	

CF	療法 / 術前	DCF	療法 /	術前	CF-RT	療法の第	III	相

比較試験　(JCOG0909)：現在症例登録中である．

２．消化管・肝胆膵原発の切除不能・再発神経内分泌癌（NEC）

を対象としたエトポシド / シスプラチン（EP）療法とイ

リノテカン / シスプラチン（IP）療法のランダム化比較試

験	(JCOG1213):	現在症例登録中である．

３．切除不能または再発食道癌に対する CF（シスプラチン

+5-FU）療法と bDCF（biweekly ドセタキセル +CF）療

法のランダム化第 III 相比較試験	(JCOG1314):	現在症例登

録中である．

４．臨床病期 I(clinical-T1N0M0) 食道癌に対する食道切除術

と化学放射線療法同時併用療法 (CDDP+5FU+RT) のラン

ダム化比較試験	(JCOG0502)：症例登録終了し追跡中であ

る．

５．臨床病期 II/III（T4	を除く）食道癌に対する根治的化

学放射線療法	+/-	救済治療の第 II	相試験 (JJCOG0909)：

症例登録終了し追跡中である．

６．食道癌根治術後における末梢静脈栄養療法の検 : 食道癌

術後周術期における経腸栄養に加えた，経静脈的アミノ酸

投与の栄養学的治療効果をランダム化比較試験にて検証す

ることを目的とした．経静脈的アミノ酸投与群における早

期栄養状態改善効果を認めた．

７．次世代シークエンサーを用いた食道扁平上皮癌における

網羅的遺伝子変異解析 : 九州大学別府病院外科との共同研

究．

　　食道癌臨床検体における網羅的遺伝子変異解析を施行中．

８．17 番染色体長腕上に存在する食道扁平上皮癌原因遺伝

子の解析 : 家族性食道癌の原因遺伝子座 17q25.1 上に存在

することが予想される食道癌原因遺伝子の同定を進めてき

た．候補遺伝子を見い出した．

９．食道扁平上皮癌におけるテロメラーゼ阻害剤の効果に関

する検討 : 新規分子標的治療薬であるテロメアーゼ阻害剤

の有効性について，hTERT の変異状態・発現状態におけ

る薬剤感受性について解析中である．

10．化学療法後遺残腫瘍の遺伝子プロファイリングによる食

道扁平上皮癌至適治療法の検討：食道癌化学療法遺残腫瘍

における遺伝子発現・変異プロファイリングから抗癌剤感
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受性や耐性を検討し，至適治療法を検討する．

　　解析中である．

11．食道癌新規がん抑制遺伝子 TMPRSS11B の解析（科研

費基盤Ｃ）：食道癌のマイクロアレイ解析より抽出された

食道癌に関連が予測された遺伝子 TMRSS11B について解

析中である．

12．食道癌肉腫の分子生物学的解析による食道扁平上皮癌・

間葉系機構の解明：食道癌の亜型である癌肉腫に焦点をあ

て，癌と間葉系成分の相互関係を解析中である．

13．histone	mRNA/microRNA を標的とした癌治療法開発

に向けた基礎研究（科研費基盤Ｃ）：胃癌骨髄の検索から

癌進展に histone/microRNA の異常が関連することを示し

たが，消化器癌一般での両者の関係と新規治療法開発にむ

けた基礎的研究を施行中である．

＜上部グループ（胃）＞

１．JCOG	0501	解析中「根治切除可能な大型 3	型・4	型胃

癌に対する術前 TS-1+CDDP	併用療法による第Ⅲ相試験」

１）根治切除可能な大型 3	型および 4	型胃癌を対象とし，

術前 TS-1・CDDP	療法＋手術＋術後 TS-1	補助化学療

法が，標準治療である手術＋術後 TS-1	補助化学療法に

対して優れていることをランダム化比較試験にて検証す

る．集積終了，解析中．

２．JCOG	0912	解析中「臨床病期 I	期胃癌に対する腹腔鏡

下幽門側胃切除術の開腹幽門側胃切除術に対する非劣性を

検証するランダム化比較試験」

１）EMR	の適応とならない早期胃癌患者を対象とし，標

準治療である開腹幽門側胃切除術に対して，試験治療で

ある腹腔鏡下幽門側胃切除術が全生存期間で劣っていな

いことを第Ⅲ相試験で検証する．

３．JCOG	1001	解析中「深達度 SS/SE	の切除可能胃癌に対

する網嚢切除の意義に関するランダム化比較第Ⅲ相試験」

１）肉眼的深達度 SS/SE	の切除可能胃癌に対して，手術

時に横行結腸間膜前葉と膵被膜切除，いわゆる網嚢切除

をすることの優越性をランダム化比較試験にて検証す

る．

４．JCOG	1104	進行中「病理学的 Stage	II	胃癌に対する S-1	

術後補助化学療法の期間短縮の意義を検討するランダム化

比較第 III	相試験」

１）胃癌 D1 ＋ /D2	術後の病理学的 Stage	II（病理学的

T1N2-3	および病理学的 T3N0	を除く）の患者を対象と

し，8	コースの S-1	補助化学療法に対する 4	コースの

S-1

　　投与の無再発生存期間における非劣性を第 III	相試験

により検証する．

５．JCOG1013	登録終了，解析中「切除不能・進行胃癌を対

象とした S-1/ シスプラチン併用 (CS) 療法とドセタキセル

/シスプラチン/S-1併用(DCS)療法のランダム化Ⅲ相試験」

１）切除不能進行・再発胃癌患者を対象に，ドセタキセル

＋シスプラチン＋ S-1	併用療法（DCS	療法）を試験治

療とし，標準治療である S-1 ＋シスプラチン (CS) 療法

に対する優越性をランダム化比較にて検証する．

６．JCOG	1108　進行中「高度腹水または経口摂取不能

の腹膜転移を有する胃癌に対する 5-FU/l-LV 両方 vs.	

FLTAX(5-FU/l-LV+PTX) 療法のランダム化第Ⅱ / Ⅲ相比

較試験」

７．JCOG	1213	進行中　「消化管・肝胆膵原発の切除不能・

再発神経内分泌癌 (NEC) を対象としたエトポシド / シス

プラチン (EP) 療法とイリノテカン / シスプラチン (IP) 療

法のランダム化比較試験

８．JCOG1401	進行中「臨床病期Ⅰ期胃癌に対する腹腔鏡下

胃全摘および腹腔鏡下噴門側胃切除の安全性に関する非ラ

ンダム化検証的試験

９．胃切除術後骨代謝に関する検討　進行中

10. 高齢者胃癌患者の食欲不振に対する補中益気湯の有効性

に関する検討　進行中

＜下部消化管グル―プ＞

１．「組織学的ステージⅢ a，Ⅲ b	大腸癌症例に対する術後

補助療法としての UFT/LV	療法と UFT/LV+PSK	療法の

無作為化第Ⅲ相比較臨床試験」ICOG-CC01；岩手医科大

学関連施設との共同臨床試験

１）2012	年 6	月 6	日で 280 症例集積終了し，追跡中．

２．「腹腔鏡下大腸癌周術期における大建中湯対する臨床的

効果」

１）2012	年 6	月まで 60	例を目標に症例集終了．腹腔鏡手

術においても，周術期大建中湯の内服により，腸管蠕動

を有意に亢進できた．海外誌に投稿中．

３．「腹腔鏡下大腸癌手術の小開腹創部位を標準化にするた

めの検討」

１）2012	年 12	月まで 60 例集積．臍縦切開による小開腹

においても，SSI 発生率は増えることなく，整容性にお

ける患者満足度は高かった .	2013	年学会，論文報告を

予定している．
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４．「腹腔鏡下大腸癌手術におけるに硬膜外麻酔の必要性に

関する検討」

１）2012	年 12	月まで 50	例集積終了．硬膜外麻酔を併用

しなくとも，術後鎮痛剤使用回数，術後活動性には影響

を与えず，硬膜外麻酔に伴う排尿障害などの合併症の発

生もなく，腹腔鏡下大腸癌手術に対する硬膜外麻酔の必

要性は低いと考えられた .	海外誌に投稿中．

５．「腹腔鏡下大腸癌手術における術前腸管前処置の検討　

−第 II 相試験−」

１）2013	年 9 月まで 20	例集積．50 例を目標に集積中．

６．「高齢者に対する腹腔鏡下大腸癌手術」

１）．80 歳以上の高齢者と 60 − 70 歳の大腸癌患者に対す

る腹腔鏡手術の妥当性を retrospective に解析 .	高齢者

に対してこそ，腹腔鏡手術が適応である．海外誌に投稿

中．

７．「家族性大腸腺腫症に対する反転法を用いた腹腔鏡下手

術手技」

１）家族性大腸腺腫症 6 例の手術手技と成績を報告．海外

誌に投稿中．

＜乳腺グループ＞

１．JCOG1017「薬物療法非抵抗性 Stage	IV 乳癌に対する

原発巣切除の意義（原発巣切除なし	versus あり）に関す

るランダム化比較試験」

１）薬物療法抵抗性ではない Stage	IV 乳癌に対して，試

験治療である原発巣切除の全生存期間における優越性を

標準治療である薬物療法単独とのランダム化比較試験に

て検証する．現在症例登録中．

２．JCOG1204「再発高リスク乳癌患者の標準的フォローアッ

プとインテンシブフォローアップの比較第 III 相試験」

１）リスク乳癌患者を対象とし，標準的フォローアップに

対するインテンシブフォローアップの全生存期間におけ

る優越性をランダム化比較試験にて検証する．現在症例

登録中．

３．財団法人パブリックヘルスリサーチセンター：乳癌臨床

研究支援事業（CSPOR）「転移・再発乳癌に対するアンス

ラサイクリン系薬剤とティーエスワンのランダム化比較試

験（SELECT	BC-CONFIRM）」症例集積終了．解析中．

４．財団法人パブリックヘルスリサーチセンター：乳癌臨床研究

支援事業（CSPOR）「レトロゾールによる術前内分泌療法が

奏効した閉経後乳がん患者に対する術後化学内分泌療法と

内分泌単独療法のランダム化比較試験（N-SAS	BC	06）」

１）レトロゾールによる術前内分泌療法が奏効した症例に

対し術後化学療法が必要か否かを評価する．症例集積終

了．解析中．

５．財団法人パブリックヘルスリサーチセンター：乳癌臨床

研究支援事業（CSPOR）「HER2 陽性の高齢者原発性乳が

んに対する術後補助療法におけるトラスツズマブ単剤と化

学療法併用に関するランダム化比較試験（N-SAS	BC	07）」

１）70 歳以上 81 歳未満の HER2 陽性乳癌症例に対し，術

後補助療法としてのトラスツズマブ単独療法とトラスツ

ズマブと化学療法を併用する方法の有用性，並びに安全

性を評価する．症例集積終了．解析中．

６．JBCRG（Japan	Breast	 Cancer	Research	Group）：

JBCRG-C05（B-SHARE）「HER2 陰性の手術不能又は再発

乳癌患者を対象としたベバシズマブとパクリタキセルの併

用療法の有用性を検討する観察研究」登録終了，解析中．

７．JBCRG（Japan	Breast	 Cancer	Research	Group）：

JBCRG-M04（BOOSTER）「ホルモン陽性 HER2 進行再発

乳癌に対する，ホルモン療法による維持療法を利用したベ

バシズマブ＋パクリタキセル療法の治療最適化研究−多施

設共同無作為化比較第 III 相臨床試験」

１）ER 陽性 HER2 陰性の進行・再発乳癌患者を対象に，

一次化学療法として wPTX+Bev を 4 サイクルから 6 サ

イクル施行後 SD 以上の効果が認められた患者に対し，

wPTX ＋ Bev 継続治療群と wPTX を休薬し，ホルモ

ン＋ Bev 療法に置き換え，規定イベント後に wPTX ＋

Bev 療法を再導入する群の有効性および安全性を比較検

討する．登録終了，試験継続中

８．JBCRG（Japan	Breast	 Cancer	Research	Group）：

JBCRG-20（Neo-Peaks）医師主導治験「HER2 陽性乳癌に

おけるペルツズマブとトラスツヅマブエムタンシンを用い

た術前療法の検討（ランダム化第 II 相試験）」登録終了解

析中．

１）HER2 陽性の原発性乳癌患者を対象に，抗 HER2 抗体

併用療法（トラスツズマブ，ペルツズマブ，トラスツズ

マブエムタンシン（T-DM1））を用いた術前薬物療法と

しての最善の治療法の探索を，有効性及び安全性の観点

から行う事を目的とする．登録終了，試験継続中

９．OlympiA 試験「十分な局所性治療及び術前補助療法又

は術後補助療法を終了した高リスク生殖細胞系 BRCA1/2

変異陽性 HER2 陰性原発乳癌患者に対する術後補助療法

としてのオラパリブの有効性と安全性を評価する無作為化

二重盲検並行群間比較プラセボ対照多施設共同第 III 相試
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験」現在症例登録中．

10．「HER2 陽性の進行性／再発性の局所進行乳癌又は

T-DM1 とペルツズマブのプラセボ（ペルツズマブに対し

盲検）の併用の有効性及び安全性をトラスツズマブとタキ

サン系薬剤の併用と比較する国際多施設共同第 III 相ラン

ダム化 3 群比較試験（MARIANNE 試験）」登録終了．解

析中．

11．「手術可能な HER2 陽性原発性乳癌における術後補助療

法として科学学療法＋トラスツズマブ＋プラセボと化学療

法＋トラスツズマブ＋ペルツズマブの 2 群比較第 III 相ラ

ンダム化試験（APHINITY 試験）」登録終了，解析中．

12．脳転移指向性乳癌細胞株および乳癌原発組織を用いた脳

転移予測バイオマーカー探索（科学研究費若手研究 (B)	平

成 28 年度～平成 29 年度）

１）脳転移再発は患者 QOL を著しく低下させるが，乳癌

領域において早期発見が予後改善に寄与するというエ

ビデンスが無い．本研究では，ヒト乳癌細胞株（MDA-

MN231）および脳転移指向性乳癌細胞株（231BR）を用い

て遺伝子解析および定量的蛋白発現解析を行い，脳転移

との関連が示唆される遺伝情報や候補蛋白の同定を行う．

13．Circulating	tumor	DNA を用いた乳癌術後化学療法逐次

的効果判定方法の開発

１）血液検体による ctDNA 診断は，組織生検に比べ簡便

で患者負担が少ないため，短期間に繰り返し施行が可能

で有り，組織採取が困難な臓器でも診断が可能，腫瘍の

heterogeneity の影響を受けにくい，など多くの利点を

有しており近年注目されている．乳癌で最も変異頻度の

高い PIK3CA，TP53 のサブタイプごとの変異状況の解

析で大部分の症例において，ctDNA 解析に用いる変異

を同定可能である．これらのアリル頻度の推移を確認す

ることで術前化学療法を施行する症例で治療効果判定に

有用であるかどうかを検討する．

＜リサーチグループ＞

１．癌患者の Circulating	tumor	DNA	(ctDNA) を用いたリ

キッドバイオプシーシステムの開発

１）食道癌患者の ctDNA モニタリング（科研費基盤Ｃ）：

手術，化学療法，放射線療法などのすべての治療前後，

無治療経過観察時の血漿 DNA 中の癌細胞由来の変異

DNA を定量した．20 例で ctDNA 解析を施行し，治療

効果判定や再発早期発見への診断マーカーとして有用で

あることを示した．

２）大腸癌・胃癌の原発巣 heterogeneity と ctDNA：組

織生検，体液生検両者とも利点欠点が存在する．大腸癌・

胃癌原発巣 3 ヵ所より癌組織を採取し，それぞれ変異解

析を行った．Genetic	heterogeneity と血漿中で検出し

うる ctDNA との関連について検討中である．なお，変

異解析と同部位の組織サンプルを用いて蛋白ライセート

アレイ解析も行い，変異の機能解析も予定している．

３）乳癌術前化学療法における ctDNA を用いた逐次的効

果判定法の開発：乳癌では約 6~8 サイクルの術前化学療

法が行われるが，無効例もしばしば見られる．各サイク

ルの画像評価は困難であり，ctDNA を用いた化学療法

効果判定の有用性を検討している．

２．NRF2 異常を伴う食道癌に関する検討：NRF2 異常は抗

癌剤治療，放射線治療に対する治療抵抗性，不良な予後に

関連する．本遺伝子の変異が食道癌の新規化学療法（ドセ

タキセル・シスプラチン・5-FU 療法）に抵抗性であるこ

とを示した．今後，悪性度の高い NRF2 異常を伴う食道

癌に対する新規治療法の開発に関する研究を行う．

３．17 番染色体長腕上に存在する食道扁平上皮癌原因遺伝

子の解析 : 家族性食道癌の原因遺伝子座 17q25.1 上に存在

することが予想される食道癌原因遺伝子の同定を進めてき

た．食道癌発生に関わる同領域の遺伝子群の異常について

報告した．

４．食道癌新規がん抑制遺伝子 TMPRSS11B の解析（科研

費基盤Ｃ）：食道癌扁平上皮癌では TMPRSS11 遺伝子ファ

ミリーの発現が低下し，TMPRSS11B が癌抑制遺伝子と

して機能していることを示した．

５．食道癌肉腫の分子生物学的解析による食道扁平上皮癌・

間葉系機構の解明（科研費基盤Ｃ）：食道癌の亜型である

癌肉腫に焦点をあて，次世代シークエンス解析から癌と間

葉系成分の相互関係を解析した．癌腫部分と完全に分化し

た平滑筋肉腫部分で共通の変異が確認され癌部から肉腫成

分への完全な分化のモデルを示した．

＜小児外科グループ＞

１．小児に対する Reduced	Port	Surgery	の導入と評価

１）小児に対する低侵襲手術として 2009 年 10 月から単孔

式噴門形成術を導入したが，Reduced	Port	Surgery	の

概念の元，臨床での適応拡大を図った．

成果：蓄積された単孔式手術症例をはじめとする Reduced	

Port	Surgery と従来の多孔式手術症例あるいは開腹手

術を比較検討し全国学会にて発表した．
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２．極低出生体重児に対する門脈血流測定による消化管血流

障害の評価

１）NICU に収容された超および極低出生体重児の門脈血

流を計時的に測定し，低出生体重児の致命的疾患の一つ

である消化管穿孔の予兆としての門脈血流低下の評価を

前年に引き続き検討した．

成果：測定手技，データの解析のいずれも定型化し，測定

された低出生体重児の門脈血流量の臨床評価が可能とな

り，結果をまとめた論文が英文誌に掲載された．

※その他，日本小児肝がんスタディグループ（ＪＰＬＴ），

日本神経芽腫研究グループ（ＪＮＢＳＧ），日本ウィル

ムス腫瘍スタディグループ（JWiTS）に参加．
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123）千葉	丈広 ,	肥田	圭介 ,	天野	怜 ,	二階	春香 ,	高清

水	清治 ,	馬場	誠朗 ,	梅邑	晃 ,	秋山	有史 ,	佐々木	章 :80
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福岡．
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141）長谷川康,	新田浩幸,	高原武志,	菅野将史,	片桐弘勝,	
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水野大 ,	佐々木章 :Marginal	recipient への肝移植．第

79 回日本臨床外科学会総会．2017 年 11 月．東京．

143）佐々木章 : 肥満・糖尿病外科治療の可能性と今後

の展望．48 回日本消化吸収学会総会．2017 年 11 月．

盛岡．

144）木村聡元 : 腹腔鏡下 S 状結腸切除術	～助手の活用

法 ～．Covidien	Clinical	 Immersion	Program．2017

年 11 月．盛岡．

145）大塚幸喜 : 大腸癌に対する	安全な腹腔鏡手術を目

指して	ー	知っておくべき偶発症と合併症	-．第 4 回

新宿大腸癌 Experts セミナー	．2017 年 11 月．東京．

146）高清水清治 ,	片桐弘勝 ,	新田浩幸 ,	高原武志 ,	長谷

川康 ,	菅野将史 ,	木村聡元 ,	秋山有史 ,	岩谷岳 ,	大塚幸

喜 ,	肥田圭介 ,	水野大 ,	佐々木章 : 術後膵炎に伴う重症
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外科研究会．2017 年 12 月．京都．

156）高清水清治 ,	長谷川康 ,	新田浩幸 ,	高原武志 ,	菅野

将史 ,	片桐弘勝 ,	木村聡元 ,	秋山有史 ,	岩谷岳 ,	大塚幸

喜 ,	肥田圭介 ,	水野大 ,	佐々木章 : 再発した肝粘液嚢

胞性腫瘍に対して腹腔鏡下肝左葉切除術を施行した 1

例．第 30 回日本内視鏡外科学会総会．2017 年 12 月．

京都．

157）佐々木章 :Current	status	and	future	perspective	

of	bariatric	and	metabolic	surgery．第 30 回日本内視

鏡外科学会総会．2017 年 12 月．京都．

158）片桐弘勝,	新田浩幸,	高原武志,	長谷川康,	菅野将史,	

天野怜 ,	棚橋洋太 ,	木村聡元 ,	秋山有史 ,	岩谷岳 ,	大塚
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新田浩幸 ,	水野	大 ,	佐々木章 : 鼠径ヘルニアに対す

る安全で確実な Laparoscopic	totally	extraperitoneal	

repair の手術手技の工夫．第 30 回日本内視鏡外科学
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晃 ,	馬場	誠朗 ,	秋山	有史 ,	佐々木	章 : 当院におけるオ

プジーボの使用経験．I-O	seminar	for	Gastric	Cancer	

in	IWATE．2018 年 2 月．盛岡．

180）佐々木章 : 肥満・糖尿病に対する外科治療	～多職

種連携による安全な導入を目指して～．尾張肥満外科

治療セミナー．2018 年 2 月．春日井市．

181）秋山有史 ,	岩谷	岳 ,	遠藤史隆 ,	梅邑	晃 ,	馬場誠朗 ,	

千葉丈広 ,	木村聡元 ,	高原武志 ,	大塚幸喜 ,	新田浩幸 ,	

肥田圭介 ,	水野	大 ,	木村祐輔 ,	佐々木章 : 食道癌に対

する ERAS に基づく周術期管理の導入．第 33 回日本

静脈経腸栄養学会学術集会．2018 年 2 月．横浜．

182）大塚幸喜 : ストーマ合併症	ポスター 4．第 35 回日

本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会．2018

年 2 月．札幌．

183）佐々木章 : 腹腔鏡下手術困難例にエキスパートは

どう立ち向かうか．第 90 回日本胃癌学会総会．2018

年 3 月．横浜．

184）大塚幸喜 :Complicated	appendicitis の診断と治療

戦略	パネルディスカッション 4．第 54 回日本腹部救

急医学会総会．2018 年 3 月．東京．

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）肥田	圭介 : がん研における機能温存胃切除術．第

28 回内視鏡外科フォーラム東北．2017 年 4 月．山形．

２）肥田	圭介 : 一般演題	食道・胃．第 28 回内視鏡外科

フォーラム東北．2017 年 4 月．山形．

３）新田浩幸 : 一般演題	肝胆膵その他．第 28 回内視鏡

外科フォーラム東北 in 山形．2017 年 4 月．山形．

４）川島到真 ,	水野大 ,	有末篤弘 ,	佐々木章 :11 歳までに

経過観察された先天性十二指腸狭窄症の 1 例．第 88

回日本小児外科学会東北地方会．2017 年 6 月．仙台．

５）高原武志 : 日本での脳死肝移植の現状と岩手医大で

の取り組み．日本消化器病学会東北支部第203回例会．

2017 年 7 月．盛岡．

６）川島	到真 ,	水野大 ,	小林めぐみ ,	佐々木章 : 血尿を

契機に発見された巨大腎杯症の 1 例．第 89 回日本小

児外科学会東北地方会．2017 年 9 月．盛岡．

７）佐藤	慧 ,	大塚幸喜 ,	木村聡元 ,	松尾鉄平 ,	近藤	優 ,	

畑中智貴 ,	阿部崇臣 ,	新田浩幸 ,	肥田圭介 ,	水野	大 ,	

佐々木	章 : 同時性孤立性胸椎転移をきたした S 状結

腸癌の 1 例．第 174 回	東北外科集談会．2017 年 9 月．

盛岡．

８）木村聡元 : 腹腔鏡下大腸切除術	～次世代の挑戦～．

第 174 回	東北外科集談会．2017 年 9 月．盛岡．

９）小林めぐみ ,	水野	大 ,	佐々木章 : 性外科医の修練．

204 回日本消化器病学会東北支部例会．2018 年 2 月．

仙台．

10）大塚幸喜 : ランチョンセミナー 6．204 回日本消化

器病学会東北支部例会．2018 年 2 月．仙台．

⑤－２　国内学会主催

１．第35回日本肥満症治療学会学術集会．2017年6月．盛岡．

２．第 204 回日本消化器病学会東北支部例会．2018 年 2 月．

仙台．
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脳神経外科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 小笠原　邦　昭

	 准教授	 久　保　慶　高

	 特任准教授	 和　田　　　司

	 講　師	 吉　田　研　二

	 助　教	 西　川　泰　正	 菅　原　　　淳

	 	 小　林　正　和	 幸　治　孝　裕

	 	 藤　原　俊　朗	 佐　藤　雄　一

	 	 千　田　光　平	 南　波　孝　昌

	 	 吉　田　浩　二

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．脳血管障害に関する研究

１）虚血性脳血管障害に対する外科治療の研究・手術手技，

術前術中管理，術後転帰の研究 , 特に術前後の高次脳機

能による評価を加えて検討した .	

２）脳循環代謝に関する研究	SPECT・PET を用い，虚血

性脳血管障害例の脳循環代謝について検討し，発表した .

３）脳虚血重症度と脳内フリーラジカルの発生に関する研

究を行い，発表した .

４）脳動脈瘤手術モニタリングに関する研究を行い，発表

した .

２．脳腫瘍に関する研究

１）グリオーマに対する集学的治療の方法および効果につ

いて検討し，発表した .

２）髄膜腫に対する治療法と臨床経過について，長期の追

跡調査を行いその結果を発表した .

３．超高磁場 3 テスラ MRI に関する研究

１）脳神経外科各疾患に対する手術支援を目的とした	

Functional	MRI,	3DAC	などの手術前評価を行ってい

る . その結果を学会・論文として積極的に発表した .

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 1 名 1 名 0 名 9 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
2 名 3 名 3 名 2 名

２）MRI	灌流画像を用いた脳循環予備能の評価を行い ,	

PET	study	との比較検討を行って , これを発表した .

３）三叉神経痛の病態評価を ,DTI	を用いて行った .

４）MRS	を用いて , 虚血脳，温度評価を行い，発表した .

４．脳深部刺激療法に関する研究

１）ドパミン誘発性ジスキネジアに対する視床下核脳深部

刺激療法の直接抑制効果について発表した .

２）3T-MRI	 を用いた視床下核の描出及び術中 direct	

targeting	への有用性について検討した .

３）視床下核脳深部刺激療法による非運動性機能への影響

について検討した .

５．脊椎・脊髄に関する研究

１）手術後の痛み・しびれに対する患者満足度を評価し，

検討した .

２）変形性脊椎症に対する手術の工夫ならびに結果を発表

した .

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Hachiya	T.,	Furukawa	R.,	Shiwa	Y.,	Ohmomo	H.,	

Ono	K.,	 ＊ Katsuoka	F.,	 ＊ Nagasaki	M.,	 ＊ Yasuda	J.,	
＊Fuse	N.,	＊Kinoshita	K.,	＊Yamamoto	M.,	Tanno	K.,	

Satoh	M.,	Endo	R.,	Sasaki	M.,	Sakata	K.,	Kobayashi	

S.,	Ogasawara	K.,	Hitomi	 J.,	Sobue	K.,	Shimizu	A.:	

Genome-wide	 identification	 of	 inter-individually	

variable	 DNA	methylation	 sites	 improves	 the	

efficacy	 of	 epigenetic	 association	 studies.	 NPJ	

Genomic	Medicine.	eCollection:	(2017)

２）Oikawa	K.,	Kato	T.,	Oura	K.,	Narumi	S.,	 Sasaki	

M.,	 Fujiwara	 S.,	 Kobayashi	M.,	Matsumoto	Y.,	

Nomura	 J.,	Yoshida	K.,	Terayama	Y.,	Ogasawara	

K.:	Preoperative	 cervical	 carotid	 artery	 contrast-

enhanced	ultrasound	 findings	are	associated	with	

development	of	microembolic	signals	on	transcranial	

doppler	during	carotid	exposure	in	endarterectomy.	

Atherosclerosis.	260:	87-93(2017)

３）Matsumoto	Y.,	Oikawa	K.,	Nomura	 J.,	Kojima	

D.,	Oshida	S.,	Kobayashi	M.,	Terasaki	K.,	Kubo	Y.,	

Ogasawara	K.:	Optimal	brain	 99mTc-ethyl	cysteinate	

dimer	SPECT	imaging	and	analysis	to	detect	misery	
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perfusion	 on	 15O	PET	 imaging	 in	 patients	with	

chronic	occlusive	disease	of	unilateral	major	cerebral	

artery.	 Clinical	nuclear	medicine.	42(7):	499-505(2017)

４）Uwano	 I. ,	 Kudo	 K.,	 Sato	 R.,	 Ogasawara	 K.,	

Kameda	H.,	Nomura	J.,	Mori	F.,	Yamashita	F.,	 Ito	

K.,	Yoshioka	K.,	Sasaki	M.:	Noninvasive	assessment	

of	 oxygen	extraction	 fraction	 in	 chronic	 ischemia	

using	quantitative	susceptibility	mapping	at	7	Tesla.	

Stroke.	48(8):	2136-2141(2017)

５）Ohsawa	M.,	 ＊ Okamura	T.,	Tanno	K.,	Ogasawara	

K.,	 ＊ Itai	K.,	Yonekura	Y.,	 ＊ Konishi	K.,	Omama	

S.,	 ＊ Miyamatsu	N.,	 ＊ Turin	TC.,	Morino	Y.,	 Itoh	

T.,	Onoda	T.,	 Sakata	K.,	 Ishibashi	Y.,	Makita	 S.,	

Nakamura	M.,	Tanaka	F.,	 ＊ Kuribayashi	T.,	 ＊ Ohta	

M.,	 ＊ Okayama	A.:	Risk	of	stroke	and	heart	 failure	

attributable	 to	atrial	fibrillation	 in	middle-aged	and	

elderly	people:	Results	 from	a	five-year	prospective	

cohort	 study	 of	 japanese	 community	 dwellers.	

Journal	of	Epidemiology.	27(8):	360-367(2017)

６）＊Sonoda	Y.,	 ＊ Shibahara	I.,	 ＊Matsuda	KI.,	 ＊ Saito	

R.,			＊Kawataki	T.,	＊Oda	M.,	Sato	Y.,	＊Sadahiro	H.,	
＊ Nomura	S.,	 ＊ Sasajima	T.,	Beppu	T.,	 ＊ Kanamori	

M.,	 ＊ Sakurada	K.,	 ＊ Kumabe	T.,	 ＊ Tominaga	T,.	
＊Kinouchi	H.,	 ＊ Shimizu	H.,	Ogasawara	K.,	 ＊ Suzuki	

M.:	Opening	the	ventricle	during	surgery	diminishes	

survival	 among	 patients	with	 newly	 diagnosed	

glioblastoma	 treated	with	 carmustine	wafers:	 a	

multi-center	retrospective	study.	Journal	of	Neuro-

Oncology.	134(1):	83-88(2017)

７）Shimada	Y.,	Oikawa	K.,	Fujiwara	S.,	Ogasawara	Y.,	

Sato	Yuiko.,	Narumi	S.,	Kato	T.,	Oura	K.,	Terayama	

Y.,	Sasaki	M.,	Fujimoto	K.,	Yoshida	J.,	Ogasawara	

K.:	Comparison	of	Three-Dimensional	T1-Weighted	

Magnetic	 Resonance	 and	 Contrast-Enhanced	

Ultrasound	Plaque	 Images	 for	Severe	Stenosis	 of	

the	Cervical	Carotid	Artery.	Journal	of	Stroke	and	

Cerebrovascular	Diseases.	26(9):	1916-1922(2017)

８）Nanba	T.,	Nishimoto	H.,	Yoshioka	Y.,	Murakami	

T.,	 Sasaki	M.,	 Uwano	 I.,	 Fujiwara	 S.,	 Terasaki	

K.,	Ogasawara	K.:	Apparent	 brain	 temperature	

imaging	with	multi-voxel	proton	magnetic	resonance	

spectroscopy	 compared	with	 cerebral	 blood	 flow	

and	metabolism	 imaging	 on	 positron	 emission	

tomography	 in	 patients	with	 unilateral	 chronic	

major	 cerebral	 artery	 steno-occlusive	 disease.	

Neuroradiology.	59(9):	923-935(2017)

９）Omama	S.,	Ogasawara	K.,	Ishibashi	Y.,	Nakamura	

M.,	Tanno	.K,	Sakata	K.:	The	Impact	and	Effectivity	

of	 an	 Inventory	 Survey	 for	 a	 Stroke	 Registry	

in	 Iwate	 Prefecture.	 	 Journal	 of	 stroke	 and	

cerebrovascular	diseases.	26(10):	2160-2166(2017)

10）Hachiya	T.,	Komaki	S.,	Hasegawa	Y.,	Ohmomo	H.,	

Tanno	K.,	＊Hozawa	A.,	＊Tamiya	G.,	＊Yamamoto	M.,	

Ogasawara	K.,	Nakamura	M.,	Hitomi	J.,	 Ishigaki	Y.,	

Sasaki	M.,	Shimizu	A.:	Genome-wide	meta-analysis	in	

Japanese	populations	identifies	novel	variants	at	the	

TMC6–TMC8	and	SIX3–SIX2	 loci	 associated	with	

HbA1c.	SCIENTIFIC	REPORTS.	7(16147):	1-11(2017)

11）Nomura	 JI. ,	 Uwano	 I. ,	 Sasaki	M.,	 Kudo	 K.,	

Yamashita	F.,	 Ito	K.,	Fujiwara	 S.,	Kobayashi	M.,	

Ogasawara	 K.:	 Preoperative	 cerebral	 oxygen	

extraction	 fraction	 imaging	 generated	 from	 7T	

MR	quantitative	 susceptibility	mapping	predicts	

development	of	 cerebral	hyperperfusion	 following	

carotid	 endarterectomy.	 American	 Journal	 of	

Neuroradiology.	38(12):	2327-2333(2017)

12）Nakamura	M.,	Ishibashi	Y.,	Tanaka	F.,	Omama	S.,	

Onoda	T.,	Takahashi	T.,	Takahashi	S.,	Takahashi	K.,	

Ohsawa	M.,	Sakata	K.,	Koshiyama	M.,	Ogasawara	K.,	
＊Okayama	A.,	on	behalf	of	the	Iwate-KENCO	Study	

Group.:	Ability	of	B-type	natriuretic	peptide	testing	

to	 predict	 cardioembolic	 stroke	 in	 the	 general	

population	-	comparisons	with	c-reactive	protein	and	

urinary	 albumin-.	Circulation	 Journal.	 82(4):	 1017-

1025(2018)

13） ＊ Kurogi	R.,	 ＊ Nishimura	K.,	 ＊ Nakai	M.,	 ＊ Kada	

A.,	 ＊ Kamitani	S.,	 ＊ Nakagawara	J.,	 ＊ Toyoda	K.,	

Ogasawara	K.,	 ＊Ono	J.,	 ＊ Shiokawa	Y.,	 ＊Aruga	T.,	
＊Miyachi	S.,	＊Nagata	I.,	＊Matsuda	S.,	＊Yoshimura	S.,	
＊Okuchi	K.,	＊Suzuki	A.,	＊Nakamura	F.,	＊Onozuka	

D.,	＊ Ido	K.,	＊Kurogi	A.,	＊Mukae	N.,	＊Nishimura	A.,	
＊Arimura	K.,	 ＊Kitazono	T.,	 ＊Hagihara	A.,	 ＊ Iihara	

K.;	 J-ASPECT	 Study	Collaborators.:	 Comparing	

intracerebral	 hemorrhages	 associated	with	direct	
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oral	 anticoagulants	or	warfarin.	Neurology.	 90(13).	

e1143-e1149.	2018

ｃ）症例報告

１）Murakami	T.,	＊Kashimura	H..,	＊Endo	H..,	＊Kuroda	

H.,	Ogasawara	K.:	Chronological	 changes	 in	brain	

blood	 flow	 and	 central	 benzodiazepine	 receptor	

binding	potential	 in	 a	 patient	with	 symptomatic	

epilepsy	after	surgery	for	aneurysmal	subarachnoid	

hemorrhage:	123I-iomazenil	 single-photon	emission	

computed	 tomography	 studies.	 Case	Reports	 in	

Neurology.	9(3):	222-227(2017)

２）Chida	K.,	 Sugawara	A.,	Koji	T.,	Beppu	T.,	Mue	

Y.,	Sugai	T.,	Ogasawara	K.:	Primary	 intramedullary	

malignant	 lymphoma	 in	 the	 cervical	 cord	with	 a	

presyrinx	state.	Cureus.	9(12):	e2006(2017)

３）Kojima	D.,	Beppu	T.,	Saura	H.,	Sato	Y.,	Fujiwara	

S.,	Ogasawara	K.:	Apparent	 diffusion	 coefficient	

and	arterial	spin	 labeling	perfusion	of	conventional	

chondrosarcoma	 in	 the	parafalcine	 region:	 a	 case	

report.	Radiology	Case	Reports.	13(1):	220-224(2018)

ｄ）その他

１）Fujiwara	 S.,	 ＊ Yoshioka	 Y.,	 ＊ Matsuda	T.,	

Nishimoto	H.,	Ogawa	A.,	Ogasawara	K.,	Beppu	T.:	

Brain	 temperature	depends	on	degree	of	 cerebral	

white	matter	 damage	 in	 patients	with	 subacute	

carbon	monoxide	 poisoning.	 Journal	 of	Cerebral	

Blood	Flow	&	Metabolism.	37(1	Suppl):	312(2017)			

２）Oikawa	K.,	Ogasawara	K.,	 Saito	H.,	Yoshida	K,,	

Saura	H.,	Sato	Y.,	Terasaki	K.,	Wada	T.,	Kubo	Y.:	

Prediction	 of	new	cerebral	 ischemic	 events	 after	

endarterectomy	for	symptomatic	unilateral	 internal	

carotid	 artery	 stenosis	 using	 crossed	 cerebellar	

hypoperfusion	 on	 preoperative	 brain	 perfusion.	

Journal	of	Cerebral	Blood	Flow	&	Metabolism.	37(1	

Suppl):	315(2017)

３）Matsumoto	Y.,	Ogasawara	K.,	Saito	H.,	Terasaki	K.,	

Takahashi	Y.,	Ogasawara	Y.,	Kobayashi	M.,	Yoshida	

K.,	Beppu	T.,	Kubo	Y.,	Fujiwara	S.,	 ＊ Tsushima	E.,	

Ogawa	A.:	Detection	of	misery	perfusion	in	patients	

with	 chronic	 unilateral	major	 cerebral	 artery	

steno-occlusive	 disease	 using	 crossed	 cerebellar	

hypoperfusion	on	123I-IMP	single-photon	emission	

computed	tomography	 imaging.	Journal	of	Cerebral	

Blood	Flow	&	Metabolism.	37(1	Suppl):	316-317(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）藤原俊朗：超高磁場 MRI にて計測可能な脳温から

推定される一酸化炭素中毒患者の脳循環代謝．脳循環

代謝．28(2)：333-336（2017）

ｂ）総説

１）吉田研二：脳神経外科領域における手術支援ロボッ

ト「iArmS」の有用性と可能性．新医療．44(4)：121-

124（2017）

２）小笠原邦昭：EC-IC バイパス．日本医師会雑誌（脳

血管障害	診療のエッセンス）．146( 特別号 1)：S281-

282（2017）

３）小笠原邦昭：脳動静脈奇形の治療．日本臨床（増刊

号	　動脈・静脈の疾患	下）．75(5)：711-714（2017）

４）小笠原邦昭：頚動脈狭窄について循環器内科医が

知っておくべきこと．Coronary	Intervention．13(4)：

21-26（2017）

５）西川泰正：L-P シャント透視下傍脊柱穿刺およびカ

テーテル固定の工夫．CODMAN	NEWS．178：（2017）

６）別府高明：すこやかスポット医学講座「さんそ」って，

くすり？それともドク？．岩手医科大学報．491：16

（2017）

７）小笠原邦昭：頸動脈疾患と術後外来管理．日本医師

会雑誌．146(7)：1363-1366（2017）

８）小笠原邦昭：脳血管障害における脳 SPECT はこう

使う．Rad	Fan．15(15)：20-23（2017）

９）幸治孝裕，小笠原邦昭：未破裂脳動脈瘤．神経最新

の治療 2018-2020．2018-2020 年版：102-104（2018）

10）西川泰正：1- ①大脳・小脳・脳幹の地図．ブレイン

ナーシング．34(1)：6-7（2018）

11）西川泰正：2- ②脳脊髄液路の地図．ブレインナーシ

ング．34(1)：8-9（2018）

12）西川泰正：3- ① 12 脳神経ダイジェストマップ．ブ

レインナーシング．34(1)：10-11（2018）

13）藤原俊朗：4- ②第Ⅰ脳神経：嗅神経．ブレインナー

シング．34(1)：12-13（2018）

14）藤原俊朗：5- ③第Ⅱ脳神経：視神経．ブレインナー

シング．34(1)：14-15（2018）

15）藤原俊朗：6- ④第Ⅲ脳神経：動眼神経．ブレインナー

シング．34(1)：16-17（2018）
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16）藤原俊朗：7- ⑤第Ⅳ脳神経：滑車神経．ブレインナー

シング．34(1)：18-19（2018）

17）藤原俊朗：8- ⑥第Ⅴ脳神経：三叉神経．ブレインナー

シング．34(1)：20-21（2018）

18）藤原俊朗：9- ⑦第Ⅵ脳神経：外転神経．ブレインナー

シング．34(1)：22-23（2018）

19）藤原俊朗：10- ⑧第Ⅶ脳神経：顔面神経．ブレインナー

シング．34(1)：24-25（2018）

20）藤原俊朗：11- ⑨第Ⅷ脳神経：内耳神経．ブレインナー

シング．34(1)：26-27（2018）

21）西川泰正：12- ⑩第Ⅸ脳神経：舌咽神経．ブレインナー

シング．34(1)：28-29（2018）

22）西川泰正：13- ⑪第Ⅹ脳神経：迷走神経．ブレインナー

シング．34(1)：30-31（2018）

23）西川泰正：14- ⑫第Ⅺ脳神経：副神経．ブレインナー

シング．34(1)：32-33（2018）

24）西川泰正：15- ⑬第Ⅻ脳神経：舌下神経．ブレインナー

シング．34(1)：34-35（2018）

25）西川泰正：16- ⑭錐体路．ブレインナーシング．

34(1)：36-37（2018）

26）西川泰正：17- ⑮感覚路．ブレインナーシング．

34(1)：38-39（2018）

27）久保慶高，幸治孝裕，樫村博史，太田原康成，吉田

研二，佐々木真理，小川　彰，小笠原邦昭：開頭によ

る脳動脈瘤手術の合併症回避の方策と課題．脳神経外

科ジャーナル．27(3)：192-200（2018）

ｃ）症例報告

１）小笠原靖，小守林靖一，大間々真一，眞瀬智彦，井

上義博，小笠原邦昭：転機不良であったスノーモービ

ル関連頭部外傷による急性硬膜下血腫の小児例．日本

神経救急学会雑誌．29(2)：16-19（2017）

ｄ）その他

１）松本昌泰，千田光平，及川公樹，小島大吾，藤原俊朗，

小林正和，吉田研二，小笠原邦昭：一側性脳主幹動

脈閉塞性病変に対する 99mTc-ECD	SPECT の貧困灌流

検出能．NMCC 共同利用研究成果報文集．23(2016)：

1-4（2018）

２）野村順一，上野育子，佐々木真理，＊工藤與亮，山

下典夫，伊藤賢司，松本昌泰，及川公樹，藤原俊朗，

千田光平，寺崎一典，小林正和，吉田研二，小笠原邦

昭：術前 7	Tesla	定量的磁化率マップ（QSM）によ

る OEF 画像を用いた頸動脈内膜剥離術後過灌流出現

の予知．NMCC 共同利用研究成果報文集．23(2016)：

5-8（2018）

３）小林正和，小笠原邦昭，及川公樹，松本昌泰，小島

大吾，吉田研二，藤原俊朗：頚動脈内膜剥離術後過灌

流は術中塞栓による脳虚血巣の出現を抑える :	Wash	

out仮説の拡大解釈．NMCC共同利用研究成果報文集．

23(2016)：9-13（2018）8

４）別府高明，佐々木敏秋，寺崎一典，佐藤雄一，佐々

木真理，小笠原邦昭：再発膠芽腫における arterial	

spin	 labelling	perfusion	 imaging による血流定量値

と 11C-methyl-L-methionine	PET によるアミノ酸代謝

定量値の相関別．NMCC 共同利用研究成果報文集．

23(2016)：14-19（2018）

５）小笠原邦昭，大間々真一：東日本大震災後の中長期

的脳卒中罹患状況について	−岩手県地域脳卒中発症

登録より−．厚生労働行政推進調査事業費補助金健康

安全・危機管理対策総合研究事業	岩手県における東

日本大震災被災者の支援を目的とした大規模コホート

研究	H25- 健危 - 指定 -001( 復興 )	平成 29 年度	総括・

分担研究報告書	( 研究代表者	小林誠一郎 )．：37-45

（2018）

②　著書

１）小笠原邦昭：過灌流障害の対策．プライム脳神経外

科２	脳虚血（木内博之，齊藤延人：監修　木内博之：

編集）．三輪書店．	136-139（2017）

２）別府高明：高気圧酸素による放射線増感・抗腫瘍薬

増感．高気圧酸素治療法入門（（一社）日本高気圧環境・

潜水医学会：監修）．（一社）日本高気圧環境・潜水医

学会．213-215（2017）

３）小笠原邦昭：頚部頚動脈狭窄症．老年脳神経外科診

療マニュアル（新井　一：監修　井川房夫，森田明夫：

編集）メジカルビュー社．118-121（2018）

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１）Fujiwara	S.:	Key	 for	establishing	one	good	team	

with	 the	 same	motivation	 (NOT	 for	 a	medical-

engineering	collaboration)-	To	 live	under	 the	same	

roof	as	one	team	-	“同じ釜の飯を食う”in	Japanese	

and	“한솥밥을먹다”	in	Korean.	JSPS-NRF	Bilatera	

Joint	ResearchSeminar	Kyoto	2017.	Nov.	2017.	Kyoto.

ｂ）一般講演

１）Fujiwara	 S.,	 ＊ Yoshioka	 Y.,	 ＊ Matsuda	T.,	
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Nishimoto	H.,	Ogawa	A.,	Ogasawara	K.,	Beppu	T.:	

Brain	 temperature	depends	on	degree	of	 cerebral	

white	matter	 damage	 in	 patients	with	 subacute	

carbon	monoxide	poisoning.	Berlin	BRAIN ＆ BRAIN	

PET	2017.	Apr.	2017.	Berlin.

２）Oikawa	K.,	Ogasawara	K.,	Saito	H.,	Yoshida	Kenji.,	

Saura	H.,	Sato	Y.,	Terasaki	K.,	Wada	T.,	Kubo	Y.	 :	

Prediction	 of	new	cerebral	 ischemic	 events	 after	

endarterectomy	for	symptomatic	unilateral	 internal	

carotid	 artery	 stenosis	 using	 crossed	 cerebellar	

hypoperfusion	 on	 preoperative	 brain	 perfusion.	

Berlin	 BRAIN ＆ BRAIN	PET	 2017.	Apr.	 2017.	

Berlin.

３）Matsumoto	Y.,	Ogasawara	K.,	Saito	H.,	Terasaki	K.,	

Takahashi	Y.,	Ogasawara	Y.,	Kobayashi	M.,	Yoshida	

K.,	Beppu	T.,	Kubo	Y.,	Fujiwara	 .S.,	 ＊ Tsushima	E.,	

Ogawa	A.:	Detection	of	misery	perfusion	in	patients	

with	 chronic	 unilateral	major	 cerebral	 artery	

steno-occlusive	 disease	 using	 crossed	 cerebellar	

hypoperfusion	on	123I-IMP	single-photon	emission	

computed	 tomography	 imaging.	Berlin	BRAIN ＆

BRAIN	PET	2017.	Apr.	2017.	Berlin.

４）Sugawara	A.,	 Ishigaki	D.,	 ＊ Isu	T.,	Ogasawara	

K:	A	 case	 of	 cervical	 disc	 hernia	with	 posterior	

intersseous	nerve	palsy,	 double	 crush	 syndrome.	

The	8th	Annual	Meeting	of	Asia	Spine.	 Jun.	2017.	

Osaka.

５）Fujiwara	S.:	 Prediction	 of	 outcome	 in	bilateral	

common	carotid	artery	occlusion	rats	by	 intravoxel	

incoherent	motion	analysis	 at	 11.7	Tesla.	The	8th	

Korea-Japan	 Joint	 Stroke	Conference.	Oct.	 2017.	

Niigata.

④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）久保慶高，幸治孝裕，小笠原邦昭：脳動脈瘤手術の

合併症回避と今後の展望．第 37 回日本脳神経外科コ

ングレス総会．2017 年５月．横浜．

２）小笠原邦昭：脳血管障害における脳血流 SPECT 画

像はこう読む !!．第 37 回日本脳神経外科コングレス

総会．2017 年５月．横浜．

３）小笠原邦昭：高齢者頚部頚動脈狭窄症に対する外科

的血行再建術．第4回日本心血管脳卒中学会学術集会．

2017 年６月．福岡．

４）及川公樹，加藤政義，大浦一雅，鳴海新介，佐々木

真理，藤原俊朗，小林正和，寺山靖夫，小笠原邦昭：

頚動脈内膜剥離術中の微小塞栓出現の術前予知：頚動

脈造影超音波検査による検討．第 36 回日本神経超音

波学会総会．2017 年６月．高松．

５）小笠原邦昭：CEA．第 11 回杉田記念フォーラム．

2017 年８月．新潟．

６）小笠原邦昭：臓器移植法における法的脳死に対する

日本脳神経外科学会の取り組み．第 53 回日本移植学

会総会．2017 年．９月．旭川．

７）小笠原邦昭：脳血管障害における脳 SPECT はこう

使う !!．第 57 回日本核医学会学術総会 / 第 37 回日本

核医学技術学会総会学術大会／第 12 回アジア・オセ

アニア核医学会学術会議／第 7 回アジア核医学技術学

会国際会議	合同企画．2017 年 10 月．横浜．

８）小笠原邦昭：脳血流 SPECT における Crossed	

Cerebellar	Diaschisis の臨床意義．第 60 回日本脳循

環代謝学会学術集会．2017 年．11 月．大阪．

９）西川泰正，藤原俊朗，小笠原邦昭：歩行障害に対す

るニューロモデュレーション治療．第 47 回日本臨床

神経生理学会学術大会．2017 年．11 月．横浜．

10）西川泰正：DBS って何？	DBS の概要から術後メン

テナンス，看護師の役割．WEB 講演会．2018 年．２

月．東京．

11）小笠原邦昭：頚部内頚動脈狭窄症に対する血行再建

術の認知機能に与える影響．STROKE2018（合同シ

ンポジウム）．2018 年．３月．福岡．

12）久保慶高，幸治孝裕，南波孝昌，樫村博史，太田原

康成，紺野　広，小笠原邦昭：脳底動脈瘤に対する	

subtemporal	approach．STROKE2018		( 第 47 回日本

脳卒中の外科学会学術集会 )	．2018 年．３月．福岡．

13） 小 笠 原 邦 昭： 頚 動 脈 内 膜 剥 離 術 の 要 点．

STROKE2018		( 第 47 回日本脳卒中の外科学会学術集

会 )	．2018 年．３月．福岡．

14）小笠原邦昭：臨床研究から英文論文，そして学会発

表へ：どう考えどうすべきか．日本医学英語教育学会

(JASMEE)	医学論文トレーニングセミナー．2018 年．

３月．東京．

ｂ）一般講演

１）吉田研二，幸治孝裕，久保慶高，真柳　平，祖父江

憲治，小笠原邦昭：手術支援のための新たな微細軟
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性内視鏡の開発．第 26 回脳神経外科手術と機器学会	

(CNTT)	．2017 年４月．甲府．

２）菅原　淳，石垣大哉，藤原俊朗，＊井須豊彦，小笠

原邦昭：高齢者の圧迫性脊髄症に対する術後の歩行分

析計を用いた客観的評価．第 30 回日本老年脳神経外

科学会．2017 年４月．東京．

３）西川泰正，及川公樹，藤原俊朗，小笠原邦昭：脊髄

刺激療法後の歩行改善：歩行分析計にて客観的証明し

た一例．第 31 回日本ニューロモデュレーション学会．

2017 年５月．東京．

４）小林正和，小笠原邦昭，及川公樹，松本昌泰，小島

大吾，吉田研二，藤原俊朗：頚動脈内膜剥離術後過灌

流は術中塞栓による脳虚血巣の出現を抑える：Wash	

out 仮説の拡大解釈．第 4 回日本心血管脳卒中学会学

術集会．2017 年６月．福岡．

５）野村順一，上野育子，佐々木真理，＊工藤與亮，山

下典夫，伊藤賢司，松本昌泰，及川公樹，藤原俊朗，

千田光平，寺崎一典，小林正和，吉田研二，小笠原邦昭：

術前 7	Tesla 定量磁化率マップ (QSM) による OEF 画

像を用いた頸動脈内膜剥離術後過灌流出現の予知．第

4 回日本心血管脳卒中学会学術集会．2017 年６月．福

岡．

６）菅原　淳，石垣大哉，藤原俊朗，＊井須豊彦，小笠

原邦昭：高齢者の圧迫性脊髄症に対する術後の歩行改

善．第 32 回日本脊髄外科学会．2017 年６月．大阪．

７）石垣大哉，菅原　淳，＊笹生昌之，＊井須豊彦，小

笠原邦昭：難治性腰痛症例に対する上殿皮神経障害の

治療経験．第 32 回日本脊髄外科学会．2017 年６月．

大阪．

８）石垣大哉，菅原　淳，小笠原邦昭：L4 神経根障害

を呈した Far-out 症候群の一症例．第 32 回日本脊髄

外科学会．2017 年６月．大阪．

９）小林正和，小笠原邦昭，及川公樹，松本昌泰，小島

大吾，吉田研二，藤原俊朗：頚動脈内膜は栗術後過灌

流は術中塞栓による脳虚血巣の出現を抑える：Wash	

out仮説の拡大解釈．第36回日本神経超音波学会総会．

2017 年６月．高松．

10）村上寿孝，吉田研二，小林正和，鈴木太郎，幸治孝裕，

久保慶高，小笠原邦昭：頸動脈内膜剥離術中の心停止

に対する蘇生中の中大脳動脈速度および脳表酸素飽和

度モニタリング．第 30 回日本脳死・脳蘇生学会総会・

学術集会．2017 年６月．福岡．

11）筒井章太：無症候性頚部内頚動脈高度狭窄に対する

内膜剥離は認知機能を改善するか？	- 非手術例との比

較-．第26回日本脳ドック学会総会．2017年６月．福岡．

12）藤原俊朗：両側総頚動脈閉塞ラット超急性期の脳

血管拡張および皮質内 IVIM パラメータと予後との関

係．脳循環代謝サマーキャンプ 2017．2017 年７月．

富山．

13）野村順一：術前 7	Tesla 定量的磁化率マップ (QSM)

を用いた OEF 画像による頚動脈内膜剥離術後過灌流

の予知．脳循環代謝サマーキャンプ2017．2017年７月．

富山．

14）小林正和，小島大吾，吉田　純，島田泰良，千田光

平，小笠原邦昭：虚血性小児もやもや病における術前	

iomazenil	SPECT の有用性：症例報告．第 36 回 The	

Mt.Fuji	Workshop	on	CVD．2017 年８月．大阪．

15）及川公樹，加藤正義，大浦一雅，鳴海新介，佐々木

真理，藤原俊朗，小林正和，寺山靖夫，小笠原邦昭：

頚動脈内膜剥離術中の微小塞栓出現の術前予知：頚動

脈造影超音波検査による検討．( 一社 ) 日本脳神経外

科学会第 76 回学術総会．2017 年 10 月．名古屋 .	

16）藤原俊朗：両側総頸動脈閉塞モデル超急性期におけ

る脳血管拡張はラットの予後に関与するか ?．( 一社 )

日本脳神経外科学会第 76 回学術総会．2017 年 10 月．

名古屋 .

17）別府高明：Bevacizumab 使用の再発膠芽腫におけ

る artierial	spin	 labeling に血流はアミノ酸代謝に相

関．( 一社 ) 日本脳神経外科学会第 76 回学術総会．

2017 年 10 月．名古屋 .

18）久保慶高，幸治孝裕，＊近藤竜史，吉田研二，小林

正和，千田光平，及川公樹，松本昌泰，小島大吾，吉

田　純，島田泰良，小笠原邦昭：術中の脳血流量と中

大脳動脈圧測定は術前バルーン閉塞テストの代用にな

りえるか ?．( 一社 ) 日本脳神経外科学会第 76 回学術

総会．2017 年 10 月．名古屋 .

19）菅原　淳，＊石垣大哉，小林正和，＊吉岡邦浩，＊井

須豊彦，小笠原邦昭：脊髄硬膜動静脈瘻に対する術前

3D-CTA の有用性．( 一社 ) 日本脳神経外科学会第 76

回学術総会．2017 年 10 月．名古屋 .

20）和田　司，佐々木真理，村上寿孝，南波孝昌，佐藤

由衣子，小笠原靖，野村順一，大志田創太郎，藤本

健太郎，小笠原邦昭：7tesla	MRI を用いたトルコ鞍

部，傍鞍部腫瘍における前	脈絡叢動脈の描出．( 一社 )
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日本脳神経外科学会第 76 回学術総会．2017 年 10 月．

名古屋 .

21）佐藤雄一，別府高明，藤原俊朗，小笠原邦昭：

Arterial	spin	labeling でギリアデル留置後の局所再発

を予測しうるか．( 一社 ) 日本脳神経外科学会第 76 回

学術総会．2017 年 10 月．名古屋 .

22）幸治孝裕，久保慶高，野村順一，大志田創太郎，

佐々木真理，小笠原邦昭：7T	MRI を用いた中大脳動

脈未破裂脳動脈瘤患者におけるレンズ核線状体動脈の

評価．( 一社 ) 日本脳神経外科学会第 76 回学術総会．

2017 年 10 月．名古屋 .

23）別府高明，佐々木敏秋，寺崎一典，佐藤雄一，佐々

木真理，小笠原邦昭：再発膠芽腫に対するアバスチン

投与中の	arterial	spin	labeling(ASL) 画像．第 35 回日

本脳腫瘍学会学術集会．2017 年 11 月．高松 .	

24）佐藤雄一：Arterial	spin	labeling	で悪性神経膠腫で

のギリアデル留置後の局所再発を予測しうるか．第

35 回日本脳腫瘍学会学術集会．2017 年 11 月．高松 .

25）西川泰正，岩間和博，前田哲也，寺山靖夫，小笠原

邦昭：視床下核脳深部刺激療法後の歩行障害に対する

低頻度刺激効果．第57回日本定位・機能神経外科学会．

2018 年．１月．奈良 .	

26）小島大吾，小守林靖一，及川公樹，大間々真一，吉

田雄樹，久保慶高，和田　司：急性期集学的加療が奏

功した脳脱を伴う開放性頭蓋骨陥没骨折の 1 例．第

41 回日本脳神経外傷学会．2018 年．２月．東京．

27）筒井章太，久保慶高，幸治孝裕，南波孝昌，千田光

平，小笠原邦昭：80 歳以上のくも膜下出血患者に対

するクリッピングの治療転帰．第 31 回日本老年脳神

経外科学会．2018 年．２月．東京．

28）大志田創太郎，森　太志，小林正和，吉田研二，藤

原俊朗，佐々木真理，小笠原邦昭：数値流体力学解析

を用いた頚動脈内膜剥離術に	おける術中微小塞栓出

現の術前予測．STROKE2018		( 第 47 回日本脳卒中の

外科学会学術集会 )	．2018 年．３月．福岡．

29）及川公樹：頚動脈プラーク評価における造影

超音波検査と MR プラークイメージングの検証．

STROKE2018	 ( 第 43 回日本脳卒中学会学術集会 )	．

2018 年．３月．福岡．

30）小島大吾，小守林靖一，大間々真一，及川公樹，藤

原俊朗，小林正和，久保慶高，寺崎一典，小笠原邦昭：

非致死的脳内出血に対する急性期	iomazenil	SPECT

上 crossed	cerebellar	activity は機能転帰を予知する．

STROKE2018	 ( 第 43 回日本脳卒中学会学術集会 )	．

2018 年．３月．福岡．

31）藤原俊朗，＊森　勇樹，＊Daniela	Martinez	de	 la	

Mora，小笠原邦昭，＊吉岡芳親：両側総頸動脈閉塞

ラットにおける超急性期灌流障害と予後との関係．

STROKE2018	 ( 第 43 回日本脳卒中学会学術集会 )．

2018 年．３月．福岡．

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）小笠原邦昭：頚部頚動脈血行再建術における合併

症とそのメカニズム	～抗凝固療法の効果について～．

Anticoagulant	therapy	Up	To	Date	～抗凝固療法は

新たなステージへ～．2017 年５月．徳島．

２）藤原俊朗：データの向こう側．京都府立医科大学放

射線科モーニングレクチャー．2017 年５月．京都．

３）小笠原邦昭：頸動脈内膜剥離術 (CEA)	～ Tips	&	

Pitfall ～．Art	of	Neurosurgery	face	to	face．2017 年

５月．東京．

４）小笠原邦昭：脳疾患における脂質低下療法の重要性．

第 299 回八戸脳卒中研究会．2017 年６月．八戸．

５）小笠原邦昭：MRI および SPECT を用いた脳虚血

性病変に対する新たな脳循環代謝画像．九州脳画像研

究会．2017 年７月．福岡．

６）小笠原邦昭：MRI および SPECT を用いた脳虚血

性病変に対する新たな脳循環代謝画像．第 20 回千里

浜脳循環代謝カンファレンス．2017 年７月．金沢．

７）吉田研二，＊井上　敬，＊竹村篤人，＊板橋　亮：こ

の症例をどう治療すべきか．第9回東北頚動脈研究会．

2017 年７月．仙台．

８）吉田研二：脳卒中とその予防．岩手県脳卒中予防県

民大会 2017．2017 年７月．盛岡．

９）小笠原邦昭：Artery-to-artery	embolism の病態解

明	～頚部頚動脈血行再建術を用いて～．多摩 Stroke	

Core	Member	Meeting．2017 年９月．東京．

10）小笠原邦昭：頚部頚動脈血行再建術における塞栓性

合併率とそのメカニズム．第 115 回道南脳神経外科懇

話会．2017 年９月．函館．

11）小笠原邦昭：頸動脈狭窄症に対する内膜剥離術後の

認知機能の変化	- 改善？不変？それとも悪化？ -．第

26回北関東Neuro	IVRカンファレンス．2017年10月．

宇都宮 .	
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12）小笠原邦昭：MRI および SPECT を用いた脳虚血

性病変に対する新たな脳循環代謝画像．第 9 回福岡脳

神経核医学研究会．2017 年 11 月．福岡 .	

13）小笠原邦昭：Artery-to-artery	embolism の病態解

明	～頚部頚動脈血行再建術を用いて～．秋田県脂質

治療研究会．2017 年 12 月．秋田 .	

14）小笠原邦昭：脳血流障害における脳 SPECT はこう

使う !!．札幌脳神経外科画像セミナー．2018 年．１月．

札幌．

15）小笠原邦昭：頚部血行再建術による認知機能変化	-

そのメカニズムの解明 -．第 11 回 We	CATS 学術講

演会．2018 年．２月．東京．

16）小笠原邦昭：頚部頚動脈血行再建術における塞栓性

合併症とそのメカニズム．　第 2 回八戸心血管脳梗塞

研究会．2018 年．２月．八戸．

17）小笠原邦昭：Artery-to-artery	embolism の病態解

明	～頚部頚動脈血行再建術を用いて～．第 10 回宮崎

脳神経外科懇話会．2018 年．３月．宮崎．

ｂ）一般講演

１）松本昌泰，千田光平．及川公樹，小島大吾，藤原俊

朗，小林正和，吉田研二，小笠原邦昭：一側性脳主幹

動脈閉塞性病変に対する 99mTc-ECD	SPECT の貧困灌

流検出能．第 23 回 NMCC 共同利用研究成果発表会．

2017 年５月．盛岡．

２）野村順一，上野育子，佐々木真理，＊工藤與亮，山

下典夫，伊藤賢司，松本昌泰，及川公樹，藤原俊朗，

千田光平，寺崎一典，小林正和，吉田研二，小笠原邦昭：

術前 7Tesla 定量的磁化率マップ (QSM) による OEF

画像を用いた頸動脈内膜剥離術後過灌流出現の予知．

第23回NMCC共同利用研究成果発表会．2017年５月．

盛岡．

３）小林正和，松本昌泰，野村順一，小島大吾，吉田　純，

島田泰良：頚動脈内膜剥離術後過灌流は術中塞栓によ

る脳虚血巣の出現を抑える：Wash	out 仮説の拡大解

釈．第 23 回 NMCC 共同利用研究成果発表会．2017

年５月．盛岡．

４）別府高明，佐々木敏秋，佐藤雄一，寺崎一典，小

笠原邦昭：膠芽腫治療薬 bevacizumab 投与による腫

瘍内血管における L-type	amino	acid	transporter-1	

(LAT1) 発現への影響．第 23 回 NMCC 共同利用研究

成果発表会．2017 年５月．盛岡．

５）小林正和，小笠原邦昭，及川公樹，松本昌泰，小島

大吾，吉田研二，藤原俊朗：頚動脈内膜剥離術後過灌

流は術中塞栓による脳虚血巣の出現を抑える：Wash	

out 仮説の拡大解釈．第 36 回岩手県核医学懇話会．

2017 年６月．盛岡．

６）西川泰正：動画で見る DBS 治療の実際．パーキン

ソン病治療カンファランス．2017 年７月．盛岡．

７）及川公樹，加藤正義，大浦一雅，鳴海新介，佐々木

真理，藤原俊朗，小林正和，寺山靖夫，小笠原邦昭：

頚動脈内膜剥離術中の微小塞栓出現の術前予知：頚動

脈造影超音波検査による検討．第 9 回東北頚動脈研究

会．2017 年７月．仙台．

８）野村順一，上野育子，佐々木真理，＊工藤與亮，山

下典夫，伊藤賢司，松本昌泰，及川公樹，藤原俊朗，

千田光平，小林正和，吉田研二，小笠原邦昭：術前

7Tesla 定量的磁化率マップ (QSM) による OEF 画像

を用いた頸動脈内膜剥離術後過灌流の予知．第 27 回

東北脳 SPECT 研究会．2017 年９月．盛岡．

９）吉田　純，小守林靖一，及川公樹，大間々真一，

小島大吾，島田泰良，小笠原邦昭：遅発性一過性失

語を呈した軽症外傷性硬膜下血腫の 1 例	-Iomazenil	

SPECT 研究 -．第 27 回東北脳 SPECT 研究会．2017

年９月．盛岡．

10）島田泰良，小島大吾，吉田　純，小林正和，吉田

研二，小笠原邦昭：小児もやもや病の術前検査とし

ての Iomazenil	SPECT　- 症例報告 -．第 27 回東北脳

SPECT 研究会．2017 年９月．盛岡．

11）＊小笠原靖，吉田　純，＊麻生謙太，＊樫村博史，小

笠原邦昭：Traumatic	retroclival	epidural	hematoma

の幼児例．第 54 回 ( 一社 ) 日本脳神経外科学会東北支

部会．2017 年９月．盛岡．

12）小島大吾，小守林靖一，及川公樹，大間々真一，＊吉

田雄樹，小笠原邦昭：急性期集学的加療が奏功した脳

脱を伴う開放性頭蓋陥没骨折の 1 例．第 54 回 ( 一社 )

日本脳神経外科学会東北支部会．2017 年９月．盛岡．

13）南波孝昌，＊樫村博史，＊佐浦宏明，＊武田　勝，小

笠原邦昭：可逆性後頭白質脳症中に発症した破裂脳動

脈瘤によるくも膜下出血の一例．第 54 回 ( 一社 ) 日本

脳神経外科学会東北支部会．2017 年９月．盛岡．

14）藤本健太郎，久保慶高，幸治孝裕，吉田　純，吉田

研二，＊石垣大哉，＊笹生昌之，＊吉田雄樹，小笠原邦昭：

皮膚壊死を防止するために病側浅側頭動脈本幹	- 対側

浅側頭動脈グラフト -．第 54 回 ( 一社 ) 日本脳神経外
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科学会東北支部会．2017 年９月．盛岡．

15）野村順一，＊三﨑俊斉，＊筒井章太，＊佐藤由衣子，＊紺

野　広，小笠原邦昭：前大脳動脈 A1 と persistent	

primitive	olfactory	artery 分岐部動脈瘤破裂によるく

も膜下出血の 1 例．第 54 回 ( 一社 ) 日本脳神経外科学

会東北支部会．2017 年９月．盛岡．

16）大志田創太郎，吉田浩二，和田　司 ,	刑部光正 ,	石

田和之 ,	小笠原邦昭：髄液漏を伴う先天性皮膚洞に合

併した未熟型奇形種の一例．第 54 回 ( 一社 ) 日本脳神

経外科学会東北支部会．2017 年９月．盛岡．

17）上野育子，山下典生，伊藤賢司，森　太志，松田　豪，

佐々木真理，大志田創太郎，藤本健太郎，小笠原邦昭，
＊工藤與亮：3Tesla 定量的磁化率マップを用いた慢性

脳虚血患者の OEF 計測：PET との比較．第 24 回東

北脳循環カンファランス．2017 年 11 月．仙台．

18）藤原俊朗，吉田研二，小笠原邦昭，＊森　勇樹，
＊Daniela	Martinez	de	 la	Mora，＊ 吉岡芳親：両側

総頸動脈閉塞ラットの予後予測因子は？	～動物用

11.7TMRI を用いた IVIM-DWI 計測～．第 24 回東北

脳循環カンファランス．2017 年 11 月．仙台．

19）小守林靖一，小川　彰，小笠原邦昭，＊椿原彰夫，
＊東口高志，＊水間正澄，＊石川　誠，＊對馬栄輝，＊近

藤和泉，柿沢良江，＊豊田章宏，＊三原千恵，＊目谷浩

通，APPLE	Study	Group：急性期および回復期にお

ける脳卒中患者を対象とした栄養管理および摂食嚥下

機能訓練に関するコンセンスガイドラインの有用性の

検討．第 40 回東北脳血管障害研究会．2017 年 12 月．

仙台．	

20）幸治孝裕 ,	久保慶高 ,	野村順一 ,	大志田創太郎 ,	佐々

木真理 ,	小笠原邦昭 :	7T	MRI を用いた中大脳動脈未

破裂脳動脈瘤患者におけるレンズ核線状体動脈の評

価.	第40回東北脳血管障害研究会．2017年12月．仙台．

21）南波孝昌：見逃せない頭痛．第 230 回 GRAND	

ROUND．2017 年 12 月．盛岡．

22）＊石垣大哉，菅原　淳，小笠原邦昭：ALS との鑑別

に苦慮した頚椎症の一手術例．第 18 回東北脊髄外科

研究会．2018 年２月．仙台．

23）大志田創太郎：CFD を用いた頚動脈内膜剥離術中

微小塞栓の術前予測．第4回cMRI2公開シンポジウム．

2018 年２月．盛岡．

24）別府高明：膠芽腫における複合イメージングの応用．

第 4 回 cMRI2 公開シンポジウム．2018 年２月．盛岡．
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心臓血管外科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 金　　　　　一

	 教　授	 猪　飼　秋　夫

	 講　師	 向井田　昌　之

	 特任講師	 小　泉　淳　一

	 特任講師	 鎌　田　　　武

	 助　教	 坪　井　潤　一	 近　藤　良　一

	 	 大　山　翔　吾	 萩　原　敬　之

	 	 田　林　　　東

	 大学院	 大　㟢　　　洸

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
①　慢性心房細動に対する外科的治療の有効性について

　　外科的に肺静脈隔離術を行うことにより，遠隔期に洞調

律の維持に有効であることを確認した．

②　心臓手術周術期における発作性心房細動の抑制や治療に

ついての研究

　　超短時間作動型β遮断薬やアミオダロンが心拍動下冠動

脈バイパス術後の発作性心房細動に効果的であることを確

認した．

③　透析患者の心臓手術に対する影響についての検討

　　慢性透析患者に対する大動脈弁置換術，冠動脈バイパス

術を中心に危険因子の検討を行っている．

④　低侵襲心臓手術についての研究

　　皮膚小切開を伴う低侵襲心臓手術の手技の確立，有効性

やリスクなどの評価を施行中である．

⑤　胸部大動脈瘤の外科治療の成績向上に対する研究

　　脊髄の栄養血管である Adamkiewicz 動脈並びにその側

副血管を術前に CT にて描出することが脊髄虚血による対

麻痺を予防する上で重要であることを報告した．

⑥　大血管手術後の低酸素血症に対する一酸化窒素吸入療法

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 0 名 0 名 0 名 1 名 2 名 5 名

研究員 研究生 研修生
3 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 0 名 0 名 0 名

の有効性について

　　大血管手術後の低酸素血症に一酸化窒素吸入療法が有効

であることを報告した．

⑦　先天性心疾患外科治療に対する成績向上の為の研究

　　CT 画像データをもとに心臓 3D モデルを作成し，手術方

針の決定や手術シミュレーションをすることで，より精度の高

い診断，治療につながる可能性があることを確認した．

⑧　フォンタン手術後の肝静脈酸素飽和度についての研究

　　フォンタン手術後の肝静脈酸素飽和度を測定し，術後遠

隔期肝障害との関連性について考察した．

⑨　自己心膜を用いた大動脈弁再建術の有用性の研究

　　大動脈弁膜症に対する自己心膜による大動脈弁再建術が

人工弁関連合併症を回避するための有用な手段となる可能

性があることを確認した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Takayuki	Hagiwara：Hepatic	 venous	 oxygen	

saturation	 is	 lower	 than	mixed	 venous	 oxygen	

saturation	 in	 the	Fontan	circulations．7th	WORLD	

CONGRESS	OF	PEDIATRIC	CARDIOLOGY	&	

CARDIAC	SURGERY．2017 年 7 月．バルセロナ．

④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）金　一：心臓外科医となるために準備しておくこと

は？．第 48 回日本心臓血管外科学会学術総会．2018

年 2 月．津．

ｂ）一般講演

１）田林　東，大山翔吾，萩原敬之，近藤良一，熊谷和也，

坪井潤一，小泉淳一，鎌田　武，向井田昌之，猪飼秋

夫，岡林　均：A 型急性大動脈解離の術後低 O2 血症

に対する一酸化窒素吸入の有効性について．第 45 回

日本血管外科学会学術総会．2017 年 4 月．広島．

２）小泉淳一，猪飼秋夫，近藤良一，萩原敬之，中野　智，

高橋　信，小山耕太郎，岡林　均：小児胸骨正中切開

術後縦隔洞炎に対する洗浄ドレナージ，一期的閉胸術

の成績．第 53 回日本小児循環器学会総会・学術集会．

2017 年 7 月．浜松．

３）近藤良一，猪飼秋夫，小泉淳一，萩原敬之，岡林　均，

滝沢友里恵，中野　智，高橋　信，小山耕太郎：ポスター　
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当院での低体重児に対する肺動脈絞扼術の検討．第

53回日本小児循環器学会総会・学術集会．2017年7月．

浜松．

４）坪井潤一：心拍動下冠動脈バイパス術（OPCAB）

術後の発作性心房細動に対する Amiodarone の効果．

第 22 回日本冠動脈外科学会学術総会．2017 年 7 月．

大阪

５）熊谷和也：緊急・準緊急の心拍動下冠動脈バイパス

手術の治療成績．第 22 回日本冠動脈外科学会学術総

会．2017 年 7 月．大阪

６）小泉淳一，岩瀬友幸，上田寛修，滝沢友里恵，中野　智，

高橋　信，小山耕太郎，金　一：成人期に診断された

BWG 症候群に対し左冠動脈移植，僧帽弁形成術を施

行した１例．第 20 回日本成人先天性心疾患学会総会・

学術集会．2018 年 1 月．東京

７）岩瀬友幸，小泉淳一，上田寛修，滝沢友里恵，中野　

智，高橋　信，小山耕太郎，鎌田　武，金　一：大動

脈縮窄に対するパッチ形成後仮性瘤に対して Extra-

anatomical	bypass 及び仮性瘤塞栓術を施行した１例．

第 20 回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会．

2018 年 1 月．東京

８）熊谷和也：血液透析患者において両側内胸動脈の使

用は危険因子となり得るか？．第 48 回日本心臓血管

外科学会学術総会．2018 年 2 月．津．

ｃ）その他

１）鎌田　武：会長要望演題 9　III ｂ逆流性大動脈解

離に対する戦略と治療成績　座長．第 45 回日本血管

外科学術総会．2017 年 4 月．広島．

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）金　一：弁膜症疾患に対する低侵襲手術の試み．い

わて内科外科合同カンファランス．2017年4月．盛岡．

２）金　一：ランチョンセミナー１「弁膜症治療の現状

と将来」座長．日本循環器学会東北地方会．2017 年 6

月．盛岡．

３）金　一：心臓外科から見る術，術中のエコーの役割．

第 51 回岩手心エコー図研究会．2017 年 6 月．盛岡．

４）金　一：これまでのそしてこれからの心臓血管外

科治療．第 187 回市民公開講座おおどおり健康教室．

2017 年 7 月．盛岡．

５）金　一：弁膜症疾患に対する低侵襲手術の試み．二

戸医師会学術講演会．2017 年 7 月．盛岡．

６）金　一：当科における心臓血管外科治療の現状と今

後について．盛岡市医師会内科医会 7 月例会特別講演

会．2017 年 7 月．盛岡．

７）熊谷和也：当院における弁膜症疾患の低侵襲性外科

治療について．第 3 回北東北心臓大血管研究会．2017

年 7 月．盛岡．

８）金　一：これからの心臓，血管外科治療．第 38 回

市民公開講座．2017 年 8 月．盛岡．

９）金　一：当科における心臓血管外科治療の現況と今

後の試み．第 79 回盛南地域医療研究会．2017 年 9 月．

盛岡．

10）田林　東：右腋窩開胸アプローチによる MICS	

AVR．第 27 回東北心臓血管外科手術手技研究会．

2017 年 10 月．仙台．

11）坪井潤一：冠動脈バイパス術後の家族性高コレステ

ロール血症患者に対するレパーサの使用経験．2017

年 10 月．八戸．

12）金　一：心臓血管外科の進歩と将来展望．平成 29

年度赤十字血液シンポジウム東北．2017年11月．盛岡．

13）大山翔吾：肥大型心筋症を合併した腹部大動脈瘤

におけるランジオロールの１使用経験．B-blocker	

Innovation	Forum	2017．2017 年 11 月．盛岡．

14）金　一：心臓血管外科治療の現状と今後に関して．

第 4 回 B2B	conference．2018 年 1 月．東京．

15）金　一：当科における心臓血管外科手術の現状と今

後の展望．第 2 回いわて県南循環器フォーラム．2018

年 1 月．北上．

16）金　一：今後における心臓血管外科治療の取り組み．

第 6 回岩手県循環器ネットワークセミナー．2018 年 2

月．盛岡．

17）坪井潤一：冠動脈バイパス術後の家族性高コレステ

ロール血症患者に対するレパーサの有用性．第 6 回岩

手県循環器ネットワークセミナー．2018年2月．盛岡．

18）岩瀬友幸：10 代若年女性の大動脈弁閉鎖不全症に

対して自己心膜を用いた大動脈弁再建術を施行した１

例．第 88 階県南循環器懇話会．2018 年 2 月．北上．

ｂ）一般講演

１）熊谷和也，大﨑　洸，田林　東，大山翔吾，萩原敬

之，近藤良一，坪井潤一，鎌田　武，小泉淳一，向井

田昌之，猪飼秋夫，金　一：うっ血肝による血小板減

少を来した重度三尖弁閉鎖不全症の１例．第 99 回日

本胸部外科学会東北地方会．2017 年 6 月．仙台．
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２）安田優輝，萩原敬之，田林　東，大山翔吾，近藤良

一，熊谷和也，小泉淳一，鎌田　武，坪井潤一，猪飼

秋夫，金　一：Circular	shunt を来した三尖弁異形成，

三尖弁逆流，肺動脈弁逆流，動脈管開存に対して，動

脈管結紮術が奏功した乳児例．第 99 回日本胸部外科

学会東北地方会．2017 年 6 月．仙台．

３）田林　東，金　一，猪飼秋夫，向井田昌之，小泉淳

一，坪井潤一，鎌田　武，熊谷和也，近藤良一，萩原

敬之，大山翔吾：人工股関節置換術後，骨セメントに

伴う総大腿動脈仮性瘤を合併した１例．第 31 回日本

血管外科学会東北地方会．2017 年 6 月．仙台．

４）岩瀬友幸，小泉淳一，萩原敬之，金　一，及川慶介，

渡辺悠太，滝沢友里恵，中野　智，高橋　信，小山耕

太郎：Asplenia,	TAPVC に対して primary	repair し

vertical	vein を用いて PA	plasty を施行した１例．第

52 回東北小児心臓病研究会．2017 年 11 月．仙台．
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呼吸器外科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 谷　田　達　男

	 講　師	 出　口　博　之

	 	 友　安　　　信

	 助　教	 重　枝　　　弥

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．高齢者肺癌に関する機能的適応基準に関する研究

１）成果：人口の高齢化に伴い高齢者の肺癌が増加して

いる．呼吸器外科では 80 歳以上を超高齢者と規定して

いる．この年代は心肺機能が低下しており手術自体よ

りも麻酔の危険性や術後の生活能力（QOL：生活の質	

quality	of	 life）を維持できるか否かが重要なテーマと

なっている．われわれは肺癌の手術適応拡大に努めデー

タを集積中である．

２．術中出血軽減の工夫の検討

　呼吸器外科領域における手術の低侵襲化のために胸腔鏡下

に手術を行うことがあげられるが，胸腔鏡下手術を完遂する

ために術中の安全な操作や術中合併症の軽減に努める必要が

ある．その中で術中出血の減少をひとつのテーマとしてかか

げ，吸引子管付きのソフト凝固を用いることで出血が減少す

るかについて検討を行った．

１）成果：完全胸腔鏡下に肺葉切除と ND2a-1 以上の郭清

を行った症例を対象とし検討した結果，吸引子管付きの

ソフト凝固の使用により術中の出血は有意に減少するこ

とが明らかになった．	

３．術後肺気瘻軽減に関する研究

　肺癌手術の術後合併症のうち肺気瘻がもっとも頻度が高

い．肺気瘻を抑制することは術後在院日数の短縮，遷延する

肺気瘻に関連する膿胸などの術後合併症の軽減にも寄与する

と考えられる．最も大切なことは術中に肺気瘻を起こさない

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 2 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 1 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 1 名 0 名

ことであり，肺気瘻の起こる頻度の高い葉間切離部位におけ

る肺気瘻軽減の工夫が重要である．当科では葉間切離に組織

補強材一体型自動縫合器を用い肺気瘻への影響について検証

した．

１）成果：葉間形成における組織補強材一体型自動縫合器

はそれ以前と比較し有意に術中，術後の肺気瘻を減少さ

せると判明した .	

４．呼吸器外科手術における術後合併症予測スコアの有用性

の検討

　我が国では術後合併症予測スコアとして，modified	

Estimation	of	Physiological	Ability	and	Surgical	Stress（m	

E-PASS）が提唱されており，術前因子のみで術後合併症発

生予測に有用だと消化器外科領域を中心に報告されている．

しかし呼吸器外科分野，特に胸腔鏡手術を対象とした症例で

の検討は行われていないため，本研究では胸腔鏡下手術用

m	E-PASS の妥当性の検証を行った．術前の段階で術後合併

症の発生予測が可能となれば，インフォームド・コンセント

の際に術後経過の説明の一つの手段となり，また術後合併症

発生時に早期対応が可能となる．現在後ろ向き研究，前向き

研究による解析を進めている．

５．悪性胸膜中皮腫の進行に関わる因子の探索とその制御方

法についての研究

　悪性胸膜中皮腫はアスベスト暴露により遅発性に発症す

る，予後不要の悪性腫瘍の一つである．早期の場合は当科で

手術適応となるが，発見時には進行しており手術適応外であ

ることが多い．当科では，腫瘍生物学部門と共同で悪性胸膜

中皮腫瘍における浸潤・転移を促進させる因子について研究

を行った．

１）成果：ヒアルロン酸が悪性胸膜中皮腫の浸潤・転移に

関与していることを明らかとした．

２）成果：既存の薬剤であるスタチン製剤を用いてヒアル

ロン酸を制御し悪性胸膜中皮腫の進行を抑制することに

成功した．

６．GGO 主体の肺腺癌に対する PET と HR-CT による楔状

切除の第 2 相試験

　肺癌の標準手術は肺葉切除と肺門縦隔リンパ節郭清とされ

ている．腫瘍のみの切除では局所再発の頻度が高いためであ

る．しかし画像上すりガラス様陰影（ground-glass	opacity；

GGO）を主体とした肺腺癌は生命予後がよく , 楔状切除によ

る腫瘍切除でよいとされている . 腫瘍径 2cm 以下，GGO 比

80% 以上の肺腺癌を集積し前向き研究を多施設共同で行い ,

現在集積から 5 年が経過しデータを解析中である .

─	108	─



７．原発性自然気胸の治療法と再発率に関する前向き観察研究

　現在，原発性自然気胸の再発率は後ろ向き研究を根拠とし

たデータしか存在しない . 前向き研究により症例追跡を実施

すれば偏りのない原発性自然気胸の再発率が把握できる．そ

れにより原発性自然気胸の治療法，特に初回自然気胸に対す

る治療法の妥当性について明らかにするため多施設共同研究

に参加した．現在症例集積中である .

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Chiba,	S.,	Nakamura,	Y.,	Mizuno,	T.,	Abe,	K.,	Horii,	

Y.,	Nagashima,	H.,	Sasaki,	N.,	Kanno,	H.,	Tanita,	T.	

and	Yamauchi,	K.:	Impact	of	the	genetic	variants	of	

GLCCI1	on	clinical	 features	of	 asthmatic	patients.	

Clin	Respir	J.12:1166-1173(2018)

２）Shigeeda,	W.,	Shibazaki,	M.,	Yasuhira,	S.,	Masuda,	

T.,	 Tanita,	 T.,	 Kaneko,	 Y.,	 Sato,	 T.,	 Sekido,	 Y.	

and	Maesawa,	C.:	Hyaluronic	 acid	 enhances	 cell	

migration	and	invasion	via	the	YAP1/TAZ-RHAMM	

axis	 in	malignant	pleural	mesothelioma.	Oncotarget.	

8:	93729-93740(2017)

④－１　国内学会発表（全国）

ｂ）一般講演

１）＊高橋	宗康 ,	＊石木	愛子 ,	＊坂本	和太 ,	＊米田	真也 ,	
＊長澤	幹 ,	＊小山田	尚 ,	＊遠野	千尋 ,	＊臼田	昌広 ,	＊横

沢	聡 ,	谷田	達男 ,	＊高橋	弘明 ,	＊田村	乾一 ,	＊田村	幸

恵 ,	＊大沢	純子 ,	＊坂下	修 ,	＊多賀	聡 ,	＊野原	勝：初期

研修医を対象とする「申し送り」シミュレーションの

実践　1 年目の教訓から 2 年目の改善 .	第 10 回日本医

療教授システム学会総会 .	2018 年 3 月 .	東京 .

２）出口	博之 ,	友安	信 ,	重枝	弥 ,	菅野	紘暢 ,	谷田	達男：

肺葉切除の葉間形成における組織補強材一体型自動縫

合器の有用性と医療経済的問題点の検討 .	第 30 回日

本内視鏡外科学会総会 .	2017 年 12 月 .	京都 .

３）出口	博之 ,	友安	信 ,	重枝	弥 ,	兼古	由香 ,	菅野	紘暢 ,	

谷田	達男：肺癌と胸腺腫を同時に手術した 2 例 .	第

79 回日本臨床外科学会総会 .	2017 年 11 月 .	東京 .

４）出口	博之 ,	谷田	達男 ,	友安	信 ,	重枝	弥 ,	兼古	由香 ,	

菅野	紘暢：肺癌手術における吸引付きソフト凝固デ

バイスの有用性 .	第 58 回日本肺癌学会学術集会 .	2017

年 10 月 .	横浜 .

５）重枝	弥 ,	柴崎	晶彦 ,	安平	進士 ,	前沢	千早：悪性胸

膜中皮腫においてヒアルロン酸は細胞遊走・浸潤能を

促進させる.	第76回日本癌学会学術総会.	2017年9月 .	

横浜 .

６）＊石木	愛子 ,	＊高橋	宗康 ,	＊坂本	和太 ,	＊米田	真也 ,	
＊田村	幸恵 ,	＊宗像	秀樹 ,	谷田	達男 ,	＊	高橋	弘明 ,	＊田

村	乾一 ,	＊野原	勝：新研修医へのシミュレーション型

オリエンテーションが人的交流と社会の礼節の教育に

与える効果検証 .	第 49 回日本医学教育学会大会 .	2017

年 8 月 .	札幌 .

７）＊高橋	弘明 ,	＊赤坂	威一郎 ,	＊田村	乾一 ,	＊宗像	秀樹 ,	

谷田	達男：診療現場における実技評価表作成ワーク

ショップ　診療現場の研修医能力評価のために .	第 49

回日本医学教育学会大会 .	2017 年 8 月 .	札幌 .

８）＊坂本	和太 ,	＊高橋	宗康 ,	＊米田	真也 ,	＊石木	愛子 ,	
＊大澤	純子 ,	＊坂下	修 ,	谷田	達男 ,	＊高橋	弘明 ,	＊野原	

勝 ,	＊田村	乾一：岩手県における新研修医へのシミュ

レーション型オリエンテーションが 1 年後に与える影

響 .	第 49回日本医学教育学会大会 .	2017年 8月 .	札幌 .

９）鴻巣	正史 ,	＊平野	久美子 ,	＊田中	由美子 ,	菅野	紘暢 ,	
＊藤社	勉 ,	＊石川	徹 ,	＊菅原	俊道：緩和ケア病棟の無

い地域がん診療連携拠点病院における緩和ケア外来

の意義と問題点 .	第 22 回日本緩和医療学会学術大会 .	
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出口	博之 ,	谷田	達男 ,	山内	広平：気管支サーモプラ
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整形外科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 土井田　　　稔

	 	 一　戸　貞　文（花巻温泉病院）

	 准教授	 村　上　秀　樹

	 講　師	 安　藤　貴　信	 田　島　吾　郎

	 	 小野寺　智　彦	 佐　藤　光太朗

	 特任講師	 遠　藤　寛　興

	 助　教	 青　木　　　裕（花巻温泉病院）

	 	 丸　山　盛　貴	 菅　原　　　敦

	 	 多　田　広　志	 及　川　伸　也

	 	 大　竹　伸　平	 三　又　義　訓

	 	 村　上　賢　也	 山　部　大　輔

	 	 張　簡　鴻　宇

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．バイオマーカーとしての血清中フッ素イオン濃度による

脊椎固定術後の骨代謝に関する研究

　脊椎器械固定術においては画像診断のみでは正確に骨癒

合を診断することが困難な場合もあり，単純 X 線の他にも

CT，断層撮影，MRI などの所見により総合的に骨癒合の状

況を判断しているのが現状である．フッ素は骨などの硬組織

と関わりの深い生体元素の 1 つであり，血清中フッ素イオン

［Serum	Ionic	Fluoride(SIF)］濃度は骨代謝の変化を直接反

映することが示唆されている．本研究では脊椎固定術前後の

SIF 濃度の推移から骨代謝を推測し，骨癒合の状況との関連

について評価し，臨床における骨癒合判定マーカーとしての

意義について検討した．脊椎手術を施行した患者 25 例を対

象とした．固定金属器械を用いずに除圧手術を施行した群，

1-2 椎間の椎体間固定を施行した群，3 椎間以上の椎体間固

定かつ 5 椎間以上の後方固定を施行した 3 群に分類した．手

術前および術後 1 日，1 週間，2 週間，1 ヶ月，3 ヶ月，6 ヶ

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 0 名 1 名 0 名 4 名 1 名 10 名

研究員 研究生 研修生
3 名 0 名 3 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
3 名 5 名 4 名 4 名

月後の空腹時血液を採取し，	SIF 濃度はフッ化物イオン電極

を検出器とするフローインジェクション分析装置を使用し

た．固定金属を使用しない G1 では SIF 濃度は術後 D30 と

D180 の間で減少したが，固定金属器械を使用した 2 群では

術後 14 日と 90 日の間で増加し，180 日では減少した．固定

金属器械を使用した群で術後に SIF 濃度が上昇したことは，

骨と金属の摩擦により血中へ骨中フッ素が漏出し，SIF 濃度

の低下は骨癒合の過程で次第に骨と金属が制動化したことを

示している可能性がある．本研究結果は，SIF 濃度が骨癒合

の状況を反映している可能性を示した最初の報告である．こ

れらの成果は，Clin	Chim	Acta に投稿し，掲載された．

２．膝周囲靭帯付着部の形態に関する研究

　ヒト屍体膝を肉眼解剖し，膝周辺の種々の靭帯付着部を確

認した．その後に同部を CT スキャナーで撮像し，靭帯の形

態，表面積，前後径などを解析した．特に靭帯再建で必要な

解剖学的な付着部を正確に把握することは重要である．反復

性膝蓋骨脱臼において重要な役割を担っている内側膝蓋大

腿靭帯（MPFL）の付着部の研究，さらに膝内側支持機構に

おいて重要な役割を果たしている膝後斜走靭帯（POL）と

内側側副靭帯浅層（sMCL），および後外側支持機構の解剖

学的付着部を正確に同定し，靭帯再建時の解剖学的指標を

示した研究については，その成果を英語論文としてまとめ，

Arthroscopy と Knee	Surg	Sports	Traumatol	Arthrosc に

発表した．

　本年度は，同様の手法を用いて，膝伸展機構の主要な構成

要素である膝蓋腱について研究した．膝蓋腱は膝蓋骨下極か

ら脛骨粗面に付着する強靭な繊維束であり，ACL 再建時の

移植腱としても用いられている．3D イメージングを用いて

膝蓋腱とその骨付着部の形態学的特徴を明らかにした．膝蓋

腱の膝蓋骨・脛骨付着部はそれぞれ特徴的な形態をしており，

膝蓋腱は，中央やや内側で最短で，腱辺縁では薄い形態であ

ることを明らかにした．本研究結果から，膝蓋腱からの移植

腱採取では，中央やや内側から採取することが望ましいと考

えられた．

　研究成果は，日本整形外科学会基礎学術集会ならびに米国

整形外科基礎学会において発表した．これらの成果は，英語

論文としてまとめ投稿中である．

３．骨遠位端骨折術後の長母指屈筋腱損傷の病態解明のため

の解剖学的検討

　橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレートでは，術

後合併症として長母指屈筋腱損傷 ( 以下 FPL) が報告されて

いる．我々は FPL 腱の脆弱化の原因として，手術時の操作
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による FPL の栄養血管損傷による影響に着目し，手術によ

る血管損傷の可能性を検討した．ホルマリン固定された解

剖実習用屍体の 14 上肢を用いた．前腕掌側より展開し FPL

を露出した．橈側では FPL への橈骨動脈 (RA) からの分枝

を確認した．前腕屈筋群を切離した後に前骨間動脈 (IA) を

露出し，FPL への分枝を確認した．それぞれの血管の本数，

volar	rim から最遠位の IA との距離，volar	rim から最遠位

RA，方形回内筋 (PQ) から IA との距離を計測した．橈骨動

脈からの分枝は平均 2.0(0 ～ 4) 本，前骨間動脈からの分枝の

平均は 4.0(2 ～ 7) 本であった．

　RA1 の部位は volar	rim から近い距離にあるため，FPL

を尺側によけ展開する際に高頻度で損傷を受けている可能性

が高くなる．一方，本研究結果から IA1 の部位は PQ の近

位端から近く，PQ の剥離を可及的に遠位にとどまることに

より温存可能であり，FPL への血流障害を防ぐ上で重要で

あることが示唆された．

　研究成果は，日本整形外科学会基礎学術集会ならびに米国

整形外科基礎学会において発表した．これらの成果は，英語

論文としてまとめ投稿準備中である．

４．橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレートの遠位

ロッキングスクリュー至適設置位置の解剖学的研究

　橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレート固定の合

併症として長母指屈筋腱 (FPL) 断裂の報告があり，それゆえ

各種様々なプレートが開発されている．プレートの設置位置

に関しては，関節面の粉砕がない限り屈筋腱を刺激しない

位置に設置するのが望ましいが，その際のロッキングスク

リューの位置はプレートの種類によって異なる．本研究では，

研究 3 と同様に解剖体を用いて，市販されているプレートの

軟骨下骨の支持性を検討した．

　ロッキングが可変式な Variax(Stryker)，VA-TCP(Depuy	

Synthes)， ロ ッ キ ン グ が 固 定 式 な HYBRIX(Mizuho)，

MODE(MDM)，Acu-Loc2P	 (Japan	Medical	Next)，DVR	

(Zimmer	Biomet) のプレートを使用した．FPL と干渉しない

橈骨最遠位でプレートを設置した後，各スクリューホールに

透視下側面でドリリングを行った後にレントゲン撮影を行っ

た．可変式のプレートはジグを用いて固定式ドリル法で行っ

た．計測は今谷らの方法に準じ，ドリルに対して垂直な線を

関節面にむけて引き，関節面中央点からドリルまでの最短距

離 (J) を計測した．

　本研究結果から HYBRIX，MODE，Acu-Loc2P の J 値は，

他の 3 つよりも有意に小さく，軟骨下骨への支持性が高いこ

とが示された．ロッキングが可変式な Variax，VA-TCP を

使用する際は固定式ドリル法では軟骨下骨への支持性が不十

分と考えられた．研究成果は，日本整形外科学会基礎学術集

会において発表した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著
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survey.	 Journal	 of	Orthopaedic	 Science.	 22:121-

126(2017)

２）Sato,	K.,	Murakami,	K.,	Mimata,	Y.	and		Doita	M.:	

Incidence	of	 tendon	 rupture	 following	volar	plate	

fixatioin	of	distal	radius	fractures:	A	survey	of	2787	

cases.	Journal	of	Orthopaedics.	15:236-238(2018)

３）Mimata,	Y., ＊ Nishida,	 J., ＊ Nagai,	T.,	Tada,	H.,	

Sato,	K.	 and	Doita	M.:	 Importance	 of	 latissimus	

dorsi	muscle	 preservation	 for	 shoulder	 function	

after	scapulectomy.	Journal	of	Shoulder	and	Elbow	

Surgery.	27:510-514(2018)

４） ＊ Miura,	K., ＊ Kadone,	H., ＊ Koda,	M., ＊ Abe,	T.,	

Endo,	H.,	Murakami,	H.,	Doita,	M., ＊ Kumagai,	H.,
＊Nagashima,	K., ＊Fujii,	K., ＊Noguchi,	H., ＊Funayama,	

T., ＊ Kawamoto,	H., ＊ Sankai,	Y., ＊ Yamazaki,	M.:	The	

hybrid	 assisted	 limb（HAL）for	Care	Support,	 a	

motion	assisting	robot	providing	exoskeletal	 lumbar	

support,	 can	 potentially	 reduce	 lumbar	 load	 in	

repetitive	 snow	 -shoveling	movements.	 Journal	 of	

Clinical	Neuroscience.	49:83-86(2018)
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ｂ）症例報告

１）Sato,	K.,	Murakami,	K.,	Mimata,	Y.,	Kikuchi,	Y.,	
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８）村上賢也 ,	佐藤光太朗：長掌筋腱の解剖学的検討 .	

日本手外科学会雑誌 .	34:895-897(2018)

ｃ）症例報告

１）丸山盛貴 ,	田島吾郎 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川龍

之介 ,	土井田稔：open	wedge 高位脛骨骨切り術中に

発生した lateral	hinge	fracture の１例 .	東日本整形災

害外科学会雑誌 .	29:109-113(2017)

２）丸山盛貴 ,	田島吾郎 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川龍

之介 ,	土井田稔：広範囲特発性膝骨壊死の１例 .	東北

整形災害外科学会雑誌 .	60:154-157(2017)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Tada,	H.,	Mimata,	Y., ＊ Nishida,	 J.	 and	Doita,	M.:	

DIGITAL	RAY	TRANSPOSITION	AFTER	RAY	

AMPUTATION	FOR	MALIGNANT	TUMORS.	

REPORT	OF	TWO	CASES.	 19th	 International	

Society	of	Limb	Salvage	General	Meeting.	May.	2017.	

Kanazawa.

２）Sato,	K.	and	Kikuchi	Y.:	Conservative	 treatment	

of	distal	ulna	metaphyseal	fractures	associated	with	

distal	radius	fractures	in	elderly	people.	11th	Asian-

Pacific	Federation	of	Societies	 for	Surgery	of	 the	

Hand.	Nov.	2017.	Cebu.

３）Endo,	H.,	Murakami,	H.,	Yamabe,	D.,	Oikawa,	R.,	

Kikuchi,	S.,	Chiba,	Y.	 and	Doita	M.:	Postoperative	

Changes	of	Ligamentum	Flavum	Leading	to	Indirect	

Decompression	by	Lateral	Lumbar	Interbody	Fusion.	

American	Academy	of	Orthopaedic	Surgeons	2018	

Annual	Meeting.	Mar.	2018.	New	Orleans.

４）Yamabe,	D.,	Murakami,	H.,	Endo,	H.,	Chiba,	Y.,	

Oikawa,	R.	 and	Doita,	M.:	Pathological	Evaluation	

of	Articular	Cartilage	Degeneration	 in	 the	Human	

Zygapophysial	 Joint.	Orthopaedic	Research	Society	

2018	Annual	Meeting.	Mar.	2018.	New	Orleans.

５）Saeki,	E., ＊ Yasuhira,	S.,	Murakami,	H.,	Doita,	M.	

and	 ＊ Maesawa,	C.:	Mechanism	 for	Resistance	 to	

Kinesin-5	Inhibitor	in	Osteosarcoma	Cell	Line	U-2OS.	

Orthopaedic	Research	Society	2018	Annual	Meeting.	

Mar.	2018.	New	Orleans.

６）Oikawa,	R.,	Tajima,	G.,	 ＊ Yan,	J.,	Maruyama,	M.,	

Sugawara,	A.,	Oikawa,	S., ＊Saigo,	T., ＊Takahashi,	H.,	

Kikuchi,	S.	and	 	Doita,	M.:	The	Morphology	of	 the	

Patellar	Tendon	 and	 Its	 Insertions	Using	Three-

dimensional	Computed	Tomography:	A	Cadaveric	

Study.	Orthopaedic	Research	Society	2018	Annual	

Meeting.	Mar.	2018.	New	Orleans.

７）Kikuchi	Y:	Selection	of	Volar	Locking	Plate	 for	

Positioning	 for	Distal	 Radius	 Fracture	Using	 a	

Cadaver.	Orthopaedic	Research	Society	2018	Annual	

Meeting.	Mar.	2018.	New	Orleans.

８）Kikuchi	Y:	An	Anatomical	Study	of	 the	Flexor	

Pollicis	Longus	With	Specific	Reference	 to	Volar	

Locking	 Plate	 Surgery.	 Orthopaedic	 Research	

Society	 2018	Annual	Meeting.	Mar.	 2018.	 New	

Orleans.

９）Oikawa,	R.,	Murakami,	H.,	Endo,	H.,	Yamabe,	D.	

and	Doita,	M.:	Bone	Metabolism	after	Spinal	Fusion	

Surgery	Using	Serum	Ionic	Fluoride	Concentration.	

Orthopaedic	Research	Society	2018	Annual	Meeting.	

Mar.	2018.	New	Orleans.
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④－１　国内学会発表（全国）

ａ）招聘講演等

１）土井田稔：科学的根拠に基づいた腰痛の診断と治療 .	

第90回日本整形外科学会学術総会.	2017年5月 .	仙台 .

２）村上秀樹：低侵襲成人脊柱変形手術− LIF と PPS

による腰椎後側弯矯正 -. 第 51 回日本側彎症学会学術

集会 .	2017 年 8 月 .	札幌 .

３）田島吾郎：後十字靭帯の解剖とバイオメカニクス -

コンピュータグラフィックスモデルを用いた靭帯付着

部と骨形態の解剖 -. 第 44 回日本臨床バイオメカニク

ス学会教育研修講演 .	2017 年 11 月 .	松山 .

ｂ）一般講演

１）村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,	土井田稔：

関節リウマチ環軸椎亜脱臼に対する上位頚椎器械固定

術後の軸椎下障害—後頭骨頚椎固定術と環軸椎固定術

症例間の比較―.	第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集

会 .	2017 年 4 月 .	札幌 .

２）村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,	土井田稔：

LIF と後方低侵襲 hybrid 法を用いた成人脊柱変形手

術の検討 .	第 46 回日本脊椎脊髄病学会学術集会 .	2017

年 4 月 .	札幌 .

３）村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,＊沼田徳生 ,	及川諒介 ,	

土井田稔：高度脊柱管狭窄症例に対しても LLIF での

間接的除圧効果が得られるか .	第 46 回日本脊椎脊髄

病学会学術集会 .	2017 年 4 月 .	札幌 .

４）遠藤寛興 ,	村上秀樹 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,＊前野耕

一郎,＊由留部崇,＊角谷賢一朗,＊西田廉太郎,土井田稔：

腰椎すべり症に対する OLIF を用いた前後方間接除圧

固定術の手術成績—多施設前向き研究による後方直接

除圧固定術との比較検討—.	第 46 回日本脊椎脊髄病学

会学術集会 .	2017 年 4 月 .	札幌 .

５）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	及川諒介 ,	土井田稔：

デノスマブ，テリパラチド併用療法が腰椎側方進入椎

体間固定術後の骨代謝に与える影響 .	第 46 回日本脊

椎脊髄病学会学術集会 .	2017 年 4 月 .	札幌 .

６）佐藤光太朗 ,	村上賢也 ,	三又義訓：関節外鏡視下手

根管開放術後の pillar	pain の検討 ‐ 圧痛計と visual	

analogue	scale を用いた評価 ‐ .	第 60 回日本手外科

学会学術集会 .	2017 年 4 月 .	名古屋 .

７）佐藤光太朗：橈骨遠位端骨折に合併した尺骨遠位端

の保存治療 .	第 60 回日本手外科学会学術集会 .	2017

年 4 月 .	名古屋 .

８）村上賢也 ,	佐藤光太朗 ,＊古町克郎：長掌筋腱の解剖

学的検討 .	第 60 回日本手外科学会学術集会 .	2017 年

4 月 .	名古屋 .

９）村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,	安藤貴信 ,

土井田稔：関節リウマチ環軸椎亜脱臼に対する上位頚

椎固定術後の軸椎下障害の検討 .	第 90 回日本整形外

科学会学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

10）田島吾郎：Smith	and	Nephew 半月板セミナー

「FAST-FIX360 を用いた半月板縫合の実際」.	第 90

回日本整形外科学会学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

11）佐藤光太朗 ,	村上賢也 ,＊鈴木善明 ,	菅原　敦 ,＊赤坂

俊樹 ,	土井田稔：岩手県における東日本大震災で発生

した四肢外傷患者の調査 .	第 90 回日本整形外科学会

学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

12）佐藤光太朗 ,	村上賢也 ,＊古町克郎 ,	三又義訓 ,＊沼田

徳生 ,＊白石秀夫 ,	土井田稔：橈骨遠位端骨折に合併し

た尺骨遠位端骨折に手術は必要か？（尺骨茎状突起骨

折に除く）.	第 90 回日本整形外科学会学術総会 .	2017

年 5 月 .	仙台 .

13）遠藤寛興 ,	村上秀樹 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,	土井田稔：

OLIF を用いた前後矯正固定術における術中終板損傷

が治療成績に及ぼす影響（前向き研究）.	第 90 回日本

整形外科学会学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

14）遠藤寛興 ,	村上秀樹 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,＊前野耕

一郎 ,＊由留部崇 ,＊角谷賢一朗 ,＊西田康太郎 , 土井田

稔：腰椎変性すべり症に対する前後方関節除圧固定術

と後方直接除圧固定術の多施設前向き研究による比較

検討.	第90回日本整形外科学会学術総会.	2017年5月 .	

仙台 .

15）丸山盛貴 ,	小野寺智彦 ,	多田広志 ,	村上賢也 ,	及川

伸也 ,	菅原　敦 ,	佐藤光太朗 ,	田島吾郎 ,	土井田稔：

東日本大震災による上肢骨折症例の検討 .	第 90 回日

本整形外科学会学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

16）多田広志 ,	三又義訓 ,＊西田　淳 ,	土井田稔：多発性

骨髄腫の早期診断における整形外科医の役割 - 診断遅

延を防ぐために -. 第 90 回日本整形外科学会学術総会 .	

2017 年 5 月 .	仙台 .

17）多田広志 ,	三又義訓 ,	小野寺智彦 ,＊西田　淳 ,	土井

田稔：癌の大腿骨骨転移に対する腫瘍用人工骨頭置換

術の成績と予後 - 骨転移カンファレンスの役割 -.	第 90

回日本整形外科学会学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

18）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	及川諒介 ,	千葉佑介 ,	
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菊地　将 ,	土井田稔：腰椎変性疾患に対する LLIF に

おける PTH 製剤による骨形成促進作用の臨床成績−

患者立脚型アウトカムを用いた前向き研究 -. 第 90 回

日本整形外科学会学術総会 .	2017 年 5 月 .	仙台 .

19）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	及川諒介 ,	千葉佑介 ,	

菊地　将 ,	土井田稔：デノスマブ , テリパラチド併用

療法が腰椎側方進入椎体間固定術後の骨代謝に与える

影響.	第90回日本整形外科学会学術総会.	2017年5月 .	

仙台 .

20）田島吾郎 ,	丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川龍

之介 ,	菊地　将 ,	土井田稔：外側半月板中節部横断裂

に対する Tie-grip	suture 法を用いた縫合術の検討 -

短～中期臨床成績とMRI評価-.	第9回日本関節鏡・膝・

スポーツ整形外科学会 .	2017 年 6 月 .	札幌 .

21）丸山盛貴 ,	小野寺智彦 ,	多田広志 ,	村上賢也 ,	及川

伸也 ,	菅原　敦 ,	佐藤光太朗 ,	土井田稔：Open	wedge	

高位脛骨骨切り術後の骨癒合遷延症例の検討 .	第 9 回

日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 .	2017 年 6 月 .	

札幌 .

22）及川伸也 ,	田島吾郎 ,	丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川龍

之介 ,	土井田稔：J リーグサッカーチームにおける 1

シーズンに発生した傷害の検討 .	第 9 回日本関節鏡・

膝・スポーツ整形外科学会 .	2017 年 6 月 .	札幌 .

23）＊赤坂俊樹 ,＊宗像秀樹 ,＊内潟洋大 ,＊菊地修平 ,	佐藤

光太朗 ,	土井田稔：経肘頭ガイドピン刺入法髄内釘固

定により治療した上腕骨偽関節の 2 例 .	第 43 回日本

骨折治療学会 .	2017 年 7 月 .	郡山

24）＊赤坂俊樹 ,＊宗像秀樹 ,＊内潟洋大 ,＊菊地修平 ,	佐藤

光太朗 ,	土井田稔：非定型大腿骨骨折に対する順行性

髄内釘固定に関する検討 .	第 43 回日本骨折治療学会 .	

2017 年 7 月 .	郡山

25）多田広志 ,	三又義訓 ,	及川龍之介 ,	佐伯絵里 ,	小

野寺智彦 ,＊江原　茂 ,＊西田　淳 ,	土井田稔：Cystic	

angiomatosis	と考えられる多発性骨病変を有する小

児の 1 例 .	第 50 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学

術集会 .	2017 年 7 月 .	東京

26）＊山崎　健 ,＊吉田知史 ,＊菊池孝幸 ,	山部大輔 ,	遠藤

寛興 ,	村上秀樹 ,	土井田稔：思春期特発性側弯症手術

患者の術前装具療法に関する検討 .	第 51 回日本側彎

症学会学術集会 .	2017 年 8 月 .	札幌 .

27）遠藤寛興 ,	村上秀樹 ,	山部大輔 ,	及川諒介 ,	菊地　将 ,	

千葉佑介 ,＊加藤貞文 ,＊菅　義行 ,＊山崎　健 ,	土井田

稔：岩手県における過去 15 年間のモアレ法による脊

柱側弯症検診の検討 .	第 51 回日本側彎症学会学術集

会 .	2017 年 8 月 .	札幌 .

28）多田広志 ,	小野寺智彦 ,	土井田稔 :	人工股関節置換

術後にセメントによって大腿動脈仮性動脈瘤を生じた

1 例 .	第 44 回日本股関節学会学術集会 .	2017 年 10 月 .	

東京 .

29）田島吾郎 ,	丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川

龍之介 ,	 土井田稔：３DCG モデルを用いた，後十

字靭帯再建における脛骨骨孔解剖学的至適位置及び

posterior	 intercondylar	 fossa	の形態的特徴について

の検討 .	第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会 .	2017

年 10 月 .	沖縄 .

30）多田広志 ,	三又義訓 ,	佐伯絵里 ,＊西田　淳 , 土井田

稔：ヒストン脱アセチル化酵素阻害剤と微小管阻害薬

の骨肉腫細胞株における殺細胞相乗効果の検討 .	第 32

回日本整形外科学会基礎学術集会.	2017年10月.	沖縄.

31）村上賢也 ,	佐藤光太朗 ,	菊池祐樹 ,	土井田稔：橈骨

遠位掌側部の骨性隆起位置と長母指屈筋腱走行の解

剖学的検討 .	第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会 .	

2017 年 10 月 .	沖縄 .

32）菊池祐樹 ,	佐藤光太朗 ,	田島吾郎 ,	村上賢也 ,	土井

田稔：橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレー

ト術後に発生する長母指屈筋腱損傷の病態解明—長母

指屈筋腱の栄養血管の検討 -. 第 32 回日本整形外科学

会基礎学術集会 .	2017 年 10 月 .	沖縄 .

33）菊池祐樹 ,	佐藤光太朗 ,	田島吾郎 ,	村上賢也 ,	土井

田稔：橈骨遠位端骨折に対する掌側ロッキングプレー

トの遠位ロッキングスクリュー至適設置位置の解剖学

的研究 .	第 32 回日本整形外科学会基礎学術集会 .	2017

年 10 月 .	沖縄 .

34）及川諒介 ,	村上秀樹 ,＊藤田友嗣 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	

土井田稔：血清中フッ素イオン濃度による脊椎固定術

後の骨代謝に関する検討 .	第 32 回日本整形外科学会

基礎学術集会 .	2017 年 10 月 .	沖縄 .

35）佐藤光太朗 ,	村上賢也：小児上腕骨顆上骨折に対す

る異なった鋼線刺入法の X 線学的検討 ‐ 外側法，内

外側法，後方外側法の違い -.	第 30 回日本肘関節学会

学術集会 .	2018 年 2 月 .	東京

36）村上賢也 ,	佐藤光太朗：トップレベルアマチュア野

球選手における肩肘痛に関する実態調査 .	第 30 回日

本肘関節学会学術集会 .	2018 年 2 月 .	東京
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37）多田広志 ,	三又義訓 ,＊西田　淳 ,	土井田稔：肘部悪

性腫瘍広範切除後，上腕三頭筋腱を用いて肘関節安定

性を得た 1 例 .	第 1 回日本サルコーマ治療研究学会学

術集会 .	2018 年 2 月 .	東京 .

38）＊沼田徳生,	村上秀樹,	遠藤寛興,	山部大輔,	及川諒介,	

土井田稔 ,＊吉田知史 ,＊菊池孝幸 ,＊薄井知道：E-PASS

を用いた腰椎椎体間固定術における手術侵襲の評価 .	

第 9 回日本 MISt 研究会 .	2018 年 3 月 .	札幌 .

39）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	千葉佑介 ,	及川諒介 ,	

菊地　将 ,	安部悠一郎 ,	土井田稔：転移性脊椎腫瘍に

対する最小侵襲脊椎安定術と術後補助療法の有効性の

検討 .	第 9 回日本 MISt 研究会 .	2018 年 3 月 .	札幌 .

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）土井田稔：関節リウマチ患者に合併しやすい脊椎

疾患の診断と治療 - 骨粗鬆症への対策 -. 第 15 回広島

Bone&Joint セミナー .	2017 年 4 月 .	広島 .

２）村上秀樹：脊椎病治療のイノベーション−最新の疼

痛管理から低侵襲手術まで -.	岩手県臨床整形外科医会

40 周年記念学術講演会 .	2017 年 5 月 .	盛岡

３）一戸貞文：地域医療最前線における比較的高齢 RA

患者の治療 .	小野薬品ウエブセミナー .2017 年 10 月 .	

盛岡 .

４）村上秀樹：成人脊柱変形手術に対する MIS の成績

− LIF と後方低侵襲法による矯正 -.	北海道 MISt 研究

会 .	2017 年 10 月 .	札幌 .

５）一戸貞文：骨粗鬆症検診とロコモティブシンドロー

ム .	花巻保健大学 .	2017 年 11 月 .	花巻 .

６）村上秀樹：成人脊柱変形に対する MIS-LIF と後

方低侵襲法による矯正 .	第 6 回 Debate	on	the	Ring.	

2017 年 11 月 .	神戸 .

ｂ）一般講演

１）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	千葉佑介 ,	及川諒介 ,

菊地　将 ,	土井田稔：成人脊椎変形手術の臨床成績−

脊柱骨盤アライメントと HRQOL の関連性の検討 -. 第

13 回東北腰椎フォーラム .	2017 年 4 月 .	仙台 .

２）及川龍之介 ,	田島吾郎 ,	丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川

伸也 ,	土井田稔 :	小児に発生した脛骨後十字靭帯付着

部裂離骨折の一例 .	第 494 回岩手整形災害外科懇談

会 .2017 年 4 月 .	盛岡 .

３）＊髙橋裕孝 ,	田島吾郎 ,	丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川伸

也 ,	＊大内修二 ,＊鈴木善明 ,	土井田稔：小児に発症し

た半月板嚢腫の１例 .	第 494 回岩手整形災害外科懇談

会 .2017 年 4 月 .	盛岡 .

４）Yamabe	D,	Murakami	H,	 Endo	H,	Oikawa	R,	

Doita	M:	Pathological	and	MR	Imaging	Evaluation	

of	Articular	Cartilage	Degeneration	 in	 the	Human	

Zygapophysial	Joint.	3rd	North-East	Spine	surgeons	

of	Tomorrow.	2017 年 5 月 .	福島

５）田島吾郎 ,	土井田稔 ,＊新倉隆弘 ,＊黒田良祐：下肢

偽関節に対する CD34 陽性細胞移植による骨・血管再

生療法 - 医師主導多施設共同治験 -. 第 14 回岩手骨折

治療研究会・第 495 回岩手整形災害外科懇談会 .	2017

年 6 月 .	盛岡 .

６）佐藤光太朗 ,	村上賢也 ,	土井田稔：手根管外鏡視で

行う鏡視下手根管開放術 .	第 14 回岩手骨折治療研究

会・第 495 回岩手整形災害外科懇談会 .	2017 年 6 月 .	

盛岡 .

７）村上賢也 ,	佐藤光太朗 ,	土井田稔：豆状骨亜脱臼に

より尺骨神経障害をきたした１例 .	第 14 回岩手骨折

治療研究会・第 495 回岩手整形災害外科懇談会 .	2017

年 6 月 .	盛岡 .

８）佐藤光太朗 ,	村上賢也 ,	土井田稔：手根管外鏡視で

行う鏡視下手根管開放術supra-retinacular	endoscopic	

carpal	 tunnel	release(SRECTR).	第 114 回東北整形災

害外科学会 .	2017 年 6 月 .	新潟 .

９）及川伸也，田島吾郎，丸山盛貴，菅原　敦，土井田稔：

肩関節色素性絨毛結節性滑膜炎に対して鏡視下手術を

施行した 1 例 .	第 114 回東北整形災害外科学会 .	2017

年 6 月 .	新潟 .

10）及川諒介 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	大竹伸平 ,	山部大輔 ,
＊武田三十郎 ,＊鈴木　忠 ,	土井田稔：若年女性に発症

した胸腰椎多発圧迫骨折の 1 例 .	第 114 回東北整形災

害外科学会 .	2017 年 6 月 .	新潟 .

11）村上秀樹：腰椎椎間板ヘルニアの再手術　病態と手

技 .	AO	Spine	Advanced	Symposium	Sapporo.	2017

年 7 月 .	札幌 .

12）村上秀樹：頚椎後方除圧後の再手術　病態と手術手

技 .	AO	Spine	Advanced	Symposium	Sapporo.	2017

年 7 月 .	札幌 .

13）丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川龍之介 ,	菊池

祐樹 ,	土井田稔：若年者 OA に対する治療戦略 - 若年

性 OA 膝に対する高位脛骨骨切り術症例の検討 -.	第

40 回東北膝関節研究会 .	2017 年 7 月 .	仙台 .
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14）村上秀樹：ASD に対する MIS ～ LIF と後方低侵

襲法による矯正固定術～ .	The17th	ATST	meeting.	

2017 年 7 月 . 東京 .

15）田島吾郎：スポーツ選手を支える整形外科の役割～

アマチュア選手からプロアスリートまで～ .	岩手医科

大学オープンキャンパスレクチャー .	2017 年 7 月 .	盛

岡 .

16）山部大輔：脊椎固定術に対する骨粗鬆症治療成績 .	

第 496 回岩手整形災害外科懇談会 .	2017 年 7 月 .	盛岡 .

17）大竹伸平：6 年間の保存加療の後，手術を施行した

陳旧性足関節外側靭帯付着部裂離骨折の１例 .	第 14

回いわて運動器スポーツ傷害研究会 .	2017 年 8 月 .	盛

岡 .

18）大竹伸平 ,＊武田三十郎 ,＊鈴木　忠 ,＊月村悦子：骨

折後距骨壊死に対し人工距骨置換術を施行した 1 例 .	

第 6 回岩手県立病院総合学会 .	2017 年 9 月 .	盛岡 .

19）宮　一雄 ,＊赤坂俊樹 ,＊藤野浩太郎 ,＊宗像秀樹：大

腿骨頸部骨折における骨接合術の治療成績 .	第 6 回岩

手県立病院総合学会 .	2017 年 9 月 .	盛岡 .

20）奥田将人 ,＊木澤英樹：延髄外側症候群の一例 .	第 6

回岩手県立病院総合学会 .	2017 年 9 月 .	盛岡 .

21）村上秀樹：脊椎病治療のイノベーション−最新の疼

痛管理から低侵襲手術まで -.	第 4 回青森運動器慢性疼

痛セミナー .	2017 年 9 月 .	青森 .

22）小野寺智彦 ,	多田広志 ,	及川龍之介 ,	及川諒介 ,	菊

地　将 ,	土井田稔：偽性軟骨無形成症による高度股関

節変形に対し人工股関節置換術を施行した１例 .	第 66

回東日本整形災害外科学会 .	2017 年 9 月 .	東京 .

23）丸山盛貴 ,	田島吾郎 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,＊菊地修平 ,	

張簡鴻宇 ,	及川龍之介 ,	菊池祐樹 ,	土井田稔：血友病

性関節症患者に対する人工膝関節置換術の経験 .	第 66

回東日本整形災害外科学会 .	2017 年 9 月 .	東京 .

24）多田広志 ,	小野寺智彦 ,	及川諒介 ,	三又義訓 ,＊西田　

淳 ,	土井田稔：当院における乳癌治療と骨粗鬆症に

ついての実態調査 .	第 66 回東日本整形災害外科学会 .	

2017 年 9 月 .	東京 .

25）＊菊地修平 ,	丸山盛貴 ,	田島吾郎 ,	菅原　敦 ,	及川伸

也 ,	土井田稔：小児上腕骨近位骨端線損傷の１例 .	第

66 回東日本整形災害外科学会 .	2017 年 9 月 .	東京 .

26）及川龍之介 ,	田島吾郎 ,	丸山盛貴 ,	菅原　敦 ,	及川伸

也 ,＊西郷峻瑛 ,＊髙橋裕孝 ,	土井田稔：３D イメージ

ングを用いた膝蓋腱とその骨付着部の形態学的検討 .	

第 66 回東日本整形災害外科学会 .	2017 年 9 月 .	東京 .

27）及川諒介 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	土井田稔 :	

妊娠後骨粗鬆症との鑑別が困難であった Cushing 症

候群による続発性骨粗鬆症の１例 .	第 66 回東日本整

形災害外科学会 .	2017 年 9 月 .	東京 .

28）丸山盛貴：肩，腰，下肢の運動器疼痛を引き起こす

疾患 .	骨と関節の日 .	2017 年 10 月 .	盛岡 .

29）遠藤寛興：岩手県における過去 15 年間のモアレ法

による脊柱側弯症検診の検討 .	第 38 回岩手脊椎脊髄

外科懇話会・第 498 回岩手整形災害外科懇談会 .	2017

年 10 月 .	盛岡 .

30）及川諒介 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	土井田

稔：妊娠後骨粗鬆症との鑑別が困難であった Cushing

症候群による続発性骨粗鬆症の 1 例 .	第 38 回岩手脊

椎脊髄外科懇話会・第 498 回岩手整形災害外科懇談会 .	

2017 年 10 月 .	盛岡 .

31）多田広志 ,＊佐藤　孝 ,＊鈴木智大 ,＊江原　茂 ,	土井

田稔：背部軟部腫瘍の 1 例 .	第 24 回東北地区骨軟部

腫瘍研究会 .	2017 年 11 月 .	秋田 .

32）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	千葉佑介 ,	及川諒介 ,	

菊地　将 ,	土井田稔：成人脊柱変形に対する広範囲矯

正固定術後の QOL 評価− JOABPEQ を用いた検討 -.	

第 25 回腰椎学会 .	2017 年 11 月 .	東京 .

33）丸山盛貴 ,	田島吾郎 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川龍

之介 ,	菊池祐樹 ,	菊地　将 ,	土井田稔：内側型変形性

膝関節症に対して高位脛骨骨切り術を施行した若年症

例の検討 .	第 6 回日本 Knee	Osteotomy フォーラム .	

2017 年 11 月 .	金沢 .

34）田島吾郎：膝のスポーツ外傷・障害 .	盛岡市医会（刀

隣会）学術講演会 .	2017 年 11 月 .	盛岡 .

35）＊山崎　健 ,＊菊池孝幸 ,＊吉田知史 ,	山部大輔 ,	遠藤

寛興 ,	村上秀樹 ,	土井田稔 ,＊山中謙太 ,＊千葉晶彦：グ

ローイングロッド法におけるチタン合金製ロッド折損

の検討 .	第 16 回日本乳・幼児側弯症研究会 .	2017 年

12 月 .	東京 .

36）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	千葉佑介 ,	及川諒介 ,	

菊地　将 ,	安部悠一郎 ,	土井田稔：脊椎転移に対する

低侵襲手術における周術期合併症の検討 .	第 28 回東

北脊椎外科研究会 .	2018 年 1 月 .	仙台 .

37）千葉佑介：側方進入腰椎椎体間固定術における椎体

間持ち上げの固定隣接椎間への影響 .	第 28 回東北脊

椎外科研究会 .	2018 年 1 月 .	仙台 .
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38）安部悠一郎 .	腰椎黄色靭帯内血腫の１例 .	第 28 回東

北脊椎外科研究会 .	2018 年 1 月 .	仙台 .

39）山部大輔 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	千葉佑介 ,	及川諒介 ,	

菊地　将 ,	安部悠一郎 ,	土井田稔：当院における低侵

襲前側方固定脊椎手術の周術期合併症調査 .	第 10 回

東北 MISt 研究会 .	2018 年 1 月 . 仙台 .

40）村上賢也 ,	佐藤光太朗：神経再生誘導チューブ（ナー

ブリッジ ®）による指神経再建で回復が得られなかった

2 例 .	第 32 回東日本手外科研究会 .	2018 年 2月 .	東京 .

41）及川諒介 ,	村上秀樹 ,＊藤田友嗣 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	

土井田稔：血清中フッ素イオン濃度による脊椎固定術

後の骨代謝に関する検討 .	第 39 回東北骨代謝・骨粗

鬆症研究会 .	2018 年 2 月 .	仙台 .

42）丸山盛貴 ,	田島吾郎 ,	菅原　敦 ,	及川伸也 ,	及川龍

之介 ,	菊池祐樹 ,	菊地　将 ,	土井田稔：内側型変形性

膝関節症に対して高位脛骨骨切り術を施行した若年症

例の検討 .	第 4 回いわて関節フォーラム・第 501 回岩

手整形災害外科懇談会 .	2018 年 2 月 .	盛岡 .

43）大竹伸平 ,＊武田三十郎 ,＊月村悦子：当科における

上腕骨近位部骨折の治療 .	第 4 回いわて関節フォーラ

ム・第 501 回岩手整形災害外科懇談会 .	2018 年 2 月 .	

盛岡 .

44）＊徳永花蓮 ,	菅原　敦 ,＊八重樫幸典 ,＊一戸克明：12

歳女児に生じた膝関節滑膜性骨軟骨腫症の 1 例 .	第 4

回いわて関節フォーラム・第 501 回岩手整形災害外科

懇談会 .	2018 年 2 月 .	盛岡 .

45）村上秀樹：脊椎病治療のイノベーション−最新の疼

痛管理から低侵襲手術まで .	第 22 回雉整会 .	2018 年

2 月 .　仙台 .	

46）千葉佑介 ,	村上秀樹 ,	遠藤寛興 ,	山部大輔 ,	土井田稔：

側方進入腰椎椎体間固定術における椎体間持ち上げの

固定隣接椎間への影響 .	第 28 回東北脊椎外科研究会 .	

2018 年 2 月 .	仙台 .	

47）土井田稔：高齢者の腰痛を考える‐その病態と治療 -.	

第 54 回佐賀脊椎研究会 .	2018 年 3 月 .	佐賀 .

48）村上秀樹：疼痛コントロールとしての低侵襲脊椎手

術 .	第 54 回佐賀脊椎研究会 .	2018 年 3 月 .	佐賀 .
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形成外科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 柏　　　克　彦	 櫻　庭　　　実

	 特任准教授	 木　村　裕　明

	 講　師	 本　多　孝　之

	 助　教	 工　藤　　　信	 新　井　雪　彦

	 	 後　藤　　　文	 東　　　修　智

２．研究員等

３．大学院生

（対象期間 H29 年 4 月～ H30 年 3 月）

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　当講座の研究目標は，基礎研究ならびに臨床研究を通じて，

形成外科・再建外科・美容外科領域疾患の成因の解明，予防

法の確立，治療の発展を目指し，ひいては高度の医療の提供

により患者の Better	Quality	of	Life に寄与することにある．

　主な研究テーマとして，以下の内容に取り組み，成果を得た．

研究テーマ：

１．皮弁・再建外科

１）遊離空腸移植における多施設共同研究代表研究者とし

て，研究をまとめた．この結果について，国際マイクロ

サージャリー学会 2017 において報告した．

２）乳房再建における自家組織再建と人工物再建における

近年の治療成績について第 55 回日本癌治療学会シンポ

ジウムにて報告した．

３）頭頸部再建の早期離床の有用性に関する研究を 2017

年 2 月より開始した．この内容について第 23 回北日本

頭頸部癌治療研究会において報告した．

４）頭頸部再建術後の合併症の発生要因について検討を行

い，第 33 回北日本形成外科学会において報告した．

２．唇顎口蓋裂に関する研究

１）当科において口唇裂手術に採用している Mohler 法の

術後形態について評価を行い，第 41 回日本口蓋裂学会

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 0 名 0 名 1 名 1 名 0 名 4 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

総会において報告した．

３．胸郭異常に対する手術法に関する臨床的研究

１）思春期以前の乳房発育が十分ではない女児において，

Nuss 変法を行った場合に乳房変形を生ずることがある．

その予防策としての術式の工夫については，これまでも

報告してきた．しかし，最新改良術式においてはバー抜

去後の長期成績までは報告していなかった．そこで，バー

抜去例も得られたため，長期成績について検討を行い，

側胸部切開は斜切開，バー挿入剥離腔は大胸筋下に作成

することが乳房変形を最小限とする方法であるとの結論

を得た．その結果について，第 60 回日本形成外科学会

総会・学術集会および第 17 回 Nuss 法漏斗胸手術手技

研究会において報告した．

４．創傷治癒・瘢痕・ケロイドに関する研究

１）長期間にわたり，他院での治療で創閉鎖が得られなかっ

た下肢潰瘍症例 2 例（罹病期間は各々 6 年間）に対し，

足病治療の原則に則った治療を行うことで創閉鎖が得ら

れた症例を経験し，「創傷」誌に報告した．

２）頭頸部領域の手術において，再手術時の遊離皮弁移植

術でのレシピエント血管の選択法について日本創傷外科

学会シンポジウムで報告を行った．

３）頸椎症術後の菲薄化した瘢痕を下部僧帽筋皮弁で置換

し，良好な結果を得た症例を経験し，瘢痕・ケロイド治

療ジャーナルに報告した．

５．皮膚レーザー治療に関する臨床的研究・色素異常症に対

する臨床的研究

１）従来のレーザー治療により治療効果の得られにくい色

素性母斑に対して，波長の異なる 2	種類のレーザー装

置を用いた混合治療により効果を得るべく臨床研究を継

続して行っている．

２）レーザー治療を行っても再発を繰り返す扁平母斑に対

してのレーザー治療について，引き続き臨床研究を行っ

ている．

６．学生教育・実習に関する研究

１）本学医学部４年生を対象とした早期研究室配属プログ

ラムで，ラットを用いた遊離皮弁移植の皮弁生着に関す

る実習を行った．本実習でマイクロサージャリーの手技

や皮弁生着過程，皮弁壊死の原因に関しての研究を行った．

７．乳房再建に関する研究

１）現在日本における乳房再建術後の大規模な満足度調査

の報告はない．これに関する多施設研究の共同研究施設

として研究を開始とした．この研究は平成 30 年 4 月よ
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り開始予定である．

２）当院では以前より乳房一次再建による合併症対策を定

期的に検討しそれに対し臨床研究を行っている．この結

果を第 5 回日本乳房オンコプラスティックサージャリー

学会総会パネルディスカッションにて発表した．	

３）乳房再建における腋窩周囲の変形を予防するための術

中体位について考察し，第 5 回日本乳房オンコプラス

ティックサージャリー学会にて報告した．

４）人工物による乳房再建の際に重要なインプラントの選

択方法の一つとして考案した術前 fitting 法について第

60 回日本形成外科学会総会・学術集会にて報告した．

８．頭蓋顎顔面外科に関する研究

１）熊による顔面多発外傷の治療予後を予測する手段とし

て重症度分類の試みを行い，第 59 回日本形成外科学会

において報告した．

２）Apert 症候群の手術後に重度の呼吸障害を呈した症例

を 2 例経験し，その経過や原因について第 35 回日本頭

蓋顎顔面外科学会において報告した．

９．その他

１）長期療養中の患者における再建手術の際，通常では検

査されずに見過ごされてしまう凝固第 13 因子欠乏症に

よる術後出血症例を経験した．合併症を有する高齢者へ

の再建手術が増加する中で，近年，疾患概念として確立さ

れた後天性凝固第 13 因子欠乏症を手術の際に念頭に置

くべきであることを日本形成外科学会会誌に報告した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著
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４）Sakuraba	M,	Umezawa	H,	Miyamoto	S,	Fujiki	M,	

Higashino	T,	Oshima	A,	Tsuboi	M.	Reconstructive	

surgery	 for	bronchopleural	 fistula	 and	empyema:	

New	application	of	free	fascial	patch	graft	combined	
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e1199.	(2017)
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Analysis	 of	 a	 surgical	 treatment	 for	 persistent	
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Glob	Open.	5:	e1579.	(2017)
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ａ）原著

１）高橋学 ,	後藤文 ,	松本尚也 ,	菅重典 ,	秋丸理世 ,	増田

卓之 ,	石部頼子 ,	山田裕彦 ,	細谷優子 ,	桜庭実：当施

設におけるクマ外傷 50	例の検討 .	日本外傷学会雑誌 .	

31 巻 4 号；442 − 447（2017）

２）東修智，櫻庭実．【ベーシック＆アドバンス　皮
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ｂ）総説
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ク -】	皮弁　遊離皮弁　層を制する者が手術を制する　

遊離皮弁の挙上．形成外科．60：S186（2017）.

ｃ）症例報告

１）石川雄一，赤坂俊英，本多孝之：巨大石灰化上皮腫

の 1 例．皮膚科の臨床．59：1192（2017）

２）佐々木孝輔 ,	長尾宗朝 ,	木村裕明 ,	本多孝之 ,	三橋伸

行 ,	櫻庭実：難治性足部熱傷潰瘍を遊離皮弁により再

建した糖尿病性神経障害患者の2例.	創傷.	9:	28	(2018)

３）池村巧，佐々木孝輔，工藤信，木村裕明，柏克彦，

小林誠一郎．凝固第 XIII 因子欠乏が原因と考えられ

る非典型的な出血をきたした 2 症例．日本形成外科学
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会会誌．37：627（2017）

４）後藤　文，長尾宗朝，三橋伸行，木村裕明，櫻庭　実，

小林誠一郎：頚椎症術後の菲薄化瘢痕を下部僧帽筋皮弁で置

換した 1 例 .	瘢痕・ケロイド治療ジャーナル．11：42（2017）

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１）Sakuraba	M：Reconstructive	microsurgery	 for	

Cancer	Patients	73rd	Annual	Clinical	Congress	of	

Philippine	College	of	Surgeons,	PAPRAS	symposium.	
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Video	Workshop.	Seoul,	Korea
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ａ）招聘講演等

１）櫻庭実 .　ザ・頭頸部再建　第 24 回横浜形成外科懇

話会．2017 年．横浜．

２）櫻庭実 .　シンポジウム，ベストプラクティスから

考える上顎再建の術式とコンセプト第 60 回日本形成

外科学会総会．2017 年 4 月．大阪 .

３）櫻庭実．シンポジウム．口腔がんに対する治療の最

適化～再建術の最適化．第 41 回日本頭頸部癌学会．

2017 年 6 月．大宮．

４）櫻庭実．シンポジウムマイクロサージャリーを用い

た頭頸部領域の再手術．頭頸部領域の再手術における

血管選択．第9回日本創傷外科学会．2017年7月．岐阜．

５）細谷優子．パネルディスカッション一次再建エキス

パンダー手術の合併症をいかに減らすか②．第 5 回日

本オンコプラスティックサージャリー学会総会，2017

年 9 月．東京．

６）櫻庭実．頭頸部再建　古今東北．第 23 回北日本頭

頸部癌治療研究会．特別講演．2017 年 10 月．仙台

７）櫻庭実 .　臓器別シンポジウム，それぞれの癌 - 乳

房再建の現状 .	第 55回日本癌治療学会．2017年 10月．

横浜．

ｂ）一般講演

１）木村裕明，新井雪彦，池村巧，櫻庭実，柏克彦 .	思

春期前の女児に対する乳房変形を予防した Nuss 変

法ーその長期経過についてー .	第 60 回日本形成外科

学会総会学術集会．2017 年 4 月．	大阪 .

２）本多孝之，新井雪彦，安岡智之，長尾宗朝，工藤信，
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放射線療法後の救済手術に再建手術を施行した症例の
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産婦人科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
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１）子宮頚癌に対する分子標的療法の研究

２）卵巣癌の発生・進展・治療効果に関わる molecular	
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２．周産期医学分野
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イメージングの学際的研究拠点｣ プロジェクト (cMRI

プロジェクト )

（１）胎児錐体路拡散テンソル画像の解析による先天性

脳形成障害の解明・診断への応用

（２）産後うつ病早期発見のためのエジンバラ式自己質

問表のスコアーと先進機能イメージングとの関連性

３．生殖医学分野

１）体外受精や内視鏡手術を含む総合的な不妊治療

２）着床不全の病態と治療法の検討

　　─子宮内膜ポリープなどの子宮内環境の検討

　　─着床に関連する内分泌因子の分子生物学的検討

３）造精障害の原因検索

　　─脊髄損傷後の造精障害の原因解明
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悪性リンパ腫に対する化学療法中に肺結核を発症した

妊産婦症例 .	第 53 回日本周産期・新生児医学会 .	2017

年 7 月 .	横浜 .	

12）千田	英之 ,	菊池	昭彦 ,	名取	徳子 ,	羽場	厳 ,	佐々木	

由梨 ,	金杉	知宣 ,	岩動	ちず子 ,	小山	理恵 ,	杉山	徹 .	

発育不全胎児と在胎週数相当発育胎児の表情− 4 次元

high-definition	 live	 (4D	HDlive) 超音波法を用いての

評価− .	第 53 回日本周産期・新生児医学会 .	2017 年

7 月 .	横浜

13）川村　花恵 ,	髙取　恵里子 ,	秋元　義弘 ,	佐藤　昌

之 .	当院での初回帝王切開術における Joel-Cohen 変

法，Pfannenstiel 法および正中切開法の比較検討 .	第

53 回日本周産期・新生児医学会 .	2017 年 7 月 .	横浜

14）永沢	崇幸 ,	深川	大輔 ,	深川	智之 ,	菅	寿子 ,	古武	陽

子 ,	佐藤	誠也 ,	小見	英夫 ,	千葉	淳美 ,	利部	正裕 ,	竹

内	聡 ,	刑部	光正 ,	石田	和之 ,	板持	広明 ,	菅井	有 ,	杉

山	徹 .	性腺芽腫を由来として発生したと考えられる

未分化胚細胞腫の一例 .	第 59 回日本婦人科腫瘍学会

学術講演会 .	2017 年 7 月 .	熊本

15）菅	安寿子 ,	深川	大輔 ,	永沢	崇幸 ,	佐藤	誠也 ,	小見	

英夫 ,	刑部	光正 ,	利部	正裕 ,	板持	広明 ,	菅井	有 ,	杉

山	徹 .	多発性粘液産生腫瘍の 1 例 .	第 59 回日本婦人

科腫瘍学会学術講演会 .	2017 年 7 月 .	熊本

16）深川	大輔 ,	刑部	光正 ,	山田	範之 ,	深川	智之 ,	菅	安

寿子 ,	古武	陽子 ,	佐藤	誠也 ,	千葉	淳美 ,	上杉	憲之 ,	

石田	和之 ,	板持	広明 ,	杉山	徹 ,	菅井	有 .	上皮成分に

種々の化生を伴う子宮体部腺肉腫の一例 .	第 59 回日

本婦人科腫瘍学会学術講演会 .	2017 年 7 月 .	熊本

17）古武	陽子 ,	佐藤	誠也 ,	千葉	淳美 ,	深川	大輔 ,	菅	安

寿子 ,	三浦	雄吉 ,	永沢	崇幸 ,	小見	英夫 ,	利部	正裕 ,	

竹内	聡 ,	板持	広明 ,	菅井	有 ,	杉山	徹 .	QOL	改善のた

め胃切除，大腸切除を施行したプラチナ製剤抵抗性再

発卵巣癌の 1 例 .	第 59 回日本婦人科腫瘍学会学術講

演会 .	2017 年 7 月 .	熊本

18）尾上	洋樹 ,	小見	英夫 ,	佐藤	千絵 ,	村井	正俊 ,	熊谷	

仁 ,	杉山	徹 .	術前処置のグリセリン浣腸が原因で血尿

と肛門部皮膚潰瘍を生じた 1 例 .	2017 年 9 月 .	第 57

回日本産婦人科内視鏡学会 .	倉敷

19）竹下	亮輔 ,	庄子	忠宏 ,	向井田	理佳 ,	佐々木	彩 ,	小

見	英夫 ,	尾上	洋樹 ,	熊谷	仁 ,	板持	広明 ,	杉山	徹 .	腹

腔鏡下単純子宮全摘術後と腹式単純子宮全摘術後の膀

胱機能の比較（第一報）.	第 57 回日本産科婦人科内視

鏡学会 .	2017	年 9 月 .	倉敷

20）佐藤	誠也 ,	板持	広明 ,	深川	大輔 ,	菅	安寿子 ,	苫米

地	英俊 ,	永沢	崇幸 ,	小見	英夫 ,	利部	正裕 ,	千葉	淳美 ,	

竹内	聡 ,	杉山	徹 .	再発リスクを有する IB-IIB 子宮頸

癌に対する術後補助化学療法の有効性に関する検討 .	

第 55 回日本癌治療学会学術集会 .	2017 年 10 月 .	横浜

21）千葉	洋平 ,	佐藤	誠也 ,	板持	広明 ,	杉山	徹 .	卵巣明

細胞癌に対する Aurora	kinase	A 阻害剤を用いた至

適併用化学療法の探索 .	第 55 回日本癌治療学会学術

集会 .	2017 年 10 月 .	横浜

22）小山	理恵 ,	岩動	ちず子 ,	川村	花恵 ,	佐々木	由梨 ,	

千葉	淳美 ,	杉山	徹 .	女性ヘルスケア外来で経験した

震災と関連する原発性無月経の症例 .	第 32 回日本女

性医学会 .	2017 年 11 月 .	大阪

23）小山	理恵 ,	岩動	ちず子 ,	佐々木	由梨 ,	名取	徳子 ,	

長尾	幸 ,	川村	花恵 ,	千田	英之 ,	羽場	厳 ,	金杉	知宣 ,	

菊池	昭彦 ,	杉山　徹 .	家族性多発性脂腺腫合併褥婦の

産科危機的出血 .	第 25 回日本胎盤学会学術集会 .	2017

年 11 月 .	長崎 .

24）尾上	洋樹 ,	村井	正俊 ,	竹下	真妃 ,	熊谷	仁 ,	杉山	徹 .	

子宮内膜ポリープの存在部位が妊娠に与える影響につ

いての後方視的検討 .	第 62 回日本生殖医学会学術講

演会 .	2017 年 11 月 .	下関

25）村井	正俊 ,	竹下	真妃 ,	尾上	洋樹 ,	熊谷	仁 ,	杉山	徹 .	

原因不妊症患者における抗核抗体の後方視的検討 .	第

62 回日本生殖医学会学術講演会 .	2017 年 11 月 .	下関
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26）佐藤	誠也 ,	千葉	洋平 ,	板持	広明 ,	岡田	有加 ,	深川	

大輔,	佐藤	千絵,	菅	安寿子,	苫米地	英俊,	三浦　雄吉,	

永沢	崇幸 ,	小見	英夫 ,	利部	正裕 ,	千葉	淳美 ,	竹内	

聡 ,	菅井	有 ,	杉山	徹 .	卵巣明細胞癌に対する Aurora	

kinase	A 阻害剤を用いた至適併用化学療法の探索 .	第

16 回日本婦人科がん分子標的研究会学術集会 .	2017

年 11 月 .	那覇

27）菅	安寿子 ,	永沢	崇幸 ,	佐藤	慎也 ,	刑部	光正 ,	石田	

和之 ,	利部	正裕 ,	竹内	聡 ,	板持	広明 ,	菅井	有 ,	杉山	

徹 .	子宮頸部小細胞癌の 1 例 .	第 56 回日本臨床細胞学

会（秋期大会）.	2017 年 11 月 .	福岡

28）田村	亮 ,	吉原	弘祐 ,	石黒	竜也 ,	森	裕太郎 ,	須田	一

暁 ,	山脇	芳 ,	佐藤	誠也 ,	板持	広明 ,	青木	陽一 ,	榎本	

隆之 .	子宮頸癌における治療標的キナーゼ融合遺伝子

の同定 .	第 16 回日本婦人科がん分子標的研究会学術

集会 .	2017 年 11 月 .	那覇

29）向井田	理佳 ,	梅本	実香 ,	後藤	高志 ,	野村	一雄 ,	高

橋	秀知 ,	倉本	雅規 ,	苫米地	怜 ,	縄田	興幸 .	八戸「い

のちを育む教育アドバイザー事業」について～市内中

学校に対する性教育の取り組み～ .	第 32 回女性医学

会 .	2017 年 11 月 .	京都

30）尾上	洋樹 ,	竹下	真妃 ,	村井	正俊 ,	熊谷	仁 ,	杉山	徹 .	

骨盤内うっ血症候群（Pelvic	Congestion	Syndrome）

の診断と治療に腹腔鏡下手術が有効であった 1 例 .	

2017 年 12 月 .	第 30 回内視鏡外科学会 .	京都

31）竹下	亮輔 .	腹腔鏡下単純子宮全摘術後の診断され

た卵巣ステロイド細胞腫瘍の一例 .	第 30 回日本内視

鏡外科学会 .	2017	年 12 月 .	京都

32）岩渕	玉枝 ,	山田	このみ ,	田中	陽 ,	木村	恵子 ,	竹下	

亮輔 ,	向井田	理佳 ,	庄子	忠宏 .	腹腔鏡下手術クリニカ

ルパスの作成と運用 .	第 18 回日本クリニカルパス学

会 .	2017 年 12 月 .	大阪

ｃ）その他

１）庄子	忠宏 .	JGOG3023 の登録促進のために .	第 16

回 JGOG 総会 .	卵巣がん委員会オープンディスカッ

ション .	2017 年 12 月 .	東京

④－２　国内学会発表（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）小山	理恵 ,	板持	広明 ,	杉山	徹 .	卵巣癌に対する 16

α -18F-fluoro-17 β -estradiol	 (18F-FES)	PET と 3D

画像解析の有用性 .		第 23 回 NMCC 共同利用研究会 .	

2017 年 5 月 .	盛岡 .	

２）永沢	崇幸 .	当科の婦人科癌における	ベバシズマブ

の使用症例の検討．第 12 回岩手骨盤外科研究会 .2017

年 10 月．盛岡

３）板持	広明 .	卵巣がん治療の新展開 .	第 27 回山形県

婦人科腫瘍研究会 .	2018 年 3 月 .	山形 .

４）板持	広明 .	子宮頸がんの早期発見と早期診断−妊

孕性温存をめざして	− .	平成 29 年度	がん早期診断講

演会 .	2018 年 3 月 .	盛岡 .

５）永沢	崇幸 .	女性ホルモンのライフサイクルマネジ

メント～子宮内膜症を含めて～．平成 29 年度岩手県

病院薬剤師会定例研究会 .	2017 年 7 月 .	盛岡

６）熊谷	仁 .	男性不妊治療と精子凍結について .	青森県

臨床産婦人科医会 .	2017 年 9 月 .	八戸

７）小山	理恵 ,	羽場	厳 ,	佐々木	由梨 ,	岡田	有加 ,	寺田	

幸 ,	川村	花恵 ,	金杉	知宣 ,	岩動	ちず子 ,	菊池	昭彦 ,	

杉山	徹 .	我が国と岩手県における DV・虐待と貧困の

問題 .	第 50 回岩手県母性衛生学会 .	2017 年 10 月 .	盛

岡

８）板持	広明 .	子宮頸がん診療における最近の話題 .	平

成 29 年度第 4 回盛岡県医師会母体保護法指定医研修

会 .	2017 年 10 月 .	青森 .

９）板持	広明 .	婦人科がん治療の新展開 .	第 139 回岩手

医学会秋季総会	日本医師会・岩手県医師会生涯教育

講座 .	2017 年 11 月 .	盛岡 .

10）庄子	忠宏 .	婦人科がんにおけるアバスチンの投与規

準について .	第 2 回　Gynecologic	Oncology	Meeting	

in	Hachinohe.	2018 年 2 月 .	八戸

ｂ）一般講演

１）金杉	知宣 ,	菊池	昭彦 ,	寺田	幸 ,	川村	花恵 ,	羽場	厳 ,	

佐々木	由梨 ,	岩動	ちず子 ,	小山	理恵 ,	杉山	徹 .	1 児

に Cantrell 五徴症を発症した１絨毛膜性双胎の 1 例 .	

平成 29 年度岩手産科婦人科学会学術講演会 .	2017 年

4 月 .	盛岡

２）川村　花恵 ,	髙取　恵里子 ,	秋元　義弘 ,	佐藤　昌

之.当院での初回帝王切開術におけるJoel-Cohen変法，

Pfannenstiel 法および正中切開法の比較検討 .	平成 29

年度岩手産科婦人科学会学術講演会 .	2017年 4月 .	盛岡

３）利部	正裕 ,	川村	英生 ,	村上	一行 ,	川村	花恵 ,	板持	

広明 ,	杉山	徹 ,	佐々木	裕 ,	吉野	直人 ,	村木	靖 .	腫瘍

溶解性ウイルスと化学療法を併用した子宮頸がん新規

治療法の検討 .	平成 29 年度岩手産科婦人科学会学術

講演会 .	2017 年 4 月 .	盛岡
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４）苫米地	英俊 ,	永沢	崇幸 ,	深川	大輔 ,	菅	安寿子 ,	小

見	英夫 ,	利部	正裕 ,	竹内	聡 ,	板持	広明 ,	杉山	徹 ,	刑

部	光正 ,	石田	和之 ,	菅井	有 .	性腺芽腫を由来として

発生したと考えられる未分化胚細胞腫の一例 .		平成

29 年度岩手産科婦人科学会学術講演会 .	2017 年 4 月 .	

盛岡

５）庄子	忠宏 ,	竹下	亮輔 ,	向井田	理佳 ,	髙取	恵里子 ,	

永沢	崇幸 ,	板持	広明 ,	杉山	徹 .	再発子宮頸がんの 1

例からベバシズマブ治療における２つのクリニカル

クエッションを考察する .	青森県婦人科腫瘍研究会

2017.	2017 年 5 月 .	青森

６）尾上	洋樹 ,	竹下	真妃 ,	村井	正俊 ,	熊谷	仁 ,	杉山	徹 .	

子宮内膜ポリープの存在部位が妊娠予後に与える影響

についての検討 .	第 143 回東北連合産科婦人科学会学

術講演会 .	2017 年 6 月 .	秋田

７）尾上	洋樹 ,	小見	英夫 ,	深川	智之 ,	菅	安寿子 ,	永沢	

崇幸 ,	利部	正裕 ,	熊谷	仁 ,	杉山	徹 .	子宮内膜異型増

殖症の診断で TLH 施行後子宮内膜癌と診断された 1

例 .	2017 年 6 月 .	第 143 回東北連合産科婦人科学会学

術講演会 .	2017 年 6 月 .	秋田

８）羽場	厳 ,	千田	英之 ,	佐々木	由梨 ,	金杉	知宣 ,	岩動	

ちず子 ,	小山	理恵 ,	菊池	昭彦 ,	杉山	徹 .	妊娠中に血

中肝酵素と胆汁酸の上昇を認め，原発性胆汁性肝硬変

が疑われた症例 .	第 143 回東北連合産科婦人科学会 .	

2017 年 6 月 .	秋田 .

９）三浦	雄吉 ,	羽場	厳 ,	千田	英之 ,	佐々木	由梨 ,	金杉	

知宣 ,	岩動	ちず子 ,	小山	理恵 ,	菊池	昭彦 ,	杉山	徹 .	

胎児超音波検査にて動脈管早期収縮と診断された1例 .	

第 143 回東北連合産科婦人科学会 .	2017年 6月 . 秋田 .

10）管	安寿子 ,	深川	大輔 ,	永沢	崇幸 ,	利部	正裕 ,	石田	

和之 ,	板持	広明 ,	菅井	有 ,	杉山	徹 .	松果体への孤発

性脳転移を来した再発卵巣漿液性癌の一例 .	第 143 回

東北連合産科婦人科学会学術講演会 .	2017 年 6 月 .	秋

田

11）千葉	洋平 ,	佐藤	誠也 ,	板持	広明 ,	千葉	淳美 ,	吉野	

直人 ,	村木	靖 ,	菅井	有 ,	杉山	徹 .	卵巣明細胞癌に対す

る Aurora	kinase	A	を標的とした新規治療法の開発 .	

第 143 回東北連合産科婦人科学会学術講演会 .	2017 年

6 月 .	秋田

12）永沢	崇幸．往来寒熱を伴う多彩な症状に対して小

柴胡湯が奏効した一例 .	第 27 回岩手漢方臨床研究会．

2017 年 6 月．盛岡

13）羽場	厳 ,	岡田	有加 ,	菅	安寿子 ,	川村	花恵 ,	寺田	幸 ,	

三浦	雄吉 ,	千田	英之 ,	佐々木	由梨 ,	金杉	知宣 ,	岩動	

ちず子 ,	小山	理恵 ,	菊池	昭彦 ,	伊藤	歩惟 ,	鳥谷	由貴

子 ,	小西	雄 ,	外舘	玄一朗 ,	松本	敦 ,	石川	健 .	他院よ

り紹介された胎児胸腔内病変の 3 症例 .	第 56 回岩手

周産期研究会 .	2017 年 8 月 .	盛岡

14）土屋	詩乃 ,	畑山	伸弥 ,	菅原	千裕 ,	川村英生 ,	佐藤

千絵 ,	小笠原敏浩 .	自然分娩後に診断された癒着嵌入

胎盤の一例 .	第 56 回岩手周産期研究会 .	2017 年 8 月 .	

盛岡

15）金杉	知宣 ,	川村	花恵 ,	寺田	幸 ,	羽場	厳 ,	佐々木	由

梨 ,	岩動	ちず子 ,	小山	理恵 ,	菊池	昭彦 ,	杉山	徹 .	妊

娠後期に羊水過多となり，出生後に先天性筋強直性ジ

ストロフィー 1 型と診断された 1 例 .	第 65 回北日本

産科婦人科学会学術講演会 .	2017 年 9 月 .	仙台

16）村井	正俊 ,	竹下	真妃 ,	尾上	洋樹 ,	熊谷	仁 ,	杉山	

徹 . 当院の不妊症患者における抗核抗体の検討 .	第 65

回北日本産科婦人科学会学術講演会 .	2017年 9月 .	仙台

17）寺田	幸 ,	岡田	有加 ,	川村	花恵 ,	羽場	厳 ,	佐々木	由

梨 ,	金杉	知宣 ,	岩動	ちず子 ,	小山	理恵 ,	菊池	昭彦 ,	

杉山	徹 .	妊娠中の腰椎椎間板ヘルニアによる腰痛に

対し芍薬甘草湯が著効した一例 .	第 65 回北日本産科

婦人科学会学術講演会 .	2017 年 9 月 .	仙台

18）岡田	有加 ,	羽場	厳 ,	佐々木	由梨 ,	寺田	幸 ,	川村	花
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小児科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 小　山　耕太郎

	 准教授	 遠　藤　幹　也

	 特任准教授	 亀　井　　　淳

	 講師	 高　橋　　　信	 石　川　　　健

	 	 赤　坂　真奈美

	 特任講師	 平　井　大　士

	 助　教	 松　本　　　敦	 外　舘　玄一朗

	 	 和　田　泰　格	 小　西　　　雄

	 	 荒　谷　菜　海	 中　野　　　智

	 	 鳥　谷　由貴子

	 任期付助教	 古　川　ひろみ	 草　野　修　司

	 	 朝　倉　賀　子	 三　浦　翔　子

	 	 塩　畑　　　健	 滝　沢　友里恵

	 	 渡　辺　裕　太

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．サーファクタントに関する研究

　　サーファクタントの成分である疎水性のサーファクタン

ト蛋白（SP-B，SP-C）について，人工サーファクタント

製剤中の含有量を測定した（論文掲載）．

２．胎児心エコースクリーニング体制の構築

　　本県産科医療施設の医師，超音波技師等を対象に胎児心

エコースクリーニング法の講演と実習を行っている．また，

遠隔診断支援システムを整備している．

３．早産時動脈管開存症の発症要因に関する研究

　　周産期管理方法の変化が早産時動脈管開存症の発症に与

える影響について検討している .

４．心臓超音波遠隔画像診断に関する研究

　　スケーラブル映像符号化技術を用いてリアルタイム遠隔

読影に必要な画質と帯域を確認した（論文掲載）．この条

件を満たし，胎児から成人まで広い年齢層を対象とした遠

隔医療に利用可能なテレビ会議システムを岩手県とその周

辺地域に構築し，運用している．

５．二次元スペックルトラッキング法による新生児の心筋

運動の研究

　　本法により移行循環における新生児の心筋運動の特異性

を評価した（論文掲載）．

６．先天性心疾患のカテーテル治療に関する研究

　　心房中隔欠損症や動脈管開存症，冠動静脈瘻，肺動脈弁

狭窄，肺動脈狭窄，大動脈狭窄，腎動脈狭窄に対するカテー

テル治療の有用性と安全性を検討した（論文掲載）．

７．制御性 T 細胞（Treg；CD4+CD25+Foxp3+T	cell）測

定による免疫寛容の研究

　　早産児と正期産児の臍帯血で Treg を測定し，早産児で

高値であることを示した．また，Treg の特異的マーカー

として FoxP3 と同様に CD127 も有用であることを示した

（論文掲載）．

８．小児の血管腫，リンパ管腫に対するプロプラノロールに

よる治療研究

　　美容的，機能的に問題があるか，潰瘍を形成した小児血

管腫，リンパ管腫症例にプロプラノロールを投与している．

９．食物アレルギー負荷試験および経口免疫療法（食事療法）

についての研究

　　食物アレルギー患者への食物負荷試験および経口免疫療

法の有用性と安全性について検討を行っている .

10．磁気共鳴分光法を用いた脳内代謝物質による新生児重症

仮死の高精度予後予測法の開発

　　3-tesla	MRI による高感度 1H-MRS を用いた脳内代謝産

物の測定により，重症仮死児の予後を予測する研究を行っ

ている．

11．早産児の発達予後に関する研究

　　NICU 開設当初（1982 年）から 24 年間に入院した超早

産児（在胎 28 週未満）の，6 歳児知的発達予後に関わる

リスク因子を解析した（論文掲載）．

12．早産児の自尊心調査

　　学齢期に達した超早産児の自尊心の発達に関わる社会・

環境・神経心理学的因子との関連に関する調査を行った（論

文掲載）．

13．急性血液浄化療法に関する研究

　　超低出生体重児に使用可能な低容量体外循環システムを

開発し，その安全性の評価ならびに血液循環ポンプの改良

を行っている .
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14．排尿機能障害の病態解明と治療法の研究

　　小児神経因性膀胱に対する夜間導尿の専用カテーテルを

開発し，その有用性と安全性を検討した（論文掲載）．

15．NICU を退院した超低出生体重児の低身長の予測因子の

解析

　　超低出生体重児が６歳時点で低身長になる予測因子を解

析し，成長ホルモン補充療法の適応に関して研究を行って

いる．

16．早産児の甲状腺機能と母乳中ヨウ素の研究

　　早産児の低サイロキシン血症とヨウ素過剰による甲状腺

機能低下症との関連を検討中である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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artery	fistula	using	the	occlusion	test.	Case	Rep	

Cardiol	22;2018:7505283.	doi:	10.1155/2018/7505283.

①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）松本　敦：母乳育児には defect はあるか？あると

すれば予防はあるか？貧血と黄疸．日母乳哺育会誌．

11：85-89．

２）松本　敦：ちょっと気になる新生児．搬送すべき判

断は？低体温．周産期医．47：	1328-1330．

３）松本　敦：新人ナースのための超早わかり！新生

児疾患・症状きほんナビ 40．早産児編．真菌感染症．

Neonatal	Care．30：432-431．
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M,	Chida	S:	Successful	management	of	a	3-year-old	

girl	with	fulminant	Guillain-Barré	syndrome.	14th	

Asian	and	Oceanian	Child	Neurology	Congress.	May.	

─	135	─



Fukuoka.	
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　シンポジウム
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現状と新生児科医確保に向けた提言．第 53 回日本周

産期・新生児医学会．7 月．横浜．

ｂ）一般講演

１）＊村上良子，亀井　淳，＊宮武聡子，赤坂真奈美，
＊輿水江里子，荒谷菜海，＊水無瀬学，＊松本直通，
＊木下タロウ：新規の先天性 GPI 欠損症．PIGB 欠損

症について．第 59 回日本小児神経学会．5 月．東京．

２）西見早映子 ,	 朝倉賀子 ,	 三浦翔子 ,	 平井大士 ,	

高田　彰 ,	石川　健 ,	遠藤幹也 ,	千田勝一：High	flow	

continuous	hemodiafiltration	（CHDF）が有効であっ

た腫瘍崩壊症候群（tumor	lysis	syndrome,	TLS）．第

52 回日本小児腎臓病学会．6 月．東京．

３）塩畑　健 ,	伊藤歩惟 ,	和田泰格 ,	天野　怜 ,	有末篤弘 ,	

水野　大 ,	千田勝一：開腹して腹腔鏡補助下に胃内摘

出が必要であったビニール手袋異食症．第 31 回日本

小児救急医学会．6 月．東京．

４）＊建部俊介 ,	＊坂田泰彦 ,	＊杉村宏一郎 ,	＊紺野　亮 ,	
＊安達　理 ,	 ＊木村正人 ,	 ＊立野　滋 ,	 ＊中島弘道 ,	

小山耕太郎 ,	＊齋木佳克 ,	＊下川宏明．成人先天性心疾

患患者の肺高血圧症．多施設登録研究から．第 2 回日

本肺高血圧・肺循環学会学術集会．6 月．札幌．

５）＊伊藤記彦 ,	 ＊船水康陽 ,	 ＊神　大輔 ,	 ＊新谷香織 ,	
＊佐々木絵里奈 ,	＊稲葉綾香 ,	＊三木　俊 ,	小山耕太郎 ,	
＊建部俊介．BMPR2 遺伝子変異に ASD が合併した

HPAH に対する肺移植例．第 42 回日本超音波検査学

会．6 月．福岡．

６）高橋　信 ,	 ＊腰山　誠 ,	 滝沢友里恵 ,	 中野　智 ,	

猪飼秋夫 ,	小山耕太郎：岩手県の学校心臓検診の現状．

平成 27 年の心臓検診の検討から．第 53 回日本小児循

環器学会．7 月．浜松．

７）近藤良一 ,	猪飼秋夫 ,	小泉淳一 ,	萩原敬之 ,	岡林　均 ,	

滝沢友里恵 ,	中野　智 ,		高橋　信 ,	小山耕太郎：当院

での低出生体重児に対する肺動脈絞扼術の検討．第

53 回日本小児循環器学会．7 月．浜松．

８）草野修司 ,	 松本　敦 ,	 松本聡子 ,	 鳥谷由貴子 ,	

小西　雄 ,	外舘玄一朗 ,	千田勝一：当院におけるサー

ファクタント補充療法を受けた呼吸窮迫症候群児の成

績．最近の補充後の反応型と短期予後．第 53 回日本

肺サーファクタント・界面医学会．9 月．新潟．

９）平井大士 , 	 朝倉賀子 , 	 三浦翔子 , 	 遠藤幹也 , 	

小山耕太郎：移植後治療として Rituximab を使用し

た再発時移植ALLの1例．第79回日本血液学会総会．

9 月．東京．

10）遠藤幹也 , 	 三浦翔子 , 	 朝倉賀子 , 	 平井大士 , 	

小山耕太郎：クリゾチニブは腫瘍細胞を根絶できない

（Crizotinib	cannot	kill	a	neoplastic-cell	completely）．

第 79 回日本血液学会総会．9 月．東京．

11）林　祐子 ,	遠藤幹也 ,	小山耕太郎：関節型若年性関

節炎を合併した 22 ｑ 11.2 欠失症の 1 例．第 27 回日

本小児リウマチ学会 .	9 月．京都．

12）吉田太郎 ,	朝倉賀子 ,	三浦翔子 ,	平井大士 ,	遠藤幹也 ,	

小山耕太郎：下肢の蜂窩織炎から敗血症に進行した激

症型 A 群溶血性レンサ球菌感染症の 1 例．第 49 回日
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本小児感染症学会．9 月．金沢．

13）和田泰格 ,	小山耕太郎：先天性副腎過形成の成人 2

例で経験した問題．第51回日本小児内分泌学会．9月．

大阪．

14）＊紺野　亮 ,	＊建部俊介 ,	＊坂田泰彦 ,	＊杉村宏一郎 ,	
＊佐藤公雄 ,	 ＊白戸　崇 ,	 ＊安達　理 ,	 ＊木村正人 ,	
＊立野　滋 ,	 ＊中島弘道 ,	小山耕太郎 ,	 ＊齋木佳克 ,	
＊下川宏明：肺動脈性肺高血圧症を合併する成人先天

性心疾患患者の性差について．第 8 回国際性差医療学

会．9 月．仙台．

15）浮津真弓 ,	村上洋一 ,	谷藤幸子 ,	外館玄一朗 ,	小西	雄 ,	

松本	敦 ,	小山耕太郎：生後早期にショックで発症し

た極長鎖アシル CoA 脱水素酵素欠損症の 1 例．第 62

回日本新生児成育医学会．10 月．さいたま．

16）及川慶介 ,	鳥谷由貴子 ,	松本　敦 ,	高清水奈央 ,	

小西　雄 ,	外舘玄一朗 ,	小山耕太郎：出生前診断が困

難な喉頭腫瘍による気道閉塞のため救命できなかった

1例．第62回日本新生児成育医学会．10月．さいたま．

2018 ～

１）小泉淳一，岩瀬友幸，上田寛修，滝沢友里恵，

中野　智，高橋　信，小山耕太郎，金　一：成人期に

診断された BWG 症候群に対し左冠動脈移植 ,	僧帽弁

形成術を施行した 1 例．第 21 回日本成人先天性心疾

患学会．1 月．岡山 .

２）岩瀬友幸，小泉淳一，上田寛修，滝沢友里恵，

中野　智，高橋　信，小山耕太郎，鎌田　武，

金　一：大動脈縮窄に対するパッチ形成後仮性瘤に対し

て Extra-anatomical	bypass 及び仮性瘤塞栓術を施行し

た1例．第21回日本成人先天性心疾患学会．1月．岡山．

３）遠藤幹也，三浦翔子，朝倉賀子，平井大士，

小山耕太郎：Ruxolitinib	 for	steroid	resistant	acute	

or	chronic	GVHD．第40回日本造血細胞移植学会総会．

2 月．札幌 .

４）高橋　信，滝沢友里恵，渡辺悠太，中野　智，小泉淳一，

小山耕太郎：当院の肺高血圧に対する肺血管拡張療法

の検討．第 24 回日本小児肺循環研究会．	2 月．東京 .	

５）小泉淳一，岩瀬友幸，渡辺悠太，滝沢友里恵，

中野　智，高橋　信，金　一，小山耕太郎：中心肺動

脈欠損，両側動脈管，単心室に対し中心肺動脈再建術

を施行した 2 症例．第 24 回日本小児肺循環研究会 .	2

月．東京 .	

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

　特別講演

１）小山耕太郎：人口減少時代の小児科．第 16	回東北

外来小児科研究会．7 月．盛岡．

２）小山耕太郎：人口減少時代の小児医療．平成 29 年

度岩手県立療育センター療育研修会．10 月．盛岡．

３）小山耕太郎：岩手医科大学附属病院循環器医療セン

ター 20 年の歩み．岩手医科大学附属病院循環器医療

センター 20 周年記念祝賀会．10 月．盛岡．

　教育講演

１）赤坂真奈美：熱性けいれんガイドライン 2015 につ

いて．第139回日本小児科学会岩手地方会．6月．盛岡．

２）松本　敦：新病院設計を通して考える超包括的新生

児医療．広域医療連携から FCC まで．第 1 回東北新

生児セミナー．6 月．仙台．

３）中野　智：先天性心疾患の心臓カテーテル検査 .	第

55 回東北循環器撮影研究会．6 月．盛岡．

４）高橋　信：Investigation	of	pulmonary	hypertension	

treatment	at	a	single	pediatric	 institution.	Professor	

Maurice	Beghetti	PAH	Conference．12 月．盛岡．

５）小山耕太郎 : 肺高血圧診療のニューパラダイム．第

69 回北日本小児科学会．9 月 .	札幌 .

６）石川　健：小児の輸液療法の基本．第 140 回日本小

児学会岩手地方会．12 月．盛岡．

　帰朝講演

１）西見早映子：欧州病院見学を終えて．第 139 回日本

小児科学会岩手地方会．6 月．盛岡．

ｂ）一般講演

１）遠藤幹也 ,	朝倉賀子 ,	平井大士 ,	三浦翔子 ,	小山耕

太郎 ,	＊平崎智也 ,	＊越前屋竹寅 ,	＊遠野千佳子 ,	＊今村

俊彦 :	移植後治療として Rituximab を使用した再発時

移植ALLの1例．第70回東北小児白血病研究会．4月．

仙台．

２）滝沢友里恵 ,	渡辺悠太 ,	中野　智 ,	岩瀬友幸 ,	小泉

淳一 ,	高橋　信 ,	小山耕太郎：出生前診断に基づき，

出生直後のステント挿入術を含む治療戦略で対応した

総肺静脈還流異常症の 1 例．第 7 回	東北小児循環器

懇話会．5 月．仙台．

３）高橋　信 ,	滝沢友里恵 ,	中野　智 ,	小山耕太郎：左

線維筋性異形成（FMD）の腎動脈狭窄と右多嚢胞性

異形成（MCDK）を合併した難治性高血圧の若年例．
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第 7 回東北小児循環器懇話会．5 月．仙台．

４）和田泰格 ,	 小山耕太郎 ,	 遠藤正宏 ,	 髙澤　啓 ,	

鹿島田健一：学校検尿を契機に A 型インスリン抵抗

症と診断した 11 歳女児．第 139 回	日本小児科学会岩

手地方会．6 月．盛岡．

５）浮津真弓 , 	 谷藤幸子 , 	 村上洋一 , 	 村上淳子 , 	

外舘玄一朗：生後早期にショックで発症した極長鎖ア

シル CoA 脱水素酵素（VLCAD）欠損症の１例．第

139 回	日本小児科学会岩手地方会．6 月．盛岡．

６）滝沢友里恵 ,	 高橋　信 ,	 渡辺悠太 ,	 中野　智 ,	

小山耕太郎：カテコラミン誘発性多形成心室頻拍によ

る失神．第 139 回	日本小児科学会岩手地方会．6 月．

盛岡．

７）浅見麻耶 ,	 亀井　淳 ,	 荒谷菜海 ,	 赤坂真奈美 ,	

小山耕太郎 ,	藤田友嗣：ジフェンヒドラミン，ジプロ

フィリン配合薬大量服薬による急性中毒．第 139 回日

本小児科学会岩手地方会．6 月．盛岡．	

８）昆野理恵子 ,	＊前屋竹寅 ,	＊遠野千佳子 ,	林　祐子 ,	

滝沢友里恵：当院で経験した Adams-Oliver 症候群の

1例．第139回日本小児科学会岩手地方会．6月．盛岡．

９）吉田太郎 ,	朝倉賀子 ,	三浦翔子 ,	平井大士 ,	遠藤幹也 ,	

小山耕太郎：下肢の蜂窩織炎から敗血症に進行した激

症型 A 群溶血性レンサ球菌感染症の 1 例．第 139 回

日本小児科学会岩手地方会．6 月．盛岡．

10）亀井　淳 ,	 赤坂真奈美 ,	 荒谷菜海 ,	 鈴木　悠 ,	

浅見麻耶 ,	谷藤幸子 ,	白倉正博 ,	小山耕太郎：ミダゾ

ラム持続点滴離脱のために ACTH 療法を施行した難

治性てんかん幼児例．	第 11 回日本てんかん学会東北

地方会．7 月．仙台．

11）赤坂真奈美 ,	 亀井　淳 ,	 荒谷菜海 ,	 浅見麻耶 ,	

谷藤幸子 ,	松本　敦 ,	外舘玄一朗 ,	小西　雄 ,	鳥谷由貴

子 ,	小山耕太郎：3	tesla	proton	magnetic	resonance	

spectroscopy	（1H-MRS）を用いた重症仮死児の脳内

生化学的評価．　　第 56 回岩手周産期研究会．8 月．	

盛岡．

12）鳥谷由貴子 ,	松本　敦 ,	吉田太郎 ,	高清水奈央 ,	

草野修司 ,	小西　雄 ,	外舘玄一朗 ,	小山耕太郎：軽症

新生児仮死と判断したが重篤な後遺症をきたした新生

児例．第 56 回岩手周産期研究会．8 月．盛岡．

13）浅見麻耶 ,	 亀井　淳 ,	 中軽米美里 ,	 松本聡子 ,	

赤坂真奈美 ,	荒谷菜海 ,	谷藤幸子 ,	小山耕太郎 ,	千田

勝一：超早産児の就学時知的障害とその危険因子解析．

第 56 回岩手周産期研究会．8 月．盛岡．	

14）及川慶介 ,	鳥谷由貴子 ,	松本　敦 ,	高清水奈央 ,	

小西　雄 ,	外舘玄一朗 ,	小山耕太郎：喉頭腫瘍による

気道閉塞のため救命できなかった 1 例．第 56 回岩手

周産期研究会．8 月．盛岡．

15）羽場　厳 ,	岡田有加 ,	菅安寿子 ,	川村花恵 ,	寺田　幸 ,	

三浦雄吉 , 	 千田英之 , 	 佐々木由梨 , 	 金杉知宣 , 	

岩動ちず子 ,	 小山理恵 ,	 菊池昭彦 ,	 伊藤歩惟 ,	

鳥谷由貴子 ,	 小西　雄 ,	 外舘玄一朗 ,	 松本　敦 ,	

石川　健：他院より紹介された胎児胸腔内病変の 3 症

例．第 56 回岩手周産期研究会．8 月．盛岡．

16）及川慶介 ,	鳥谷由貴子 ,	松本　敦 ,	高清水奈央 ,	

小西　雄 ,	外舘玄一朗 ,	小山耕太郎：喉頭腫瘍による

気道閉塞のため救命できなかった 1 例．第 69 回北日

本小児科学会．9 月．札幌．

17）伊藤歩惟 ,	 塩畑　健 ,	 和田泰格 ,	 高清水奈央 ,	

鳥谷由貴子 ,	松本　敦 ,	小山耕太郎：初発症状と経過

が異なった中腸軸捻転症の 2 例 .	第 69 回北日本小児

科学会．9 月．札幌．

18）和田泰格：小児に導入した CSII や SAP の現状．第

4 回岩手 1 型糖尿病研究会．9 月．盛岡．

19）冨澤洋子 ,	伊藤　潤 ,	鈴木　悠 ,	大津　修 ,	渕向　透 ,	

和田泰格：低血糖発作と低身長を契機に診断された複

合型下垂体前葉機能低下症の 1 例．第 6 回岩手県立病

院総合学会．9 月．盛岡．

20）赤坂真奈美 ,	 亀井　淳 ,	 荒谷菜海 ,	 浅見麻耶 ,	

谷藤幸子 ,	松本　敦 ,	外舘玄一朗 ,	小西　雄 ,	鳥谷由

貴子 ,	小山耕太郎 :	3	tesla	proton	magnetic	resonance	

spectroscopy	（1H-MRS）を用いた重症仮死児の脳内

生化学的評価．第 23 回日本小児神経学会東北地方会．

10 月．盛岡．

21）高橋　信 ,	 滝沢友里恵 ,	 渡辺悠太 ,	 中野　智 ,	

岩瀬友幸 ,	小泉淳一 ,	小山耕太郎：当院の ASD カテー

テル治療の検討．第52回東北小児心臓病研究会．11月．

仙台．

22）松本聡子 , 	 田金星都 , 	 戸田博之 , 	 高橋　信 , 	

滝沢友里恵 ,	 渡辺悠太 ,	 中野　智 ,	 和田泰格 ,	

小山耕太郎：小児期発症の冠攣縮性狭心症の 1 例．第

140 回日本小児科学会岩手地方会．12 月．盛岡．

23）林　祐子 ,	昆野理恵子 ,	＊遠野千佳子 ,	＊越前屋竹寅：

当科で経験した小児家族性高コレステロール血症

（FH）の 4 例．第 140 回日本小児科学会岩手地方会．
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12 月．盛岡．

24）高清水奈央 ,	 平井大士 ,	 朝倉賀子 ,	 三浦翔子 ,	

遠藤幹也 ,	小山耕太郎 :	持続する嘔吐と体重増加不良

を認めた脳幹部腫瘍の 1 例．第 140 回日本小児科学会

岩手地方会 .	12 月．盛岡．

25）伊藤歩惟 , 	 塩畑　健 , 	 松本　敦 , 	 和田泰格 , 	

高清水奈央 ,	鳥谷由貴子 ,	小西　雄 ,	外舘玄一朗 ,	

小山耕太郎：新生児期発症の中腸軸捻転症．初発症状

と臨床経過．第 140 回日本小児科学会岩手地方会．12

月．盛岡．

26）吉田太郎 ,	 松本　敦 ,	 草野修司 ,	 高清水奈央 ,	

鳥谷由貴子 ,	小西　雄 ,	外館玄一朗 ,	小山耕太郎：フィ

ンランド型先天性ネフローゼ症候群の家族歴を有する

双胎例．			第 140回日本小児科学会岩手地方会 .	12月．

盛岡．

27）冨澤洋子 ,	伊藤歩惟 ,	伊藤　潤 ,	鈴木　悠 ,	大津　修 ,	

渕向　透 ,	和田泰格：低血糖と低身長を契機に下垂体

前葉機能低下症と診断した 2 歳女児．第 140 回日本小

児科学会岩手地方会．12 月．盛岡．

28）林　理奈 ,	 庄子諒一 ,	 漆久保明子 ,	 高松詩織 ,	

外舘玄一朗 ,	松本　敦 ,	小西　雄 , 鳥谷由貴子 ,	小山耕

太郎：新生児重症度スコアと予後予測．第 140 回日本

小児科学会岩手地方会．12 月．盛岡．

2018 ～

a）招聘講演等

　特別講演

１）小山耕太郎：これからの岩手の小児医療：人口減少

時代を生きる．平成 29 年度小児科初期救急医師研修

事業ブロック別医師研修会．	2 月．二戸．

２）小山耕太郎：人口減少時代における岩手の新生児・

小児医療．北上医師会母子保健講演会．2 月 .	北上．

　教育講演

１）高橋　信：多彩な小児の肺高血圧像とその治療．

実臨床から治療をフィードバックする．CHD-PAH	

Conference	in	Yamagata.	3 月．山形．

ｂ）一般講演

１）高橋　信，滝沢友里恵，渡辺悠太，中野　智，

吉田太郎，小山耕太郎：植込み型心臓モニターを用い

た小児の管理．第 56 回	岩手県小児保健学会．2 月．

盛岡 .

２）星真太郎，田中温子，桃李英莉，及川健人，木村孝次，

荒谷菜海，赤坂真奈美，亀井　淳，小山耕太郎：イン

フルエンザ菌 b 型ワクチン・小児用肺炎球菌ワクチ

ン普及後の小児細菌性髄膜炎患者の特徴．第 56 回岩

手県小児保健学会．2 月．盛岡．

３）草野修司，赤坂真奈美，谷藤幸子，浅見麻耶，

荒谷菜海，亀井　淳，松本　敦，鳥谷由貴子，小西　雄，

外舘玄一朗，小山耕太郎：遺伝性血栓性素因が原因と

考えられる胎児水頭症の新生児例．第 57 回岩手周産

期研究会．3 月．盛岡．

４）滝沢友里恵，高橋　信，中野　智，松本　敦，

小山耕太郎，小泉淳一：出生前診断に基づき，計画的

な治療戦略で対応した，無脾症，総肺静脈還流異常症

の 1 例．第 57 回岩手周産期研究会．3 月．盛岡．

５）吉田太郎，松本　敦，高清水奈央，草野修司，

鳥谷由貴子，小西　雄，外舘玄一朗，石川　健，小山

耕太郎：フィンランド型先天性ネフローゼ症候群の家

族歴を有する双胎例．第57回岩手周産期研究会．3月．

盛岡．

６）相磯愛聖，山本敦子，小野寺直人，鈴木啓二朗，

諏訪部章，松本　敦，小山耕太郎：新生児集中治療室

におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌保菌のリスク

因子と予後に関する研究．第 57 回岩手周産期研究会．

3 月．盛岡．

⑤－２　国内学会主催

第 7 回東北小児循環器懇話会．5 月．仙台．

第 139 回日本小児科学会岩手地方会．6 月．盛岡．

第 56 回岩手周産期研究会．8 月．盛岡．

第 23 回日本小児神経学会東北地方会．10 月．盛岡．

平成 29 年度こどもの健康フォーラム．10 月．盛岡．

第 140 回日本小児科学会岩手地方会．12 月．盛岡．

Professor	Maurice	Beghetti	PAH	Conference．12月．盛岡．

2018 ～

第 56 回岩手小児保健学会．2 月．盛岡．

第 24 回日本小児肺循環研究会 .	2 月．東京 .

第 57 回岩手周産期研究会．3 月．盛岡．

国内共同研究参加

１．周産期母子医療センターネットワークの構築に関する

多施設共同研究

２．新生児低体温療法に関する多施設共同研究

３．早産児脳性麻痺の予防に関する多施設共同研究

４．小児 B 前駆細胞性急性リンパ性白血病に対する多施
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設共同第 II 相および第 III 相臨床試験

５．小児フィラデルフィア染色体陽性急性リンパ性白血病

に対するチロシンキナーゼ	阻害剤併用化学療法の第 II

相臨床試験

６．小児および若年成人における T 細胞性急性リンパ性

白血病に対する多施設共同第 II 相臨床試験

７．若年性骨髄単球性白血病に対する静注用 Bu	+	Flu	+	

L-PAM 前処置法による同種造血幹細胞移植第 II 相臨床

試験

８．ダウン症候群に発症した小児急性骨髄性白血病の微小

残存病変検索の実施可能性とその有用性を探索するパイ

ロット試験

９．厚生労働科学研究費補助金，肝炎等克服緊急対策研究

事業．岩手県小学生の生活習慣病予防健診を利用した B	

型肝炎感染調査

10．厚生労働科学研究費補助金．健康安全・危機管理対策

総合研究事業．岩手県における東日本大震災被災者の支

援を目的とした大規模コホート研究．

11．国立研究開発法人日本医療研究開発機構 ,	循環器疾患・

糖尿病等生活習慣病対策実用化研究事業 .	成人先天性心

疾患の遠隔期合併症・問題点の解明とリスク低減への対

処法開発に関する研究

12．国立研究開発法人日本医療研究開発機構低酸素性虚血

性脳症に対する自己臍帯血幹細胞治療に関する研究
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耳鼻咽喉科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　藤　宏　昭

	 准教授	 平　海　晴　一

	 助　教	 桑　島　　　秀	 嶋　本　記里人

	 	 阿　部　俊　彦	 齋　藤　大　輔

	 	 川　岸　和　朗	 土　田　宏　大

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
聴覚とその障害の研究

１．急性感音難聴の研究

　　感音難聴は一般に予後は不良であるが，その中にあって

急性感音難聴は難聴の治癒あるいは改善が期待される疾患

である．これらの聴力の経過から聴覚生理機能のメカニズ

ムを追求すると共に，画像診断を用いて聴覚障害の病態を

評価する．対象とする主な疾患は以下のものである．突発

性難聴の研究，中毒性難聴の研究，メニエール病の研究，

心因性難聴の研究．同時に感音難聴の治療体系を確立する．

２．人工内耳の研究

　　両側高度難聴者（言語取得後失聴者，小児の先天性難聴）

に対して人工内耳埋込術を施行し，その言語獲得能に対す

る種々の要因を研究する．

３．小児難聴，老人性難聴および遺伝性難聴の研究

　　遺伝性難聴，特に近年遺伝因子による聴覚障害の研究が

進められ，難聴の病態解明と同時にその病因の追及が行わ

れている．今後小児難聴例，老人性難聴例および原因不明

進行性感音難聴例を対象として遺伝学的面から難聴の研究

を行う．

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 6 名

研究員 研究生 研修生
1 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 1 名 1 名

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）＊Noguchi	Y,	＊Fukuda	S,	＊Fukushima	K,	＊Gyo	K,	
＊Hara	A,	＊Nakashima	T,	＊Ogawa	K,	＊Okamoto	

M,	Sato	H,	＊Usami	S,	＊Yamasoba	T,	＊Yokoyama	T,	
＊Kitamura	K:	A	nationwide	study	on	enlargement	

of	the	vestibular	aqueduct	in	Japan.　Auris	Nasus	

Larynx	　44(1):33-39,	2017

２）Hiraumi	H,	Kanemaru	S,	Miura	M,	Yamamoto	

N,	Sakamoto	T,	Ito	J.	Histopathological	evaluation	

and	long-term	results	of	soft	tissue	preservation	

technique	in	cholesteatoma	surgery.	Eur	Arch	

Otorhinolaryngol.	274(2):711-714,2017

３）Hiraumi	H,	Sato	H,	Ito	J:	Paper	craft	temporal	bone	

in	the	first	step	of	anatomy	education.	Auris	Nasus	

Larynx	44(3):277-281,2017

４）Morita	S,	Fujiwara	K,	Fukuda	A,	Fukuda	S,	Nishio	

SY,	Kitoh	R,	Hato	N,	Ikezono	T,	Ishikawa	K,	Kaga	

K,	Matsubara	A,	Matsunaga	T,	Murata	T,	Naito	

Y,	Nishizaki	K,	Ogawa	K,	Sano	H,	Sato	H,	Sone	

M,	Suzuki	M,	Takahashi	H,	Tono	T,	Yamashita	

H,	Yamasoba	T,	Usami	S:	The	clinical	features	

and	prognosis	of	mumps-associated	hearing	loss:	

a	retrospective,	multi-institutional	investigation	in	

Japan.	Acta	Otolaryngol,	137:sup565,	S44-S47,	2017	

５）Sato	H,	Kuwashima	S,	Nishio	SY,	Kitoh	R,	Fukuda	

S,	Hara	A,	Hato	N,	Ikezono	T,	Ishikawa	K,	Iwasaki	S,	

Kaga	K,	Matsubara	A,	Matsunaga	T,	Murata	T,	Naito	

Y,	Nakagawa	T,	Nishizaki	K,	Noguchi	Y,	Ogawa	K,	

Sano	H,	Sone	M,	Shojyaku	H,	Takahashi	H,	Tono	T,	

Yamashita	H,	Yamasoba	T,	Usami	S:	Epidemiological	

survey	of	acute	low-tone	sensorineural	hearing	loss.	

Acta	Otolaryngol,	137:sup565,	S34-S37,	2017	　

６）Okada	M,	Hato	N,	Fukuda	S,	Nishio	SY,	Kitoh	R,	

Ogawa	K,	Kanzaki	S,	Sone	M,	Fukuda	S,	Hara	A,	

Ikezono	T,	Ishikawa	K,	Iwasaki	S,	Kaga	K,	Kakehata	

S,	Matsubara	A,	Matsunaga	T,	Murata	T,	Naito	Y,	

Nakagawa	T,	Nishizaki	K,	Noguchi	Y,	Sano	H,	Sato	

H,	Suzuki	M,	Shojyaku	H,	Takahashi	H,	Takeda	H,	
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effect	of	initial	treatment	on	hearing	prognosis	
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137:sup565,	S30-S33,	2017

７）Yoshida	T,	Sone	M,	Kitoh	R,	Nishio	SY,	Ogawa	

K,	Kanzaki	S,	Hato	N,	Fukuda	S,	Hara	A,	Ikezono	
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Matsubara	A,	Matsunaga	T,	Murata	T,	Naito	Y,	

Nakagawa	T,	Nishizaki	K,	Noguchi	Y,	Sano	H,	Sato	H,	

Suzuki	M,	Shojyaku	H,	Takahashi	H,	Takeda	H,	Tono	

T,	Yamashita	H,	Yamasoba	T,	Usami	S:	Idiopathic	

sudden	sensorineural	hearing	loss	and	acute	low-
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sensorineural	hearing	loss	in	Japanese	patients.	Acta	

Otolaryngol,	137:sup565,	S17-S23,	2017

10）Tsuchida	K,	Sugai	T,	Uesugi	N,	Ishida	K,	Matsuura	

K,	Sato	I,	Shiga	K,	Sato	H:	Expression	of	cell	cycle-

related	proteins	in	oropharyngeal	squamous	cell	
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Oncology	Reports	38：908-916，2017

11）Ikezono	T,	Matsumura	T,	Matsuda	H,	Shikaze	

S,	Saito	S,	Shindo	S,	Hasegawa	S,	Sato	H,	Oh	SH,	

Hagiwara	Y,	Ogawa	K,	Ogawa	H,	Sato	H,	Tono	T,	

Araki	R,	Maeda	Y,	Usami	S,	Kase	Y:	The	diagnostic	

performance	of	a	novel	ELISA	for	human	CTP	
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PloS	One	2018	Jan	29;13(1):e0191498.	doi:	10.1371/

journal.pone.0191498.	eCollection	2018

ｄ）その他

１）Sasamori	K,	Hiraumi	H,	Shimamoto	K,	Sato	H:	A	

case	of	magnet	displacement	in	a	cochlear	implant	

detected	after	MRI	corrected	by	a	non-invasive	

approach.	Pract	Otol	(Kyoto)	Suppl	151:12-13,	2017

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）岩崎　聡，宇佐美真一，高橋晴雄，東野哲也，土井勝美，

佐藤宏昭，熊川孝三，内藤　泰，羽藤直人，南修司郎：

成人人工内耳適応基準についての全国アンケート調査

結果．Otol	Jpn	27(2)：149-155，2017

２）及川伸一，齋藤大輔，片桐克則，志賀清人，佐藤宏

昭：岩手医科大学における喉頭扁平上皮癌の臨床統計．

耳展　60（増１）：18-19，2017

３）及川伸一，池田　文，齋藤大輔，片桐克則，志賀清

人，佐藤宏昭：岩手医科大学における過去 10 年間の

舌癌症例の検討．耳展　60（増１）：40-41,	2017

４）亀井昌代，桑島　秀，佐藤宏昭，平海晴一，小田島

葉子：ワイドバンドティンパノメトリを用いた伝音・

混合性難聴の補聴に関する検討．Otol	Jpn	27（5）：

694-698，2017

ｂ）総説

１）佐藤宏昭：急性低音障害型感音難聴とメニエール病．

特集「女性と耳鼻咽喉科 - 診療のポイント」　耳喉頭

頸 89（3）：204-206，2017

２）平海晴一：小児真珠腫の外科治療．特集・親がナッ

トク！こどものみみ・はな・のど外来　ENTONI	

206：22-27,	2017

３）平海晴一：インピーダンスオージオメトリー．臨床

力 UP!　耳鼻咽喉科検査マニュアル　耳喉頭頸 89（5）

増：50-55，2017
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テーション−高齢難聴者の補聴器装用に関する注意点

とフィッティングの工夫−．老人性難聴への効果的ア

プローチ　ENTONI　211：17-22，2017
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５）小林有美子，佐藤宏昭：人工内耳装用児が就労まで

に抱える問題とは？　社会医学　特集“先天性疾患

の新しい診断と治療・療育”　JOHNS	33（10)：1491-

1496，2017

６）佐藤宏昭：急性低音障害型感音難聴の診断と治療．

日耳鼻　専門医通信　120（11）：1366-1367，2017

７）齋藤大輔，志賀清人：リンパ節転移の超音波診断―

原発臓器，リンパ節転移部位および組織型による違い

を探る―　頭頸部扁平上皮癌リンパ節転移．乳腺甲状

腺超音波医学　6（3）：50-54，2017

８）平海晴一：【側頭骨疾患の困難症例 - 診断と治療の

コツと工夫】	中耳病変　鼓室硬化症．JOHNS	(0910-

6820)	34（1）：	48-52，(2018.01)

９）平海晴一：【こんなときどうする ?　術中・術後の

トラブル対応】《耳領域》	S 状静脈洞や頸静脈球がド

リルで傷ついた．耳鼻咽喉科・頭頸部外科	(0914-3491)	

90（1）：16-17，(2018.01)

ｃ）症例報告

１）道田哲彦，山本典生，平海晴一，岡野高之，伊藤壽

一：経下顎窩アプローチで摘出できた迷路下型錐体部

真珠腫例．Otol	Jpn　27(3)：179-184，2017

２）笹森かおり，平海晴一，嶋本記里人，佐藤宏昭：非

観血的に整復することができた MRI による人工内耳

磁石逸脱例．耳鼻臨床　110(4)：241-244，2017

３）齋藤大輔，渡邊健一，天野雅紀，中目亜矢子，及川

伸一，橋本　省：嚥下障害のみを呈した延髄外側梗塞

の 1 例．日気食会報　68(3)：249-253，2017

４）笹森かおり，金城伸祐，小林有美子，平海晴一，

佐藤宏昭，西尾信哉，宇佐美真一：中低音障害型感

音難聴を呈した TMPRSS3 遺伝子変異例．耳鼻臨床　

110(9)：575-579，2017

ｄ）その他

１）佐藤宏昭：聴覚・平衡機能障害．専門医講習会テキ

ストシリーズ　日耳鼻　120（8）：1113-1116,	2017

②　著書

１）佐藤宏昭：Bonebridge® 埋め込み術．　１．人工

中耳埋め込み術　人工聴覚器手術　イラスト手術手技

のコツ　耳鼻咽喉科・頭頸部外科　耳鼻編　東京医学

社，東京，272-273，2017

２）佐藤宏昭，立木　孝：機能性難聴の検査．　日本聴

覚医学会編　聴覚検査の実際　改訂 4 版　南山堂，東

京，159-163，2017

３）佐藤宏昭：急性低音障害型感音難聴．ENT　臨床

フロンティア　耳鼻咽喉科　標準治療のためのガイド

ライン活用術．中山書店，東京，48-51，2017

４）佐藤宏昭：耳鳴症．ENT　臨床フロンティア　耳

鼻咽喉科　標準治療のためのガイドライン活用術．中

山書店，東京，69-72，2017

５）亀井昌代：補聴器．　X 聴覚障害学　言語聴覚士テ

スト　第 3 版，医歯薬出版，東京，332-336，2018，3

月 25 日

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１）Sato	H：Silastic	template	processing	for	the	

drilling	the	holes	of	the	fixation	pins	in	small	

-incision.	11th	Asia　Pacific	Cochlear	Implant	

Symposium	(Structured	Panel),	Famagusta,	Turkey,	

September	19-20,	2017

２）Sato	H：Cochlear	implant	in	children	exhibiting	

discrepancy	of	the	results	between	objective	and	

behavioral	tests.	11th	Asia　Pacific	Cochlear	Implant	

Symposium	(Structured	Panel),	Famagusta,	Turkey,	

September	19-20,	2017

３）Sato	H,	Kobayashi	Y：Pediatric	psychogenic	

hearing	loss	caused	by	the	Great	East	Japan	

earthquake.	11th	Asia	Pacific	Cochlear	Implant	

Symposium	(Structured	Panel),	Famagusta,	Turkey,	

September	19-20,	2017

４）Hiraumi	H,	Sato	H,	Ito	J:	Cochlear	implantation	

in	children	with	developmental	disorders.	11th	Asia　

Pacific	Cochlear	Implant	Symposium	(Structured	

Panel),	Famagusta,	Turkey,	September	19-20,	2017

ｂ）一般講演

１）Shimamoto	K,	Hiraumi	H,	Sato	H:	Surgical	fixation	

technique	for	the	Concerto/Synchrony	PIN	cochlear	

implantation	using	a	subperiosteal	tight	pocket.	

11th	Asia	Pacific	Cochlear	Implant	Symposium,	

Famagusta,	Turkey,	September	19-20,	2017

２）Kaneshiro	S,	Hiraumi	H,	Shimamoto	K,	Sasamori	

K,	Sato	H：Cochlear	implantation	in	a	patient	with	

facial	nerve	hypoplasia.	11th	Asia　Pacific	Cochlear	

Implant	Symposium,	Famagusta,	Turkey,	September	

19-20,	2017

３）Kobayashi	Y,	Sato	H,	Oikawa	K,	Kaneshiro	
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S,	Hiraumi	H:	Educational	and	employment	

achievement	in	adult	cochlear	implant	recipients;	

exploratory	study	in	Iwate	Prefecture.	The	14th	

Taiwan-Japan	Conference	on	Otolaryngology-Head	

and	Neck	Surgery,	Kaohsiung,	Taiwan,	December	

1-2,	2017

４）Oikawa	K,	Hiraumi	H,	Kobayashi	Y,	Kaneshiro	S,	

Sato	H:	Vestibular	function	in	patients	with	cochlear	

implant.	The	14th	Taiwan-Japan	Conference	on	

Otolaryngology-Head	and	Neck	Surgery,	Kaohsiung,	

Taiwan,	December	1-2,	2017

５）Sato	H,	Kuwashima	S,	Nishio	SY,	Kitoh	R,	Fukuda	

S,	Hara	A,	Hato	N,	Ikezono	T,	Ishikawa	K,	Iwasaki	

S,	Kaga	K,	Matsubara	A,	Matsunaga	T,	Murata	

T,	Naito	Y,	Nakagawa	T,	Nishizaki	K,	Noguchi	Y,	

Ogawa	K,	Sano	H,	Sone	M,	Shojyaku	H,	Takahashi	

H,	Tono	T,	Yamashita	H,	Yamasoba	T,	Usami	S:	

Epidemiological	survey	of	acute	low-tone	sensorineural	

hearing	loss.	The	14th	Taiwan-Japan	Conference	on	

Otolaryngology-Head	and	Neck	Surgery,	Kaohsiung,	

Taiwan,	December	1-2,	2017

６）Saitoh	D,	Tsuchida	K,	Ikeda	A,	Katagiri	K,	Shiga	K:	

Adenolipoma	of	the	Thyroid	Gland.	2nd	Congress	of	

Asia-Pacific	Society	of	Thyroid	Surgery	(APTS2017	

in	OKINAWA),	Okinawa,	Japan,	November	1-3,	2017

７）Tsuchida	K,	Shiga	K,	Katagiri	K,	Saito	D:	A	case	

of	papillary	thyroid	microcarcinoma	with	huge	cystic	

neck	lymph	node	metastasis.	2nd	Congress	of	Asia-

Pacific	Society	of	Thyroid	Surgery	(APTS2017	in	

OKINAWA),	Okinawa,	Japan,	November	1-3,	2017

ｃ）その他

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）齋藤大輔：頸部リンパ節およびリンパ節と鑑別を要

する疾患の超音波診断および臨床像．日本超音波医学

会第 90 回学術集会	栃木 POC 超音波ハンズオンセミ

ナー（耳鼻咽喉科・頭頸部超音波診断ハンズオンセミ

ナー）．29 年 5 月 26 日．宇都宮市

２）小林有美子，金城伸祐，佐藤宏昭，山本佳世乃，福

島明宗：成人難聴遺伝子検査症例の検討．第 4 回耳鳴・

難聴研究会．平成 29 年 7 月 14 日．東京都

３）佐藤宏昭：診断（質問票）．耳鳴診療ガイドライン

2019 の発刊に向けて．第 4 回耳鳴・難聴研究会（シ

ンポジウム）．平成 29 年 7 月 14 日．東京都

４）佐藤宏昭：急性低音障害型感音難聴の立場から　「急

性低音障害型感音難聴 vs メニエール病：類似点と相

違点」．第76回日本めまい平衡医学会（テーマセッショ

ン）．平成 29 年 11 月 29-30 日 -12 月 1 日．軽井沢

５）平海晴一：超高分解能ＣＴによる側頭骨微細構造

の描出．耳科領域の最新画像診断．第 27 回日本耳科

学会（テーマセッション）．平成 29 年 11 月 22-24 日．

横浜市

ｂ）一般講演

１）及川伸一，宮口　潤，池田　文，齋藤大輔，片桐克

則，志賀清人，佐藤宏昭：喉頭がんT2N0症例に対する

weeklyドセタキセル併用放射線治療症例の検討．第29

回日本喉頭科学会　平成29年 4月 6-7日．盛岡市

２）土田宏大，菅井　有，上杉憲幸，石田和之，志賀清

人，佐藤宏昭：HPV 陽性中咽頭癌に臨床病理学的所

見．第 106 回日本病理学会．平成 29 年 4 月 28-29 日．

東京

３）和田哲郎，林健太郎，中山雅博，中馬越真理子，廣

瀬由紀，田中秀峰，西村文吾，田渕経司，大久保英樹，

鈴鹿有子，佐藤宏昭，杉原三郎，鈴木秀明，鳥居　浩，

原　　晃：騒音性難聴防止のための FAQ の作成．第

118 回日本耳鼻咽喉科学会．平成 29 年 5 月 17-20 日．

広島市

４）平海晴一，嶋本記里人，佐藤宏昭：CONCERTO 人

工内耳における固定用ピンホール作成の工夫．第 118

回日本耳鼻咽喉科学会．平成 29 年 5 月 17-20 日．広

島市

５）笹森かおり，平海晴一，嶋本記里人，佐藤宏昭：非

観血的に整復することができた MRI による人工内耳

磁石逸脱症例．第 118 回日本耳鼻咽喉科学会．平成

29 年 5 月 17-20 日．広島市

６）齋藤大輔，宮口　潤，池田　文，及川伸一，志賀清

人：甲状腺腺脂肪腫の一例．第 118 回日本耳鼻咽喉科

学会．平成 29 年 5 月 17-20 日．広島市

７）宮口　潤，桑島　秀，嶋本記里人，志賀清人，佐藤

宏昭：鼻腔腫瘍も疑われた鼻腔・副鼻腔真菌症の 2 例．

第118回日本耳鼻咽喉科学会．平成29年5月17-20日．

広島市

８）小林有美子，山本佳世乃，福島明宗，佐藤宏昭，八

重樫恵子，熊谷花の子：岩手県における先天性難聴支
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援のための多職種グループワークの試み．第 41 回遺

伝カウンセリング学会．平成 29 年 6 月 23-25 日．大

阪市

９）小林有美子，及川かおり，平海晴一，佐藤宏昭：岩

手県における先天性難聴児支援に関する多職種グルー

プワークの試み．第 79 回耳鼻咽喉科臨床学会．平成

29 年 7 月 6-7 日．下関市

10）金城伸祐，桑島　秀，佐藤宏昭：急速な増大をきた

した鼻腔内血管腫の1例．第79回耳鼻咽喉科臨床学会．

平成 29 年 7 月 6-7 日．下関市

11）桑島　秀，川岸和朗，佐藤宏昭：硬化療法が著効し

た喉頭血管腫の 1 例．第 79 回耳鼻咽喉科臨床学会．

平成 29 年 7 月 6-7 日．下関市

12）金城伸祐，笹森かおり，小林有美子，亀井昌代，平

海晴一，佐藤宏昭：持続性他覚的耳鳴を認めた小児例．

第 3 回耳鳴・難聴研究会．平成 28 年 7 月 8 日．東京都

13）熊谷花の子，八重樫恵子，小林有美子，嶋本記里人，

平海晴一，佐藤宏昭：進行性難聴に対し 14 歳で人工

内耳埋め込み術を施行した先天性風疹症候群の一例．

第 62 回日本音声言語医学会．平成 29 年 10 月 5-6 日．

仙台市

14）小野二美，片桐克則，志賀清人，佐藤宏昭：頭頸部

癌治療の栄養摂取方法に関する検討．第 62 回日本音

声言語医学会．平成 29 年 10 月 5-6 日．仙台市

15）小林有美子，八重樫恵子，熊谷花の子，及川かおり，

金城伸祐，嶋本記里人，平海晴一，佐藤宏昭：当科に

おける発達障害を伴った人工内耳装用症例．第 62 回

日本聴覚医学会．平成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

16）高橋真理子，神崎晶，佐藤宏昭，内藤　泰，川瀬哲明，

村上信五，和田哲郎，原　晃，小川　郁：耳鳴診療ガ

イドラインの作成にむけて．第 62 回日本聴覚医学会．

平成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

17）神崎　晶，高橋真理子，村上信五，佐藤宏昭，和田

哲郎，原　晃，内藤　泰，川瀬哲明，小川　郁：耳鳴

診療ガイドライン作成に向けて（概要と治療に関する

クリニカルクエスチョンについて）．第 62 回日本聴覚

医学会．平成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

18）金城伸佑，小林有美子，桑島秀，平海晴一，佐藤宏

昭，松岡るみ子，三上愛佳：人間ドック受検者におけ

る両側 high	frequency	dip 症例の検討．第 62 回日本

聴覚医学会．平成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

19）亀井昌代，小林有美子，佐藤宏昭，米本　清，小田

島葉子：高音急墜型感音難聴における補聴器の周波数

変換処理機能の検討．　第 62 回日本聴覚医学会．平

成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

20）赤坂咲恵，西村忠己，下倉良太，齋藤　修，亀井昌代，

米本　清，細井裕司，北原　糺す：単音節の有効継続

時間（τ e）の雑音負荷による変化について．第 62 回

日本聴覚医学会．平成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

21）桑島　秀，佐藤宏昭，難治性聴覚障害に関する調査

研究班：急性低音障害型感音難聴の疫学調査．第 62

回日本聴覚医学会．平成 29 年 10 月 19-20 日．福岡市

22）亀井昌代，金城伸祐，佐藤宏昭，米本　清，小田島

葉子：国際音声試験信号（ISTS）を用いた補聴器特

性の検討．第40回補聴研究会．平成29年 10月 20日．

福岡市

23）土田宏大，片桐克則，池田　文，齋藤大輔，志賀清人，

佐藤宏昭：上顎腺扁平上皮癌の一例．第 28 回日本頭

頸部外科学会．平成 30 年 1 月 25-26 日．宇都宮市

24）阿部俊彦，大河由佳，佐藤宏昭：当科における嚥下

外来の動向．第 41 回日本嚥下医学会．平成 30 年 2 月

9-10 日．仙台市

ｃ）その他

１）佐藤宏昭：新たな治療～残存聴力活用型人工内耳

EAS・人工中耳～．第 79 回日本耳鼻咽喉科臨床学会

（モーニングセミナー）．平成 29 年 7 月 6-7 日．下関市

２）平海晴一：耳科手術―安全に行うための知識と工夫．

困った症例への準備と対策．第 27 回日本耳科学会（ラ

ンチョンセミナー）．平成 29 年 11 月 22-24 日．横浜市

３）平海晴一：専門医に必要な側頭骨臨床解剖の基礎知

識．側頭骨形態学ワークショップ．第 27 回日本耳科

学会ポストコングレス・ワークショップ．平成 29 年

11 月 25 日．横浜市

４）佐藤宏昭：騒音性難聴の医学的側面．第 23 回日

耳鼻産業・環境保健講習会（講演）　平成 30 年 1 月

25-26 日．東京都

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）佐藤宏昭：内耳の三次元解剖．第 5 回側頭骨組織病

理研究会．平成 29 年 5 月 18 日．広島市

２）佐藤宏昭：急性低音障害型感音難聴の診断と治療．

第 12 回北摂耳鼻咽喉科疾患研究会（特別講演 )．平成

29 年 5 月 25 日．大阪医科大学

３）小林有美子：岩手県新生児聴覚スクリーニング検査
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リファー児の実態報告．2017 岩手県産婦人科医会（特

別講演）．平成 29 年 6 月 24 日．盛岡市

４）平海晴一：耳疾患のピットフォール．神奈川耳鼻咽

喉科冬季講演会．平成 30 年 1 月 27 日．横浜市

５）佐藤宏昭：急性感音難聴診療の手引き2018について．　

千葉県耳鼻咽喉科医会講演会（特別講演）　平成 30 年

2 月 8 日．千葉市

６）佐藤宏昭：耳鳴診療ガイドライン 2019 作成に向け

て - その概要および薬物治療の位置付け -．第 129 回

日本耳鼻咽喉科学会福島県地方部会学術講演会（特別

講演）　平成 30 年 3 月 25 日．福島市

７）平海晴一：現在の人工内耳の適応と効果．人工内耳

新適用基準ワークショップ盛岡．平成30年 3月 31日．

盛岡市

ｂ）一般講演

１）川岸和朗，土田宏大，佐藤宏昭：当科で経験した喉

頭アミロイドーシスの一例．日耳鼻岩手県地方部会第

191 回例会．平成 29 年 4 月 22 日．盛岡市

２）小田島葉子，亀井昌代：当院における身体障害者診

断書作成例についての検討．日耳鼻岩手県地方部会第

191 回例会．平成 29 年 4 月 22 日．盛岡市

３）土田宏大，菅井　有，上杉憲幸，石田和之，＊松浦一登，
＊佐藤郁郎，志賀清人，佐藤宏昭：中咽頭扁平上皮癌

とヒトパピローマウイルス（HPV）の臨床病理学的

検討．第 65 回日耳鼻東北連合学会（リサーチフォー

ラム）．平成 29 年 7 月 22-23 日．秋田市

４）阿部俊彦，及川かおり，宮口　潤，川岸和朗，桑島　

秀，佐藤宏昭：耳下腺膿瘍の 2 症例．第 65 回日耳鼻

東北連合学会．平成 29 年 7 月 22-23 日．秋田市

５）遠藤芳彦，及川伸一，阿部俊彦，横田光正：ESS

を施行した歯性上顎洞炎症例の検討．第 65 回日耳鼻

東北連合学会．平成 29 年 7 月 22-23 日．秋田市

６）平海晴一，佐藤宏昭，小原牧子：QD-CT による側

頭骨微細解剖の抽出．第 65 回日耳鼻東北連合学会．

平成 29 年 7 月 22-23 日．秋田市

７）小林有美子，佐藤宏昭，和田泰格，徳冨智明，福島

明宗：症候群性難聴が疑われ早期から遺伝学的検索介

入できた中等度難聴児の一例．第 65 回日耳鼻東北連

合学会．平成 29 年 7 月 22-23 日．秋田市

８）嶋本記里人：当科における側頭骨・鼻副鼻腔手術解

剖実習．第 65 回日耳鼻東北連合学会（教育講演）．平

成 29 年 7 月 22-23 日．秋田市

９）宮口　潤，金城伸祐，及川かおり，桑島　秀，平海

晴一，佐藤宏昭：意識障害，両側顔面神経麻痺をきた

した ANCA 関連血管炎性中耳炎疑い例．第 32 回北

奥羽三県合同地方部会 .	平成 29 年 9 月 3 日．弘前市

10）川岸和朗，宮口　潤，桑島　秀，土田宏大：下咽頭

に発生した Spindle	cell	 lipoma の一例．第 32 回北奥

羽三県合同地方部会 .	平成 29 年 9 月 3 日．弘前市

11）桑島　秀，金城伸祐，佐藤宏昭：経上顎洞法で治療

した翼口蓋窩三叉神経鞘腫．第 32 回北奥羽三県合同

地方部会 .	平成 29 年 9 月 3 日．弘前市

12）平海晴一，嶋本記里人，宮口　潤，東野哲也，佐藤

宏昭：外耳道閉鎖症例に対する人工中耳 VSB 手術の

経験．第 32 回北奥羽三県合同地方部会．平成 29 年 9

月 3 日．弘前市

13）土田宏大，池田　文，齋藤大輔，片桐克則，志賀清人：

当科における舌癌を除く口腔癌の検討．第 23 回北日

本頭頸部癌治療研究会．平成 29 年 10 月 14 日．仙台

ｃ）その他

１）平海晴一：人工内耳について．補聴器販売員向けの「人

工内耳と補聴器の話」．平成 29 年 4 月 9 日．盛岡市

２）八重樫恵子：人工内耳の調整方法．補聴器販売員向

けの「人工内耳と補聴器の話」．平成 29 年 4 月 9 日．

盛岡市

３）亀井昌代：補聴器相談医の立場から．補聴器販売員

向けの「人工内耳と補聴器の話」．平成 29 年 4 月 9 日．

盛岡市

４）小林有美子：子どもに多い耳・鼻・のどの病気．平

成29年度岩手県養護教諭研修会．平成29年7月27日．

盛岡市

５）小林有美子：岩手医大における新生児聴覚スクリー

ニング後精密検査と支援・聴覚補償の現状と取り組み．

難聴児支援研修会．平成 29 年 8 月 24 日．盛岡市

６）佐藤宏昭：小児人工内耳の最近の動向と新しい人工

聴覚器について．難聴児支援研修会．平成 29 年 8 月

24 日．盛岡市

７）小林有美子：新生児聴覚スクリーニング検査につい

て．平成 29 年度第 6 回気仙地域母子保健関係者等連

絡会．平成 29 年 9 月 4 日．大船渡市

８）亀井昌代：ワイドバンドティンパノメトリーを用

いた伝音・混合性難聴の補聴について．Center	Of	

Excellence	Ⅱ	盛岡　聴覚検査，新しい時代の到来	～

地域医療の発展～．平成 29 年 10 月 8 日．盛岡市
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９）桑島　秀：中耳・内耳疾患へのワイドバンドティ

ンパノメトリーの使用経験．Center	Of	Excellence	Ⅱ	

盛岡　聴覚検査，新しい時代の到来	～地域医療の発

展～．平成 29 年 10 月 8 日．盛岡市

10）平海晴一：側頭骨頭蓋底病変の外科治療．第 15 回

Primary	care	meeting．平成 29 年 10 月 17 日．北上市

11）亀井昌代：高齢者難聴と補聴器並びに学会の取り組

みについて．補聴器販売者技能向上研修事業講習会．

平成 29 年 11 月 12 日．盛岡市

12）小林有美子：難聴時検出と医療施設の関わり等につ

いて．第 1 回岩手県難聴事例検討会　平成 30 年 1 月

6 日．盛岡市

13）阿部俊彦，宮口　潤，及川かおり，川岸和朗，桑島　

秀，佐藤宏昭：抗菌薬・切開排膿治療が奏効した耳下

腺膿瘍の 2 症例．第 32 回いわて耳鼻咽喉科セミナー．

平成 30 年 3 月 24 日．盛岡市

14）土田宏大，菅井　有，上杉憲幸，石田和之，松浦一登，

佐藤郁朗，志賀清人，佐藤宏昭：ヒトパピローマウイ

ルス（HPV）陽性中咽頭癌の臨床病理学的検討．第

32回いわて耳鼻咽喉科セミナー．平成30年3月24日．

盛岡市
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眼科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 黒　坂　大次郎

	 講　師	 村　井　憲　一	 橋　爪　公　平

	 	 田　中　三知子

	 助　教	 新　田　順　福	 木　澤　純　也

	 	 大　関　尚　行	 玉　田　邦　房

	 	 石　川　陽　平	 鳴　海　新　平

	 	 伊　藤　愉一胤	 高　橋　公　美

	 	 木　澤　明　実	 小　野　朋　実

	 	 池　田　千　花	 清　野　太　郎

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．眼科手術後の視機能に関する研究：

１）超極小切開白内障手術後の視機能を，コントラスト感

度，波面収差および角膜形状について検討している．超

極小切開白内障手術では術後早期から角膜形状が安定す

ることが判った．

２）黄斑円孔の術後に，周辺視野の狭窄あるいは欠損が発

症することがある．その病態を明らかにするため，術後

の網膜神経節細胞の機能を網膜電図	(ERG)	で検討して

いる．

２．加齢黄斑変性に対する治療に関するに関する研究：

１）加齢黄斑変性に対しては光線力学療法（PDT）が行

なわれてきた．PDT は治療部位の脈絡膜循環障害をま

ねき視機能障害をきたす可能性がある．加齢黄斑変性の

サブタイプであるポリープ状脈絡膜血管症（PCV）は

PDT が非常に有効である．そこで，小さな病変を伴っ

た PCV を対象として，半分量のエネルギーで PDT を

行なった（reduced	fluence	PDT：RFPDT）．RFPDT

後の黄斑部機能を黄斑局所 ERG で評価すると，通常の

PDT と異なって一過性の機能低下がみられなかった．

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 3 名 0 名 12 名

研究員 研究生 研修生
22 名 0 名 6 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 2 名 1 名 1 名

従って，RFPDT は黄斑機能を傷害しない安全な治療法

と考えられた．

２）抗 VEGF 療法が臨床に導入されている．抗 VEGF 抗

体は VEGF の全ての作用を抑制する．VEGF には神経

栄養因子としての役割があるため，反復の抗 VEGF 抗

体の硝子体内注射は網膜神経節細胞を傷害する可能性が

指摘されている．そので，抗 VEGF 療法を受けた症例

の網膜神経節細胞の機能を定期的に ERG で評価し，1

年間の経過観察を行った．反復の抗 VEGF 抗体の硝子

体内注射は，網膜神経節細胞の機能に影響を与えないと

考えられた．

３）東北大学との共同研究で，vasohibin が脈絡膜新生血

管の発生を抑制することをサル眼を用いて報告した．

３．水晶体に関する研究：

１）角膜および水晶体の創傷治癒に関わる増殖因子を分子

生物学的レベルで検討してきた．その結果，TGF-? に

よる水晶体上皮の収縮に対してロバスタチンが抑制的に

働くことを報告した．

２）ステロイド誘発鶏胚白内障モデルを用いて，白内障の

予防薬の開発を行った．

４．網膜色素変性症あるいは加齢黄斑変性の病態ならびにそ

の治療法に関する研究：

１）ロドプシン遺伝子の変異（P347L）を有したトランス

ジェニックウサギの多局所 ERG を記録し，視細胞変性

に伴った網膜中層と内層の機能変化を検討した．その結

果，トランスジェニックウサギの多局所 ERG では cone

の変性が生じる前から ON 型双極細胞の応答が増大し

ていた．つまり，rod の変性に伴って相手を失った rod	

bipolar	細胞（ON 型双極細胞）が cone と新たにシナプ

スを形成した可能性が示唆された．

２）上記のトランスジェニックウサギの硝子体内に神経栄

養因子（CNTF）を繰り返し注入（2 週に 1 回）し，視

細胞変性に対する効果を ERG で評価している．

３）加齢黄斑変性患者の血液ならびに毛髪の内の抗酸化物

質ならびに金属を解析した．

４）双子姉妹の PCV 例で補体 H 遺伝子多型がみつかり（京

都大学との共同研究），遺伝子多型と PCV の発症と予

後の関連を示唆する重要な症例であった．症例報告とし

て準備中である．

５．網膜神経節細胞に由来する ERG 成分の臨床応用：

１）錐体 ERG の Photopic	negative	response	 (PhNR) は，

緑内障眼で視神経乳頭の形状，網膜神経線維層厚および
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網膜感度と相関することが判明し報告した．

２）局所 ERG の PhNR は，限局性の視神経萎縮による網

膜神経節細胞の機能低下を鋭敏に捉えることを報告し

た．

３）局所 ERG の PhNR は，緑内障で生じる局所網膜の機

能低下，視神経乳頭の局所的な形態変化および網膜神経

線維層の局所的な減少を反映することが判り報告した．

４）局所ERGのPhNRは，早期緑内障での診断能力が高く，

感度および特異度はそれぞれ 90% 以上であった．

６．糖尿病網膜症に関する研究：

　　再手術を必要とした糖尿病網膜症の重症例で，眼内の

VEGF 濃度が異常に高値を示すことを報告した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著 

１）＊	Machida	S,	NIshimura	T,	Ohzeki	T,	Murai	

K,	Kurosaka	D	Comparisons	of	focal	macular	

electroretinograms	after	indocyanine	green-,	brillliant	

blue	G-,	or	triamcinolone	acetonide-assisted	macular	

hole	surgery.	Graefes	Arch	Clim	Exp	Ophthalmol.	

255:	485-492(2017)

２）Hashiura	T,	Kimura	E,	Fujisawa	S,	Oikawa	S,	

Nonaka	S,	Kurosaka	D,	Hitomi	J：Live	imaging	of	

primary	ocular	vasculature	formation	in	zebrafish．

PLoS	One．12(4)：e0176456(2017)

３）Ogasawara	S,	Hashizume	K,	Okuno	T,	Imaizumi	

T,	Inomata	Y,	Tezuka	Y,	Sanbe	A,	Kurosaka	D：

Effect	of	Geranylgeranylacetone	on	Ultraviolet	

Radiation	Type	B-lnduced	cataract	in	Heat-Shock	

Transcription	Factor1Heterozygous	Mouse．Curr	

Eye	Res．42(5)：732-737(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）坂本うみ，木澤純也，橋浦哲哉，今泉利康，奥野　孟，

清野太郎，前田可奈子，黒坂大次郎：初心者の白内障

手術における粘弾性物質による眼圧および角膜内皮細

胞への影響．岩手医学雑誌．69：149-154（2017）

２）清野太郎，木村英二，村嶋亜紀，黒坂大次郎：マウ

ス初期胚の眼球形成領域の血管形成 . 岩手医学雑誌 .	

69：243-253(2017)

３）前田可奈子，橋爪公平，石川清乃，小笠原聡，奥野孟，

清野太郎，西郡秀夫，三部篤，黒坂大次郎：ステロイ

ド誘発鶏胚白内障モデルにおける緑茶ポリフェノール

の効果．岩手医学雑誌．69(5)：243-253(2017)

ｄ）その他

１）佐々木幸子，武部典子，官野祐季，山屋文枝，寺田

夏子，黒坂大次郎，石垣泰：眼科に入院したインスリ

ン治療者におけるインスリンボール形成の評価 . 糖尿

病．60(4)：322(2017)

２）黒坂大次郎：小児の眼科検査コツと結果の読み方白

内障手術前後の検査．眼科臨床紀要．10(6)：503(2017)

３）千葉智恵美，田中三知子，奥野孟，菊地彩，坂本う

み，黒坂大次郎：非穿孔性後嚢破裂後の小児白内障手

術の 2 例．眼科臨床紀要．10(6)：511(2017)

４）＊町田繁樹，＊西村智治，黒坂大次郎：黄斑円孔

術後の錐体系 ERG の変化．眼科臨床紀要．10(7)：

585(2017)

５）黒坂大次郎：【白内障・水晶体への多角的アプローチ】

外科的アプローチの現状と課題．日本白内障学会誌．

29(1)：50-52(2017)

６）黒坂大次郎，酒井大典：手術手技のコツ小児に対

する眼内レンズ二次挿入のコツ．眼科手術．30(40)：

659-661(2017)

７）黒坂大次郎：小児白内障の治療．日本眼科学会雑誌．

122：83(2018)

８）小笠原聡，大高幸二，鳴海新平，菅原剛，木澤純也，

黒坂大次郎，赤坂真奈美：頻回再発性抗 MOG 抗体陽

性小児視神経炎の再発予防に Rituximab を投与した 1

例．日本眼科学会雑誌．122：198(2018)

９）坂本うみ，奥野孟，黒坂大次郎，酒井大典，福田一

央：MRTF に対する siRNA による網膜色素上皮細胞

の上皮間葉系移行に対する影響．日本眼科学会雑誌．

122：261(2018)

②　著書

１）木澤純也，酒井大典．フェトムセカンドレーザー白

内障手術．日本医事新報．6-33（2017）

２）玉田邦房．光干渉断層計を用いた緑内障診断．日本

医事新報．33-35（2017）

３）橋爪公平．サイトメガロウィルス前部ぶどう膜炎．

日本医事新報．35-37（2017）

４）村井憲一，坂本うみ．網膜硝子体手術．日本医事新

報．37-40（2017）
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５）新田順福．糖尿病網膜症における抗VEGF薬の役割．

日本医事新報．40-43（2017）

③　国際学会発表

ｃ）その他

１）Hashizume	K.	Change	of	choroidal	 large	vascular	

layer	 after	 treatmentof	 Vogt-Koyanagi-Harada	

disease．17th	EURETINA．Sep．2017．Spain．

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）黒坂大次郎．小児白内障の手術適応，手術法，手術

成績 surgeryPediatric	cataract．第 121 回日本眼科学

総会．2017 年 4 月．東京．

２）木澤純也．すべて見せますテクニスオブティブルー	

テクニスオブティブルーの眼内レンズ形状による水晶

体嚢への影響．第 56 回日本白内障学会総会．2017 年

8 月．宇都宮．

３）木澤純也．さぁ，研究を始めよう．第 56 回日本白

内障学会総会．2017 年 8 月．宇都宮．

４）木澤純也．こんな症例経験ありますか！水晶体融解

緑内障．第 6 回 JSCRS ウィンターセミナー．2017 年

12 月．東京．

ｂ）一般講演

１）奥野孟，今泉利康，酒井大典，五日市そら，福田一

央，木澤純也，黒坂大次郎．Rho- キナーゼ阻害剤の

点眼投与による後発白内障への影響．第 56 回日本白

内障学会総会．2017 年 8 月．宇都宮．

２）今泉利康，奥野孟，小笠原聡，酒井大典，木澤純也，

橋爪公平，黒坂大次郎．マウス水晶体に対する UVE

照射の組織に対する影響．第 56 回日本白内障学会総

会．2017 年 8 月．宇都宮．

３）福田一央，木澤純也，橋浦哲哉，工藤利子，木澤明

実，五日市そら，黒坂大次郎．光学部が前嚢切開で不

完全に覆われた 1 ピース眼内レンズの後発白内障の検

討．第56回日本白内障学会総会．2017年8月．宇都宮．

４）清野太郎，大関尚行，橋爪公平，高橋公美，黒坂大

次郎．網膜中心静脈閉塞症の季節変動．第 71 回日本

臨床眼科学会．2017 年 10 月．東京．

ｃ）その他

１）奥野　孟，木澤純也，清野太郎，今泉利康，橋浦哲

哉，福田一央，坂本うみ，黒坂大次郎．ディスコビス

クを使用した白内障手術への手術経験の違いによる影

響．第 121 回日本眼科学会総会．2017 年 4 月．東京．

２）坂本うみ，黒坂大次郎，今泉利康，奥野　孟，橋爪

公平，村井憲一．MRTF	relates	to	TGF- β induced	

epithelial	–mesenchymal	trsansition	in	RPE	cells．第

121 回日本眼科学会総会．2017 年 4 月．東京．

３）福田一央，木澤純也，橋浦哲哉，工藤利子，五日市

そら，黒坂大次郎．	前嚢切開により光学部が全周覆

われた 1 ピース眼藍レンズの後発白内障の検討．第

71 回日本臨床眼科学会．2017 年 10 月．東京．

４）小笠原聡，大高幸二，鳴海新平，＊菅原　剛，木澤

純也，黒坂大次郎，赤坂真奈美．頻会再発性 MOG 抗

体陽性小児視神経炎の再発予防に Rituximab を投与

した 1 例．第 71 回日本臨床眼科学会．2017 年 10 月．

東京．

５）坂本うみ，清野太郎，福田一央，濱端久仁子，田中

三知子，黒坂大次郎．周辺部の網膜血管異常を伴った

Leber 先天黒内障の 1 例．第 71 回日本臨床眼科学会．

2017 年 10 月．東京．

６）菊地　彩，玉田邦房，＊後藤恭孝，及川　拓，大関

尚行，石川清乃，黒坂大次郎．線維柱帯切除後 1 年間

の視神経乳頭血液の変化．第 71 回日本臨床眼科学会．

2017 年 10 月．東京．

７）小豆嶋明子，木澤純也，奥野　孟，酒井大典，福田

一央，五日市そら，黒坂大次郎．ラクリファスト EX

挿入後に上下の涙点が癒着した 1 例．第 71 回日本臨

床眼科学会．2017 年 10 月．東京．

８）五日市そら，木澤純也，福田一央，小豆嶋明子，酒

井大典，黒坂大次郎．眼内レンズ表面に付着した血液

により視機能が低下した例．第 71 回日本臨床眼科学

会．2017 年 10 月．東京．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）新田順福．糖尿病網膜症診療について．第 33 回岩

手眼科臨床懇話会．2017 年 6 月．盛岡．

ｂ）一般講演

１）清野太郎，大関尚行，橋爪公平，村井憲一，高橋公

美，黒坂大次郎．網膜中心静脈閉塞発症の季節変動．

第 349 回岩手県眼科医会集談会．2017 年 11 月．盛岡．

２）福田一央，木澤純也，橋浦哲哉，工藤利子，木澤明実，

五日市そら，黒坂大次郎．連続円形前嚢切開が non	

complete	cover な 1 ピース眼内レンズでの後発白内

障発生の検討．第 349 回岩手県眼科医会集談会．2017

年 11 月．盛岡．

─	150	─



３）五日市そら，田中三知子，＊金子宗義，佐藤尚介，＊坂

本真栄．第349回岩手県眼科医会集談会．2017年11月．

盛岡．

４）橋浦哲哉．Live	imaging	of	primary	ocular	vasculature	

formation	in	zebrafish．第 349 回岩手県眼科医会集談

会．2017 年 11 月．盛岡．
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皮膚科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 天　野　博　雄

	 講　師	 遠　藤　幸　紀	 森　　　志　朋

	 	 馬　場　俊　右	 渡　部　大　輔

	 特任講師	 大　西　正　純

	 助　教	 佐　藤　隆　亮	 赤　坂　季代美

	 	 角　田　加奈子	 齊　藤　　　恵

	 	 三　浦　慎　平	 中　川　倫　代

	 	 渡　辺　彩　乃	 石　川　雄　一

	 	 大久保　絢　香	 荒　川　伸　之

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．悪性黒色腫細胞の運動能およびそのシグナル蛋白

　CD44 の局在と細胞外基質との関連性悪性黒色腫の浸潤，

転移機序を解明するために，悪性黒色腫細胞の運動能および

その情報伝達蛋白である CD44 の発現との関連性について研

究し，その結果，細胞の接着する基質の種類によって，その

運動能の機序が異なること，また運動能と CD44v10 の発現

が相関することが示唆された．

２．Fluorescence in situ hybridization (FISH) 法による皮膚

科領域腫瘍の間期細胞遺伝学

　腫瘍の発生進展には種々の段階的な染色体，あるいは遺伝

子異常が関与している．皮膚科領域腫瘍，特に悪性黒色腫，

扁平上皮癌においてセントロメア，あるいは特定遺伝子部位

におけるプローブを用いた FISH 法を施行することにより，

染色体数的異常，あるいは特定遺伝子部位の欠失，増幅を検

討する．これによりこれらの腫瘍の発生，進展に伴う染色体，

遺伝子異常を解明しようとするものである．

３．正常メラノサイトの細胞運動能

　正常メラノサイトの運動能と形態に与えるエンドセリン

１の影響をみた．培養液中にエンドセリン１を０～ 10 ー 12		

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 4 名 1 名 10 名

研究員 研究生 研修生
9 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

マイクログラム混入した．エンドセリン１はメラノサイトの

運動能と形態に強く影響を与えることが示された．

４．皮膚生理機能の研究

　皮膚の角質水分量，経表皮水分喪失量を測定し，高齢者ほ

ど角質水分量は減少し，経表皮	水分喪失量は多くなる結果

を得た．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①−１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Arakawa	N,	Okubo	A,	Yasuhira	S,	Takahashi	

K,	Amano	H,	Akasaka	T,	Masuda	T,	Shibazaki	M,	

Maesawa	C.：Carnosic	acid,	an	inducer	of	NAD(P)H	

quinone	oxidoreductase	1,	enhances	the	cytotoxicity	

of	β -lapachone	in	melanoma	cell	lines.	Oncol	Lett.	

2018;	15(2):2393-2400.	

２）Masazumi	Onishi,	Fumihiko	Maeda	,	Toshihide	

Akasaka	and	Hiroo	Amano:	Monitoring	serum	

cytokeratin	19	fragment	21-1	to	determine	the	

efficacy	of	docetaxel	chemotherapy	in	advanced	

extramammary	Paget's	disease.		J	Dermatol.	2018:	

doi:	10.1111/1346-8138.14627.

ｃ）症例報告

１）Fujiwara	C,	Motegi	SI,	Sekiguchi	A,	Amano	H,	

Ishikawa	O.：Pyogenic	granuloma	possibly	associated	

with	capecitabine	therapy.J	Dermatol.	2017;	44(11):	

1329-1331.

２）Ishibuchi	H,	Motegi	SI,	Kishi	C,	Amano	H,	Yamashita	

T,	Ishikawa	O.：Localized	cutaneous	immunoglobulin	

light	chain	kappa-positive	amyloidosis	associated	with	

juvenile	dermatomyositis.　J	Dermatol.	 2017;	 44(8):	

e198-e199.	

３）Okubo	A,	Takahashi	K,	Akasaka	T,	Amano	H.：Four	

cases	of	Morbihan	disease	successfully	treated	with	

doxycycline.		J	Dermatol.	2017;	44(6):713-716.	

４）Motegi	SI,	Yasuda	M,	Yamanaka	M,	Amano	H,	

Ishikawa	O.：Cutaneous	collagenous	vasculopathy:	

Report	of	first	Japanese	case	and	review	of	the	

literature.	Australas	J	Dermatol.	2017;	58(2):145-149.	

５）Uchiyama	A,	Motegi	SI,	Fujiwara	C,	Sekiguchi	A,	

Yasuda	M,	Amano	H,	Ishikawa	O.：Trigeminal	trophic	
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syndrome:	Analysis	of	the	number	of	peripheral	

nerve	fibres	and	blood	vessels	in	the	lesional	skin.	

Australas	J	Dermatol.	2018;	59(1):59-61.	

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著 

１）大西正純，前田文彦，三浦慎平，＊高橋和宏，＊赤坂

俊英 :2005年～2014年の岩手医科大学皮膚科における悪

性黒色腫の統計学的	検討.	臨床皮膚科　70:	161-167(2016).

２）角田加奈子，前田文彦，大西正純，＊高橋和宏，

天野博雄，＊赤坂俊英：センチネルリンパ節生検を

施行した皮膚原発有棘細胞癌の検討 .	Skin	Cancer.	

32(1):28-32(2017)

ｃ）症例報告

１）森　志朋，＊高橋和宏，＊赤坂俊英：大型先天性多

発性色素性母斑面上に生じた悪性黒色腫の 1 例．臨床

皮膚科　71(4)：361	(2017)

２）森　志朋，＊高橋和宏，天野博雄，＊赤坂俊英，黒

田秀克，加藤健一：リウマチ性多発筋痛症を併発した

Bowen 病合併 Merkel1 細胞癌の肝転移例．臨床皮膚

科　71(8)：618	（2017）

３）森　志朋，丹治峻之，三浦慎平，齋藤恵，赤坂季代美，

渡部大輔，天野博雄，＊赤坂俊英：土肥氏鱗状毛包性

角化症の1例．第32回角化症研究会記録集　113	(2017)

４）渡部大輔 ,	遠藤幸紀 ,	天野博雄 .	開口障害を生じた

関節炎の 1 例 .	皮膚病診療 .	39(12):	1287-1290(2017)

②　著書

１）天野博雄：尋常性痤瘡 .　ガイドライン外来診療

2018. 日経メディカル開発．301-305(2018).

２）遠藤幸紀：肘・膝・頭皮に発疹がなければ乾癬では

ない？ .	専門医でも聞きたい皮膚科診療 100 の質問 .	

メディカルレビュー社 .	94-95（2017）

３）遠藤幸紀：乾癬 .	ガイドライン外来診療 2018.	日経

メディカル開発 .	295-300（2018）

４）遠藤幸紀：新規生物学的製剤 .	WHAT'S	NEW	in	皮

膚科学 2018-2019.	メディカルレビュー社 .	80-81（2018）

５）馬場俊右：基底細胞癌 .皮膚科診断トレーニング　専

門医が覚えておきたい100疾患	医学書院　114-115	（2017）

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演

１）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．沼田利

根医師会卒後研修会．2017 年 4 月．沼田

２）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．第 378

回東北 6 県合同地方会イブニングセミナー．2017 年 5

月．仙台

３）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究 .	第 378

回東北 6 県天野博雄：アトピー性皮膚炎の治療～外来・

入院治療について～第 57 回岩手県皮膚科医会．2017

年 6 月．盛岡

４）天野博雄：アトピー性皮膚炎・蕁麻疹—抗アレルギー

薬の使用方法を考えるー岩手県皮膚疾患セミナー．

2017 年 10 月．盛岡

５）天野博雄：炎症性皮膚疾患について．第 34 回医療

スクラム盛岡．2017 年 10 月．盛岡

６）天野博雄：岩手県で経験したアレルギー疾患について．

第5回群馬県皮膚疾患セミナー．2017年 11月．前橋

７）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．北摂地

区皮膚疾患研究会．2017 年 11 月．大阪

８）天野博雄：紫外線とマスト細胞とアトピー性皮膚炎．

第 81 回日本皮膚科学会東京支部学術大会．モーニン

グセミナー　2017 年 11 月．東京

９）天野博雄：アトピー性皮膚炎の診断と治療．第 81

回日本皮膚科学会東京支部学術大会．ランチョンセミ

ナー　2017 年 11 月．東京

10）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．神戸

Dermatology2017．2017 年 11 月．神戸

11）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．日本臨

床皮膚科医会青森県支部学術講演会．2017 年 11 月．

青森

12）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．福島皮

膚科フォーラム 2017．2017 年 12 月．福島

13）天野博雄：岩手県で経験したアレルギー疾患につい

て．第 47 回日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総

会学術大会第 41 回皮膚脈管・膠原病研究会．2017 年

12 月．鹿児島

14）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．秋田県

皮膚談話会．2018 年 1 月．秋田

15）天野博雄：岩手県でのアレルギー性皮膚疾患．

Thrombosis	Expert	Meeting	for	Derma．2018年2月．前橋

16）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．鹿児島

県皮膚科アレルギー講演会．2018 年 2 月．鹿児島

17）天野博雄：アトピー性皮膚炎の診断と治療．二戸医

師会学術講演会．2018 年 2 月．二戸

18）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．第２３

回スキンケア研究会．2018 年 3 月．静岡
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19）天野博雄：アトピー性皮膚炎の臨床と研究．第 12

回 SEK．2018 年 3 月．東京

20）天野博雄：アトピー性皮膚炎の治療─ステロイド外

用薬とタクロリムス軟膏の使用方法について─．第 7

回栃木スキンケア講演会．2018 年 3 月．宇都宮

21）遠藤幸紀：IL-17 受容体抗体の乾癬治療における位

置づけ .	Treatment	of	Psoriasis	with	Biologics.	2017

年 4 月 .	仙台

22）遠藤幸紀：進歩そして変貌を続ける乾癬治療 ,	第 17

回埼玉難治性皮膚疾患臨床研究会 .	2017 年 4 月 .	大宮

23）遠藤幸紀：患者さんと二人三脚で歩む乾癬治療 .	第

3 回	乾癬を語る会 .	2017 年 4 月 .	前橋

24）遠藤幸紀：ライフスタイルを崩さない乾癬治療を考

える .	第 33 回日本臨床皮膚科医会学術大会ランチョ

ンセミナー .	2017 年 4 月 .	神戸

25）遠藤幸紀：生物学的製剤の適切な投与量とその効果

の違いについて考える .　第 378 回東北 6 県合同地方

会アフタヌーンセミナー .	2017 年 5 月 .	仙台

26）遠藤幸紀：地域連携を見据えた乾癬治療を考える

～生物学的製剤の果たす意義～ .	皮膚ネットワーク	in	

埼玉西部 .	2017 年 5 月 .	川越

27）遠藤幸紀：生物学的製剤による乾癬治療～クリニッ

クの先生にこそ知ってほしい３つのこと～ .	トルツ講

演会 .	2017 年 5 月 .	青森

28）遠藤幸紀：新たに登場した乾癬治療を学びましょ

う！ .	第 9 回岩手県乾癬患者学習懇談会 .	2017 年 5 月 .	

盛岡

29）遠藤幸紀：生物学的製剤の適切な投与量をあらため

て考える .	第 116 回日本皮膚科学会総会ランチョンセ

ミナー .	2017 年 6 月 .	仙台

30）遠藤幸紀：コセンティクスがもたらすさらなる

QOL 向上とは？～変貌を遂げた自己注射治療～ .	第

116 回日本皮膚科学会総会モーニングセミナー .	2017

年 6 月 .	仙台

31）遠藤幸紀：乾癬外用療法を“もう少し”考える .	第

11 回乾癬治療を考える会 .	2017 年 6 月 .	東京

32）遠藤幸紀：進歩そして変貌を続ける乾癬治療～自己

注射がもたらす大きな可能性～ .	第 2 回弘前市皮膚疾

患学術講演会 .	2017 年 6 月 .	弘前

33）遠藤幸紀：長期的な安定を目指した維持療法への対

応 .	Biologics	Workshop	in	Psoriasis.	2017 年 6 月 .	福岡

34）遠藤幸紀：患者さんと二人三脚で歩む乾癬治療～

架け橋をかけるのは患者会～ .	ふくおか乾癬友の会 .	

2017 年 6 月 .	福岡

35）遠藤幸紀：生物学的製剤が身近になってきた .	

Psoriasis	Symposium	in	八戸 .	2017 年 6 月 .	八戸

36）遠藤幸紀：生物学的製剤による乾癬治療 .	郡山乾癬

IL-17 治療セミナー .	2017 年 6 月 . 郡山

37）遠藤幸紀：乾癬についてもっと知ろう～うまく付き

合うコツは？～ .	市民公開講座 .	2017 年 6 月 .	青森

38）遠藤幸紀：百花繚乱，乾癬治療　生物学的製剤バー

ジ ョ ン .	Psoriasis	and	chronic	urticaria	 in	Sapporo.	

2017 年 6 月 .	札幌

39）遠藤幸紀：新しく登場した外用剤は乾癬治療をどう

変えた？ .	とちぎ乾癬友の会 .	2017 年 7 月 2 日 .	宇都宮

40）遠藤幸紀：生物学的製剤の自己注射のコツ .	特別

PJ 東日本ブロック社内講演会 .	2017 年 7 月 .	盛岡

41）遠藤幸紀：生物学的製剤の自己注射と病診連携につ

いて .	鳥居薬品本社社内講演 .	2017 年 7 月 .	東京

42）遠藤幸紀：進歩そして深化を続ける乾癬治療～変わっ

たこと，変わらなかったこと～ .	皮膚科臨床セミナー	

in	壬生 .	2017 年 7 月 .	栃木

43）遠藤幸紀：生物学的製剤による乾癬治療～見えてき

たもの，見えそうなもの～ .	乾癬研究会	in	旭川 .	2017

年 8 月 .	旭川

44）遠藤幸紀：尋常性乾癬におけるウステキヌマブの治

療効果およびその安全性 .	ステラーラ点滴静注 130mg

新発売記念講演会 in 仙台 .	2017 年 8 月 .	仙台

45）遠藤幸紀：生物学的製剤の使い分け～ TNF- α阻害

薬～ .	第 32 回日本乾癬学会	シンポジウム 5.	2017 年 9

月 .	東京

46）遠藤幸紀：患者さんのことをもっとよく知ろう .	第

32 回日本乾癬学会	若手セミナー .	2017 年 9 月 .	東京

47）遠藤幸紀：生物学的製剤による乾癬治療 .	八王子地

区トルツ学術講演会 .	2017 年 9 月 . 東京

48）遠藤幸紀：乾癬治療の新たな突破口　PDE4 阻害薬

～アプレミラスト，日本上陸～ .	第 81 回日本皮膚科

学会東部支部イブニングセミナー .	2017 年 9 月 .	郡山

49）遠藤幸紀：乾癬治療の新たな突破口　PDE4 阻害薬 .	

岩手県オテズラ錠発売記念講演会 .	2017 年 10 月 .	盛岡

50）遠藤幸紀：生物学的製剤による乾癬治療の長期的戦

略について考える .	第 68 回日本皮膚科学会中部支部

ランチョンセミナー .	2017 年 10 月 .	京都

51）遠藤幸紀：インフリキシマブによる新たな展開 .	田
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辺三菱製薬本社社内講演 .	2017 年 10 月 .	大阪

52）遠藤幸紀：乾癬治療の新たな突破口　PDE4 阻害薬 .	

八戸市オテズラ錠発売記念講演会 .	2017 年 10 月 .	八戸

53）遠藤幸紀：インフリキシマブは乾癬治療に何を

もたらしたのか？ .	Psoriasis	Infliximab	Meeting	 in	

Hakodate.	2017 年 10 月 .	函館

54）遠藤幸紀：乾癬治療の新機軸　PDE4 阻害薬～アプ

レミラスト，日本上陸～ .	第 69 回日本皮膚科学会西

部支部ランチョンセミナー .	2017 年 10 月 .	熊本

55）遠藤幸紀：患者さんに合わせた乾癬治療戦略 .	

Evolution	of	Psoriasis	Therapy.	2017 年 11 月 .	東京

56）遠藤幸紀：乾癬の外用治療を“もう少し”考える～

単剤と配合剤～ .	岩手皮膚科フォーラム 2017.	2017 年

11 月 .	盛岡

57）遠藤幸紀：ピラミッドのてっぺんから見た乾癬治療 .	

宮崎乾癬研究会 .	2017 年 11 月 .	宮崎

58）遠藤幸紀：乾癬治療～理想と現実の狭間で思うこ

と～ .	日本臨床皮膚科医会北海道ブロック	第 65 回研

修講演会 .	2017 年 11 月 .	札幌

59）遠藤幸紀：乾癬をもっと知ろう～自分にふさわしい

治療は？～ .	市民公開講座 .	2017 年 11 月 .	秋田

60）遠藤幸紀：地域連携を見据えた乾癬治療を考える .	

乾癬フォーラム	in	盛岡 .	2017 年 12 月 .	盛岡

61）遠藤幸紀：生物学的製剤の治療経験はこの学会でも

役に立てるか？ .	第 47 回日本皮膚アレルギー・接触

皮膚炎学会イブニングセミナー .	2017 年 12 月 .	鹿児島

62）遠藤幸紀：乾癬を知り，自分を知り，そして仲間を

知る .	鹿児島乾癬友の会（KAPPA）.	2017 年 12 月 .	

鹿児島

63）遠藤幸紀：乾癬をもっと知ろう～自分にふさわしい

治療は？～ .	三重県乾癬市民公開講座 .	2018 年 2 月 .	

四日市

64）遠藤幸紀：生物学的製剤による乾癬治療～乾癬性

関節炎を中心に～ .	Young	Dermatologist	Seminar	in	

Saitama.	2018 年 2 月 .	大宮

65）遠藤幸紀：乾癬性関節炎に対するアダリムマブの治

療効果と関節評価 .	Medical	Advisory	Board	Meeting	

in	Psoriasis.	2018 年 3 月 .	東京

66）遠藤幸紀：乾癬治療ピラミッド，上から見るか下か

ら見るか .	堺市医師会皮膚科医会 .	2018 年 3 月 .	大阪

67）渡部大輔 :	関節症性乾癬の病態と治療 .	平成 29 年度

北海道・東北地区リウマチ教育研修会 :	2017 年 9 月 .	

盛岡

68）角田加奈子，大久保絢香，赤坂季代美，天野博雄：

顔面の毛細血管拡張症に対する M22 の有効性の検

討 .第 35回日本美容皮膚科学会総会 .	2017年 8月 .	大阪

ｂ）一般講演

１）遠藤幸紀，渡部大輔，天野博雄：加熱式タバコ（iQOS）

が生物学的製剤の治療効果に与える影響 .	第 32 回日

本乾癬学会学術大会 .	2017 年 9 月 .	東京

２）森　志朋，＊赤坂俊英，天野博雄：肺癌皮膚転移と

の鑑別を要した肺癌と皮膚遊興細胞癌の重複癌の 1

例．第 33 回皮膚悪性腫瘍学会．2017 年 6 月．秋田

３）森　志朋，＊赤坂俊英，天野博雄：土肥氏毛包性鱗

状角化症の 1 例．第 32 回角化症研究会．2017 年 8 月．

東京

４）佐藤隆亮，三浦慎平，齊藤	恵，天野博雄：陥入爪

の爪囲肉芽の培養結果の検討 .　第 69 回日本皮膚科学

会西部支部学術大会，熊本，2017 年 10 月．

５）渡辺彩乃，大西正純，馬場俊右，＊前田文彦，＊高

橋和宏，天野博雄，吉田まき子，竹内　聡，上杉憲幸，
＊井上　剛，＊赤坂俊英　：多発脳転移を合併した進

行期乳房外パジェット病の 2 例 .	第 116 回日本皮膚科

学会総会 .	2017 年 6 月 .	仙台

６）渡辺彩乃，＊前田文彦，	石川雄一，	角田加奈子，佐

藤隆亮，大西正純，	馬場俊右，	天野博雄，＊高橋和

宏 .	：悪性黒色腫の	in-transit	転移における	subtotal	

integumentectomy	の有効性の検討 .	第 32 回日本皮

膚外科学会総会・学術集会．2017 年 7 月．大宮

７）赤坂季代美	,	石川雄一 ,	角田加奈子 ,＊吉田亜希 ,	＊前

田文彦 ,	＊赤坂俊英	,	天野博雄：高齢者太田母斑に対

する Q スイッチルビーレーザーの治療効果 .	第 35 回

日本美容皮膚科学会総会・学術大会 ,	2017年 7月 .大阪

８）馬場俊右，天野博雄，＊赤坂俊英：限局性後天性皮

膚弛緩症の１例 . 第 69 回日本皮膚科学会西部支部総

会　2017 年 10 月 . 熊本

９）渡部大輔，遠藤幸紀，天野博雄 :	MTX 関連リンパ

増殖症を発症した乾癬性関節炎にセクキヌマブを投与

した1例 .	第32回日本乾癬学会学術大会 .	2017年9月 .	

東京

10）齊藤　恵，大久保絢香，石川雄一，中川倫代，赤坂

季代美，渡部大輔，森　志朋，＊高橋和宏，天野博雄：

イミキモドが著効した汗孔角化症の１例 .	第 116 回日

本皮膚科学会総会 .	2018 年 6 月．仙台
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11）荒川伸之 ,	大久保	絢香，	安平進士 ,	増田友之 , 柴崎	

晶彦 ,	前沢千早 ,	＊赤坂俊英，天野	博雄：NAD(P)H キ

ノンオキシドレダクターゼ 1 の誘導物質，カルノシン

酸は，メラノーマ細胞株におけるβ - ラパコンの細胞

毒性を増強する．第 116 回日本皮膚科学会総会 .	2017

年 6 月 . 仙台

12）荒川伸之 , 佐藤友利 , 三浦慎平 , 渡辺	彩乃 , 齊藤	恵 ,

赤坂	季代美,渡部	大輔,森	志朋,遠藤	幸紀,天野	博雄：

菌状息肉症に対する放射線照射部に生じた有棘細胞癌

の 1 例 . 第 81 回日本皮膚科学会東部支部 ,	2017 年 10

月 . 福島

13）荒川伸之 , 大久保絢香，安平進士 ,	増田友之 ,	柴崎

晶彦 , 前沢千早 ,	＊赤坂俊英，天野博雄：NQO1 の誘

導物質であるカルノシン酸は，メラノーマ細胞株にお

けるβ -lapachone の細胞毒性を増強する．第 106 回

日本病理学会総会 .2017 年 4 月 . 東京

14）荒川伸之 ,	大久保絢香 ,	安平進士 ,	増田友之 ,	柴崎

晶彦 ,	前沢千早 ,	＊赤坂俊英，天野博雄：	An	inducer	

of	NAD(P)H	quinone	oxidoreductase	1,	carnosic	acid,	

enhances	the	cytotoxicity	of	β -lapachone	in	melanoma	

cell	lines，第 76 回日本癌学会学術大会，2017 年 9 月，

東京

15）角田加奈子，石川雄一，渡辺彩乃，佐藤隆亮，大西

正純，馬場俊右，＊前田文彦，＊高橋和宏，＊岸　隆行：

臍部に生じた基底細胞癌の 1 例 . 第 33 回日本皮膚悪

性腫瘍学会総会．2017 年 6 月．

１）その他 （web 講演）

１）遠藤幸紀：イキセキズマブの自己注射で得られるメ

リットと		は？，m3web 講演会 .	2017 年 12 月 .	東京

２）遠藤幸紀：乾癬治療の新たな突破口　PDE ４阻

害薬～アプレミ　ラストがもたらしたものは？～ .	

m3web 講演会 .	2018 年 3 月 .	東京

３）遠藤幸紀：コセンティクスの新たなポジショニン

グを考える～早さ，強さ，持久力，休薬・再開～ .	

m3web 講演会 .	2018 年 3 月 .	東京

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

１）＊森　康記，梁川志保，渡辺彩乃，＊岸　隆行：水

圧式ナイフ（バーサジェット ® Ⅱ）で治療した高齢

者広範囲熱傷の 3 例 . 第 378 回東北 6 県合同地方会 .	

2017 年 5 月 .	仙台

２）渡部大輔，濱端明海，大久保絢香，石川雄一，中川

倫代，齊藤恵，赤坂季代美，森　志朋，＊高橋和宏，

天野博雄（岩手医大），＊菅原祐樹（一関市），＊赤坂

俊英（北上済生会病院）:	ベキサロテンが奏功した菌

状息肉症の 1 例 .	日本皮膚科学会東北 6 県合同地方会

第 378 回例会 .	2017 年 5 月 . 仙台

３）三浦慎平	，＊櫻井英一，佐藤隆亮，渡部大輔，＊高

橋和宏，＊赤坂俊英：岩手県における皮膚科遠隔医療

システムの試み .	日本皮膚科学会岩手地方会学術大会

第 379 回例会 .　2017 年	9 月 . 盛岡

４）馬場俊右，天野博雄：限局性強皮症の１例 . 日本皮

膚科学会岩手地方会第 379 回例会　2017 年	9 月 . 盛岡

５）＊馬場由香，天野博雄 :	児の出生により判明した色

素失調症の１家系 . 日本皮膚科学会岩手地方会第 379

回例会　2017 年	9 月 . 盛岡

６）齊藤　恵，佐藤友利，荒川伸之，三浦慎平，渡辺彩

乃，赤坂季代美，渡部大輔，森　志朋，天野博雄，＊佐

藤俊樹：Balloon	cell を伴った悪性黒色腫の１例．日

本皮膚科学会岩手地方会学術大会第 379 回例会 .	2017

年	9 月 . 盛岡

７）丹治峻之，三浦慎平，角田加奈子，馬場俊右，天野

博雄，大津瑛裕，筑紫泰彦，伊藤薫樹	:	特異疹がみら

れた急性骨髄芽球性白血病の１例 .	日本皮膚科学会岩

手地方会学術大会第 379 回例会 .	2017 年	9 月 . 盛岡

８）石川雄一，馬場俊右，天野博雄 : 未治療の糖尿病患

者に生じたネコ咬傷による Pasteurella	multocida 感

染症の１例 . 日本皮膚科学会岩手地方会学術大会第

379 回例会 .	2017 年	9 月 . 盛岡

９）＊井上　剛，角田加奈子，　＊赤坂俊英 :	良好な経過

をたどった成人手足口病の 1 例 .	日本皮膚科学会岩手

地方会学術大会第 379 回例会 .	2017 年	9 月 . 盛岡

10）佐藤友利，荒川伸之，三浦慎平，渡辺彩乃，齊藤　恵，

赤坂季代美，渡部大輔，森　志朋，天野博雄，＊小野

寺信江 : 小児の Buruli 潰瘍の 1 例 .	日本皮膚科学会岩

手地方会学術大会第 379 回例会 .	2017 年	9 月 . 盛岡

11）馬場俊右，齊藤	恵，天野博雄，高橋咲子，千葉励子，

立花絵里，本多孝之：当院における褥瘡の発生傾向と

対策について .	日本皮膚科学会岩手地方会第 380 回例

会　2017 年	11 月 . 盛岡

12）遠藤幸紀，天野博雄：尋常性乾癬におけるアプレミ

ラストの使用経験とその実際 .	日本皮膚科学会岩手地

方会第 380 回例会　2017 年	11 月 . 盛岡

13）大西正純，大久保絢香，三浦慎平，石川雄一，中川
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倫代，渡辺彩乃，角田加奈子，佐藤隆亮，馬場俊右，

天野博雄，＊前田文彦 :	ニボルマブ	からイピリムマブ

への切り替えを行った進行期悪性黒色腫 .	日本皮膚科

学会岩手地方会第 380 回例会　2017 年	11 月 . 盛岡

14）赤坂季代美，石川雄一，角田加奈子，天野博雄，＊吉

田亜希，＊前田文彦 :	高齢者太田母斑に対するQスイッ

チルビーレーザー (QSRL) 治療のまとめ .	日本皮膚科

学会岩手地方会第 380 回例会　2017 年	11 月 . 盛岡

15）＊濱端明海，天野博雄 :	加硫促進剤による職業性接

触皮膚炎の 1 例 .	日本皮膚科学会岩手地方会第 380 回

例会　2017 年	11 月 . 盛岡

16）＊井上　剛，天野博雄 : 大量免疫グロブリン静注

（IVIG）療法の併用によりステロイドを減量しえた落

葉状天疱瘡の 1 例 .	日本皮膚科学会岩手地方会第 380

回例会　2017 年	11 月 . 盛岡

17）渡辺彩乃，荒川伸之，渡部大輔，天野博雄 :	全身性

エリテマトーデス	(SLE)	とシェーグレン症候群の合

併例に生じた多発性皮膚線維腫の 1 例 .	日本皮膚科学

会岩手地方会学術大会第 380 回例会 .	2017 年 11 月 .	

盛岡

18）渡部大輔，遠藤幸紀，天野博雄：TNF α阻害薬投

与中に paradoxical	reaction が出現した乾癬性関節炎

の 1 例 .	日本皮膚科学会岩手地方会学術大会第 380 回

例会 :	2017 年 11 月 .		盛岡

19）荒川伸之，佐藤友利，三浦慎平，渡辺彩乃，齊藤	恵，

赤坂季代美，渡部大輔，森	志朋，天野博雄，＊黒田啓

美	：臀部皮下腫瘤から診断に至った皮下型サルコイ

ドーシスの 1 例，日本皮膚科学会岩手地方会学術大会

第 380 回例会，2017 年 11 月盛岡

20）佐藤隆亮，天野博雄 :	巨粉瘤の 3 例 .	日本皮膚科学

会岩手地方会学術大会第 380 回例会，2017 年 11 月盛

岡

21）佐藤友利，荒川伸之，三浦慎平，渡辺彩乃，齊藤　恵，

赤坂季代美，渡部大輔，森　志朋，天野博雄，＊佐々

木　豪 :	悪性増殖性外毛根鞘嚢腫の一例 .	日本皮膚

科学会岩手地方会学術大会第 380 回例会，2017 年 11

月 . 盛岡

22）丹治峻之，大久保絢香，石川雄一，中川倫代，角田

加奈子，佐藤隆亮，大西正純，馬場俊右，天野博雄，

村井孝弥 :	皮膚転移から発見された食道癌の 1 例 .	日

本皮膚科学会岩手地方会学術大会第 380 回例会，2017

年 11 月盛岡

23）石川雄一，丹治峻之，中川倫代，角田加奈子，佐藤

隆亮，大西正純，馬場俊右，天野博雄 : 手背の表皮嚢

腫より発生した有棘細胞癌の１例 . 日本皮膚科学会岩

手地方会学術大会第 380 回例会，2017 年 11 月盛岡

24）角田加奈子，石川雄一，渡辺彩乃，佐藤隆亮，大西

正純，馬場俊右，佐藤誠也，＊前田文彦 :	膣原発無色

素性悪性黒色腫の 1 例 . 日本皮膚科学会岩手地方会学

術大会第 380 回例会，2017 年 11 月 . 盛岡

25）中川倫代，大西正純，丹治峻之，大久保絢香，石川

雄一，角田加奈子，佐藤隆亮，馬場俊右，天野博雄，＊前

田文彦 :	治療中に急速な進行を呈した耳介悪性黒色腫

の 1 例 .	日本皮膚科学会岩手地方会学術大会第 380 回

例会，2017 年 11 月盛岡

26）齊藤　恵，佐藤友利，荒川伸之，三浦慎平，渡辺彩乃，

赤坂季代美，渡部大輔，森　志朋，天野博雄，鈴木隆

史 :	ウェルニッケ脳症を合併した蜂窩織炎の 1 例 .	日

本皮膚科学会岩手地方会学術大会第 380 回例会，2017

年 11 月盛岡

27）三浦慎平，天野博雄，上野正博 :	高齢者に発症した

皮膚腺病の 1 例 .	日本皮膚科学会岩手地方会学術大会

第 380 回例会，2017 年 11 月盛岡

28）井上　剛 :　当院でのアトピー性皮膚炎に対する治

療への取り組み . 日本皮膚科学会岩手地方会学術大会

第 381 回例会，2018 年 2 月 . 盛岡

29）丹治峻之，大久保絢香，石川雄一，中川倫代，角田

加奈子，佐藤隆亮，大西正純，馬場俊右，天野博雄	

:	頭部に生じた eccrine	angiomatous	hama	toma の 1

例 .	日本皮膚科学会岩手地方会学術大会第381回例会，

2018 年 2 月 . 盛岡

30）荒川伸之，佐藤友利，石川雄一，渡辺彩乃，齊藤	恵，

赤坂季代美，渡部大輔，森	志朋，天野博雄，＊菊池剛彰：

下腿に生じた schwannoma の 1 例，日本皮膚科学会

岩手地方会学術大会第 381 回例会，2018 年 2 月盛岡

31）佐藤隆亮，丹治峻之，大久保絢香，石川雄一，中

川倫代，角田加奈子，大西正純，馬場俊右，天野博

雄　，岸　隆行 :	6 年の経過で腫瘤を形成した右母趾

悪性黒色腫の 1 例 . 日本皮膚科学会岩手地方会学術大

会第 381 回例会，2018 年 2 月 . 盛岡

32）濱端明海，天野博雄 :	タクロリムスが奏功した亀頭

部に生じた開口部プラズマ症の 1 例 .	日本皮膚科学会

岩手地方会学術大会第381回例会，2018年 2月 .盛岡
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泌尿器科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 小　原　　　航	 阿　部　貴　弥

	 准教授	 大　森　　　聡

	 特任准教授	 杉　村　　　淳

	 講　師	 高　田　　　亮	 岩　崎　一　洋

	 助　教	 兼　平　　　貢	 加　藤　陽一郎

	 	 松　浦　朋　彦	 加　藤　廉　平

	 	 小野田　充　敬	 五十嵐　大　樹

	 任期付助教	 伊　藤　明　人

	 専門研修医	 石　井　修　平

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．Non-machinery dialysis の開発

１）研究背景：血液透析は，電気，水道，専用血液透析機器

のすべてが揃わなければ成り立たない治療法である．地震災

害時には，被災者の 2 ～ 5％に crush	syndrome 症例が発症

し，そのうちの 30 ～ 70％の患者において急性腎不全が発症

し，血液透析が必要になると言われている．具体的には，人

口 100 万人あたり 100 人前後の発症数であり，首都圏での都

市直下型地震が生じた場合，1000 人以上の規模での血液透

析が必要な急性腎不全症例が発生する．都市直下型地震が発

生した場合，電気，水道などライフラインが寸断される．も

し，早急にライフラインの復旧が行われても，1000 人以上

の大規模の患者に対する血液透析機器を早急に準備すること

は不可能であることは明白である .

　我々は，以前より本格的な血液透析機器がなくても血液透

析が行えるシステム（Non-machinery	dialysis：NMD）の開

発を行ってきた．NMD は特殊な回路と大量の透析液用補充

液は必要であるが，電気や水道などのライフラインおよび専

用の血液透析機器は全く不必要で，血液透析を施行すること

が可能なシステムである .

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 0 名 1 名 1 名 2 名 0 名 7 名

研究員 研究生 研修生
5 名 1 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 4 名 1 名 1 名

２）研究成果：	NMD 専用の回路を作成した . 作成した

NMD 専用回路を用いて，NMD によるカリウム除去能の評

価など基礎的な検討を行った．これらの基礎データを論文化

し，掲載された .（J	Artif	Organs	20;	230-5:	2017）

　現時点の NMD には，抗凝固剤や血液ポンプの動力など

様々な問題点があり，改善の余地がある．今後それらの改善

と，より実臨床に即した検討を行い，臨床応用可能な血液浄

化療法システムとして確立する .

２．前立腺癌密封小線源療法の性機能への長期的影響

　前立腺癌密封小線源療法は性機能温存に優れるとされてい

るが，長期報告がなかったため調査を行った．本学にて密封

小線源療法を施行した症例のうち調査可能であった 569 例を

抽出，内分泌療法を施行した 270 例を除外した 299 例を対象

とした．International	Index	of	Erectile	Function	15 質問票

を用いて線源挿入後 3 − 60 ヶ月後のスコア変動を Student

の t 検定で解析した．線源挿入前に比して挿入後 3 か月から

全体スコア合計は有意に低下し（p<0.01）その後も持続した．

全体スコア合計の中央値は 18 点であったが，線源挿入前ス

コア合計が 18 点以上の群を高値群，17 点以下を低値群に分

けて比較したところ線源挿入後のスコアは高値群で早期より

著明に低下しその後も持続（p<0.05），低値群では有意な改

善が見られた（p<0.01）．全体スコアが長期にわたり低下し

続けたことについて，小線源療法の性機能に対する早期の影

響に加え，加齢や放射線晩期障害による影響が考えられた，

スコア高値群で早期からスコアが低下したことについて，性

機能温存に対する過度な期待があったと推測された．スコア

低値群でスコアが有意に改善したことについて，癌治療に一

定の目途がつき精神的安定が得られたと推測された．以上よ

り性機能温存目的に密封小線源療法を選択する患者には性機

能低下について十分な説明が必要と思われた .

３．前立腺癌密封小線源療法の性機能への長期的影響

　前立腺癌密封小線源療法は手術，放射線外照射療法と並ん

で限局性前立腺癌に対する根治療法のひとつとして位置づけ

られており本学における治療成績を検証した．本学にて密封

小線源療法を施行した症例のうち 1 年以上の観察期間が得ら

れた 583 例の生化学的 PSA 非再発率に関わる因子を解析し

たところ前立腺への放射線照射量（pV100，p=0.036），外照

射有無（P=0.029）が生化学的 PSA 非再発率と相関を示した．

外照射非併用群に限って多変量解析したところ，pD90 が再

発に強く相関することが示された（p=0.0199）．pD90 の値に

ついては経験症例数が増加することによりばらつきが小さく

なり，100 例を超えると数値が安定した．すなわち，小線源
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療法経験症例数の増加に伴い再発率が低下することが示唆さ

れた .

４．ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術の治療成績

　ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘除術（RARP）は ,	2006

年に本邦に導入され，2012 年に保険収載となった .	当施設で

は 2013 年 5 月に導入され，2017 年 10 月末で 395 例を施行

している .

当施設における RARP と従来の標準術式であった開腹での

前立腺全摘除術との成績を比較した .	RARP では，平均出血

量は開腹前立腺全摘除術の約 1/10 であり，切除断端や生化

学的再発については同等，術後合併症である尿失禁について

は RARP での早期回復が示唆された .

RARP は，現在では限局性前立腺癌に対する標準的な手術

療法となっている .	当施設における治療成績についても解析

した .	現在のところ癌死した症例はなく，2 年生化学的非再

発率は約 80% であった .	しかし，	D’Amico 分類における

High	risk 症例では，諸家の報告とほぼ同等ではあるが，2

年生化学的非再発率は 65% と低かった .	High	risk 症例にお

いて，生化学的再発に関わる因子を検討したところ，単変量・

多変量解析で，術前因子としては PSA>20ng/ml	，	前立腺

生検時 Gleason	pattern	5	component のある腫瘍が，術後因

子としては神経周囲浸潤が挙げられた .	こうした結果を受け

て，現在は上記術前因子のいずれかのある症例には，RARP

時に拡大リンパ節郭清を施行している .	また，術後尿失禁に

ついて，手術方法を工夫することで，さらに早期の回復が得

られるようになってきている .	今後も症例を重ねて検討して

いく予定である .

5．当院における近年腎移植患者の予後解析

1997 年 11 月～	2014 年 11 月まで岩手医科大学泌尿器科にお

いて施行した腎移植は 52 例 .	生体腎移植 42 例 ( 先行的腎移

植 2 例，2 次移植 2 例 )，献腎移植 10 例（2 次移植 1 例）.	原

疾患，腎提供者の確認とともに，生体腎 / 献腎別の生存率・

生着率，透析期間別生着率，レシピエント年齢別生着率，術

後１か月以内の早期主要合併症有無別生着率について比較検

討した .	原疾患は，慢性糸球体腎炎が 38％で最も多く，糖尿

病性腎症は 2％と少なかった .	原因不明例（腎生検未施行例）

が多かった .	腎提供者は，父母が半数で，兄弟姉妹を含める

と 75％に達した .	全体に占める献腎移植の割合は比較的高

かったが，全国的に増加してきた夫婦間移植の件数は 4％と

まだ少なかった .	

10 年（120 か月）生存率・生着率は，生体腎移植が 82.0% ／

75.3%，献腎移植が 66.7% ／ 66.7%	であり，有意差は認めな

かった .

移植前透析期間別生着率では，長期透析歴を持つ患者さん

は，短期透析歴の患者さんに比較して有意に生着率が低かっ

た .	レシピエント年齢別生着率では有意差を認めなかった .	

早期合併症有無別生着率にも有意差を認めなかった .	主な移

植後合併症は，組織学的に確認された急性拒絶反応数例，血

腫除去やリンパ嚢胞開創術など外科的治療を要した症例少数

であった .	cytomegalovirus 感染（CMV	antigenemia	陽性）

は比較的多かったが，発症例は認めなかった .	Graft	 loss に

陥った症例は 12 例（primary	no	 function	1 例 ( 献腎移植 )，

急性拒絶反応 2 例，	慢性拒絶反応 2 例，	他因死 7 例）であっ

た .	CMV 感染症例が多かったが，発症 / 増悪例は認めなかっ

た .	術後糖尿病・高血糖症例は 11 例認め，これらの症例で

は FK から CyA に薬剤変更を行った .	薬剤性心筋障害例 2

例（FK → CyA）や長期透析（27 年間）患者における大腿

骨頸部骨折例 1 例も経験した .		

長期透析患者に対する腎移植では移植腎機能低下，長期透析

に関連する合併症の危険性が高く，術前の十分なリスク説明

と，合併症を想定したより綿密な術後管理が必要と考えられ

た .

6．生体腎移植 0 時間生検とドナー腎機能関連因子解析

　生体腎移植時における 0 時間生検は，一般的に健常人であ

るドナー腎の病理学的評価を示しており，臨床因子との関連

性を明らかにすることは，移植腎機能のみならずドナー残腎

機能を推測するのに有用である .	我々は生体腎移植における

0hr 生検標本と臨床データ・予後の関連を解析し，術後ドナー

腎機能推測を目的に，当院において 1997 年から 2015 年に施

行した生体腎移植 49 例を Base に，ドナー年齢，血圧，術

前および術後短期での eGFR やクレアチニンなどの臨床デー

タ，	0hr 生検病理診断からドナー術後腎機能関連因子につい

て解析し発表してきた .（2016　第 49 回日本臨床腎移植学

会（米子），第 104 回日本泌尿器科学会総会（仙台）より適

切な解析を行うため，採取標本中の糸球体個数を 5 個以上あ

るいは 10 個以上に限定し解析するなど方法を吟味し発表し

てきた .）糸球体硬化の有無では年齢や術前後のクレアチニ

ン，術前後 eGFR に有意差を認めなかった .	一方動脈硬化や

線維化病変有無，硬化性病変有無では，単変量解析で動脈硬

化や線維化病変を有する症例の年齢が高く，硬化性病変を有

する症例の年齢が高く，	eGFR は低値であったが，多変量解

析では有意差を認めなかった .	また，その他の因子では有意

差を認めなかった .（第 81 回日本泌尿器科学会東部総会）こ

の間，採取組織中の糸球体数を増加させるため生検方法も変
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更した．（楔状切除→ 16 Ｇ針生検 2 本）今後症例数を増やし

精度を上げた解析を予定している．生体腎移植ドナーは，術

後大半が CKD	stage3 以上となる．健常人の腎生検組織を評

価する機会は少なく，ドナーの長期的な腎機能保持のために

も 0 時間生検の評価と臨床データによる予後予測は重要と考

えられる．

７．腎移植患者における抗体関連拒絶予測関連因子の検索同定

　腎移植術後の移植腎機能予後について，移植後 1 年経過時

の腎機能低下や蛋白尿陽性が長期予後不良を予測する臨床

データとしてよく知られている．腎機能低下や蛋白尿の原因

として最も多いものは，移植後早期の急性拒絶反応による障

害と早期から出現する慢性拒絶反応とされていた．また腎炎

再発も移植腎機能予後に影響するイベントである．これらを

早期発見するため，国内の多くの施設では臨床的データに異

常がない場合も定期的にプロトコール移植腎生検が行われ

ている．（Transplant	proc．2014;	46(2):	349-52，Nephrology	

2014	Jun;	19	Suppl3	2-5.）移植腎生検における侵襲は，時に

移植腎周囲血腫や動静脈瘻を形成し移植腎機能低下の原因に

なることもある．プロトコール腎生検以外の低侵襲検査で移

植腎評価や長期予後推測が可能であれば，腎移植患者への大

きな福音となる．近年移植腎予後と様々な生体因子・遺伝子

についての研究が行われているが，炎症と関連するサイト

カイン / ケモカインも移植腎機能予後との関連報告が注目

されている．（2017	Curr	Opin	Nephrol	Hypertens．26:	doi:	

10.1097/MNH．361，2013	Transplant	Proc．45:	2152-7）

　岩手県では 2015 年に腎移植推進研究会が発足して以降，

オール岩手での腎移植推進の啓発活動が行われ，生体腎移植

件数が増加傾向にある．生体腎移植後（0 時間− 1 年）採血

/ 生検標本および臨床データから移植腎機能予後に関連が予

想される因子を抽出し，長期予後予測の可能性を解析する．

腎移植レシピエントおよびドナーの更なる安全・安心のため

に，上記研究により低侵襲での予後予想法の確立を目指す．

その結果を発表 / 論文で広く周知することにより更に腎移植

患者の増加に努める .

８．ゲノム解析に基づいた術前化学療法感受性予測による筋

層浸潤性膀胱癌への個別化治療

１）研究背景：私たちはこれまでにマイクロアレイ解析によ

り M-VAC・CaG 術前化学療法感受性予測法を構築した . 従

来の検討結果から	① M-VAC・CaG 感受性予測システムの

予測精度は後ろ向き試験でともに 80％以上であった．（文献

3，文献 4）　② M-VAC39 例，CaG37 例，計 76 例の ｢化学

療法感受性群 44 例｣ と ｢非感受性群 32 例｣ における 5 年生

存率は感受性群において 68% であったのに対し，非感受性

予測群では 40% であった．これより感受性群における生存

率の有意な延長を認めた（P=0.002）．③ M-VAC	，CaG そ

れぞれの予測システムによるスコアリング結果に基づいた治

療法を使い分けることにより，単独での奏効率がそれぞれ

59.0%，54.1% から 80.1% に向上することが試算された．（文

献4）　④術前化学療法によるpT0率は，10.3%であった．（文

献 5）　が明らかとなっている .

　今回 M-VAC・CaG 感受性予測システムを用いて個々の患

者に適した治療を提供するべく，感受性予測を用いた NAC

と経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR-BT）を組み合わせた研究

を行った .

２）方法：本試験では cT2 以上の膀胱癌症例に TURBT を

施行し，筋層浸潤が確認された症例に対して感受性予測を行

い，感受性予測結果に基づき治療法が選択された .

　一方，対照群は TURBT を施行しなかった症例をヒスト

リカルコントロールとして用い，両群における NAC 後の膀

胱全摘標本における pT ステージと予後について検討した .

３）成果：本試験の pT0 率は 55.6% と，TUR-BT を実施し

なかった従来の検討（3.4%）よりも高い結果となった．こ

のことから，TUR-BT による腫瘍縮小効果は NAC による効

果が期待できる場合には，両者を併用することにより，pT0

の可能性を向上させることが示唆された．本試験は少数かつ

短期間での検討であり，pT0 に至った本症例の予後が良好

であるのか，さらに生存率についても追跡してゆく必要がある .
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患者における夜間多尿の検討．	第 105 回日本泌尿器

科学会総会．2017 年 4 月．鹿児島．

12）岩崎一洋，髙山美郷，小野田充敬，松浦朋彦，加藤

陽一郎，兼平　貢，高田　亮，杉村　淳，大森　聡，

小原　航：去勢対抗性前立腺癌に対するドセタキセル

療法開始前の画像学的進行は予後不良因子である．	

第105回日本泌尿器科学会総会．2017年 4月．鹿児島．

13）五十嵐大樹，加藤陽一郎，髙山美郷，小野田充敬，

松浦朋彦，兼平　貢，岩崎一洋，高田　亮，杉村　淳，

大森　聡，阿部貴弥，小原　航：ロボット支援体腔鏡

下前立腺前立腺全摘除術における DVC 無結紮法によ

る早期尿失禁制獲得の検討．第 105 回日本泌尿器科学

会総会．2017 年 4 月．鹿児島．

14）＊佐藤一範：当院における ADPKD に対するトルバ

プタン治療の現状．第 60 回日本腎臓学会学術総会．

2017 年 5 月．仙台．

15）＊佐藤一範：当院における ADPKD に対するトルバ

プタン治療の現状．	第62回日本透析医学会学術集会・

総会．2017 年 6 月．横浜．

16）大森　聡，塩見　叡，髙山美郷，石井修平，小野田充敬，

松浦朋彦，加藤陽一郎，兼平　貢，岩崎一洋，高田　亮，

杉村　淳，阿部貴弥，小原　航：台風 10 号被害に対

する岩手県の維持透析対応～東日本大震災の教訓はい

かされたか？～．	第 62 回日本透析医学会学術集会・

総会．2017 年 6 月．横浜．

17）阿部貴弥，小原　航：岩手県下の C 型肝炎ウイル

ス感染の現状．	第 62 回日本透析医学会学術集会・総

会．2017 年 6 月．横浜．

18）松浦朋彦，小野田充敬，兼平　貢，杉村　淳，大森　聡，

阿部貴弥，及川浩樹，長谷川康，高原武志，新田浩幸，

小原　航：脳死下肝腎同時移植の経験とその後移植腎

に発生した骨髄腫腎．第33回腎移植・血管外科研究会．

2017 年 7 月．小田原．

19）五十嵐大樹，小野田充敬，松浦朋彦，兼平　貢，岩

崎一洋，高田　亮，杉村　淳，小原　航：Poor	risk

の転移性腎細胞癌に対し Nivolumab が著効中の 1 例．

第 48 回腎癌研究会．2017 年 7 月．品川．

20）加藤陽一郎，加藤廉平，小野田充敬，松浦朋彦，兼

平　貢，高田　亮，馬場誠郎，木村聡元，大塚幸喜，

佐々木　章，小原　航：両側腹部腫瘍に対する一期的

臍部 Zig-Zag 切開による腹腔鏡手術 3 例の経験．	6th	

Reduced	Port	Surgery	Forum．2017 年 8 月．大分．

21）阿部正和，＊氏家　隆，小原　航，大森　聡，阿部貴弥，

高田　亮：当院における MRI-TRUS	fusion	biopsy の

経験．第82回日本泌尿器科学会東部総会．2017年9月．

品川．

22）松浦朋彦，小野田充敬，加藤陽一郎，兼平　貢，高

田　亮，杉村　淳，大森　聡，長谷川康，高原武志，

及川浩幸，阿部貴弥，小原　航：脳死下腎肝同時移植

の経験と移植腎に発生した骨髄腫腎．	第 82 回日本泌

尿器科学会東部総会．2017 年 9 月．品川．

23）塩見　叡，小野田充敬，松浦朋彦，加藤陽一郎，高

田　亮，杉村　淳，大森　聡，阿部貴弥，小原　航，

安保亜紀子，石田和之，菅井　有，小松　淳：悪性リ

ンパ腫を合併した精索脂肪肉腫．2017 年 9 月．品川．

24）石井修平，高田　亮，塩見　叡，髙山美郷，五十嵐

大樹，小野田充敬，松浦朋彦，加藤廉平，加藤陽一郎，

兼平　貢，杉村　淳，大森　聡，阿部貴弥，中村隆二，

小原　航：本学における限局性前立腺癌密封小線源療

法施行患者における性機能の長期的変化．第 28 回日

本性機能学会学術集会．2017 年 9 月．東京．

25）加藤廉平，＊布川朋也，＊吉丸哲郎，＊松下洋輔，＊尾

野雅哉，小原　航，＊片桐豊雅：腎癌の癌化における

PRELID2の重要な役割．第76回日本癌学会学術総会．

2017 年 9 月．横浜．

26）兼平　貢，塩見　叡，髙山美郷．五十嵐大樹，小野

田充敬，松浦朋彦，加藤陽一郎，高田　亮，杉村　淳，

大森　聡，阿部貴弥，小原　航：ロボット支援腹腔鏡

下腎部分切除（RAPN）の初期経験．第 55 回日本癌

治療学会学術集会．2017 年 10 月．横浜．

27）五十嵐大樹，阿部正和，小野田充敬，＊藤島洋介，
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岩崎一洋，高田　亮，＊岩動一将，＊氏家，小原　航：

進行性腎細胞癌に対するニボルマブの短期治療効果と

安全性．	第 55 回日本癌治療学会学術集会．2017 年

10 月．横浜．

28）＊藤島洋介，＊小原東也，露久保敬嗣，神崎成子，＊岩

動一将，高田　亮，大森　聡，阿部貴弥，小原　航：

前立腺癌に対する内分泌療法併用強度変調放射線療法

の治療成績．	第 55 回日本癌治療学会学術集会．2017

年 10 月．横浜．

29）＊中島信幸，＊宮嶋　哲，＊金山博臣，＊福森知治，＊近

藤恒徳，＊篠原信雄，小原　航，＊木村　剛，＊久米春喜，
＊藤元博行，＊野々村祝夫，＊本郷文弥，＊杉村貴之，＊高

橋正幸，＊江藤正俊：pT1a 腎癌における術後再発危

険因子の検討−日本泌尿器科学会がん登録二次解析−．

第55回日本癌治療学会学術集会．2017年 10月．横浜．

30）五十嵐大樹，小原　航：進行性腎細胞癌に対するニ

ボルマブの短期治療効果と安全性．日本泌尿器腫瘍学

会第 3 回学術集会．2017 年 10 月．品川．

31）＊工藤大輔，塩見　叡，杉村　淳，小原　航：側臥

位腎瘻留置の優位性．第 31 回日本泌尿器内視鏡学会

総会．2017 年 11 月．徳島．

32）田村大地，阿部正和，神崎成子，髙山美郷，加藤廉平，

加藤陽一郎，高田　亮，杉村　淳，大森　聡，小原　航：

腹腔鏡下腎切除術を施行した重度側弯を伴う膿腎症症例．	

第31回日本泌尿器内視鏡学会総会．2017年11月．徳島．

33）＊小野裕太，小松　淳，高田　亮，大森　聡，小原　航：

岩手県立久慈病院における上部尿路結石の発生と生活

習慣病との関連性．	第 31 回日本泌尿器内視鏡学会総

会．2017 年 11 月．徳島．

34）小野田充敬，兼平　貢，髙山美郷，五十嵐大樹，松

浦朋彦，加藤陽一郎，高田　亮，杉村　淳，大森　聡，

小原　航：当科のロボット支援下腹腔鏡下腎部分切除

術と体腔鏡下腎部分切除術の治療成績の比較．	第 31

回日本泌尿器内視鏡学会総会．2017 年 11 月．徳島．

35）兼平　貢，五十嵐大樹，小野田充敬，松浦朋彦，加

藤陽一郎，高田　亮，杉村　淳，大森　聡，小原　航：

ロボット支援腹腔鏡下前立腺全摘術の周術期臨床因子

と BMI との関連についての検討．	第 31 回日本泌尿

器内視鏡学会総会．2017 年 11 月．徳島．

36）加藤陽一郎，五十嵐大樹，小野田充敬，加藤廉平，

松浦朋彦，兼平　貢，高田　亮，杉村　淳，大森　聡，

小原　航：ロボット支援下根治的膀胱全摘除術と開腹

膀胱全摘除術の周術期成績比較．	第 31 回日本泌尿器

内視鏡学会総会．2017 年 11 月．徳島．

37）兼平　貢，塩見　叡，髙山美郷，石井修平，五十嵐大樹，

小野田充敬，松浦朋彦，加藤陽一郎，高田　亮，杉村　

淳，大森　聡，阿部貴弥，小原　航：ロボット支援腹

腔鏡下前立腺全摘除 (RALP) における各 surgical	step

の手術時間へ BMI が与える影響．第 10 回日本ロボッ

ト外科学会学術集会．2018 年 2 月．東京．

38）杉村　淳，大森　聡，松浦朋彦，塩見　叡，髙山美郷，

石井修平，五十嵐大樹，伊藤明人，小野田充敬，加藤

陽一郎，兼平　貢，高田　亮，阿部貴弥，小原　航：

当院における先行的腎移植の現状．第 51 回日本臨床

腎移植学会．2018 年 2 月．神戸．

39）阿部貴弥，石井修平，伊藤明人，小野田充敬，松浦

朋彦，小原　航，	＊佐々木成幸，	＊高澤由美子，	＊加藤

哲夫：酵素法による新しいインドキシル硫酸測定試薬

を用いた透析患者における血漿インドキシル硫酸濃度

測定．日本医工学治療学会第 34 回学術大会．2018 年

3 月．大宮．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）田村大地，髙山美郷，五十嵐大樹，小野田充敬，松

浦朋彦，加藤陽一郎，兼平　貢，岩崎一洋，高田　亮，

杉村　淳，大森　聡，阿部貴弥，小原　航．尿路上皮

癌との鑑別に苦慮した尿管原発小細胞癌の 1 例．第

255回日本泌尿器科学会東北地方会．2017年4月．弘前．

２）伊藤明人，阿部正和，小野田充敬，氏家　隆，阿部

貴弥，小原　航．エテルカルセチドの初期使用経験．

第 51 回岩手腎不全研究会．2018 年 11 月．盛岡．

３）阿部正和，五十嵐大樹，小野田充敬，加藤陽一郎，

大森　聡，阿部貴弥，小原　航．ニボルマブにより病

理的完全奏効し得た手に性腎癌症例．第 256 回日本泌

尿器科学会東北地方会．2017 年 10 月．秋田．

４）髙山美郷，兼平　貢，松浦朋彦，高田　亮，杉村　淳，

阿部貴弥，小原　航．	Reduced	port	surgery にて完全

切除しえた後腹膜原発粘液性嚢胞腺腫の 1 例．第 256

回日本泌尿器科学会東北地方会．2017 年 10 月．秋田．

⑤－２　国内学会主催

１）第23回日本HDF研究会学術集会・総会．2017年9月．

盛岡．
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神経精神科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 大　塚　耕太郎

	 講　師	 八　木　淳　子	 星　　　克　仁

	 助　教	 山　家　健　仁	 三　條　克　巳

	 	 遠　藤　　　仁	 福　本　健太郎

	 	 工　藤　　　薫	 小　泉　範　高

	 	 吉　岡　靖　史	 三　田　俊　成

	 	 水　谷　歩　未	 小　泉　文　人

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．精神科救急

１）精神科救急における入院期間の予測因子を明らかにし，

論文発表を行った．

２）ホメピゾール投与と血液透析により代謝性アシドーシ

スの出現を阻止できたエチレングリコール中毒例につい

て，症例報告を行った．

３）慢性リチウム中毒によるせん妄から大量服薬に至った

症例について，症例報告を行った．

４）たこつぼ型心筋症を合併した有機リン中毒症例につい

て，症例報告を行った．

５）高齢者の精神科救急外来受診に関する実態調査を行い，

学術発表を行った．

６）高齢 F2 圏患者の精神科救急外来における実態調査を

行い，学術発表を行った．

２．自殺関連

１）精神科救急における自殺未遂者の入院期間の予測因子

を明らかにし，論文発表を行った．

２）幻覚妄想を呈した救急患者についての合成カチオン種

α - ピロリジノヘキサノフェノンの毒物動態を検証し，

論文発表を行った．

３）心理的危機におけるこころの働きについて，論文発表

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 2 名 0 名 10 名

研究員 研究生 研修生
14 名 0 名 3 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 1 名 1 名 2 名

を行った．

４）複雑事例を通して学ぶ自殺予防学の方法論を構築し，

講演を行った．

５）地域自殺予防活動と災害精神支援について講演を行った．

６）日本自殺予防学会の歴史と法人化後の展望	学会によ

る地域貢献：学会法人化後の教育・研修事業について講

演を行った．

７）自殺予防の基本的な考え方と取り組みについて講演を

行った．

８）「救急患者精神科継続支援料」の概要と普及について

検証し，学術発表を行った．

９）自殺企図および自傷行為による精神科救急患者の入院

期間による特性について，学術発表を行った．

10）口腔内セネストパチーによる苦痛から除草剤服毒に

至った症例について，学術発表を行った．

11）頸椎損傷による複数の喪失体験を経て自殺企図に至っ

た症例について，学術発表を行った．

３．臨床精神医学

１）総合病院におけるアルコール関連問題への対応につい

て，論文発表を行った．

２）市中病院におけるアルコール断酒教育入院治療者の予

後調査を行い，学術発表を行った．

３）病的肥満症に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術例へ

の精神科的介入について，学術発表を行った．

４）岩手医科大学附属病院緩和ケア外来受診患者における

向精神薬の処方実態について調査し，学術発表を行った．

４．生物学的精神医学

１）バーンアウトによる唾液ストレスホルモン分泌変化の

検証を行い，論文発表を行った．

２）妊娠期の母胎ストレス曝露と出生児の認知機能に関し

て，論文発表を行った．

５．児童精神医学

１）東日本大震災における児童の縦断調査から災害 2 年後

の PTSD 症状に関して，論文発表を行った．

２）東日本大震災における児童の縦断調査から災害 2 年後

の自殺のリスクに関して，論文発表を行った．

３） 日 本 の 若 年 で の DSM-5 の UCLA	PTSD	reaction	

index についてのフィジビリティについての多施設研究

の成果について論文発表を行った．

４）東日本大震災後の子どものケアついて，ラジオ放送を

通じての普及啓発を図り，成果を学術誌にて報告した．

５）東日本大震災後の子どものケアについて，いわてこど
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もケアセンターにおける取り組みについて検討し，論文

発表を行った．

６）災害後の「子どもの心のケア」として，トラウマ関連

障害の治療に関して論文発表を行った．

７）災害後の発達障害に関する心理社会的影響について，

国際学会にて講演した．

８）災害復興期の子どものメンタルヘルスについて，岩手県

における医療支援とコホート調査の結果に関して講演した．

９）医療機関における TF-CBT に関して検証し，講演を

行った．

10）発達障害を持つ人に対する SST に関して ,	少年刑務

所での実践についての講演を行った．

６．災害精神医学

１）東日本大震災の被災地におけるこころの健康づくりや

自殺対策に関する実態を，総説として論文発表を行った．

２）災害支援の体制構築と実践について，講演を行った．

７．医療安全

１）日本医療機能評価機構による認定病院に関する入院患

者の自殺およびスタッフケアの調査に関して，論文発表

を行った．

２）日本医療機能評価機構認定病院患者安全推進協議会の

自殺事故調査におけるがん患者と自殺の問題について検

証し，講演を行った．

８．地域精神保健

１）任意入院と自由入院についての相違に関する検証を行

い，論文発表を行った．

２）メンタルヘルスの初期対応と専門家の連携に関する重

要性について，専門書にて論述した．

３）岩手県の過疎地域におけるひきこもり者を対象にした

家庭訪問による実態調査について検証し，学術発表を

行った．

９．医学教育

１）医療従事者（看護師及び臨床研修医）を対象にした 2

時間の自殺予防パイロット研究の成果について論文発表

を行った．

２）専門学会で PEEC 講習会「身体科救急スタッフに向

けた精神症状を有する救急症例への精神科的初診診療

と ケ ア − PEEC（Psychiatric	Evaluation	Emergency	

Care）公開コースを開催した．

10．精神医学史

１）学術誌の巻頭言にて，精神医学史的観点での現代の臨

床課題についての論考を行った．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）大塚耕太郎：【法・制度からみた臨床精神医学】	任

意入院と医療法による自由入院 ( 解説 / 特集 )．臨床

精神医．46(4)：383-386(2017.04)

２）八木淳子：震災と子どもの心のケア　ラジオ

NIKKEI 放送内容集：小児科診療 UP-to-DATE．27：

8-14(2017.8)

３）工藤	薫，遠藤　仁，大塚耕太郎：総合病院におけ

るアルコール関連問題への対応 (解説 )．日本アルコー

ル関連問題学会雑誌．19(1)：65-68(2017.10)

４）八木淳子 :	子どものトラウマ関連障害の治療～東日

本大震災後中長期のいわてこどもケアセンターにお

ける実践から～．児童青年精神医学とその近接領域．

58(5)：700-708(2017.11)

５）八木	淳子：災害後の「子どもの心のケア」に不可

欠な視点　中長期の多層的観点から見えるもの	子ど

ものトラウマ関連障害の治療　東日本大震災後中長期

のいわてこどもケアセンターにおける実践から．児童

青年精神医学とその近接領域．58(5)：700-708(2017.11)

６）大塚耕太郎：心理的危機におけるこころの働き．日

本精神科病院協会雑誌．36(12)45-49(2017.12)

７）福本健太郎，祖父江憲治：妊娠期の母胎ストレス

曝露と出生児の認知機能．日本精神科病院協会雑誌．

36:1183-1188(2017.12)

ｃ）症例報告

１）藤野靖久，小野寺誠，菊池　哲，佐藤正幸，佐藤広

隆，三田俊成，小泉文人，大沼禎史，井上義博 ,	藤田
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２）佐藤広隆，小泉文人，藤田友嗣，那須和宏，三田俊
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ン中毒の 1 例．中毒研究．30(3)：324-325(2017.09)

ｄ）その他

１）大塚耕太郎：巻頭言　古からの精神医学の知の宝庫．

精神医学研究．21(2)	:59-60(2017.11)

２）大塚耕太郎：時報しゃりんけん	第 10 号 2017「い

のち」をかけて挑む仕事．南山大学社会倫理研究所．

10-15(2017.12)

②　著書

１）大塚耕太郎：【個と家族を支える心理臨床実践 III:

支援者支援の理解と実践】	支援者支援と多職種連携　

ゲートキーパーのためのメンタルヘルス・ファースト

エイド　メンタルヘルスの初期対応と専門家の連携．	

家族心理学年報．35	：119-127(2017.08)

③　国際学会発表

ａ）招聘講演

１）Yagi , 	 J . : 	 Impact	 of	 the	 Great	 East	 Japan	

Ea r thquake 	 on 	 Ch i l d 	 Men t a l 	 Hea l t h 	 and	

Neurodevelopment:	A	Longitudinal	Study	of	Support	
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newly	diagnosed	after	the	disaster.	18th	International	
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④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）大塚耕太郎：ワークショップ 15　複雑事例を通し

て学ぶ自殺予防のエッセンシャルズ．第 113 回日本精

神神経学会学術総会．2017 年 6 月．名古屋．

２）八木淳子：シンポジウム D-1 こども・若者支援を

通して考える災害復興期「災害復興期の子どものメン

タルヘルス～岩手県における医療支援とコホート調査

～」．第 16 回日本トラウマスティック・ストレス学会

総会．2017 年 6 月．東京．

３）大塚耕太郎：第 18 回認知療法 ･ 認知行動療法研修

会　ワークショップ 6　複雑事例を通して学ぶ自殺予

防のエッセンシャル．第 14 回日本うつ病学会総会	第

17 回日本認知療法・認知行動療法学会．2017 年 7 月．

東京．

４）大塚耕太郎：シンポジウムⅠ「地域自殺予防活動と

災害精神支援」．第 41 回日本自殺予防学会総会．2017

年 9 月．つくば．

５）大塚耕太郎：シンポジウムⅤ「日本自殺予防学会の

歴史と法人化後の展望	学会による地域貢献：学会法

人化後の教育・研修事業」．第 41 回日本自殺予防学会

総会．2017 年 9 月．つくば．

６）大塚耕太郎：ランチョンセミナーⅢ「みんなで考え

る自殺予防～基本的な考え方と取り組みについて～」

第 41 回日本自殺予防学会総会．2017 年 9 月．つくば．
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2017 年 9 月．つくば．
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2017 年 10 月．東京．

９）八木淳子：シンポジウム 2「効果が実証された子ど

ものトラウマ治療　医療機関における TF-CBT の展

開	岩手医科大学附属病院・いわてこどもケアセンター
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神医学会総会．2017 年 10 月．奈良．
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Emergency	Care）公開コース」．第 30 回日本総合病

院精神医学会総会．2017 年 11 月．富山．

11）八木淳子：シンポジウム「発達障害を持つ人に対す

る SST：少年刑務所での実践について」．SST 普及協

会第 22 回学術集会．2017 年 11 月．滝沢．

ｂ）一般講演

１）＊山田光彦，＊川島義高，＊安東友子，＊橋本　聡，＊濱

野　学，＊川原庸子，大塚耕太郎：救急医療機関を起

点とした有効な自殺未遂者ケアを施策化する「救急患

者精神科継続支援料」の概要と普及．第 20 回日本臨

床救急医学会総会 ･ 学術集会．2017 年 5 月．東京．

２）遠藤　仁，工藤　薫，小泉文人，大塚耕太郎：高齢

者の精神科救急外来受診に関する実態調査：第 32 回

日本老年精神医学会．2017 年 6 月．名古屋．

３）小泉文人，遠藤　仁，福本健太郎，三田俊成，佐藤

広隆，小泉範高，中村　光，三條克巳，星　克仁，大

塚耕太郎：自殺企図および自傷行為による精神科救急

患者の入院期間による特性．第 113 回日本精神神経学

会学術総会．2017 年 6 月．名古屋．

４）＊山科　満，＊長岡重之，大塚耕太郎：過疎化にお

けるひきこもり者を対象にした家庭訪問による実態調

査．第113回日本精神神経学会学術総会．2017年 6月．

名古屋．

５）三條克巳 ,	馬場誠朗 ,	佐々木章 ,	大塚	耕太郎：病的

肥満症に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術例への

精神科的介入 .	第 35 回日本肥満症治療学会学術集会．

2017 年 6 月．盛岡．

６）遠藤　仁，工藤　薫，三田俊成，橋本広基，大塚耕

太郎：精神科救急外来における高齢自図患者の背景因

子の変化：第 30 回日本総合病院精神医学会．2017 年

11 月．富山．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）小泉範高：災害支援の体制構築と実践．第 71 回東

北精神神経学会総会．2017 年 10 月．盛岡．

２）三條克巳 ,	馬場誠朗 ,	佐々木章 ,	大塚	耕太郎：病的

肥満症に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術例への精

神科的介入 .	第 71 回東北精神神経学会．2017.10 月．
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盛岡．

３）遠藤　仁，工藤　薫，三田俊成，橋本広基，大塚耕

太郎：高齢 F2 圏患者の精神科救急外来における実態

調査．第71回東北精神神経学会．2017年 10月．盛岡．

４）工藤　薫：盛岡市立病院におけるアルコール断酒教

育入院治療者の予後調査 .	第 71 回東北精神神経学会．

2017.10 月．盛岡．

５）三田俊成，三條克巳，星　克仁，大塚耕太郎：口腔

内セネストパチーによる苦痛から除草剤服毒に至った

一例 .	第 71 回東北精神神経学会．2017.10 月．盛岡．

６）郷内真己，水谷	歩未 ,	星	克仁 ,	大塚	耕太郎 ,	木村	

祐輔：岩手医科大学附属病院緩和ケア外来受診患者に
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会．2017 年 10 月．盛岡．

７）橋本広基，三田俊成，遠藤　仁，大塚耕太郎：頸椎
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例．第 71 回東北精神神経学会．2017 年 10 月．盛岡．

ｃ）その他

１）郷内真己，水谷	歩未 ,	星	克仁 ,	大塚	耕太郎 ,	木村	

祐輔：岩手医科大学附属病院緩和ケア外来受診患者に

おける向精神薬の処方実態．岩手医学会第676回例会．

2017 年 9 月．盛岡．

⑤－２　国内学会主催

１）第 71 回東北精神神経学会．2017 年 10 月．盛岡．
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放射線医学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 江　原　　　茂

	 	 中　村　隆　二（PET・リニアック先進医療センター配属）

	 特任教授	 吉　岡　邦　浩（循環器医療センター配属）

	 特任准教授	 田　中　良　一（循環器医療センター配属）

	 	 加　藤　健　一

	 講　師	 原　田　　　聡（PET・リニアック先進医療センター配属）

	 助　教	 小　原　牧　子	 鈴　木　智　大

	 	 田　村　明　生	 鈴　木　美知子

	 	 中　山　　　学	 菊　池　光　洋

	 	 高　木　英　誠（循環器医療センター配属）

	 	 山　口　　　哲（PET・リニアック先進医療センター配属）

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．骨・軟部画像診断

１）単純Ｘ線撮影を主体とした教育材料の構築を進める．

２）多臓器疾患の骨・軟部病変をまとめる．

２．循環器放射線学

１）320 列マルチスライス CT による虚血性心疾患の診断

精度に関する国際多施設共同研究（Core320 研究，主幹：

ジョンズ・ホプキンス大学）に分担研究者として参加し，

現在も研究を継続中である．

２）超高精細 CT の冠動脈疾患に対する臨床応用のための

研究を研究代表者として科学研究費補助金を得て開始し

た．

３．Interventional Radiology・腹部放射線診断学

１）IVR の多施設臨床研究組織である JIVROSG	(Japan	

Interventional	Radiology	on	Oncology	Study	Group)	主

導の臨床試験に参加している．

２）産科出血に対する骨盤部動脈塞栓術について成績調査

を継続中

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 1 名 0 名 1 名 2 名 0 名 8 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 1 名 0 名 1 名

３）副腎静脈採血に関して有効性，問題点を検討した．

４）局所進行上顎洞原発扁平上皮癌に対して CDDP（シ

スプラチン）の超選択的動注と放射線同時併用療法を

行っており，JCOG1212，JIVROSG0808 の 2 つの臨床

研究が進行中である．

５）頸動脈小体腫瘍に対する術前塞栓術を施行しており，

その成績を現在検討中である．
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い正の相関があることを確認した．現在腹部大動脈瘤手

術，肝切除術等，大侵襲手術における周術期モニターと

しての ScvO2 の有用性について検討中である．

２）動脈圧波形心拍出量測定システムの Flotrac センサー

R では，心拍出量と同時に人工呼吸中の一回拍出量の変

動より，循環血液量を予測する stroke	volume	variance

（SVV）が測定可能である．われわれは，麻酔中の中心

静脈圧と SVV の間に負の相関があることを確認した．

周術期輸液管理上の SVV の有用性について検討中であ

る．

２．麻酔中の脳保護に関する研究

　　近赤外線分光法による脳組織酸素飽和度（rSO2）は，
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相関する可能性を示唆した．しかし，その後の検討では，

この相関は明らかにされていない．現在，術中の呼吸循環

動態が著しく変動する肺切除術患者を対象として，適切な

rSO2 を維持するための麻酔管理法について検討中である．

３．ペインクリニックにおける神経ブロック法に関する研究

　　高周波熱凝固による神経ブロックは，従来の神経破壊薬

を用いたブロックと比較して合併症が少なく，患者の満足

度も高いとされる．当施設においても，癌性疼痛患者に本

ブロックを施行し成果をあげている．現在，他の難治性疼

痛に対する本ブロックの有効性について検討中である．
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第 64 回日本臨床検査医学会学術集会．2017 年 11 月．

京都．

３）上道文昭，諏訪部章，柴田綾子，康東天，通山薫，

福田篤久，藤巻慎一，三村邦裕，横田浩充，米山彰子，

丸田秀夫：チーム医療における臨床検査異常データ・

パニック値の検査室対応：全国パニック値アンケート

2017　第 64 回日本臨床検査医学会学術集会．2017 年

11 月．京都．

４）七崎之利，諏訪部章：パニック値の現在・過去・未

来　第 64 回日本臨床検査医学会学術集会．チーム医

療シンポジウム．2017 年 11 月．京都．

５）小野寺直人：シンポジウム　薬剤師が ICT、AST

メンバーの中で果たす役割を今考える　第 33 回日本

環境感染学会総会　2018 年 2 月．東京．

６）小野寺直人：日本医療薬学会合同シンポジウム　

AMR 対策アクションプランへの貢献　第 33 回日本

環境感染学会総会　2018 年 2 月．東京．

ｂ）一般講演

１）嘉村幸恵，田代敦，山本裕香，竹花将太，高橋敬太，

工藤幸子，平賀悠里江，武田智弓，高橋康子，熊谷亜

希子，中島悟史，石田大，小山耕太郎，森野禎浩，諏

訪部章：慢性血栓塞栓性肺高血圧症に対する経皮的肺

動脈バルーン拡張術後の心エコー図の指標の検討．第

28 回日本心エコー図学会学術集会．2017 年 4 月．名

古屋．

２）熊谷亜希子，田代敦，森野禎浩，小山耕太郎，中村

元行，岡林均：当施設での大動脈弁形成術の検討．第

28 回日本心エコー図学会学術集会．2017 年 4 月．名

古屋．

３）佐々木加弥，田代敦，芳沢美知子，熊谷亜希子，

森野禎浩，小山耕太郎，中村元行：片頭痛の既往に

TIA を生じた逆シャントを伴う心房間短絡に閉鎖栓

治療を施行した一例．第 28 回日本心エコー図学会学

術集会．2017 年 4 月．名古屋．

４）竹花将太，田代敦，山本裕香，高橋敬太，工藤幸子，

平賀悠里江，武田智弓，嘉村幸，高橋康子，熊谷亜希子，

森野禎浩，小山耕太郎，中村元行，岡林均，諏訪部章：

当院で経験した大動脈四尖弁症例の検討．第 28 回日

本心エコー図学会学術集会．2017 年 4 月．名古屋．

５）田代敦，熊谷亜希子，芳沢美知子，二宮亮，阪本翼，

石川有，房崎哲也，森野禎浩，中村元行，鎌田武，岡

林均：SAPIEN	3	TAVI 弁の人工弁周囲逆流での優位

性・SAPIEN	XT弁との比較検討．第28回日本心エコー

図学会学術集会．2017 年 4 月．名古屋．

６）中村真理絵，田代敦，熊谷亜希子，森野禎浩，中村

元行，小山耕太郎，猪飼秋夫，岡林均：胸部症状をきっ

かけに診断した複数交通腔と左房内狭窄を呈する三心

房心の一例．第 28 回日本心エコー図学会学術集会．

2017 年 4 月．名古屋．

７）三上有里子，黒田英克，神山直久，滝川康裕，諏訪
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部章：C 型慢性肝疾患の線維化診断における 2D-SWE

の有用性−肋間別測定精度と Color	map の用途．第

90回日本超音波医学会学術集会．2017年5月．宇都宮．

８）三上有里子，黒田英克，武田智弓，滝川康裕，諏訪

部章：超音波検査が有用であった成人静脈管開存症の

1 例．第 42 回日本超音波検査学会学術集会．2017 年

5 月．福岡 .

９）遠藤謙太郎，山田友紀，澤瀬香織，成田和也，畠山

裕司，石藤克典，黒田牧子，諏訪部章：ESBL および

プラスミド性AmpC	β -ラクタマーゼ産生菌スクリー

ニング培地の検討．第 66 回日本医学検査学会．2017

年 6 月．千葉．

10）鈴木啓二朗，小田原聖，千田友美，高舘潤子，佐々

木さき子，後藤健治，藤生圭亮，米澤裕司，諏訪部章：

岩手医科大学附属病院におけるアルブミン製剤の使用

適正化への取り組み．第 65 回日本輸血・細胞治療学

会総会．2017 年 6 月．千葉．

11）千葉拓也，染谷俊裕，平山文那，髙橋理恵，栁本実，

山崎悠生，林孝一，鈴木啓二朗，諏訪部章：自動血球

分析装置 ADVIA2120i で白血球数が偽低値を呈した

症例−要因の一考察−．第 18 回日本検査血液学会学

術集会．2017 年 7 月．札幌 .

12）栁本実，平山文那，染谷俊裕，高橋理恵，千葉拓也，

古和田周吾，鈴木啓二朗，諏訪部章：胸腺腫合併重症

筋無力症に併発した赤芽球癆の一例．第 18 回日本検

査血液学会学術集会．2017 年 7 月．札幌．

13）乙部美加，斎藤	篤，長谷川豊，石垣	泰，諏訪部章：

HDL-C，LDL-C 測定値に試薬間差を認めた 1 症例．

第 59 回日本臨床検査自動化学会大会．2017 年 9 月．

横浜．

14）小原丈裕，豊巻和司，上柿佑莉乃，菊池良枝，諏訪

部章：血清抗 ssDNA 抗体価測定において磁性粒子を

用いた CLEIA 法で認められたプロゾーン様現象−そ

の定義と対応策−．第 57 回日本臨床化学会年次学術

集会．2017 年 10 月．札幌．

15）小野寺直人 , 山田友紀 , 佐々木拓弥 , 及川みどり , 嶋

守一恵 , 栗山聡美 , 近藤啓子 , 櫻井滋，諏訪部章：全患

児クリーニングと POT 解析の有用性	明らかになった

当院 NICU の特徴的な MRSA の発生状況．第 64 回

日本臨床検査学会学術集会．2017 年 11 月．京都．

16）小野寺直人 , 佐々木拓弥 , 及川みどり , 嶋守一恵 , 栗

山聡美 , 近藤啓子 , 櫻井滋，諏訪部章：職員家族のイ

ンフルエンザ発症時における職員への予防投薬とその

有用性．第 64 回日本臨床検査学会学術集会．2017 年

11 月．京都．

17）七崎之利 ,	諏訪部章：岩手医科大学医学部ポリクリ

実習の腹部超音波検査実習における試み．第 64 回日

本臨床検査医学会学術集会．2017 年 11 月．京都．

18）山﨑大央，澤田朝寛，今田昌秀，渡辺俊幸，千葉拓也，

鈴木啓二朗，棚田浩子，池本敏行，朝比奈彩，大畑雅

彦：PBSCH 症例における ADVIA2120i	％ LUC の有

用性　−多施設共同研究による解析−．第 64 回日本

臨床検査医学会学術集会．2017 年 11 月．京都．

19）及川みどり，佐々木拓弥，嶋守一恵，栗山聡美，近

藤啓子，小野寺直人，諏訪部章，櫻井滋：同居家族の

インフルエンザ発症時における職員への抗インフルエ

ンザ薬予防投与の実態とその効果．第 33 回日本環境

感染学会．2018 年 2 月．東京．

20）栗山聡美，近藤啓子，及川みどり，小野寺直人，櫻

井滋，飯沼美緒，小笠原れい子，鳥居明美：精神科病

棟における行動特性を踏まえたインフルエンザアウ

トブレイクの要因分析．第 33 回日本環境感染学会．

2018 年 2 月．東京．

21）佐々木拓弥，小野寺直人，及川みどり，栗山聡美，

近藤啓子，櫻井滋：リネゾリドの適正使用を目的に

行った許可制導入による処方動向と感受性の変化 . 第

33 回日本環境感染学会．2018 年 2 月 . 東京

22）晴山桃子，道合志帆，千葉希，藤本純光，下川波歩，

斎藤篤，諏訪部章：新型翼状針における採血時間、穿

刺時の痛み、溶血に関する評価．第 28 回生物試料分

析科学会年次学術集会．2018 年 3 月．山形．

ｃ）その他

１）諏訪部章：これからの検査技師の役割　女性技師長

との懇談会．2017 年 6 月．東京．

２）諏訪部章：検査説明・相談のできる検査技師の育成

プロジェクトに関わって　～ 3 年間の成果と今後の課

題～．LSIメディエンス社内勉強会．2017年7月．東京．

３）諏訪部章：検査説明・相談のできる検査技師の育成

プロジェクトに関わって　～ 3 年間の成果と今後の課

題～．日本電子臨床検査セミナー	in	長崎．2017年9月．

長崎．

４）諏訪部章：検査説明の実際　平成 29 年度石川県臨

床衛生検査技師会主催　検査説明・相談ができる臨床

検査技師育成講習会．2017 年 10 月．金沢．
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5）七崎之利：当大学医学部 5 年生の腹部エコー実習─

臨床医学的観点からの学習─．第 64 回日本臨床検査

医学会学術集会．京都ワークショップ日本臨床検査専

門医会主催．2017 年 11 月．京都．

６）諏訪部章：府民公開講座　検査結果のそこが知りた

い！あなたの不安にお答えします．第 2 回大臨技医学

検査学会．2018 年 2 月．大阪．

８）諏訪部章：検査説明・相談のできる検査技師の育成

プロジェクトに関わって　～ 3 年間の成果と今後の課

題～．第 6 回東北 BM セミナー．2018 年 2 月．仙台．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）小野寺直人：ICT 活動の実践を通じた臨床研究の

広がり．第 49 回日本臨床検査医学東北支部総会シン

ポジウム．2017 年 7 月．秋田．

２）鈴木啓二朗：「臨床検査値の読み方」～検査値から

臨床病態を読み取るために～．第 44 回岩手県立病院

臨床検査学会．2017 年 10 月．盛岡．

b)	一般公演

１）及川亜美，佐々木拓弥，高橋昇太，鷹觜渓，稲垣学

人，米澤裕司，小野寺直人，佐藤文彦，工藤賢三：抗

菌薬適正使用を目的としたリネゾリド使用許可制導入

の評価．岩手薬学大会．2017 年 9 月．盛岡．

２）小田原聖，井上優花子，千田友美，千葉拓也，外川

洋子，太野美穂子，佐々木さき子，後藤健治，高舘潤子，

鈴木啓二朗，諏訪部章：全自動輸血検査装置 Erytra

による不規則抗体スクリーニング検査法の評価．第

111 回日本輸血・細胞治療学会東北支部例会．2017 年

9 月．盛岡．

３）井上優花子，小田原聖，外川洋子，高舘潤子，佐々

木さき子，後藤健治，鈴木啓二朗，諏訪部章：当院で

経験した B/AB 血液型キメラの一症例．第 6 回日本

臨床衛生検査技師会北日本支部医学検査学会．2017

年 10 月．秋田．

４）晴山桃子，道合志帆，千葉希，藤本純光，下川波歩，

斎藤篤，諏訪部章：新型翼状針における採血時間、穿

刺時の痛み、溶血に関する評価．第 22 回岩手県医学

検査学会．2017 年 11 月．宮古．

５）山本紗由美，大浦一雅，小野寺奈緒，村上舞，千

葉希，平谷郁子，工藤小百合，寺山靖夫，諏訪部章：

Champagne	bottle	neck	sign を認めた 3 例について

の検討．第 22 回岩手県医学検査学会．2017 年 11 月．

宮古．

6）小野寺直人，鈴木啓二朗，相磯愛聖，山本敦子，松

本敦，小山耕太郎，諏訪部章：新生児集中治療室にお

けるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (MRSA) 保菌のリ

スク因子と予後に関する研究．第 680 回岩手医学会例

会．2018 年 2 月．盛岡．

７）田代敦，森野禎浩，上田寛修，二宮亮，芳沢美知子，

熊谷亜希子，石田大，長澤茉希，山本裕香，竹花将太，

高橋敬太，工藤幸子，姉帯麻里絵，平賀悠里江，三上

有里子，嘉村幸恵，高橋康子，小山耕太郎，中村元行，

諏訪部章：経カテーテル閉鎖栓留置術を行った 80 歳

代高齢の右心不全を伴う二次孔心房中隔欠損症 2 例の

心エコー所見．第680回岩手医学会例会．2018年 2月．

盛岡．

８）相磯愛聖，小野寺直人，鈴木啓二朗，山本敦子，松

本敦，小山耕太郎，諏訪部章：新生児集中治療室にお

けるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌 (MRSA) 保菌のリ

スク因子と予後に関する研究．第 57 回岩手周産期研

究会．2018 年 3 月．盛岡．
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救急 ･災害 ･総合医学講座救急医学分野
高度救命救急センター

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 井　上　義　博

	 特任准教授　山　田　裕　彦

	 講　師　鈴　木　　　泰	 藤　野　靖　久

	 	 照　井　克　俊

	 特任講師　大間々　真　一	 小野寺　　　誠

	 	 小　鹿　雅　博

	 助　教　桂　　　永　行	 熊　谷　和　也

	 	 小守林　靖　一	 石　部　頼　子

	 	 高　橋　　　学	 菊　池　　　哲

	 	 菅　　　重　典	 増　田　卓　之

	 	 佐　藤　寿　穂	 那　須　和　広

	 	 藤　田　友　嗣	 佐　藤　正　幸

	 	 丹　田　　　実	 秋　丸　理　世

	 	 鈴　木　利央登	 及　川　公　樹

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．多発外傷の病態と治療

１）多発外傷としてとらえた頭部，胸部，腰部，骨盤，四

肢外傷などの特徴についての病態の解明．

２）ショック離脱後の ARDS，MOF	さらに敗血症を含め

た感染などの機序についての治療法の確立．

２．消化管出血，穿孔などの病態と治療

１）内視鏡などを積極的に導入し，出血性潰瘍，穿孔，各

種中毒における消化管の病変を解明し，治療成績も着実

に向上した．

３．広範囲熱傷の全身管理と感染対策

１）体液管理，呼吸，循環，感染対策から栄養管理を通じ

て，広範囲熱傷の救命率が著しく向上し，allograft	へ

の道につながってきた．

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 1 名 3 名 3 名 16 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
2 名 1 名 0 名 0 名

４．社会貢献

１）高齢者の救急医療に幅広く取り組んだ．

２）医療従事者の枠を超え，一般市民への心肺蘇生法の普

及に努めた．

３）ドクターヘリコプターによる早期搬送と治療が奏功し，

遠隔地医療に貢献した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Koeda,	C.,	Yamaya,	S.,	Hozawa,	M.,	Sato,	M.,	Nasu,	

K.,	Takahashi,	T.	and	Terui	K.:	Comparison	of	 the	

effects	 of	 carperitide	 and	 tolvaptan	 of	 patients	

with	 left	 ventricular	 dysfunction:	 a	 two-center	

retrospective	 study.	 Cardiology	 Research	 and	

Practice.	ID	6935342	(2017)

２） ＊ Tarui,	T.,	 ＊ Yamaguchi,	Y.,	 ＊ Suzuki,	K.,	
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1 名 0 名 0 名 1 名 2 名 0 名 3 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

病理診断学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 菅　井　　　有

	 特任准教授	 石　田　和　之

	 講　師	 上　杉　憲　幸	 刑　部　光　正

	 助　教	 杉　本　　　亮	 藤　田　泰　子

	 	 鈴　木　正　通

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．臨床病理学的研究	病理診断を通して多数症例のデータ

蓄積がある . このデータから臨床病理学的事項とその疾患の

原因 ,	特徴 ,	予後 ,	組織発生について解析する .	

　１）胃分化型早期癌の形態的多様性と分子病理学的検討

ａ）超微小胃癌の臨床病理学的・分子病理学的解析

ｂ）微小胃癌の臨床病理学的・分子病理学的解析

ｃ）腺窩上皮型胃癌の臨床病理学的・分子病理学的解析

ｄ）手繋ぎ型胃癌の臨床病理学的・分子病理学的解析

２）早期胃癌におけるミスマッチ修復遺伝子蛋白の解析	

３）胃癌における CNA	(copy	number	alteratio)	解析

４）大腸腫瘍（腺腫，早期癌，進行癌）におけるプログレッ

ションモデルに基づく網羅的解析

ａ）大腸腫瘍における免疫組織化学的解析

ｂ）大腸腫瘍における CNA	(copy	number	alteration)	

解析

ｃ）大腸腫瘍における DNA メチル化解析

ｄ）大腸腫瘍における microRNA 発現解析

５）粘膜下層浸潤癌における癌間質の免疫組織学的解析

６）大腸癌簇出部の分子病理学的解析

７）大腸鋸歯状病変の組織発生及び分子病理学的解析	

８）大腸癌肝転移巣に対する術前治療の病理組織学的評価

９）胆管癌における粘液形質の検討

10）膵未分化癌における	EMT 関連蛋白発現の検討

11）卵巣癌における癌間質の免疫組織化学的解析

13）皮膚悪性腫瘍における癌間質の免疫組織化学的解析

２．各臓器腫瘍の分子病理学的研究			食道 ,	胃 ,	小腸 ,	大腸 ,	

膵胆道系および婦人科領域の良性・悪性腫瘍の生物学的性格

を明らかにするために以下の手法を用いた研究を行っている .	

１）腺管分離法 :	正確な遺伝子解析には ,	間質を除いた ,	

腫瘍性および非腫瘍性の上皮のみを解析することが重要

である . このために採取された腫瘍および正常組織から

腺管のみを分離して解析する方法（腺管分離法）を用い

ている . この方法は	DNA	量や LOH	解析 ,	DNA メチル

化解析には非常に有効で ,	精度の高い解析結果を得る事

が可能である .	加えて，本法を用いることにより，上皮

成分である腺管のみならず，癌間質のみの分子解析も可

能であり，検討中である．

２）各種腫瘍の分子解析 :	腫瘍の分子解析を通して大腸腫

瘍の発生および進行に伴う分子異常が明らかとなった .	

また，胃の遺伝子解析により組織型により分子病型が異

なっていることが明らかになり，良悪性判定の際に分子

解析結果が補助的手段として有効であることが分かった .	

３）各種癌における	CNA	(copy	number	alteration)	解析 :	

分離腺管から	DNA	を抽出し ,	SNP	array	用いた	CNA	

解析を行い ,	癌の	DNA	異常領域を検出し , 臨床病理学

的および分子病理学的事項との関連性について解析中で

ある .	

４）各種癌の浸潤先進部における癌関連線維芽細胞	(CAF,	

cancer	associated	fibroblasts)	 お よ び 上 皮 間 葉 転 換	

(EMT,	epithelial-mesenchymal	transition)	関連蛋白発現

を免疫組織化学的に解析し，これらの蛋白発現と癌の進

展，転移との関連性について解析中である．

５） 各 種 癌 に お け る microRNA の 発 現 を 解 析 し，

microRNA の発現状態と癌の進展，転移および予後と

の関連について解析中である．

６）大腸腫瘍の免疫組織化学的解析 :	大腸癌のプログレッ

ションモデルとして大腸腺腫 ,	腺腫内癌および浸潤癌の

免疫組織化学的解析を行い ,	粘液形質 ,	細胞周期関連蛋

白発現の点から大腸癌進展のメカニズムを解析中である .	

７）転移性大腸癌化学療法後の組織学的変化に関する検討 :	

転移性大腸癌化学療法後症例について ,	化学療法の適切

な組織学的効果判定基準を確立するために , 臨床病理学

的特徴について解析中である .	

８）胆管癌における粘液形質について解析し ,	臨床病理学
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的および分子病理学的意義について検討中である .	

９）婦人科領域腫瘍の分子生物学的解析 :	子宮内膜癌 ,	卵

巣癌を腺管分離しその分子病理学的特徴を検討中である .	

３．細胞診断

　　尿 , 腹水 , 喀痰 , スメアー , 穿刺吸引細胞診断症例の蓄

積を通して , 診断精度の向上 , 酵素抗体法を用いた診断

技術の開発 , 難解症例の検討を行っている． 

４．遠隔病理診断	

　　県立久慈病院 ,	県立二戸病院 , 県	立中部病院および県立

胆沢病院との間で遠隔病理診断を行い，術中迅速診断およ

びコンサルテーション診断を日常的に行っている．	

５．各病院との CPC	およびキャンサーボードミーティング

の開催	

　　県立中部病院 ,	二戸病院 ,	久慈病院 ,	胆沢病院 ,千厩病院 ,	

盛岡市立病院および北上済生会病院の病理解剖症例につい

て CPC	を行っている（研修医	CPC	も含む）．また ,	適宜

キャンサーボードミーティングを行っている .	
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Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 伊　藤　薫　樹

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　造血器悪性腫瘍の多発性骨髄腫の病態及び治療法の開発に

関する研究や臨床試験を積極的に行っている．マクログロブ

リン血症の予後因子の同定や骨髄腫の微小残存病変と予後に
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ドニンによる骨髄腫細胞の抗腫瘍効果に関する基礎的検討を

行い，学会及び論文発表を行った．
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stem-cell	 transplantation.	Ann	Oncol	 2017;28:2503-

2510.

５）Takano	M,	 Nishiya	M,	 Kowata	 S,	 Ishida	 Y,	

Ito	 S.	 Oridonin	 induces	 apoptosis	 of	myeloma	
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会．平成 30 年 2 月．仙台．

５）岡野良昭，外川亮，高野幹，菅原教史，鈴木雄造，

藤島行輝，阿保亜紀子，古和田周吾，小宅達郎，石

田陽治，石田高司，伊藤薫樹．治療抵抗性を示した

HIV 関連悪性リンパ腫の一例．第 125 回日本血液学

会東北地方会．平成 30 年 2 月．仙台．

ｃ）その他

１）大津瑛裕，藤島行輝，牧瀬慧美，高野幹，外川亮，

西谷真来，下山格，菅原教史，鈴木雄造，佐々木了政，

岡野良昭，泉田亘，筑紫泰彦，古和田周吾，小宅達郎，

伊藤薫樹，石田陽治．新規薬剤登場後における多発性

骨髄腫に対する自家移植の治療成績．第 31 回岩手幹

細胞移植研究会．平成 29 年 7 月．盛岡．

２）伊藤薫樹．irAE（免疫関連事象）に対する腫瘍セ

ンターの取り組み．第２回岩手腫瘍免疫研究会．平成

29 年 3 月．盛岡．

３）伊藤薫樹．多発性骨髄腫～治癒への挑戦 2017 ～．

第 16 回大分血液講演会．平成 29 年 3 月．大分．

４）伊藤薫樹．再発 / 難治性の多発性骨髄腫に対する

Pomalidomide/Dexamethasone 療法の実際．Multiple	

Myeloma	Web	Seminar．平成 29 年 3 月．東京．

５）伊藤薫樹．再発難治性多発性骨髄腫に対する治療戦

略．多発性骨髄腫学術講演会．平成 29 年 5 月．福島．

６）伊藤薫樹．再発難治性多発性骨髄腫に対する治療戦

略．Multiple	Myeloma	Seminar	in	Shimane．平成 29

年 5 月．出雲．

７）伊藤薫樹．再発／難治の多発性骨髄腫における

Pomalidomide の特性と役割．第 7 回日本血液学会関

東甲信越地方会ランチョンセミナー．平成 29 年 7 月．

松本．

８）伊藤薫樹．多発性骨髄腫の診断と治療の最前線．第

138 回岩手医学会（春季）総会．平成 29 年 7 月．盛岡．

９）伊藤薫樹．再発・難治性多発性骨髄腫の治療戦略．

Dual-Refractory	MM	Conference	2017．平成29年7月．

大阪．

10）伊藤薫樹．移植適応多発性骨髄腫に対する治療戦略．

第31回岩手幹細胞移植研究会．平成29年 7月．盛岡．
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11）伊藤薫樹．Dual-refractory	Myeloma とポリドミド

治療．East	Hokkaido	Hematology	Seminar．平成 29

年 7 月．釧路．

12）伊藤薫樹．多発性骨髄腫治療の進歩～ Plerixafor と

新たな薬剤～．MOZOBIL	and	Gaucher	SEMINAR．

平成 29 年 8 月．横浜．

13）伊藤薫樹．再発難治性多発性骨髄腫の治療戦略

2017．鹿児島造血器種治療セミナー．平成 29 年 9 月．

鹿児島．

14）伊藤薫樹．多発性骨髄腫における維持療法の意義と

実際．第 11 回千葉県骨髄腫研究会．平成 29 年 9 月．

千葉．

15）伊藤薫樹．AE マネージメント～当院での取り組み

～．ニンラーロ東日本発売記念講演会．平成29年9月．

東京．

16）伊藤薫樹．再発難治性骨髄腫の治療～生存の質向上

を目指して～．エムプリシティ 1 周年記念講演会	in	

東京．平成 29 年 9 月．東京．

17）伊藤薫樹．多発性骨髄腫における IMiDs の作用機

序と Pomalidomide の特性．Multiple	Myeloma	Web	

Seminar．平成 29 年 9 月．東京．

18）伊藤薫樹．再発・難治性骨髄腫の最新治療．ニンラー

ロ新発売記念講演会．平成 29 年 10 月．名古屋．

19）伊藤薫樹．移植非適応多発性骨髄腫の治療戦略．第

79 回日本血液学会学術集会．平成 29 年 10 月．東京．

20）伊藤薫樹．がん治療と職業生活の両立支援．平成

29 年度岩手県医師会産業医研修会．平成 29 年 11 月．

盛岡．

21）伊藤薫樹．ニンラーロの位置づけと使用経験．ニン

ラーロ Web 講演会．平成 30 年 3 月．盛岡．

22）伊藤薫樹．再発難治性多発性骨髄腫の治療戦略．北

海道・東北骨髄腫フォーラム．平成 30 年 3 月．仙台．

23）伊藤薫樹．多発性骨髄腫の治療戦略とチーム医療．

Multiple	Myeloma	Forum	in	Saitama	2018．平成 30

年 3 月．大宮．

24）伊藤薫樹．多発性骨髄腫の治療戦略とチーム医療．

秋田難治性骨髄腫シンポジウム．平成30年3月．秋田．

25）伊藤薫樹．多発性骨髄腫　継続治療の意義．

Edomae	Hematological	Seminar．平成30年3月．東京．
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高気圧環境医学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 特任教授	 別　府　髙　明

２．運営委員

	 教授（特任）	 別　府　髙　明

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
①　一酸化炭素中毒における生体内酸化ストレスと神経症状

のメカニズム

②　悪性脳腫瘍の集学的治療

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

学術論文　[ 英文 ]

原著

①　Beppu	T,	 Sasaki	T,	 Sato	Y,	Terasaki	K.	High-

uptake	areas	on	18F-FRP170	PET	image	necessarily	

include	 proliferating	 areas	 in	 glioblastoma:	 A　

superimposed	 image	study	combining	18F-FRP170	

PET	with	11C-mehionine	PET.	Adv	Mol	 Imaging	

2017;	7:	1-11.	DOI:	10.4236/ami.2017.71001

②　Sonoda	Y,	 Shibahara	 I,	Matsuda	KI,	 Saito	 R,	

Kawataki	T,	Oda	M,	Sato	Y,	Sadahiro	H,	Nomura	

S,	 Sasajima	T,	Beppu	T,	Kanamori	M,	 Sakurada	

K,	Kumabe	T,	Tominaga	T,	Kinouchi	H,	Shimizu	

H,	Ogasawara	K,	Suzuki	M.Opening	 the	ventricle	

during	surgery	diminishes	survival	among	patients	

with	newly	diagnosed	glioblastoma	 treated	with	

carmustine	wafers:	 a	multi-center	 retrospective	

study.　J	Neurooncol.	 2017	Aug;134(1):83-88.	 doi:	

10.1007/s11060-017-2488-7

症例報告

①　Kojima	D,	Beppu	T,	Saura	H,	Sato	Y,	Fujiwara	

S,	Ogasawara　K.　Apparent	diffusion	 coefficient	

and	arterial	spin	 labeling	perfusion	of	conventional	

chondrosarcoma	 in	 the	parafalcine	 region:	 a	 case	

report.　Radiol	Case	Rep.	2017	Oct	27;13(1):220-224.	

doi:	10.1016/j.radcr.2017.09.02

②　Chida	K,	Sugawara	A,	Koji	T,	Beppu	T,	Mue	Y,	

Sugai	T,	Ogasawara	K.　Primary	 Intramedullary	

Malignant	Lymphoma	 in	 the	Cervical	Cord	with	a	

Presyrinx	State.　Cureus.	 2017	Dec	30;9(12):e2006.	

doi:	10.7759/cureus.2006

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

①　別府髙明　悪性神経膠腫雑考　グリオーマカンファ

ランス　2017.5.20　東京女子医大

②　別府髙明　膠芽腫における複合イメジングの応用　

2017.2.19　ｃ MRI シンポジウム

ｂ）一般講演

①　別府髙明，他：悪性神経膠腫におけるアバスチン

使用下 11C-methionine	PET と arterial	spin	 labeling

の定量値相関　23 回 NMCC 共同利用研究成果発表会　

2017.5.20　盛岡

②　別府髙明　他：悪性神経膠腫におけるアバスチン使

用下 11C-methionine	PET と arterial	spin	 labeling の

比較　第 76 回日本脳神経外科学会総会　大阪

③　別府髙明，他：悪性神経膠腫におけるアバスチン使

用下 11C-methionine	PET と arterial	spin	 labeling の

比較　第 35 回日本脳腫瘍学会　香川
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

睡眠医療学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 櫻　井　　　滋

	 准教授	 西　島　嗣　生

	 助　教	 細　川　敬　輔	 木　澤　哲　也

	 非常勤講師	 山　城　義　広	 笠　井　良　彦

	 研究員	 佐　藤　紳　一

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
【睡眠関連疾患に関する研究と成果】

１. 睡眠呼吸障害患者における睡眠関連マーカーの解析（西

島・山城）

１）血漿中 soluble	(pro)	renin	receptor 濃度と病態との関

連性検討（継続：西島・山城）

　　以上の検討から，睡眠障害の重症度と soluble	 (pro)

renin	receptor, 睡眠呼吸障害の重症度との関連を初め

て明らかにした .（Elevated	Plasma	Levels	of	Soluble	

(Pro)Renin	Receptor	in	Patients	with	Obstructive	Sleep	

Apnea	Syndrome	in	Parallel	with	the	Disease	Severity.	

Tohoku	J	Exp	Med.	2016	Apr;238(4):325-38）

２）病的肥満に合併した閉塞性睡眠時無呼吸症候群におけ

る Bariatric	surgery 前後の重症度と血漿中 soluble	(pro)

renin	receptor 濃度の関係

３) 睡眠時無呼吸症候群における血漿中 soluble	 (pro)renin	

receptor 濃度とインスリン抵抗性との関係（西島）

　　閉塞性睡眠時無呼吸症候群ではインスリン抵抗性が見

られ，血漿中 soluble	 (pro)renin	receptor 濃度も同様に

糖代謝に関連あることより，75gOGTT におけるインス

リン値と血漿 soluble	 (pro)renin	receptor 濃度の変動を

閉塞性睡眠時症候群重症度別に比較検討する（西島）

３.革新的医療機器開発（災害時使用可能なnCPAPの作製（櫻

井・西島・細川）

１）2015 年から , 岩手県・厚労省の補助のもとに , 代替的

治療法・電源確保の方法・新機種の開発として〈災害時

や外出時に短期間内蔵電源で使用できる CPAP 機器を

開発中であり , 第一次試作機が完成した . 現在，認可申

請中〈革新的医療機器等開発事業補助金による〉

４．PSG のベルトセンサー信号解析とピエゾセンサー信号

の FFT 解析による中枢性睡眠時無呼吸イベント判定の比

較（佐藤・西島・櫻井）

１）ピエゾセンサーと終夜睡眠ポリグラフ検査 (PSG) の同

時記録を行い , ピエゾセンサー信号に現れるチェーンス

トークス様の呼吸信号をフーリエ変換解析（FFT）し

て行う中枢性（CSA）, 閉塞性（OSA）睡眠時無呼吸の

区別が従来法（PSG）に比べてより正確である可能性を

示した .

２）現在 CSA の判定は呼吸努力の有無の判定に基づき行

われているが , 今回 , 従来法におけるベルトセンサー信

号解析法とピエゾセンサー信号の FFT 解析法での解析

法の確立を検討している .

５．Bariatric	surgery による減量効果によって病的肥満に

合併する睡眠呼吸障害への短期効果と長期効果（木澤・西

島・山城）

６．20 歳代の睡眠呼吸障害の有病率の疫学調査（西島・山城）

７．覚醒維持検査法として Oxford	Sleep	Resistance	Test

（OSLER	test）の有用性（細川・西島・櫻井）

８．病的肥満を伴う閉塞性睡眠時無呼吸症候群と非肥満の閉

塞性睡眠時無呼吸症候群における深睡眠の量の比較．（西

島・山城・櫻井）

【医療関連感染制御に関する研究と成果】

９．院内感染制御の組織化と制御の実務的検討（櫻井）

１）災害時感染制御チームの編成に関する研究と実務 .

日本環境感染学会災害時感染制御検討委員会委員長とし

て，全国的な支援システムの構築について検討．熊本地

震における現地活動（2016.4）

２）地域連携への取り組み方法に関する準備と貢献 .

岩手感染制御コンソーシアム（IICC）の運営

→地域の病院とともに合同検討会などを開催して感染制御

の実務を検討．

→	県との恊働による災害地における感染制御支援活動

（ICAT）の副統括として活動．	

→	ICT の定期ラウンドと外部評価への対応 .

３）抗菌薬の適正使用に関する病院方針実施への貢献 .

４）感染症対策室長として感染症対策室の運営と感染制御
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実務に関する検討 .

10．学外の公的感染対策講習会での教育活動（櫻井）

１）2016/4/21	IBC 取材対応（熊本地震被災地 ICAT 派遣）

２）2016/4/22 ～ 25	熊本地震被災地 ICAT 派遣

３）2016/4/26	いわて災害医療支援ネットワーク会議

４）2016/4/29日本環境感染学会災害時感染制御検討委員会

５）2016/5/11 いわて災害医療支援ネットワーク会議

６）2016/5/16 感染制御支援ミーティング（熊本地震）

７）2016/5/27 第 239 回 ICD 講習会

８）2016/6/11 第 64 回日本化学療法学会総会講演（熊本地

震における災害時感染制御支援活動の概要と今後の課題）

９）2016/6/29 いわて感染制御支援チーム H28 年度第 1 回

統括部会議

10）2016/8/6 第 8 回私立医科大学病院感染対策協議会総会

11）2016/9/7 岩手県第一ブロック食品衛生指導員研修会

講師（食中毒はどうして起こるのか）

12）2016/9/2 台風 10 号被害に係る避難所への ICAT 派遣

13）2016/9/5 いわて災害医療支援ネットワーク会議，情

報連携会議

14）2016/9/8 いわて感染制御支援チーム H28 年度第 2 回

統括部会議

15）2016/9/12 いわて災害医療支援ネットワーク会議

16）2016/9/12NHK 取材対応（台風 10 号被災地活動）

17）2016/9/15日本環境感染学会災害時感染制御検討委員会

18）2016/9/20 いわて災害医療支援ネットワーク会議

19）2016/9/29 いわて感染制御支援チーム H28 年度第 3 回

統括部会議

20）2016/10/28 第 243 回 ICD 講習会

21）2016/11/7 いわて感染制御支援チーム H28 年度第 4 回

統括部会議

22）2016/11/12 第 2 回いわて感染症多職種研究会（IMDD）

23）2016/11/20 感染制御講習会ディスカッション

24）2017/2/7 東京女子医科大学病院　感染対策講習会講

師（災害時の感染対策）

25）2017/2/16 第 21 回栃木インフェクションコントロー

ル研究会講演（災害時の感染対策について）

26）2017/2/24,25 第 32 回日本環境感染学会総会

27）2017/3/15 岩手県感染症対策委員会

28）2017/3/23 いわて感染制御支援チーム H28 年度第 5 回

統括部会議

29）2017/3/25 私立医科大学病院感染対策協議会第 16 回

運営委員会

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Nishi j ima,T. 	 , 	 Taj ima,K. 	 , 	 Yamashiro ,Y. 	 ,	

Hosokawa,K.	 ,	Suwabe,A.	 ,	Takahashi,K.	 ,	Sakurai,S.	 :	

Elevated	 Plasma	 Levels	 of	 Soluble	 (Pro)Renin	

Receptor	 in	Patients	with	Obstructive	Sleep	Apnea	

Syndrome	 in	Parallel	with	 the	Disease	Severity/

The	Tohoku	Journal	of	Experimental	Medicine.2016;	

238(4):325-	335.	

①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）櫻井滋，細川敬輔，＊櫻井伴子：【老年医学 update　

高齢者の睡眠障害】	老年医学 update　高齢者の睡

眠障害　高齢者における睡眠関連呼吸障害とその対

応 . 日本老年医学会雑誌 (0300-9173)54 巻	Page335-

342(2017.07)

２）西島嗣生，櫻井滋：【検査室外睡眠検査 (OCST) と

判定困難例への対応 ( 最終回 )　米国における携帯型

院外検査(OCST)の考え方とわが国における諸問題.睡

眠医療 (1882-2096)11 巻 3 号	Page421-426(2017.9)

３）嶋守一恵，近藤啓子，小野寺直人，佐藤悦子，諏訪

部章，櫻井滋：看護管理者を対象とした手指衛生向上

プログラムの検証　手指消毒薬使用率と MRSA 発生

率について . 日本環境感染学会 (1882-532X)32 巻５号

PAGE268-274(2017.9)

４）小野寺直人，山田友紀，及川みどり，佐々木拓弥，

嶋守一恵，栗木聡美，近藤啓子，櫻井滋，諏訪部章：

全患児スクリーニングと POT 解析の有用性　明らか

になった当院NICUの特徴的なMRSAの発生状況 .臨

床病理 (0047-1860)65 巻補冊 Page178(2017.10)

５）小野寺直人，佐々木拓弥，及川みどり，嶋守一

恵，栗木聡美，近藤啓子，櫻井滋，諏訪部章：職員

家族のインフルエンザ発症時における職員への予

防投薬とその有用性臨床病理 (0047-1860)65 巻補冊

Page212(2017.10)

６）西島嗣生，櫻井滋：睡眠時無呼吸症候群とバイオマー

カー循環器内科 (1884-2909)Page496-503(2017.11)

７）西島嗣生，櫻井滋：【内科医と睡眠障害 - 睡眠障害

の診断と治療をプライマリ・ケアに】睡眠時無呼吸

症候群	睡眠時無呼吸症候群の検査と診断 .	内科 (0022-
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1961)120 巻 5 号	Page1113-1121(2017.11)

８）細川敬輔，西島嗣生，遠藤文代，木澤哲也，櫻井

滋：日本人閉塞性睡眠時無呼吸患者 (OSA) における

Oxford	Sleep	Resistance	Test(OSLER	test) と同時記

録脳波に基づく睡眠潜時の比較	岩手医学雑誌	(0021-

3284)69 巻 6 号	Page332-333(2018.02)

②　著書

１）高橋幹夫，櫻井滋：感染の有無を見る ! ！　菌を推

定する！抗菌薬の感受性がわかる！治療に役立つ　グ

ラム染色．978-4-7583-1772-6	C3047	(2017.5)

２）佐々木章，笠間和典（編）（執筆者：櫻井滋，木澤

哲也，西島嗣生，細川敬輔）：肥満・糖尿病の外科治

療ー手術テクニックからチーム医療の実際まで /Web

手術動画つき．978-484046180	(2017.7)	

３）櫻井滋：ガイドライン外来診療 2018	(2017.7)

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１） 細 川 敬 輔：Comparson	of	Sleep	Latency	

Measured	by	the	Oxford	Sleep	Resistance	Test	and	

Simultaneous	EEG	 in	Lapanese	Patients・World	

Sleep	2017(2017.10)

２） 西 島 嗣 生：Prevalence	of	Obstrective	Sleep	

Apnea	 in	Japanese	Young	Adult	 	Medical	Student　

Population	Based	 on	Type-3	Out-of-Center	 Sleep	

Test・The	11th	Sleep	Respiration	Forum(2017.11)

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）櫻井滋：呼吸療法認定士試験対策セミナー・株式会

社アシストラーニング看護セミナー．2017 年 9 月・

10 月東京

２）櫻井滋：睡眠呼吸障害に関する最近の話題 - 災害時

の CPAP 療法，肥満 OSA は減量で治癒するのか他．

第13回南大阪睡眠呼吸障害研究会2018年３月．大阪．

３）櫻井滋：周術期入院患者における不眠症の理解と対

応．Insomnia	seminar	in	Okayama.	2018年3月．岡山．

ｂ）一般講演

１）細川敬輔：陽圧呼吸療法を再考する− Update	on	

various	types	of	PAP	therapy − 実 臨 床 に お け る

CPAP タイトレーションの実際 . 日本睡眠学会第 42

回定期学術集会．2017 年 6 月 . 横浜．

２）細川敬輔：高肥満に伴う閉塞性睡眠時無呼吸患者に

おける肥満外科手術の治療効果の検討 .	第 18 回臨床

CPAP 研究会 .2017 年 11 月 . 北九州

３）櫻井滋：睡眠と肺高血圧．第 18 回臨床 CPAP 研究

会 .2017 年 11 月 . 北九州

４）＊佐藤紳一，＊山田靖子，＊神林崇，西島嗣生，遠藤文代，
＊山内基夫，＊山城義広，櫻井滋，＊清水徹男：オンマッ

トレスピエゾ（OMP）センサーを追加した一般病棟

における PSG 記録 .	第 55 回睡眠呼吸障害研究会 2018

年 2 月．東京．

５）細川敬輔，西島嗣生，木澤哲也，遠藤文代，櫻井滋：

閉塞性睡眠時無呼吸患者（OSA）における両側鼻腔

抵抗と CPAP 受容率・継続率の検討．第 55 回睡眠呼

吸障害研究会 2018 年 2 月．東京．

６）西島嗣生，木澤哲也，細川敬輔，佐藤光穂，遠藤文

代，山城義広，櫻井滋：OSAD は AHI に差がなけれ

ば睡眠の質にも差はないのか？．第 55 回睡眠呼吸障

害研究会 2018 年 2 月．東京．

ｃ）その他

１）櫻井滋，木澤哲也，西島嗣生，細川敬輔，菊池宗法，

桑島幸紀，木村仁迪，山田裕之，佐藤和朗，馬場誠朗，

佐々木章：Metabolic	Surgery	病的肥満患者に対する

肥満治療手術後早期における睡眠時無呼吸症候群の改

善効果とその機序に関する検討 . 第 35 回日本肥満症

治療学会学術集会 2017 年．6 月．盛岡

２）西島嗣生，木澤哲也，細川敬輔，馬場誠朗，菊地宗

法，桑島幸紀，木村仁進，山田裕之，佐藤和朗，佐々

木章，櫻井	滋：高度肥満に合併した閉塞性睡眠時無

呼吸症候群に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の有

用性 . 第 35 回日本肥満症治療学会学術集会 2017 年．

6 月．盛岡

３）＊櫻井龍介，＊黒田都，木澤哲也，細川敬輔，松田瑞希，

遠藤文代，＊笠井良彦，＊山城義広，西島嗣生，櫻井滋：

第 42 回日本睡眠学会定期学術集会．2017 年 6 月 . 横浜

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）櫻井滋：第 9 回いわて肥満症治療セミナー . 座長 /

閉会の辞 2017 年 6 月．盛岡．

２）櫻井滋：第３回みやぎ循環器陽圧呼吸療法カンファ

レンス特別講演．2017 年 11 月．仙台．

３）西島嗣生：無呼吸症候群（SAS）の診断手順と治療

オプション−関連領域との連携について−．2018 年

１月 . 盛岡
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
7 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
3 名 0 名 0 名 0 名

臨床遺伝学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 福　島　明　宗

	 講　師	 德　富　智　明

	 助　教	 山　本　佳世乃

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．出生前遺伝学的検査・遺伝カウンセリング

　母体血中に存在している胎児由来 cell-free	DNA を用いた

出生前検査（NIPT）に対する質的なアプローチによる研究

として ,	NIPT 受検後陰性であった妊婦を対象としたインタ

ビュー調査を継続した .	調査対象者は ,	家族（夫 ,	自身やパー

トナーの父母 ,	自身のきょうだい ,	きょうだい児），特定の

他者（医師 ,	看護師 ,	友人 ,	職場の人）といった周囲の人と

の相互的な関わり合いのなかで NIPT 受検を決定 ,	経験して

いることが明らかとなった．これにより ,	NIPT 受検はクラ

イエント夫婦の個人的な経験であるだけでなく ,	その周辺の

人々も関わる社会的な側面をもつ検査であることが示唆され

た．

　また ,	医学生における出生前遺伝学的検査に対する知識・

認識を調査する研究 ,	NIPT 受検者における家族構成や居住

状態を調査する研究 ,	NIPT 受検者における夫婦間での意識・

認識の差異について調査する研究が倫理審査を経て実施中で

ある．これらの研究については平成30年度に結果を報告する.

２．個別化医療のための研究

１）家族歴（Family	health	history）に関する研究

　家族歴は，最も強力な疾患予測因子の一つであり，リスク

評価のための第一歩である．これまで家系図を中心とした家

族歴の詳細な聴取は，遺伝要因が主な単一遺伝性疾患を対象

としていた．震災復興支援事業「東北メディカル・メガバン

ク計画（以下，TMM）」をはじめとした国内外のゲノムコ

ホート研究やバイオバンク活動，米国の個別化医療に関する

取り組み（Precision	Medicine	Initiative）などにより，近年

は多因子疾患の発症に影響する環境要因と遺伝要因の解明が

進み，今後はゲノム情報と併せて大量の家系情報を取り扱う

機会が増えると考えられている．しかし，患者と医療提供者

の双方において，知識や認識，時間の制約，不確かな情報な

どが妨げとなって十分な聴取ができないため，家族歴は日常

診療で見落しや過小評価の対象となっている．

　我々は，対象者を含む 3 世代の家族および親族の医療情

報を体系的に管理することができる折りたたみ式問診票

「f-sheet」（実用新案登録第 3204531 号）と，問診票入力か

ら国際的表記基準に 100％準拠した 3 世代の医療用家系図を

速やかに自動作成できる家系情報収集ソフトウェア「f-tree」

を世界に先駆けて開発した（PCT/JP2016/078494，特願

2015-192113））．f-treeは岩手医科大学いわて東北メディカル・

メガバンク機構のホームページに無料で公開し，国際団体の

Global	Alliance	for	Genomics	and	Health（GA4GH）の家族

歴ツールカタログ「Family	History	Tool	Inventory」へ収載

されている．また使い方はライフサイエンス統合データベー

スセンターが提供しているウエブサイト「統合 TV」に動画

で紹介している．f-tree では，遺伝情報に関する選択肢式の

問診票をもとに家系図が作成される．入力には，f-sheet な

どに事前に記載された内容を入力する方法と，リアルタイム

表示の家系図を見ながら対面で問診して直接入力する方法が

ある．家系図を含む家族歴は保存可能なため，データベース

としても活用できる．

２）中等教育課程の遺伝リテラシーに関する研究

　日本人には遺伝学の理解が難しいと考えられていて，原因

に国民病として遺伝性疾患がなく社会問題化したことがない

ことや，初等・中等教育課程で「ヒトの遺伝」の教育が少な

いことが挙げられている（日本学術会議公開シンポジウム

2014）．遺伝リテラシーの向上を目指し，中等教育課程にお

ける次世代型遺伝教育を確立するため，北海道医療大学個体

差健康科学研究所（太田亨教授）と共同で，札幌開成中等教

育学校特別講義「プレ先端科学特論」として，中等教育課程

生徒の遺伝に関する知識や誤解などを調査し，家系図作成ソ

フトを用いた遺伝教育を実践している．

３．臨床異常形態学（Dysmorphology）に関する研究

　岩手県立宮古病院と連携し，先天異常外来（遺伝）やダウ

ン症外来などを通じで地域に密着した臨床遺伝医療と心理社

会的支援を行っている．さらに遠隔地医療システムを活用し

た沿岸部地域の遺伝診療支援も検討している．

　また日本医療研究開発機構（AMED）の支援で全国規模
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に展開する「未診断疾患イニシアチブ（IRUD）」プロジェ

クトの一環として，慶應義塾大学医学部臨床遺伝学センター

（小崎健次郎教授）と共同で「染色体または遺伝子に変化を

伴う疾患群の包括的遺伝子診断システムの構築」の研究を

行っている．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Tokutomi	 T.,	 Fukushima	A.,	 Yamamoto	 K.,	
＊Bansho	Y.,	Hachiya	T.	and	Shimizu	A.	:	f-treeGC:	a	

questionnaire-based	family	tree-creation	software	for	

genetic	counseling	and	genome	cohort	studies.	

BMC	Med	Genet.	18:71	(2017)	

２）＊Samura	O.,	＊Sekizawa	A.,＊	Suzumori	N.,＊Sasaki	A.,	
＊Wada	S.,	＊Hamanoue	H.,	＊Hirahara	F.,	＊Sawai	H.,	
＊Nakamura	H.,	＊Yamada	T.,	＊Miura	K.,	＊Masuzaki	

H.,	＊Nakayama	S.,	＊Okai	T.,	＊Kamei	Y.,	＊Namba	A.,	
＊Murotsuki	J.,	＊Tanemoto	T.,	Fukushima	A.,	＊Haino	

K.,	＊Tairaku	S.,	＊Matsubara	K.,	＊Maeda	K.,	＊Kaji	T.,	
＊Ogawa	M.,	＊Osada	H.,	＊Nishizawa	H.,	＊Okamoto	

Y.,	＊Kanagawa	T.,	＊Kakigano	A.,	＊Kitagawa	M.,	
＊Ogawa	M.,	＊ Izumi	S.,	＊Katagiri	Y.,	＊Takeshita	N.,	
＊Kasai	Y.,	＊Naruse	K.,	＊Neki	R.,	＊Masuyama	H.,	
＊Hyodo	M.,	＊Kawano	Y.,	＊Ohba	T.,	＊ Ichizuka	K.,	
＊Kido	Y.,	＊Fukao	T.,	＊Miharu	N.,	＊Nagamatsu	T.,	
＊Watanabe	A.,	＊Hamajima	N.,	＊Hirose	M.,	＊Sanui	A.,	
＊Shirato	N.,	＊Yotsumoto	J.,	＊Nishiyama	M.,	＊Hirose	

T.	and	＊Sago	H.	:	Current	status	of	non-invasive	

prenatal	testing	in	Japan.		

　J	Obstet	Gynecol	Res.	DOI:10.111/jog.13373(2017)

３）Yamamoto	K.,	Hachiya	T.,	Fukushima	A.,	＊Nakaya	

N.,	＊Okayama	A.,	Tanno	K.,	Aizawa	Y.,	Tokutomi	

T.,	＊Hozawa	A.	and	Shimizu	A.	:Population-based	

biobank	participants'	preferences	for	receiving	

genetic	test	results.	

　J	Hum	Genet.	10-Aug.	doi:	10.1038/jhg.2017.81.(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）德富智明，福島明宗，山本佳世乃，中山文予，勝部

暢介，清水厚志，佐々木真理．: 問診票入力から国際

基準の医療用家系図を自動作成する家系図情報収集

ツールの開発．

　日本遺伝カウンセリング学会誌 .	38:117-125	(2017)

２）福島明宗 ,	山本佳世乃 .	 :	特集　今日から出来る最

新の産婦人科ケア 1．出生前遺伝学的検査を受けた妊

婦のケア .	

産科と婦人科 .	84(9).	1021-1025.(2017)

③　国際学会発表 

ｂ）一般講演

１）Fukushima	A.,	 Tokutomi	 T.	 and	Yamamoto	

K.:	 Genetic	 counseling	with	NIPT:	Necessity	 of	

considering	congenital	diseases	not	targeted	by	the	

tests	and	false	positives．ISPD　2017.

　Jul.2017.San	Diego．

２）Tokutomi	T.,	Yamamoto	K.,	Shimizu	A.,	Sasaki	M.	

and	Fukushima	A.:	 f-treeGC:	Questionnaire-based	

pedigree	chart	creation	software	in	compliance	with	

recommendations	 for	standardized	human	pedigree	

nomenclature.	ASHG	2017.

　Oct.	2017.	Orlando.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）＊三宅秀彦，＊山田重人，＊伊尾紳吾，＊金井誠，福

島明宗，＊小西郁生．:Down 症候群を持つ人達の自己

認識への社会的要因の関与．第 69 回日本産科婦人科

学会．

　2017 年 4 月．広島．

２）德富智明，山本佳世乃，＊高井理衣，清水厚志，＊太

田亨，福島明宗．: ゲノムコホート研究における家系

情報の収集を目的とした折りたたみ式問診票の開発．

第 41 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会．

　2017 年 6 月．大阪．

３）德富智明，清水厚志，福島明宗，山本佳世乃，石垣泰，
＊川目裕，＊長神風二，＊小林朋子，＊相澤弥生，沼田早苗，
＊鈴木洋一，＊布施昇男，菅原敦子，中山文予，＊山本

雅之，佐々木真理．:遺伝と遺伝性疾患に関する講習会：

ゲノムコホート研究における個人への遺伝情報の回付

に関するパイロット研究参加者への試み．第 41 回日

本遺伝カウンセリング学会学術集会．

　2017 年 6 月．大阪．

４）山本佳世乃 ,	福島明宗：NIPT（無侵襲的出生前遺

伝学的検査）受検の経験についてのインタビュー調査 .	
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第 41 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会

　2017 年 9 月 .	大阪 .

５）山本佳世乃：シンポジウム 4　遺伝カウンセラー

（Genetic	counselor) か ら ゲ ノ ム・ カ ウ ン セ ラ ー

（genomic	counselor) へ　遺伝カウンセラー，そのか

わらない役割 .	第 62 回日本人類遺伝学会 .

　2017 年 11 月 .	神戸 .

６）德富智明，山本佳世乃，篠崎夏子，＊小野浩雅，中

山文予，清水厚志，＊坊農秀雅，佐々木真理，福島明宗．:

国際標準の表記法を準拠した医療用家系図自動作成ソ

フトの開発．日本人類遺伝学会第 62 回大会．

　2017 年 11 月．神戸．

ｂ）その他

１）福島明宗．: シンポジウム「Disaster：災害その時

に備えて」．日本診療情報管理士会全国研修会．

　2017 年７月．仙台 .

２）德富智明，福島明宗，山本佳世乃，清水厚志，佐々

木真理．: 問診票入力から国際基準の医療用家系図を

自動作成する家系情報収集ツールの開発．平成 29 年

度 AMED 脳と心の研究課　研究交流会．

　2017 年 11 月．東京．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）福島明宗．: 産婦人科領域に関わる遺伝学的検査と

遺伝カウンセリング．: 日本産婦人科医会会津支部講

演会．

　2017 年９月．会津 .

２）福島明宗．: 出生前診断とどう向き合うか？身近に

なってきた遺伝医療．第 44 回新潟母性衛生学会．

　2017 年 11 月．新潟 .

ｃ）その他

１）福島明宗．: 出生前診断とどう向き合うか？身近に

なってきた遺伝医療．圭陵会道央支部学術講演会．

2017 年 7 月．札幌 .

２）福島明宗．: がん家系って本当にあるの？がんと遺

伝「がん関連遺伝子検査で分かること」．福島県立医

科大学公開講座．

　2017 年 10 月．福島 .

⑤－２　国内学会主催

１）いわて遺伝診療研究会第 4 回研究会（代表世話人：

福島明宗）

　2017 年 11 月．盛岡．

２）日本遺伝カウンセリング学会遺伝カウンセリング

ロールプレイ研修会

　2018 年 3 月．盛岡．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

緩和医療学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 特任教授	 木　村　祐　輔

	 助　教	 青　木　優　子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．がん患者の在宅緩和医療に関する研究－在宅移行および

在宅療養の関連要因について－

　2006 年 6 月に成立したがん対策基本法と，それに基づく

がん対策推進基本計画によって，緩和ケアの基盤整備が進み，

医療連携に関しては，居宅における終末期医療の充実が目標

とされた．しかし，本邦におけるがん在宅死率は 8％程度と，

欧米に比較し極めて少ない現状がある．本研究では，望まし

い終末期医療のあり方について検討するために，がん終末期

の療養環境に関する実態調査を行い，在宅緩和ケアの現状分

析と併せて，がん終末期緩和ケア医療連携における『看取り

の場所』の選択に関連する要因を明らかにすることとした．

訪問看護ステーション協会と協働し，がん終末期に在宅療養

を選択した 104 例について検討し，在宅死に関与する要因と

して，「予後告知がなされていること」，「在宅支援医療機関

2 か所以上」が統計学的に有意であり，在宅死を迎えること

に関して正の関連を示す独立した要因であることが明らかと

なった．本検討結果をもとに，現在，東北６県のがん診療連

携拠点病院を中心に，遺族調査によるがん終末期在宅医療連

携の質の評価を検討する研究を開始する計画である．

２．緩和ケアチームが有効に機能するための要因分析 

　当院の緩和ケアチームは 2007 年より活動開始した．緩和

ケアの資源としてチーム活動は周知され，依頼患者は年々増

加し，本邦におけるがん診療連携拠点病院の活動平均をはる

かに超える 380 件 / 年の支援を行っている．依頼内容は「難

治性疼痛に対する症状緩和の方策」や「様々な場面の意思決

定支援」など，個別的・難治例が増え，チームはコンサルティ

のニーズを十分に理解し対応することが求められている．本

研究では，コンサルティ，およびチームメンバーに対し活動

状況に関するアンケート調査を行いその機能性について評価

した．医師 40 名リンクナース 14 名，およびチームメンバー

14 名へのアンケート調査により，「症状緩和の助言」「紹介

のしやすさ」「患者家族への丁寧な応対」「社会資源に関する

迅速な情報提供」についての満足度が高く，平均満足度は

83.7％だった．コンサルティより高い満足度が得られている

ことから，各診療科のニーズに対応できているチームである

事が想定された．また，チームメンバー全員が「コーディネ

イト力を持つリーダー」「紹介のしやすさ」「定期的なカンファ

レンス開催」が重要と回答していたことから，チーム医療を

円滑に進める要素である「メンバーの対等性」「コーディネ

イト力を持つリーダー」「専門性の尊重と互いの補完」「コミュ

ニケーション保持の工夫」の必要性にほぼ沿った運営がな

されているものと考えられる．本検討結果をもとに，PDCA

サイクルを回し，緩和ケアチーム活動の充実を図ることを目

標としている．

３．緩和ケアの普及発展を目指した，緩和ケアテレビカンファ

レンスの開催．

　岩手県における緩和ケアの普及・発展を目指し，2007 年

から岩手県緩和ケアテレビカンファレンスを開催してきた．

2017 年 3 月までに約 10000 人を超える参加者を得て継続し

て開催してきており，参加者数，継続開催期ともに，本邦最

大規模の緩和ケアカンファレンスである．本カンファレンス

の有用性について，参加者へのアンケートを行い，その結果

をもとにより良い会のあり方を検討報告している．今後，こ

れまでの歩みを記した記録集を編纂予定である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Akiyama	Y,	Iwaya	T,	Endo	F,	Chiba	T,	Takahara	

T,	Otsuka	K,	Nitta	H,	Koeda	K,	Mizuno	M,	Kimura	

Y,	Sasaki	A.Investigation	of	operative	outcomes	

of	thoracoscopic	esophagectomy	after	triplet	

chemotherapy	with	docetaxel,	cisplatin,	and	

5-fluorouracil	for	advanced	esophageal	squamous	cell	

carcinoma.	Surg	Endosc.	2018	Jan;32(1):391-399.

２）Akiyama	Y,	 Iwaya	T,	Endo	F,	Shioi	Y,	Kumagai	

M,	Takahara	T,	Otsuka	K,	Nitta	H,	Koeda	K,	Mizuno	
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M,	Kimura	Y,	Suzuki	K,	Sasaki	A.	Effectiveness	of	

intervention	with	a	perioperative	multidisciplinary	

support	 team	 for	 radical	 esophagectomy.	Support	

Care	Cancer.	2017	Dec;25(12):3733-3739.

３）Akiyama	Y,	Iwaya	T,	Endo	F,	Chiba	T,	Takahara	

T,	Otsuka	K,	Nitta	H,	Koeda	K,	Mizuno	M,	Kimura	

Y,	Sasaki	A.	Laparoscopic	repair	of	parahiatal	hernia	

after	esophagectomy:	a	case	report.	Akiyama	Y,	

Iwaya	T,	Endo	F,	Chiba	T,	Takahara	T,	Otsuka	K,	

Nitta	H,	Koeda	K,	Mizuno	M,	Kimura	Y,	Sasaki	A.	

Surg	Case	Rep.	2017	Aug	23;3(1):91.

４）Akiyama	Y,	Iwaya	T,	Endo	F,	Shioi	Y,	Chiba	T,	

Takahara	T,	Otsuka	K,	Nitta	H,	Koeda	K,	Mizuno	

M,	Kimura	Y,	Sasaki	A.	Stability	of	cervical	

esophagogastrostomy	via	hand-sewn	anastomosis	

after	esophagectomy	for	esophageal	cancer.	Dis	

Esophagus.	2017	May	1;30(5):1-7.

５）Konosu	M,	Iwaya	T,	Kimura	Y,	Akiyama	Y,	Shioi	

Y,	Endo	F,	Nitta	H,	Otsuka	K,	Koeda	K,	Sasaki	A.	

Peripheral	vein	infusions	of	amino	acids	facilitate	

recovery	after	esophagectomy	for	esophageal	cancer:	

Retrospective	cohort	analysis.	Ann	Med	Surg.	14,29-

35.	(2017)

①－ 2　学術論文　[ 和文 ]

ａ）原著

１）遠藤	史隆 ,	杉立	彰夫 ,	肥田	圭介 ,	岩谷	岳 ,	秋山	有

史 ,	梅邑	晃 ,	木村	聡元 ,	高原	武志 ,	新田	浩幸 ,	大塚	

幸喜 ,	水野	大 ,	木村	祐輔 ,	佐々木	章 .	発色による末

梢神経組織可視化の試み .	癌と化学療法	(0385-0684)44

巻 12 号	Page1467-1469.(2017)	

ｂ）総説

１）木村祐輔 .	緩和ケア　その歴史と新しい考え方 .	岩

手医学雑誌 68(6):	247-255,(2017)

②　著書

１）木村祐輔（2017 年）,	症状を緩和する③肝性脳症 .	

有賀悦子編 ,	症例を時間で切って深く知るがん緩和医

療 .	日本医事新報社 ,	203-208.

２）木村祐輔（2017 年）,	Case	35	「あなただけに話し

たつもりだったのに」森田達也 / 濱口恵子編 ,	苦い経

験から学ぶ！緩和医療ピットフォールファイル .	南江

堂 ,	143-146.

③－１　国内学会発表　（全国）

ａ）シンポジウム

１）木村祐輔 ,	長澤昌子 ,	星野　彰 ,	平野拓司，村上雅

彦 ,	佐藤　一 ,	遠野千尋 ,	小原　眞 ,	村上和重 ,	鴻巣正

史 , 鈴木　雄 ,	坂本　隆 .	岩手県	緩和ケアテレビカン

ファレンスの歩み .	第 22 回日本緩和医療学会学術大

会 .	2017/6.	横浜 .

ｂ）一般講演

１）秋山	有史 ,	岩谷	岳 ,	遠藤	史隆 ,	塩井	義裕 ,		高原	

武志 ,	大塚	幸喜 ,	新田	浩幸 ,	肥田	圭介 ,	水野	大 ,	木

村	祐輔 ,	佐々木	章：食道癌に対する周術期多職種サ

ポートチーム介入の効果 . 第 117 回日本外科学会定期

学術集会 .	2017/4.	横浜 .	

２）千葉	丈広 ,	肥田	圭介 ,	天野	怜 ,	瀬川	武紀 ,	西成	悠 ,	

高原	武志 ,	秋山	有史 ,	岩谷	岳 ,	西塚	哲 ,	木村	祐輔 ,	

大塚	幸喜 ,	新田	浩幸 ,	水野	大 ,	佐々木	章：切除不能

進行・再発胃癌二次治療に対するラムシルマブの有用

性.	第117回日本外科学会定期学術集会.	2017/4.	横浜.	

３）八重樫	瑞典 ,	大塚	幸喜 ,	木村	聡元 ,	箱崎	将規 ,	上

嶋	徳 ,	三宅	孝典 ,	秋山	有史 ,	岩谷	岳 ,	木村	祐輔 ,	新

田	浩幸 ,	肥田	圭介 ,	水野	大 ,	佐々木	章：当教室にお

ける高齢者に対する腹腔鏡下大腸癌手術の検討 .	第

117 回日本外科学会定期学術集会 .	2017/4.	横浜 .	

４）肥田	圭介 ,	千葉	丈広 ,	西成	悠 ,	瀬川	武紀 ,	天野	怜 ,	

高原	武志 ,	秋山	有史 ,	岩谷	岳 ,	西塚	哲 ,	木村	祐輔 ,	
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の工夫 .	第 117 回日本外科学会定期学術集会 .	2017/4.	

横浜 .

５）遠藤	史隆 ,	岩谷	岳 ,	秋山	有史 ,	塩井	義裕 ,	天野	総 ,	

高原	武志 ,	西塚	哲 ,	新田	浩幸 ,	大塚	幸喜 ,	肥田	圭介 ,	
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谷	岳 ,	西塚	哲 ,	肥田	圭介 ,	水野	大 ,	木村	祐輔：高度

肥満症に対するチームアプローチ	高度肥満症に対す
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本肥満症治療学会学術集会 .	2017/6.	盛岡 .
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15）梅邑	晃 ,	須藤	隆之 ,	藤原	久貴 ,	遠藤	史隆 ,	中村	聖

華 ,	岩谷	岳 ,	秋山	有史 ,	肥田	圭介 ,	新田	浩幸 ,	大塚	

幸喜 ,	木村	祐輔 ,	高原	武志 ,	佐々木	章：遺残胆嚢管

に発生した合流部結石に対して合流部側方切開による

腹腔鏡下切開切石術を施行した 1 例 .	第 30 回日本内

視鏡外科学会総会 .	2017/12.	京都 .

16）秋山	有史 ,	岩谷	岳 ,	遠藤	史隆 ,	梅邑	晃 ,	馬場	誠朗 ,	

千葉	丈広 ,	木村	聡元 ,	高原	武志 ,	大塚	幸喜 ,	新田	浩

幸 ,	肥田	圭介 ,	水野	大 ,	木村	祐輔 ,	佐々木	章：T4 食

道癌に対する化学療法後 conversion	surgery として

の胸腔鏡下食道切除術の治療成績 .	第 30 回日本内視

鏡外科学会総会 .	2017/12.	京都 .	

17）棚橋	洋太 ,	秋山	有史 ,	梅邑	晃 ,	二階	春香 ,	肥田	圭

介 ,	千葉	丈広 ,	馬場	誠朗 ,	須藤	隆之 ,	藤原	久貴 ,	大

塚	幸喜 ,	新田	浩幸 ,	木村	祐輔 ,	岩谷	岳 ,	高原	武志 ,	

佐々木	章：Reduced	port	surgery にて腹腔鏡下胆嚢

摘出術と胃瘻造設術を同時に施行した 1 例 . 第 30 回

日本内視鏡外科学会総会 .	2017/12.	京都 .	

18）秋山	有史 ,	岩谷	岳 ,	遠藤	史隆 ,	梅邑	晃 ,	馬場	誠朗 ,	

千葉	丈広 ,	木村	聡元 ,	高原	武志 ,	大塚	幸喜 ,	新田	浩

幸 ,	肥田	圭介 ,	水野	大 ,	木村	祐輔 ,	佐々木	章：食道

癌に対する ERAS による周術期管理の導入 .	第 33 回

日本静脈経腸栄養学会学術集会 .	2018/2.	横浜 .	

19）梅邑	晃 ,	新田	浩幸 ,	高原	武志 ,	長谷川	康 ,	眞壁	健

二 ,	片桐	弘勝 ,	菅野	将史 ,	高清水	清治 ,	岩谷	岳 ,	秋

山	有史 ,	肥田	圭介 ,	木村	祐輔 ,	大塚	幸喜 ,	佐々木	章：

マージナルドナーからの脳死肝グラフトを用いて救命

した肝細胞癌合併非代償性肝硬変の 1 例 .	第 53 回日

本移植学会総会 .	2017/9.	旭川 .

④－ 2　国内学会発表　（地方会関係）

ｃ）その他

１）萬徳孝子，佐藤由紀，三浦一穂，高橋郁恵，青木優子，

木村祐輔：非がん患者に対する緩和ケアチームの介入

について .	第21回東北緩和医療研究会 .	2017/10,青森 .

２）郷内	真己 ,	水谷	歩未 ,	星	克仁 ,	大塚	耕太郎 ,	木村	

祐輔：岩手医科大学附属病院緩和ケア外来受診患者に

おける向精神薬の処方実態 .	第 676回岩手医学会例会 .	

2018/2.	盛岡 .

３）木村祐輔：がん終末期における栄養サポート .	盛岡

地区病院栄養研究会 .	2017/7.	盛岡 .

４）木村祐輔：セデーション（鎮静）について～終末

期の苦痛緩和のために～ . 岩手ホスピスの会学習会 .	

2017/8.	盛岡 .

５）木村祐輔：緩和ケアについて .	平成 29 年度遠野医

師会講演会 .	2017/6.	遠野市 .

６）木村祐輔：がん教育実施の際の基礎知識 .	学校保健

連絡会議講演会 .	2017/11.	盛岡 .

７）木村祐輔：地域における緩和ケアの普及を目指して
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～岩手県緩和ケアテレビカンファレンス９年間の歩み

～ .	未来がん医療プロフェッショナル養成プランシン

ポジウム講演会 .	2018/1.	秋田 .

８）木村祐輔：がんを知ろう .	岩手県がん教育推進協議

会講演（岩手県立盛岡農業高校）.	2017/7. 盛岡

９）木村祐輔：がんを知ろう .	岩手県がん教育推進協議

会講演（岩手県立盛岡峰南高等支援学校）.	2017/8. 盛

岡

10）木村祐輔：がんを知ろう .	岩手県がん教育推進協議

会講演（岩手県立青松高等支援学校）.	2017/11. 盛岡
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 1 名 0 名

放射線腫瘍学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 有　賀　久　哲

	 特任講師	 及　川　博　文

	 助　教	 角　原　久　夫

	 助　教	 菊　池　光　洋

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１）中間リスク前立腺癌に対するシード治療後生化学的再発

の新たな層別化法の開発

２）治療計画装置におけるマリ値リーフコリメータに関する

パラメータの最適値の検討

３）臨床病期 IA 期非小細胞肺癌もしくは臨床的に原発性肺

癌と診断された 3cm 以下の孤立性肺腫瘍（手術不能例・

手術拒否例）に対する体幹部定位放射線治療のランダム化

比較試験．JCOG1408（MH2018-504）

４）頭頸部癌患者に対する放射線治療の歯学的影響とその原

因因子を検討する後ろ向き試験（MH2018-553）

５）Oligometastases 状態の転移性肺腫瘍に対する体幹部定

位放射線治療の全国遡及的調査研究 .JASTRO 研究 .

　10 例登録．

６）結腸がんおよび直腸がん由来の肺 oligometastases に

対する体幹部定位放射線治療に関する多施設調査研究．

JROSG 研究

　3 例登録

７）転移性脳腫瘍に対する定位放射線照射の遡及的多施設共

同研究．JROSG 研究

　15 例登録

８）全国放射線治療症例に基づく放射線治療の実態調査およ

び質評価．JASTRO 研究

　787 人を登録

９）リピオドールマーキング法を用いた膀胱癌 IGRT．学内

前向きコホート研究 (H20-76)

　30 症例を登録．学会発表 ( 第 29 回高精度放射線外部照射

部会学術大会 ,	2016,	2 月 ,	東京 ) 済み，論文作成中

10）前立腺癌密封小線源永久挿入療法に併用する強度変調放

射線療法 (IMRT) の直腸障害防止効果．学内前向きコホー

ト研究 (H26-107)

　学会発表 (15th	ICRR,	2015,	Kyoto) 済み，投稿中．

11）前立腺癌密封小線源永久挿入療法の尿道障害と排尿障害

の相関．学内後ろ向き観察研究 (H29-90)

　学会発表 (ASTRO,	2015,	10,	San-Antonio) 済み．論文作成

中

12）食道癌根治放射線治療患者を対象としたネオアジュバン

ト科学療法の影響に関する後ろ向き臨床試験 .	学内後ろ向

き研究（H28-32）

　国内学会発表（日本放射線腫瘍学会第 29 回学術大会 .	

2016 年 11 月 .	京都）済み，海外学会発表予定（ESTRO37.	

2018/5.	Barcelona），論文作成中

13）広域放射線治療データベースの構築．多施設共同前向き

観察研究（H27-90）

　治療 RIS 設置に合わせ広域データベースにデータを統合

すべく施設整備中	

14）分子イメージング，フォトンカウンティング X 線

CT に向けての基礎的検討．Dark-less	high-speed	X-ray	

energy	dispersing	a	compact	YAP(Ce)-photomultiplier

　第 107 回日本医学物理学会学術大会．英文プレゼンテー

ション賞受賞．論文投稿中

15）放射線治療用小型皮膚線量計の開発

　科学研究費助成事業基盤研究 C を取得

16）局所進行頭頸部扁平上皮癌術後の再発ハイリスク患者に

対する 3-Weekly	CDDP を同時併用する術後補助化学放射

線療法と Weekly	CDDP を同時併用する術後補助化学放

射線療法に関するランダム化第Ⅱ / Ⅲ相試験 .	JCOG1008

17）局所進行上顎洞原発扁平上皮癌に対する CDDP の超選

択的動注と放射線同時併用療法の用量探索および有効性検

証試験 .	JCOG1212

18）子宮頸癌術後再発高リスクに対する強度変調放射線治療

（IMRT）を用いた術後同時化学放射線療法の多施設共同

非ランダム化検証的試験 .	JCOG1402

19）臨床病期 IB/II/III	食道癌 (T4	を除く ) に対する術前 CF	

療法 / 術前 DCF	療法 / 術前 CF-RT	療法の第 III	相比較

試験 .	JCOG1109

20）初発退形成性神経膠腫に対する術後塩酸ニムスチン
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（ACNU）化学放射線療法先行再発時テモゾロミド化学療

法をテモゾロミド化学放射線療法と比較するランダム化第

III 相試験 .	JCOG1016

21）初発中枢神経系原発悪性リンパ腫に対する照射前大量メ

トトレキサート療法＋放射線治療と照射前大量メトトレキ

サート療法＋テモゾロミド併用放射線治療＋テモゾロミド

維持療法とのランダム化比較試験 .	JCOG1114C

22）手術後残存腫瘍のある WHO	Grade	II 星細胞腫に対す

る放射線単独治療とテモゾロミド併用放射線療法を比較す

るランダム化第 III 相試験 .	JCOG1303

23）ネオアジュバント化学療法前の腋窩リンパ節陽性がネオ

アジュバント化学療法後に	病理学的陰性に転じた患者を

対象として，乳房切除後胸壁及び所属リンパ節の外部放射

線治療，並びに腫瘤切除後所属リンパ節放射線治療を評価

する	第 III 相無作為化臨床試験 .	NSABP	B-51/RTOG	1304

Ⅲ．研究成果の発表状況
（2017 年 4 月～ 2018 年 3 月まで）

②　著書

１）有賀久哲 .	頭頸部腫瘍：上咽頭癌．がん・放射線治

療2017	改定第7版 .	東京，学研メディカル秀潤社 ,	2017

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）菊池光洋 ,	中村隆二 ,	角原久夫 ,	山口	哲 ,	及川博文 ,	

小原	航 ,	有賀久哲 :	中間リスク前立腺癌の密封小線源

永久挿入療法後には予測できない PSA 再発が起きる .	

第 36 回欧州放射線腫瘍学会 .	2017 年 5 月 .	ウィーン

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

２）及川博文 ,	有賀久哲 ,	中村隆二：喉頭癌 T3 症例の

放射線治療成績の検討 .	頭頸部癌学会 .	2017 年 6 月 .	

京都

３）及川博文 ,	有賀久哲 ,	中村隆二 ,	菊池光洋 ,	角原久

夫 ,	瀬川昂史 ,	＊中村英顕 :	去勢抵抗性前立腺癌骨転移

に対する塩化ラジウム 223 内用療法の初期経験 .	第 30

回日本放射線腫瘍学会 .	2017 年 11 月 .	大阪

４）角原久夫 :	転移性脳腫瘍に対する定位放射線治療の

治療成績と脳壊死の予測因子の検討 .	第 30 回日本放

射線腫瘍学会 .	2017 年 11 月 .	大阪

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）有賀久哲：変わりゆくがん診療　放射線治療にでき

ること．第 2 回放射線治療あすなろ会．2017 年 8 月．

仙台

２）有賀久哲：放射線治療の最前線と課題．第 26 回東

北臨床腫瘍セミナー．2017 年 12 月 .	仙台

ｂ）一般講演

１）及川博文 ,	＊中村英顕 ,	有賀久哲	:	223Ra 内用療法が

効果的であった症例 -GI	Bone の使用経験をふまえて .	

第 36 回岩手県核医学懇話会 .	2017 年 6 月 .	盛岡

２）角原久夫 :	転移性脳腫瘍に対する定位放射線治療の

治療成績と脳壊死の予測因子の検討 .	第 136 回日本医

学放射線学会北日本地方会 .	2017 年 6 月 .	山形

３）菊池光洋 ,	瀬川昂史 ,	角原久夫 ,	及川博文 ,	中村隆二 ,	

有賀久哲 :	当院における高齢者筋層浸潤膀胱癌に対す

る治療の現状 .	第 137 回日本医学放射線学会北日本地

方会 .	2017 年 10 月 .	仙台

４）及川博文 :	GI-BONE による CRPC 骨転移の評価 .	

Iwate	Imaging	Biomarker	Conferrence.	2018 年 3 月 .	

盛岡

ｃ）その他

１）及川博文：緩和ケアにおける放射線療法．緩和ケア

セミナー .		2017 年 5 月 .	盛岡

２）及川博文：CRPC 骨転移に対する塩化ラジウム -223

の初期使用経験 .	岩手県ゾーフィゴ後援会 .	2017 年 5

月 .	盛岡

⑤－２　国内学会主催

　第 19 回放射線腫瘍学夏季セミナー .	2017 年 8 月 .	盛岡
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 1 名

頭頸部外科学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 志　賀　清　人

	 助　教	 片　桐　克　則	 池　田　　　文

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１）頭頸部癌の化学放射線治療の効率化：近年，分子標的薬

などの登場で頭頸部癌の化学療法や放射線治療は大きな進歩

と変革の展開を見せている．我々は JCOG 頭頸部癌グルー

プの参加施設として，JCOG1008（頭頸部癌術後ハイリスク

例に対する術後化学放射線治療の検討），JCOG1212（上顎

癌に対する CDDP 動注化学療法併用放射線治療の検討）な

どに症例を登録している．今後も頭頸部癌に対する化学放射

線治療の効率化にむけた臨床研究を進めていく予定である．

２）頭頸部癌の集学的治療，形成外科との共同による頭頸部

進行癌症例の再建術を用いた根治手術：頭頸部進行癌で根治

手術の可能な症例では摘出術による欠損が大きく，形成外科

と共同による再建術が必須となる．当科では口腔癌・上顎癌・

中咽頭癌・下咽頭癌などを中心に幅広く再建術を用いて根治

手術の適応を広げている．

３）頭頸部癌の診断への造影超音波検査の応用：造影超音波

検査は CT や MRI の造影剤に比べて，造影効果が 10 分程度

持続するという性質を持っており，頸部のスキャニングが可

能であるという利点を持っている．また，これらの造影剤に

比べて，副作用が殆ど無いという利点もある．頭頸部癌に於

ける造影超音波の活用はまず転移リンパ節の診断から始めて

いる．厚労科研費「革新的医療機器等開発事業」で開発した

画像解析ソフトを用いると，転移リンパ節内の血流を正確に

捉えることが可能で，これをもとにリンパ節内の組織型を予

測できる可能性が示されている．また，頭頸部癌の化学放射

線治療時の転移リンパ節の治療効果の判定にも応用できる可

能性が示された．当科を中心に宮城県立がんセンター，新潟

がんセンター，神奈川がんセンター，名古屋大学，愛知県が

んセンター，金沢医科大学，四国がんセンター，鳥取大学を

メンバー施設とするJapan	Head	&	Neck	Contrast-enhanced	

ultrasonography	Research	Group	(JHNCURG) を組織して多

施設共同研究を進めている．

４）頸動脈小体腫瘍など頭頸部傍神経節腫の研究：頸動脈小

体腫瘍は稀な腫瘍であるが，家族例があること，頻度は低い

が悪性症例があることなどから，若年症例では根治治療とし

て手術が第一選択となる．当科を中心に東京医科歯科大学，

慶應義塾大学，名古屋大学，神戸大学，長崎大学をコアメン

バーとする「日本頸動脈小体腫瘍研究会」を結成し，頸動脈

小体腫瘍の全国調査を開始した．これまでの結果では日本の

耳鼻咽喉科指定研修施設約 600 施設の内，この腫瘍を経験し

た施設はほぼ 100 施設にとどまり，20 年間で 400 例程度で

あることがわかった．本学では宮城県から岩手県にかけて家

族発症例が集積しており，当科に手術症例が紹介されてくる

ことから，経験する頸動脈小体腫瘍の症例数は日本でトップ

である．これらの症例に対して放射線診断科 IVR 医の協力

のもと術前栄養動脈塞栓術で出血量を極めて少なくできるこ

とを明らかにした．頸動脈小体腫瘍症例の遺伝子変異の解析

も筑波大学との共同研究で進行中である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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病院および医局としての活動と対応 .　乳腺超音波医

学	6 巻 1 号	Page27-29，2017 年 1 月
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４）齋藤大輔，志賀清人：リンパ節転移の超音波診断―

─	215	─



原発臓器，リンパ節転移部位および組織型による違い

を探る―　頭頸部扁平上皮癌リンパ節転移．乳腺甲状
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ナー（耳鼻咽喉科・頭頸部超音波診断ハンズオンセミ
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２）志賀清人，片桐克則，齋藤大輔：社会的適応を考慮

した進行喉頭癌・下咽頭癌の治療選択．第 41 回日本
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京都市

ｂ）一般講演

１）小野二美，片桐克則，志賀清人：頭頸部癌治療中治

療後の栄養摂取方法に関する検討．第 40 回日本嚥下

医学会．平成 29 年 2 月 24-25 日．東京都

２）宮口　潤，池田　文，及川伸一，齋藤大輔，片桐克

則，志賀清人：喉頭（声門下）に発生した腺様嚢胞癌

の1例．第29回日本喉頭科学会．平成29年4月6-7日．

盛岡市

３）片桐克則，志賀清人：乳酸菌による頭頸部扁平上皮

癌の増殖抑制効果の検討．第 35 回日本耳鼻咽喉科免
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４）志賀清人，池田　文，宮口　潤，齋藤大輔，及川伸
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５）齋藤大輔，宮口　潤，池田　文，及川伸一，志賀清

人：甲状腺腺脂肪腫の一例．第 118 回日本耳鼻咽喉科
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６）池田　文，及川伸一，齋藤大輔，片桐克則，志賀清人，

金子賢一，大月直樹，丹生健一，小澤宏之，藤本保志：

頸動脈小体腫瘍における術前栄養動脈塞栓術の有用性

について．第 41 回日本頭頸部癌学会．平成 29 年 6 月

8-9 日．京都市

７）片桐克則，池田　文，土田宏大，志賀清人：当科の

唾液腺悪性腫瘍症例の検討．第 30 回日本口腔・咽頭

科学会．平成 29 年 9 月 7-8 日．金沢市

８）池田　文，片桐克則，土田宏大，宮口　潤，志賀清

人：下顎骨合併切除を要した若年者舌下腺癌の 1 例．

第 30 回日本口腔・咽頭科学会．平成 29 年 9 月 7-8 日．

金沢市

９）片桐克則：当院における声門閉鎖術の 8 症例．第

62 回日本音声言語医学会．平成 29 年 10 月 5-6 日．仙

台市

10）片桐克則，土田宏大，池田　文，齋藤大輔，志賀清

人，佐藤宏昭：上顎骨肉腫の一例．第 28 回日本頭頸
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部外科学会．平成 30 年 1 月 25-26 日．宇都宮市

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）志賀清人：上顎癌の治療戦略．第 23 回頭頸部癌化

学療法研究会．平成 30 年 3 月 9 日．東京都

ｂ）一般講演

１）片桐克則，齋藤大輔，池田　文，土田宏大，宮口　潤，

志賀清人：大唾液腺悪性腫瘍手術症例の検討．第 65

回日耳鼻東北連合学会．平成 29 年 7 月 22-23 日．秋

田市

２）土田宏大，池田　文，齋藤大輔，片桐克則，志賀清人：

当科における舌癌を除く口腔癌の検討．第 23 回北日

本頭頸部癌治療研究会．平成 29 年 10 月 14 日．仙台市

ｃ）その他

１）池田　文，志賀清人，片桐克則，齋藤大輔，宮口　潤，

及川伸一，土田宏大：頸動脈小体腫瘍の日本における

診療状況．第 32 回いわて耳鼻咽喉科セミナー．平成

30 年 3 月 24 日．盛岡市

⑤－２　国内学会主催

１）第 29 回日本喉頭科学会総会・学術講演会．平成 29

年 4 月 6-7 日．盛岡市
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名
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０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

リハビリテーション医学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 西　村　行　秀

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．筋電図周波数パワースペクトル解析をもちいた筋疲労特

性に関する研究

　　機器購入，準備を行い疾病者における脊柱起立筋に対す

る研究を行っている．

２．活動量計を用いたリハビリテーション治療の効果に関す

る研究

　　測定機器を購入し，当院入院中患者の活動量に関する研

究を立案し準備をすすめている．

３．消化器がん手術周術期のリハビリテーション治療の介入

効果の検証

　　外科学講座の先生方と共同で，本院にて外科的治療を計

画された消化器がん患者の術前を含む周術期のリハビリ

テーション治療介入効果の検討を行っている．実際の外科

治療にリハビリテーション治療を併用する治療計画を立案

し実際の診療に取り入れ，その効果を検証中である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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2017.7.8；岩手．

６）西村行秀．回復期リハビリテーション病棟における

リハ医の役割．SG グループ研修会；2017.7.20；青森．
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創立 120 周年記念イベント健康フェス 2017 岩手医科

大学市民公開講座；2017.9.9；岩手．

10）西村行秀．早期リハビリテーションと集学的治

療の重要性．滋賀痛みの保存的治療を考える会；

2017.9.16；滋賀．

11）西村行秀．岩手医科大学附属病院リハビリテーショ

ン科における現状と課題．第 1 回日本リハビリテー

ション推進研究会 in 和歌山；2017.9.23；和歌山．

12）西村行秀．リハビリテーションの有用性と可能性．

刀隣会学術講演会；2017.9.28；岩手．

13）西村行秀．ロコモティブシンドロームと運動器疼痛．

平成 29 年度「運動期の 10 年・骨と関節の日」市民公

開講座；2017.10.14；岩手．

14）西村行秀．リハビリテーション医学と臨床応用．京

都市域リハビリテーション協力病院事業	地域包括ケ

アシステムの構築に向けて～入院から在宅・生活へ切

れ目のないリハビリテーション；2017.11.4；京都．

15）西村行秀．パラアスリートにおける B モードエコー

を用いた肩・肘検診．第 13 回学生のためのスポーツ

医学セミナー～パラスポーツ医科学（障がい者スポー

ツ医科学）～；2017.11.11；和歌山．

16）西村行秀．早期からの運動療法の効果と有用

性．第 39 回高知リハビリテーション医学懇話会；

2017.12.16；高知．

17）西村行秀．リハビリテーションの有用性と可能性．

奥州病院院内講演会；2017.12.18；岩手．

18）西村行秀．運動療法と栄養～タンパク質の重要性～．

回復期リハビリテーション病院協会第 31 回研究大会

in 岩手；2018.2.2；岩手．

19）西村行秀．有効なリハビリテーション医療のための

下肢の義肢装具療法．第 4 回京都リハビリテーション

医学研究会学術集会；2018.2.4；京都．
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医 学 部

寄 附 講 座



教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

災害・地域精神医学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 特命講師	 遠　藤　　　仁

	 特命助教	 赤　平　美津子

２．研究員等

３．大学院生

４．運営委員

　なし

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．精神科救急

１）自殺総合対策推進センター主催救急医療における自殺未

遂者ケア研修会に協力した．

２）精神科救急における入院期間の予測因子を明らかにし，

論文発表を行った．

３）高齢者の精神科救急外来受診に関する実態調査を行い，

学術発表を行った．

４）専門学会や院内での PEEC 講習会「身体科救急スタッ

フに向けた精神症状を有する救急症例への精神科的初診

診療とケア－ PEEC（Psychiatric	Evaluation	Emergency	

Care）公開コース開催に協力した．

２．自殺関連

１）精神科救急における自殺未遂者の入院期間の予測因子を

明らかにし，論文発表を行った．

２）頸椎損傷による複数の喪失体験を経て自殺企図に至った

症例について，学術発表を行った．

３）専門学会における自殺のハイリスク者対応に，学会委員

会として加わった．

４）久慈地域における自殺対策を久慈モデルとしてマニュア

ルを作成して，保健師対象の研修会などを通じて岩手県全

県に波及させる協力を行った．

５）地域のおける児童・生徒のメンタルヘルと自殺のリスク

に関して，従事者に教育した．

３．災害精神医学

１）東日本大震災におけるこころのケアの体制を構築し，岩

手県の災害支援のモデルとし，全国の専門家，行政，関係

団体などに向けても周知を行った．

２）災害支援に関わる人材養成プログラムとして内閣府と協

力し，被災地において自殺対策のゲートキーパー養成研修

プログラムを開催した．

３）災害時の精神看護や自殺のリスクマネジメントについて

看護協会等への研修会を行った．

４）自殺対策と震災後のこころのケアや岩手県こころのケア

センターの活動を実践した．

５）東日本大震災における地方自治体職員のこころのケアを

実践した．

６）被災地における自殺のリスクのあるものへの関わりの教

育を行った

７）地域におけるアルコール依存症に対する対応について，

従事者への研修を行った．

８）DPAT 体制に関して，広域訓練や登録研修へ参加し，

岩手県 DPAT 研修会に協力した．

９）被災地の傾聴ボランティアの育成に協力した．

４．医療安全

１）院内自殺予防とスタッフケアについて，日本医療機能評

価機構における教育法により，研修会を実施した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①− 1　学術論文　[英文 ]

ａ）原著

１）Onuma,	Y.,	Otsuka,	K.,	Endo,	J.,	Honta,	E.,	Sato,	H.,	

Nakamura,	H.,	Sakai,	A.:	Length	of	 stay	of	 suicide	

attempters	who	became	inpatients	from	emergency	

outpatients:	 examination	of	 the	predictive	 factors.	

Journal	 of	 Iwate	Medical	Association.	 69	 (4):	 193-

207(2017.10)

２）Koizumi,	F.,	Otsuka,	K.,	Endo,	 J.,	Honta,	E.,	Sato,	

H.,	Nakamura,	H.,	Sakai,	A.:Predictors	for	the	length	

of	stay	of	emergency	psychiatric	patients.	Journal	of	

Iwate	Medical	Association.	69(3)	Page125-136(2017.08)

①−２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）工藤	薫，遠藤　仁，大塚耕太郎：総合病院におけ

るアルコール関連問題への対応 (解説 )．日本アルコー
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ル関連問題学会雑誌．19(1)：65-68(2017.10)

④−１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）小泉文人，遠藤　仁，福本健太郎，三田俊成，佐藤

広隆，小泉範高，中村　光，三條克巳，星　克仁，大

塚耕太郎：自殺企図および自傷行為による精神科救急

患者の入院期間による特性．第 113 回日本精神神経学

会学術総会．2017 年 6 月．名古屋．

２）遠藤仁 ,	工藤薫 ,	小泉文人 ,	大塚耕太郎：高齢者の

精神科救急外来受診に関する実態調査．第 32 回日本

老年精神医学会．2017 年 9 月．名古屋市

３）遠藤仁 ,	工藤薫 ,	三田俊成 ,	橋本広基 ,	大塚耕太郎：

精神科救急外来における高齢自殺企図患者の背景因子

の変化．第 30 回日本総合病院精神医学会．2017 年 11

月．富山市

④−２　国内学会発表　（地方会関係）

b）一般講演

１）遠藤仁 ,	工藤薫 ,	三田俊成 ,	橋本広基 ,	大塚耕太郎：

高齢Ｆ２圏患者の精神科救急外来における実態調査．

第 71 回	東北精神神経学会総会．2017 年 10 月．盛岡市

２）橋本広基，三田俊成，遠藤　仁，大塚耕太郎：頸椎

損傷による複数の喪失体験を経て自殺企図に至った一

例．第 71 回東北精神神経学会．2017 年 10 月．盛岡．
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歯 学 部

基 礎 講 座



教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
3 名 ７名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

解剖学講座機能形態学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 藤　村　　　朗

	 准教授	 藤　原　尚　樹（H30 年 1 月 1 日入局）

	 講　師	 安　藤　禎　紀（H29 年 12 月 31 日退職）

	 助　教	 鍵　谷　忠　慶

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．リンパ管構築

　１）ヒト皮下のリンパ管構築

　　メインテーマでありながら，試料の入手のタイミング

が合わず，残念ながら進展はなかった．

　２）スンクスによる徐放性抗癌剤投与経路の開発

　　過去にマウスで検証していたが，動物種による抗がん

剤への反応性の違いから，副作用を確認できるスンクス

での検証に変更した．マウス同様に局所投与した舌及び

その領域リンパ節には全身投与量の 1/100 量で必要量以

上の抗がん剤が蓄積していることを確認できた．今後は

徐放製剤での検討を残すところとなり，薬学部創剤学講

座との共同研究がかなめとなっている．

３）北海道大学の三浦先生との共同研究で，ハダカデバネ

ズミの解剖アトラス作成に着手したが，年度途中で大分

大学に移動となり，動物の供給が安定するまで中断して

いる．

４）慶応大学医学部の黄地先生との共同研究でコモンマー

モセットの頭頸部の解剖アトラス作成に着手したが，海

外留学と重なることとなり，中断している．

２．血管構築について

１）上顎洞の血管分布

　　本研究はあくまでも学生による自発的な研究であり，

継続していきたいと考えているが，研究時間の不足から

今年度は中断した．

３．頭頸部の筋肉に関する研究

１）表情筋の神経支配と軟部組織の関係

　　顔面形態を構築する成分として軟部組織（皮膚，脂肪，

表情筋，介在する結合組織）に注目し，美容外科的観点

から，筋膜，骨付着部，そして支配神経の侵入部位を層

ごとに詳細に検討しているところであったが，研究者の

大学退職に伴い中断しているが，今後も継続を希望して

いる．

２）軟口蓋の筋肉の構成

　　徳島大学歯学部との共同研究で軟口蓋の筋肉の構成

を，切片を作成して詳細に検索している．口蓋から咽頭

への経路である鼻咽腔閉鎖に関与する括約筋の機能を報

告した．

４．CBCT による下顎頭の重心の検討

　　義歯作成工程において少しでも口腔外での作業で精度の

高い作業をするための咬合器を考案するための第一歩とし

て，顆頭（下顎頭）の作業中心（＝重心）と下顎頭の可動

範囲を明確化することを考え，検討していたが，担当研究

者の体調不良のため，中断を余儀なくされた．今後は，研

究方法の立て直しを含めた研究体制の再構築を行い，継続

する予定である．

６．大学間連携 IT を活用した超高齢社会の到来に対応でき

る歯科医師の養成

　　昭和大学歯学部，北海道医療大学と岩手医科大学で取組

んでいる超高齢社会における歯科医の役割を	IT	を利用し

た様々なツールを用いて自主学習できるようなシステムを

構築している．その結果を教育学会等で発表し，実際，３

大学のカリキュラムの中で活用しつつ，修正を加えている

ところである．平成 28 年度が最終年度となっており，各

大学におけるまとめを報告した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著　【2）-4）は 2018.1-3．の藤原尚樹の業績】

１）Sumida	K,	Ando	Y,	Seki	S,	Yamashita	K,	Fujimura	

A,	Baba	O,	Kitamura	S.：Anatomical	 status	of	 the	

human	palatopharyngeal	sphincter	and	its	functional	

implications.	Surg	Radiol	Anat.	39(11):1191-1201,	2017

２）Fujiwara	N,	Lee	J-W,	Kumakami-Sakano	M,	Otsu	K,	

Woo	J-T,	 Iseki	S,	Ota	M.	 	Harmine	promotes	molar	

root	development	via	SMAD1/5/8	phosphorylation.	
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Biochem.	Biophys.	Res.	Commun.,	497:924-929,	2018

３）Mikami	T,	Bologna-Molina	R,	Mosqueda-Taylor	A,	

Ogawa	I,	Pereira-Prado	V,	Fujiwara	N,	Ramoa	Pires	

F,	Carlos	R,	Takata	T,	Takeda	Y.	 	Pathogenesis	

of	 primordial	 odontogenic	 tumour	 based	 on	

tumourigenesis	and	odontogenesis.	Oral	Dis.,	24:1226-

1234,	2018

４）Kikuchi	K,	Masuda	T,	Fujiwara	N,	Kuji	A,	Miura	

H,	Jung	H-S,	Harada	H,	Otsu	K.	 	Craniofacial	Bone	

Regeneration	using	 iPS	Cell-Derived	Neural	Crest	

Like	Cells.,	J.	Hard	Tissue	Biology.,	27:1-	10,	2018

②　著書

１）藤村朗，安藤禎紀：口腔顎顔面解剖ノート

　　　監修：井出吉信

　　　編集：阿部伸一，下田信治，高橋富久，藤村　朗

　　　執筆：安藤禎紀，入江一元，宇佐美晶信，江尻貞一，

影山幾男，近藤信太郎，佐藤和彦，塩崎一成，

野坂洋一郎，松尾雅斗，松永智，渡邉竜太

　　　学建書院．67-113（2017）

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）柏谷	元 ,	藤村	朗 ,	櫻庭	実 ,	小林	誠一郎

　顔面解剖の理論　合併症予防のヒント ?，第 40 回日

本美容外科学会総会シンポジウム，2017 年 9 月

ｂ）一般講演

１）高橋	颯 ,	小原	ななみ ,	栗原	里帆 ,	前川	崇嗣 ,	小林	

琢也 ,	須和部	京介 ,	熊谷	章子 ,	佐藤	健一 ,	岸	光男 ,	

藤村	朗 ,	近藤	尚知 ,	城	茂治 ,	三浦	廣行

　3 大学連携による IT を活用した超高齢社会に対応し

た歯科医師教育プログラムの経験，第 36 回日本歯科

医学教育学会総会・学術大会　2017.7．

２）城	茂治 ,	近藤	尚知 ,	佐藤	健一 ,	小林	琢也 ,	藤村	朗 ,	

岸	光男 ,	熊谷	章子 ,	須和部	京介 ,	村井	治 ,	工藤	義之 ,	

佐藤	和朗 ,	三浦	廣行

　文部科学省大学間連携共同教育推進事業で作成した

IT 教材の地域医療体験実習への応用，第 36 回日本歯

科医学教育学会総会・学術大会　2017.7．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）安藤禎紀，森	弓里子，杉山育美，佐塚泰之，後藤

祥子，細川貴子，世良耕一郎，藤村	朗：徐放性抗癌

剤（リポソーム化シスプラチン）の領域リンパ節への

経時的移動量　第	23	回	NMCC	共同利用研究成果発

表　2017 年 5 月

２）佐藤	柊果，泉谷	祥，金子	千洋，久家	彰宏，今野	公貴，

桜井	直人，須貝	優璃亜，千	智博，安藤	禎紀，藤原	

尚樹，佐々木	信英，藤村	朗：卵円孔より頭蓋腔に侵

入するもの　岩手医科大学歯学会第 83 回例会　2017

年 12 月
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解剖学講座　発生生物・再生医学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 原　田　英　光

	 准教授	 藤　原　尚　樹

	 講　師	 大　津　圭　史

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　研究は，「歯の発生の分子メカニズムと歯の再生に関する

研究について」をメインテーマに，以下の研究課題について

研究をおこなった．

（１）歯の幹細胞の維持機構の解明と歯の再生に関する研究

（原田・大津）：

　マウス切歯は，臼歯歯胚と異なって経常的に成長し続ける

ため，切歯の形成端にはゆっくりと分裂する歯の幹細胞があ

ることが知られている．我々は，マウス切歯の唇側サービカ

ルループ上皮(apical	bud)にはエナメル上皮幹細胞が存在し，

その維持に歯乳頭が発現する線維芽細胞増殖因子 10（Fgf10）

が重要であること，エナメル上皮幹細胞は SOX2 などの未分

化性維持因子を発現していること，Cbfb や Rho シグナル系

が細胞の極性形成や細胞骨格の制御を通じて幹細胞の維持に

重要な働きをしていることなどを明らかにしてきた	(J.	Cell	

Biol.,	1999,	Development,	2002,	2006,	J	Cell	Physiol.,	2011)が，

その上流，下流のシグナルな不明である．

　近年，血管内皮細胞を GFP でラベルしたマウスの組織解

析から，apical	bud は分化したエナメル芽細胞に比べ，血管

からの距離が離れており，低酸素環境にあることが示唆され

た．さらにエネルギー代謝マーカーの発現解析から，幹細胞

は解糖系優位の代謝状態である一方，分化した細胞は酸化的

リン酸化優位の代謝状態であることがわかった．そこで，マ

ウス切歯やエナメル幹細胞を低酸素環境で培養したところ，

幹細胞マーカーの発現上昇や細胞増殖の抑制に加え，Rho シ

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
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グナルの活性上昇が引き起こされた．このことから，幹細胞

周囲の血管走行に依存した組織酸素濃度の勾配が Rho シグ

ナル活性を変化させることで，幹細胞の制御を行なっている

ことが明らかになった．現在は酸素濃度による Rho 活性の

制御メカニズム，Rho の下流のシグナルを探索などさらに詳

細な幹細胞メカニズムの解明を目指している．	

(Cell	Tissue	Res.,	 2016,	Arch	Oral	Biol,	 2015,	Cell	Tissue	

Res.,	2015,	Front	Physiol.,	2014)．

（２）iPS 細胞を用いた歯，歯周組織の再生に関する研究（原

田・大津）

　成体組織から樹立して多分化能を持つ iPS 細胞（人工多能

性幹細胞）から歯胚上皮，間葉系細胞への分化誘導法を確立

させ，人工的に歯胚を作り出す歯の再生療法の開発を目指し

て研究を行っている．マウス歯胚細胞と iPS 細胞との混合培

養と移植実験の結果，iPS 細胞が歯の細胞へ分化する能力を

有していることを示し ,　さらに iPS 細胞が形成する奇形腫

を解析したところ，歯胚の上皮幹細胞と同様の性質を有する

上皮幹細胞が存在することが明らかとなった (J.Oral	Biosic,	

2012)．また，iPS 細胞を神経堤細胞に分化誘導する技術を開

発した．さらに，エナメル上皮細胞と iPS 細胞との混合培養，

あるいはエナメル上皮細胞の培養上清を用いることで，iPS

細胞をエナメル芽細胞に分化誘導することにも成功した．こ

れらの結果から，iPS 細胞が歯や歯周組織の再生に利用可

能な細胞ソースの 1 つであることを示した (Front	Physiol.,	

2014,	Reg	Med.,	2015)．

　さらに，iPS 細胞から作製した神経堤細胞を間葉系幹細胞

へと分化させる手法を確立し，この細胞が，in	vitor,	in	vivo

において効率よく骨芽細胞に分化し，骨の再生に寄与するこ

とを明らかにした (J	Hard	Tissue	Biol.,	2017）．現在は奇形

種内や，共培養系で iPS 細胞から特異的に歯の細胞を分化さ

せるための，遺伝子導入法やオルガノイド培養法などの開発

を目指し，研究を進めている．

（３）歯根発生メカニズムに関する研究　（原田・藤原・大津）

　マウス臼歯の歯冠形成期から歯根形成期への移行は HERS

形成によって開始し，この HERS が歯根形成の誘導と調節

に関わることは良く知られている．HERS 形成は活発な細

胞増殖によって生じ，我々はこれまで HERS 細胞増殖に及

ぼす成長因子の影響や外エナメル上皮が HERS 形成に果た

す役割など (Cell	Tissue	Res.,	2005,	J.	Exp.	Zool.	Mol.	Dev.	

Evol.,	2009,	J.	Period.	Res.,	2011,		J	Period	Res,	2013)	を報告

してきた．また HERS 形成過程のイメージング技術の開発

を行い，成長因子添加による形態変化を解析した．最近この

─	225	─



系によるアクチンプロモーター・GFP マウス臼歯歯胚の観

察において HERS 先端部でアクチンの転写活性が高まって

いることが分かった．そこでアクチン制御機構に関わる Rho	

family タンパク質やその下流のエフェクター分子に注目して

アクチン骨格や微小管の重合調節を介した HERS の細胞形

態・極性の変化，遊走などについて研究を行い，HERS 形成

過程において，HERS 先端方向への HERS 細胞の遊走（HERS	

伸長）やHERSに生じる断裂の際に見られる上皮間葉転換に，

Rho シグナリング／アクチンの調節機構が重要な役割を果た

していることを見出した．	さらにこの成果と仮説の検証実

験として，Tomato 蛍光を発する HERS で Rho	シグナリン

グが抑制されるトランスジェニックマウスを作製し臼歯歯胚

を解析したところ，HERS の形成が抑制され嚢胞が形成され

ること，HERS 細胞が上皮間葉転換を起こしていることが明

らかとなり，in	vivo でも Rho シグナリングが HERS 形成に

重要な役割を担っていること，さらには歯根嚢胞の発生機序

として Rho シグナルが関わっている可能性が示された．

現在，細胞浸潤・遊走に関わる因子の網羅的遺伝子発現に

よる解析，HERS 由来細胞株を使った機能獲得・喪失実験，

slice	culture	器官培養系によるアクチンのライブイメージン

グ解析を行っている．さらに，歯根発生における上皮間葉転

換と TGF シグナル，さらに歯根膜線維のフィブリリンの関

係について研究を進めている（Biomed	Res.,	2017,	Exp	Cell	

Res.,	2014）

（４）歯根未完成歯に対する歯根再生医療の開発（藤原・大津）：

　マウス下顎第一臼歯歯胚より，歯根形成を誘導するエナメ

ル上皮，ヘルトヴィッヒ上皮鞘（HERS）細胞を単離し，細

胞株の樹立に成功した．この細胞株は HERS 細胞の特性を

よく保存していることが確認された一方，TGF- βを添加し

た際に上皮間葉形質転換が誘導されるなどユニークな特性を

保持していた．現在，この細胞株による研究と共に，従来行っ

てきた器官培養系，免疫不全マウス腎被膜下への歯胚の移植

実験系を総合的に組み合わせて，歯根形成初期の HERS の

細胞動態，分化メカニズム・発達の調節メカニズム，これら

と成長因子の関係について形態学的・分子生物学的に検討し

ている．

　また，歯胚移植や器官培養を使って，歯根の成長促進効果

を持つ物質を探索したところ，ハーブ類などの植物成分や生

体内物質であるハルマラアルカロイド（インドールアルカロ

イドの一種）のハルミンが，SMAD1/5/8 のリン酸化を介し

た HERS 細胞の細胞増殖，移動を促進することで，歯根の

形成を促進させることがわかった．(B.B.R.C.,	2018)

（５）エナメル芽細胞の分化と細胞極性の制御機構（原田・

大津）：

　エナメル芽細胞は背の低い細胞から円柱形の細胞へと形態

をダイナミックに変化させる．この細胞極性の発現に Rho

シグナルが重要な働きをしていることを示した．この Rho

シグナルを上流で制御するのが神経誘導因子の 1 つである

Semaphorin4D であることを発見し，またこのシグナルは

Akt シグナル系を修飾してアメロゲニンの分泌を促進させ

る．細胞の形態制御と機能を連動させるシグナル系の初めて

の発見である．これらの分化制御に関わる因子については，

東北大学との共同研究で MMP,	Neurotrophic	 factor	NT-4,	

熱ショックタンパク 25 の機能を明らかにした．（Jpn	Dent	

Sci	Rev.,	2016,	J	Bone	Miner	Res.,	2016,	Int	J	Oral	Sci	2016.,	

J	Biol	Chem.,	2012.,	Stem	Cells	Dev.,	2012）

（６）エナメル芽細胞の分化と代謝制御機構（原田・大津）：

　グルコースは生体の主要なエネルギー源であり，細胞外

のグルコースは細胞膜上に発現されるグルコース輸送体

（GLUT）によって細胞質内へ取り込まれ，グリコーゲンと

して貯蔵される．歯の発育においても，このようなグルコー

ス代謝が重要であることは容易に想像されるものの，具体的

な役割については解明されていなかった．本研究では，歯

胚発育過程におけるグルコースの動態と GLUT の発現様式

を同定し，さらに，歯胚細胞へのグルコースの取り込み量を

調節することにより，発育歯胚の大きさが変化することを

世界で初めて証明した．マウス歯胚の発育初期では，細胞

増殖の盛んな歯胚上皮にグルコース結合能の高い I 型 GLUT

（GLUT-1）が発現しており，同時期の歯胚に GLUT-1 阻害

剤を作用させて培養を行うと，歯胚形成が完全に停止した．

さらに，阻害剤の濃度を調節して少量のグルコースが取り

込まれる環境にすると，小さな歯胚が形成された．従って，

GLUT-1 を介した歯胚細胞へのグルコースの取り込みは，歯

胚の初期発育に必須であり，歯胚の大きさに影響を与えるこ

とが明らかとなった．本研究は，歯胚におけるグルコース取

り込みの分子メカニズム，ならびに栄養状態が歯の発育に及

ぼす影響についての一端を培養系で証明した初めての研究成

果であり，将来的に歯の発育におけるグルコース代謝の詳細

なプロセスが明確になれば，糖代謝異常による歯の形成不全

などの疾患の原因究明や治療法の開発につながることが期待

される．(Int	J	Oral	Sci.,	2016,	Mech	Dev.,	2016,	Gene	Expr	

Patterns.,	2013,	Dev	Biol.,	2012))

（７）歯数異常の先天性疾患研究と歯堤を用いた歯の再生研

究（原田）
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　歯科診療の中で，稀にではあるが先天的に歯の数が通常よ

り多い場合や歯が欠如しているケースに出会うことがある．

歯の数の異常として知られる疾患に鎖骨頭蓋骨異症がある．

これは，鎖骨の形成不全や骨の成長異常をもたらす疾患であ

るが，多数の過剰歯が見られる．骨芽細胞の分化に重要な

RUNX2(Cbfa1) とよばれる遺伝子の点突然変異が原因であ

る．Runx2 の遺伝子欠損マウスでは歯ができないことから，

なぜヒトの場合において歯が過剰に形成されてしまうかは大

きな疑問であった．しかし，このマウスの歯の発生過程を詳

細に調べた研究から，歯堤がいくつにも枝分かれして成長す

ることがわかった．マウスの場合は，この枝分かれした複数

の歯堤が発生するにもかかわらず，歯胚が形成される前にす

べての歯堤の成長が停止してしまうため，結果的には歯が欠

如してしまう．ヒトの場合はこの複数に伸びた歯堤の中から

も歯胚が発生して，過剰歯を生み出したと考えられる．しか

し，なぜ Runx2 の異常が歯堤の枝分かれを引き起こすのか

についての詳細なメカニズムは明らかになっていないので現

在研究を継続中である．

（Plos	One	2016）

（８）発生過程をリアルタイムで観察する新規イメージング

方法の開発（原田・藤原・大津）：

　発生のメカニズムを理解するためには，様々な遺伝子発現

やその機能に加え，細胞の動態を詳細に調べることが重要で

ある．我々は，スライス培養とリアルタイムのレーザー顕微

鏡でのイメージング技術を組み合わせて，生体内を模倣した

細胞の動態を観察する実験系を確立した．この技術を使って，

歯の発生やその他の組織発生についての細胞の動きを詳細に

調べ，形態形成のメカニズムの解明を図っている．その結果，

歯根発生における外エナメル上皮の役割や切歯幹細胞の動き

を詳細に知ることができた．
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生理学講座病態生理学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　原　資　謹

	 講　師	 成　田　欣　弥

	 助　教	 深　見　英　之

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　口腔からの感覚情報が，どのように摂食・飲水などの行動

をひきおこすか，関与する神経回路網とその修飾機構を明ら

かにする研究を，電気生理学的手法（パッチクランプ法，ス

ライスパッチ法）を中心に，イメージング法（カルシウム，

蛍光，fMRI），組織化学染色法，細胞培養法，分子生物学的

手法，遺伝子工学的手法，遺伝子改変マウスの行動解析など

の手法を併用して行っている．主なテーマとその成果は，

１．味覚，嗅覚の認識メカニズムに関する研究

　味覚や嗅覚情報は，舌，口腔，鼻に存在する感覚受容器で

受容され，脳幹で中継され，大脳皮質に至ることが，生理学

的な動物実験で明らかにされてきた．一方，感覚の認識の

研究は，非侵襲的脳機能計測である functional	MRI（fMRI）

を用いて，神経活動に伴う脳血流量の増加を信号（blood	

oxygenation	 level	dependency;	BOLD	信号）として捉える

ことで，ヒトで行われてきた．味覚や嗅覚領域の fMRI	を用

いた研究はこれまで，1.5 ～ 3	Tesla	の MRI	装置で行われ，

島皮質や梨状皮質で刺激による賦活が報告されてきた．しか

しながら，視覚などに比べて，刺激による BOLD	信号の変

化が小さく，その質の識別や強さの認識など解明されていな

い点が多く残されている．

　そこで，味覚，嗅覚刺激に応答する脳部位を，超高磁場 7	

Tesla	MRI	を用いて調べることで，味覚と嗅覚認識に関与

する神経回路ならびにその認識機構を明らかにすることを試

みてきた．7	Tesla	MRI	では，従来の 1.5	Tesla	や 3	Tesla	

MRI と比較して S/N	比が格段に高く，解像度の高い画像が

得られる反面，磁化率アーチファクトなど画像の歪みも大き

いため，fMRI	の撮像条件の最適化後，味覚や嗅覚の感覚の

質や強さの識別に関与する脳部位のマッピングに成功した．

現在解析により，嗅覚刺激の強さの違いで快もしくは不快が

引き起こされる神経回路網のモデル化，および味覚の甘味と

酸味の相互作用に関与する回路網の解明に取り組んでいる．

２．fMRI を用いた高齢者の歯のタッピング時の脳活動研究

　fMRI などの非侵襲的手法の発達により，ヒトでの顎運動

の脳回路解析が可能となった．本研究では，歯のタッピング

に関与する脳部位とその機能的役割を明らかにする目的で，

80 歳以上の高齢有歯顎者（20	本以上の歯を持つ），無歯顎

者および義歯装着した無歯顎者を被験者に，タッピング動作

を行わせ，MRI 画像を取得した．タッピングによって賦活

化される多くの脳部位の中で，義歯装着により影響を受ける

脳領域間結合を解析した結果，１）タッピングによる感覚入

力は視床	VPM 核	から	一次感覚野，島皮質を介して前頭連

合野	DLPFC	に伝わり，随意運動開始のトリガーとなりう

ること．２）小脳は，末梢からのフィードバック（小脳ルー

プ）を介して円滑な運動遂行に，大脳基底核は，大脳基底核

ループを介してリズミックな運動の開始，遂行に関与しうる

ことが明らかになった．単純な歯のタッピング運動において，

末梢からの感覚入力は，反射の調節だけでなく，皮質運動野

や咀嚼野からの出力系を介する随意運動の制御にも重要な役

割を果たしていることが示唆された．さらに現在，咬合力が

脳内でどのようにコントロールされているかについても，歯

のタッピングと喰いしばりのタスクを行った際の fMRI を比

較することでそのメカニズムの検討をおこなっている．

３．グリア細胞の機能的役割に関する研究

　近年，グリア細胞の役割が正常・異常にかかわらず神経活

動において重要な役割を担っていることが明らかとなってき

た．本年度，髄鞘形成を担う希突起膠細胞に関する正常・異

常における動態の研究を行い，Ｉ）絞輪部の軸索の長さが跳

躍伝導における伝導速度に深く関わる重要な「因子」である

ことを初めて明らかにした．また，Ⅱ）オリゴ前駆細胞が

ニューロンとのシナプスを介して得られた神経活動情報よ

り髄鞘を形成すると考え，野生型およびオリゴ前駆細胞の

AMPA 受容体を欠く KO マウスを用いて，ニューロンから

の情報が髄鞘化を促進することを明らかにした．Ⅲ）慢性脱

髄疾患モデル（Plp1 過剰発現マウス）を用いてカテプシン

ＣとシスタチンＦのバランスが再髄鞘化に関与する結果を得

た．慢性脱髄疾患の診断・治療に貢献するものと考える．
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４．唾液の分泌に関わるプロトンポンプに関する研究

　VATPase	は主に腎臓でその存在と機能が確認されている

が，唾液腺および涙腺においては，その局在・機能とも明ら

かでなかった．現在までに，V-ATPase	を構成する重要なサ

ブユニットについて，大唾液腺での発現を PCR	法ならびに

免疫組織法により検索し，大唾液腺の導管部に主に局在する

ことを明らかにした．また，V-ATPase	のサブユニットの一

つである，a3	サブユニットのノックアウトマウスが使用可

能となり，その機能的，形態学的解析を行ったところ，刺激

唾液の分泌量の著名な低下，唾液 pH	の低下ならびに唾液成

分の変化が認められた．プロトンポンプの主な機能は細胞内

外の酸性化と考えられるが，刺激唾液の水分泌の低下のメカ

ニズムとどのように関連するか検討している．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]
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生化学講座細胞情報科学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 石　崎　　　明

	 准教授	 加　茂　政　晴

	 講　師	 帖　佐　直　幸

	 助　教	 横　田　聖　司

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　我々の講座では，骨髄由来間葉系幹細胞のホーミングなら

びにその増殖・分化機構，口腔組織由来未分化間葉系細胞な

らびに口腔癌細胞の増殖・分化に関わる細胞内シグナル伝達

系を中心に研究を行い，口腔をはじめとした全身の組織再生

や疾患発症の分子機構の解明を目指した研究を進めている．

１．未分化間葉系細胞の増殖・分化誘導メカニズムの解明：

１）間葉系幹細胞（MSC）は骨，軟骨，脂肪などに分化

する再生医療への応用が期待される臓器由来幹細胞であ

る．MSC などの臓器由来幹細胞を再生医療に用いるた

めの基本的な方法は，体外に取り出してから細胞培養を

実施して幹細胞数を増やした後に体内へ移植して利用す

ることである．しかし，一般的に ex	vivo での細胞分裂

を繰り返す毎に増殖能，分化能，移動などの幹細胞性は

失われて行く．以前に我々は，MSC の骨芽細胞分化に

伴いその発現が減少するリガンド / 受容体に注目して

研究を進め，MSC の増殖時に幹細胞性を維持する新た

なシグナル系 SCRG1/BST1 の発見に成功した．一方，

MSC の幹細胞性を維持するために働く細胞接着因子

VCAM-1 の発現には，N-Cadherin からの PDGF 受容体

を介したシグナルが重要であることも明らかとした．こ

れらの研究は，MSC を ex	vivo で細胞密度を高く播種

して増殖させることと同時に，SCRG1/BST1 からの刺

激を与えることにより，幹細胞性の高い MSC を大量に

調製することを可能とする新技術を開発すべく研究を進

めている．

２）我々は以前に MSC の増殖と骨芽細胞分化には血小板

由来成長因子（PDGF）と TGF- βによる調節機構が存

在することを明らかとした．本研究により MSC を利用

した効率的な骨形成療法を実現するための分子基盤を確

立すべく研究を進めている．

３）歯周靭帯には血管内皮細胞前駆細胞 (EPC) が存在

し，in	vitro 三次元培養下で血管形成することや，こ

の細胞が伸展刺激などの外的刺激により筋線維芽細胞

（myofibroblast）様細胞に分化しうることを報告してき

た．現在，Transforming	growth	factor- β（TGF- β），

線維芽細胞増殖因子（FGF）や上皮成長因子（EGF）

などの成長因子がどのようにこの細胞の血管形成能力に

関わるかについて調査を続けている．

２．骨髄由来間葉系細胞による抗炎症作用の分子メカニズム

の解明：

　　マウスの骨髄由来間葉系幹細胞（以下 BM-MSC）が，

多分化能力を維持しながら増殖する至適条件を明らかと

した．現在，この細胞と免疫系細胞との新たな共培養系

を確立し，BM-MSC が抗炎症性免疫細胞に与える影響

について調査している．

３．口腔由来癌細胞の TGF- βによる上皮間葉転換機構の解

明：

　　TGF- βは，細胞の増殖抑制因子であるが，細胞基

質の産生や免疫抑制，血管新生，上皮間葉転換 (EMT)

などを起こす事から，癌化や癌の重症化にも関与して

いる．これまでに口腔扁平上皮癌細胞の HSC-4 細胞

が，TGF- β 1 刺激に応答した Slug の発現の増加によ

り EMT が誘導されることを見出している．TGF- β 1

刺激による細胞外マトリックスタンパク質の分泌増大

が，1)	Integrin	α 3 β 1/FAK の経路を活性化して遊走

能を増加させること，2)	non-canonical	Wnt シグナル経

路に関与する Wnt5b の発現増大を介して発現誘導され

る MMP-10 が浸潤能に関わること明らかにした．一方

BMP-2 は，むしろ間葉上皮転換 (MET) を誘導すること

が示唆されたが，TGF- β 1 はこの効果を阻害すること

を発見した．現在，この EMT により誘導される細胞の

浸潤・転移に関わる細胞内シグナルを明らかにすべく調

査を続けている．

４　口腔由来細胞の iPS 細胞誘導における分子メカニズム

の解明：

　　埋伏智歯の歯髄から iPS 細胞を誘導する際に，その歯
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の形成段階によりリプログラムされる効率が異なるこ

と，すなわち，幼若な歯髄細胞ほどその効率が高まるこ

とを発見した．加えて，幼若な歯髄細胞では新規転写因

子 DLX4 が高く発現しており，この DLX4 が OCT3/4,	

SOX2 ならびに KLF4 と共に働く事で c-MYC に代替し

て iPS 細胞を誘導可能であることを明らかとした．さら

には，この DLX4 の発現が TGF- βにより負に調節され

ることを明らかとした．これらの研究成果は，歯髄細胞

から効率よく iPS 細胞を誘導する技術の確立のための分

子基盤として注目されている．
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間葉系幹細胞は未分化な単球 / マクロファージ系細胞

を細胞間接着依存的ならびに非依存的に M2- マクロ

ファージに分化誘導する：第 65 回国際歯科研究学会
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日本部会学術大会　2017 年 11 月（東京）

６）松本識野，横田聖司，帖佐直幸，菊池恵美子，木村

仁迪，加茂政晴，佐藤和朗，石崎　明：変形性顎関節

症に伴う下顎頭の骨吸収機構を分子レベルで明らかに

する研究：2017 年度生命科学系合同年次大会　2017

年 12 月（神戸）

７）太田	麻衣子，帖佐	直幸，横田	聖司，客本	斎子，

加茂	政晴，佐藤	健一，城	茂治，石崎	明：歯周靭帯

由来細胞における神経栄養因子 NGF の発現機構に関

する研究：2017 年度生命科学系合同年次大会　2017

年 12 月（神戸）

８）根本章，帖佐直幸，客本齋子，横田聖司，加茂政晴，

野田守，石崎明 :	歯科材料からの溶出成分がヒト間葉

系幹細胞の骨芽細胞分化に与える影響：2017 年度生

命科学系合同年次大会　2017 年 12 月（神戸）

９）客本齊子，滝沢尚希，大久保直登，加茂政晴，帖佐

直幸，横田聖司，大塚正人，衣斐美歩，石崎　明：低

酸素培養下においてマウス骨髄由来間葉系幹細胞は細

胞間接着依存的ならびに非依存的に免疫抑制(抗炎症)

性マクロファージ (M2-M φ ) を誘導する：2017 年度

生命科学系合同年次大会　2017 年 12 月（神戸）

10）千葉高大，樋野雅文，齋藤大嗣，杉山芳樹，山田浩之，

加茂政晴：ヒト口腔扁平上皮癌細胞 HSC-4 において，

TGF-	β 1 は BMP-2 により誘導された間葉上皮転換

を Smad1/5/9 経路の抑制を介して制御する：第 71 回

日本口腔科学会学術集会　4 月（松山）

⑤－２　国内学会主催

第54回口腔組織培養学会学術大会　2017年11月4日（盛

岡）
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 １名 ０名 １名 ０名 ０名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 １名＊ ０名 ０名

病理学講座病態解析学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 入　江　太　朗（9 月着任）

	 准教授	 三　上　俊　成

	 講　師	 佐　藤　泰　生

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．唾液腺腫瘍初期組織発生解析モデルマウスの確立

　　唾液腺は導管上皮細胞，神経堤由来の筋上皮細胞，中胚

葉由来の間質細胞などから構成される外胚葉性器官であ

り，唾液分泌により咀嚼と消化といった生物学的に重要な

機能を担っている．唾液腺は胎児期に口腔上皮細胞と神経

堤由来間葉細胞より器官発生し，漿液腺である耳下腺や，

漿液腺と粘液腺の混合腺である顎下腺や舌下腺などへ機能

的・組織学的に特殊化する．それらに生じる唾液腺腫瘍は

臨床病理学的には頭頚部腫瘍の約 5 ～ 6% を占め，そのう

ち約 40% は悪性腫瘍である．唾液腺腫瘍の大部分は上皮

性腫瘍であるが，極めて多彩な組織像を呈する上，30 種

類以上の腫瘍型や種々の亜型が存在しており，さらに分類

が異なる腫瘍型にもかかわらず部分的に共通した組織像を

有することから，病理診断上の鑑別診断を困難にしている．

唾液腺腫瘍における病理診断は治療方針決定や予後判定に

重要であることから，唾液腺腫瘍の発生・組織形成メカニ

ズムの詳細な理解に立脚した新たな唾液腺腫瘍の疾患概念

の構築は，治療成績と患者の QOL 向上に対して大きな意

義を持つと考えられる．そこで我々は正常な唾液腺組織完

成後に，基底細胞 / 筋上皮細胞，管腔側上皮細胞や唾液腺

組織幹細胞のそれぞれのみを特異的に腫瘍化し得る唾液腺

腫瘍初期組織発生解析モデルマウスを確立し，唾液腺腫瘍

の発生開始から腫瘍組織の完成までの一連の流れを明らか

にすることを目指している．現在，唾液腺腫瘍原性遺伝

子 Plag1 をコンディショナルに過剰発現するトランスジェ

ニックマウス（CAG-Z-EGFP-Plag1	Tg	mouse）の作製が

完了し，各種の Cre マウスとの交配を進めている段階で

ある．

２．毛包と表皮の形成における亜鉛の役割解明 

　　亜鉛は生命活動に必要な微量元素の 1 つであり，生体内

における亜鉛は，皮膚・骨・筋肉に多く存在している．何

らかの原因によって生体内の亜鉛量が減少すると，皮膚炎

や骨密度の低下などを発症する「亜鉛欠乏症」となる．特に，

皮膚表皮の脆弱化や脱毛は亜鉛の欠乏によって現れやすい

症状の一つとして知られており，これらの組織の形成や維

持に亜鉛が重要な役割を果たしていると考えられている．

しかし，これまで表皮や毛を形成する細胞での亜鉛の働き

は十分に解明されていなかった．我々は皮膚の毛包に限局

的に発現する亜鉛の輸送体（亜鉛トランスポーター ;ZIP10）

に注目し，その役割について遺伝子改変マウスと培養細胞

を用いた実験から解明に挑んだ．その結果，ZIP10 が欠損

すると表皮の形成が著しく阻害され，皮膚のバリア機能が

失われることが明らかとなった．また，毛包の形成も阻害

されて，ZIP10 の欠損が毛の形成にも支障をきたすことが

判明した．さらに毛や表皮などの上皮性組織の形作りに重

要な転写因子である p63 の活性が，ZIP10 の欠損によって

低下することが判明し，ZIP10 が輸送する亜鉛が p63 の活

性制御に関与していることが明らかになった．

３．血管形成の制御による顎骨創治癒の促進効果の検討

　　顎骨創の治癒は，骨形成を伴う肉芽組織増生を経て正常

な骨構築を回復する．この進展には適切な血管の新生が不

可欠であり，新生の障害は治癒不全を引き起こす．顎骨創

の血管新生には，血中の血管前駆細胞の役割が重要なこと

が知られている．現在，齧歯類の顎骨創治癒における正常

な血管形成の観察をもとに，骨髄細胞の動員作用ならびに

ホーミング作用を持つ薬剤投与による，血管形成および顎

骨創治癒の促進効果を検討している．

４．多孔質ハイドロキシアパタイト・コラーゲン複合体を用

いた骨再生の研究

　　医療工学講座，補綴・インプラント学講座と協同で，ラッ

ト頭蓋冠に形成した骨欠損部に骨補填材として多孔質ハイ

ドロキシアパタイト・コラーゲン複合体（Col/p-HAP）を

埋入し，経時的に Micro-CT 解析ならびに病理組織学的検

索を行った．術後 8 週において，崩壊し細粒化した Col/

p-HAP が顕著な骨伝導能を示しており，口腔インプラン

ト治療に用いる骨補填材としての有用性が示唆され，学術

雑誌に発表した．
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５．希少症例の病理組織学的解析

　　下顎に生じた顎骨良性腫瘍の希少症例について，口腔外

科学分野と協同で学会報告し学術雑誌に発表した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Bin	 BH,	 Bhin	 J,	 Takaishia	M,	 Toyoshima	K,	

Kawamata	S,	 Ito	K,	Hara	T,	Watanabe	T,	 Irié	T,	

Takagishi	T,	Lee	SH,	 Jung	HS,	Rho	S,	Seo	J,	Choi	

DH,	Hwang	D,	Koseki	H,	Ohara	O,	Sano	S,	Tsuji	

T,	Mishima	K,	 Fukada	T.	 Requirement	 of	 zinc	

transporter	 ZIP10	 for	 epidermal	 development:	

implication	 of	 the	 ZIP10-p63	 axis	 in	 epithelial	

homeostasis.	Proc	Natl	Acad	Sci	U	S	A.,	114:12243-

12248,	2017.

２）Hatakeyama	W,	Taira	M,	Ikeda	K,	Sato	H,	Kihara	

H,	Takemoto	 S,	Kondo	H.	Bone	 regeneration	 of	

rat	critical-size	calvarial	defects	using	a	collagen/

porous-apatite	 composite:	Micro-CT	analyses	 and	

histological	observations.	J	Oral	Tissue	Engin.,	15:	49-

60,	2017.

３）Takizawa	N,	Okubo	N,	Kamo	M,	Chosa	N,	Mikami	

T,	 Suzuki	K,	Yokota	S,	 Ibi	M,	Ohtsuka	M,	Taira	

M,	Yaegashi	T,	 Ishisaki	A,	Kyakumoto	 S.	 Bone	

marrow-derived	mesenchymal	stem	cells	propagate	

immunosuppressive/anti-inflammatory	macrophages	

in	 cell-to-cell	 contact-independent	and	 -dependent	

manners	 under	 hypoxic	 culture.	 Exp	Cell	 Res.,	

358:411-420,	2017.

４）Mi z uk i 	 H , 	 Ab e 	 R , 	 K o g i 	 S , 	 M i k am i 	 T .	

Immunohistochemical	 detection	 of	Mycoplasma	

salivarium	in	oral	lichen	planus	tissue.	J	Oral	Pathol	

Med.,	46:649-656,	2017.

５）Mizuki	H,	Abe	R,	Mikami	T.	Ultrastructural	

Changes	 during	 the	 Life	 Cycle	 of	Mycoplasma	

salivarium	in	Oral	Biopsies	 from	Patients	with	Oral	

Leukoplakia.	Front	Cell	Infect	Microbiol.,	7:403,	2017.

ｃ）症例報告

１）Abe	R,	Miyamoto	I,	Sato	H,	Saitou	D,	Yamaya	G,	

Yamada	H.	An	unusually	 large	osteochondroma	of	

the	mandibular	angle:	a	case	report.	World	J	Surg	

Oncol.,	15:	201,	2017.

２）Mikami	T,	Ohashi	Y,	Bologna-Molina	R,	Mosqueda-

Taylor	A,	 Fujiwara	N,	Tsunoda	N,	Yamada	H,	

Takeda	Y.	Primordial	Odontogenic	Tumor:	A	case	

report	with	histopathological	 analyses.	Pathol	 Int.,	

67:638-643,	2017.

①−２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）渡邉	実 ,	奥茂	敬恭 ,	本多	孝行 ,	小林	愛宙 ,	中西	亮

介 ,	神崎	浩二 ,	入江	太朗 ,	美島	健二 ,	服部	夏実 ,	沼

澤	聡 ,	浅野	和仁	:	慢性コバルト暴露後の急性コバル

ト暴露における生体への影響	ラットを用いての実験 .	

日本整形外科学会雑誌	91:S1609,	2017.

ｃ）症例報告

１）大橋	祐生 ,	熊谷	章子 ,	三上	俊成 ,	星	秀樹 ,	杉山	芳

樹 ,	山田	浩之	:	インターフェロンγ遊離試験 (IGRA)

が有用であった結核性頸部リンパ節炎の 1 例 .	日本口

腔科学会雑誌	67:17-22,	2018.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）入江	 太朗 ,	 田中	 準一 ,	 安原	 理佳 ,	 福島	 美和

子 ,	河野	葉子 ,	美島	健二	:	Recurrent	sialadenoma	

papilliferum	of	the	buccal	mucosa.	第 106 回日本病理

学会総会 .	2017 年 4 月 .	東京 .

２）安原	理佳 ,	田中	準一 ,	川嶋	章弘 ,	福島	美和子 ,	入

江	太朗 ,	関沢	明彦 ,	美島	健二	:	脂肪幹細胞を活用し

た唾液腺再生メカニズムの解析 .	第 106 回日本病理学

会総会 .	2017 年年 4 月 .	東京 .

３）田中	準一 ,	大庭	伸助 ,	北條	宏徳 ,	馬渕	洋 ,	安原	理

佳 ,	入江	太朗 ,	福島	美和子 ,	河野	葉子 ,	美島	健二	:	

唾液腺初期発生における転写因子の機能解析 .	第 106

回日本病理学会総会 .	2017 年年 4 月 .	東京 .

４）花澤	智美 ,	松田	幸子 ,	関	健次 ,	木村	幸紀 ,	入江	太

朗 ,	美島	健二 ,	荒木	和之	:	上唇に発生した腺房細胞

癌の 1 例	-	画像所見と文献的考察を加えて	-	第 58 回

日本歯科放射線学会学術大会・総会 .	2017 年 6 月 .	鹿

児島 .	

５）田中	準一 ,	大庭	伸介 ,	北條	宏徳 ,	馬渕	洋 ,	安原	理

佳 ,	入江	太朗 ,	福島	美和子 ,	河野	葉子 ,	美島	健二	:	

唾液腺初期発生における転写因子の機能解析 .	日本抗

加齢医学会総会	2017 年 6 月 .	東京 .
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６）安原	理佳 ,	深田	俊幸 ,	岩本	資己 ,	田中	準一 ,	川嶋	

章弘 ,	入江	太朗 ,	関沢	明彦 ,	美島	健二	:	骨格形成過

程における亜鉛トランスポーターの役割 .	生命科学系

学会合同年次大会 .	2017 年 12 月	神戸 .

７）高岡	裕 ,	菅野	亜紀 ,	波多野	直哉 ,	佐藤	泰生 ,	大田	

美香 ,	山村	研一	:	トランスフェリンとヘモペキシンは

TTR	V30M のアミロイド形成を促進する .	生命科学

系学会合同年次大会 .	2017 年 12 月	神戸 .

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）高橋一彰，阿部亮輔，山谷元気，樋野雅文，斎藤広

樹，宮本郁也，山田浩之，佐藤泰生：下顎角に生じた

骨軟骨腫の 1 例 .	第 43 回日本口腔外科学会 ,　北日本

支部学術集会 .	2017 年 5 月 .　函館市
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 1 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

微生物学講座分子微生物学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐々木　　　実

	 講　師	 下　山　　　佑

	 助　教	 石　河　太　知

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．Streptococcus anginosus 生理活性物質 SAA による感

染発癌機序の解明

　　S.	anginosus	生理活性物質 SAA を二次元電気泳動し，

抗 SAA 抗体を用いたウエスタンブロッティングで確定

されたスポットを LC	MS/MS で解析した．S.	anginosus

のゲノム情報から SAA 遺伝子を tRNA	ligase と同定し

た．次に SAA 遺伝子をクローニングした発現ベクターを

大腸菌に導入し，GST 融合タンパク質としてリコンビナ

ント SAA を作製した．今後ヒト口腔扁平上皮癌へのS.	

anginosus の関与について，本菌の生理活性物質 SAA の

リコンビナント体を用いて，活性化誘導シチジン脱アミノ

酵素（activation-induced	cytidine	deaminase:	AID）の異

所性発現をこれまでの株化上皮細胞に加え，正常ヒト歯肉

上皮細胞（GEC）で検討する．

２．歯周病原細菌の病原因子　

　　 歯 周 病 原 細 菌 Porphyromonas	gingivalis お よ び

Tannerella	forsythia のジペプチジルペプチダーゼ（DPP）

4 活性について，生体内ホルモン物質インクレチンの分解

活性を検討し，糖尿病等の全身疾患の病原因子となる可能

性を明らかにした．また，	T.	 forsythia の新規 DPP4 につ

いて詳細な性状解析を行った．その結果，本プロテアーゼ

はP.	gingivalis の DPP4 と高いアミノ酸配列の相同性を有

し，酵素学的にも同様の性状を示すことが明らかとなった．

３．新規 PCR 法による小児のP. gingivalis fimA type I と 

IV の分布

　　P.	gingivalis は，小児の 15.2％	[（20/132,	5.1 ± 0.6 歳；

検出限界：10pg の DNA（約 4 × 104 細胞）] に見られ，

最も一般的なタイプは I 型および IV 型であり（それぞれ

37.0％），続いて Ib および III（それぞれ 11.1％），II（7.4％）

であった．	20 人のP.	gingivalis 陽性被験者のうち 7 人

（35.0％）が，I 型と他の fimA 型との組み合わせで感染し

ていた．ほとんどの場合，小児の細菌有病率と fimA 型は

母親のそれとは異なっていた．

４．歯周病原細菌の歯周組織突破機序と生体防御

　　歯周病原細菌の歯肉上皮バリア突破機構について，細

胞内を通過する transcellular ルートと，細胞間隙を通過

する	paracellular	ルートから検討した．P.	gingivalis	は，

培養６時間で	transcellular,	paracellular	の両ルートを通

じて上皮バリアを突破することが明らかとなった．また，

T.	forsythia，A.	actinomycetemcomitans も P.	gingivalis

同様に上皮バリア突破能を有していることが明らかと

なった．しかし，これら２菌種の上皮バリア突破経路は

transcellular	ルートのみであることが示唆された．これら

の結果から，複数の歯周病原細菌は歯肉上皮バリアを突破

するが，その侵入経路は菌種により異なることが示唆された．

５．歯周病原細菌が産生する酪酸がエナメル上皮腫に及ぼす

影響

　　酪酸またはサイトカインで刺激されたエナメル上皮腫に

おいて発現される様々なサイトカインおよび接着因子の

mRNA 発現を，リアルタイム RT-PCR によって調査した．

同一のエナメル上皮腫から確立された異なる特性を有す

る 3 つの細胞株（HAM1，HAM2 および HAM3）を用い

た．その結果，EGF 刺激での mRNA 発現は HAM3 にお

いて増加した．さらに，3つの細胞株をEGFで刺激すると，

ラミニン 332 の mRNA 発現は，それぞれの細胞株におい

て増加した．これらの結果は，酪酸が，EGF の発現を介

してエナメル上皮腫の悪化に関与し得ることを示唆した．

６．Streptococcus intermedius の病原因子としてのフィブ

ロネクチン結合タンパク質の役割

　　S.	 intermedius はフィブロネクチンに対する高い付着性

を有することを見いだした．次にそのフィブロネクチン結

合タンパク質（FbpI）遺伝子をクローニングし，さらに

性状解析を行い，組換えタンパク質および欠損変異株を作

製した．リコンビナント FbpI は固相化フィブロネクチン

に対し量依存的に有意の付着能を示した．欠損株ΔfbpI

のフィブロネクチンおよび培養細胞への付着性，およびマ

ウスに対する膿瘍形成能は野生株に比べ有意に低かった．
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以上の成績より，S.	 intermedius	FbpI は上皮細胞付着能

および膿瘍形成能を介して本菌の病原性に深く関与してい

ることが示唆された．

７．義歯安定剤の生体為害作用に関わる口腔微生物の病原性

　　C.	albicans，P.	gingivalis はレジンおよび各種義歯安定

剤に付着能を有することが明らかとなり，P.	gingivalis では

特にクリームタイプ，パウダータイプへの付着能がレジンと

比較して高かった．また，C.	albicans，P.	gingivalis の義歯

安定剤における増殖活性は，C.	albicans では培養 3 時間で，

また，P.	gingivalis では培養 3 時間から 6 時間後全ての義歯

安定剤において増殖活性が認められた．Gingipain 活性は，

レジンと比較してパウダータイプおよびクリームタイプが有

意に高い値を示し，クッションタイプにおいても高い傾向が

認められた．義歯安定剤は口腔微生物が増殖する足場となり，

使用時間に比例して口腔微生物による口腔粘膜への為害作用

が増大する可能性が強く示唆された．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Shimoyama	Y,	 Ohara-Nemoto	Y,	 Kimura	M,	

Nemoto	 TK,	 Tanaka	M,	 Kimura	 S.	 Dominant	

prevalence	of	Porphyromonas	gingivalis	fimA	types	

I	and	IV	in	healthy	Japanese	children.	J	Dental	Sci.,	

12(3)	213-219	2017.

２）Ohara-Nemoto	Y,	Nakasato	M,	 Shimoyama	Y,	

Baba	TT,	Kobayakawa	T,	 Ono	T,	 Yaegashi	 T,	

Kimura	S,	Nemoto	TK.	Degradation	 of	 Incretins	

and	Modulation	 of	 Blood	 Glucose	 Levels	 by	

Periodontopathic	Bacterial	Dipeptidyl	Peptidase	4.	

Infect.	Immun.,	85(9)	2017.

①－２　学術論文　［和文］
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１）高橋晋平，下山佑，石河太知，佐々木大輔，木村重

信，八重柏隆：歯周病原細菌の歯肉上皮バリア突破能　

岩医歯誌，42，1 − 11，2017
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Porphyromona	gingivalis およびTannerella	forsythia

のジペプチジルペプチダーゼ 4 活性とインクレチン分

解能 .	第 60 回春季日本歯周病学会学術大会	5 月	福岡

２）蒔苗	剛，	下山	佑，木村重信，	石河太知，古玉芳豊，	

佐々木	実 .	小児プラークにおける口腔レンサ球菌定

着量と齲蝕罹患率の関連 .	第 59 回歯科基礎医学会総

会	9 月	松本

３）村上智彦，下山	佑，野村太郎，石河太知，佐々木	実，

近藤尚知 .	義歯安定剤によるCandida	albicans	病原性

の変化 .	第 59 回歯科基礎医学会総会	9 月	松本

４）關谷瑞樹，泉澤	信太郎，櫛桁	安生，芳賀	雅人，下

山	佑 ,	佐々木	実，木村	重信，佐々木	由香，岩本	昌子，

中西 ( 松井 ) 真弓	Streptococcus	mutans	の耐酸性に

おける F-ATPase の重要性 .	第 90 回日本生化学会大

会	12 月	神戸

５）石河太知，下山　佑，古玉芳豊，木村重信，佐々

木 実：Influences	of	 the	butyric	acid	produced	by	

periodontopatheic	bacteria	on	ameloblastoma.　第 91

回日本細菌学会総会，3 月　2018　福岡
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ｂ）一般講演

１）古玉芳豊，下山　佑，石河太知，木村重信，佐々木

実：Streptococcus	 intermedius の上皮細胞付着能お

よび膿瘍形成能に及ぼすフィブロネクチン結合タンパ

ク質の役割．第 71 回日本細菌学会東北支部総会，8

月　仙台
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Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 小笠原　正　人

	 講　師	 田　村　晴　希

	 助　教	 山　田　ありさ

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．がん薬物療法における薬剤耐性の分子機構の解析

　　我々は肺がん，口腔癌における薬剤耐性機構の仕組みを

研究している．従来の抗がん剤，及び近年ますますその効

果が期待されている分子標的治療薬でも薬剤耐性が獲得さ

れ，がん細胞の形質が変化し，予後不良のケースがしばし

ば見受けられる．薬剤耐性の仕組みの中に上皮間葉移行

（EMT）の関与が指摘されている．EMT の仕組みについ

ては TGFbeta1 の関与した仕組みについては多くの研究

があるが，我々は TGFbeta1 非依存性の仕組みである蛋

白質修復酵素（PCMT1）に注目して研究を進めている．

PCMT1 の発現低下は異常な構造をした蛋白質の細胞内集

積が起こり，小胞体ストレスを介して，EMT を起こすこ

とを明らかにしている．本研究は医学部呼吸器内科との共

同研究を行い，本年度は英文にて oncotarget に報告した．

またこの成果の一部は第 76 回日本癌学会にて報告した．

２．アラニンラセマーゼを標的にした抗菌薬に関する研究

　　歯周病原性細菌Porphyromonas	gingivalis	のアラニン

ラセマーゼ遺伝子の塩基配列解析を行った．アラニンラセ

マーゼ	(Alr)	は細菌の細胞壁ペプチドグリカンの構成成分

である D- アラニン	(D-Ala) の合成を担う酵素で，一般細

菌に普遍的に保存されている．ヒトでは L- アラニンのみ

タンパク質合成に利用しており，D-Ala の供給源である酵

素Alr は抗菌薬の標的分子として注目されている．また，

ペプチドグリカン合成に関わる酵素として D-Ala-D-Ala 付

加酵素の MurF が知られている．

　　ヒトの主な歯周病原性細菌であるPorphyromonas	

gingivalis は病原性因子の解析が進んでいる菌種である．

例えば，ジンジパイン (RGP と KGP) と呼ばれるシステイ

ンプロテアーゼや，FimA という線毛が付着因子であるこ

とが詳細に解明されている．その一方で，P.	gingivalis の

ペプチドグリカン合成過程については国内外で未だ解明さ

れていない．

　　すでにゲノム配列が解読されているP.	gingivalis の標準

株 ATCC	33277 のゲノム情報を調べると，アラニンラセ

マーゼ遺伝子	(alr 遺伝子 ) は 1 コピーで，2 つの酵素ドメ

イン，すなわち，MurF-Alr 構造をもつタンパク質をコー

ドすることが予想された．

　　次にP.	gingivalis 菌株間のalr 遺伝子配列に差異がある

か否かについて検討した．ATCC	33277 のゲノム情報を

基に作成したプライマーを用いて PCR を行い，DNA シー

ケンサーを用いて，P.	gingivalis	2 株，HW24D1 と	HNA-

99のalr 遺伝子配列を決定し，DDBJ/GenBank/EMBLデー

タベースに登録した．

　　さらに，ゲノム情報の明らかな菌株を加え，菌株間

の配列の相同性を調べた．ATCC	33277 と比較すると，

HW24D1 と HNA-99 はそれぞれ 99.39% と 99.15% のアミ

ノ酸一致率を示した．また，調べたP.	gingivalis	43 株す

べて MurF-Alr ドメイン構造をもち，ラセマーゼ活性に関

与すると予想されるアミノ酸残基 K494 と Y718 が保存さ

れていた．

　　この MurF-Alr ドメイン構造をコードする遺伝子は

大腸菌にはみられなかったので，P.	gingivalis に特異

的か否かについて，菌種間の配列の相同性を DDBJ/

GenBank/EMBL データベースを基に調べた．その結

果，MurF-Alr ドメイン構造をコードする遺伝子を持つ菌

種はP.	gingivalis の他に歯周病関連菌であるPrevotella	

intermedia やTannerella	forsythia にもあることがわかった．

　　これらの結果から，MurF-Alr ドメイン構造をもつタン

パク質の阻害薬は歯周病関連菌に有効である可能性が示唆

された．

３．異性体化アスパラギン残基の脱アミド化を標的とした加

齢に関する研究

　　アスパラギン残基は非酵素的脱アミド化反応を介してア

スパラギン酸残基に変わる．この反応は酸化ストレス，紫

外線刺，加齢に伴い進行し，クリスタリン分子ではこの反

応により白内障が進行することが知られている．蛋白質の

中でもアスパラギン酸残基の隣接残基がセリンまたはグリ
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シンである時脱アミド化反応が起こりやすいことが知られ

ている．そこで活性酸素の産生が最も盛んなミトコンドリ

アに注目し，ミトコンドリアのクリステ構造を維持するの

に重要な prohibitin1(PHB1) 蛋白質の解析を行った．この

蛋白質はタバコ抽出液を用いた酸化ストレス負荷により，

アスパラギン残基またはアスパラギン酸残基がさらに異性

体化を起こしイソアスパラギン酸または D- 体のアスパラ

ギン酸残基になり，蛋白質の構造が変化しミトコンドリア

のクリステ構造の破壊，マイトファジーの促進を報告し

てきた．本年度はさらに PHB1 の脂肪滴に対する役割を

検討した．脱アミド化した PHB1 蛋白質を肺胞上皮癌由

来細胞 A549 で強制発現した安定細胞株を用い，脂肪滴の

大きさ，数について検討した．PHB1 蛋白質は脱アミド化

が起こりやすい 2 か所（N24D,N226D）があり，これらを

アスパラギン残基からアスパラギン酸残基に変えた PHB1

蛋白を強制発現させた細胞を用いた．N24D,N226D を発現

させた細胞では脂肪滴の大きさは拡大し，脂肪滴の癒合に

よる数の減少が認められた．この成果は国際 D アミノ酸

学会（Varese,	Italy）で報告した．

４．歯科治療における口腔外組織の味覚受容体の役割に関す

る研究

　　味覚受容体は 5 種類の受容体に分類される．その中で苦

味受容体はヒトでは 25 種の遺伝子が報告され，神経細胞，

血管平滑筋，気管支平滑筋，骨格筋，消化管などにも存在

し，何らかの役割を担っていることが推定されているが詳

細は十分解明されていない．我々は口腔がん細胞，呼吸器

系がん細胞を用いて 25 種類に苦味受容体の遺伝子発現に

ついて検討を行っている．苦味受容体の中にはアゴニスト

を用いることで気管支平滑筋の弛緩作用や抗がん剤に対す

る感受性の増加が報告されている．そこで口腔がん，肺が

ん細胞での苦味受容体発現の解析と抗がん剤，分子標的治

療薬に対する感受性，耐性について研究している．本研究

は口腔外科，呼吸器内科との共同研究を行っている．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

① -1　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Yamashita	M,	Ogasawara	M,	Kawasaki	Y,	Niisato	

M,	 Saito	H,	Kasai	 S,	Maesawa	C,	Maemondo	M,	

Yamauchi	K.	 :	Deficiency	of	protein-L-isoaspartate	

(D-aspartate)	O-methyl-transferase	expression	under	

endoplasmic	 reticulum	stress	promotes	 epithelial	

mesenchymal	 transition	 in	 lung	 adenocarcinoma.	

Oncotarget	9(17)	:	13287-13300(2018)

③　国際学会発表
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１）Ogasawara	M,	Shudou	M,	Tanaka	Y,	Maeyama	

K,	Yamauchi	K.	Deamidation	of	asparagine	residues	

in	Prohibitin	1	is	involved	in	lipid	droplet	formation	

in	alveolar	epithelial	cell	 line.	The	3rd	International	

Conference	of	D-Amino	Acid	Research.	 July.	 2017.	

Varese.	Italy.	

④ - １　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）山下雅大，斉藤平佐，小笠原正人，山内広平，

前門戸　任：小胞体ストレスに対する Protein-L-

isoaspartate(D-aspartate)	O-methyltransferase 代謝発

現不足は肺腺癌浸潤を促す．第 76 回日本癌学会学術

大会．2017 年 9 月．横浜．

④ - ２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１） 田 村 晴 希， 山 田 あ り さ， 小 笠 原 正 人：	

Porphyromonas	gingivalis	アラニンラセマーゼ遺伝子

の配列解析．岩手医科大学歯学会第 84	回例会．2018

年 2	月．盛岡．
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１．職員

	 教　授	 武　本　真　治

	 准教授	 平　　　雅　之

	 講　師	 齋　藤　設　雄

	 助　教	 佐々木　かおり

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．根管処置歯に対する支台築造

　　根管処置歯に対してファイバー強化型コンポジットレジ

ンポスト（FRC	ポスト）を使用した支台築造法が用いら

れることが多くなってきた．しかし根管処置時に使用した

薬剤によってポストの接着力が低下し，脱離する報告が散

見される．そこで，根管象牙質に応用した水酸化カルシウ

ム製剤がポストの維持に与える影響を明らかにすることを

目的として，水酸化カルシウム製剤で処理した根管象牙質

とポストを接着性レジンセメントで合着した場合のポスト

の維持力を調査した．その結果，ポストの維持力は水酸化

カルシウム製剤で処置に影響がないことが明らかになっ

た．また，合着に用いたレジンセメントのせん断接着強さ

はセメントの種類に依存し，接着前処理をすることで大き

くなった．

２．インプラントとしてのチタンの疲労強度

　　インプラント体としての強さは基材となっているチタン

やチタン合金の強さが大きく反映される．そこで，サンド

ブラストと酸エッチングした純チタンおよびチタン合金

（Ti64）の疲労試験を行った．疲労試験は ISO14801 に記

載のあるステアーケース法により調べた．その結果，静的

破壊試験では Ti64 が純チタンより大きかった．ステアー

ケース法による疲労試験では Ti64 の耐荷重減少率が大き

くなり，その耐荷重値は純チタンより僅かに大きかった．

破壊形態は伸びの大きい純チタンでは双晶とすべりが認め

られたが，Ti64 ではすべりのみであった．一方で，サン

ドブラストや酸処理の表面処理した純チタンおよび Ti64

の疲労強度には影響が認められなかった．以上の結果よ

り，インプラントの表面処理による疲労強度には影響はな

いが，強度の大きいチタン合金の方が耐荷重値には有意で

あることが明らかになった．

３．ジルコニア製補綴装置の強さと接着強さ

　　CAD/CAM の開発と高強度セラミックスであるジルコ

ニアの開発により修復物の製作法が変わりつつある．そこ

で，ジルコニア冠の破壊に及ぼす咬合面の最薄部の厚み

と支台歯形態の影響，ジルコニアの歯質接着に及ぼす表

面処理の影響を検討した．ジルコニアの最薄部の厚みを

0.3mm，0.5mm，0.7mm とし，その最薄部の部位に応力が

集中するように擬似クラウン形態を設計した．その結果，

耐荷重は 0.3mm で 900N 以上となり，厚みが増加するこ

とによりその耐荷重値は増加した．一方で，支台歯にグルー

ブを付与すると僅かに耐荷重値は低下することが明らかに

なった．

　ジルコニア冠を歯質に接着する際の検討として，ジルコニ

アの表面処理を検討した．過酸化水素水でジルコニア表面

を処理することで水酸基を増加させ，その後のシランカッ

プリング材の応用によるレジンセメントの接着強さを検討

した．その結果，処理していないジルコニアより処理した

ジルコニアのレジンの接着強さが増加した．

４．牛歯エナメル質に対する各種コンポジットレジンの摩耗

挙動

　　歯冠修復物としてコンポジットレジンが汎用的に使用さ

れている．その修復物の修復法と製作法を考えると，直接

修復用，間接修復用および CAD/CAM 用がある．それぞ

れの方法で作製した試料と牛歯エナメル質での摩耗挙動を

調べた．その結果，製作方法には依存することなくいずれ

にも摩耗する試料があった．一方で，製法によってエナメ

ル質の摩耗量とコンポジットレジンの摩耗量とに相関が認

められた．直接修復用コンポジットレジンはエナメル質と

コンポジットレジンの摩耗が同程度で進行し，間接修復用

ではコンポジットレジンの摩耗量が多く，CAD/CAM 用

ではエナメル質の摩耗量が多かった．また，エナメル質の

摩耗に及ぼす影響が大きかったのは，ハイブリッド型フィ

ラーで校正されているコンポジットレジンであることが明

らかになった．
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Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．咬傷のデジタル分析

　日本をはじめとした東アジア諸国では，欧米と比較し詳

細な咬傷鑑定を要求される機会はそれほど多くなく，事例

報告も欧米に比べて非常に少ない．近年散見されるこども

虐待や特殊な傷害・殺人事例の増加に伴い，日本でもヒトの

咬傷か否かの識別，その成傷者の鑑定も増えてくることが予

想され，咬傷鑑定の資料収集とその方法に関して十分熟知

しておく必要がある．そこで American	Board	of	Forensic	

Odontology	 (ABFO) の咬傷分析ガイドラインに則って，

Adobe	Photoshop	CS6	 (Adobe	Systems	Incorporated,	San	

Jose,	CA)	ソフトウエアを使用し，皮膚のバイトマークを印

象採得して作成された石膏模型と，被疑者の歯列模型を 2 次

元のデジタルデータとして分析する方法ついて，視覚的な

鑑定だけではなく，数値化することでその精度を示す方法

を試みた．経験事例に関しては，2 次元画像の視覚的鑑定の

みで成傷者特定が可能であったが，2 次元画像での数値化

にはバイトマークのアウトラインを描出する手段だけでは，

その精度に欠けることが示唆された．さらなる精密な分析

方法確立のため，今後 3 次元画像の解析が可能なソフトウ

エア	Agisoft	Photoscan	(Oak	Co.	Tokyo,	Japan) や	Blender	

(Blender	Foundation,	Amsterdam,	The	Netherlands) の利用

を検討している．

２．歯科的個人識別における年齢推定

　法医解剖が行われた身元不明遺体の歯を利用した成人の年

齢推定方法として，歯の加齢性変化を評価した方法のデータ

蓄積を継続している．児童の年齢推定方法では，頭頚部エッ

クス線写真を利用した様々な方法の精度を比較し，パノラマ

エックス線写真の有用性と，手根骨の成長発育を評価した結

果を結合させた年齢推定の精度が極めて高いことを証明した．

　また，近年加齢との関与が認められている DNA からの

signal-joint	T-cell	receptor	excision	circles	(sjTREC)	につい

て，遺体からの組織を利用した年齢推定方法を検討した．過

去の報告で，sjTREC の定量結果が年齢に伴い安定して減少

していくことが確認されているが，それは主に十分な量の血

液が試料ととなっている．しかし，法医学的領域での検査試

料は，血液はもちろん，その他わずかでも DNA の抽出が可

能な組織が試料としてよく利用される．そこで，われわれは

死後 3 日以上経過し，しかも遺体の置かれていた環境が様々

な血液，骨，歯の DNA からリアルタイム PCR を利用して

sjTREC の定量を試みた．その結果，十分な血液量であって

も，DNA の質によって sjTREC の定量不可能な資料が存在

し，その法医学的年齢推定への応用が困難であることが示唆

された．

３．災害犠牲者個人識別方法の標準化

　東日本大震災以降，災害犠牲者個人識別の重要性に注目

が高まり，日本でもその方法習得のための訓練参加者が増

加している．しかし，残念ながら日本の災害犠牲者個人識

別の方法はあまりにも独特で，他国の方法とはかけ離れ，昨

今の災害犠牲者に対しても，未だに外表所見等の主観的な評

価のみで身元を判明させようとしている．客観的で科学的

な指紋，DNA，歯科所見といった世界 3 大身元確認法を災

害時の混乱の中だからこそ取り入れなければならないのだ

が，日本では未だに周知されていないのが実情である．今後

訪日外国人がさらに増加し，国際的イベントが多く開催さ

れる日本は，改めてその個人識別方法を見直す必要がある．

そこで，われわれは災害時対応の国際的標準となっている

International	Criminal	Police	Organization	(INTERPOL)	が

推奨する Disaster	Victim	Identification	(DVI)	の多職種が連

携した方法を取り入れた災害訓練を複数行っている．その結

果から，この方法を日本に適応させるには，多くの困難が生

じることは明らかで，その問題を少しずつ解決する方法を探

求しながら，日本の国際標準化を試み続けている．
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出羽厚二，＊佐藤慶太：ICPO 式フォーマットを用い

た DVI 机上訓練の試み−多職種連携の意義の考究−．

第86回日本法医学会学術関東地方集会．2017年10月．

東京．

３）＊Oka,	H.,	＊Katumura,	S.,	＊Ohbayashi,	Y.,	＊Kosuge,	E.,	
＊Sakuma,	A.,	＊Saito,	H.,	Kumagai,	A.:	A	comparison	

of	 the	dental	DVI	system	 in	 twelve	countries	and	

Japan.	7th	Hiroshima	Conference	on	Education	and	

Science	in	Dentistry.	Mar	2018.	Hirosima.
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歯科保存学講座う蝕治療学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 野　田　　　守

	 准教授	 工　藤　義　之

	 講　師	 浅　野　明　子

	 特任講師	 岡　田　伸　男

	 助　教	 千　田　弥栄子	 志　賀　華　絵

	 	 長谷部　智　之	 櫻　井　秀　人

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．セラミック補修修復におけるユニバーサルタイプ接着シ

ステムの接着効果

　近年，セラミック材料の補修修復に，ユニバーサルタイプ

接着システムが使用されている．これらの接着システムは，

セラミック，金属，歯質など異なる被着面に対し，簡便な操

作で接着が可能で，良好な臨床成績を収めていると報告され

ている．しかしながら，システムにより組成が異なっている

ことから，接着機構や接着強さに違いが生じることが考えら

れた．そこで我々は，セラミック補修修復を想定下で，ユニ

バーサルタイプ接着システムの接着強さの比較検討を行っ

た．結果として，セラミック材料の補修修復において，ユニ

バーサルタイプ接着システムは，従来型接着システムと同程

度の接着強さを認めた．

２．心臓植え込み型電子機器装着患者の歯科治療の安全性の

検証

　電気的根管長測定器，超音波機器根管治療が禁忌とされる

ICD あるいは PM 装着患者において，十分な問診，歯科治

療時の適切な循環動態の把握より，安全な治療遂行の可能性

が示唆された．また，循環動態の把握にドリーム ECG が有

効であることが示唆された．

３．生活歯漂白材の効果と色調後戻りに関する研究

　生活歯漂白は歯を切削せずに色調を改善する処置である

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 １名 ０名 １名 １名 ４名

研究員 研究生 研修生
10 名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
２名 ０名 ０名 １名

が，術後の不快症状，色調予測の困難性が問題となっている．

当講座では，過酸化水素濃度の異なる漂白材で，漂白効果な

らびに色調後戻りについて違いがあるかを明らかにするた

め，漂白後の長期経過観察を行い，検討を行っている．現時

点の成果は，高濃度，または TiO2 併用低濃度過酸化水素漂

白材で上顎前歯の漂白を実施し，1 年間の経過観察と色調比

較を行ったところ，両者とも⊿ E>3.0 の十分な漂白効果を

得られたが，漂白後の色調変動と安定までの期間が異なるこ

とを解明した．今後は色調後戻りの解明について，食生活や

生活習慣との関連性を調査することがテーマとなっている．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）志賀華絵＊，浅野明子＊，齋藤裕美子，櫻井秀人＊，

長谷部智之＊，菅　徹也＊，伊藤誠之＊，八木亮輔＊，

野田　守＊：二酸化チタン光触媒併用漂白材と高濃度

過酸化水素漂白材における生活歯漂白の効果と色調後

戻りに関する研究，岩医大歯誌 42　61-70　2017

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）M.	Noda＊ ,	N.	Okada,	M.	Ito,	R.	Yagi,　H.	Sakurai,	

H.	 Shiga,	A.	Asano：Effect	 of	 prolonged-storage	

on	 tensile	 bond	 strength	 of	 adhesive	 systems．

Academy	 of	Dental	Materials	Annual	Meeting,	

2017/10/7，Nuremberg,	Germany

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）伊藤誠之，岡田伸男，志賀華絵，菅　徹也，八木亮輔，　

工藤義之，野田　守：長期保管後のユニバーサルタイ

プ接着システムのセラミック接着強さ．第 146 回日本

歯科保存学会春季学術大会，2017/6/8，青森市

２）田邊憲昌，小山田勇太郎，小熊ひろみ，福徳暁宏，

塚谷顕介，浅野明子，金村清孝，森修二，近藤尚知：

カーリング競技中における咀嚼筋活動の分析．第 28

回スポーツ歯科医学会総会・学術大会　2017.6.17 ～

18　札幌

３）八木亮輔，岡田伸男，志賀華絵，清水峻介，野田　守：

化学重合ボンディング材の歯質接着性．第 147 回日本

歯科保存学会秋季学術大会，2017/10/26，　盛岡市

４）工藤義之，野田　守：歯髄反応陽性上顎側切歯
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Type	Ⅲ	嵌入歯に生じた急性根尖性歯周炎の非外科

的歯内療法．第 10 回日本総合歯科学会，	2017/11/3，

新潟市

５）根本	章＊，清水峻介＊，青木貴晃＊，横田聖司，帖

佐直幸，客本齊子，加茂政晴，櫻井秀人＊，志賀華

絵＊，岡田伸男＊，浅野明子＊，野田	守＊，石崎	明：

歯科材料からの溶出成分がヒト間葉系幹細胞の骨芽

細胞分化に与える影響．第 54 回口腔組織培養学会，

2017/11/4，盛岡市

⑤－２　国内学会主催

第 147 回日本歯科保存学会秋季学術大会

平成２９年１０月，盛岡市
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歯科保存学講座歯周療法学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 八重柏　　　隆

	 講　師	 佐々木　大　輔

	 助　教	 村　井　　　治	 伊　東　俊太郎

	 	 滝　沢　尚　希	 金　澤　智　美

	 	 鈴　木　啓　太

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．歯周疾患の再発と長期的予後に関する研究

　歯周疾患の再発に関連する因子について，症例分析，コホー

ト研究を実施している．歯周治療の予後の客観的評価と普遍

的なガイドラインの設定を目指している．

２．歯周組織再生材料の臨床応用に関する研究

　エナメルマトリックスデリバティブ（EMD）等の歯周治

療への応用に関する実験的研究を行い，その有用性や適応症

に関する検索を実施している．

３．歯周病原性細菌の分子生物学的解析に関する研究

　歯周病原細菌が 2 型糖尿病への発症・増悪に関わっている

可能性を，細菌由来プロテアーゼの観点から検討している．

また，歯周病原細菌の組織内侵入機構を明らかにする目的で，

歯周病原細菌の上皮バリア突破能，突破機構およびその特異

性について検討している．

４．間葉系幹細胞（MSC）と血球系細胞および歯周組織構

成細胞との相互作用に関する研究

　MSC は多分化能を有する体性幹細胞で，組織の修復や再

生に働くことが報告されている．MSC と血球系細胞および

歯周組織構成細胞との共培養系を確立し，それぞれの相互作

用について免疫染色，RT-PCR法，Real-time	PCR法，各種キッ

ト等を用いて調査を行っている．

５．全身疾患と歯周病との関連に関する研究

　掌蹠膿疱症，Weber-Christian 病，脳膿瘍に対する歯周治

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 ０名 ０名 １名 ０名 ５名

研究員 研究生 研修生
３名 ０名 ９名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 １名 ０名 １名

療と歯周組織状態の変化について評価，検討している．歯周

病のリスクファクターの一つとされている全身疾患におい

て，本邦の基盤となる疫学調査を行っている．

６．歯周治療の評価に関する研究

　垂直性骨欠損に対する種々の歯周外科治療法などに関する

臨床評価を実施し，歯周治療のフィードバックを行い，診断

と治療技術の向上を目指している．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）＊Ohara-Nemoto,	Y.,	Nakasato,	M.,	Shimoyama,	Y.,	
＊Baba,	T.	T.,	＊Kobayakawa,	T.,	＊Ono,	T.,	Yaegashi,	

T.,	 ＊ Kimura,	S.,	 ＊ Nemoto,	T.	K.：	Degradation	of	

Incretins	and	Modulation	of	Blood	Glucose	Levels	by	

Periodontopathic	Bacterial	Dipeptidyl	Peptidase	4.	

Infection	and	Immunity,	85(9):	e00277-17	(Aug,	2017)

２）Takizawa,	N.,	 ＊ Okubo,	N.,	Kamo,	M.,	Chosa,	N.,	

Mikami,	T.,	Suzuki,	K.,	Yokota,	S.,	Ibi,	M.,	＊Ohtsuka,	

M.,	Taira,	M.,	Yaegashi,	T.,	Ishisaki,	A.,	＊Kyakumoto,	

S.:	Bone	marrow-derived	mesenchymal	 stem	cells	

propagate	 immunosuppressive/anti-inflammatory	

macrophages	 in	cell-to-cell	contact-independent	and	

-dependent	manners	under	hypoxic	 culture.	Exp.	

Cell	Res.	358(2):	411-420	(Sep,	2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）中里茉那美，下山　佑，＊根本優子，佐々木大輔，＊根

本孝幸，佐々木実，八重柏隆：２型糖尿病のリスクファ

クターとしての歯周病原細菌 DPP4．岩手医科大学歯

学雑誌．43:48-60	(2018)

ｃ）症例報告

１）村井　治，永田　光，佐々木大輔，八重柏隆：保存

困難な歯周病罹患歯に Er:YAG レーザーを適用した

症例．岩手医科大学歯学雑誌．42:71-78	(2017)

２）高橋晋平，下山　佑，石河太知，佐々木大輔，＊木

村重信，八重柏隆：歯周病原細菌の歯肉上皮バリア突

破能．岩手医科大学歯学雑誌．42:1-11	(2017)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）中里茉那美，＊根本優子，下山　佑，＊木村重
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信，佐々木大輔，伊東俊太郎，佐々木実，八重柏

隆：Porphyromonas	gingivalis	 お よ び Tannerella	

forsythia	のジペプチジルペプチダーゼ 4	活性とイン

クレチン分解能．第 60 回春季日本歯周病学会学術大

会．2017 年 5 月．福岡．

２）Takizawa,	N.,	＊Okubo,	N.,	Kamo,	M.,	＊Kyakumoto,	

S.,	Chosa,	N.,	Suzuki,	S.,	Yokota,	S.,	Ibi,	M.,	＊Otsuka,	

M.,	Mikami,	Y.,	 Taira,	M.,	 Sasaki,	 D.,	 Yaegashi,	

T.,	 Ishisaki,	A.:	Mesenchymal	 stem	cells	 educate	

undifferentiated	monocyte/macrophages	 to	 the	M2	

macrophages	 in	 cell-cell	 adhesion-dependent	 and	

independent	ways．第 65 回国際歯科研究学会日本部

会総会・学術大会．2017 年 11 月．東京．

３）村井　治，熊谷佑子，滝沢尚希，金澤智美，阿部仰

一，梁川輝行，佐々木大輔，八重柏隆：結合組織移植

術で改善した上顎前歯部の歯肉退縮症例．日本歯周病

学会 60 周年記念京都大会．2017 年 12 月．京都

４）熊谷佑子，川村涼子，村井　治，鈴木啓太，伊東俊

太郎，冨樫正幸，佐々木大輔，八重柏隆：歯周基本治

療のみで改善した歯肉退縮部位．日本歯周病学会 60

周年記念京都大会．2017 年 12 月．京都
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補綴・インプラント学講座
補綴インプラント学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 近　藤　尚　知

	 准教授	 鬼　原　英　道

	 特任准教授	 金　村　清　孝	 小　林　琢　也

	 特任講師	 大　平　千　之	 野　村　太　郎

	 	 田　邉　憲　昌

	 助　教	 高　藤　恭　子	 齋　藤　裕美子

	 	 玉　田　泰　嗣	 原　　　総一朗

	 	 米　澤　紗　織	 米　澤　　　悠

	 	 原　　　　　淳	 横　田　　　潤

	 	 畠　山　　　航	 折　祖　研　太

	 	 久保田　将　史	 小野寺　彰　平

	 	 深　澤　翔　太	 池　田　功　司

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．咀嚼・嚥下機能・高次脳機能に関する研究

　①　口腔機能の変化が高次脳機能に及ぼす影響に関する研究

　補綴治療の目的は，失われた歯周組織を人工物で補い，生

体内で異常なく機能させることである．歯の喪失は口腔機能

および神経筋機構が変化することで脳機能に大きな影響を与

えることは周知の事実であるが，そのメカニズムの解明は十

分でない，また，一度失われた口腔機能を補綴治療により回

復することが脳機能にどのような影響を及ぼしているか不明

な点が多い．当講座では，7T-MRI を用い①口腔機能変化が

脳機能活動に及ぼす影響について②歯の喪失と機能回復が認

知機能に及ぼす影響について③歯の喪失が脳の形態構造に及

ぼす影響について大きく 3 つの検討を行っている．

　口腔機能の変化が脳機能活動と認知機能に及ぼす影響につ

いては，機能していない合わない義歯を使用している無歯顎

者に対して，機能する適合した義歯を装着し，口腔機能が向

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 2 名 0 名 3 名 14 名

研究員 研究生 研修生
8 名 0 名 25 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 1 名 1 名 ５名

上した脳機能活動の観察を行い，脳機能検査と併せて検討を

始めている．現在，口腔機能の向上により脳機能活動が上昇

すること．また，適合した義歯を装着することで認知機能の

改善が見られることがわかってきた．今後はそのメカニズム

を詳しく検討していく予定である．歯の喪失が脳形態に及ぼ

す影響に関しては，歯が 20 本残存している 80 歳以上の高齢

者と歯が全て喪失した 80 歳以上の高齢者を比較すると海馬

に萎縮が見られることがわかった．歯の喪失により記憶と学

習機能を司る脳部位に萎縮が認められた事は興味深い．これ

まで調査研究で明かとされている，歯の喪失者の認知症の罹

患率が高いという結論に対する一つのエビデンスとなりう

る．今後も口腔機能の変化が中枢機能に及ぼす影響について

様々な観点から検討し解明を進める予定である．

　②嚥下機能と補綴装置に関する総合的研究

　高齢者の多くは有床義歯補綴を必要とするにも関わらず，

義歯を装着しない状態で摂食している状況を見受けることが

多い．有床義歯の装着は喪失した歯と顎骨の形態を補うこと

により咀嚼機能を回復するが，嚥下機能に対する役割につい

ては不明な点も多く存在する．そこで，嚥下造影を用いて高

齢無歯顎者の自由な咀嚼嚥下運動を観察し，咽頭嚥下に着目

して全部床義歯装着が口腔と咽喉頭の運動に与える影響につ

いて検討を行った．結果，義歯装着時と比較し，非装着時で

は下顎・舌骨・喉頭の運動範囲が拡大し，嚥下時の咽頭後壁

の収縮量と食塊通過時の上部食道括約筋の開大量が有意に増

大した．また，下顎の運動時間は有意に延長したが，舌骨・

喉頭の運動時間，咽頭後壁の収縮時間および上部食道括約筋

の開大時間に有意な差を認めなかった．

　義歯非装着時では咬合支持の喪失により口腔形態の変化や

下顎・舌の運動が不安定となる．これに対し，下顎はより前

上方に運動範囲を拡大し，顎堤や舌を固定源として対顎の顎

堤・口蓋へ接触させることにより咽頭嚥下開始に必要な下顎

の固定を獲得し，咬合支持の喪失を補償したと考えられた．

また，非装着時では口腔の形態や機能が変化し，咀嚼効率の

低下や食塊の形成能力および移送能力の低下，咀嚼筋群や嚥

下関連筋群の活動における協調性の低下などが生じる．その

結果，咽頭嚥下運動を意味する舌骨や喉頭の運動は運動時間

を変化させず，運動範囲を拡大することで円滑な嚥下を遂行

したと推察された．健常高齢者においては口腔や咽頭の形態

および機能の変化により誤嚥や咽頭残留のリスクが増大した

状態においても代償性の運動を獲得することで臨床上問題な

く摂食が行われる．一方で，脳梗塞，認知症および神経筋疾

患などにより全身の機能の予備力が低下した義歯を必要とす

─	249	─



る高齢者では食事の際の誤嚥および咽頭残留のリスクが増大

するが，義歯を装着することでリスクを低減させることがで

きると考えられ，義歯の装着による口腔機能の回復が咀嚼だ

けでなく嚥下機能にも肯定的な影響を与えていることが明ら

かとなった．	

２．顎口腔機能の分析・評価・リハビリテーションと口腔ケ

アに関する研究

　①　軟口蓋栓塞子の製作に関する臨床研究　

　口蓋腫瘍などの切除手術後の鼻咽腔閉鎖機能不全に対して

軟口蓋栓塞子，バルブ型スピーチエイド，軟口蓋挙上装置な

どの鼻咽腔部補綴が鼻咽腔の形態，機能に応じて適用される．

当講座では，軟口蓋腫瘍切除手術によって生じた鼻咽腔閉鎖

機能不全に対して，嚥下内視鏡検査を用いて軟口蓋栓塞子作

製に取り組んだ結果，鼻咽腔閉鎖機能が獲得され，良好な成

果を得ている．

　②当歯科医療センター顎顔面補綴外来における癌切除再建

後の欠損部位に対する補綴装置の研究

１）肩甲骨を用いた再建下顎骨に対してインプラントオー

バーデンチャーを適用した症例：	肩甲骨による顎骨再

建術に対してインプラントオーバーデンチャー（IOD）

を適用し，装着 2 年経過の現在 ,	良好な経過を得ている

ことより，顎骨再建後の IOD に ,	十分なシュミレーショ

ンすることは有効な治療手段であることが示唆された．

２）上顎の広範囲な顎欠損に対し補綴対応に苦慮した１症

例：広範囲の顎欠損を有する症例に対する顎補綴治療に

おいては，義歯に必要とされる支持・維持・安定が失わ

れるため機能回復が困難な場合が多い．そこで，歯槽部

から硬口蓋・軟口蓋におよぶ欠損に対し，補綴的対応に

苦慮した症例を経験し，良好な回復を得た．

３）上顎前歯部の顎骨腫瘍摘出術後の顎欠損に対し早期顎

義歯を適応した 1 症例：上顎前歯部の腫瘍切除後の顎欠

損に対し，早期顎義歯を装着し，術後早期に形態および

機能回復をはかったところ，咀嚼機能や審美性に対し支

障なく日常生活を送っており，術後の早期社会復帰を図

ることができた．

４）メルケル細胞癌切除後のオトガイ部拘縮に対しフレン

ジテクニックを応用した１症例：メルケル細胞癌切除術

によってオトガイから下口唇におよぶ運動機能障害が生

じた症例に対し，フレンジテクニックを用いて義歯を製

作し，機能回復され，良好な結果が得られた．

　③味覚障害の診断方法に関する研究　

　超高齢社会といわれる近年，高齢者の味覚障害はフレイル

を引き起こす要因の一つと考えられる．味覚の障害を訴える

患者数は急増し，その原因は多様であるも，約 70％に亜鉛

内服療法が有効である．味覚障害に対する一般的な診断法で

ある血清亜鉛値の測定は，侵襲を伴い判定に時間を要する．

そのため当講座では，耳下腺唾液中亜鉛結合タンパク質を用

い，簡便かつ，10 分でチェアーサイドにて判定できるイム

ノクロマト試薬による体外診断薬（イムノクロマト法）の開発

と臨床応用を目的として研究を遂行し，普及を目指している．

３．顎機能障害の病態生理と治療，携帯型筋電計を応用した

インプラント患者の機能評価，スポーツ咬合学に関する研究

　①　インプラント上部構造破損と非機能運動の関係

　術前に患者が潜在的に抱えているブラキシズムのリスクを

客観的に抽出・評価するため，我々の開発した小型筋電計を

用いてインプラント上部構造破損症例の終日咀嚼筋筋活動を

観察した．上部構造破損症例における非機能的な筋活動を客

観的に観察できたことに加え，夜間のみならず日中のブラキ

シズム様の筋活動の影響を考慮する必要性が示された．

　②インプラント上部構造破損に関する前向き研究

　インプラント上部構造の咬耗について光学スキャナーを用

いて検査を行い，ジルコニア，ハイブリットレジンの上部構

造による咬耗の違いについて検査を行った．両差に有意な差

は見られなかったが，性差による差が認められた．

　③小型筋電計を用いた無拘束の測定システムによるスポー

ツ競技中の咬筋筋活動量分析

　小型筋電計を用いた無拘束の測定システムによるスポーツ

競技中の咬筋筋活動量を分析した結果，競技中のクレンチ

ングの有無を把握するのに本装置が有用と判断されたまた．

カーリングにおける競技中の咬筋筋活動は，スイーピング動

作に一致し非常に大きかったことから，自身の咬合力による

歯列，顎関節への影響も考慮が必要である事が示唆された．

また，バレーボール競技中の咬筋筋活動は動作分析によりフ

ライングレシーブ時の着地時に強い筋活動が認められた．

４．審美修復，歯科材料，デジタルデンティストリーに関す

る研究

　①　歯と歯冠修復材料に関する色彩学的研究

　CAD/CAM 用セラミックブロックの色彩学的特性を分析

した結果，オールセラミッククラウンの色調構築には適切な

ブロックの選択が重要で，その際に機械測色が有用と判断さ

れた．また，接着性レジンセメントの選択に際し，その透明

性とクラウンの厚みを考慮する必要性が示唆された．さらに，

CAD/CAM 用レジンブロックの色調について検討した結果，

天然歯の色調に近似していることが明らかとなり，CAD/

─	250	─



CAM システムによる歯冠色の再現の一助となる可能性が示

唆された．

　口腔内を直接光で印象採得できる口腔内スキャナーにおい

ても，測色が可能な機種が開発され，この機種における測色

の検討を行った．その結果，シェードガイドの色調と，測色

の結果が一致，あるいは近似していることが明らかになった．

今後はさらに部位別の測色箇所を増やし，他の機種において

も測色を行っていく予定である．

　②　デジタルデンティストリーに関する研究

　CAD/CAM システム，特に口腔内スキャナーの有用性に

ついて精度ならびに操作性について比較・検討を行っている．

　インプラント・冠橋補綴領域においては，口腔内スキャナー

の臨床応用が進んでいるが，機種によって真度と精度が異な

る．そこで現在，臨床に用いることの出来る口腔内スキャナー

の真度と精度の比較を，同じシミュレーション模型を用いて

撮像し，機種別に正確性の検討を行った．その結果，真度と

精度の差が，機種によってあることが明らかになった．この

ことは，臨床応用する場合には，上部構造の設計・製作にお

いても再現精度に違いが出る可能性があり，その機種に適応

した症例を選択する必要があることが示唆された．さらに，

撮像する距離が増加することで，口腔内スキャナーの真度と

精度が，低下することが明らかになった．距離が増加するに

つれ，データの合成頻度が多くなり，誤差の増加を生じてい

ることが示唆された．

　有床義歯補綴の領域において	CAD/CAM	の技術応用は進

み，咬合採得	後の技工操作の一部である人工歯排列は	PC	

上で行い，重合操作に替えてミリングマシン（切削加工機）

で床を作製することも可能となりつつあるが，粘膜面の印象

採得は，デジタル化が困難なステップである．印象採得や咬

合採得をデジタル化することが可能となれば，術者の技術レ

ベルに影響されにくい義歯の製作が可能となる．さらに，印

象材も石膏も不要となるので在宅診療で有用であるととも

に，高齢者に対する誤嚥のリスクも最小限となり，歯科診療

をより簡便かつ安全に行うことが可能となる．本研究におい

ては，上下顎無歯顎堤に対して口腔内スキャナーに	よる光

学印象採得のデータから，全部床義歯作製を試みている．こ

れまで，撮像対象の形態的特徴がはっきりしている冠橋補綴

とインプラント補綴においては，口腔内スキャナーの臨床応

用が進み有用性が明かとなっているが，撮像対象に特徴が無

い無歯顎顎堤の光学印象を試みた．従来法による印象採得と

比べ形態の誤差は少なく義歯製作における口腔内スキャナー

の臨床応用は有用であることが示唆された．今後は，まだ，

デジタル化されていない咬合採得の過程をデジタル化させ，

全ての義歯製作過程をデジタル化していくように検討を進め

る予定である．

　③　生体材料の生物学的評価と臨床応用に関する研究

　インプラントの長期的成功を確保するためには，オッセオ

インテグレーションのみならずインプラントアバットメント

への軟組織の強固かつ機能的な生着が重要な役割を持つ．し

かしながら現状では，インプラントアバットメントでの半接

着斑を介した上皮接着および機能的な結合組織の配列は得ら

れていない．インプラントアバットメント周囲の軟組織の脆

弱で非機能的な生着は，epithelial	downgrowth や骨吸収に

繋がり結果としてインプラントの失敗につながる．現在まで

に軟組織を生着させる方法として，アバットメント表面の機

械的加工や歯周細胞の接着を促す成長因子を用いた生化学的

表面処理方法が用いられてきたが，いずれもインプラント周

囲軟組織の強固かつ機能的な生着を達成させるには至らず有

効な解決方法が望まれている．

　現行インプラントの根元的欠陥であるアバットメントに対

する軟組織の非機能的および脆弱な結合の改善を目的とし，

HSDM で開発中の新技術を用いて，インプラントアバット

メントに対する１）血小板誘導ペプチドによる強固な上皮接

着，２）一型コラーゲン繊維の垂直方向の生着を可能とする

表面処理方法を確立し，基底膜を介した細胞接着による抗菌

性の獲得することで歯周靱帯を有する次世代インプラントの

開発ならびにその長期安定を目指す .

５．インプラント・口腔再生医学に関する研究

　①　人工生体材料を用いた基礎的研究

　医療工学講座との共同研究を継続して行っている．これま

で一貫してハイドロキシアパタイトおよび動物由来コラーゲ

ンを用いた新規骨補填材の検討に取り組んできた．これまで

の研究結果からハイドロキシアパタイトの中でも粒径の小さ

いナノハイドロキシアパタイトが骨芽細胞の骨系分化に及ぼ

す効果が優れていることが明らかにされた．また現在，プレ

ス加工したナノ・アパタイト / コラーゲン複合体の開発にも

着手している .

　②　組織，および軟組織の組織再生誘導　

　生化学講座細胞情報科学分野との共同研究を現在も継続し

て行っている．これまで，骨再生医療としての細胞治療の中

核を担う間葉系幹細胞（以下 MSC）に対して骨形成の重要

な調節因子である TGF- βと PDGF との協調作用が骨分化

能に如何なる影響を及ぼすのか検討した．その結果，PDGF

誘導性の PI3K/AKT による TGF- β誘導性骨芽細胞分化の
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促進効果は，MEK 依存的であることが明らかとなった．ま

た green	fluorescent	protein（GFP）トランスジェニックマ

ウス骨髄由来 MSC における TGF- β受容体ならびに VEGF

受容体の発現を調査し，それぞれの受容体に特異的なリガン

ドが MSC の細胞動態に与える影響についても解析したとこ

ろ，MSC の骨芽細胞ならびにリンパ管内皮細胞への分化は

VEGF-C と TGF- βによって相互に調節されることを明らか

とした．

　また現在ゴールドスタンダードとされる自家骨移植後の自

家骨と既存骨の界面における細胞動態と治癒機構について，

赤色蛍光強発現遺伝子導入マウス ( 以下 td	Tomato マウス )

の蛍光反応を利用して，移植骨による間接的な骨形成誘導効

果の一端が明らかとされた．今後は in	vitro，	in	vivo の両面

より MSC を用いた効率の良い骨再生医療の検証を予定して

いる．

　③　インプラントに関する臨床研究

　人工骨補填材を使用した臨床実験と，インプラントのメイ

ンテナンスに関する臨床研究を行っている．リン酸三カルシ

ウム（TPC）を使用した簡易的上顎洞骨増生術の臨床研究

では，上顎洞内に新生骨様組織が観察された．その後の経過

観察では，TCP の経時的な吸収も確認され，レントゲン的

な予後も良好であった．インプラントメンテナンスの臨床研

究に関しては，インプラント補綴に有効なメインテナンス構

築することが目的である．本研究ではインプラント補綴の清

掃に有効な形態を有する歯ブラシを用いて比較を行い，より

効果的な方法の検討を行っている．
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by	 intraoral	scanners.	 ITI	World	Symposium	2017.	

May	2017.	Switzerland.

４）Kenta	 Oriso,	 Jun	 Yokota,	 Kyoko	 Takafuji ,	

Hidemichi	Kihara,	Hisatomo	Kondo.	Safety	of	dental	

implants	materials	and	effects	of	artifact	 in	7	Tesla	

ultra-high	field	MRI.	26th	Annual	Scientific	Meeting	

of	 the	European	Association	 for	Osseointegration.	

Oct	2017.	Madrid.
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 12 名

研究員 研究生 研修生
23 名 1 名 12 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 1 名 0 名 0 名

口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 山　田　浩　之

	 准教授	 宮　本　郁　也

	 助　教	 飯　島　　　伸	 野　宮　孝　之

	 	 古　城　慎太郎	 阿　部　亮　輔

	 	 大　橋　祐　生	 山　谷　元　気

	 	 齋　藤　大　嗣	 小野寺　　　慧

	 	 高　橋　美香子	 岩　崎　賢　介

	 	 角　田　直　子	 中　畑　健太郎

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．下顎骨骨髄炎に関する研究

　下顎骨のびまん性硬化性骨髄炎は治癒しにくい疾患で，抗

菌薬や手術，また高気圧酸素治療などの補助療法も効果を示

さないことが多い．ビスフォスフォネート製剤は，骨粗鬆症

や癌の骨転移などの治療薬として広く用いられており，安全

性や有効性が確認されている．ビスフォスフォネート製剤の

適応疾患にはびまん性硬化性骨髄炎は含まれていないが，最

近，びまん性硬化性骨髄炎にビスフォスフォネート製剤を投

与すると良好な効果が得られることが報告されている．論文

報告や当科における使用経験から，本治療法はびまん性硬化

性骨髄炎に有効であることが予想される．本研究ではビス

フォスフォネート製剤の投与によってびまん性硬化性骨髄炎

を治療した症例を蓄積することにより，この難治性疾患に対

する治療法の確立を目指す．

２．咬合再建に関する研究

　腫瘍切除や外傷などによって下顎骨の連続性が失われる

と，咀嚼機能をはじめとする顎口腔機能が相応に障害される．

また，下顎の患側偏位や顔面の陥凹などによる整容的障害も

必発する．このような下顎骨欠損に対する最近 20 年間の治

療の主力は，やはり血管柄付きの自家骨（腸骨，腓骨，肩甲

骨）移植である．しかしながら，これらブロック骨による再

建では，下顎骨の３次元的形態を正確に再現したり，最終的

な補綴治療を見据えた再建骨の形態を自由に設定することは

困難である．そこでわれわれは，CAD	/	CAM の技術と歯

科技工の技術を駆使することで，個々の患者の元来の下顎骨

の外形を持ち，最終的な歯科補綴治療を念頭に置いた３次元

的形態を付与したカスタムメイド・チタンメッシュトレーを

作製して下顎骨再建に用いている．この方法を用いて補綴イ

ンプラント学講座との共同治療により咬合再建を目指す．

３．口腔白板症におけるマイコプラズマの細胞内局在に関す

る研究

　口腔白板症は口腔前癌病変の一つで，臨床上重要な疾患で

あるが，その発症原因はまだ不明である．口腔白板症の発生

に口腔マイコプラズマの細胞内寄生が関与しているとの仮説

を立て，当教室で作製した抗マイコプラズマ・ポリクローナ

ル抗体と抗マイコプラズマ・サリバリウム・モノクローナル

抗体を用いた免疫組織化学，電顕により，白板症の上皮細胞

内にマイコプラズマ・サリバリウムの局在を観察した．

１）成果：白板症の上皮細胞内にマイコプラズマ・サリバ

リウムが局在していることが明らかになった．これは，

ヒトの生きた細胞内にマイコプラズマが感染することを

明らかにした，世界で初めての成果である．今後も口腔

白板症の発症原因におけるマイコプラズマの関与を証明

すべく研究を重ねる．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]
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口腔顎再建学講座歯科麻酔学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　藤　健　一

	 准教授	 佐　藤　雅　仁

	 講　師	 遠　藤　千　恵

	 特任講師	 四　戸　　　豊

	 助　教	 坂　本　　　望	 三　浦　　　仁

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　講座の主たる研究は，基礎的研究として各種麻酔薬の血管

平滑筋をはじめ種々の平滑筋に対する影響を解明すること

と，臨床研究として静脈内鎮静法による健忘効果など脳への

影響について解明することである．基礎的研究では，これま

での研究成果を基にバイオイメージング法を用いて各種麻酔

薬による血管平滑筋の細胞内カルシウムイオンの変化とそれ

に伴う収縮反応を同時に測定し，細胞カルシウムイオンの変

化を手掛かりにその収縮機序を解明すべく研究を進めてい

る．さらに，気管チューブに付着した口腔細菌の気道内への

侵入により術後感染症を引き起こすこと可能性が指摘されて

いることより，術前の口腔ケアの重要性を実証すべく，微生

物学講座分子微生物学分野の協力のもと気管チューブに付着

した細菌について検討している．

　臨床研究においては，静脈内鎮静法で用いられるミダゾラ

ム，プロポフォール，デクスメデトミジン塩酸塩などが脳の

機能にどのような影響を与えるかを脳機能 MRI を用いて脳

画像的に解析し，その作用部位や作用様態について研究を進

めている．

１．血管平滑筋に対する局所麻酔薬の作用機序に関する研究

成果：現在のアドレナリン含有の局所麻酔薬の使用では異常

な高血圧上昇による脳血管障害をきたすことがある．その合

併症を防ぐためにも局所麻酔時に循環動態の変動のより少な

い局所麻酔薬添加薬が必要と考えられ，デクスメデトミジン

塩酸塩 (Dex) が注目されている．現在，Dex の口腔内動脈に

対する作用については解明されていない．そこで口腔内動脈

の一つである舌動脈に対する Dex の作用を検討した．Dex

は高 KCl 刺激に対して等尺性収縮張力および細胞内カルシ

ウムイオン濃度をさらに増加させ，アドレナリン刺激に対し

て等尺性収縮張力および細胞内カルシウムイオン濃度を減少

させた．今後は細胞内セカンドメッセンジャーである細胞内

カルシウムイオン動態から Dex の舌動脈における作用機序

を解明していく予定である．

２．経口挿管における気管チューブへの口腔細菌の付着と口

腔ケアの影響に関する研究

成果：全身麻酔の際の経口挿管では，気管チューブと口腔粘

膜との接触が避けられないことから，気管チューブに付着し

た口腔細菌の気道内侵入により，術後感染症を引き起こす可

能性がある．そのため術前の口腔ケアの重要性が指摘されて

いるが，気管チューブに付着した口腔細菌についての詳細や

口腔ケアとの関連性については明らかにされていない．そこ

で，全身麻酔時に経口挿管した気管チューブに付着した細菌

数と菌種について検討し，さらに口腔ケアとの関連性につい

ても検討を行った．その結果，抜管した気管チューブには，

ばらつきがあるものの，103CFU 以上の細菌が付着しており，

付着細菌の多くはレンサ球菌であることが明らかとなった．

また口腔ケア実施群では，非実施群と比較して気管チューブ

に付着した全細菌数および口腔レンサ球菌数のいずれもが少

ないことが示唆された．そこで，気管チューブに付着しやす

い菌種を特定するために，菌株を用いて気管チューブへの付

着実験を行った．その結果，S.mutans およびS.sobrinus が

他の口腔レンサ球菌に比べて最も多く気管チューブに付着し

た．以上の結果から，経口挿管を行った場合，気管チューブ

に接触した口腔粘膜あるいは唾液を介して口腔細菌，特に口

腔レンサ球菌が付着すること，術前の口腔ケアにより気管

チューブへの付着細菌数を量的にコントロールし得る可能性

が強く示唆された．

３．MRI による精神鎮静法時における脳機能画像変化の検討

成果：プロポフォール（以下 PPF）による静脈内鎮静法時

の視覚刺激に対する健忘効果に関与する脳機能変化を検索

することを目的とし，機能的磁気共鳴画像法（functional	

magnetic	resonance	image: 以下 fMRI）により検討した．

その結果，

１．視覚野

　Control では，視覚性課題負荷により後頭葉の視覚野に賦

活が認められた．Sedation で Control に認められていた後頭
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葉視覚野の賦活が有意に低下した．回復期の Recovery-10 で

は再び後頭葉視覚野の信号上昇を認め，回復傾向を示した．

２．紡錘状回

　Control では，視覚性課題負荷により後頭葉の紡錘状回に

賦活が認められた．Sedation で Control に認められていた

紡錘状回の賦活が有意に低下した．回復期の Recovery-10

では，再び紡錘状回の信号上昇を認め回復傾向を示し，

Recovery-30 では，Control に近い信号上昇を認めた．

３．下前頭回

　Control では，視覚性課題負荷により下前頭回に賦活が認

められた．Sedation で Control に認められていた下前頭回の

賦活が有意に低下し，回復期の Recovery-10 でも脳賦活は，

負の領域で推移し，回復初期にまで低下傾向を示した．

４．海馬領域

　Control では，視覚性課題負荷により海馬領域に賦活が認

められた．Sedation で Control に認められていた海馬領域の

賦活が有意に低下し，回復期の Recovery-10 でも脳賦活は，

負の領域で推移し，回復初期にまで低下傾向を示した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）筑田　真未，石川　直樹，大熊　嵩英，太田　麻衣

子，笹原　健児，宮野　敦志，三浦　仁，佐藤　雅仁，

城　茂治，佐藤　健一：周術期の抗血栓療法をヘパリ

ンに置換した口腔外科手術 10 症例の検討．日本歯科

麻酔学会雑誌 46(1)：6-12	(2018)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）四戸　豊，佐藤　雅仁，三浦　仁，遠藤　千恵，坂

本　望，城　茂治，佐藤　健一：fMRI による精神鎮

静法時における脳機能画像変化の検討　—視覚性課題

負荷による健忘効果についての検討—．第 45 回日本

歯科麻酔学会総会・学術集会．2017 年 10 月．松本

２）太田　麻衣子，筑田　真未，大熊　嵩英，三浦　仁，

坂本　望，佐藤　雅仁，城　茂治，佐藤　健一：細胞

間相互作用を基盤とした神経組織修復療法の確立の試

み．第 45 回日本歯科麻酔学会総会・学術集会．2017

年 10 月．松本

３）遠藤　千恵，佐藤　雅仁，三浦　仁，四戸　豊，城　

茂治，佐藤　健一：術前口腔ケアによる気管チューブ

付着細菌の抑制．第 45 回日本歯科麻酔学会総会・学

術集会．2017 年 10 月．松本

４）太田　麻衣子，帖佐　直幸，横田　聖司，客本　斎

子，加茂　政晴，佐藤　建一，城　茂治，石崎　明：

歯周靭帯由来細胞における nerve	growth	factor	の発

現機構に関する研究．口腔組織培養学会．2017年11月．

盛岡

５）太田　麻衣子，帖佐　直幸，横田　聖司，客本　斎

子，加茂　政晴，佐藤　健一，城　茂治，石崎　明：

歯周靭帯由来細胞における神経栄養因子 NGF の発現

機構に関する研究．生命科学系学会合同年次大会・第

40 回日本分子生物学会．2017 年 12 月．神戸

ｃ）その他

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）石川　直樹，四戸　豊，太田　麻衣子，大熊　嵩英，

佐藤　健一，城　茂治：岩手医科大学歯科医療センター

における院内救急コール症例の検討．第 32 回東日本

歯科麻酔学会．	2017 年 8 月．盛岡

２）大熊　嵩英，佐藤　雅仁，筑田　真未，太田　麻衣子，

城　茂治，佐藤　健一：Williams 症候群患者の全身

麻酔経験　第 32 回東日本歯科麻酔学会．2017 年 8 月．

盛岡　

ｃ）その他

１）佐藤　健一：超高齢社会での有病者歯科診療～偶発

症の予防と対処～．平成 29 年度岩手医科大学歯学部

同窓会第 35 回学術研修会．2017 年 5 月．盛岡

２）佐藤　健一：超高齢社会での有病者歯科診療	～偶

発症の予防と対処～．平成 29 年度岩手医科大学歯学

部山形県同窓会学術研修会．2017 年 6 月．山形市

３）太田　麻衣子：歯周靭帯由来細胞における nerve	

growth	factor	の発現機構に関する研究．先端歯学国

際教育研究ネットワーク　先端歯学スクール．2017

年 8 月．東京

４）佐藤　健一：超高齢社会での有病者歯科診療～偶発

症の予防と対処～．平成 29 年度岩手医科大学歯学部

青森県（青陵会）同窓会学術研修会．2017 年 11 月．

八戸市

５）佐藤　健一：超高齢社会での有病者歯科診療～偶発

症の予防と対処～．平成 29 年度横手歯科医師会学術

研修会．2017 年 12 月．横手市
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 2 名 0 名 3 名

研究員 研究生 研修生
1 名 2 名 2 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 1 名 0 名

口腔顎顔面再建学講座歯科放射線学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 小豆嶋　正　典

	 講　師	 東海林　　　理	 泉　澤　　　充

	 助　教	 佐　藤　　　仁	 星　野　正　行

	 	 高　橋　徳　明

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１　18F	FDG-PET 集積の細胞周期依存性に関する研究

２　パノラマ X 線写真，CBCT,	CT，MRI による歯科口腔

領域における画像診断の研究

　本講座では 18F	FDG-PET の動態について研究を継続して

きたが，細胞に取り込まれる過程において，FDG と細胞の

状態との関係を明らかにすべく研究を重ねた．

　具体的には培養した HeLa	S3	Cells に対し，チミジンを投

与し細胞の周期を同調させ，そこからの時間経過で異なる周

期の細胞を得られることをまず確認した．そののち，同期さ

せた細胞群から異なる細胞周期の群を分割し，18F-FDG およ

び 11C-Choline を投与後に，核種の細胞内取り込みを計測し，

核種取り込みの細胞周期依存性について評価した．

　さらに，トランスポータとなる細胞表面タンパクの動態を

細胞周期ごとに割り出し，トランスポータの細胞表面での

発現と核種取り込みの動態が同期しておこることを証明し，
18F-FDG および 11C-Choline の動態に細胞周期依存性がある

ことを確認した．

　これらの結果については学会で発表を行い，現在，論文と

して投稿中である．

　また，根尖病巣に関連するリスクファクタと上顎洞炎の関

係性やビスホスホネート系薬剤関連顎骨壊死の画像所見の解

析等を進めるとともに，コームビーム CT と 320 列 CT や超

高精細 CT の診断精度に関する検証研究を計画し，進めてい

るところである．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ｂ）総説

１）Akio	 Tamura,	 Tatsuhiko	 Nakasato,	Mitsuru	

Izumisawa,	Manabu	Nakayama,	Kazuyuki	 Ishida,	

Kiyoto	Shiga	Shigeru	Ehara：Same-Day	Preventive	

Embolozation	and	surgical	Excision	of	Carotid	Body	

Tumor．Cardiovasc	Intervent	Radiol	vol	41(3)（2018）

①－２　学術論文　［和文］

ｃ）症例報告

１）東海林理，泉澤充，佐藤仁，星野正行，高橋徳明，

六本木基，松本直子，山田浩之，武田泰典，小豆嶋正

典：顎下部に発生した顆粒細胞腫の１例．岩手医科大

学歯学雑誌．42：120-126（2018）

２）高橋一彰，阿部亮輔，古城慎太郎，山谷元気，泉澤　

充，樋野雅文，八木正篤，山田浩之：高気圧酸素療法

と腐骨除去術が奏功し薬剤関連顎骨壊死の 1 例．岩手

医科大学歯学雑誌	42(3)：127-133,（2018）

②　著書

１）小豆嶋正典（分担），＊金田隆，＊久山佳代　編：顎

口腔領域の疾患　読影ポイントから病理診断，治療方

針まで．末永書店．（2017）

２）泉澤　充，＊高山香名子，＊中里龍彦：顎骨の囊胞

と腫瘍．画像診断 37 巻 7 号 651-661（2017）

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）M.Roppongi，M.Shozusima，M.Izumisawa，

N.Takahashi，K.Terasaki：Augmentation	effects	

of	lymphocyte	activation	by	antigen-presenting	

macrophages	on	18F-FDG	uptake.	The	21st	

International	Congress	of	Dental	and	Maxillo-Facial	

Radiology.	Apr,	2017.	Kaohsiung.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）六本木基，高橋徳明，泉澤充，佐藤仁，星野正行，

東海林理，小豆嶋正典，宮本郁也，山田浩之，武田泰典：

歯原性腫瘍との鑑別が必要であった内反性乳頭腫．日

本歯科放射線学会第 58 回学術大会．2017 年 6 月．鹿

児島 .

２）六本木基，小豆嶋正典，＊齋藤圭輔，＊奥村泰彦，

寺崎一典，＊岩田錬：顎骨浸潤を伴う歯肉癌に対する
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18F-FDG 集積の増大効果．第 57 回日本核医学会学術

大会．2017 年 10 月．横浜．

３）山田裕之，畠山　慧，桑島幸紀，木村仁道，古川真

司，高橋徳明，泉澤　充，三浦廣行，佐藤和郎：下顎

骨移動術前後の下顎前歯部歯槽骨の変化．第 76 回日

本矯正歯科学会大会．2017 年 10 月．札幌．

⑤－２　国内学会主催

１）日本歯科放射線学会　第 22 回臨床画像大会　2017

年 11 月 10 日 -12 日　盛岡
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

口腔顎顔面再建学講座臨床病理学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 武　田　泰　典

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．歯の発育異常の発生機序，病態ならびに臨床的意義に関

する研究

　歯の原基の形成は胎生 6 週前後にはじまり，12 歳ころに

第二大臼歯の萌出が完了するまで長い経過をたどる．この間

に様々な病因が作用するが，歯には形成完了後はほとんど代

謝回転が生じない．したがって，胎生期～小児期に全身的あ

るいは局所的に病因が作用すると，歯にはその時々の影響が

形態的に描記される．そこで，歯の形態的異常を観察するこ

とにより，病因の種類，作用時期と強さ，作用期間などが推

定できる．このような歯の形態形成や発育異常の状態を病理

学的に検索し，歯の所見から種々の既往の推定や合併疾患の

診断をするための臨床応用に取り組んでいる．これまで公表

した結果のなかには，内外のテキストに掲載されているもの

もある．現在は「歯の形態形成に必須な外胚葉成分の最少量

とその性状」を主体に検討しており，データ整理を行っている．

２．口腔領域に特有な腫瘍性病変と嚢胞性病変の組織発生，

動態および病理診断に関する研究

　歯原性腫瘍の組織由来，組織学的表現型を左右する因子お

よび臨床病理学的事項を中心に検討をしてきた．とくに腫瘍

という条件下での上皮間葉相互作用，周辺性上皮性腫瘍にお

ける腫瘍細胞と近接健常上皮細胞との相互作用を中心に検索

を継続している．また，歯原性病変には嚢胞と腫瘍との境界

領域に位置するものがあり，両者の共通点や鑑別点を検討し

ている．なかでも目下のところ良性腫瘍の悪性転化や嚢胞上

皮の悪性化について一般的な病理組織学的所見と組織化学的

所見との比較検討を中心に行っている．これらの研究成果は

テキストあるいは総説として公表するとともに，遺伝子変異

に関してはシンポジウムでの講演を行った．

３．歯原性病変ならびに唾液腺病変における神経堤由来細胞

およびマクロファージ系細胞の発現とその病的意義に関す

る研究

　歯原性病変ならびに唾液腺病変における神経堤由来細胞に

関する系統的研究は武田が内外に先がけてはじめたものであ

り，最近は英文論文や国際学会での発表でも引用されるよう

になってきた．現在は同課題の研究を継続するとともに，こ

れまで構想を練ってきた腫瘍実質や嚢胞上皮とマクロファー

ジ系細胞の発現とその病的意義に関する研究にも取り組み始

めた．

４．病理組織診断に関する総合的研究

　学内ならびに学外からの検体の病理組織診断は診療科とし

ての当分野の主要業務である．加えて，既診断例の診断要点，

診断難易度，頻度，非定型臨床動態，などについて臨床各科

と検討を加えている．また，現在まで実態が不明であった個

人歯科診療施設での腫瘍性病変の発見状況について，悪性腫

瘍を主体とした実態調査の企画をしている．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ｃ）症例報告

１）Yamaya,G.,	Miyamoto,	I.,	Abe,R.,	Saito,D.,	Takeda,Y.,	

Yamada,H.:	Nonsebaceous	lymphadenoma	of	the	

sublingual	gland:	a	case	report	and	literature	review.	

J	Oral	Maxillofac	Surg	Med	Pathol　29:559-562,	2017

（10 月）

２）Mikami,T.,	Ohashi,Y.,	Bologna-Molina,R.,	Mosqeda-

Taylor,A.,	Fujiwara,N.,	Tsunoda,N.,	Yamada,H,	

Takeda,Y.:	Primordial	dontogenic	tumor:	A	case	

report	with	histopathological	analysis.	Pathol	Int	

67(12):638-643,	2017（11 月）

３）Kumagai,A.,	Mikami,T.,	Takeda,Y.,	Sugiyama,Y.:	

Multiple	distant	organ	metastases	from	squamous	

cell	carcinoma	of	the	lower	gingiva	that	followed	a	

rapid	course:	an	autopsy	case	report.	Oral	Sci.	Int.	

15:68-72,	2018（2 月）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）飯島　伸 ,	石橋　修 ,	原　康文 ,	世良耕一郎 ,	武田

泰典 ,	杉山芳樹：口腔扁平苔癬罹患粘膜組織に含ま
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れる微量元素の PIXE 分析 .	岩医大歯誌 .	42(1):33-43,	

2017（6 月）

ｃ）症例報告

１）東海林理，泉澤　充 ,	佐藤　仁 ,	星野正行 ,	高橋徳

明 ,	六本木基 ,	松本直子 ,	山田浩之 ,	武田泰典 ,	小豆嶋

正典：顎下部に発生した顆粒細胞腫の 1 例 .	岩医大歯

誌	42(3):120-126,	2018（2 月）

②　著書

１）武田泰典：疾病の成り立ち及び回復過程の促進：病

因と病態 ,	第 5 版	ポイントチェック歯科衛生士 ,	106-

126 頁 ,	医歯薬出版 ,	2018（1 月）

２）武田泰典 ,	三上俊成：歯原性腫瘍 ,	口腔病理アトラ

ス	第 3 版 ,	205-233 頁 ,	2018 文光堂（2 月）

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）三上俊成 ,	武田泰典：アップデートシンポジウム「ポ

ストゲノム時代の歯原性腫瘍研究～病態解析，発症機

序解明，遺伝子診断法開発」,	歯原性腫瘍の臨床的動

態と分子病理学的知見の矛盾 .	第 59 回歯科基礎医学

会学術大会 .	2017.9.16（松本）

ｂ）一般講演

１）高田　隆 ,	仙波伊知郎 ,	前田初彦 ,	武田泰典 ,	熊本

裕行 ,	久山佳代 ,	豊澤　悟 ,	長塚　仁 ,	宮内睦美 ,	小川

郁子：アジアにおける歯原性腫瘍の実態に関する大

規模共同調査研究 .	第 106 回日本病理学会学術集会 .	

2017.4.28（東京）

２）六本木基 ,	高橋徳明 ,	泉澤　充 ,	星野正行 ,	佐藤　仁 ,	

東海林理 ,	小豆嶋正典 ,	宮本郁也 ,	山田浩之 ,	武田泰

典：歯原性腫瘍との鑑別が必要であった内反性乳頭腫 .	

第 58 回日本歯科放射線学会学術大会 .	2017.6.2（鹿児

島）

３）三上俊成 ,	Bologna-Molina,R.,	武田泰典 :	Primordial	

Odontogenic	Tumor の遺伝子および臨床病理学的検

討 .	第 28 回日本臨床口腔病理学会学術大会 .	2017.8.24

（川越）

４）八木正篤 ,	横田光正 ,	樋野雅文 ,	齋藤大嗣 ,	山田浩之 ,	

武田泰典：下顎の機能および形態の温存を考慮して治

療したエナメル上皮腫の 1 例 .	第 62 回日本口腔外科

学会学術大会 .	2017.10.21（京都）

５）角田直子 ,	大橋　祐 ,	小野寺慧 ,	武田泰典 ,	山田浩之：

多臓器に遠隔転移した頰粘膜扁平上皮癌の 1 例．第

36 回日本口腔腫瘍学会学術集会 .	2018.1.25（新潟）

６）高橋美香子 ,	阿部亮輔 ,	古城慎太郎 ,	山谷元気 ,	飯

島　伸 ,	宮本郁也 ,	武田泰典 ,	山田浩之：口腔内の多

発性腫瘤からアミロイド―シスと診断された 2 例 .	第

84 回岩手医科大学歯学会例会 .	2018.2.	（盛岡）

─	263	─



教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 ０名 ０名 ０名 １名 ６名

研究員 研究生 研修生
11 名 1 名 86 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 1 名 0 名 1 名

口腔保健育成顎講座歯科矯正学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　藤　和　朗

	 特任講師	 間　山　寿　代

	 助　教	 飯　塚　康　之	 水　川　卓　磨

	 	 山　田　裕　之	 菊　池　宗　法

	 	 桑　島　幸　紀	 山　田　順　子

２．研究員等

３．大学院生

４．運営委員

	 教　授	 佐　藤　和　朗

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．永久歯の先天性欠如ならびに歯の再生に関する研究

　歯の先天性欠如は，隣在歯の傾斜，対合歯の挺出，上下歯

列の正中線の偏位などを引き起こし，歯科治療上で問題とな

ることが多い．当分野では平成 5 年に，永久歯の先天性欠如

に関する実態調査，および顎骨との大きさとの関連性に関す

る研究を発表して以来，先天性欠如と下顎骨骨塩量との関連

性，残存歯の歯冠や歯根に認められた形成遅延に関する研究

を発表し，実態調査を継続してきた．平成 16 年には 5 歯以

上の多数歯の先天性欠如の増加傾向があること，平成 22 年

には出生年代別による先天性欠如の増加傾向を認め，これを

発表した．矯正歯科では学童期に，下顎第三大臼歯の歯胚摘

出を行っており，その歯胚を用いて平成 18 年より解剖学講

座発生生物・再生医学分野との協力体制のもと歯の再生に関

する基礎的研究を行っている．歯胚は 8 歳～ 11 歳に摘出さ

れることが多く，石灰化完成前の歯胚を対象としている．こ

の時期の幼弱歯髄と歯小嚢には未分化な細胞集団か多く存在

している可能性があり，増殖能に優れ多分化能を持つヒト歯

髄幹細胞は再生医療を考える上で重要である（本学倫理委員

会の承認済み）．平成 23 年までの研究において，ヒトエナメ

ル上皮細胞に適した無血清培養方法を決定し，間葉細胞の培

養と上皮細胞のコロニー形成を確認した．さらにこれまで上

皮系細胞を増殖させる成長因子を使用した研究を進め，ヒト

エナメル上皮細胞を分離培養することに成功した．これらの

細胞は上皮幹細胞マーカーの一つである p63 などが発現し

ていたことから，ヒト下顎第三大臼歯歯胚はヒト歯原性上皮

幹細胞の供給源として有効であることか分かった．培養した

上皮細胞と間葉細胞を再結合して	SCID	マウスに移植した

結果，それらの上皮が蕾状期歯胚様に成長することを認め，

移植期間を長くしたところ，さらに成長していたことから，

ヒトエナメル上皮細胞による歯の再生療法が期待できること

が示唆された．本研究の一部は平成 20 ～ 22 年度日本学術振

興会科学研究費補助金基盤研究（C）ならびに岩手医科大学

オープンリサーチプロジェクト補助金により研究が遂行さ

れ，研究結果は国内学会や国際学会において発表を行った．

平成 23 年には 1998 年から 2010 年に当科を受診した患者を

対象にした永久歯の先天性欠如の実態についてこれまで学会

発表してきたものを論文にまとめた．さらに全国的に症例数

の少ない非症候性の 6 歯以上の先天性欠如（oligodontia）患

者 24 名についてその発現頻度，欠如歯数，欠如の対称性，

欠如の発現様式などについて詳細に調査した．これらの一部

は平成 20 年，25 年にヨーロッパ矯正歯科学会，平成 24 年

に日本矯正歯科学会にて発表した．

　非症候性の oligodontia	は症例数が少ないため，その実態

に関して単独で調査されることが少なく，十分な情報がな

かった．平成 27 年 3 月に長期に渡る非症候性の oligodontia	

の実態について調査した内容をまとめ，日本矯正歯科学会雑

誌に論文を発表し，その実態を明らかにした．

　平成 26 年より永久歯の先天欠如家系を対象とし，新規遺

伝子変異の同定を含め，原因変異の特定を目的とした研究を

開始した．矯正歯科に来院した患者から提供された血液から

DNA を抽出し，NGS(Next-Generation	Sequencing) による

エクソーム解析及び，既に報告のある PAX9 及び MSX1 の

コード領域についてサンガーシーケンサーによる直接配列決

定を行った．平成 27 年には直接配列決定により同一家系に

由来する 3 人で PAX9 コード領域に新規のミスセンス変異

(P20L) が発見され，この変異は家系内で発症者特異的であっ

た．NGS 解析については，有力な候補変異の同定には至ら

なかったが変異の探索を次年度に継続とした．平成 28 年度

は前年度に同定した新規のミスセンス変異（P20L）につい

てレポーターアッセイ及びゲルシフトアッセイを用いて，

変異が PAX9 タンパク質の活性に与える影響について生化

学的な解析を行った．その結果，レポーターアッセイでは

P20L 変異を持つ PAX9 の転写促進活性は野生型と比較して
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有意に低下が認められ，ゲルシフトアッセイでは P20L 変異

を持つ PAX9 のシスエレメント結合能は野性型と比較して

減弱していた．また，P20L 変異がタンパク質の機能及び構

造に与える影響を推測したところ，Polyphen2 による解析で

高いスコアを示し，3 次元構造予測でも構造の不安定化が示

唆された．以上の結果から P20L 変異は対象家系において歯

の欠損の原因変異であることが考えられ，平成 28 年 10 月に

は研究結果について内容をまとめ，PLOS	ONE に論文を発

表した．NGS解析については，現在調査内容をまとめている．

２．VECTRA®H1 による顎変形症患者の顎矯正手術前後の

軟組織評価

　顎変形症に対する外科的矯正治療は，咬合，咀嚼，発音な

どの機能の改善のみならず，顔貌の審美性の改善も重要な治

療目標であり，今日まで顎矯正手術に伴う顔貌の変化の分析・

評価についての報告は数多く存在する．過去には頭部エック

ス線規格写真や顔面規格写真を用いて評価したものが多く，

2 次元的な計測に止まっていたが，近年では CBCT や接触型・

非接触型 3 次元形状計測装置などによる 3 次元的な計測も行

われている．

　その中でも被曝などの侵襲がなく簡便な軟組織の評価法

として 3D 画像撮影解析装置（VECTRA®：キャンフィール

ド）が注目されており，頭頸部の軟組織の評価においても用

いられ始めている．一昨年度より当分野でもハンディタイプ

の VECTRA®H1 が導入され，顎変形症患者，口唇口蓋裂患

児を中心に撮影を行っている．

　第 28 回日本顎変形症学会学術大会では，顔面非対称を

有する顎変形症患者の顎矯正手術前後の顔貌軟組織形態の

変化について報告した．顔面非対称患者で下顎枝矢状分割

術を施行した患者の手術直前，術後 6 か月以上経過時の

VECTRA®H1 で撮影した 3D 画像の重ね合わせを行い，軟

組織の変化量をカラーマッピングで表した．3 次元的にカ

ラーマッピングで可視化することで，より明確に術前後の顔

貌軟組織の変化を解析することが出来た．顔面非対称患者に

おける下顎枝矢状分割術の場合，下顎の移動量に左右差があ

り，それによって決まる顎骨の回転移動の程度によって大き

く術後の顔貌の変化が決定してくることが分かった．詳細は

今後検討する必要があるが，この分析が外科的矯正治療の評

価や患者説明の一助に成り得ると考えた．

　今後は引き続き，顎矯正手術前後の顔貌変化を分析すると

ともに口唇口蓋裂患児についても VECTRA®H1 による撮影

と分析を行っていこうと考えている．口唇口蓋裂患児の口唇

や鼻の形態の改善には鼻腔レティナやテーピング，PNAM

などの治療が大きく関与するため，形成外科医や口腔外科医

による外科的な治療だけではなく，矯正歯科医による，これ

らの治療の評価が必要である．また顎変形症患者，口唇口蓋

裂患児以外の一般的な矯正治療の患者についても新たな研究

の方向性を検討中である．

３．難症例の治療に関する臨床的研究 

　顎顔面に見られる先天異常のうちで，口唇口蓋裂は日本人

に比較的頻度の高い疾患である . 我々はこれまで，口唇形成

術前の新生児に対して，授乳改善と顎発育の促進を可能とす

る改良型口蓋床を開発して臨床応用してきた . 平成 15 年度

から，片側性唇顎口蓋裂患者の顔貌の審美性に影響が大きい

非対称な外鼻の変形に対し，従来の方法に改良を加えた術前

顎矯正を開始し，口唇形成術後の外鼻は良好な対称性が得ら

れた .

　さらに，その変化を数量的に評価した独自の評価方法を

開発した . この論文は，日本口蓋裂学会の平成 18 年度優秀

論文賞を受賞した . また平成 17 年度から，両側性唇裂乳児

の鼻柱・中間唇の伸展を非観血的に行う preoperative_naso-

alveolar_molding	(PNAM)に取り組み，良好な成果を得た.	平

成21年には，変形外鼻の解析を進め，固有鼻腔内の変した .こ

の発表は第 33 回日本口蓋裂学会総会・学術集会で優秀ポス

ター賞を受賞した . 平成 22 年より，従来からの形成外科と

の連携で，初回口唇形成時における顎裂部の粘膜骨膜縫合を

施行する歯肉骨膜形成術（GPP）症例を増加させた . これに

より，将来の顎裂部骨移植（ABG）を減少させる方針で現

在も治療を進めている . 平成 23 年には，当科で PNAM 治療

を行った両側性唇顎裂症例において改良前と改良後の，口唇

外鼻形成術後の形態的比較を行った . その結果，改良型にお

いては鼻柱と中間唇の伸展が著しく，鼻唇角，中間唇の伸び，

外鼻孔の扁平率ともに改善されたことが分かった . 平成 24

年には，唇顎口蓋裂患者に特徴的な外鼻変形，および固有鼻

腔の変形，非対称の病態と原因を探るべく，鼻中隔彎曲，鼻

腔抵抗値，顎顔面形態の関連性の数量的解析を開始し，東北

矯正歯科学会において発表，論文を投稿した . 唇顎口蓋裂患

者は，最終的な上下顎関係の改善に顎整形手術を併用するに

至る重症症例の比率が高い . そこで平成 25 年に，こうした

重症例を早期に判別するため，混合歯列期の基準模型や，セ

ファロ分析を用いたインデックスによる評価の有効性につい

て，経年的な比較を行う研究を開始し，平成 26 年の日本口

蓋裂学会総会・学術集会において，Kix	 index を用いた両側

性唇顎口蓋裂児における経年的顎発育評価を発表した . 当科

では乳児，新生児の症例が年々増加し，斜顔裂，超低体重児，
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多発奇形など，重度の授乳障害症例も増加し，胃食道逆流症，

誤嚥性肺炎を回避して，全身状態を良好に保持しながら安全

に治療を進めるため，本学小児科との連携を充実させてい

る . また平成 26 年には，第 24 回日本顎変形症学会にて，多

発奇形症候群である Antler-Bixler	syndrome	症例に対して

Regid	External	Distraction	system を用いて上顎骨の仮骨延

長を行った矯正治療について報告した . 平成 27 年の第 39 回

日本口蓋裂学会総会・学術集会において口唇口蓋裂児の出生

前診断と告知の現状を発表した．平成 28 年の第 40 回日本口

蓋裂学会総会・学術集会において，岩手医科大学附属病院歯

科医療センター矯正歯科における乳幼児の口唇口蓋裂患者へ

の対応を発表した．平成 29 年の第 41 回日本口蓋裂学会総

会・学術集会において Mohler 法による口唇裂形成術後の鼻

柱基部形態評価，岩手医科大学附属病院歯科医療センター矯

正歯科における乳児の口唇口蓋裂患者の術前顎矯正治療につ

いて，術前顎矯正による歯槽形態の変化と歯肉骨膜形成術の

検討を，第 33 回東北矯正歯科学会大会では岩手医科大学附

属病院歯科医療センター矯正歯科における口唇口蓋裂新来患

者の実態調査を発表した．

４．閉塞型睡眠時無呼吸症候群に対する歯科的治療に関する

研究

　睡眠時の気道閉塞か原因とされる閉塞性睡眠時無呼吸症候

群(OSA)は成人の約3%か罹患しているといわれている.OSA

の治療法として，歯科では下顎を前方に誘導し，舌根沈下を

防き，上気道の開大を促す下顎前方誘導型の口腔内装置 (OA)

を適用している . 当分野は睡眠医療学科との連携の下，平成

14 年 12 月から「いびき・歯ぎしり外来」を設立し，治療と

臨床研究を継続している . 平成 19 年度までに，OSA 患者で

は下顎後退の顎顔面形態を有する患者か多いこと，下顎前方

誘導型の OA を適用した場合，装置適用前の上気道の狭窄か

強い程，治療効果として気道の開大の効果は得られるか OA

適用後は形態的，機能的検査を行い，治療効果の確認か必要

であることを明らかにした . この間，成長発育期において，

顎骨の成長発育か上気道形態にどのように影響するかを検討

し，下顎後退症例では矯正治療期間中も，上気道形態の変化

に注意する必要がある事がわかった . 平成 18 年度からは新

しいタイプの OA を導入し，新型 OA は OSA の治療に有効

であることか明らかとなった . さらに OSA 患者の全身疾患

との関連についても検討を行っている . 平成 21 年度は，顎

変形症患者の手術前後の上気道の断面積，容積の変化とそれ

に伴う無呼吸低呼吸指数 (AHI) の変化について検討した . 下

顎骨の位置変化で，特に後方移動した場合には，上気道の断

面積，容積は減少し，AHI も僅かに増加することか明らか

になった . 平成 23 年度は成長発育期の小児に対し，簡易型

睡眠時呼吸検査機器を用いて顎顔面形態と上気道の前後径お

よび AHI との関係について調査を進めてきた . 平成 24 年度

は，東日本大震災からの復興事業として，厚生労働省東北発

革新的医療機器創出・開発促進事業において通信機能を備

えた充電式持続気道陽圧治療 (CPAP) 装置および治療圧低減

のための OA の開発を睡眠医療科と連携して進めてきた . ま

た，従来 OSA 患者，顎変形症患者の顎顔面形態および上気

道形態について検討を継続した . 顎変形症患者の上気道形態

の経時的変化については第 72 回日本矯正歯科学会大会にお

いて報告した . また外科学講座，睡眠医療学科など医科との

連携体制のもと高度肥満症患者に対する腹腔鏡下胃スリーブ

状切除術前後の顎顔面形態および継時的な上気道形態の変

化についてコーンビーム CT を用いて三	次元的にも検討を

行っている.それに加えて，新しい電動式下顎タイトレーショ

ン装置の開発および小型化に着手している . 平成 26 年度も

引き続き，睡眠医療学科，外科学講座と連携し高度肥満を伴

う OSA 患者に対する外科的肥満手術 ( 胃部分切除 ) の治療

効果の検討を AHI の変化や顎顔面形態，上気道形態の変化

から検討している . 充電式 CPAP 装置の開発および治療圧低

減のための OA の開発についても，下顎前方誘導型 OA と

中心咬合位型 OA の 2 種類を用いて臨床的検討を行ってい

る .OSA 患者における OA の治療効果については，治療効果

に影響を及ぼす因子の検討を行い日本睡眠学会第 39 回定期

学術集会において報告した . 顎変形症患者の上気道形態の変

化については，骨格性下顎前突症	患者と骨格性上顎前突症

患者の手術前後の上気道形態の変化の検討を継続し第 24 回

日本顎変形症学会総会・学術集会および第 73 回日本矯正歯

科学会大会にて報告した . 平成 27 年度も引き続き睡眠医療

学科，外科学講座と連携し高度肥満を伴う OSA 患者に対す

る外科的肥満手術 ( 胃部分切除 ) の治療効果の検討，充電式

CPAP 装置の開発および治療圧低減のための OA の開発に

ついて継続している .OSA 患者における OA の治療効果につ

いては，OSA における OA の効果に影響する因子について

日本睡眠学会第 40 回定期学術集会にて報告した．顎変形症

患者の上気道形態の変化については，骨格性下顎前突症患者

と骨格性上顎前突症患者の手術前後の上気道の形態変化に加

え睡眠呼吸機能，顎機能，舌圧などについても検討を開始し ,

骨格性上顎前突症患者における上下顎移動術前後の上気道形

態と睡眠呼吸機能の変化について第 25 回日本顎変形症学会

総会・学術大会および第 74 回日本矯正歯科学会大会にて報
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告した . また高度肥満を伴う OSA 患者に対する外科的肥満

手術 ( 胃部分切除 ) の治療効果は，手術前後の咽頭断面積変

化について日本睡眠学会第 42 回定期学術集会にて報告した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Manabu	 Inoue,	 Junko	Yamada,	Emiko	Aomatsu-

Kikuchi,	 Kazuro	 Satoh,	Hisatomo	Kondo,	Akira	

Ishisaki,	 and	Naoyuki	Chosa：SCRG1	 suppresses	

LPS-induced	CCL22	production	 through	ERK1/2	

activation	 in	mouse	macrophage	Raw264.7	 cells：	

Molecular	Medicine	Reports	15(6):4069-4076,	2017

２）Akiko	Murakami,	Shinji	Yasuhira,	Hisayo	Mayama,	

Hiroyuki	Miura,	Chihaya	Maesawa,	Kazuro	Satoh：

Characterization	of	PAX9	variant	P20L	identified	in	

a	Japanese	family	with	tooth	agenesis：PLOS	ONE：

PLOS	ONE	12(10)	:	e0186260

①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）桑島幸紀：連携診療と研究　口唇口蓋裂と睡眠時無

呼吸症：東北矯正歯科学会雑誌 25 巻 (1)43-48

ｃ）症例報告

１）山田順子，佐藤和朗：歯科矯正用アンカースクリュー

を用いて上顎大臼歯の遠心移動と圧下を行なった開咬

を伴う骨格性上顎前突症例：東北矯正歯科学会雑誌　

25 巻	1 号：27-34，2017

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）桑島幸紀：「各大学での臨床と重点研究の紹介」　連

携診療と研究 - 口唇口蓋裂と睡眠時無呼吸症：第 33

回東北矯正歯科学会大会．5 月．秋田

ｂ）一般講演

１）飯塚康之：歯科矯正治療を通して歯の移動の限界と

パノラマ X 線写真の早期撮影の有用性について考え

る：岩手医科大学歯学部同窓会	第 55 回学術研修会ラ

ンチョンセミナー．5 月．盛岡

ｃ）その他

１）山田順子，佐藤和朗：歯科矯正用アンカースクリュー

を固定源に用いた開咬を伴う骨格性上顎前突症例の治

療：第 33 回東北矯正歯科学会大会．5 月．秋田

２）遠藤泰介，桑島幸紀，山田裕之，水川卓磨，飯塚康

之，佐藤和朗 :	歯科矯正用アンカースクリューの定着

に関する検討：第 33 回東北矯正歯科学会大会．5 月．

秋田

３）小笠原　悠，菊池恵美子，桑島幸紀，金野吉晃，本

多孝之，三浦廣行，佐藤和朗 :	岩手医科大学附属病院

歯科医療センター矯正歯科における口唇口蓋裂新来患

者の実態調査 :	第 33 回東北矯正歯科学会大会

４）菊池恵美子，桑島幸紀，小笠原　悠，金野吉晃，本

多孝之，佐藤和朗 :	岩手医科大学附属病院歯科医療セ

ンター矯正歯科における乳児の口唇口蓋裂患者の術前

顎矯正治療について :	第 41 回日本口蓋裂学会総会学

術集会．5 月．東京

５）本多孝之，桑島幸紀，金野吉晃，佐藤和朗，木村裕明 :	

Mohler 法による口唇裂形成術後の鼻柱基部形態評価 :	

第 41 回日本口蓋裂学会総会学術集会．5 月．東京

６）桑島幸紀，遠藤泰佑，菊池恵美子，金野吉晃，本多

孝之，佐藤和朗 :	術前顎矯正による歯槽形態の変化と

歯肉骨膜形成術の検討 :	第 41 回日本口蓋裂学会総会

学術集会．5 月．東京

７）木村仁迪，桑島幸紀，山田裕之，三浦廣行，佐藤和

朗 :	外科的矯正治療前後における咽頭形態と舌骨の変

化 :	第 27 回日本顎変形症学会総会・学術大会．6 月．

東京

８）菊池	宗法，木澤哲也，山田裕之，桑島幸紀，木村	仁迪，

西島嗣生，櫻井　滋，三浦廣行，佐藤和朗：腹腔鏡下

スリーブ状胃切除術を施行した OSA 合併患者におけ

る手術前後の咽頭断面積変化	に関する検討：第 42 回

日本睡眠学会 6 月．横浜

９）菊池宗法，木澤哲也，山田裕之，桑島幸紀，木村仁迪，

細川敬輔，馬場誠朗，西島嗣生，佐々木　章，櫻井　滋，

三浦廣行，佐藤和朗：腹腔鏡下スリーブ状胃切除術を

施行した OSA 合併症患者における手術前後の咽頭断

面積変化に関する検討：第 42 回日本睡眠学会．6 月．

横浜

10）西島嗣生，木澤哲也，細川敬輔，馬場誠朗，菊池宗

法，桑島幸紀，木村仁迪，山田裕之，佐藤和朗，佐々

木　章，櫻井　滋：高度肥満に合併した閉塞性睡眠時

無呼吸症候群に対する腹腔鏡下スリーブ状胃切除術の

有用性：第 35 回日本肥満症治療学会学術集会．6 月．

盛岡

11）櫻井　滋，木澤哲也，西島嗣生，細川敬輔，菊池宗
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法，桑島幸紀，木村仁迪，山田裕之，佐藤和朗，馬場

誠朗，佐々木　章：Metabolic	Surgery 病的肥満症患

者に対する肥満治療手術後早期における睡眠時無呼吸

症候群の改善効果とその機序に関する検討：第 35 回

日本肥満症治療学会学術集会．6 月．盛岡

12）飯塚康之，畠山　慧，古川真司，三浦廣行，佐藤和

朗：下顎第三大臼歯歯胚洞の洞孔の第一大臼歯に対す

る相対的位置について：第 76 回日本矯正歯科学会大

会．10 月．札幌

13）山田裕之，桑島幸紀，木村仁迪，三浦廣行，佐藤和

朗 :	下顎骨移動術前後の下顎前歯部歯槽骨の変化 :	第

76 回日本矯正歯科学会大会．10 月．札幌

14）松本識野，横田聖司，帖佐直幸，菊池恵美子，木村

仁迪，石崎明，佐藤和朗：変形性顎関節症に伴う下顎

頭の骨吸収の	細胞内シグナル伝達機構を明らかにす

る研究：第 76 回日本矯正歯科学会大会．10 月．札幌

15）古川真司，山田裕之，畠山　慧，桑島幸紀，木村仁

迪，高橋徳明，泉澤　充，三浦廣行，佐藤和朗：術前

矯正治療前後の下顎前歯部歯槽骨の吸収について：第

83 回岩手医科大学歯学会定例会．12 月．盛岡

16）畠山　慧，桑島幸紀，菊池恵美子，本多孝之，三浦廣行，

佐藤和朗：口唇口蓋裂患者の歯槽形態と歯肉骨膜形成

術施行との関連：第 83 回岩手医科大学歯学会定例会．

12 月．盛岡

17）松本識野，横田聖司，帖佐直幸，菊池恵美子，木

村仁迪，佐藤和朗，石崎明：Elucidation	of	molecular	

mechanisms	 underlying	 synoviocytes-promoted		

bone	resorption	in	temporomandibular	joint：生命科

学系学会合同年次大会	( 第 40 回日本分子生物学会年

会，第 90 回日本生化学会大会 )．12 月．神戸
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 1 名 0 名 1 名 1 名 3 名

研究員 研究生 研修生
8 名 0 名 1 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

口腔保健育成学講座小児歯科学・
障害者歯科学分野講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 准教授	 久　慈　昭　慶

	 講　師	 丸　谷　由里子

	 特任講師	 熊　谷　美　保

	 助　教	 菊　池　和　子	 藤　井　　　雅

	 	 齊　藤　桂　子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
小児歯科学

１．還流型歯面処理システムによる再石灰化療法の研究

成果：小児に齲蝕の痛みや治療の苦痛の体験をさせないよう

にするには，未然に防ぐことが肝要であり，小児歯科臨床で

はフッ化物の塗布による予防が広く行われている．その効率

化，確実化を図るために当教室では還流型のフッ化物塗布装

置を開発中である．この装置を用いれば唾液による希釈の影

響なく，確実にそして効率的にフッ化物塗布が可能となり，

さらに温度を上げることでさらなる効率化が期待できる．現

在フッ化物溶液の温度を上げることによる，歯質表面におけ

るフッ化物生成状態など，より効果的な齲蝕予防法について

検討を進めている．

２．齲蝕病原性細菌，歯周病原性細菌の小児期における特徴

と母子伝播

成果：これまで小児プラークのミュータンス連鎖球菌，歯周

病原性細菌の小児期における感染状況を把握し，母子間の垂

直感染状況の差異を研究してきている．現在は，ヒト口腔内

プラーク中の細菌叢について解析し，ミュータンスレンサ球

菌以外の齲蝕関連性のある細菌について検討を行っている．

障害者歯科 

１．特別支援学校教員に対する給食指導と実態調査

成果：岩手県の特別支援学校の教員を対象とした摂食嚥下研

修会を開催している．新任教員に対する基礎編とすべての教

員を対象としたアドバンスコースを子ども達の給食がはじま

る前に行っている．研修会後に行っているアンケート結果よ

り，教職員の摂食指導の意欲が高まっていることが示唆され

る．現在は１校だけの介入である．今後は県内全域にわたる

実態調査と介入を行いたいと考えている．

２．iPS 細胞由来神経堤細胞を用いた頭蓋顔面骨再生の研究

成果：マウス iPS 細胞から効率的な神経堤細胞 (iPS-NCLC)

から分化させた間葉系幹細胞（iPS-MSC）が顎骨再生におけ

る有用な細胞ソースになるのではないかと考え検証を行っ

た．結果として血清含有培地で培養した iPS-NCLC は MSC

マーカーを発現する細胞へと分化した．iPS-	MSC は，骨芽

細胞，脂肪細胞，軟骨芽細胞への分化誘導培地で培養するこ

とで，それぞれの細胞へと分化した．マウス頭蓋骨欠損部に

おいて，iPS-	MSC を移植した群は非細胞移植群と比較して

より多くの新生骨の形成を認めた．また，新生骨組織周囲の

iPS-	MSC は骨芽細胞マーカーを発現していた．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Kazuko	Kikuchi,	Tomoyuki	Masuda,	Naoki	

Fujiwara,	Akiyoshi	Kuji,Hiroyuki	Miura,	Han-Sung	Jung,	

Hidemitsu	Harada	and	Keishi	Otsu：Craniofacial	

Bone	Regeneration	using	iPS	Cell-Derived	Neural	

Crest	Like	Cells．Journal	of	Hard	Tissue	Biology.	

27(1)	:	1-10	(2018)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）丸谷由里子，及川利佳子，齊藤桂子，田中光郎，本

学小児歯科外来における初診患者の実態調査，小児歯

科学雑誌 55：37-43（2017）

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）齊藤桂子，藤井雅，丸谷由里子，田中光郎 : 多数の

歯肉膿瘍が生じた軟骨無形成症の 1 例 . 第 55 回日本

小児歯科学会大会．2017 年 5 月　福岡

２）久慈昭慶，菊池和子，熊谷美保，守口霞，磯部可奈
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子，大谷　亜紀子，大久保明，佐藤健一：ガーゼと止

血鉗子による隔壁を用いた口腔内異物落下および飛散

物防止策．第 45 回日本歯科麻酔学会総会・学術集会	

（松本市），2017 年 10 月

３）小澤恵，中村緑，天沼由美子，菊池和子，島崎伸子：

歯肉出血のある重症心身障害者に対しての液体歯磨き

の効果．第 28 回重症心身障害療育学会学術集会（横

浜市），2017 年 10 月

４）磯部可奈子，菊池和子，熊谷美保，大谷亜紀子，大

久保明，守口霞，久慈昭慶　，佐藤健一：多量の胃内

容物残留のため日帰り麻酔が中止となった１症例．第

34 回日本障害者歯科学会総会および学術大会（福岡

市），2017 年 10 月

５）鍋島　謙一，栃内　貴子，佐藤　裕，佐藤　健一，

佐藤　雅仁，久慈　昭慶：異常絞扼反射を有する患者

の歯科治療の一例．第 34 回日本障害者歯科学会総会

および学術大会（福岡市），2017 年 10 月

６）大谷　亜紀子，大久保　明，磯部　可奈子，守口　霞，

栃内　貴子，熊谷　美保，菊池　和子，久慈　昭慶：

習癖との関連が疑われる抜歯窩治癒不全を生じた 13

トリソミー症例．第 34 回日本障害者歯科学会総会お

よび学術大会（福岡市），2017 年 10 月

７）熊谷　美保，菊池　和子，大久保　明，大谷　亜紀

子，磯部　可奈子，守口　霞，栃内　貴子，佐藤　健

一，久慈　昭慶：気道に面した血管腫が懸念された

Sturge-Weber 症候群の歯科治療経験．第 34 回日本

障害者歯科学会総会および学術大会（福岡市），2017

年 10 月

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）障がいのある子どもが安全においしく食べるために	

初級コース：平成 2 ９年度　第 1 回	自立活動研修会　

講演　　熊谷　美保（岩手県岩手県立盛岡となん支援

学校），2017 年 4 月

２）障がいのある子どもが安全においしく食べるために	

中級コース：平成 2 ９年度　第 1 回	自立活動研修会　

講演　　熊谷　美保（岩手県岩手県立盛岡となん支援

学校），2017 年 4 月

３）守口　霞，大久保　明，大谷　亜紀子，磯部　可奈子，

熊谷　美保，菊池　和子，久慈　昭慶：日帰り全身麻

酔下歯科治療のための支援者との連携について．第８

回東北障害者歯科臨床研究会（郡山市），2017 年 7 月

４）こどもの口腔機能の発達を知る：平成 29 年度　第

１回	地域保健医療推進歯科衛生士研修会　講演　熊

谷　美保（岩手県　アイーナ），2017 年 8 月

５）齊藤桂子，氏家隼人，蒔苗剛，藤井雅，氏家隼人，

丸谷由里子：歯科大学附属病院小児歯科における過剰

歯の実態調査 . 第 35 回日本小児歯科学会北日本地方

大会 2017 年 10 月　山形

６）氏家隼人，田中光郎：フッ化物の塗布時間による歯

質からのフッ素リリース量の比較．第 35 回日本小児

歯科学会北日本地方大会 2017 年 10 月　山形

７）障がい者児・者の歯科診療における工夫と留意

点：平成 29 年度歯科保健医療従事者等研修会　講演　　

熊谷　美保

（岩手県一関保健センター），2017 年 12 月

８）障害者歯科のネットワークと歯科管理：平成 29 年

度岩手県障がい児（者）歯科医療推進事業における地

域研修会　

講演　　久慈　昭慶（久慈市）2018 年 3 月
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
1 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

口腔医学講座関連医学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 千　葉　俊　美

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．High-resolution manometry(HRM) による嚥下困難症例

の咽頭・食道運動機能の研究　

成果：嚥下困難を主訴に受診し，上部消化管内視鏡検査で器

質的疾患を除外後に HRM を施行しコントロール群と比較検

討した．その結果，咽頭運動機能 UES	residual	pressure が

嚥下困難群で高値の傾向を認め，pharyngeal	pressure は嚥

下困難群で低値の傾向を認めた．また，食道運動機能として

の distal	contractile	 integral	 (DCI) は嚥下困難群で低値の傾

向していた．嚥下困難症例では咽頭内圧と食道収縮波の低下

がみられた．HRM を用いた嚥下・食道運動機能評価は嚥下

困難の病態解明に寄与する可能性がある．

２．機能性消化管障害および炎症性腸疾患における脳腸相関

の研究

成果：過敏性腸症候群（IBS）および機能性ディスペプシア

（FD）を対象として脳の活動および形態などを 3T-MRI で検

討する．その結果，機能性消化管障害と対照群で中脳水道周

囲灰白質 (PAG)，尾状核 (CN)，被殻 (PUT)，淡蒼球 (GP)	視

床(TH)，黒質(SN)，赤核(RN)の平均MK,	FA,	MD値を計測し，

各群間の差異を比較検討したが有意差は認められなかった．

今後，SF-8 や GSRS における QOL の評価と脳の賦活化部位

の違いなどを検討することで本疾患の病態解明に役立つと考

えられる．

３．腸炎患者におけるパレプラス ® 投与時の栄養評価

成果：腸炎患者を対象として，水溶性ビタミンが含まれる

PPN輸液パレプラス ® またはビタミンB1を含むパレセーフ ®

輸液を用いた栄養療法を行い，血液中の水溶性ビタミン濃度

と栄養状態を評価した．その結果，輸液投与開始前と比較し

て投与後でビタミン B1 の変化量はパレプラス ® 群およびパ

レセーフ ® 群でいずれも上昇し同様の推移を示し，ビタミ

ン B2，ビタミン B6，ビタミン B12，ビタミン C，葉酸，パ

ントテン酸の変化量はパレプラス ® 群のみで上昇していた．

パレプラス ® 投与により水溶性ビタミンの補充効果が認め

られ，これらビタミンの上昇は栄養代謝系に好都合な影響を

与えていると考えられることから，経口摂取不十分な場合で

PPN 療法を要する症例には水溶性ビタミンの補充が推奨さ

れる．

４．岩手医科大学歯科医療センター初診外来の実態把握

成果：本学歯学部初診外来は，紹介状を持参せずに新患外来

を受診する患者，他院からの紹介状を持参し新患外来を受診

する患者，本学医学部診療科からの外来および入院患者の診

療を担当している．受診患者の背景などを明らかにすること

は，今後の初診外来の位置付けを確認するとともに，学生実

習外来に対する適切な患者を選択する任務のより明確化を示

すことが出来ると考える．さらに，歯科医師の内科疾患を含

めた患者の合併疾患に対する取り組みに役立てることが可能

となる．さらに，歯科医師が周術期，担癌患者などに対する

役割認識をより明確化することにつながるり発展することが

可能である．

５．口腔癌患者の手術療法，化学療法，放射線療法における

栄養状態の検討

成果：口腔癌患者の手術後は手術侵襲により摂食困難な状態

になる．また，機能温存を目指した化学療法や放射線療法で

口内炎は必発し経口摂取困難となる．そのため，栄養状態の

増悪や免疫機能の低下などから合併症の発生につながること

もありうる．そこで，手術療法，化学療法，放射線療法施行

後の栄養状態の把握を目的に体組成分析を施行しその傾向を

検討する．体組成分析を施行することで入院患者の栄養評価

を行うことは，治療後の体重減少の際の栄養投与量を調節す

るなどの対応を早期に行う事が可能となる．また，化学療法

などの副作用での下痢や嘔吐および食欲不振による栄養療法

の重要性を確認することが可能である．さらに，適切な水分・

電解質補給の指標にもなり得ると考えられる．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Chiba	T,	Endo	M,	Miura	S,	Hayashi	Y,	Asakura	

Y,	Oyama	K,	Chida	S,	Suzuki	K,	Matsumoto	T.	
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Neutrophil	CD64	expression	in	Crohn’s	Disease	

following	anti-TNF- α	therapy.	J.	Cytokine.	Biol.	2:3	

DOI:	10.4172/2576-3881.1000119	(2017).

２）＊Tominaga	K,	＊Sakata	Y,	＊Kusunoki	H,	＊Odaka	

T,	＊Sakurai	K,	＊Kawamura	O,	＊Nagahara	A,	
＊Takeuchi	T,	＊Fujikawa	Y,	＊Oshima	T,	＊Kato	

M,	＊Furuta	T,	＊Murakami	K,	Chiba	T,	＊Miwa	

H,	＊Kinoshita	Y,	K.	＊Higuchi	K,	＊Kusano	M,	
＊ Iwakiri	R,	＊Fujimoto	K,	＊Tack	JF,	＊Arakawa	

T.	Rikkunshito	simultaneously	improves	dyspepsia	

correlated	with	anxiety	in	patients	with	functional	

dyspepsia:	A	randomized	clinical	trial	(the	DREAM	

study).	Neurogastroenterol.	Motil.	e13319.	DOI:	

10.1111/nmo.13319	(2018).

ｃ）症例報告

１）Suzuki	K,	＊Kumagai	I,	Yoshida	Y,	Miyasaka	

A,	Takikawa	Y,	＊Kamiya	R,	＊Kondo	K,	＊Kato	

A,	Chiba	T,	＊Okamoto	H.	Asymptomatic	acute	

hepatitis	E	in	a	female	patient	with	ulcerative	colitis.	

Clin.	J.	Gastroenterol.	10:255-260.	doi:	10.1007/s12328-

017-0730-7	(2017).

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）千葉俊美，＊春日井聡，＊藤原隆雄．＊安孫子幸人，＊牛

尾晶，松本主之．腸炎患者における水溶性ビタミン配

合末梢静脈栄養輸液製剤（パレプラス ® 輸液）の臨床

栄養評価．診療と新薬 .	55:185-192	(2018).

ｂ）総説

１）千葉俊美．特集「薬剤性消化管傷害の現状と対

応」	NSAIDs による消化管傷害．日本医事新報 .	

4858(6):28-34	(2017).

２）千葉俊美．特集Ⅰ／慢性便秘アップデート　慢性

便秘症の現状と生活指導．消化器・肝臓内科 2(2):125-

132	(2017).

３）千葉俊美．特集「消化管治療薬　外来での使いどこ

ろ」《下部消化管領域》過敏性腸症候群治療薬．内科 .	

121(2):257-262	(2018).

４）千葉俊美．特集「機能性消化管障害の Up	to	date」3.	

過敏性腸症候群　1)	病態 .　成人病と生活習慣病 .	48	

(2):211-216	(2018).

②　著書

１） 千 葉 俊 美， 鈴 木 一 幸： 下 剤， 浣 腸 薬．Pocket	

Drugs	2017（小松靖宏：編）．東京，医学書院．268-

274	(2017).

２）千葉俊美．疫学．慢性便秘診療ガイドライン 2017（日

本消化器病学会関連研究会	慢性便秘の診断・治療研

究会：編）．東京，南江堂．10-17	(2017).

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

ｂ）一般講演

１）＊Sakata	Y,	＊Tominaga	K,	Chiba	T,	et	al.	A	

randomized	placebo-controlled,	double-blind	clinical	

trial	of	the	Japanese	herbal	medicine	rikkunshito	

for	patients	with	functional	dyspepsia:	The	DREAM	

Study.	DDW	2017.	May,	2017.	Chicago,	USA.

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）千葉俊美．慢性便秘症診療の最前線「軽視しないで

慢性便秘症～病態と診断への理解を深める～」第 103

回日本消化器病学会総会．2017 年 4 月 21 日．東京．

２）千葉俊美．大学初診外来から内科医として考えるこ

と．第 147 回日本歯科保存学会総会．2017 年 10 月 26

日．盛岡．

３）中居賢司，＊田口千晴，＊久保聖子，＊石井典子，＊崎

尾智穂，＊佐藤泰子，＊中島みどり，＊長峯文男，＊伊

藤寛泰，千葉俊美．成分献血時のクエン酸反応および

血管迷走神経反射の高分解能心電計による評価と対

応．第41回日本血液事業学会総会．	2017年11月1日．

福岡．

４）千葉俊美，松本主之，鈴木一幸．クローン病患者に

おける CDAI と血中アミノ酸の関連．第 48 回日本消

化吸収学会総会．シンポジウム「炎症性腸疾患の最近

の進歩～栄養代謝や腸内細菌叢との関連から 2017 年

11 月 24 日．盛岡．

ｂ）一般講演

１）＊富永和作 ,	＊坂田資尚 ,	＊楠裕明 ,	＊尾高健夫 ,	＊櫻

井宏一 ,	＊河村修 ,	＊永原章仁 ,	＊竹内利寿 ,	＊大島忠之 ,	
＊加藤元嗣 ,	＊古田隆久 ,	＊村上和成 ,	千葉俊美 ,	＊木下

芳一 ,	＊三輪洋人 ,	＊樋口和秀 ,	＊草野元康 ,	＊岩切龍一 ,	
＊Tack	Jan	F,	＊藤本一真 ,	＊荒川哲男．漢方薬の臨床

における新知見	六君子湯は，消化管症状と中枢症状

とを改善する　H.pylori 陰性 FD 患者に対する多施設

共同研究	(the	DREAM	study)．第 16 回日本臨床中医

薬学会学術大会．2017 年 9 月 23 日．川越．
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２）＊中村秀一 ,	中居賢司 ,	＊酒多桃子 ,	＊長岡芳男 ,	＊吉

田こず恵 ,	＊勝又宇一郎 ,	千葉俊美．血小板輸血によ

る細菌感染症と献血者への安全対策の重要性．第 41

回日本血液事業学会総会．2017 年 10 月 31 日．福岡．

３）中居賢司 ,	＊田口千晴 ,	＊久保聖子 ,	＊佐藤泰子 ,	＊中

島みどり ,	千葉俊美 ,	伊藤学．献血時に遷延する血圧

低下と ST-T 変化を有する例での病態と高分解能心電

計の意義．第 41 回日本血液事業学会総会．2017 年 10

月 31 日．福岡．

５）千葉俊美，松本主之，鈴木一幸．クローン病に対す

る TNF- α抗体薬による栄養評価．第 48 回日本消化

吸収学会総会．2017 年	11 月 25 日．盛岡．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）千葉俊美．内科疾患と麻酔の関連．第 32 回東日本

歯科麻酔学会大会．2017 年 8 月 19 日．盛岡．

ｂ）一般講演

１）玉田泰嗣 ,	千葉俊美 ,	城茂治 ,	近藤尚知．急性期病

院における訪問摂食嚥下リハビリテーションの取り組

み．岩手医科大学歯学会82回例会．	2017年 6月 2日．

盛岡．

２）千葉俊美．機能性ディスペプシアにおけるアコファ

イドの効果．第 22 回岩手消化器治療内視鏡研究会．

2017 年 11 月 11 日．盛岡．

３）金将 ,	齋藤大嗣 ,	阿部亮輔 ,	油井諒子 ,	高橋一彰 ,	宮

本郁也 ,	千葉俊美 ,	山田浩之．歯性感染症を契機に慢

性骨髄性白血病と診断された 1 例．岩手医科大学歯学

会第 83	回例会．2017 年 12 月 2 日 .	盛岡．

ｃ）その他

１）千葉俊美．慢性便秘に対する最近の話題．平成 29

年度圭陵会埼玉支部総会．2017 年 5 月 27 日．浦和．

２）千葉俊美．慢性便秘に対する最近の話題．平成 29

年度圭陵会三八支部総会．2017 年 7 月 8 日．八戸．

３）千葉俊美．NSAIDs による上部消化管傷害．消化器

疾患を考える会．2017 年 6 月 21 日．盛岡．

４）千葉俊美．生活習慣病と大腸癌．岩手日報社健康講

座．2017 年 10 月 25 日

５）千葉俊美．機能性消化管疾患における漢方薬の位置

づけ．鷹巣医談会・北秋田市学術講演会．2017 年 11

月 10 日．北秋田．

６）千葉俊美．機能性消化管疾患と漢方薬．盛岡市医師

会内科医会．2017 年 12 月 15 日．盛岡．

７）千葉俊美．機能性消化管障害．一関市医師会．2018

年 1 月 30 日．一関

８）千葉俊美．機能性消化管障害．第 599 回八戸胃腸研

究会．2018 年 3 月 27 日．八戸．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 		0 名 1 名 		0 名 1	名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

口腔医学講座歯科医学教育学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 三　浦　廣　行

	 准教授	 工　藤　義　之

	 講　師	 浅　野　明　子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　当分野では教育学に関する研究と研究者個々の専門領域に	

関する研究を行っている .

１．岩手医科大学歯学部における各学年成績と国家試験合否

に関する実態調査

　本学学生ならびに卒業生を評価する試験として CBT	や

国	家試験が挙げられる . 今回の研究の目的は，1-6 学年成績，

CBT	成績，国家試験合否の関連を調査することである . そ

れぞれの相関を調べるために	Spearman	順相関係数ならび

に多重ロジスティック回帰分析を行った . 国家試験合否に対

する CBT	得点率のカットオフ値を	ROC	解析から算出した .	

その結果，全ての調査項目間で優位な相関 (p<0.01) が認め

られた . 多重ロジスティック解析から国家試験合否に優位な

影響を与えているのは	CBT	得点率，6 年成績，5 年成績で，	

特に CBT	得点率はオッズ比	8.229	と非常に強い影響を与え

ていることが明らかとなった . 国家試験合格に対する	CBT	

のカットオフ値は	72.5%( 感度	0.721，特異度	0.797，尤度比	

1.006，曲線下面積	0.81) であった .	今回の結果から，CBT	は

非常に重要な試験で，72.5%	を	合格基準にするべきである

ことが示唆された .

２．陥入歯の保存治療に関する研究

　Type	Ⅱ，Ⅲ	陥入歯に生じた急性根尖性歯周炎の非外科

的歯内療法について症例を重ねて来た．陥入歯の陥入部分か

らの感染が原因で根尖性歯周炎生が生じた場合，形態が複雑

であるために外科的歯内療法が適応されることが多い．我々

は非外科的治療法により歯ならびに歯髄保存の可能性につい

て研究を行なっている．

　2017.11 月第 10 回総合歯科学会で，Type	III 陥入歯の治療

では，CBCT 検査にて正確に陥入歯の形態を把握し，根尖

性歯周炎の原因を	把握し，陥入部の感染根管治療のみを行

うことで非外科的かつ歯髄の保存に成功した症例について第

１０回日本総合歯科学会（新潟市）で報告し，一般ポスター

演題部門最優秀賞を受賞した．

３．多職種連携教育に関する研究

　本学では医学部，歯学部，薬学部の 6 年生が全員参加して

平成 29 年にワークショップを行った．あらかじめ呈示され

た模擬症例について，各学部学生はそれぞれの職種に基づい

て診断・治療方針・診療時に留意すべき事項について事前に

学修した．ワークショップでは医歯あるいは医薬混在のグ

ループ構成で模擬症例について多角的に検討したのちに，グ

ループ毎にプレゼンテーションを行なった．各学部教員から

なるファシリテーターがグループ作業を見守った．ファシリ

テーターはグループワークにおける態度と発表資料を対象と

してルーブリック評価を行った．事前・事後のアンケートに

は，RIPLs や Kiss18 の内容を含めてあり，行動変容の有無

を検討した．その結果，今回の症例基盤型ワークショップは

多職種連携教育についてすべての学部の学生に対して効果が

認められた．また，全学部，全項目で行動変容が観察された

が，RIPLs の独善的行為に関しては，医学部学生で行動変容

に負の変化が検出された．これは RIPLs の日本語訳された

設問が，日本の医学生向けでなかったことが原因であると思

われた．卒後の多職種連携協働に向けて，卒前に複数学部学

生が症例を基盤とした共同学修は効果的と思われる．二次的

効果として，医学部，歯学部，薬学部教員間の交流が図られ

たことから，今後は平成 29 年度に新設された看護学部学生

と教員を交えて，４学部合同症例基盤型ワークショップを継

続する予定である．

４．永久歯の先天性欠如ならびに歯の再生に関する研究

　平成 26 年より永久歯の先天欠如家系を対象とし，新規遺

伝子変異の同定を含め，原因変異の特定を目的とした研究を

開始した．矯正歯科に来院した患者から提供された血液から

DNA を抽出し，NGS(Next-Generation	Sequencing) による

エクソーム解析及び，既に報告のある PAX9 及び MSX1 の

コード領域についてサンガーシーケンサーによる直接配列決

定を行った．平成 27 年には直接配列決定により同一家系に

由来する 3 人で PAX9 コード領域に新規のミスセンス変異

(P20L) が発見され，この変異は家系内で発症者特異的であっ

た．NGS 解析については，有力な候補変異の同定には至ら
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なかったが変異の探索を次年度に継続とした．平成 28 年度

は前年度に同定した新規のミスセンス変異（P20L）につい

てレポーターアッセイ及びゲルシフトアッセイを用いて，

変異が PAX9 タンパク質の活性に与える影響について生化

学的な解析を行った．その結果，レポーターアッセイでは

P20L 変異を持つ PAX9 の転写促進活性は野生型と比較して

有意に低下が認められ，ゲルシフトアッセイでは P20L 変異

を持つ PAX9 のシスエレメント結合能は野性型と比較して

減弱していた．また，P20L 変異がタンパク質の機能及び構

造に与える影響を推測したところ，Polyphen2 による解析で

高いスコアを示し，3 次元構造予測でも構造の不安定化が示

唆された．以上の結果から P20L 変異は対象家系において歯

の欠損の原因変異であることが考えられ，平成 28 年 10 月に

は研究結果について内容をまとめ，PLOS	ONE に論文を発

表した．NGS解析については，現在調査内容をまとめている．

５．心臓植え込み型電子機器装着患者の歯科治療の安全性の

検証 

　電気的根管長測定器，超音波機器根管治療が禁忌とされる	

ICD	あるいは	PM	装着患者において，十分な問診，歯科治	

療時の適切な循環動態の把握より，安全な治療遂行の可能性	

が示唆された . また，循環動態の把握にドリーム	ECG	が有	

効であることが示唆された .

６．二酸化チタン光触媒併用漂白材と高濃度過酸化水素漂白

材における生活歯漂白の効果と色調後戻りに関する研究

　オフィスブリーチは来院当日に歯の色調を改善する方法と

して臨床で頻繁に行われているが，高濃度過酸化水素の使用

による術後の不快症状発現，漂白効果や色調の後戻りの予測

の困難性が問題となっている．近年では，二酸化チタン光触

媒併用の低濃度過酸化水素漂白材が開発され，術後の不快症

状が少なく，良好な臨床成績を収めているが，両者の漂白効

果，色調後戻りの違いを比較した報告は少ない．本研究では，

二酸化チタン光触媒併用の低濃度過酸化水素漂白材と高濃度

過酸化水素漂白材で，漂白効果ならびに色調の後戻りについ

て違いがあるかを明らかにするため，漂白後 1 年間の色調変

化を測定し，検討を行った．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Akiko	Murakami,	Shinji	Yasuhira,	Hisayo	Mayama,	

Hiroyuki	Miura,	Chihaya	Maesawa,	Kazuro	Satoh：

Characterization	of	PAX9	variant	P20L	identified	in	

a	Japanese	family	with	tooth	agenesis：PLOS	ONE：

PLOS	ONE	12(10)	:	e0186260

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）志賀華絵，浅野明子，斉藤裕美子，櫻井秀人，長谷

部智之，菅徹也，伊藤雅之，八木亮輔，野田守 :	二酸

化チタン光触媒併用漂白剤と高濃度過酸化水素水漂白

剤における生活歯漂白の効果と色調後戻りに関する研

究 :	岩医大歯誌第 42 巻第 2 号 ,	61-70,	2017

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）小笠原　悠，菊池恵美子，桑島幸紀，金野吉晃，本

多孝之，三浦廣行，佐藤和朗 :	岩手医科大学附属病院

歯科医療センター矯正歯科における口唇口蓋裂新来患

者の実態調査 :	第 33 回東北矯正歯科学会大会

２）木村仁迪，桑島幸紀，山田裕之，三浦廣行，佐藤和

朗 :	外科的矯正治療前後における咽頭形態と舌骨の変

化 :	第 27 回日本顎変形症学会総会・学術大会．6 月．

東京

３）菊池	宗法，木澤哲也，山田裕之，桑島幸紀，木村	仁迪，

西島嗣生，櫻井　滋，三浦廣行，佐藤和朗：腹腔鏡下

スリーブ状胃切除術を施行した OSA 合併患者におけ

る手術前後の咽頭断面積変化	に関する検討：第 42 回

日本睡眠学会 6 月．横浜

４）伊藤	誠之 ,	岡田	伸男 ,	志賀	華絵 ,	菅	徹也 ,	八木	亮

輔 ,	工藤	義之 ,	野田	守：長期保管後のユニバーサル

タイプ接着システムのセラミック接着強さ：第 146 回

日本歯科保存学会	2017.	6 月．青森市

５）菊池宗法，木澤哲也，山田裕之，桑島幸紀，木村仁迪，

細川敬輔，馬場誠朗，西島嗣生，佐々木　章，櫻井　滋，

三浦廣行，佐藤和朗：腹腔鏡下スリーブ状胃切除術を

施行した OSA 合併症患者における手術前後の咽頭断

面積変化に関する検討：第 42 回日本睡眠学会．6 月．

横浜

６）田邊憲昌，小山田勇太郎，小熊ひろみ，福徳暁宏，

塚谷顕介，浅野明子，金村清孝，森修二，近藤尚知：カー

リング競技中における咀嚼筋活動の分析：第 28 回ス

ポーツ歯科医学会総会・学術大会　2017.6. 月　札幌

市

７）高橋	颯 ,	小原	ななみ ,	栗原	里帆 ,	前川	崇嗣 ,	小林	

琢也 ,	須和部	京介 ,	熊谷	章子 ,	佐藤	健一 ,	岸	光男 ,	
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藤村	朗 ,	近藤	尚知 ,	城	茂治 ,	三浦	廣行：3 大学連携

による IT を活用した超高齢社会に対応した歯科医師

教育プログラムの経験：第 36 回日本歯科医学教育学

会総会 2017.	7 月 .	松本市

８）城	茂治 ,	近藤	尚知 ,	佐藤	健一 ,	小林	琢也 ,	藤村	朗 ,	

岸	光男 ,	熊谷	章子 ,	須和部	京介 ,	村井	治 ,	工藤	義之 ,	

佐藤	和朗 ,	三浦	廣行：文部科学省大学間連携共同教

育推進事業で作成した IT 教材の地域医療体験実習へ

の応用：第 36 回日本歯科医学教育学会総会 2017.	7 月 .	

松本市　

９）松本	和浩 ,	森田	浩光 ,	宮地	斉 ,	安田	順一 ,	小笠原	

正 ,	川口	浩司 ,	鈴木	敏行 ,	水谷	太尊 ,	足立	雅利 ,	笹

井	啓史 ,	米原	啓之 ,	代田	達夫 ,	高野	正行 ,	鈴木	正二 ,	

板橋	仁 ,	八重柏	隆 ,	永易	裕樹 ,	三浦	廣行：私立歯科

大学 17 校における感染対策教育についての現状調査：

第 36 回日本歯科医学教育学会総会 2017.	7 月 .	松本市

10）飯塚康之，畠山　慧，古川真司，三浦廣行，佐藤和

朗：下顎第三大臼歯歯胚洞の洞孔の第一大臼歯に対す

る相対的位置について：第 76 回日本矯正歯科学会大

会．10 月．札幌

11）山田裕之，桑島幸紀，木村仁迪，三浦廣行，佐藤和

朗 :	下顎骨移動術前後の下顎前歯部歯槽骨の変化 :	第
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12）工藤義之 ,	野田	守	: 歯髄反応陽性上顎側切歯 Type	
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療法 : 第 10 回日本総合歯科学会 .	2017.11 月　新潟市	

13）根本章，清水峻介，青木貴晃，横田聖司，帖佐直幸，

客本齊子，加茂政晴，櫻井秀人，志賀華絵，岡田伸男，

浅野明子，野田守，石崎明：歯科材料からの溶出成分

がヒト間葉系細胞の骨芽細胞文化に与える影響．第

54 回日本口腔組織培養学会学術大会 2017.	11 月　盛

岡市　

14）古川真司，山田裕之，畠山　慧，桑島幸紀，木村仁

迪，高橋徳明，泉澤　充，三浦廣行，佐藤和朗：術前

矯正治療前後の下顎前歯部歯槽骨の吸収について：第

83 回岩手医科大学歯学会定例会．12 月．盛岡

15）畠山　慧，桑島幸紀，菊池恵美子，本多孝之，三浦廣行 ,	

佐藤和朗：口唇口蓋裂患者の歯槽形態と歯肉骨膜形成

術施行との関連：第 83 回岩手医科大学歯学会定例会．

12 月

16）野田	守 ,	岡田	伸男 ,	浅野	明子 ,	千田	弥栄子 ,	伊藤	

誠之 ,	菅	徹也 ,	八木	亮輔 ,	櫻井	秀人 ,	長谷部	智之 ,	

工藤	義之 ,	中居	賢司：大動脈弁狭窄症患者の口腔内

歯周病菌の分布状況：日本有病者歯科学会 2017.12 月
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 2 名 0 名 0 名 0 名 3 名

研究員 研究生 研修生
2 名 0 名 1 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

口腔医学講座予防歯科学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 岸　　　光　男

	 准教授	 阿　部　晶　子	 稲　葉　大　輔

	 助　教	 南　　　健太郎	 佐　藤　俊　郎

	 	 大　石　泰　子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．東日本大震災被災地における歯科疫学研究

成果：被災住民の歯科健康調査を 2011 年の震災後から継続

して行い，以下の分析を行った．

１）2011 年～ 2016 年の口腔粘膜疾患に関するコホート調

査結果から，白板症，扁平苔癬の年齢調整した発病率（／

人年）を算出し，被災地住民では既報にある平時と比較

して 2-3 倍高い発病率であることを明らかにした．

２）これまで歯周疾患の疫学指標として用いてきた CIP

が WHO により改訂されたことによる調査結果への影響

を明らかにするため，新旧基準による結果を比較検討した．

２．高齢者の口腔カンジダ菌の分布に関する研究

成果：60	歳以上の地域高齢者の口腔カンジダ菌の分布を，

Candida	albicans	とNon-albicans	の別に検討し，両者の分布・

要因の差違を明らかにした．その後の追跡調査により，口腔

カンジダ菌は保菌量の多い 80	歳以上の高齢者で，クロムア

ガーカンジダ培地上で安定して検出された．断面調査の場合，

定性結果の安定性について考慮しなければならないことを示

した．

３．周術期の癌，造血幹細胞移植患者に対する口腔ケアに関

する研究

成果：がん化学療法の際に発症する口腔合併症の中の重度口

腔粘膜炎に対して , 予防的介入を行うと共に，発症，重症化

予測因子として口腔カンジダ菌や全身状態との関連を検討中

である．

４．食品による口腔カンジダ菌の制御

成果：岩手生物工学研究センターとの共同研究としてナマコ

を用いた加工食品により，高齢者の口腔カンジダ菌を制御す

るプロジェクトを進行させている．	

５．光学的診断装置に関する研究

成果：光誘導蛍光定量法（QLF）の特性評価を継続し，初

期齲蝕および酸蝕病巣の定量に加え，口腔細菌に由来する赤

色蛍光の検出に有用であることを明らかにした．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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2017.	
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祖父江憲治発行，平成 29 年 12 月
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１）阿部晶子，千葉舞美，熊谷佑子，赤松順子，岸　光

男：造血幹細胞移植後に再発し再移植を行った患者の

口腔管理の 1 例．岩手医科大学歯学会雑誌	42(3):109-

119,	2018.

ｄ）その他

１）岸　光男：被災地大槌町の歯科健康調査でしてきた

こと，してこなかったこと，これからすべきこと．−

岩手医科大学歯学会・岩手県歯科医師会共催シンポジ

ウム「東日本大震災から 5 年を振り返って～我々がし

てきたこと，してこなかったこと，これからすべきこ

と」．岩手医科大学歯学雑誌，42	suppl.:	26-33.	2017.

②　著書

１）岸　光男：年齢によって変化する口腔微生物叢，

北本勝ひこ，他編；食と微生物の事典，朝倉書店．324-

325(2017)

２）岸　光男：4 章Ⅳ　口腔粘膜疾患，泉福英信	編；
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ｂ）一般講演

１）南　健太郎，稲葉大輔，岸　光男：フッ化物配合口

腔保湿剤によるエナメル質再石灰化効果の基礎的研

究．第 67 回日本口腔衛生学会・総会．2017 年 6 月 1，

2 日．山形．

２）岸　光男，八重柏　隆，野村太郎，岡田伸男，野田　守：

岩手医科大学附属病院歯科医療センターにおける感染

対策標準化．第58回日本歯科医療管理学会・学術大会．

2017 年 7 月 15，16 日．北九州．

３）金子由美子，相澤文恵，岸　光男，鈴木奈津子，小

豆島正典：行動科学理論に基づく歯科保健指導のため

のカリキュラム　第 3 報　共感的理解のためのロール

プレイング演習の導入．日本歯科衛生学会第 12 回学

術大会．2017 年 9 月 17，18 日．品川．

４）熊谷佑子，赤松順子，阿部晶子，岸　光男：食道癌

患者の化学療法実施前の口腔内状況．日本歯科衛生学

会第 12 回学術大会．2017 年 9 月 17，18 日．品川．

５）青木玲子，秋元直歩，八木　彩，寶　彩子，熊谷佑子，

赤松順子，岸　光男：診療記録からみた定期口腔ケア

受診の中断に関する要因．日本歯科衛生学会第 12 回

学術大会．2017 年 9 月 17，18 日．品川．

６）野宮孝之，佐藤俊郎，杉山芳樹，三浦廣行，山田浩之，

岸　光男：東日本大震災津波被災地における口腔粘膜

病変の発生状況と臨地調査の制度についての検討．岩

手医科大学歯学会第84回例会．2018年2月22日．盛岡．

７）佐藤俊郎，須田美樹，阿部晶子，南　健太郎，相

澤文恵，坂田清美，岸　光男：地域高齢者の口腔

Candida 菌分布の経年的変化と菌量との関連．第 66

回日本口腔衛生学会総会・学術大会．2017 年 6 月 1，

2 日．山形．

ｃ）その他

１）阿部晶子：大学病院で行う周術期口腔機能管理	岩

手医科大学血液腫瘍内科病棟における造血幹細胞移植

チームの取り組み .第66回日本口腔衛生学会・総会 .シ

ンポジウムⅠ .	2017 年 6 月 1，2 日．山形．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）大石泰子，佐藤俊郎，野宮孝之，相澤文恵，岸	光男 :

口腔癌の認知度に関するアンケート調査 .	第 21 回日

本歯科医療管理学会東北支部総会・学術大会 .2017 年

11 月 26 日．宮城

２）佐藤俊郎，阿部晶子，南　健太郎，大石泰子，難波

眞記，岸　光男：CPI 個人コードにおける歯肉出血の

記録漏れについて．第 7 回東北口腔衛生学会総会・学

術大会．2017 年 12 月 9 日．青森．
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薬 学 部



教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 1 名

構造生物薬学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 野　中　孝　昌

	 助　教	 阪　本　泰　光

	 助　教	 毛　塚　雄一郎

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．Fusobacterium nucleatum 由 来 硫 化 水 素 産 生 酵 素

Fn1055 の構造および生化学的解析

　口腔内で産生された硫化水素は，歯周病患者の口臭の原因

の一つであり，その毒性から歯周病の進行にも関与すること

が示唆されている．高硫化水素産生口腔細菌Fusobacterium	

nucleatum は，高い硫化水素産生能を持ち，少なくとも 4

種類の硫化水素産生酵素を有することが分かっている．F.	

nucleatum に特有の硫化水素産生酵素（Fn1055）は，ピリ

ドキサール 5’- リン酸（PLP）を補因子として持ち，L- シ

ステインのβ - 置換反応によって硫化水素と L- セリンを生

成する．この置換反応では，基質である L- システインの SH

基が脱離して生じるα - アミノアクリル酸中間体に対し，水

分子が付加する過程が必要となるが，水分子の求核性の程度

を考慮すれば，この付加反応は通常起こりにくいと考えら

れる．Fn1055 に特有の反応を詳細に解明するために，昨年

度までに，Fn1055 の反応中間体を含む結晶構造解析，野生

型および変異酵素の反応速度論解析を実施した．その結果，

Asp232 が水の付加反応において塩基の役割を果たすこと，

さらに，この付加反応が律速段階であることが明らかとなっ

た．また，Asp232 を含む活性部位のアミノ酸残基に変異を

導入することで起こる副反応についても解析した．これらの

結果に基づいて，Fn1055 の詳細な反応機構を提唱し，2018

年 1 月に Biochemical	Journal で発表した．

２．Porphyromonas gingivalis の酪酸産生に関与する酵素の

構造機能解析

　代表的な歯周病原細菌であるPorphyromonas	gingivalis	

は多量の短鎖脂肪酸を培養上清中に放出する．短鎖脂肪酸

の一種である酪酸は，歯周組織への為害作用があり，歯

周病に起因する口臭の原因物質のひとつとしても知られ

ている．この細菌の酪酸合成経路に関与するPgn0723 は，

Succinyl-CoA から，NAD(P)H の消費とともに Succinate	

semialdehyde を生成する Succinyl-CoA	reductase であるこ

とを昨年度に報告した．pgn0723 遺伝子の欠損株は野生株に

比べ，顕著に生育速度が低下することから，この細菌に対す

る抗菌薬の標的となり得る．昨年度の Pgn0723 酵素単独の

構造決定に加え，Pgn0723/CoA 複合体の結晶構造を決定した．

基質非存在下においては，推定の基質結合部位を，Leu408 を

含むループが占めていた．しかしながら，CoA 複合体におい

ては，このループが分子表面まで伸展したことで，基質結合

部位には基質を収容する空間があることが確認された．

３．グラム陰性糖非発酵性病原菌由来アミノペプチダーゼ群

の X 線結晶構造解析

　多剤耐性菌や歯周病菌の多くは糖の代わりにペプチドをエ

ネルギー源として利用するグラム陰性糖非発酵性病原菌であ

る．これらの細菌は，外膜と内膜の間にあるペリプラズム

に，ペプチドからジペプチドを産生するジペプチジルアミノ

ペプチダーゼ (DPP) 群を有する．内膜は，アミノ酸単体よ

りもジペプチドを選択的に透過し，DPP 群の阻害により病

原菌の生育・増殖が低下することから，DPP 群は新規抗菌

薬の標的酵素として有望であると考えられている．当研究室

では，DPP 群に属する酵素のうち基質特異性が広く様々な

ペプチドの分解に関与する S46 ファミリーの DAP	BII( 微生

物 DPP7)，DPP11 と組織タンパク質であるコラーゲンに含

まれるプロリンやヒドロキシプロリンに特異的な S9 ファミ

リーの DAP	IV( 微生物 DPP4) に着目して構造生物学的研究

を進めている．今年度は，微生物 DPP4 阻害剤複合体の構造

解析に成功した．この構造と哺乳類 DPP4 複合体の構造比較

から，微生物 DPP4 は基質結合に伴い，誘導適合あるいは

配座選択により特異な二次構造を形成することを明らかにし

た．また，微生物 DPP4 は，哺乳類 DPP4 より哺乳類 DPP8

及び DPP9 との構造上の類似性が高いことが本研究により明

らかとなった．本研究の DPP4 阻害剤複合体構造に関する論

文は，DPP8・DPP9 ファミリーとして最初の報告となった．

これらの研究は，JAXA，長岡技術科学大学，昭和大学，産

業技術総合研究所，神戸学院大学及び大阪大学との共同研究

により実施し，その研究成果の一部は国際宇宙ステーション

「きぼう」における微小重力環境下結晶化実験によるもので
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ある（継続実施中）．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Roppongi	S,	Tateoka	C,	Fujimoto	M,	Iizuka	I,	

Morisawa	S,	＊Nakamura	A,	＊Honma	N,	＊Suzuki	Y,	
＊Shida	Y,	＊Ogasawara	W,	＊Tanaka	N,	Sakamoto	

Y,	Nonaka	T.	Periplasmic	form	of	dipeptidyl	

aminopeptidase	IV	from	Pseudoxanthomonas	

mexicana	WO24:	purification,	kinetic	characterization,	

crystallization	and	X-ray	crystallographic	analysis.	

Acta	Crystallogr.	F	Struct.	Biol.	Commun.	73	(11):	

601-606	(2017)

２）Roppongi	S,	Suzuki	Y,	Tateoka	C,	Fujimoto	M,	

Morisawa	S,	Iizuka	I,	＊Nakamura	A,	＊Honma	N,	
＊Shida	Y,	＊Ogasawara	W,	＊Tanaka	N,	Sakamoto	

Y,	Nonaka	T.	Crystal	structures	of	a	bacterial	

dipeptidyl	peptidase	IV	reveal	a	novel	substrate	

recognition	mechanism	distinct	from	that	of	

mammalian	orthologues.	Sci	Rep.	8	(1):	2714	(2018)

３）Kezuka,	Y.,	＊Ishida,	T.,	＊Yoshida,	Y.,	and	Nonaka,	T.	

Structural	 insights	 into	 the	catalytic	mechanism	of	

cysteine	 (hydroxyl)	 lyase	 from	the	hydrogen-sulfide	

producing	oral	pathogen,	Fusobacterium	nucleatum.	

Biochem.	J. 	475	(4):	733-748	(2018)

ｄ）その他

１）Kezuka,	Y.,	and	Nonaka,	T.	Structure	of	a	cysteine	

(hydroxyl)	 lyase	 from	hydrogen	 sulfide-producing	

oral	 pathogen,	Fusobacterium	nucleatum .	Photon	

Factory	Activity	Rep.	Part	B	35,	97.	(2018)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）六本木沙織　微生物ジペプチジルアミノペプチダー

ゼ IV の構造生物学的研究，岩手医科大学大学院薬学

研究科博士論文，岩医大院薬博第 4 号，(2018)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）＊Nakamura,	A.,	＊ Ito,	Y.,	＊Suzuki,	Y.,	Roppongi,	

S.,	＊Hidaka,	K.,	Sakamoto,	Y.,	＊Tanaka,	N.,	and	
＊Ogasawara,	W.,	:	Non-Fermenting	Gram-Negative	

Bacteria		International	Union	of	Microbiogical	

Societies(IUMS)2017,	July	2017,	Singapore

２）Sakamoto,	Y.,	＊Suzuki,	Y.,	Iizuka,	I.,	Tateoka,	

C.,	Roppongi,	S.,	Fujimoto,	M.,	＊ Ito,	Y.,	＊	Inaka,	

K.,	＊	Tanaka,	H.,	＊Yamada,	M.,	＊	Ohta,	K.,	
＊Gouda,	H.,	Nonaka,	T.	:	S46	Family	bacterial	

dipeptidyl	aminopeptidases	as	novel	antibiotics	

targets		International	Union	of	Microbiological	

Societies(IUMS)2017,	July	2017,	Singapore

３）Roppongi,	S.,	Tateoka,	C.,	Fujimoto,	M.,	Iizuka,	I.,	

Morisawa,	S.,	＊Nakamura,	A.,	＊	Honma,	N.,	＊ Ito,	

Y.,	＊Suzuki,	Y.,	＊	Ogasawara,	W.,	＊Tanaka,	N.,	

Sakamoto,Y.,	Nonaka,	T.	:	Crystal	structures	of	

dipeptidyl	aminopeptidase	IV	from	non-fermenting	

gram	negative	Rods		International	Union	of	

Microbiological	Societies(IUMS)2017,	July	2017,	

Singapore

４）＊Nakamura,	A.,	＊ Ito,	Y.,	Suzuki,	Y.,	Roppongi,	S.,	

Hidaka,	K.,	Sakamoto,	Y.,	Tanaka,	N.,	and	Ogasawara,	

W.:	S46	Peptidase	from	Gram-Negative	Bacteria	6th	

International	GIGAKU	conference	in	Nagaoka,	Oct	

2017,	Nagaoka

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）毛塚雄一郎：Fusobacterium	nucleatum における

硫化水素産生機構の解明とその制御　平成 29 年度歯

科基礎医学会若手研究者コンペティション，2017 年 5

月，文京区，若手研究者助成金獲得

２）阪本泰光：宇宙実験での最近の成果　平成 29 年度

iBIX-JAXA 合同タンパク質研究会 2017 年 8 月，千代

田区

３）阪本泰光：PF での結晶化スクリーニングとプレー

トスクリーニングの現状　第２回 PF ユーザーグルー

プ主催講習会，2017 年 10 月，文京区

ｂ）一般講演

１）＊中村彰宏，＊伊藤康広，＊鈴木義之，六本木沙

織，飯塚一平，阪本泰光，＊田中	信忠，＊小笠原	渉：

Family	S46	ペプチダーゼの新規基質認識残基の同定　

第 17 回	日本蛋白質科学会，2017 年 6 月，仙台

２）毛塚雄一郎，＊石田哲夫，＊吉田康夫，野中孝昌：

硫化水素産生口腔細菌由来 cysteine	 (hydroxyl)	 lyase

の構造および生化学的解析　第 17 回日本蛋白質科学
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会，2017 年 6 月，仙台

３）毛塚雄一郎，＊石田哲夫，＊吉田康夫，野中孝昌：

硫化水素産生口腔細菌由来 cysteine	 (hydroxyl)	 lyase

の構造および生化学的解析　2017 年度酵素補酵素研

究会，2017 年 6 月，仙台

４）毛塚雄一郎，＊石田哲夫，＊吉田康夫，野中孝昌：

Fusobacterium	nucleatum に特有の硫化水素産生酵

素 Fn1055 の立体構造と反応機構　第 59 回歯科基礎

医学会学術大会，2017 年 9 月，塩尻

５）＊Sakurai,	Y.,	 ＊Hidaka,	K.,	 ＊Miyazaki,	A.,	 ＊Hojo,	

K.,	Roppongi,	S.,	Sakamoto,	Y.,	 ＊ Ito,	Y.,	 ＊ Suzuki,	Y.,	
＊ Ogasawara,	W.,	 ＊ Tanaka,	N.	and	 ＊ Tsuda,	Y.:	

Identification	of	dipeptidic	inhibitors	targeting	DPP7	

derived	from	resistant	multidrug	resistant	bacterium	

Stenotrophomonas	maltophilia　第 54 回ペプチド討

論会，2017 年 11 月，大阪

６）六本木沙織，＊鈴木義之，館岡千佳，藤本真友，森

澤さおり，飯塚一平，＊中村彰宏，＊本間宣行，＊伊藤

康広，＊志田洋介，＊小笠原渉，＊田中信忠，阪本泰光，

野中孝昌：微生物 Dipeptidyl	aminopeptidase	IV の結

晶構造解析　2017 年度量子ビームサイエンスフェス

タ，2018 年 3 月，水戸

７）＊中村彰宏，＊本間宣行，六本木沙織，＊鈴木義之，＊志

田洋介，阪本泰光，飯塚一平，＊伊中	浩治，＊田仲広明，
＊木平清人，＊山田貢，＊吉崎泉，＊合田浩明，野中孝

昌，＊ 田中信忠，＊ 小笠原渉：Pseudoxanthomonas	

mexicana	WO24 由来 Dipeptidyl	aminopeptidase	IV

の構造・機能解析　第 12 回	日本ゲノム微生物学会年，

2018 年 3 月，京都

８）＊中村彰宏，＊本間宣行，六本木沙織，＊鈴木義之，＊志

田洋介，阪本泰光，飯塚一平，＊伊中	浩治，＊田仲広明，
＊木平清人，＊山田貢，＊吉崎泉，＊合田浩明，野中孝

昌，＊ 田中信忠，＊ 小笠原渉：Pseudoxanthomonas	

mexicana	WO24 由来 Dipeptidyl	aminopeptidase	IV

の構造・機能解析の解明　　日本農芸化学会 2018 年

度大会，2018 年 3 月，名古屋

９）＊本間宣行，＊中村	彰宏，六本木沙織，＊鈴木義之，＊志

田洋介，阪本泰光，飯塚一平，＊伊中浩治，＊田仲広明，
＊木平清人，＊山田貢，＊吉崎泉，＊合田浩明，野中孝昌，
＊田中信忠，＊小笠原渉：部位特異的変異導入解析に

よる Family	S46 ペプチダーゼの基質認識残基の同定　

日本農芸化学会 2018 年度大会，2018 年 3 月，名古屋

10）六本木沙織，＊鈴木義之，館岡千佳，藤本真友，森

澤さおり，飯塚一平，＊中村彰宏，＊本間宣行，＊伊藤

康広，＊志田洋介，＊小笠原渉，＊田中信忠，阪本泰光，

野中孝昌：微生物ジペプチジルアミノペプチダーゼ

IV の結晶構造解析　日本薬学会第 138 年会，2018 年

3月，金沢．日本薬学会第138年会学生優秀発表賞受賞

11）＊関拓海 ,	＊奥野優香 ,	＊櫻井有紀 ,	＊日高興士 ,	＊宮崎

杏奈 ,	＊北條恵子，六本木沙織 ,	阪本泰光 ,	＊伊藤康広 ,	
＊鈴木義之 ,	＊小笠原渉 ,	＊田中信忠 ,	＊木平清人 ,	＊山

田貢 ,	＊吉崎泉 ,	＊田仲広明 ,	＊伊中浩治 ,	＊津田裕子：

X 線結晶構造に基づく多剤耐性菌由来 DPP-7 阻害剤

の設計と評価　日本薬学会第 138 年会，2018 年 3 月，

金沢．日本薬学会第 138 年会講演ハイライト採択（2

件 /138 件）

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）菊池彩子，野中孝昌，毛塚雄一郎：メチオニンγ -

リアーゼに対する化合物スクリーニングアッセイ系の

構築　第56回日本薬学会東北支部大会，2017年 10月，

青森

２）五十川輝，毛塚雄一郎，野中孝昌：調剤監査を支援

する散剤と水剤の秤取量計算アプリの作成　第 56 回

日本薬学会東北支部大会，2017 年 10 月，青森
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
1 名 0 名 0 名 0 名

有機合成化学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 河　野　富　一

	 准教授	 田　村　　　理

	 助　教	 辻　原　哲　也

	 助　教	 稲　垣　　　祥

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　講座では有機合成化学を基盤として，1.	細胞間及び細胞内

情報伝達物質を標的とする有機低分子の探索，2.	血管新生阻

害ポリケチドの立体異性体を用いた構造活性相関の検討，3.	

カルボン酸とヒドリド試薬を用いた新奇な N- アルキル化法，

4.	ウアバゲニンに見出された新たな生物活性，5.	創薬候補

分子の新しい骨格構築法の確立，6.	機能性ヘリセンの開発研

究，7.	触媒制御による反応経路切り替えを指向した創薬候補

分子構築法の開発，を目的とする研究を推進している．以下

に本年度の研究成果を述べる．

１．細胞間及び細胞内情報伝達物質を標的とする有機低分子

の探索

　Wnt シグナル伝達経路を標的とする新規大腸がん治療薬

の開発（情報薬科学講座との共同研究）については，本年度

も引き続き，有機低分子の構造活性相関を目的として，分子

設計，合成及び生物活性評価を行った．昨年度の活性評価結

果をもとに新規化合物を合成し，その活性評価を行ったとこ

ろ，活性発現に不可欠な部位や配向性に関する重要な情報を

得ることができた．薬学部機能生化学講座との共同研究とし

て昨年度より開始した ATPase 阻害をターゲットした新規

有機低分子の開発では今年度も，その基本骨格の設計と合成

を行った．評価系の再検討を行い，より精度よく活性を評価

できる系の構築に成功した．この新しい評価系を用いて，手持

ちの化合物（クルクミンから分子設計した新しい化合物）の中

に，V-ATPase阻害活性を有する分子を見出すことができた．

２．血管新生阻害ポリケチドの立体異性体を用いた構造活性

相関の検討

　抗がんリードの開発を目的に，すでに見出している真菌由

来の血管新生阻害ポリケチドについて検討を重ねている．本

活性ポリケチドは，分子内に複数の不斉点を有しており物理

的パラメータや分光学的スペクトルのみでは全ての絶対立体

配置を完全に決定することが困難であるため，各種立体異性

体の全合成によって活性天然物の絶対立体配置決定を達成す

るべく研究を進めている．また，合成した立体異性体を用

いた構造活性相関についても検討している．昨年度の成果

で，methyl	(E)-3-pentenoate を出発原料として立体選択的に

化学構造を構築できる合成ルートの確立と共に，全 32 種の

立体異性体中 4 種 A ～ D について合成を達成し，それらの

活性を評価した．しかしながら，この 4 種には天然物とスペ

クトルが一致するものがなかったため，今年度も絶対配置決

定と構造活性相関を目的に引き続き合成を行った．まずは，

同一の方法で合成可能な A ～ D のエナンチオマー A' ～ D'

を合成した．さらに，γ - ラクトン環に結合している 3 位水

酸基と 4 位メチル基がトランス配置となっている立体異性

体 E ～ H の合成に着手した．合成ルート上の工夫によって

は，この部分構造を構築することが困難であったため，対

応する原料を新たに合成して用いることで対応した．すな

わち，3-pentyn-1-ol から 3 ステップで誘導した methyl	 (Z)-3-

pentenoate を出発原料として目的の E ～ H の合成を達成し

た．しかしながら，いずれも天然物とスペクトルは一致しな

かった．一方，活性については，天然物に匹敵するものが見

出された．残る不斉点についての立体異性体を合成し，天然

物と一致する立体配置の組み合わせを探索すると共に，構造

活性相関についてさらなる検討を行っていく予定である．

３．カルボン酸とヒドリド試薬を用いた新奇な N- アルキル化法

　生活上の様々な分野に存在している含窒素化合物を合成す

る新たな方法として，カルボン酸をアルキル源として用い水

素化トリアセトキシホウ素 Na を作用させることで単段階で

窒素上にアルキル基を導入する方法を見出している．近年報

告されているカルボン酸をアルキル源として用いた反応条件

と本方法を詳細に比較することで，①塩基性を示さない窒素

原子は反応しない，②芳香環上のカルボニル基を還元しない，

③マイケル付加反応が優先する，といった特徴が浮き彫りに

なった．本内容をChem.	Pharm.	Bull. 誌に報告した．この

新たな方法の適用範囲や反応性を探るべく，脂肪族アミンへ

の展開，アミノ酸を基質とした分子内環化反応の検討を引き
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続き行っている．

４．ウアバゲニンに見出された新たな生物活性

　これまでの検討において，強心配糖体ウアバインのアグリ

コンであるウアバゲニンが肝 X 受容体 (LXR) のリガンドと

して機能し，腎臓集合尿細管細胞において上皮性ナトリウム

チャネル ENaC の発現を抑制することを明らかにしている．

本年度は，ウアバゲニンと LXR の直接的な結合を科学的に

証明するために，蛍光 LXR リガンドを用いた競合試験をお

こなった．すなわち，LXR のリガンド結合ドメイン (LBD)

を調製し，蛍光 LXR リガンドを加えることで蛍光偏光の上

昇が認められる．ここに，ウアバゲニンをさらに添加する

ことで LXR-LBD へと競合的に結合した結果，蛍光 LXR リ

ガンドが外れ蛍光偏光が低下する．蛍光 LXR リガンドや

LXR-LBD の濃度等の条件を検討し，濃度依存的に競合的な

結合が起こっていることを証明し，ウアバゲニンの LXR へ

の直接的結合を明らかにした．さらに，これまで各々の実験

がヒト由来とマウス由来でバラバラであったため，全結果に

ついてヒト由来とマウス由来でやり直し，実験結果に種差が

ほとんどないことを明らかにした．本内容を Sci.	Rep. 誌に

報告した．また，日本語総説としてまとめなおし「化学と生

物」誌に寄稿した．さらには，薬事日報 2018/2/21 版に記事

として取り上げられた．

５．創薬候補分子の新しい骨格構築法の確立

　有機硫黄化合物を用いた含酸素環状化合物構築法の開発に

取り組んでいる．昨年度から継続している内容も含めて① -

③の項目について研究を推進した．

①　有機硫黄化合物のハロゲン化 / 分子内環化反応を利用

した 4- ハロ -3(2H)- フラノン類の合成研究

　これまでにスルホニウム塩を 1.0 当量の N- ハロスクシ

ンイミドと 1.0 当量の 4- ジメチルアミノピリジンで処理

すると，ハロゲン化 / 分子内環化反応が連続的に進行し，

４位が臭素化，あるいはヨウ素化された 4- ハロ -3(2H)-

フラノン誘導体が高収率で得られることを見出してい

る．今年度は本反応の有用性を示す目的で，合成のスケー

ルアップを図った．その結果，グラムスケールにおいて

も高収率で目的の 4- ハロ -3(2H)- フラノン誘導体が得ら

れることがわかった．昨年度までに得られた結果と合わ

せて，これまでの成果をJ.	Org.	Chem. 誌に報告した．

②　有機硫黄化合物のアシル化 / 分子内環化反応利用した

2- 置換 -4,5- ジヒドロ -4- オキソ -3- フランカルボン酸エ

ステルの合成研究

　昨年度までに，アシル化剤として酸無水物を用いて反応

を行うと，中程度の収率でアシル化 / 分子内環化反応が

進行することがわかっている．一方，酸無水物は湿気に

敏感であり，その合成および精製には厳密な脱水操作が

要求され，反応工程が煩雑になると懸念される．そこで，

より実用的な合成法の開発を目指し，市販品として豊富

に流通しているカルボン酸と求電子的活性化剤より系中

で調製した混合酸無水物の利用を試みた．その結果，塩

基として 3.0 当量の N- メチルイミダゾール	(NMI) 存在

下，N,N- ジメチルホルムアミド	(DMF) 中，0	°C にて

カルボン酸とトリフルオロ酢酸無水物	(TFAA) より調

製した混合酸無水物をアシル化剤として利用すると収率

の向上が見られた．さらに，エステル部分に強力な電子

求引基である 2,2,2- トリフルオロエチル基を有するスル

ホニウム塩を用いて反応を行うと良好な収率で目的のカ

ルボン酸エステルが得られることを見出した．続いて，

本反応における基質適用範囲について詳しく調査を行っ

た．その結果，カルボン酸のα位の立体障害に本反応は

大きく影響を受けることがわかった．短鎖カルボン酸	

[ 酢酸，プロピオン酸，酪酸 ] や，中 – 長鎖カルボン酸	[ カ

プリル酸，ステアリン酸 ]，さらには炭鎖上に多様な官

能基	[ 芳香環，ハロゲン，不飽和結合，シリルエーテル，

Cbz 保護アミン，ケトン，アセタール，エステル ] を有

するカルボン酸など幅広い直鎖カルボン酸が本反応に利

用でき，対応するカルボン酸エステル類を良好な収率で

得ることが出来た．最後に本反応のメカニズムについて

調査した．重 DMF 中，3.0 当量の NMI 存在下，フェニ

ルプロピオン酸と TFAA を反応させ，1H	NMR を測定

した．その結果，混合酸無水物由来のシグナルと混合酸

無水物と NMI が反応した高い求電子活性を示すアシル

アンモニウムカチオン由来のシグナルが観測され，得ら

れたスペクトルデータより両化学種の存在比は 1:10 で

あることが分かった．これら結果より，本反応系におい

て溶媒として用いている DMF が混合酸無水物からアシ

ルアンモニウムカチオンへの変換を促進していることが

明らかになった．以上の研究成果をTetrahedron	Lett.

誌に報告した．

③ 4- アリール -2,4- ジオキソブチルスルホニウム塩の合成

とその反応

　5- アリール -3(2H)- フラノンは様々な生理活性物質に含

まれる重要な分子骨格である．しかしながら，既知法に

は中程度の収率，特定の置換パターンしか合成法が存在

しない，といった幾つかの問題点を抱えており，新たな
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合成法の開発が必要である．そこで，これまで当研究室

で得られたスルホニウム塩の環化反応に関する知見を利

用してこれらヘテロ環化合物の合成を目指した．はじめ

に，基質となる 4- アリール -2,4- ジオキソブチルスルホ

ニウム塩の合成を行った．当研究室で見出されたスルホ

ニウム塩合成法，すなわち銀テトラフルオロホウ酸塩存

在下，対応する臭素化体とジフェニルスルフィドとの反

応を行った．しかし，目的とするスルホニウム塩を得る

ことができなかったため，新たな合成ルートの開発を試

みた．その結果，市販品として豊富に流通している 1-

アリールエタノンより３段階で誘導した 1- アリール -4-

( フェニルスルファニル )-2,4- ブタジオンをトリメチルオ

キソニウムテトラフルオロホウ酸塩で処理すると，円滑

に S- メチル化反応が進行し，収率良く望みのスルホニ

ウム塩が得られることを見出した．さらに，見出された

反応条件を用いることにより，計 20 種類の新規スルホ

ニウム塩の調製に成功した．次年度はスルホニウム塩の

環化反応における最適反応条件を決定し，基質一般性に

ついて検討する予定である．

６．機能性ヘリセンの開発研究

　これまでの検討において，ラセン不斉を形成する分子『ヘ

リセン』のラセン軸近傍 1 位に酸素および硫黄官能基を導入

することに成功している．本年度は，これまでに合成した 1

位硫黄官能基化 [6] ヘリセンおよび [7] チアヘリセンについて

X 線結晶構造解析や円二色性スペクトル，そして紫外可視吸

光スペクトルなどを測定した．これによって 1 位硫黄官能基

化 [6] ヘリセンおよび [7] チアヘリセンの絶対立体配置を決

定し，これらの新規化合物の光学特性も明らかにした．本内

容を Org.	Lett. 誌に報告したところ，Thieme 社が発刊して

いる国際的学術抄録誌Synfacts 誌 9 月号に取り上げられた．

また，本研究内容について共同研究を行っている大阪大学と

共同で国内および海外へ向けてプレスリリースしたところ，

様々な国際科学メディアに取り上げられた．

　次に，合成法を確立した 1 位硫黄官能基化 [6] ヘリセンか

ら 1 位にスルホニル基をもつ新規な [6] ヘリセン誘導体の合

成と機能の評価を行った．光学的に純粋な1-アセチルチオ[6]

ヘリセンからスルフィン酸ナトリウムの求電子的塩素化を経

る合成経路によってスルホニルクロリドを合成し，この化合

物から対応する [6] ヘリセン型スルホン酸やスルホンアミド，

そして立体構造や電子的な性質が異なる 4 種のジスルホンイ

ミドの合成に成功した．ジスルホンイミドは有機分子触媒と

して有望な化合物であり，本化合物はラセン不斉をもつジス

ルホンイミドの初めての例となる．本化合物を触媒的不斉向

山アルドール反応に用いてその不斉触媒活性を調べたとこ

ろ，立体選択性は 4-24%	ee と不十分であるものの化学収率

については 20% から定量的に生成物が得られることを明ら

かにした．また，合成した種々の 1 位スルホニル官能基化 [6]

ヘリセン類の X 線結晶構造解析を行い，その結晶構造を明

らかにした．次年度は，[6] ヘリセン 1 位にスルホキシドを

もつ硫黄官能基化 [6] ヘリセンの機能探索を行う予定である．

７．触媒制御による反応経路切り替えを指向した創薬候補分

子構築法の開発

　触媒による反応制御は，従来の化学量論量の試薬を用いる

反応制御に比べ，反応に化学選択性や立体選択性などの価値

を付与しつつ，廃棄物を大幅に削減可能な未来志向型の合成

手法である．触媒の構造や性質をチューニングすることで触

媒活性・選択性を制御し，同一の反応基質から異なる骨格を

有する創薬候補分子を創り分けることが出来れば，合成化学

的にも興味深く，また創薬候補分子の探索・供給にも有用で

ある．このようなコンセプトの基，異なる反応経路を経るこ

とによりイソベンゾフラン骨格あるいはインダン骨格を構築

可能な反応基質として分子内に求核試薬と反応する電子不足

な炭素を二箇所（ホルミル基およびエノン部位）併せ持つ反

応基質をデザインした．この反応基質を用いて，触媒制御に

よるイソベンゾフラン骨格およびインダン骨格の化学・立体

選択的な合成を目指した．本年度は，計 9 種の反応基質を調

製し，モデル反応基質を用いて触媒反応の選択およびその反

応条件の探索を行った．現在のところ目的の反応経路切り替

えのための反応条件を見出すまでには至っていない．次年度

も引き続き反応条件の探索を行う予定である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Inagaki,	 S.,	Nakazato,	M.,	Fukuda,	N.,	Tamura,	

S.,	Kawano,	T.:	Synthesis	of	4-Halo-3(2H)-furanones	

Using	Intramolecular	Cyclization	of	Sulfonium	Salts.	

J.	Org.	Chem.	82:	5583-5589(2017).

２）Tsujihara,	T.,	＊Zhou,	D.-Y.,	＊Suzuki,	T.,	Tamura,	S.,	

Kawano,	T.:	Helically	Chiral	1-Sulfur-Functionalized	

[6]Helicene:	 Synthesis,	 Optical	 Resolution,	 and	

Functionalization.	Org.	Lett.	19:	3311-3314(2017).

３）＊Takahashi,	I.,	＊Matsunaga,	T.,	＊ Izumi,	Y.,	
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＊Sunada,	Y.,	＊Kawakami,	N.,	＊Horino,	Y.,	Inagaki,	

S.,	＊Saitoh,	K.,	Hatakana,	M.,	＊Hosi,	S.:	Phthalimidine	

Synthesis	via	the	Direct	Condensation	between	

Phthalide	and	Primary	Amine	in	the	Presence	of	

Catalytic	Amount	of	InCl3.	Lett.	Org.	Chem.	14:	153-

158(2017).

４）＊Shinohara,	N.,	＊Sunagawa,	N.,	Tamura,	S.,	
＊Yokoyama,	R.,	＊Ueda,	M.,	＊ Igarashi,	K.,	＊Nishitani,	

K.:	The	plant	cell-wall	enzyme	AtXTH3	catalyses	

covalent	cross-linking	between	cellulose	and	cello-

oligosaccharide.	Sci.	Rep.	46099(2017).

５）Inagaki,	S.,	Sato,	A.,	Sato,	H.,	Tamura,	S.,	Kawano,	

T.:	Synthesis	of	2-substituted	4,5-dihydro-4-oxo-3-

furancarboxylates	using	acylative	intramolecular	

cyclization	of	sulfonium	salts.	Tetrahedron	Lett. 	58:	

4872-4875(2017).

６）Tamura,	S.,	Sato,	K.,	Kawano,	T.:	N-Alkylation	

using	sodium	triacetoxyborohydride	with	carboxylic	

acids	as	alkyl	sources.	Chem.	Pharm.	Bull. 	66:	101-

103(2018).

７）Tamura,	S.,	＊Okada,	M.,	＊Kato,	S.,	＊Shinoda,	Y.,	
＊Shioda,	N.,	＊Fukunaga,	K.,	＊Ui-Tei,	K.,	＊Ueda,	M.:	

Ouabagenin	is	a	naturally	occurring	LXT	ligand	

without	causing	hepatic	steatosis	as	a	side	effect.	Sci.	

Rep.	2305(2018).

①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）田村　理，岡田麻衣子，上田　実：強心配糖体ウア

バインのアグリコン「ウアバゲニン」の新規生理活性．　

化学と生物．	184-189(2018).

ｄ）その他

１）河野富一：岩手医科大学薬学部紹介−有機合成化学

講座−．岩手県薬剤師会誌イーハトーブ．

２）河野富一：	スポット薬学講座 No.4	−くすりにも「右」

と「左」がある！−．岩手医科大学報．495：14(2017)

②　著書

１）河野富一：17 章　カルボン酸と関連化合物，18 章　

カルボニル基のα置換と縮合反応．薬系有機化学（安

藤章，山口泰史：編）．南江堂．347-409(2018)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）田村　理，＊荒井雅吉，＊中村友香，＊小林資正，河

野富一：真菌由来血管新生阻害ブテノライド類の構造

活性相関研究．日本ケミカルバイオロジー学会　第

12 回年会．2017 年 6 月．札幌．

２）辻原哲也，遠藤沙耶香，佐々木歩美，山髙裕毅，＊周　

大揚，＊鈴木健之，田村　理，河野富一：1 位硫黄官

能基化 [6] ヘリセンの合成，光学分割および官能基化．

第43回反応と合成の進歩シンポジウム．2017年11月．

富山．

３）＊滝澤　忍，＊佐古　真，＊一之瀬和弥，辻原哲也，

河野富一，＊笹井宏明：多環式フェノールの酸化カッ

プリング反応を基盤とする芳香族複素環化合物の触媒

的不斉合成．第 43 回反応と合成の進歩シンポジウム．

2017 年 11 月．富山．

４）辻原哲也，遠藤沙耶香，＊嵩原綱吉，＊周大揚，＊鈴

木健之，田村理，河野富一：1 位硫黄官能基化 [6] ヘ

リセンを基盤とする有機分子触媒の創製研究．第 10

回有機触媒シンポジウム．2017 年 12 月．仙台．

５）Kawano,	T.,	＊Ogawa,	S.,	Nishiya,	N.,	Sugawara,	A.,	
＊Muraoka,	H.,	＊Ogawa,	S.:	Synthesis	and	structure-

activity	 relationship	 of	 new	aryl	propynoic	 acids	

with	Wnt	signaling	 inhibition.	日本化学会第 98 春季

年会．2018 年 3 月．船橋．

６）Kawano,	T.,	 ＊ Abe,	T.,	Nishiya,	N.,	Sugawara,	A.,	
＊ Muraoka,	H.,	 ＊ Ogawa,	S.:	 Synthesis	 and	Wnt-

signaling	 inhibition	 of	 novel	 dibenzopyranone	

derivatives.	日本化学会第 98 春季年会．2018 年 3 月．

船橋．

７）田村　理，吉田有毅，＊荒井雅吉，＊中村友香，＊小

林資正，河野富一：血管新生阻害活性を示す真菌由来

ブテノリド類の構造活性相関．日本薬学会第138年会．

2018 年 3 月．金沢．

８）米澤　正，中村朱里，田村　理，川崎　靖，杉山晶規，

名取泰博：核内受容体 LXR 新規アゴニストの作用と

可能性．日本薬学会第 138 年会．2018 年 3 月．金沢．

９）辻原哲也，遠藤沙耶香，＊嵩原綱吉，＊周大揚，＊鈴

木健之，田村　理，河野富一：ビスヘリセン型ジスル

ホンイミドの合成．日本薬学会第 138 年会．2018 年 3

月．金沢．

10）稲垣　祥，佐藤朱里，佐藤　遥，田村　理，河野富

一：スルホニウム塩のアシル化 / 分子内環化反応を利

用した	2	置換	4,5- ジヒドロ -4- オキソ -3- フランカル

ボン酸エステルの合成．日本薬学会第 138 年会．2018
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年 3 月．金沢．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）田村　理（依頼講演）：Trial	 for	Searching	Drug-

Seeds	from	Natural	Resources.	平成 29 年度化学系学

協会東北大会．2017 年 9 月．盛岡．

ｂ）一般講演

１）Kawano,	T.,	 ＊ Abe,	T.,	Nishiya,	N.,	 Sugawara,	

A.,	 ＊ Muraoka,	H.,	 ＊ Ogawa,	S.	Synthesis	and	Wnt-

signaling	 inhibition	 of	 novel	 dibenzopyranone	

derivatives.	平成 29 年度化学系学協会東北大会．2017

年 9 月．盛岡．

２）Kawano,	T.,	＊Ogawa,	S.,	Nishiya,	N.,	Sugawara,	A.,	
＊Muraoka,	H.,	＊Ogawa,	S.	Synthesis	and	structure-

activity	 relationship	of	 substituted	propynoic	acid	

derivatives	with	Wnt	signaling	activity.	第 56 回日本

薬学会東北支部大会．2017 年 10 月．青森．

⑤－２　国内学会主催

１）平成 29 年度化学系学協会東北大会．2017 年 9 月．

盛岡．（実行委員：河野富一，田村　理）
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ２名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

天然物化学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 藤　井　　　勲

	 准教授	 林　　　宏　明

	 助　教	 浅　野　　　孝

	 助　教	 橋　元　　　誠

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　当講座では，微生物や植物が天然有機化合物を作り出す生

合成の仕組みを明らかにし，生物の有する化合物生産能力を

能動的に利用した「生物合成」の新しい方法論の確立を目指

している．その基盤は有機化学であるが，生化学や分子生物

学の手法も交えて総合的に研究を展開している．特に近年の

ゲノム解析の急速な進展に伴い，微生物，植物においても，

これまで隠されていた物質生産に関わる機能未知の遺伝子が

多数存在することが明らかになってきており，天然物化学研

究の新たな方向性として，生物の有する多彩な物質生産遺伝

子資源を創薬に生かすという目標を持って研究を発展させて

いきたいと考えている．

１．糸状菌ポリケタイドの生合成と生合成工学研究

　当講座の中心研究課題の一つは，菌類とくに糸状菌の生産

するポリケタイド化合物を対象とした二次代謝産物の生合成

研究であり，糸状菌を中心とした微生物から生合成遺伝子を

クローニングし，その異種発現系の構築，生産産物の化学的

同定，生合成酵素の機能解析，また，機能改変による新規化

合物の生産などを目的として，研究を進めている．糸状菌の

ポリケタイド合成酵素はタイプ I 型に分類される極めて大き

な多機能型酵素で，その機能解析は困難であったが，異種糸

状菌を宿主として発現させることにより，芳香族ならびに還

元型の各種ポリケタイド合成酵素の発現，機能同定に成功し，

更に各ドメインの機能解析，タンパク構造の解析へと研究を

展開させている．平成 29 度より新学術領域「生合成リデザ

イン」および基盤研究（B）（いずれも研究代表者　藤井教授）

が採択され，海生糸状菌Emericella	variecolor	GF10 株のシ

マラクトン生合成の電子環化反応の解析，ならびに糸状菌タ

イプ I 型ポリケタイド合成酵素の研究を進めている．

　橋元助教は，Emericella	variecolor	IFM42010 が生産する

asteltoxin の生合成遺伝子の機能解析を進め，候補遺伝子ク

ラスターにある 4 遺伝子（PKS，メチル基転移酵素，フラビ

ン依存酸化酵素，加水分解酵素）について hygromycin 耐性

遺伝子（hph）と置換した遺伝子破壊株を作製し，培養抽出

物について解析した．その結果，各遺伝子を破壊した形質転

換体の asteltoxin 生産能が消失したことから，asteltoxin 生

合成にこれら 4 遺伝子が関与することを明らかにした．ま

た，Aspergillus	 japonicus	MF275 株が生産するユビキチン

活性化酵素阻害剤 himeic	acid の生合成関連遺伝子の機能解

析を進めた．himeic	acid 生合成への関与が予想された 2 つ

の候補遺伝子 himC および himG の遺伝子破壊株の作製と

その生産化合物について解析した．また，pestalamide 生産

菌Aspergillus	niger	NBRC33023 のドラフトゲノムより見出

した pestalamide 生合成の候補 PKS-NRPS 遺伝子を破壊し，

この PKS-NRPS 遺伝子が pestalamide 生合成に関与するこ

とを明らかにした．

２．薬用植物の二次代謝に関する研究

　研究室のもう一つの中心課題は，植物，特に薬用植物の二

次代謝に関する分子生物学的研究である．

　林准教授は，生薬甘草の甘味成分であるグリチルリチン酸

をはじめとしたトリテルペノイド関連成分の生合成に関与す

る酵素遺伝子群のクローニングと解析を進めており，植物由

来のオキシドスクアレン閉環酵素遺伝子と位置特異的トリテ

ルペン水酸化酵素遺伝子を酵母中で共発現することにより，

天然型および非天然型トリテルペノイドの効率的生産系の構

築を行なっている．また，収集したカンゾウ系統の中から成

分変異系統の選抜を行って，グリチルリチン酸の代わりにグ

ルコグリチルリチンを生産するウラルカンゾウ変異系統 83-

555 を見出した．現在，グルコグリチルリチンの生理活性に

ついて他機関との共同研究を行なっている．また，JICA ／

JSPS の科学技術研究員制度により，中央アジアのタジキス

タンにおいてフィールド調査を行った．カンゾウやマオウな

どの重要薬用植物の自生地調査を現地の研究機関とともに

行って，現在，中国産生薬との比較解析を実施している．こ

れらの採集したカンゾウとマオウに関しては栽培も行なって

おり，今後，成分変異の原因となる生合成遺伝子の解析を進
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める予定である．

　浅野助教は，平成 27 年度より継続となった科学研究費「若

手研究（B）」の研究として，広範な生理活性を持つキノリ

チジンアルカロイドを生産するホソバルピナス及びラッセ

ルルピナスについて，超音波を利用した SAAT（Sonication-

Assisted	Agrobacterium-mediated	Transformation）法を応

用することにより，毛状根培養系の構築手法を確立した．さ

らに，キノリチジンアルカロイドの生合成遺伝子であるリジ

ン脱炭酸酵素を過剰発現させたホソバルピナス毛状根を誘導

した結果，生合成鍵中間体であるカダベリンを高蓄積させる

ことに成功した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Hashimoto,	M.,	＊Kato,	H.,	＊Katsuki,	A.,	＊Tsukamoto,	

S.,	Fujii,	I.:	Identification	of	the	biosynthetic	gene	

cluster	for	himeic	acid	A,	a	ubiquitin-activating	

enzyme	(E1)	inhibitor,	in	Aspergillus	japonicus .	

ChemBioChem,	19,	535-539	(2018).

２）＊Katsuki,	A.,	＊Kato,	H.,	Tahara,	Y.,	Hashimoto,	M.,	

Fujii,	I.,	＊Tsukamoto,	S.:	pH-Dependent	production	

of	himeic	acid	A	and	its	non-enzymatic	conversions	

to	himeic	acids	B	and	C.	Bioorg.	Med.	Chem.,	26,	

1869-1874	(2018).

３）＊Kawaguchi,	M.,	＊Ohshiro,	T.,	＊Toyoda,	T.,	＊Ohte,	S.,	
＊ Inokoshi,	J.,	Fujii,	I.,	＊Tomoda,	H.:	Discovery	

of	a	fungal	multicopper	oxidase	that	catalyzes	

the	regioselective	coupling	of	a	tricyclic	

naphthopyranone	to	produce	atropisomers.	

Angewandte	Chemie	Int.	Edt.,	57,	5115-5119	(2018).

①－２　学術論文　［和文］

ｄ）その他

１）浅野　孝：植物と微生物の共生によるアルカロイド

生合成研究の新展開．ファルマシア（日本薬学会）．

53,	1113	(2017)．

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）林　宏明，皆川知未，藤井　勲：ウラルカンゾウの

グリチルリチン酸非生産系統の育種研究．第８回甘草

に関するシンポジウム．2017 年 7 月．甲州．

２）藤井　勲：糸状菌生合成電子環化酵素の機能と構造

解析．新学術領域研究「生合成リデザイン」第 2 回公

開シンポジウム，2017 年 8 月．札幌．

３）林　宏明，米田結菜，平間裕輝，藤井　勲：ウラル

カンゾウ培養細胞によるグリチルレチン酸モノグルク

ロニドの生物変換．第 35 回日本植物細胞分子生物学

会．2017 年 8 月．さいたま．

４）浅野　孝，及川栞里，佐々木万里，＊山崎真巳，＊斉

藤和季，藤井　勲：ホソバルピナスにおける毛状根

培養系の確立．第 35 回日本植物細胞分子生物学会．

2017 年 8 月．さいたま．

５）浅野　孝，及川栞里，佐々木万里，＊山崎真巳，＊斉

藤和季，藤井　勲：ホソバルピナスにおけるキノリチ

ジンアルカロイド生合成遺伝子過剰発現毛状根の解

析．日本生薬学会第 64 回年会．2017 年 9 月．船橋．

６）林　宏明，横島敬子，千葉　廉，藤井　勲，＊Inoyat	

Fattokhov，＊Madibron	Saidov：タジキスタンで採

集したGlycyrrhiza	bucharica のサポニン成分につい

て．日本生薬学会第 64 回年会．2017 年 9 月．船橋．

７）林　宏明，佐々木未絵，藤井　勲：グリチルリチン

酸高生産株 T628 の子系統の解析．日本生薬学会第 64

回年会．2017 年 9 月．船橋．

８）橋元　誠，佐藤紀恵，藤井　勲：糸状菌Emericella	

variecolor	IFM4210 の asteltoxin 生合成遺伝子．第

17回糸状菌分子生物学コンファレンス．2017年11月．

佐賀．

９）＊佐藤優哉，＊南　篤志，＊熊倉直祐，＊Gan	Pamela，＊尾

崎太郎，＊劉　成緯，藤井　勲，＊白須　賢，＊及川英秋：

植物病原性糸状菌で見いだされた alternapyrone 生合

成遺伝子クラスターの機能解析．（第 17 回糸状菌分子

生物学コンファレンス．2017 年 11 月．佐賀．

10）藤井　勲：糸状菌生合成電子環化酵素の機能と構造

解析．新学術領域研究「生合成リデザイン」第 3 回公

開シンポジウム．2017 年 12 月．東京．

11）＊佐藤優哉，＊瀧野純矢，＊椎名哲也，＊鵜飼孝大，＊南　

篤志，＊尾﨑太郎，＊劉　成緯，藤井　勲，＊丸山潤一，＊及

川英秋：ゲノム編集技術 CRISPR/Cas9 を用いた糸状

菌天然物の異種生産．日本農芸化学会 2018 年度大会．

2018 年 3 月．名古屋．

12）＊佐藤優哉，＊瀧野純矢，＊椎名哲也，＊鵜飼孝大，＊南　

篤志，＊尾﨑太郎，＊劉　成偉，藤井　勲，＊丸山潤一，＊及

川英秋：CRISPR/Cas9 システムを用いた糸状菌由来
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天然物の異種生産．日本化学会第 98 春季年会，2018

年 3 月．千葉．

13）林　宏明，奥寺めぐみ，藤井　勲，＊山浦高夫：日

本新薬山科植物資料館で保存栽培されているマオウ属

植物について．日本薬学会第 138 年会．2018 年 3 月．

金沢．

14）浅野　孝，菅原明莉，谷口敦哉，竹澤信也，藤井　勲：

ハナトリカブトにおける植物内生糸状菌の探索．日本

薬学会第 138 年会．2018 年 3 月．金沢．

15）菅原明莉，浅野　孝，藤村　優，藤井　勲：ニチニ

チソウにおける植物内生糸状菌の探索．日本薬学会第

138 年会．2018 年 3 月．金沢．

16）佐々木万里，浅野　孝，加賀由莉奈，＊山崎真巳，＊斉

藤和季，藤井　勲：ラッセルルピナスにおける毛状根

培養系の確立．日本薬学会第 138 年会．2018 年 3 月．

金沢．

17）＊中林　亮，＊Amit	Rai，＊森　哲哉，＊西澤具子，＊橋

本　恵，浅野　孝，＊須藤　浩，＊豊岡公徳，＊鈴木秀幸，
＊斉藤和季：次世代型統合メタボロミクスによるアス

パラプチン生合成の解明．第 59 回日本植物生理学会

年会．2018 年 3 月．札幌．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）浅野　孝，菅原明莉，谷口敦哉，藤井　勲：クララ

における植物内生糸状菌の探索．第 56 回日本薬学会

東北支部大会．2017 年 10 月．青森．

２）橋元　誠，安保聖香，松戸公仁，佐藤紀恵，藤井　勲：

Asteltoxin 生産菌Emericella	variecolor	IFM42010 由

来ポリケタイド合成酵素遺伝子の機能解析．第 56 回

日本薬学会東北支部大会．2017 年 10 月．青森．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
1 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 1 名

衛生化学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 名　取　泰　博

	 准教授	 杉　山　晶　規

	 助　教	 米　澤　　　正	 川　崎　　　靖

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　本講座では，脂質をターゲットとする慢性腎疾患治療を目

指した研究及び腎疾患や腎がんの発生機序に関する研究を当

面の主要テーマとし，さらに両研究の接点となる領域につい

てもテーマを模索しつつ研究を行った．

１．脂質をターゲットとした慢性腎疾患治療を目指した研究

　種々の腎疾患において腎に脂質が蓄積し，それが腎疾患の

進展に関与する可能性が指摘されている．本講座ではこれま

で腎疾患動物モデルを用いて腎への脂質蓄積と病態の進展と

の関係を調べ，核内受容体 LXR のアゴニストを投与すると，

脂質の減少とともに腎症の進展の阻止が見られることを見出

している．

１）成果：今年度は本学薬学部有機合成化学講座田村准教

授が新たに報告された LXR 新規リガンドの生体におけ

る遺伝子発現誘導作用について検討し，既存のアゴニス

トが持つ重大な副作用である肝臓における脂質代謝関連

遺伝子群発現誘導を，このリガンドが誘導しないことを

見出した．さらにこのリガンドは，腎尿細管上皮細胞内

の蓄積脂質を減少させるという新しい表現系を見出し，

その成果を日本薬学会にて報告した．

２．メタボリックシンドロームによるエピジェネティクス変

化に関する研究

　肥満と高血糖，高血圧および脂質代謝異常を伴うメタボ

リックシンドロームは，循環器疾患および肝脂肪疾患等の

危険因子である．近年，生体内での栄養環境は“Metabolic	

Memory”として，エピジェネティクス変化を介して記憶さ

れることが提唱されている．本講座ではメタボリックシンド

ロームとエピジェネティクスの関連を明らかにする目的で，

メタボリックシンドロームモデルラットを用いて，肝臓およ

び腎臓の慢性疾患について解析している．

１）成果：平成 29 年度は肝臓で DNA のメチル化増加が

みられた Foxa2 転写因子に着目し，肝臓での脂肪蓄積

との関連を調べた．培養肝細胞にインスリンを添加する

と DNA メチル化に働く Dnmt3a と Dnmt3b の発現が増

加し，Foxa2 プロモーター領域の DNA メチル化に関連

することを見出した．また，Foxa2 の発現低下が脂質代

謝に係る遺伝子 (PNPLA3 および CPT1) の発現を抑制

し，脂質蓄積に係ることを見出し，これらの成果をフォー

ラム 2017	衛生薬学・環境トキシコロジー学会にて報告

した．

２）成果：昨年度は，メタボリックシンドロームモデル

ラット腎糸球体血管内皮細胞において，炎症応答に係る

NLRP3 遺伝子の DNA メチル化変化を報告した．今年

度は，尿細管上皮細胞での NLRP3 の発現について解析

した．培養尿細管上皮細胞に脂肪酸高付加アルブミンを

添加すると，細胞内に脂肪が蓄積し NLRP3 の発現が増

加した．抗酸化剤である N- アセチルイステインの添加

により，脂質蓄積による活性酸素種 (ROS) の産生を抑

えると NLRP3 の発現増加が抑制されることを明らかに

した．また，ROS の産生増加が脂質代謝に係る遺伝子

(CPT1 や PNPLA2) の発現を制御し尿細管上皮細胞の障

害を悪化させていることを見出し，これらの成果を日本

薬学会東北支部会，日本薬学会年会にて報告した．

３．膜 1 回貫通型タンパク質 CRIM1 と CRIM1 結合タンパ

ク質の機能解析

　細胞膜１回貫通型タンパク質である CRIM1 は，腎発生に

必須な因子であることがわかっているが，生化学的な活性に

ついては不明な点が多い．本講座では，CRIM1 細胞内ドメ

イン結合するタンパク質を単離同定し，CRIM1 が腎がん細

胞で高発現していること，CRIM1 やその結合因子が，低酸

素処理やある特定の抗がん剤処理で発現変動することを見い

だした．

１）成果：平成 29 年度は，CRIM1 の発現抑制によって，

がん細胞の増殖能や，足場非依存的な増殖能は変わらな

いが，遊走浸潤能が上昇し，上皮間葉転換（EMT）の

制御関連因子やがんの転移関連因子が発現変動すること

を明らかとした．また，TNF αによる EMT 発生時に
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も CRIM1 が発現低下し，生理的な条件下でも CRIM1

が EMT 発生制御に係わっていることなどを明らかに

した．これらの成果は，Biol.	pharm.	Bull に投稿し（in	

press），フォーラム 2017	衛生薬学・環境トキシコロジー，

日本薬学会年会にて発表した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Masahiro	Yamashita,	 ＊ Masahito	Ogasawara,	

Yasushi	Kawasaki,	Miyuki	Niisato,	Heisuke	Saito,	

Shuya	Kasai,	Chihaya	Maesawa,	Makoto	Maemondo	

and	Kohei	 Yamauchi:	 Deficiency	 of	 protein-L-

isoaspartate	 (D-aspartate)	O-methyl-transferase	

expression	 under	 endoplasmic	 reticulum	 stress	

promotes	epithelial	mesenchymal	transition	 in	 lung	

adenocarcinoma.	(2018)	Oncotarget,	9,	13287-13300.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）川崎靖，佐々木彩香，今村仁美，高橋伶歌，村井誠文，

小河史佳，齋藤有莉，小泉友輝，三浦陽香里，千葉侑希，

米澤正，杉山晶規，名取泰博 :	メタボリックシンドロー

ムによる	DNA	メチル化を介した	Foxa2	発現抑制と

脂肪肝との関連．フォーラム 2017	衛生薬学・環境ト

キシコロジー．2017 年 9 月．仙台．

２）杉山晶規，小笠原信敬，工藤碧美，佐藤真咲，川崎

靖，米澤正，＊宮城洋平，＊高橋悟，名取泰博 :	膜タン

パク質である	CRIM1	の減少は，E-cadherin	の低下や	

MMP	の増加を引き起こし，腎がん細胞の遊走や浸潤

能を亢進する．フォーラム 2017	衛生薬学・環境トキ

シコロジー．2017 年 9 月．仙台．

３）小田知靖，川崎靖，佐々木敦美，半谷真理，冨樫弘文，

長澤幹，長谷川豊，名取泰博，石垣泰 :	糖尿病患者に

おける腎障害関連因子としての尿中 Resistin 測定の有

用性についての検討．第 32 回日本糖尿病合併症学会．

2017 年 10 月．東京．

４）佐藤由美，小河史佳，大久保櫻，川崎靖，野里世佳，

熊谷美穂，村上明日香，石原麻衣，米澤正，杉山晶規，

名取泰博 :	尿細管上皮細胞での活性酸素種の産生を介

した脂質蓄積による	NLRP3	の発現誘導．第 138 年会

日本薬学会．2018 年 3 月．金沢．

５）杉山晶規，小笠原信敬，工藤碧美，齋藤結，佐藤真咲，

米澤正，川崎靖，＊宮城洋平，＊髙橋悟，名取泰博 :	膜

タンパク質である	CRIM1	は腎がん細胞の遊走や浸潤

の制御に関与する．第 138 年会日本薬学会．2018 年 3

月．金沢．

６）米澤正，中村朱里，田村理，川崎靖，杉山晶規，名

取泰博 :	核内受容体	LXR	新規アゴニストの作用と可

能性．第 138 年会日本薬学会．2018 年 3 月．金沢．

７）＊石橋賢一，＊望月悠莉，＊石井育夫，＊宮下眞野，＊武

田剛寛，川崎靖，名取泰博，＊厚味厳一 :	ステアリン

酸による脂肪細胞での	IRE1α/XBP-1	経路の活性化．

第 138 年会日本薬学会．2018 年 3 月．金沢．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）小河史佳，大久保櫻，佐藤由美，川崎靖，野里佳世，

熊谷美穂，村上明日香，石原麻衣，米澤正，杉山晶規，

名取泰博 :	尿細管上皮細胞での脂肪酸取り込みによる

脂質の蓄積と	NLRP3	の発現誘導．第 56 回日本薬学

会東北支部会．	2017 年 10 月．青森．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

機能生化学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 中　西　真　弓

	 助　教	 後　藤　奈緒美	 關　谷　瑞　樹

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　本講座では，3 種のプロトンポンプ，F-ATPase（ATP 合

成酵素），V-ATPase（液胞型 ATPase），A-ATPase を対象

とし，作動機構（反応機構，サブユニットの回転とプロトン

輸送の関係）および細胞生物学的役割の解明，抗菌薬の開発

を目指している．これらの ATPase は構造が類似しており，

膜に存在するプロトン輸送路と膜表在性の触媒部位で構成さ

れている．プロトンの輸送と触媒活性はサブユニット間の相

対的な回転により共役している．我々は，酵素 1 分子の動き

を高速カメラで観察する独自の実験系を構築し，F-ATPase

の作動機構を詳細に解析している．一方，V-ATPase は細胞

やオルガネラに特異的なイソフォームが複数存在している．

我々は最近，この酵素がオルガネラ輸送に関与することを明

らかにした．構造的多様性がオルガネラ輸送に及ぼす影響に

注目している．さらに，歯学部の解剖学講座発生生物・再生

医学分野，生理学講座病態生理学分野との共同研究として，

歯牙の形成や萌出，唾液腺における V-ATPase の機能解析

にも取組んでいる．

１．歯周病菌に対するプロトン輸送 ATPase 阻害剤の抗菌

作用

　歯周病原因細菌の一つである	P.	gingivalis は，プロトン輸

送	ATPase	として	A-ATPase	を持ち，プロトン濃度勾配を

形成することで細胞外からアミノ酸等の栄養源を取り込むと

考えられている．そこで	A-ATPase が歯周病に対する予防・

治療	の創薬ターゲットになると考え，各種阻害剤によるP.	

gingivalis	増殖阻害作用を検討した．プロトノフォアである

FCCP や膜電位を消失させるバリノマイシンは，いずれも強

力な抗菌作用を示し，プロトンの濃度勾配がP.	gingivalis の

増殖に重要であることが示唆された．また，A-ATPase	阻害

剤のジエチルスチルベストロールと	A-ATPase	と類似した

構造を持つ F-ATPase 阻害剤のクルクミン，シトレオビリ

ジンは，P.	gingivalis	の増殖を阻害した．さらにクルクミン，

シトレオビリジンは，A-ATPase	が存在すると考えられるP.	

gingivalis の膜画分の	ATPase	活性を低下させた．これらの

結果は，P.	gingivalis	 	の	A-ATPase	が増殖に重要な役割を

果たしている可能性を示唆しており，歯周病に対する予防・

治療の標的になり得ると考えられる．

２．虫歯菌に対する F-ATPase 阻害剤の作用

　虫歯菌の一つである	S.	mutans は，プロトンポンプ	とし

て	F-ATPase	を持ち，酸性環境における増殖・生存に重要

な役割を果たしていると考えられている．そこで	F-ATPase

が 虫 歯 の 予 防 薬 の 標 的 に な る と 考 え，S.	mutans	 の

F-ATPase を阻害する化合物を探索し，同菌に対する作用を

検討している．昨年度までにS.	mutans	の	F-ATPase を阻

害する化合物としてクルクミン，ピセタノール，デメトキシ

クルクミンを見出した．これらの化合物に加え，F-ATPase

を標的とする抗菌薬のベダキリンについて菌の増殖抑制作

用を検討した．いずれの化合物も pH が中性の培地ではS.	

mutans	の増殖に影響を与えなかったが，酸性の培地では強

い増殖抑制作用を示すことが明らかになった．また，これら

の化合物は，酸性条件下でS.	mutans の生存率を大きく低下

させた．これらの結果から，F-ATPase	は酸性環境における

S.	mutans	の増殖・生存に重要な役割を果たしており，虫歯

に対する予防の創薬ターゲットになることが期待される．

３．破骨細胞における V-ATPase の発現誘導と ATPase 活性

　V-ATPase は破骨細胞が骨吸収を行うために必須なプロト

ンポンプであり，破骨細胞への分化に伴い，V-ATPase のタ

ンパク量が増加する．このタンパク量の増加が転写レベル

の制御によることを RT-PCR により示した．V-ATPase の

量が増えることから ATPase 活性が上昇すると思われたが，

ATPase活性は分化により低下した．それを裏付けるように，

酸性オルガネラは分化に伴い減少していた．V-ATPase は会

合した状態が活性型，解離した状態が不活性型として制御さ

れていることが知られている．そこで，V-ATPase の会合状

態を細胞分画と免疫沈降実験により調べたところ，会合して

いる V-ATPase の量は変化しておらず，プロトンポンプと

して機能していないことが示唆された．V-ATPase はプロト

ン輸送路を形成する V0 部分が膜融合に関与すると報告され
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ていることから，会合していない V0 は小胞輸送を担ってい

る可能性が考えられる．また，この実験では，破骨細胞の培

養をプラスチックディッシュ上で行ったが，骨基質上で培

養することにより，そのことがシグナルとなって V-ATPase

の会合が起きる可能性が考えられる．

４．歯牙の形成における V-ATPase の役割

　上皮細胞特異的に a3 を欠損したマウスには，歯牙のエナ

メル形成不全が認められたことから，エナメル芽上皮細胞の

分化と機能における V-ATPase の役割を検討した．エナメ

ル芽上皮組織（成熟期）およびエナメル上皮細胞株 HAT7

において a3 が発現していること，HAT7 に a3 を過剰発現

させることにより，基底面側の酸性化が亢進することを見出

した．このことから，a3 を持つ V-ATPase は，エナメル芽

細胞の基底側に局在して細胞外を酸性化することで，エナメ

ル質の石灰化に重要な役割を果たしていると考えられる．ま

た，a3 を欠損したマウス由来のエナメル上皮細胞株（a3KO-

mHAT）は，プラスチックディッシュには接着できるが，リ

ン酸カルシウムでコーティングしたディッシュへの接着が弱

くなった．a3は，基底膜タンパク質の輸送や分泌に関与して，

細胞の接着や細胞極性をコントロールしていることが示唆さ

れた．

５．唾液腺に発現する V-ATPase の a アイソフォームの発

現部位

　唾液の pH 調節における V-ATPase の寄与を調べるため，

発現しているアイソフォームを同定している．また，触媒部

位である V1 サブユニットを構成する B2 アイソフォームは，

唾液腺の導管の管腔側と基底側に局在していることを明らか

にした．本年度は，V0 を構成する a サブユニットの a1，a2，

a3 アイソフォームについて顎下腺における発現部位を検討

したところ，a1 と a3 は導管上皮細胞の管腔側に局在してい

た．このことから，a1 と a3 は唾液の電解質イオンの再吸収

により pH 調節を担っていると考えられる．a2 アイソフォー

ムの免疫蛍光染色ではシグナルが得られず，さらなる条件検

討が必要であるが，基底側の B2 と V-ATPase を形成してい

ることが予想される．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Sekiya,	M.,	Shimoyama,	Y.,	Ishikawa,	T.,	Sasaki,	M.,	

Futai,	M.	and	Nakanishi-Matsui,	M.:	Porphyromonas	

gingivalis	 is	highly	sensitive	to	inhibitors	of	a	proton-

pumping	ATPase.	Biochem.	Biophys.	Res.	Commun.	

498	:	837-841	(2018)	

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）後藤奈緒美，中西真弓：破骨細胞への分化に伴う液

胞型 ATPase の発現誘導と活性．岩手医学雑誌．70：

139-146（2018）

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）關谷瑞樹，泉澤信太郎，櫛桁安生，芳賀雅人，下山佑，

佐々木実，＊木村重信，＊佐々木由香，＊岩本昌子，中

西（松井）真弓：Streptococcus	mutans の耐酸性に

おける F-ATPase の重要性．ConBio2017．2017 年 12

月．神戸．

２）關谷瑞樹，泉澤信太郎，櫛桁安生，芳賀雅人，下山

佑，佐々木実，＊木村重信，＊佐々木由香，＊岩本昌子，

中西（松井）真弓：プロトン輸送 ATPase 阻害剤は

虫歯菌Streptococcus	mutans の耐酸性を低下させる．

日本薬学会第 138 年会．2018 年 3 月．金沢．

３）松元奈緒美，關谷瑞樹，中西（松井）真弓：破骨細

胞における分泌リソソームの局在に対する V-ATPase

阻害剤（バフィロマイシン A1）の影響．日本薬学会

第 138 年会．2018 年 3 月．金沢．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

細胞病態生物学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教授（代理）　名　取　泰　博

	 助　教	 佐　京　智　子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　本講座では，細胞を「生命の基本単位」としてとらえ，構

成分子の構造や機能，他の分子との相互作用などを実験的に

検証することを通して，ヒトにおけるがん，炎症の病態と新

規治療薬について細胞生物学の観点から研究することを目指

している．

１．がん細胞における促進拡散型糖輸送タンパク質の発現と

機能

　多くのがん細胞で解糖系の亢進が起きており（ワールブル

グ効果）これを利用して PET 診断等が行われている．これ

に伴い促進拡散型糖輸送タンパク質（GLUTs）の高発現も

報告されているが，細胞のがん化や悪性化と GLUTs 発現の

関連については不明な点が多い．近年，がん細胞の糖代謝を

標的とした抗がん剤の開発が行われているが，未だ有効な分

子標的薬剤は見出されていない．

　１）GLUTs を分子標的とした新規抗がん治療薬の探索

　本研究室では，DNA 損傷を引き起こす作用機序を示す抗

がん剤が GLUT3 遺伝子の発現を抑制する効果を明らかにし

た研究成果を基盤として，腫瘍細胞の選択的毒性と糖輸送タ

ンパク質の発現阻害を指標とした抗がん性薬剤の探索を行

い，候補化合物として GSK3 阻害剤（GSK3	inhibitor	Ⅸ）を

同定した．GSK3	inhibitor	Ⅸは，ヒト子宮頸がん由来 Hela

融合細胞において GLUT3 発現量に依存した in	vitro 抗腫瘍

効果を示した．さらに，ヌードマウスに移植した Hela 融合

細胞への in	vivo 抗腫瘍効果を示すことも明らかにした．さ

らに有効性の高い GSK3 阻害剤の探索のため，複数種類の

GSK3 阻害剤について Hela 融合腫瘍性細胞に対する抗腫瘍

効果を比較検討した結果，GSK3	inhibitor	Ⅸが最も高い選択

性と細胞増殖抑制効果を示すことを確認した．

　２）ヒト大腸がん細胞における GSK3 阻害剤の抗腫瘍効果

　GLUT3 発現量の異なるヒト大腸がんにおける GSK3	

inhibitor	Ⅸの抗腫瘍効果を検討し，GLUT3 高発現細胞にお

いて細胞周期抑制に基づく細胞増殖抑制効果と GLUT3 発現

抑制効果を示すことを見出した．また，GSK3	inhibitor	Ⅸは，

一部の GLUT3 低発現細胞に対してもアポトーシス誘導によ

る強い抗腫瘍効果を示すことを明らかにした．

　３）GSK3 阻害剤による GLUT3 発現抑制メカニズムの解析

　GSK3 阻害剤処理時の細胞増殖と GLUT3 発現抑制に関与

するシグナル経路の解明のため，大腸がんの発症に関与する

と考えられている分子を検索て検討を行ったところ，数種

類の転写因が GLUT3 発現制御機能を持つことを明らかにし

た．

　４）ヒト大腸がん細胞の三次元増殖への GLUT3 発現の寄与

　GLUT3 高発現ヒト大腸がん細胞を 3 次元培養したとこ

ろ，オルガノイドのような細胞塊を形成し，これらの増殖は

GLUT3 のノックダウンや GSK3 阻害剤によって抑制される

ことが確認された．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

該当なし
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 1 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

情報薬科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 西　谷　直　之

	 助　教	 奥　　　裕　介

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　情報薬科学講座では，主にがんの分子標的創薬を志向した

基礎研究と耐性や副作用の対策に関するリバーストランス

レーショナルリサーチを行っている．

　上皮成長因子受容体（Epidermal	Growth	Factor	Receptor，

EGFR）に対するチロシンキナーゼ阻害薬（TKI）などのが

ん分子標的治療薬は，特定の悪性腫瘍に顕著な治療効果を発

揮する．その一方で，1 年程度の治療期間を経て病勢が進行

する耐性化が臨床上の問題となっている．我々は，耐性変異

型 EGFR に有効な海洋天然物ラメラリンの誘導体の開発に

ついて，長崎大学（岩尾正倫	教授，石橋郁人	教授，福田	勉	

助教）とがん研究会（旦	慎吾	部長，馬島	哲夫	主任研究員

ら）と共同研究を継続している．既存の EGFR-TKI が無効

な多重変異 EGFR に有効なラメラリン誘導体の創成に成功

し，平成 28 年度に国内特許出願を果たしたが，本年度は科

学技術振興機構（略称 JST）の支援を受けて PCT 出願を果

たした（西谷，奥，上原）．

　EGFR-TKI に特徴的な副作用として，ざ瘡様皮疹などの

皮膚症状が知られている．致命的な副作用ではないが，減薬

や治療中断・中止の原因になることがある．分子標的治療薬

の高い奏効率は継続的な薬物治療が前提であるため，不十分

な薬物治療では満足な治療効果が得られない．また，皮膚症

状が重い患者ほど EGFR-TKI の奏効率が高いことが知られ

ており，この副作用管理は患者の生命予後に重要な因子であ

る．我々は，モデル生物ゼブラフィッシュを用いたin	vivo

評価，細胞レベルの評価，さらには EGFR キナーゼを用い

たin	vitro 評価を行い複数の既存医薬品に EGFR-TKI の副

作用を軽減する可能性を見出した．本研究成果については，

第 21 回日本がん分子標的治療学会学術集会（福岡）と第 76

回日本癌学会学術総会（横浜）で発表した．

　現在市販されているがん分子標的治療薬の約 3 分の 2 はキ

ナーゼ阻害剤であり，がん創薬の業界ではアカデミアによる

新規創薬標的の同定が待たれている．我々は，ゼブラフィッ

シュを利用した表現型基盤スクリーニングによって新規治療

標的やシード化合物の同定を試みている．本年度は，この

スクリーニング系によって Wnt シグナル阻害剤として同定

した IMU14 とその誘導体（本学薬学部・有機合成化学講座	

河野富一	教授との共同研究）やイベルメクチン誘導体（北

里大学・北里生命科学研究所	砂塚敏明　教授との共同研究）

などの Wnt シグナル抑制機構の解析を行った．本年は，標

的分子の同定を試み，候補因子の特定に成功した（西谷：武

田科学振興財団研究奨励）．本候補因子が抗悪性腫瘍薬の新

規の治療標的となる可能性がある（西谷）．

　接着状態からコンタクトインヒンビションを回避して遊離

されてくる乳がん細胞株の細胞集団が，CD133 や ALDH な

どの幹細胞様のマーカーを発現すること，古典的な抗がん

剤に対して ABC トランスポーター依存的な耐性を示すこと

を見出した．また，HER2 の自己リン酸化が上昇し，HER2-

TKI にも高感受性に変化していた．がん細胞の可塑性をin	

vitro で再現できる培養法として提案する論文が Anticancer	

Research に掲載された（奥，西谷，上原）．

　転写活性化因子 YAP は，分子標的治療薬に対する耐性化

因子として知られている．我々は，YAP が Aurora-A 阻害

剤 MLN8237 や WEE1 阻害剤 MK1775 に対する耐性化を引

き起こすことを見出した．YAP の不活性化は，DNA 損傷

の蓄積を誘導し，DNA 損傷の修復に重要な Fanconi	anemia

複合体発現量を低下させた．さらに，YAP の核移行を阻害

するダサチニブと MLN8237 との併用により，YAP の発現

抑制と同様の増殖抑制効果を示すことを見出した．また，

YAP とそのパラログ TAZ の不活性化は，Aurora-A 阻害剤

MLN8237 に感受性化を導くことを見出した．YAP，TAZ

の不活性化により，Aurora-A の発現減少が生じること，

MLN8237 は，YAP の発現量を低下させることを見出した．

YAP/TAZ の不活性化を導くフルバスタチンと MLN8237 と

の併用により，相乗的な増殖抑制効果が見出された．本研究

について，第 21 回日本がん分子標的治療学会学術集会	（福

岡 )，第 76 回癌学会（横浜）で発表し，論文投稿中である（奥）．

　WNT/ β -catenin 経路の活性化は，下流のβ -catenin の

活性化ばかりでなく，YAP/TAZ の核移行を促進すること
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が知られている．西谷准教授のゼブラフィッシュ胚を用いた

スクリーニングで同定した複数の化合物の作用機序知る目的

でマイクロアレイ解析を行った結果，これらの化合物は共通

したメカニズムにより作用を発揮している可能性が考えられ

た（奥　若手研究 B）．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Oku,	Y.,	Nishiya,	N.,	Tsuda,	K.,	Shibazaki,	M.,	

Maesawa,	C.,	Uehara,	Y.	Dynamic	phenotypic	

transition	of	breast	cancer	cells	in	vitro	revealed	by	

self-floating	cell	culture.	Anticancer	Res.	37(4):	1793-

1797	(2017)

２）Fukuda	T.,	Umeki	T.,	Tokushima	K.,	Xiang	G.,	

Yoshida	Y.,	Ishibashi	F.,	Oku	Y.,	Nishiya	N.,	Uehara	

Y.,	Iwao,	M.	Design,	synthesis,	and	evaluation	

of	A-ring-modified	lamellarin	N	analogues	as	

noncovalent	inhibitors	of	the	EGFR	T790M/L858R	

mutant.	Bioorg.	Med.	Chem.	2017	25(24):	6563-6580	

(2017)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）奥裕介，西谷直之，上原至雅「がん遺伝子産物

YAP の不活性化は，Wee1 キナーゼ阻害薬 AZD1775

に対する感受性を導く．」第 21 回日本がん分子標的治

療学会学術集会	，福岡，2017 年 6 月 15 日

２）西谷直之，奥　裕介，上原至雅「EGFR-TKI の副

作用を回避する化合物の表現型基盤探索」第 21 回日

本がん分子標的治療学会学術集会，福岡，2017 年 6

月 15 日

３）福田勉，石橋郁人，岩尾正倫，奥裕介，西谷直之，

上原至雅，旦慎吾，矢守隆夫「L858R/T790M/C797S

変異に有効な EGFR チロシンキナーゼ阻害剤」第 21

回日本がん分子標的治療学会学術集会，福岡，2017

年 6 月 15 日

４）福田	勉，岩尾正倫，奥	裕介，西谷直之，上原至

雅，旦	慎吾，矢守隆夫「L858R/T790M/C797S 変異

に有効な EGFR チロシンキナーゼ阻害剤」日本がん

分子標的治療学会　第 1 回シーズ・ニーズ (SN) ワー

クショップ，日吉，2017 年 7 月 21 日

５） 西 谷 直 之， 奥 裕 介， 上 原 至 雅「Chemical	

suppression	 of	 adverse	 effects	 induced	by	EGFR	

tyrosine	kinase	 inhibitors.」第 76 回日本癌学会学術

総会	，横浜，2017 年 9 月 29 日

６）奥裕介，西谷直之，上原至雅「Inactivation	of	

YAP	sensitizes	ovarian	cancer	 cells	 to	MLN8237,	

an	Aurora-A	 inhibitor,	 through	 p73-dependent	

apoptosis.」第 76 回日本癌学会学術総会，横浜，2017

年 9 月 30 日

７）福田　勉，石橋郁人，岩尾正倫，奥　裕介，西谷直

之，上原至雅，旦慎吾，矢守隆夫「C797S	三次耐性

変異に有効な EGFR	チロシンキナーゼ阻害剤の開発」

平成 29 年度文部科学省新学術領域研究学術研究支援

基盤形成　先端モデル動物支援プラットフォーム　成

果発表会，大津，2018 年 1 月 25 日
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ２名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

生体防御学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 大　橋　綾　子

	 准教授	 白　石　博　久

	 助　教	 丹　治　貴　博	 錦　織　健　児

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　平成 29 年度も，モデル生物である線虫（C.	elegans）を研

究材料として，生体内物質代謝や異物排除に関与する輸送体

蛋白質と，この蛋白質が局在する腸細胞内顆粒（HEBE 顆粒）

に着目した研究を中心に進めた．

１．モデル生物 線虫（C. elegans）の腸内顆粒に関する研究

１）線虫を用いた腸細胞内顆粒状オルガネラの形成・崩壊に

関わる遺伝的要因の解明	

　飢餓条件下で急速に崩壊する HEBE 顆粒の形成・分解の

分子基盤を明らかにするために，関連する遺伝因子の候補

を得る目的で RNAi ライブラリー（Open	Biosystems，約

11,000 クローン）を用いたスクリーニングを行い，本年度は，

GFP で HEBE 顆粒の膜を標識した遺伝子導入線虫（Is[haf-

4::GFP]）を用いた共焦点顕微鏡観察による三次スクリーニン

グを完了し，HEBE 顆粒の正常な形成や飢餓応答に関わる遺

伝子を同定した．スクリーニングで陽性となった V-ATPase

等のプロトン輸送体の解析を実施し，これらの因子が形成し

たプロトン勾配がオリゴペプチドを腸管から吸収する駆動力

となることで腸内顆粒の形成に関わっていることが考えられた．

　また，飢餓による崩壊がオートファジーに依存しないとい

う仮説を検証するために，複数のオートファジー関連遺伝子

変異体における飢餓応答を調べた結果，いずれの変異体にお

いても HEBE	顆粒の崩壊は抑制されないことが明らかとな

り，HEBE 顆粒の飢餓による減少がオートファジー非依存

であることが強く示唆された．

２）HEBE 顆粒の飢餓応答におけるミトコンドリア呼吸鎖

阻害の影響	

　通常飼育条件下の線虫を飢餓に晒すと，絶食後 3 ～ 5 時

間で HEBE 顆粒が崩壊し，その顆粒膜上に局在していた

HEBE 顆粒マーカータンパク質は網目状の局在を示す．し

かしながら，線虫の顕微鏡観察時に麻酔剤として汎用される

アジ化ナトリウム（ミトコンドリア呼吸鎖複合体 IV の阻害

剤）で処理した線虫においては，飢餓時の HEBE 顆粒崩壊

が抑制されることを見出していた．そこで，他の呼吸鎖複合

体に対する阻害剤の影響を調べた結果，呼吸鎖複合体 I に対

する阻害剤ロテノンが，アジ化ナトリウムと同様に HEBE

顆粒の飢餓応答を抑制することが示唆された．

３）lmp-1	遺伝子変異体の寿命・健康寿命に及ぼす影響

　リソソーム膜関連タンパク質（LAMPs）の線虫ホモログ

であり，HEBE	顆粒に局在するLmp-1 の遺伝子欠損変異体

（lmp-1(nr2045)）では，電子顕微鏡観察レベルでの HEBE 顆

粒の形態異常や，長寿命及び健康寿命延長の表現型を示す．

lmp-1	の別のアリルの変異体（lmp-1(ok3228)）が入手可能と

なったことから，この変異体の表現型を解析した．その結

果，nr2045 のアリルを持つ線虫株が，寿命や健康寿命に影

響を与える別の変異をもっている可能性が考えられた．ま

た，HAF-4::GFP 発現線虫と掛け合わせた上記lmp-1	変異体

における HEBE	顆粒の形態を解析した結果，lmp-1 変異体

でみられる歪な HEBE 顆粒様のオルガネラも絶食により速

やかに消失することから，HAF-4::GFP 陽性顆粒の消失には

Lmp-1 が必須ではないことが見出された．

４）HEBE	顆粒の形成異常をもたらす菌種の同定

　哺乳類の高脂肪・高カロリー食である	Quick	Fat（日本ク

レア株式会社）に含まれていた雑菌から，線虫が餌として食

べることで	HEBE	顆粒の形成異常をもたらす細菌を単離し，

16S	rRNA	遺伝子の塩基配列を決定することでその菌種を同

定した．それらの同一種もしくは近縁種の基準株から，線虫

に給餌することで	HEBE	顆粒の形成異常が生じる株を得た．

２．土壌線虫における微生物細胞内感染に関する研究

１）土壌線虫の細胞内にみられる感染微生物の新種同定

　実験が容易な土壌生活性線形動物において微生物の細胞内

感染系について解析するため，盛岡の土壌より単離した線虫

に見られる微胞子虫感染系を用いて解析を行った．本年度

は，宿主線虫（O.	tipulae）に感染する微胞子虫が，固有の

形質を有し，更に系統学的にも新属新種であると考えられ，

Percutemincola	moriokae と命名した．
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Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Tanji,	T.,	 Shiraishi,	H.,	Nishikori,	K.,	Aoyama,	

R.,	Ohashi,	K.,	Maeda,	M.	 and	Ohashi-Kobayashi,	

A.:	Molecular	dissection	of	Caenorhabditis	elegans	

ATP-binding	 cassette	 transporter	 protein	HAF-

4	 to	 investigate	 its	 subcellular	 localization	 and	

dimerization.	 Biochem.	 Biophys.	 Res.	 Commun.	

490:78-83(2017)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Nishikori,	K.,	Tanji,	T.,	Aoyama,	R.,	Hosoda,	A.,	

Kawano,	K.,	Shiraishi,	H.	and	Ohashi-Kobayashi,	A.:	

RNAi	screening	of	genetic	 factors	required	 for	 the	

biogenesis	of	intestinal	granular	organelles	in	C.	elegans

− Involvement	 of	 intestinal	 proton	 transporters.	

21st	International	C.	elegans	Meeting.	Jun,	2017.	Los	

Angeles.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）丹治貴博，青山玲子，河野貴久子，錦織健児，白石

博久，大橋綾子 :	線虫腸内顆粒の栄養環境応答に関わ

る遺伝子の	RNAi	スクリーニング .	2017 年度生命科

学系学会合同年次大会 .	2017 年 12 月 .	神戸 .

２）錦織健児，丹治貴博，白石博久，大橋綾子 :	線虫の

腸内オルガネラ（HEBE 顆粒）の形成及び加齢応答

性へのオリゴペプチド輸送体	PEPT-1	の関与 .	2017

年度生命科学系学会合同年次大会.	2017年12月.	神戸.

３）白石博久，丹治貴博，錦織健児，大橋綾子 :	オートファ

ジー関連遺伝子の線虫変異体における腸内顆粒の形成

と飢餓応答，2017 年度生命科学系学会合同年次大会 .	

2017年度生命科学系学会合同年次大会 .	2017年 12月 .	

神戸 .

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）丹治貴博，錦織健児，白石博久，大橋綾子 :	線虫

p97 ホモログの発現抑制がもたらす腸細胞オルガネラ

の異常 .	第 56 回日本薬学会東北支部大会 .	2017 年 10

月 .	青森 .
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 1 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 1 名 0 名

分子細胞薬理学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 弘　瀨　雅　教

	 助　教	 丹治（斉藤）　麻希

	 助　教	 衣　斐　美　歩

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．心不全発症における sodium-glucose	cotransporter １

(SGLT1)	の役割：昨年に引き続き SGLT1 の心不全発症にお

ける役割をマウスと SGLT1 阻害薬を用いて，大動脈球部を

狭窄させた圧負荷心不全マウス（TAC マウス）を作製して，

慢性心臓圧負荷による心筋リモデリングに対する SGLT1 の

関与について検討した．さらに，摘出新生仔心筋を用いて

SGLT1 誘発心不全の機序を検討した．結果，TAC 施行マウ

スでは，コントロールマウスと比較して心収縮能の低下，心

筋肥大が認められたが，SGLT1 阻害薬では収縮能や心肥大

が改善した．このことより，SGLT1 阻害薬の心不全治療に

おける可能性が示唆された．これらの結果は，第１回日本循

環器学会基礎研究フォーラムにて発表した．

２．イサダ由来新規機能性素材の内臓脂肪に対する予防効果

（農水省革新的技術開発・緊急展開事業（うち経営体強化 P）

岩手県生物工学研究センターとの共同研究）：我々は，これ

までの研究からイサダ（ツノナシオキアミ）成分に肥満を抑

制する効果があることを明らかにしている．今回，イサダ由

来新規機能性素材の内臓脂肪抑制効果について検討し，マウ

スを用いた高濃度（150mg/kg）の混餌摂取群において，体

重増加および摂餌量あたりの体重増加に減少傾向が観察され

た．マウスの内臓脂肪量は，高濃度群でコントロール群と比

較して有意に低値を示した．さらに，試験終了時の精巣上体

上部脂肪重量も高濃度摂取群で抑制されていた．一方，血中

中性脂肪値，コレステロール値，血糖値に有意な差は見られ

ず，肝臓の各種遺伝子発現にも差は観察されなかった．以上

より，イサダ由来新規機能性素材は，内臓脂肪量抑制効果に

よりメタボリックシンドローム発症予防に貢献できる可能性

が示唆された．現在，同素材の高い PPAR α活性に着目し，

動脈硬化病態モデルマウスを用いて同素材の抗動脈硬化作用

について検討を行っている．イサダ由来新規機能性素材の抗

動脈硬化作用の有無を検討するため，マウスマクロファージ

細胞株	J774.1	を用いた検討を進めている．予備的検討では，

J774.1	への同素材の適用が，血中高密度リポ蛋白質	(HDL)	

濃度に好影響を与えることが報告されている分子の発現増強

をもたらす可能性が示唆されている．引き続き検討を進める

予定である．

３．肺高血圧症発症・進行過程における力学刺激の役割に関

する研究：肺高血圧モデルであるモノクロタリン誘発肺高血

圧症	(MCT-PAH) ラットを用いて，膠原病等の慢性炎症を伴

う肺高血圧症の予後改善に結びつく薬物の探索を進めた．前

年度までに，アンジオテンシン II	AT1	受容体オルメサルタ

ンが肺高血圧症病態下の心肺組織における炎症性サイトカイ

ンの産生を抑制するとの知見を得た．更に検討をすすめた結

果，心線維化に関わる	matrix	metalloproteinase-9	の発現増

強も抑制していることが分かった．本研究成果は，第 68 回

日本薬理学会北部会（山形）にて発表した（論文執筆中）．

４．n-3	系多価不飽和脂肪酸の肺高血圧病態改善効果に関す

る研究：n-3	系多価不飽和脂肪酸	(n-3PUFA)	は，アラキド

ン酸とアラキドン酸カスケードを競合するのみならず，炎症

収束物質であるレゾルビンのソースとなるとの報告が蓄積さ

れつつある．特に，アスピリンによってアセチル化されたシ

クロオキシゲナーゼ存在下でレゾルビンへの変換が促進され

るとの報告がある．肺高血圧症も肺組織や血管における慢性

炎症を伴うことや，肺動脈への血行力学因子の増大はアラキ

ドン酸カスケードの活性化をもたらすことから，アスピリン

と n-3PUFA の供投与により肺高血圧病態が改善される可能

性を考え，予備的検討を行った．その結果，予想に反し，ア

スピリンと n-3PUFA	の併用は心臓および肺組織における炎

症性サイトカイン	mRNA	発現を増強した．この結果は，日

常的に服用されることの多いアスピリンと，医薬品としての

みならず特定保健用食品としても流通するエイコサペンタエ

ン酸などの	n-3PUFA	の安易な併用に対して警鐘をならすも

のであると考える．

５．インドール類縁体の肺高血圧病態改善効果に関する研究

（東京都健康安全研究センターとの共同研究）：ある種のイン

ドール類縁体は，その中枢移行性から中枢作用に関する薬理

作用を焦点とした研究が進んでいる一方，その末梢作用につ
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いては不明な点が多く残されていた．そのような中，東京都

健康安全研究センターの中嶋順一博士らは，インドール類縁

体が強力な抗炎症作用を有すること見出した．筆者は，肺高

血圧症予後と慢性炎症との強い相関を想定していることか

ら，インドール類縁体が肺高血圧症予後改善効果を示す可能

性を考え，中嶋博士と共同研究を進めるに至った．予備的検

討の結果，インドール類縁体高用量では毒性が出現し，肺高

血圧ラット予後を悪化させたが，用量を下げることによって

有意に生命予後を改善する結果を得た．引き続き，検討を進

める．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Takizawa	N ＊ ,	Okubo	N ＊ ,	Kamo	M,	Chosa	N,	

Mikami	T,	Suzuki	K,	Yokota	S,	 Ibi	M,	Ohtsuka	M.,	

Taira	M.,	Yaegashi	T.,	Ishisaki	A.,	Kyakumoto	S.	(＊co-

first	 authors)	Bone	marrow-derived	mesenchymal	

stem	 cells	 propagate　immunosuppressive/anti-

inflammatory	macrophages	 in	 cell-to-cell	 contact-

independent	and	-dependent	manners	under	hypoxic	

culture.	Experimental	Cell	Research ,	 358:411-420,	

2017.

２）Ueno	M,	Suzuki	 J,	Hirose	M,	Sato	S,	 Imagawa	

M,	Zenimaru	Y,	Takahashi	S,	 Ikuyama	S,	Koizumi	

T,	Konoshita	T,	Kraemer	FB,	 Ishizuka	T.	Cardiac	

overexpression	 of	 perilipin	 2	 induces	 dynamic	

steatosis:	 prevention	by	hormone-sensitive	 lipase.	

Am	J	Physiol	Endocrinol	Metab .	 313:	E699–E709,	

2017.

３）Ibi	M.,	Horie	S.,	Kyakumoto	S.,	Chosa	N.,	Yoshida	

M.,	 Kamo	M.,	 Ohtsuka	M.,	 Ishisaki	A.	 Cell-cell	

interactions	between	monocytes/macrophages	and	

synoviocyte-like	 cells	 promote	 inflammatory	 cell	

infiltration	mediated	 by	 augmentation	 of	MCP-1	

production	 in	 temporomandibular	 joint.	Biosci	Rep .	

2018	Mar	29;38(2).

４）Inomata	Y,	Nagasaka	S,	Miyate	K,	Goto	Y,	Hino	C,	

Toukairin	C,	Higashio	R,	Ishida	K,	Saino	T,	Hirose	M,	

Tsumura	H,	Sanbe	A.	Bcl-2-associated	athanogene	

3	 (BAG3)	 is	 an	 enhancer	 of	 small	 heat	 shock	

protein	turnover	via	activation	of	autophagy	 in	the	

heart.	Biochem	Biophys	Res	Commun .	 2018	Feb	

19;496(4):1141-1147.	doi:	10.1016/j.bbrc.2018.01.158.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）弘瀨雅教，松下尚子，衣斐美歩，三部篤，鈴木聡，

石田菜々絵，丹治麻希，平英一 .	ナトリウム−グルコー

ス共輸送体 1	(SGLT1)	と心臓リモデリング .	生理学研

究所研究会 2017「心臓・血管系の頑健性と精緻な制

御を支える分子基盤の統合的解明」（岡崎自然科学研

究機構明大寺地区生理研大会議室，岡崎）平成 29 年

10 月 12 日（木）

２）衣斐美歩，松下尚子，保屋野雄志，木口純好，石

田菜々絵，斉藤麻希，伊佐治正幸，弘瀬雅教 .	慢性的

心臓圧負荷誘導心不全での SGLT1 阻害薬 (KGA-2727)

による心筋保護作用 . 第 1 回日本循環器学会基礎研究

フォーラム（品川インターシティホール，東京）平成

30 年 1 月 6,	7 日（土，日）

３）Matsushita	N,	Sawa	Y,	Ishida	N,	Sanbe	A,	Saito	M,	

Ibi	M,	Morino	Y,	Taira	E,	Hirose	M.	Chronic	HDAC6	

activation	induces	atrial	fibrillation	in	HDAC6	active	

transgenic	mice.	 	The	1	st	 JCS	Council	Forum	on	

Basic	CardioVascular	Research.	Shinagawa	Intercity	

Hall,	Tokyo.	Jan	6-7,	2018.

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）斉藤麻希，金子遥，田辺由幸，中山貢一，衣斐美歩，

弘瀬雅教 .	肺高血圧症を発症したラットへのオルメサ

ルタン投与が生命予後に与える影響 .	第 68 回日本薬

理学会北部会（山形テルサ，山形）平成 29 年 9 月 16

日（土）
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

創剤学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　塚　泰　之

	 助　教	 杉　山　育　美

	 助　教	 松　尾　泰　佑

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　当講座では，1.	リポソームのキャラクタリゼーションと生

物学的有用性に関する研究，2.	ハイブリッド型リポソームの

構築に関する研究，3.	医薬品の薬効を増大する食品成分の解

明，4.	臨床適用剤形の改善と付加価値の付与に関する研究，5.	

地域貢献のための機能性検討，を講座研究テーマとして，各

スタッフが取り組んでいる．

　研究主体は Drug	Delivery	System	(DDS) であり，キャリ

アによる DDS とキャリアによらない DDS を展開している．

キャリアによらない DDS では，環状ジペプチドによる制が

ん剤ドキソルビシンの効果増強を明らかにした．食品成分で

ある環状ジペプチド併用は，併用医薬品数の増大を伴わず，

ポリファーマシーの観点からの有効であると考えられる．一

方．キャリアによる DDS としてのリポソーム研究では，ア

クティブターゲティングを果たすべくエピガロカテキンガ

レート (EGCG) 修飾リポソ−ムを試み，標的指向性とともに

アポトーシス誘導を果たす dual	 functional リポソームを開

発した．また，胃摘出後の悪性貧血に対する経口投与型V.B12

内封リポソーム，DNA の修復阻害を目的としたカフェイン

内封リポソーム，体温でゲル化するリポソームでの研究展開

が認められた．

　さらに，臨床関係では，がん化学療法時に発症する口内炎

の疼痛緩和治療に関する研究において，数年前より院内製剤

としてインドメタシンスプレーを提案してきており，現在で

は本学附属病院で標準治療となった点に関し最終的に解析

し，その効果を明らかにした．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－ 1　学術論文　［英文］

ａ）原著

１）Sugiyama,	 I.,	Oikawa,	H.,	Masuda,	T.,	 Sadzuka,	

Y.：Effect	of	 liposomes	with	different	double	arms	

polyethyleneglycol	on	hepatic	metastasis	model	mice	

and	evaluation	using	a	 fluorescent	 imaging	device.	

Current	Drug	Delivery,	14,	668-675	(2017).

２）Matsuo,	T.,	Sadzuka,	Y.	:	Extracellular	acidification	

by	 lactic	 acid	 suppresses	 glucose	 deprivation-

induced	cell	death	and	autophagy	in	B16	melanoma	

cells.	Biochem.	Biophys.	Res.	Commun.,	 496,	 1357-

1361	(2018).

３）Matsuo,	T.,	Fujiwara,	A.,	Nakamura,	N.,	Sadzuka,	

Y.	 :	The	effects	 of	vitamin	B6	compounds	on	cell	

proliferation	and	melanogenesis	in	B16F10	melanoma	

cells.	Oncol.	Lett.,	15,	5181-5184	(2018).

４）Sugiyama,	 I.,	Kaihatsu,	K.,	 Soma,	Y.,	Kato,	N.,	

Sadzuka,	Y.	 :	Dual-effect	 liposomes	with	 increased	

antitumor	effects	against	67-kDa	 laminin	receptor-

overexpressing	tumor	cells.	 Int.	J.	Pharm.,	541,	206-

213	(2018).

①－ 2　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）杉山育美，広田貞雄，佐塚泰之：新規 PEG 修飾に

よる効果的なリポソ−ム表面固定水層とがん治療への

応用

Progress	in	Drug	Delivery	System，36，60-65（2017).

２）松尾泰佑，佐塚泰之：高吸湿性医薬品グルコバイ錠

の一包化調剤後の適切な保存方法の検討

医療薬学，44，83-89（2018).

ｄ）その他

１）佐塚泰之：岩手医科大学薬学部創剤学講座の取り組

み～基礎研究から臨床展開，そしてアンチド−ピング

製剤機械技術学会誌，26，171-175（2017).

②　著書

１）杉山育美：PEG 修飾化リポソ−ムの DDS 応用

　DDS 先端技術の製剤への応用開発，36-44（2017）

２）佐塚泰之：がん化学療法におけるジペプチドの併用

効果

　ペプチド医薬品のスクリニング・安定化・製剤化技術
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413-419（2017).

③　国際学会発表 

ｂ）一般発表

１）Ikumi	 Sugiyama	 and	 Yasuyuki	 Sadzuka	 :	

The	Effect	 of	 cyclopeptide	 on	 the	 transport	 of	

doxorubicin	 and	 its	 cytotoxicity	 on	 tumor	 cell,	

Annual	Meeting	2017	of	 the	American	Association	

for	Cancer	Research

　2017 年 4 月 2 日，Washington	DC

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）杉山育美，宮田雅貴，佐塚泰之：舌癌の治療を目的

とした熱応答性ゲル化リポソームの初期検討，日本薬

剤学会第 32	年会

　2017 年 5 月 11 日，さいたま

２）工藤夏雅奈，杉山育美，佐塚泰之：ウルシの降圧効

果および抗肥満効果の検討，第 71 回日本栄養・食糧

学会大会

　2017 年 5 月 20 日，那覇

３）成島圭亮，杉山育美，佐塚泰之：カフェイン併用が

ん化学療法におけるリポソ−ム化の影響，第 71 回日

本栄養・食糧学会大会

　2017 年 5 月 20 日，那覇

４）杉山育美，開發邦宏，加藤修雄，佐塚泰之：アポト

−シス誘導をともなう active	targeting リポソ−ムの

抗腫瘍効果検討，第 33 回日本 DDS 学会学術集会

　2017 年 7 月 7 日，京都

５）杉山育美，広田貞雄，佐塚泰之：新規 PEG 修飾に

よる効果的なリポソ−ム表面固定水層とがん治療への

応用，第 26 回 DDS カンファランス

　2017 年 9 月 1 日，静岡

６）杉山育美，開發邦宏，加藤修雄，佐塚泰之：67LR

を発現した腫瘍に対する EGCG-PEG 修飾リポソ−ム

の抗腫瘍効果検討，第 76 回日本癌学会学術総会

　2017 年 9 月 28 日，横浜

７）山本梨香子，杉山育美，佐塚泰之：抗腫瘍剤の効果

増強を目的としたニンニク成分アリシンの有用性検

討，日本薬学会第 138 年会

　2018 年 3 月 28 日，金沢

８）平野里佳子，杉山育美，佐塚泰之：胃全摘患者の悪

性貧血治療 / 予防を目的とした経口 V.B12 製剤の検

討，日本薬学会第 138 年会

　2018 年 3 月 28 日，金沢

９）佐藤千夏，杉山育美，佐塚	泰之：抗腫瘍効果の増

強を目的とした緑茶成分共内封リポソームの細胞移行

評価，日本薬学会第 138 年会

　2018 年 3 月 28 日，金沢

10）松尾泰佑，藤原亜紀，仲村一裕，佐塚泰之：ビタミ

ン B6	化合物が B16F10	細胞の細胞増殖およびメラニ

ン合成に及ぼす影響，日本薬学会第 138 年会

　2018 年 3 月 28 日，金沢

④－ 2　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招待講演

１）佐塚泰之，杉山育美：岩手医科大学薬学部創剤学講

座が取り組むアンチ・ドーピング活動，平成 29 年度

第 2 回スポーツドクター研修会

　2018 年 1 月 9 日，盛岡
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 1 名 0 名 1 名

薬物代謝動態学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 小　澤　正　吾

	 准教授	 幅　野　　　渉

	 助　教	 寺　島　　　潤

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　薬物代謝動態学講座の研究理念の一つは，薬物を含めた生

体外異物，内因性物質の代謝動態学の観点から，薬物の有効

性・安全性を至適化して薬物治療に資する研究を展開するこ

とである．さらに，化学物質によるヒト健康影響の解析を通

じてヒトの健康に資する研究を行うことがあげられる．ヒト

は遺伝的に雑種であり，薬物動態能には遺伝的多型性に基づ

く個体差がみられる．近年，同じ遺伝子型の集団にも，なお

遺伝子発現に個人間変動が存在することが明らかにされた．

すなわち，遺伝子の塩基配列多型のみでは説明できない薬物

代謝動態能の個体差が認められており，その機構の解明が必

要である．このような背景の下，当講座は，遺伝子多型によ

る，あるいはよらない薬の代謝動態能の個体差の機構を明ら

かにすることを研究テーマの一つとしている．すなわち，薬

物代謝動態関連遺伝子のエピゲノミクス機構による発現調節

が個体差にどの程度寄与するのかを明らかにする研究を行っ

ている．

　一方，服用の前後に摂った食物を始め，曝露されている様々

な化学物質によって，薬の効き方が変わる例も数多く知られ

ている．現代人は，自分が吸う，あるいは周りの人が吸うタ

バコの煙，自動車の排気ガス，食品添加物，農薬等，多くの

化学物質に囲まれているので，薬の効き方を変化させる化学

物質の組み合わせは無限といっても過言ではない．従って，

医薬品同士はもちろん，医薬品と化学物質との相互作用，お

よび薬物代謝動態に関連する遺伝子の発現誘導による薬物代

謝動態能の変動を評価する系を開発すること，さらに化学物

質を長期間摂取したときに現れる影響を評価することが重要

である．

　薬物代謝の個体差には栄養状態の差異も寄与しているの

ではないかと考えられる．そこで，低グルコースにおける

薬物代謝酵素の発現変動につき，ヒト肝癌由来細胞 HepG2

を用いて解析し，シトクロム P450 のうち核内受容体 Aryl	

hydrocarbon	receptor	(AhR)	により発現調節をうける CYP1

ファミリーに属する分子種の発現が低グルコース下で上昇す

ることを見出した．一般に，癌細胞は低栄養等のストレスに

対して，血管新生を行うことによって，自ら生存への道を切

り開いていると考えられるが，そのメカニズムを明らかにし，

血管新生を抑制することで，体内での悪性形質を弱め，癌治

療の選択肢を広げる研究につながると期待される．癌細胞は

患者の体を栄養源にしてついには患者を死に至らしめる疾病

であるといえる．人間は体の隅々まで栄養や酸素を行きわた

らせるために血管を持っているが，癌細胞は血管を自分の近

くまで引き込むことで栄養を患者から奪い取る．この癌細胞

に対抗するために人間は多くの治療薬を使っている．しかし，

癌細胞は薬を代謝して無効な形に変えてしまい，抗癌剤が期

待通りの治療効果を示さない場合も多い．当講座では，癌細

胞が外的ストレスに対抗し，結果として薬物の代謝を亢進さ

せる分子メカニズムを研究している．生体内のがん組織の三

次元的構造を織り込んだ三次元培養系を確立し，癌細胞が自

らの生存を有利にするために，栄養の通路である血管を引き

込む仕組みと，癌細胞ががんの治療薬を効かない形にする仕

組みの共通ネットワークを明らかにした．平成 27 年度には，

CYP1 ファミリーに属する CYP1A1 と CYP1A2 の発現制御

機構が二次元培養と三次元培養条件とでは異なることを明ら

かにした．今後がん細胞が生き残るためのネットワークを働

かなくするための方策を建てる研究を展開し，有効な癌の治

療方法に結びつけることを目指している．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Saito	K,	Hasegawa-Baba	Y,	 Sekiya	F,	Hayashi	

S,	Mirokuji	Y,	Okamura	H,	Maruyama	S,	Ono	A,	

Nakajima	M,	Degawa	M,	Ozawa	S,	 Shibutani	M,	

Maitani	T.	 Japan	 flavour	and	 fragrance	materials	

association’s	(JEFFMA)	safety	assessment	of	 food-

flavouring	substances	uniquely	used	 in	Japan	 that	
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belong	 to	 the	 class	 of	 aliphatic	 primary	 alcolols,	

aldehydes,	 carboxylic	 acids,	 acetals	 and	 esters	

containing	additional	oxygenated	 functional	groups	

(Food	Addit	Contam	Part	A	Chem	Anal	Control	

Expo	Risk	Assess.	2017;	34:	1474-1484).

ｂ）総説

１）Hakata	 S,	 Okada	K,	 Terashima	 J,	 Gamou	T,	

Habano	W,	Ozawa	 S.	 Strategic	 perspectives	 on	

improved	anti-tumor	drug	effects	 in	 combination	

with	 clinically	 equivalent	 or	 lower	 concentrations	

of	 epigenetic	modifiers,	DNA	methyltransferase	

inhibitors,	 and	 histone	 deacetylase	 inhibitors.	 (J	

Cancer	Sci	and	Ther	2017;	9:	541-544)

①－２　学術論文　［和文］

ｂ）総説

１）Ozawa 	 S . 	 Drug -d rug 	 i n t e r a c t i on s 	 w i th	

consideration	 of	 pharmacogenetics.	 (Yakugaku	

Zasshi	2018;	138:	365-371).

２）Masumi	 A,	 Ozawa	 S. 	 Knowledge	 of	 drug	

interactios	 to	 take	 advantage	 in	 the	pharmacist.	

(Yakugaku	Zasshi	2018;	138:	335-336).

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）神馬瑶子，博多修子，幅野	渉，小澤正吾，寺島	潤：

AhR	function	 in	human	 lung	cancer	cells.（第 76 回

日本癌学会学術総会	2017　平成29年9月28日　横浜）

２）阿部翔陽，山本悠貴，神馬瑤子，博多修子，仲谷

早紀，幅野	渉，小澤正吾，寺島	潤：Different	signal	

patterns	of	CYP3A4	protein	 in	human	 liver	cancer	

cells	between	2D	and	3D	culture.（日本薬物動態学会

第 32 年会　2017　平成 29 年 11 月 30 日　東京）

３）寺島	潤，後藤慎平，博多修子，神馬瑤子，星さわか，

幅野	渉，小澤正吾：肝がん 3D 細胞塊と 2D 細胞にお

いて薬物代謝酵素は異なる経路で発現調節される（第

1 回がん 3 次元培養研究会　2017　平成 29 年 12 月 11

日　東京）

４）神馬揺子，神馬慶子，博多修子，谷地真亜子，幅野	

渉，小澤正吾，寺島	潤：肺がん細胞における AhR を

介した Benzo[a]pyrene 誘導性の細胞増殖（日本薬学

会第 138 年会　2018	平成 30 年 3 月 26 日　金沢）

５）高橋沙紀，博多修子，寺島	潤，幅野	渉，小澤正吾：

ヒト大腸がん細胞の 5- フルオロウラシル＋デプシプ

ペチド併用療法による抗腫瘍効果の増強と細胞周期

チェックポイント因子 p53，CHEK1 の mRNA 発現

レベルの変動（日本薬学会第 138 年会　2018	平成 30

年 3 月 28 日　金沢）

６）竹田靖子，博多修子，寺島	潤，幅野	渉，小澤正吾：

抗がん剤（CPT-11,SN-38）と DNA メチル化阻害剤

（DAC）併用における大腸がん細胞内の UGT1A1 の

発現について（日本薬学会第 138 年会　2018	平成 30

年 3 月 28 日　金沢）
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 　0 名 0 名 0 名 1 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 １名 1 名

神経科学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 駒　野　宏　人

	 特任講師	 鄒　　　　　鶤

	 助　教	 藤　田　　　融

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　本講座では，主に（１）アミロイド蛋白（A β）産生制

御機構の解析，（２）貪食受容体 MEGF10 の脳内機能につい

て解析を進めている．以下に，それぞれについて本年度の研

究成果の概要を述べる．

１．A β産生制御機構の解析

　高血圧は，アルツハイマー病 (AD) 発症の危険因子となっ

ているという報告がある（Barnes,	D.E.	&	Yaffe	K.	Lancet	

Neurol.	10：819,	2011)．そこで，我々は，AD 発症と高血圧

との関連を分子レベルで明らかにすることを目的に，これま

で，血圧制御因子アンギオテンシン II とその受容体による

A βの産生制御に関する解析をすすめている．また，昨年

度より，鉄摂取が及ぼす脳内 AD 病態への影響を AD モデ

ルマウスを用いて解析をすすめている．

１）ARB（アンギオテンシン受容体ブロッカー）による A

β産生促進機構の解析

ア　ンギオテンシン II	は，血圧上昇に関わるペプチドで，

アンギオテンシン I	から ACE によって C 末端アミノ酸２個

が切断され産生される．アンギオテンシン II は，アンギオ

テンシン II 受容体を介して血管収縮を引き起こし，血圧を

制御している．昨年度は，アンギオテンシン II 受容体ノッ

クアウトマウス脳の A β沈着が著しく減少し，アンギオ

テンシン II 受容体がγセクレターゼ産生を制御し，A β産

生量を制御しているということを報告した（Liu	et	al.,	Sci.

Rep.,	5:12059,	2015）．また，ARB のうち，テルミサルタ

ンが，A β産生を促進することが明らかとなり，その経路

は PI3	kinase を介していることが示唆された（Lui	J.	et	al.,	

Neurosci	Lett.	567:51	,	2014）．本年度，さらに，アンギオテ

ンシン受容体によるアミロイド蛋白産生制御の詳細な分子機

構を解析するため，テルミサルタンによる A β産生促進機

構の詳細な解析を進めた．

　この結果，興味深いことに，テルミサルタンによる A β

産生促進は，アドレナリンβ受容体ブロッカーであるプロプ

ラノロール（β１およびβ２受容体ブロッカー）で阻害され

ることが明らかとなった．さらに，アドレナリンβ受容体の

うち，β１受容体ブロッカーではなく，β２受容体選択的ブ

ロッカーＩＣＩが特異的にテルミサルタンによる A β産生

促進を阻害された．一方は，アンギオテンシン II 受容体は，

β２受容体と複合体を形成することが報告されており（Barki-

Harrington	et	al.,	Circulation	108:1611,	2003），これらのこ

とから，テルミサルタンによる A β産生促機構にはアンギ

オテンシン II 受容体とβ２受容体複合体形成が重要な役割を

担っている可能性が考えられる．今年度，この分子機構の解

析すすめるため，アンギオテンシン II 受容体・β２受容体複

合体を電気泳動的に検出できるか否かの解析をすすめた．現

在のところ，まだ結論を出すに至らず，検討中である．

２）アルツハイマー病病態に及ぼす鉄摂取の影響

　AD 患者の脳内で鉄濃度が上昇していることや A β沈着

部位に鉄が沈着されていることが観察されているが，脳内鉄

濃度と AD 病態との関連は明らかとなっていない．そこで，

本講座の鄒特任講師らは，AD モデルマウスにおいて，約半

年間，鉄摂取させ，A β沈着やタウリン酸化に及ぼす影響を

解析した．その結果，鉄摂取させたマウスでは，A β 42 量

が減り，A β沈着が減少し，また，タウリン酸化の程度も

減少していることが明らかとなった．このことは，鉄摂取に

より，AD 病態の発症を抑制することができる可能性を示す

ものである．本年は，さらに細胞内鉄貯蔵に関与するフェリ

チンが家族性アルツハイマー病原因遺伝子産物プレセニリン

と良く結合するということが明らかとなった．これは，鉄代

謝と家族性 AD 発症とが関連している可能性を示唆するも

のである．今後，さらにこの現象の分子機構を解析し，AD

発症抑制における鉄摂取の意義を明らかにしていくことを計

画している．

２．食受容体 MEGF10 の脳内機能および脳疾患における役

割の解析

　ショウジョウバエにおいて異物排除の受容体とし

て Draper が 同 定 さ れ て い る（Tung	et	al.,	 J.	Biochem.	

153:483,	2013）. 哺乳動物にも Draper のオルソローグとして
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MEGF10 が同定されている．しかしながら，MEGF10 の機

能の詳細は明らかになっていない．我々は，脳内での異物や

不要物の排除機構を解析するため，MEGF10 に着目し，そ

の脳内機能の解析を進めた．

　昨年度は，脳内における MEGF １０発現細胞の同定を行っ

た．その結果，脳内で MEGF10 を発現している細胞は，ミ

クログリアでなくアストロサイトであり，さらに，神経細胞

の中で，アセチルコリン作動性神経細胞およびグルタミン酸

作動性神経が MEGF10 を高く発現し，ドーパミン作動性神

経やノルアドレナリン作動性神経では発現していないとい

う興味深い知見が得られた．また，ＡＤモデルマウスでは，

MEGF10 の発現が亢進していることが分かった．今年度は，

これらの結果を論文で発表した（（Fujita	et	al.,	Neurosci.	

Lett.653：25-30.2017）．今後，神経細胞における MEGF10 の

機能を，記憶や AD 発症との関連で詳細に解析を進めてい

く予定である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Fujita	Y,	Maeda	T,	Kamaishi	K,	Saito	R,	Chiba	K,	

Shen	X,	Zou	K,	Komano	H.

　Express ion	 o f 	 MEGF10	 in	 cho l inerg ic 	 and	

glutamatergic	neurons.	2017.	Neurosci.	Lett.653：25-

30	(2017)

④−１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）沈雪峰，鄒鶤，劉俊俊，劉姝余，菊池光太，小原俊樹，

武部綾璃咲，下館舞，千葉紀蘭理，藤田融，駒野宏人

　Iron	supply	decreases	amyloid	deposition	in	a	mouse	

model	of	Alzheimer's	disease

　第 60 回	日本神経化学会大会　仙台	2017 年 9 月 7 日

２）藤田　融，前田　智司，瀋　雪峰，鄒　鶤	，駒野　

宏人

　神経細胞における MEGF10 の機能解析

　第 60 回日本神経化学会大会　仙台	2017 年 9 月 8 日

３）鄒鶤，沈雪峰，劉俊俊，劉姝余，菊池光太，小原俊樹，

武部綾璃咲，下館舞，千葉紀蘭理，藤田融，駒野宏人

　Iron	treatment	inhibits	amyloid	deposition	in	vivo.	

　第 36 回日日本認知症学会学術集会　金沢	2017 年 11

月 24 日

４）鄒鶤，沈雪峰，劉俊俊，劉姝余，菊池光太，小原俊樹，

武部綾璃咲，下館舞，千葉紀蘭理，藤田融，駒野宏人

　Iron	 treatment	 inhibits	amyloid	deposition	 in	APP	

transgenic	mice.　

　2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）

神戸　2017 年 12 月 7 日

５）藤田　融，前田　智司，瀋　雪峰，鄒　鶤	，駒野　

宏人

　神経細胞における MEGF10 の機能解析

　2017 年度生命科学系学会合同年次大会（ConBio2017）　

　神戸	2017 年 12 月 7 日
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

分子生物薬学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 准教授	 藤　本　康　之

	 助　教	 牛　島　弘　雅

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　本年度は主に以下の 3 つのテーマで研究を実施した．

１．転写因子 GATA の細胞内動態を制御する分子機構の研究

　 昨 年 ま で の 研 究 成 果 よ り，JNK	activator で あ る

anisomycin を癌細胞に作用させた場合に見られる細胞増殖

抑制効果について，細胞周期依存的な作用を確認し，三次

元培養下でのコロニー形成能の違いを確認できた．今年度

は JNK	signal に関与するファクターの１つとして，miRNA

の動態に着目し，次世代シーケンサーによる網羅的な解析

結果から，機能未知の miRNA を複数同定できた．これらの

miRNA を細胞内に導入（あるいはアンチセンス鎖による機

能抑制）すると，顕著な細胞増殖抑制を引き起こすことがわ

かった．抗体アレイの結果から，これらの細胞では複数の

癌遺伝子の発現が低下していることを明らかにした．また，

JNK	signal に影響する因子としてエクソソームに着目した．

異なる組織由来の癌細胞が分泌するエクソソームをそれぞれ

単離・精製し，それらを培養細胞に作用させ遺伝子発現パター

ンの変化を解析した．特定の細胞にのみ見られる遺伝子発現

パターンを見出すことができ，引き続き解析を進めている．

２．青白選択による大腸菌遺伝子欠損変異体作成法の開発

　大腸菌では，相同組換えの手法を用いた遺伝子欠損法が確

立されており，生存に必須の遺伝子以外であれば，特定遺

伝子を標的とした欠損株を作成することが可能となってい

る．昨年度においては，この変異株作成法の応用として，変

異株選別用のマーカー遺伝子を，薬剤耐性遺伝子と lacZ 遺

伝子のタンデム型併置とした構造の相同組換え用ベクター

DNA を作成した．このベクターが理論どおりに作用すれば，

目的とする遺伝子欠損株は抗生物質耐性，かつ，blue-white	

selection 陽性（青色コロニー）となるため，遺伝子欠損株

のコロニーを視覚的に判別することが可能になる．実際，タ

ンパク質分解酵素である OmpT 遺伝子をターゲットとして，

相同組換え用ベクター DNA を大腸菌に導入したところ，ア

ンピシリン耐性の青色コロニーが複数得られ，これらのコロ

ニーは PCR によるスクリーニングでも陽性であることから，

OmpT 遺伝子欠損株であると考えられた．

　今年度は，昨年度に作成したβ -lactamase-lacZ タンデム

遺伝子を基に，この遺伝子カセットの挿入によるランダム変

異が可能かを検討している．そのために，β -lactamase-lacZ

タンデム遺伝子を基に新たに変異用ベクター構築中である．

また，ランダム挿入に必要となるヘルパープラスミドの構築

も行っている．この方法を確立できれば，大腸菌の様々な変

異体を青色コロニーとして検出・単離することが可能となる

ため，forward	genetics 的な研究に応用できる．

３．携帯型臨床分析機器を用いた薬学的研究

　近年，携帯型心電計や血糖測定装置等のさまざまな携帯型

の臨床分析機器類が開発されてきている．特に，これらの装

置の高性能化や低価格化がめざましく，今後，薬剤師による

在宅訪問時等での使用が期待されている．そこで，薬学生の

教育を念頭に，これらの機器類を用いた研究を開始した．今

年度は，在宅訪問時に携帯型心電計を用いることを想定した

研究テーマ，および，2017 年 1 月に販売が開始されたばか

りの新型の携帯型持続血糖測定装置を用いた研究テーマを卒

業研究の一環として実施した．携帯型心電計を用いた研究で

は，5 名の模擬患者役に対し十分な説明と同意の下（書面に

よる），初回面談時のストレス度合いの測定，および，心電

図の測定を行ったが，うち１名の模擬患者から実際に心機能

の不調を見いだすことができ，患者役本人による自主的な病

院受診につながった．持続血糖測定装置は，センサーを持続

的に患者の皮膚表面に貼り付けて血糖値の連続測定を行う装

置であり，従来型の機器に比べて，患者による自己血糖測定

時における採血の負担が大幅に軽減されている．ここでは，

新型装置の使い勝手や，使用時の問題点の洗い出し，装置の

性能の安定性等を調べた．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Wakayama	T.,	Ohashi	K.,	Fujimoto	Y.,	and	Maeda	
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M.	The	Cytomegalovirus	 Enhancer	 Induces	 an	

Immediate	Response	to	 the	Myosin	Light	Chain	2v	

Promoter	during	P19CL6	Cell	Differentiation	 (2017)	

Am.	J.	Mol.	Biol.	7(4),	1068-1081.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）牛島弘雅，太田健斗，藤本康之：GATA-6 への変

異導入による細胞増殖及び遺伝子発現の変動	(2017 年

度生命科学系合同年次大会，神戸，2017 年 12 月 7 日 )

２）舩越美佳，牛島弘雅，藤本康之：Anisomycin によっ

て誘導される miRNA の同定及び機能解析	(2017 年度

生命科学系合同年次大会，神戸，2017 年 12 月 8 日 )

３）大森綾美，石木江梨奈，牛島弘雅，藤本康之：PC3

由来エクソソームが誘導する細胞増殖関連遺伝子の

発現解析（2017 年度生命科学系合同年次大会，神戸，

2017 年 12 月 8 日）
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ２名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 １名 ０名 ０名

臨床医化学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 那　谷　耕　司

	 准教授　大　橋　一　晶

	 助　教　高　橋　　　巌

	 	 ナウシィン・ジャマル

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．膵β細胞のインスリン分泌機能におけるヘパラン硫酸プ

ロテオグリカンの役割の解明

　N- アセチルグルコサミンとグルクロン酸の二糖単位が直

鎖に連なった糖鎖であるヘパラン硫酸はコアタンパク質と結

合したヘパラン硫酸プロテオグリカンの形で細胞膜表面や細

胞外基質に存在し，生理活性物質と結合することで形態形

成や細胞増殖などを制御している．高橋助教らはこれまで

に，ヘパラン硫酸がβ細胞の増殖，ランゲルハンス島の形

態形成，インスリン分泌に重要であること，ヘパラン硫酸

の微細構造が膵β細胞由来の培養細胞 MIN6 の増殖やイン

スリン分泌に関与していることを明らかにしてきた．膵β

細胞においてはヘパラン硫酸プロテオグリカンのコアタン

パク質として Syndecan-4 が発現していることが報告されて

おり，臨床医化学講座では MIN6 細胞のサブクローンを用

いた研究においてインスリン分泌応答性やヘパラン硫酸の

発現と Syndecan-4 の発現が相関していることを見いだして

いる．MIN6 細胞では，Syndecan-4 の発現をノックダウン

することでグルコース刺激によるインスリン分泌が低下し，

Syndecan-4 を発現していない MIN6 細胞のサブクローンに

Syndecan-4 を過剰発現させるとグルコース刺激によるイン

スリン分泌が増加することが見出された．この Syndecan-4

過剰発現細胞においてはヘパラン硫酸量が大幅に増加してお

り，インスリン分泌に関与する遺伝子群の発現に影響を与え

ていることを見いだしている．これらの結果から，膵β細胞

においては Syndecan-4 がヘパラン硫酸プロテオグリカンの

コアタンパク質としてグルコース刺激によるインスリン分泌

に重要な役割を果たしていることが示された．平成 29 年度

の研究では，Syndecan-4 遺伝子をノックアウトしたマウス

は耐糖能異常を呈することを明らかにしている．このマウ

スの膵ランゲルハンス島の形態には異常が認められず，ま

たインスリン抵抗性を伴わないことから，Syndecan-4 ノッ

クアウトマウスにおける耐糖能異常はインスリン分泌機能

の低下が原因と推測された．また，Syndecan-4 遺伝子発現

制御機構の解析から，Syndecan-4 プロモーター領域におけ

るシスエレメントおよびエンハンサーを同定した．今後は

Syndecan-4 ノックアウトマウスおよび Syndecan-4 遺伝子発

現制御機構の解析を引き続き展開することで，Syndecan-4

と糖尿病の病態との関連性や Syndecan-4 をターゲットとし

た糖尿病治療の可能性について研究を進める．

２．膵β細胞の再生・増殖因子 Reg ファミリーのレクチン

活性の解析

　膵β細胞の再生・増殖因子として発見された Reg タンパ

ク質は family を形成しており，膵β細胞以外の種々の臓器，

細胞の増殖に関与していることが明らかとなっている．しか

しながら Reg タンパク質のシグナル伝達機構についてはほ

とんど解明されていない．一方 Reg タンパク質は C-type レ

クチンに特徴的な構造を有しており，type Ⅲ	Reg タンパク

質はそのレククチン活性により細菌を凝集し殺菌することが

報告されている．そこで Reg タンパク質のレクチン活性に

ついて解析することで，Reg タンパク質のシグナル伝達機構

と糖結合活性との関連について明らかにすることを目的に研

究を進めている．

　平成 28 年度までの研究では，精製したヒト REG	Ⅰα，

マウス Reg	Ⅰ，Reg	Ⅱを用いて種々の細菌に対する凝集活

性を検討した．その結果，ヒト REG	Ⅰα，マウス Reg	Ⅰ

はS.aureus，E.coli，B.subtilis に対して，マウス Reg	Ⅱは

S.aureus，B.subtilis に対して凝集活性を示すことが明らか

となった．またヒト REG	ⅠαのB.subtilis に対する凝集活

性 は Genti-oligosaccharide，Fructo-oligosaccharide お よ び

Sucrose の添加によって，マウス Reg	Ⅰ，Reg	ⅡのB.subtilis

に対する凝集活性は Genti-oligosaccharide の添加によって

阻害されることから，ヒト REG	Ⅰα，マウス Reg	Ⅰ，Reg	

ⅡはB.subtilis 細胞表面の糖と結合することでB.subtilis を

凝集すると考えられた．

　ヒト type Ⅲ	REG ファミリータンパク質である HIP/PAP

とマウス Reg	Ⅲγは典型的な糖結合配列である EPN 配列に
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よって糖を認識することが報告されているが，ヒト REG	Ⅰ

α，マウス Reg	Ⅰ，Reg	Ⅱは EPN 配列を欠いており，代

わって近傍に位置する DPK 配列によって糖を認識すること

が推測された．DPK 配列に変異を導入したマウス Reg	Ⅰで

はB.subtilis に対する凝集活性が低下することから，マウス

Reg	ⅠにおいてはDPK配列が糖認識部位であると考えられた．

　平成 29 年度の研究では，マウス Reg ファミリータンパク

質の pH 依存的なレクチン活性について検討を行った．その

結果，マウス Reg ファミリータンパク質はアルカリの条件

下でより高いレクチン活性を示すこと，Reg	Ⅰと Reg	Ⅲγ

を比較すると，Reg	Ⅲγの方がより酸性の条件下でレクチ

ン活性を示すことが明らかとなった．Reg	Ⅰタンパク質は

主に膵臓で発現しアルカリ条件下の膵液に分泌されるのに対

し，Reg	Ⅲγを含む Reg	Ⅲタンパク質は主に酸性条件下の

消化管で発現している．以上の結果から，Reg ファミリータ

ンパク質は発現している組織の pH に対応してレクチン活性

を示すように進化することで細菌に対する防御機構を構築し

てきた可能性が考えられた．

３．植物の分類・学名整理に関する研究

　マメ科ヌスビトハギ連は様々な薬用植物を含み，約 500 ～

550種が世界各地に分布する．近年の分子系統解析によると，

ヌスビトハギ連，特に Desmodium 属は進化系統を反映させ

るためには分類の再検討が必要な状況であることが明らかに

なりつつある．Desmodium 属は形態的には多様であるもの

の，分子系統樹に合わせて属を明確に分割できる分類形質に

欠けており，巨視的な形態の上からのみでは Desmodium 属

を分割するには困難な点が多い．一方でマメ科を含め様々な

植物では，花粉の形態変化が分類群間の類縁関係を反映す

ることが知られている．そこで，Desmodium 属を分割し近

縁の属も含め再編成する場合に用いることのできる分類形

質の一つとして，花粉の形態に着目した．現在，Ototropis

属，北米と中南米に分布する Desmodium 属について，その

微細構造，とくに花粉表面の構造を走査型電子顕微鏡を用い

て解析中である．また，従来区分が困難であったヤブマメ属

と Shuteria 属について，花粉構造及び分子系統的手法を用

いて解析を行った．その結果をうけて，ヤブマメ属を２属

に分割し，新規に Afroamphica 属を設立した．また，Tribe	

Desmodieae について，Desmodium 属も含めその系統関係

を分子系統学的手法を用いて解析中である．
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Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 三　部　　　篤

	 助　教	 手　塚　　　優

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．甲状腺機能低下状態での胎児小脳神経細胞障害に及ぼす

BCL-2 関連 athanogene(BAG)3 の役割

　甲状腺機能亢進症は，20 ～ 30 歳代の女性で発症する例が

多い．甲状腺機能亢進症の患者が妊娠した場合，妊娠中の甲

状腺機能コントロールが不十分だと，母体への影響だけでな

く早流産，先天性奇形，胎児発育不全などが起きやすい．そ

のため，妊娠中も甲状腺機能抑制薬による抗甲状腺治療が継

続される場合がある．妊娠中の甲状腺機能抑制薬の使用は，

現時点では奇形発現率が高いとする明確なデータはないもの

の，近年になり出生後の児において異常行動の出現など，神

経系への影響が報告されている．そのため，甲状腺機能抑制

薬の胎児神経系に対する影響について，詳細を明らかとする

必要がある．我々は，母体の影響を受けることなく，児の環

境を変えることが可能である受精鶏卵−鶏胚−ヒヨコ系を用

いた．受精鶏卵を用いた動物実験は，マウスやラットなどの

胎生動物を用いた動物実験とは異なり，母体を介することな

く直接的に児への薬物の影響を検証することが可能である．

また，ヒトの胎児の発生過程と鶏胚の発生過程には類似点が

多く，受精鶏卵を用いた動物実験モデルはヒトの胎児に対す

る薬物の影響を検討するのに適している．甲状腺機能抑制薬

の小脳神経細胞に対する影響について検討するために，鶏

胚発育時に甲状腺機能抑制薬（メチマゾール：MMI）の投

与を行った．その結果，卵令 14 日に MMI を投与すること

で，孵化後外見上の異常は認められないが，刷り込み能の

低下が確認された．また，MMI 投与後 2 日目（卵令 16 日）

の小脳において，アポトーシスと思われる細胞死が増加し

た．MMI 投与後 2 日目小脳では，細胞質分画およびミトコ

ンドリア分画における BCL-2 関連 athanogene	(BAG)	3 タン

パク質量が著しく減少していた．しかし，この時のミトコン

ドリア分画の BCL-2 タンパク質量には変化がみられなかっ

た．BAG3 は，アポトーシス抑制因子である BCL-2 と結合

する特徴を有し，細胞保護作用を示すこと，およびタンパク

質分解系の一つであるオートファジーの調節因子であること

が知られている．そのため我々は，BAG3 が BCL-2 ではな

く，他のアポトーシス関連タンパク質と相互作用している

と仮定し，アポトーシス関連タンパク質の変化について検

討を試みた．その結果，アポトーシス誘導因子の一つであ

る Bak が MMI 投与後の鶏胚小脳ミトコンドリア分画で顕

著に増大していた．しかし，BAG3 と Bak の神経細胞にお

ける詳細な役割は不明である．そこで我々は，マウス神経

芽腫由来細胞株（N1E115）を神経細胞のモデルとして，神

経細胞死に対する BAG3 および Bak の役割について検討を

行った．BAG3 を特異的に低下させる siRNA(siBAG3) およ

び BAG3 を過剰発現させることができる BAG3 遺伝子含有

アデノウイルスベクターを N1E115 細胞に加え，BAG3 を

ノックダウンおよび過剰発現させた時の N1E115 細胞の細胞

死およびミトコンドリア分画における Bak タンパク質量に

ついて検討した．その結果，BAG3 を特異的にノックダウン

した N1E115 細胞では，TUNEL 法で検出されるアポトーシ

スと考えられる細胞死が増加し，ミトコンドリア分画での

Bak タンパク質量が増大していた．一方，BAG3 を過剰発現

した細胞では細胞死は起こらず，Bak のタンパク質量が低下

していた．その時，N1E115 細胞の Bak 遺伝子発現量には変

化が見られなかった．すなわち，甲状腺機能低下状態により

BAG3 が低下し，遺伝子発現を介すること無くミトコンドリ

ア Bak タンパク質量の増大が起こる．この Bak の増大が引

き金と成り，アポトーシスと思われる細胞死が誘発されてい

ると考えられる．今後更に詳細に検討する予定である．

２．心筋細胞における BCL-2 関連 athanogene3 の機能的役割

　前述の様に，BAG3 は細胞保護作用を示すと考えられる．

BAG3 は骨格筋，心筋および神経などの組織で強く発現し

ていることから，点変異α B クリスタリンで発症する筋原

線維性ミオパチー (MFM) モデルマウスを用いて，心筋で

の BAG3 の変化を検討した．その結果，MFM モデルマウ

ス心筋では BAG3 タンパク質量が顕著に増大していた．こ

の MFM 心筋での BAG3 の増大の生理的意義を解明するた

めに，BAG3 を心筋特異的に過剰発現させたマウス (BAG3	

TG) を複数ライン作製し，その表現型を解析した．その結果，
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BAG3	TG マウスのうち心臓の BAG3 タンパク質の増加が約

2-3 倍の TG ラインにおいては，心機能に差は認められなかっ

たが，BAG3 タンパク質の増加が約 7-8 倍の TG ラインおい

て心機能の低下が認められた．これらの結果から，BAG3 タ

ンパク質の過度の増加は心筋障害を引き起こすことが示唆さ

れた．さらに，CryAB 誘発 MFM の病態形成に BAG3 誘発

心筋障害が関与している可能性が考えられた．

　BAG3 ノックアウトマウスの解析により，BAG3 は心筋細

胞の生存に必須であり，低下することによりアポトーシスと

考えられる細胞死が誘発されていることが報告されている．

そのため，BAG3 は心筋細胞の生存に必須であり，タンパク

質量が低下することによりアポトーシスが誘発されると考え

られる．しかし，その一方でタンパク質が過剰に存在しても，

細胞障害を発生させるタンパク質であると考えられた．今後

さらに検討していく．

３．白内障病態における水晶体上皮細胞の増殖と上皮間葉転

換（EMT）

　白内障は水晶体が混濁する疾患である．白内障では，水

晶体の混濁により水晶体を通過し，網膜に到達する光が減

少することによる視力の低下や視野狭窄が認められる．水

晶体の混濁原因としては，酸化ストレスなどの外部因子や水

晶体上皮細胞内に存在する可溶性タンパク質のひとつである

α−クリスタリンのアミノ酸点変異による変異タンパク質凝

集などが知られている．また近年，水晶体上皮細胞の増殖過

程で上皮細胞が筋線維芽細胞に形質転換し，細胞外マトリッ

クス (ECM) を沈着させる上皮間葉転換 (EMT) が加齢性白内

障病態に関わっていることが示されている．しかし，白内

障と EMT との関係に関し，詳細は解明されていない．我々

は，水晶体上皮細胞に存在する myocardin 関連転写因子 A	

(MRTF-A)	が，形質転換増殖因子β 2（TGF β 2）などの刺

激により細胞質から細胞核に移行し，白内障病態に関わっ

ていると仮定している．すなわち，MRTF-A は，TGF β 2

などの刺激により核内に移行し，血清応答因子 (SRF) の活

性化補助因子として働き，EMT を誘発し，細胞増殖促進あ

るいは細胞遊走活性化を介して水晶体混濁に関係している

可能性がある．しかし，MRETF-A と白内障との関わりに

関しては不明な点が多い．そこで我々は，ヒト水晶体上皮

細胞株（HLE-B3）を用いて，水晶体上皮細胞の増殖及び遊

走に対する MRTF-A の関与の解明を試みた．HLE-B3 細胞

では，MRTF ファミリーのうち，MRTF-A のみ遺伝子発現

が検出された．そのため，ヒト水晶体上皮細胞では，主に

MRTF-A が転写補助因子として機能している可能性が考え

られる．HLE-B3 細胞に TGF β 2 を添加すると，平滑筋ア

クチン（ACTA2）やⅠ型コラーゲン（collagen	type1）な

どのEMTマーカーの遺伝子発現は顕著に亢進した．その時，

MRTF-A に特異的に作用する siRNA(si-MRTF-A) 作用させ

ると，TGF β 2 刺激による EMT マーカーの遺伝子発現亢

進は抑制された．すなわち，TGF β 2 により MRTF-A が活

性化し，MET を引き起こしている可能性がある．今後，さ

らに検討して，白内障病態と EMT の関係性を解明していき

たい．
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病態研究と創薬，第 19 回応用薬理シンポジウム，東

京	(2017)

ｂ）一般講演

１）猪俣結衣，永坂祥大，宮手一樹，後藤雄太，東尾里

英子，石田欣二，齋野朝幸，弘瀬雅教，三部篤　Bcl-
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金沢	(2018)
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臨床薬剤学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 工　藤　賢　三

	 准教授	 富　田　　　隆

	 助　教	 千　葉　健　史

	 	 平　舩　寛　彦

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　研究面においては，学部内，附属病院薬剤部ならびに医学

部との共同研究に加え外部機関との共同研究を実施した．研

究テーマとしては臨床上の問題解決に視点を置き，とろみ調

整食品が医薬品の薬効発現に及ぼす影響に関すること，抗精

神病薬投与に起因する白血球減少症の発症機序の解明に関す

ること，母乳産生機構及び授乳時の薬物の影響に関すること，

がんに関する臨床研究に関すること，レギュラトリーサイエ

ンスに関連すること，実務実習に関連することなど多岐に渡

り行っている．

１．とろみ調整用食品が口腔内崩壊錠，素錠，およびコーティ

ング錠の崩壊性，溶出性，および薬効発現に及ぼす影響

　高齢者等の嚥下障害を発症している患者においては，嚥下

補助食品であるとろみ調整用食品が食物に限らず錠剤等の医

薬品の服用にも有用であることが報告されている．しかし，

とろみ調整用食品に浸漬させた酸化マグネシウム錠を服用し

た患者の便中に未崩壊の錠剤が観察されたことから，とろみ

調整用食品で医薬品を服用した場合，十分な薬効が発現して

いない可能性が示唆された．そこで，とろみ調整用食品が口

腔内崩壊錠，素錠，およびコーティング錠の崩壊性，溶出性，

および薬効発現に及ぼす影響を検討し，以下の結果を明らか

にした．① 160 種類の口腔内崩壊錠，素錠，およびコーティ

ング錠をとろみ調整用食品に浸漬させた場合，特に，口腔内

崩壊錠の崩壊性が著しく低下する．② 160 種類の口腔内崩壊

錠，素錠，およびコーティング錠を服薬ゼリーに浸漬させた

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
3 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 2 名 0 名

場合，とろみ調整用食品ほど崩壊性は低下しない．③同一成

分の先発医薬品と後発医薬品の口腔内崩壊錠，素錠，および

コーティング錠をとろみ調整用食品に浸漬させた場合，先発

医薬品と後発医薬品との崩壊性に差が生じるが，服薬ゼリー

では明らかな差は認められない．これらの結果から，とろみ

調整用食品で医薬品を服用した場合，特に，口腔内崩壊錠

の崩壊性が低下し，薬効の発現が減弱する可能性を明らかに

した．

２．服薬時におけるとろみ調整用食品の使用実態

　東日本に所在する介護保険施設を対象として，服薬時にお

けるとろみ調整用食品の使用実態をアンケート調査で明らか

にした．本調査によって，多くの介護保険施設では，服薬補

助剤の代わりにとろみ調整用食品を使用して高齢入居者に内

用薬を服用させている実態が判明した．とろみ調整用食品に

よる内用薬の服用は，錠剤等の崩壊性，溶出性を著しく低下

させることから，介護保険施設に入居している高齢者の場合，

薬効が十分に発現されていない可能性が示唆された．また，

高齢入居者のうち，糞便中に未崩壊の錠剤が排泄された複数

の事例が確認されたことから，現在，高齢者における適切な

服薬補助剤の使用法を検討している．

３．薬物動態に影響しない服薬補助剤の開発

　嚥下障害を発症している高齢者の場合，とろみ調整用食品

を使用して内用薬を服用しているが，とろみ調整用食品は内

用薬の薬物動態に影響を及ぼし，薬効の発現を減弱する可能

性を見出している．そこで，薬物動態に影響を及ぼさない服

薬補助剤を開発し，上市する目的で国内メーカーと共同で研

究を実施している．医薬品を用いた崩壊試験，溶出試験を実

施して，薬物動態に影響を及ぼさない服薬補助剤の組成，形

態を検討している．

４．抗精神病薬投与に起因する白血球減少症の発症機序の解明

　抗精神病薬の副作用として発症する汎血球減少症は，時に

致死的で急激に悪化する危険性が高いにも関わらず，未だ，

発症機序が解明されてない．発症機序の解明のために，まず，

抗精神病薬の投与量の指標であるクロルプロマジン換算値が

高い精神科入院患者ほど白血球減少症が発症する危険性が高

いことを明らかにした．次に，汎血球減少症を改善するには，

アデニンの投与が有効であること実証した．さらに，マウス

骨髄細胞を使用したコロニーアッセイ法によって，抗精神病

薬の一つであるクロザピンは，濃度依存的に血球系細胞の増

殖を阻害することを確認した．

５．母乳に含まれる生理活性アミンの生理的役割に関する検討

　岩手医科大学附属病院で出産した健康授乳婦 4 名を対象
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に，母乳中の 5-HT 濃度を測定した．その結果，出産 3 〜

24 ヶ月後の母乳中に 5-HT が 11.1 〜 55.1 ng/mL（約 52 〜

259.0 nM）の濃度で存在することが確認された．また，8 名

の健康授乳婦から提供された母乳を用い，3 種類のカテコー

ルアミン（ドパミン，ノルアドレナリン（NA），アドレナ

リン）濃度を測定したところ，NA のみが検出され，その濃

度は（1.61 〜 23.74 ng/mL）12.7 〜 115.5 nM であることが

確認された．さらに，母乳中に含まれるNAが乳腺上皮によっ

て合成されているのかどうかを確かめるために，ヒト乳腺上

皮細胞株 MCF-12A を用いて，NA の合成律速酵素であるチ

ロシン水酸化酵素（TH）の発現を評価した．その結果，TH

の mRNA およびタンパク質発現が確認され，乳腺が NA を

合成し母乳中へ分泌している可能性が示唆された．

６．乳腺上皮細胞に対する伸展負荷が母乳タンパク質発現に

与える影響

　ヒト乳腺上皮細胞（MCF-10A）に機械的な伸展負荷を

与えることにより，母乳タンパク質であるβ - カゼインの

mRNA 発現量が変動するのか検討を行った．伸展率を 4%，

10% または 20% の条件下で，1 往復 / 分にて 24 時間伸展し

た結果，β - カゼイン発現量は伸展率の上昇に応じて増加し

た．また，伸展刺激を 1，10，30 または 60 往復 / 分の条件

下で，伸展率 20% にて 24 時間伸展した結果，伸展刺激の上

昇に応じてβ - カゼイン発現量が増加した．本実験によって，

伸展負荷が乳腺上皮細胞のβ - カゼイン発現量を増加させる

ことが示唆された．今後，β ‐ カゼインの発現増加に機械

刺激の受容体となる TRP チャネルが関与しているか検討を

行っていく．

７．妊婦・授乳婦における医薬品の安全性に関する情報の現

状調査

　妊婦・授乳婦が服用する医薬品の中には，乳腺発達や母乳

産生機能に影響を及ぼすものが存在している．しかしながら，

これまでに医薬品の胎児や乳児への安全性情報の有無を調査

した報告は散見されていたが，「乳腺発達や母乳産生機能に

与える影響」に関する情報を調査した報告は皆無であった．

そこで，妊婦および授乳婦が実際に服用している医薬品を抽

出するとともに，これら医薬品の「乳腺発達への影響」およ

び「母乳産生機能への影響」に関する情報がどのような情報

源から入手可能なのかを調査した．その結果，添付文書・イ

ンタビューフォームも含め，授乳婦・乳児に関する情報はあ

る程度入手可能であったが，「乳腺発達への影響」および「母

乳産生機能への影響」についての情報はほとんど入手するこ

とができないことが明らかとなった．

８．実務実習における学生のストレスに関する研究

　実務実習を行った学生を対象にして，ストレスに関するア

ンケート調査を行い，学生がどのような実習項目にストレス

を感じるのか，男女間でどのような違いがあるのか等を調査

した．服薬指導等のコミュニケーション系の実習項目にスト

レスを感じる学生が多く，女子学生の方がストレスを受けや

すい傾向があることが示された．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月〜平成 30 年 3 月まで）
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６）鷹觜彩香, 福井嵩浩, 平舩寛彦, 千葉健史, ＊吉村勇哉, 

富田隆 工藤賢三：キサンタンガム系およびグアガム

系とろみ調整食品が速崩壊性錠剤である酸化マグネシ

ウム錠の崩壊に及ぼす影響 . 第 27 回日本医療薬学会

年会 . 平成 29 年 11 月 . 千葉 .

７）佐藤淳也 , 工藤賢三 , ＊篠道弘：尿中排泄された抗

がん薬のトイレにおける飛散性に関する実験的検討 . 

第 27 回日本医療薬学会年会 . 平成 29 年 11 月 . 千葉 .

８）於本崇志 , 朝賀純一 , 青木朋彦 , 長澤佳昭 , 佐藤文彦 , 

工藤賢三：医薬品の院内使用状況調査と情報提供によ

る適正使用への取り組み〜固形癌骨転移に使用される

デノスマブの一例〜 . 第 27 回日本医療薬学会年会 . 平

成 29 年 11 月 . 千葉 .

９）小野寺蓮 , 二瓶哲 , 木村聡元 , 岩渕修 , 富田隆 , 佐藤

文彦 , 工藤賢三：糖尿病患者における大腸がん化学療

法の影響 . 日本臨床腫瘍薬学会学術大会 2018. 平成 30

年 3 月 . 横浜 .

10）大坂紗也佳 , 二瓶哲 , 小松英明 , 岩渕修 , 佐藤文彦 , 

富田隆 , 工藤賢三：乳がん FEC 療法の発熱性好中球

減少症に対するオランザピンの影響 . 日本臨床腫瘍薬
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学会学術大会 2018. 平成 30 年 3 月 . 横浜 .

11）勝治みなみ , 千葉健史 , ＊前田智司 , 藤田融 , ＊武田

リカ , ＊菊池昭彦 , 工藤賢三：乳腺上皮細胞にはノル

アドレナリンのオートクリン機構が存在する . 日本薬

学会第 138 年会 . 平成 30 年 3 月 . 金沢 .

12）＊吉村勇哉 , 富田隆 , 工藤賢三：簡易懸濁時のチュー

ブ閉塞に関する沈降速度からの考察 . 日本薬学会第

138 年会 . 平成 30 年 3 月 . 金沢 .

13v ＊櫻田大也 , ＊小林江梨子 , ＊夏目紗恵 , ＊石川幸奈 , 
＊根本由美子 , ＊高橋青衣 , ＊小野寺隆芳 , ＊丸宗孝 , 工

藤賢三 , ＊佐藤信範：小学生を対象とした医薬品適正

使用啓発の講義プログラム開発 . 日本薬学会第 138 年

会 . 平成 30 年 3 月 . 金沢 .

14）＊大塚進 , ＊中馬真幸 , ＊岩渕聡 , ＊原田大 , ＊鈴木善樹 , 
＊山口順子 , ＊雅楽川聡 , ＊吉田善一 , 工藤賢三 , ＊岸野

亨 , ＊西澤健司：薬剤師の職能を最大限に活かしたフィ

ジカルアセスメント研修会の実施とその評価 . 日本薬

学会第 138 年会 . 平成 30 年 3 月 . 金沢 .

ｃ）その他

１）工藤賢三：がん化学療法における新たな業務展開を

目指して . 第 3 回薬剤師のための抗がん剤勉強会 . 平

成 30 年 1 月 . 東京 .

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）工藤賢三：病院・薬局実務実習東北地区調整機構の

動き . 日本病院薬剤師会東北ブロック第 7 回学術大会 . 

平成 29 年 6 月 . 弘前 .

ｂ）一般講演

１）庄司健人 , 稲垣学人 , 二瓶哲 , 青木朋彦 , 佐藤浩二 , 

米澤裕司 , 佐藤文彦 , 齊藤平佐 , 伊藤薫樹 , 工藤賢三：

ニボルマブの有害事象に関するリスク因子の探索 . 日

本病院薬剤師会東北ブロック第 7 回学術大会 . 平成 29

年 6 月 . 弘前 .

２）青木朋彦 , 於本崇志 , 朝賀純一 , 長澤佳昭 , 佐藤文彦 , 

工藤賢三：説明すべき重要な副作用情報を患者へ確実

に提供するための取り組み . 日本病院薬剤師会東北ブ

ロック第 7 回学術大会 . 平成 29 年 6 月 . 弘前 .

３）小野寺蓮 , 二瓶哲 , 千葉健史 , 後藤慎平 , 氏家悠貴 , 

大坂紗絶佳 , 小川真実 , 菅野久美香 , 於本崇志 , 稲垣

学人 , 木村聡元 , 岩渕修 , 佐藤文彦 , 工藤賢三：糖尿

病患者における大腸がん化学療法の影響 . 第 37 回岩

手薬学大会 . 平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

４）菅野久美香 , 二瓶哲 , 千葉健史 , 後藤慎平 , 氏家悠貴 , 

大坂紗也佳, 小川真美, 小野寺蓮, 於本崇志, 稲垣学人, 

塩山亜紀 , 岩渕修 , 佐藤文彦 , 工藤賢三：妊婦・授乳

婦に関する持参薬の実態調査 . 第 37 回岩手薬学大会 . 

平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

５）及川亜美 , 佐々木拓弥 , 高橋昇太 , 鷹砦渓 , 稲垣学人 , 

米澤裕司 , 小野寺直人 , 佐藤文彦 , 工藤賢三：抗菌薬

適正使用を目的としたリネゾリド使用許可制導入の評

価 . 第 37 回岩手薬学大会 . 平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

６）後藤慎平 , 二瓶哲 , 千葉健史 , 高橋宏彰 , 木村聡元 , 

岩渕修 , 佐藤文彦 , 工藤賢三：大腸がんにおけるベバ

シズマブの高血圧に対する薬剤師の介入効果 . 第 37

回岩手薬学大会 . 平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

７）氏家悠貴 , 二瓶哲 , 千葉健史 , 朝倉賀子 , 岩渕修 , 佐

藤文彦 , 工藤賢三：小児がんにおけるカルポプラチン

の投与量と血小板減少症に関する検討 . 第 37 回岩手

薬学大会 . 平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

８）小川真実 , 二瓶哲 , 千葉健史 , 後藤慎平 , 氏家悠貴 , 

小野寺蓮 , 大坂紗也佳 , 菅野久美香 , 於本崇志 , 稲垣

学人 , 岩渕修 , 佐藤文彦 , 工藤賢三：前立腺がんにお

けるカバジタキセルの効果予測因子に関する検討 . 第

37 回岩手薬学大会 . 平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

９）大坂紗也佳 , 二瓶哲 , 千葉健史 , 後藤慎平 , 氏家悠貴 , 

小野寺蓮, 小川真実, 菅野久美香, 於本崇志, 稲垣学人, 

小松英明 , 岩渕修 , 佐藤文彦 , 富田隆 , 工藤賢三：乳

がん FEC 療法の発熱性好中球減少症に対するオランザ

ピンの影響. 第37回岩手薬学大会. 平成29年9月 . 盛岡 .

10）島田真衣 , 大森英美 , 富田隆 , ＊畑澤博巳 , 工藤賢三：

防災対策の現状と課題を把握するための岩手県内にお

ける保険調剤薬局を対象としたアンケート調査の結果

報告 . 第 37 回岩手薬学大会 . 平成 29 年 9 月 . 盛岡 .

11）米内和暉 , 千葉健史 , ＊前田智司 , 工藤賢三：乳腺上

皮細胞はカテコールアミンを合成し，母乳中へ分泌し

ているか？ . 第 56 回日本薬学会東北支部大会 . 平成

29 年 10 月 . 青森 .

ｃ）その他

１）工藤賢三：病院薬剤師への招待 . 平成 29 年度業種

研究講演会 . 平成 29 年 8 月 . 矢巾 .

２）富田隆：薬剤師ってどんな職業？ . 出張講義（岩手

高等学校）. 平成 30 年 3 月 . 盛岡 .
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地域医療薬学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 高　橋　　　寛

	 准教授	 松　浦　　　誠

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．唾液アミラーゼ中のバイオマーカーを指標としたストレ

ス評価に関する研究

　薬学 6 年制教育において長期実務実習は薬剤師として実践

的な態度・能力を身につけることを目的として実施されてい

るが，大学とは異なった環境での実習は学生に様々なストレ

スを与えていると推察され，このことに起因する学生の身体

的変調が散見される．ストレス評価の指標として唾液アミ

ラーゼ活性に着目し，長期実務実習における学生の唾液アミ

ラーゼ活性値を用いてストレス評価を検討した．

２．地域医療サービスに必要な薬学的業務の研究

　がん患者さんが外来で化学療法を受けるなど，がん治療が

入院から外来にシフトすることで，今後ますます保険薬局に

おける抗がん剤の服薬指導を行う機会や医療用麻薬の取扱い

が増えてくることが予想されことから，保険薬局における医

療用麻薬の供給体制を整備する上で，医療用麻薬の供給体制

の現状や問題点などについて把握するために岩手県下の薬局

を対象にアンケート調査を実施し，現状の把握と問題点解決

について検討した．

３． 米 国 の PIH Health Hospital- Whittier の Shunsuke 

Toyoda, Pham.D. との共同研究で注射剤供給における中

止及び変更に伴う損失軽減のための供給システムについて

　1日 1回供給から1日 3回供給へシステム変更することで，

中止・変更となった注射剤が病棟から効率よく返品され，1

日あたり約 340 ドルの薬品費節減効果が認められた．供給シ

ステムの変更により中止や指示変更による廃棄の減少と再利

用の増加により年間 308,000 ドルの医薬品費削減効果が得ら

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
１名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

れた．

４．院外処方箋データに基づいた震災後の被災地の健康状態

把握の試み

　震災後の被災地の健康状態を沿岸部の県立病院の院外処方

データを用い，薬剤の使用量の動きから健康状態の動きを把

握できないか検討した．糖尿病治療薬や高血圧治療薬の動き

から，地域住民の健康状態が震災前と比較して変化していた．

特に，糖尿病治療薬に関しては，ビグアナイド系の処方が多

くなり，インスリン抵抗性の糖尿病が増加している可能性が

示唆された．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）藤原邦彦，松浦誠，千葉健史，佐古兼一，藤澤美穂，

前田智司：日本薬科大学における薬学長期実務実習で

のストレス調査（2017 年，薬学教育，第 1 巻 1-12 項）．

２）藤澤美穂，畠山秀樹，氏家真梨子，高橋智幸，松浦誠：

医療系大学の臨床実習における学生のストレス（2017

年，岩手医科大学教養教育研究年報，第 52 号，55-62

項）．

３）高橋寛：薬局における健康管理支援の現状と課題　

簡易検査（自己採血）を中心に（2017 年，公衆衛生，

第 81 巻，908-914 頁）．

②　著書

１）高橋　寛：残薬確認．薬学と社会　医療経済・多職

種連携とチーム医療・地域医療・在宅医療．中山書店

（望月眞弓：編）．234（2017）

２）高橋　寛：健康サポート薬局．薬学と社会　医療経済・

多職種連携とチーム医療・地域医療・在宅医療．中山

書店（望月眞弓：編）．246（2017）

３）高橋　寛：服薬指導．薬剤師業務の基本［知識・態度］

第３版（上村直樹，平井みどり：編）．羊土社．58（2017）

４）高橋　寛：薬歴管理 . 薬剤師業務の基本［知識・態度］

第３版（上村直樹，平井みどり：編）．羊土社．67（2017）

５）高橋　寛：お薬手帳．薬剤師業務の基本［知識・態度］

第３版（上村直樹，平井みどり：編）．羊土社 79（2017）

６）高橋　寛：患者への情報提供．薬剤師業務の基本［知

識・態度］第３版（上村直樹，平井みどり：編）．羊土社．

83（2017）

７）高橋　寛：注意を要する疾患，小児，妊婦・授乳婦，
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高齢者への服薬指導．薬剤師業務の基本［知識・態度］

第３版（上村直樹，平井みどり：編）．羊土社．90（2017）

８）高橋　寛：薬剤の影響を受ける臨床検査値．PT・

OT のための治療薬ガイドブック　リハビリテーショ

ン実施時の注意点（高橋仁美：編）．メジカルビュー社．

49（2017）

９）高橋　寛：降圧薬，パーキンソン病治療薬，糖尿病薬．

PT・OT のための治療薬ガイドブック　リハビリテー

ション実施時の注意点（高橋仁美：編）．メジカルビュー

社．372（2017）

10）高橋　寛：体温調節に影響を及ぼす薬剤．PT・OT

のための治療薬ガイドブック　リハビリテーション実

施時の注意点（高橋仁美：編）．メジカルビュー社．

382（2017）

11）高橋　寛：抗ヒスタミン薬と尿失禁．PT・OT の

ための治療薬ガイドブック　リハビリテーション実施

時の注意点（高橋仁美：編）．メジカルビュー社．384

（2017）

12）高橋　寛：薬剤と転倒の危険性．PT・OT のため

の治療薬ガイドブック　リハビリテーション実施時の

注意点（高橋仁美：編）．メジカルビュー社．392（2017）

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）松浦　誠，高橋久恵，高橋寛：岩手県下の保険薬局

における「医療用麻薬」に関するアンケート調査（第

11 回日本緩和医療薬学会，札幌，平成 29 年 6 月 3 日）

２）高橋寛：院外処方データを活用した被災地の健康状

態の推測についての１考察　−薬剤師が関与する重要

性−　（第 20 回日本医薬品情報学会総会・学術大会，

東京，平成 29 年 7 月 9 日）

３）松浦　誠，栗山あかな，谷川夏紀，中村桃子，高橋

久恵，高橋　寛：保険薬局における在宅緩和医療推進

のための「医療用麻薬」に関する現状調査（第 50 回

日本薬剤師会学術大会，東京，平成 29 年 10 月 8 日）

４）＊小野寺健，松浦誠，＊南川賢治，＊三浦裕恵，＊三

浦清明，＊三浦俊弘：薬学実習生卒後進路調査を通し

て見えてきた現状と課題への提言（第 27 回日本医療

薬学会年会，幕張，平成 29 年 11 月 3 日）

５）松浦誠 ,＊豊田俊介 ,＊小野寺健 ,＊Carmen	Chang　,	
＊ Diane	McCowan	 , 高 橋 寛：PIH	Health	Hospital-	

Whittier における注射剤供給システムの構築によるコ

スト削減（第 27 回日本医療薬学会年会，幕張，平成

29 年 11 月 4 日）

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）高橋寛：改訂薬学教育モデル・コアカリキュラムの

考え方（日本病院薬剤師会　東北ブロック第 7 回学術

大会，弘前，平成 29 年 6 月 11 日）．

─	320	─



教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

薬学教育学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 奈良場　博　昭

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　薬学教育学科では，教育手法の調査研究とともに基礎研

究も行っており，今年度は，細胞外分泌小胞エキソソーム

（exosome）の炎症反応への関与という実験テーマを継続し

た．近年，細胞から分泌される小胞としてエキソソームが

様々な生命活動や病態に関わることが，示唆されている．本

学科では，特に炎症性疾患におけるエキソソームの役割に

関して，培養細胞や病態モデル動物を用いて，研究を進めて

いる．

１．プロスタグランジン産生酵素に関する発現調節機構

　１）プロスタグランジンとエキソソーム

　初代培養マクロファージから分泌されるエキソソームにプ

ロスタグランジン産生酵素群が存在し，炎症性刺激により発

現が上昇することから，その活性が炎症反応など関わること

が示唆された．

　２）エキソソーム単離，解析手法の開発

　培養マクロファージ細胞株からの効率的なエキソソームの

単離方法を開発し，エキソソーム中に存在する低分子 RNA

や機能性タンパク質を見いだし，更に形態的な観察も進めて

いる．

　３）炎症性モデル動物を用いて生体内におけるエキソソー

ムの役割をホールボディイメージングなどの手法を応用して

解析している．

　４）エキソソーム分泌に関与する細胞内情報伝達系の解析

をタンパク質リン酸化酵素の検出や阻害薬の感受性から検討

と行った．その結果，Akt/mTOR 経路の関与が示唆された．

　５）急性炎症モデルであるラットザイモサン胸膜炎の胸腔

滲出液中のエキソソームが血漿由来ではないことを明らかと

し，更にそのエキソソーム中に大量のシクロオキシゲナーゼ

-2 が存在することを見出した．

　６）関節リウマチモデル（SKG マウス）の血中 exosome

に含まれるタンパク質やマイクロ RNA の関する解析も開始

した．SKG マウスは，多糖類の起炎物質の投与により，関

節炎を発症し，全身性の症状へと伸展することから慢性関節

リウマチのモデルとして注目されている．本年より，この

SKG マウスもちいて炎症病態の進行に伴う，血中エキソソー

ムの量の変化とそこの含有する microRNA の種類の変化を

網羅的に検出する試みを開始した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）ラット炎症モデルの滲出液中におけるエキソソーム

分泌とその含有機能性タンパク質の解析（第 38 回日

本炎症・再生医学会，京都，平成 29 年 7 月 9 日）
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看 護 学 部



教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 1 名 0 名 0 名 1 名 1 名 3 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

共通基盤看護学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 嶋　森　好　子	 三　浦　まゆみ

	 特任教授	 秋　山　智　弥

	 講　師	 柏　木　ゆきえ

	 特任講師	 小　松　　　恵

	 助　教	 小　林　由美子	 野　里　　　周

	 	 小　坂　未　来

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　学部設立初年度であり，各領域の土台作りのために，それ

ぞれの領域においてこれまで行ってきている研究を継続して

推進すること．また，新たに，共通基盤看護学領の教育に必

要な研究課題の発見に努めることとした．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）＊藤田茂，＊飯田修平，＊永井庸次，嶋森好子他，病

院の院内体制整備が重大な医療事故の経験，医療事故

及びインシデント報告件数にもたらす影響－ 2004 年，

2011 年，2014 年，2015 年の全国調査を用いた縦断

的研究－，日本医療マネジメント学会誌，18（3），127-

131（2017）

２）秋山直美 ,	秋山智弥 ,	＊林田賢史 ,	＊幸野里寿 ,	＊白岩

健 ,	＊内藤知佐子 ,	＊井上喬太 ,	＊吉川陽子 :	看護師の臨

床経験・部署配属年数による薬剤に関するヒヤリ・ハッ

トの発生傾向－日本医療機能評価機構の公表データを

用いて－ ,	日本看護評価学会誌	7(1),	1-11（2017）

３）野里同，＊武田利明：湿潤状態の皮膚への加圧に

よる組織傷害に関する基礎研究，日本褥瘡学会誌，

19(1)，49-54(2017)

４）野里同 ,	＊武田利明：スキンケア用品を用いた皮

膚の浸軟予防に関する基礎研究，日本褥瘡学会誌	，

19(4)，435-439（2017)

５）小坂未来，＊武田利明：浸透圧利尿薬の血管外漏

出に対する罨法の有効性，北日本看護学会誌，20，

13-18（2017）

②　著書

１）嶋森好子：医療と看護のプロセスとアウトカムを評

価する「重症度，医療・看護必要度」のＤＰＣへの置

き換えは可能か，社会保険旬報 No2692，社会保険研

究所，12-18（2017）

２）嶋森好子：患者の安全のための身体拘束廃止へ看護

管理者ができること，看護展望 42（14），メディカル

フレンド社，14-16（2017）

３）嶋森好子：【寄稿】安全で質の高い看護を急性期病院

で提供するために「抑制をしない看護」を実現しよう，

週刊医学会新聞 2017 年 11 月 27 日号，医学書院，（2017）

４）＊任和子 ,	＊	井川順子 ,	秋山智弥編 :	根拠と事故防止

からみた基礎・臨床看護技術	第2版 ,	医学書院,	（2017）

５）秋山智弥 :	看護の可視化	量と質の両面から適切な

評価を考える（第 1 回）看護という名の目には見えに

くい仕事 ,	看護管理 ,	28(1),	56-59（2018）

６）秋山智弥 :	看護の可視化	量と質の両面から適切な

評価を考える（第 2 回）「患者の安全を守る看護」の

可視化 (1),	看護管理 28(2),	154-157（2018）

７）秋山智弥 :	看護の可視化	量と質の両面から適切な評

価を考える（第3回）「患者の安全を守る看護」の可視

化(2)	必要看護師数の算定,	看護管理28(3),	244-247,	（2018）

８）秋山智弥 :	看護師の業務拡大と静脈注射・輸液管理 ,	

京都大学医学部附属病院看護部編	IV ナース認定プロ

グラム技能認定テキスト ,	サイオ出版 ,	（2017）

９）＊倉元直樹，小松恵，＊宮本智弘：看護専門学校へ

の進学選択理由－東北地方中核都市に立地するＡ高

2 おける 5 年間の変化－，大学入学研究ジャーナル

No27，129-134（2017）

ｃ）その他

１）TOMODACHI　J&J　災害看護研修プログラム　

記念誌　編集　寄稿，2017 年

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）嶋森好子，秋山智弥，＊塚本容子，＊村上玲子，＊樋

─	323	─



口秋緒，＊松月みどり：特定行為研修を修了した看護

師がもたらすケアイノベーション，第 37 回日本看護

科学学会学術集会，交流集会，2017 年 12 月，仙台

２）嶋森好子：起こしたヒヤリハットのグレードの評価

をして適切な対応を行う，K12 パネルディスカッショ

ン「医療従事者の能力管理 - ヒヤリハットを繰り返す

医療従事者への対応策 -」，第 11 回医療の質・安全学

会学術集会，2017 年 11 月，千葉

３）嶋森好子，野村陽子，＊小藤幹恵，＊桑原安江，＊吉村浩，
＊日向園恵：急性期病院で認知症を呈する患者に「抑

制しない看護を実現する」―看護管理者の取り組みと

システム化―，指定インフォメーション・エクスチェ

ンジ，第21回日本看護管理学会学術集会，2017年 8月，

横浜

４）＊田中彰子，嶋森好子，秋山智弥，＊箕浦洋子，＊丹

沢早苗：「重症度，医療・看護必要度」をめぐる看護

管理の課題一平成 28 年度診療報酬改定による医療現

場への影響―，指定インフォメーション・エクスチェ

ンジ，第21回日本看護管理学会学術集会，2017年 8月，

横浜

５）＊熊谷雅美，＊大久保清子，嶋森好子，秋山智弥，＊川

崎つま子，＊角田直枝，＊柳澤ユカリ，＊橋本幸，＊嘉

山一壽，＊折笠清美（日本看護管理学会「看護の適正

評価に関する検討委員会」）：『地域包括ケア病棟』の

行方～質と安全を高める方策～，第 21 回日本看護管

理学会学術集会，指定インフォメーション・エクスチェ

ンジ，2017 年 8 月，横浜

ｂ）一般講演

１）＊藤田茂，＊飯田修平，＊永井庸次，嶋森好子，他：

医療安全情報の周知方法と医療従事者の閲覧頻度及び

周知の効果に関する研究，第 19 回日本医療マネジメ

ント学会学術集会，2017 年 7 月，仙台

２）＊大夛賀政昭，＊田中彰子，＊嶋森好子，＊武井純子，　
＊筒井孝子：「重症度，医療・看護必要度」の評価と

記録の実態―看護必要度全国研修会でのアンケート調

査結果よりー，第 9 回日本臨床看護マネジメント学会

学術研究会，2018 年 2 月，東京

３）＊瀬下律子，＊山元恵子，嶋森好子，＊高田誠：看護

管理者のためのマネジメントスキルワークショップ研

修の成果，第 9 回日本臨床看護マネジメント学会学術

研究会，2018 年 2 月，東京

４）＊尾無徹，三浦まゆみ：東日本大震災復興期におけ

る被災町村の保健師の保健活動とその認識：日本災害

看護学会第 19 回年次大会，2017 年 8 月，鳥取

５）秋山智弥，野村陽子，	＊新道幸恵，秋山直美 :	看護

副院長の政策に関する知見に焦点を当てた病院経営

参画モデルの検討（第 1 報）－全国調査を実施して－ ,	

第 21 回日本看護管理学会学術集会 ,	2017 年 8 月，横浜

６）秋山直美，秋山智弥，野村陽子，＊新道幸恵 :	看護

副院長の政策に関する知見に焦点を当てた病院経営参

画モデルの検討（第 2 報）－全国調査から見えてきた

現状と今後の課題－ ,	第 21 回日本看護管理学会学術

集会 ,	2017 年 8 月，横浜

７）秋山智弥，秋山直美，＊幸野里寿，＊松野友美，＊内

藤知佐子，＊林田賢史，＊菅田勝也 :	大学病院における

ジェネラリスト看護師の臨床判断能力テストの開発，

第37回日本看護科学学会学術集会 ,	2017年 12月，仙台

８）秋山智弥，秋山直美，＊林田賢史，＊幸野里寿，＊白岩健 ,	
＊内藤知佐子，＊吉川陽子，＊菅田勝也 :	看護師の臨床

経験・部署配属年数によるヒヤリ・ハットの種類別の

発生傾向－日本医療機能評価機構の公表データを活用

して－ ,	第 8 回日本看護評価学会学術集会 ,	2018 年 3

月，東京

９）野里同 ,	馬場	磨陽 ,	＊武田	利明：深部体温の上昇に

よる皮膚加圧部の変化に関する基礎研究，第 26 回日

本創傷・オストミー・失禁管理学会学術集会，2017

年 6 月，千葉

10）野里同 ,	馬場	磨陽 ,	＊武田	利明：深部体温が上昇し

た際の圧迫皮膚への影響に関する基礎研究，第 19 回

日本褥瘡学会学術集会，2017 年 9 月，岩手

11）細川奈々 ,	野里同 ,	平間志江 ,	堀合由里子 ,	小泉妙子 ,	

中田紀恵 ,	千葉励子 ,	山尾寿子：NPPV マスクによる

MDRPU 予防に向けた取り組み ( 第 1 報：NPPV マス

ク装着に関する実態と課題 )，第 19 回日本褥瘡学会学

術集会，2017 年 9 月，岩手

12）堀合由里子 ,	野里同 ,	細川奈々 , 平間志江 ,	小泉妙子 ,	

中田紀恵 ,	千葉励子 ,	山尾寿子：NPPV マスクによる

MDRPU 予防に向けた取り組み ( 第 2 報：マニュアル

とチェックリストの作成 )，第 19 回日本褥瘡学会学術

集会，2017 年 9 月，岩手

13）小泉妙子 , 野里同 ,	細川奈々 , 平間志江 , 堀合由里子 ,

中田紀恵 ,	千葉励子 ,	山尾寿子：NPPV マスクによる

MDRPU 予防に向けた取り組み ( 第 3 報：マニュアル

とチェックリスト導入による予防効果 )，第 19 回日本
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褥瘡学会学術集会，2017 年 9 月，岩手

14）＊片岡百合子，＊小林美佳，野里同，＊佐々木恵美，＊神

山礼子：橈骨遠位端骨折術後の可動域制限に影響を与

える要因，日本看護学会学術集会（慢性期），2017 年

9 月，神戸

15）多田育美，小坂未来，佐藤奈美枝，安保弘子，三浦

幸枝：育児休暇中の看護職員の職場復帰支援―「リー

ママカフェ」を開催して―，第 21 回日本看護管理学

会学術集会，2017 年 8 月，横浜

ｃ）その他

１）嶋森好子，【寄稿】安全で質の高い看護を急性期病

院で提供するために「抑制しない看護」を今こそ実現

しよう	，医学界新聞 3250 号（医学書院），2017 年 11

月

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）嶋森好子：医療安全の歩み～安全文化を根付かす

取り組み～，TERUMO	メディカルセミナー in 小浜，

2017 年 11 月，福井

２）秋山智弥：在宅療養を支えるジェネラリスト・エキ

スパートの力－地域で生き，地域で活きる看護職へ－	

日本在宅医学会第 3 回地域フォーラム in 三重，2018

年 2 月，三重

３）小松恵：東アジアにおける首都災害と看護―災害か

ら学んだこと，第 51 回東京都看護協会看護研究学会，

シンポジスト，2018 年 1 月，東京　

ｂ）一般講演

１）小松恵，小坂未来，＊澤田陽希：次世代の災害看護

のリーダー育成のための教育．第 51 回東京都看護協

会看護研究学会，2018 年 1 月，東京

ｃ）その他

１）小松恵，TOMODACHI　J&J 災害看護研修プログ

ラム 2017 の事前セミナー・事後セミナー，「メンター・

メンティの役割と関係」，2017 年 7 月

２）小松恵，TOMODACHI　J&J 災害看護研修プログ

ラム 2017 の事前セミナー・事後セミナー，「研修の成

果」，2017 年 11 月
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
2 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

地域包括ケア講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 野　村　陽　子

	 教　授	 末　安　民　生

	 特任准教授	 遠　藤　　　太

	 助　手	 舘　向　真　紀

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．大学病院と沿岸地域施設における情報通信技術 (ICT) を

用いた看看連携システム開発に関する研究（地域看護学）

　2017 年 1 月からテルモ生命科学芸術財団より研究助成金

を受け，「大学病院と遠隔地域施設における情報通信技術

(ICT) を用いた看看連携システム開発に関する研究」（研究

代表者：野村）を開始した．この研究は，大学病院がこれま

でに開発した「いわて医療情報連携・遠隔医療システム」を

活用し，また大学病院と岩手県立宮古病院（以下「県立宮古

病院」という．）の双方がテレビ電話等，診療情報の共有に

求められる水準のセキュリティが担保されかつ汎用性のある

ICT を使って，大学病院の地域医療連携センターと県立宮

古病院および沿岸地域の訪問看護ステーション等をつなぎ，

大学病院から退院する患者の看護に係る情報交換が，看護職

と看護職の間でタイムリーに行える仕組みを開発し，その効

果を明らかにすることを目的としている．今後は，大学病院

から県立宮古病院に転院する患者を対象にテレビ電話を活用

した病棟間の連携（カンファレンス）や月に1回の事例検討会

を継続的に行い，連携による効果を明らかにする予定である．

２．教育プログラムに関する研究（看護政策論・地域看護学）

　１）看護基礎教育における政策教育プログラム開発研究

　2016 年度の日本看護科学学会において「政策」を看護教

育においてどのように教えるかについて討議し，2017 年度

の同学会においては「“政策型思考”が獲得できる看護教育

を考える」として交流集会を開催し，看護基礎教育における

政策教育プログラムを開発するための研究を行ってきた．今

後は，科研費の助成を受け，研究班を立ち上げて，同研究を

推進する予定である．

　２）初学者対象の地域看護学教育成果に関する研究

　2017 年 4 月に開設した看護学部では，1 学年前期から地域

看護学を教授することを特徴としており，他大学ではあまり

行われていないことから，その教育内容を検討し学習効果を

明らかにする研究を行った．その結果を同年 10 月の日本公

衆衛生学会総会において発表したところである．2018 年度に

は当該授業において課したレポートから質的分析を行い，初

学年に地域看護学を教授する意義を明らかにする予定である．

３．精神科分野の地域包括ケア体制の確立に向けた精神科訪

問看護体制整備のための支援研究（精神看護学）

　精神看護学領域では，岩手県内の精神科分野の地域包括ケ

アへの体制整備を図るために，県内でも取り組みの遅れてい

る精神科訪問看護体制整備の課題を日本精神科看護協会岩手

県支部と分析した．その成果として早期に取り組めることと

して，日本精神科看護協会岩手県支部と協働し，精神科訪問

看護基本療養費算定要件研修会「精神科訪問看護研修会・基

礎編」の企画策定に参画し 2017 年 3 月に実施した．研修に

は約 80 名が参加し研修後にアンケートを実施し，研修内容

を評価した．この評価は，今後とも精神科訪問看護の専門性

を高めていくために反映していけるようにするために，研究

活動は継続し検討することとなった．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ｄ）その他

１）西池絵衣子，末安民生：精神科アウトリーチサービ

スに携わる支援者の包括的教育プログラムの開発と検

証．2018 年度	科研費基盤研究 (C) 研究成果報告書

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）嶋森好子，野村陽子，小藤幹恵，桑原安江，吉村浩

美，日向園惠：急性期医療現場で．認知症状を呈する

患者に「抑制しない看護」を実現する－看護管理者の

取り組みとシステム化－．第 21 回日本看護管理学会

学術集会．2017 年 8 月．横浜市

２）野村陽子，舘向真紀：地域看護学を大学 1 年生に教

授する意義－「地域」に立脚した看護を展開できる学

生を育成するために－．第 76 回日本公衆衛生学会総
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会・学術集会．2017 年 10 月．鹿児島市

３）池田真理，野村陽子，巴山玉蓮：‘政策型思考’が

獲得できる看護教育を考える．第 37 回日本看護科学

学会学術集会．2017 年 12 月．仙台市

ｃ）その他

１）西池絵衣子，末安民生：フィンランド西ラップラン

ド地域にあるケロプタス病院でのオープンダイアロー

グの実践とその方法．第 27 回日本精神保健看護学会

学術集会．2017 年 6 月．札幌

２）西池絵衣子，末安民生：精神科アウトリーチサービ

スに携わる支援者の包括的教育プログラムの開発と検

証．第37回日本看護科学学会学術集会．2017年 12月．

仙台

３）西池絵衣子，末安民生：事例検討会をはじめよう

in 岡山～答えのないもどかしさに耐える力～．第 42

回日本精神科看護学術集会．2017 年 6 月．岡山

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）末安民生：精神障害者の働き方，支え方．日本財団

主催医療者のための就労支援フォーラム．2017 年 9

月 10 日．岡山市
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成育看護学講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 高　橋　　　亮

	 教　授	 蛎　﨑　奈津子

	 講　師	 遊　田　由希子

	 助　手	 山　本　洋　子

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．小児看護学に関する研究

　疾患を抱えた子どもの QOL 向上に関する研究として，今

年度は成長ホルモン治療（GH 治療）を受けている低身長児

の心理社会的側面における問題と対応について検討した．そ

の結果，GH 治療を行うことにより，低身長児の日常生活に

おけるさまざまな問題の改善につながっていることが明らか

となった．

２．国際看護・国際保健に関する研究

　東南アジアにおける開発途上国の健康問題を明らかにする

ためにラオス国に焦点をあてて調査を行った．その結果，ラ

オス都市部の住民は肥満や生活習慣病に罹る者が多く，経済

発展の影響が同国民の健康問題に影響していることが明らか

となった．

３．母性看護学・助産学に関する研究

　周産期医療の受け手となる女性とその家族を対象とした研

究として，今年度は外国人妊産婦とその家族への看護支援に

向けた実践的取り組みに関する研究ならびに本県の母乳育児

支援の現状に関する研究発表を行った．その他，近年，各自

治体で取り組みが進んでいる妊娠・出産包括支援モデル事業

のなかの「産後ケア事業」に焦点を当てた文献研究を行い，

本県における導入と展開に関する示唆を得た．

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　手
2 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
　0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[英文 ]

ａ）原著

１）Takahashi,	R.,	＊Ogawa,	M.	and	＊Osada,	H.:	Quality	

of	 life	of	SGA	children	with	short	stature	receiving	

GH	 treatment	 in	 Japan.	 Pediatric	Endocrinology	

Reviews.	14	Supplement1:	222-228	(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ｃ）症例報告

１）＊造田亮子 ,	＊清野純子 ,	高橋亮：ラオス都市部近郊

に暮らす成人と高齢者の身体状況および生活習慣の比

較検討 .	名寄市立大学紀要 .	12:	77-83	(2018)

②　著書

１）高橋亮：対象別にみた患者の心理 .	新看護学 4 専門

基礎 4 第 4 版	(＊長田久雄：著者代表 )	医学書院 .	167-

176	(2018)

２）高橋亮：受傷期のケア .	写真でわかる整形外科看護

アドバンス（＊山元恵子 ,	＊吉川孝子 ,	＊小野まゆみ：編）

インターメディカ .	9-19	(2018)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）＊Zota,	R.,	Takahashi,	R.,	＊Yamamoto,	K.	and	
＊Osada,	H.:	Comparison	of	physical	conditions	and	

lifestyles	between	adults	and	the	elderly	in	suburbs	

of	Laos.	31st	Conference	of	the	EHPS.	Aug.	2017.	

Padova,	Italy.

２）＊Takada,	M.,	Kakizaki,	N.	and	＊Tanigawa,	Y.	:	

Learning	from	the	Midwife	Training	for	Assisting	

Delivery	in	the	Time	of	Disaster.		31th	ICM	

Triennial	Congress.	Jun.2017.	Toronto.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）＊一沢真由美，＊奥寺忍，＊澤谷光，＊阿部志保，蛎

﨑奈津子：　外国人妊産婦からの言葉の取り組みに対

する評価．第 58 回日本母性衛生学会学術集会．2017

年 10 月．神戸．

２）＊奥寺忍，＊一沢真由美，＊澤谷光，＊阿部志保，蛎

﨑奈津子：外国人妊産婦とその家族への支援に向けた

実践的取り組みに関する助産師・看護師からの評価．

第 58 回日本母性衛生学会学術集会．2017 年 10 月．

神戸．
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ｃ）その他

１）蛎﨑奈津子：一般演題座長（5 題）．第 32 回日本助

産学会学術集会．2018 年 3 月．横浜．

２）蛎﨑奈津子，＊近藤良子，＊坂田清美，＊加藤江里子，＊中

川朝美，遊田由希子，＊永橋美幸（全国助産師教育協

議会社会貢献委員会）：全国助産師学生交流会＆講演

会．第32回日本助産学会学術集会．2018年3月．横浜．

３）蛎﨑奈津子，＊近藤良子，＊坂田清美，＊加藤江里子，＊中

川朝美，遊田由希子，＊永橋美幸（全国助産師教育協

議会社会貢献委員会）：助産師学生ポスター発表．第

32 回日本助産学会学術集会．2018 年 3 月．横浜．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）山本洋子，遊田由希子，蛎﨑奈津子：産後ケア事業

に関する文献検討．第 50 回岩手県母性衛生学会学術

講演会．2017 年 10 月．盛岡．

２）蛎﨑奈津子，＊アンガホッファ司寿子，＊石橋敬太郎，
＊吉原秋，＊熊本早苗，＊細越久美子：岩手県内 2 地域

で開催した産科・小児科および母子保健における外国

人のための環境整備構想共有会の取り組み．第 50 回

岩手県母性衛生学会学術講演会．2017 年 10 月．盛岡．

３）＊昆千宣，遊田由希子，＊乙部陵子，＊大坂暢子：岩

手県における母乳育児支援に関する現状．第 50 回岩

手県母性衛生学会学術講演会．2017 年 10 月．盛岡．

ｃ）その他

１）蛎﨑奈津子：一般演題座長（4 題）．第 50 回岩手県

母性衛生学会学術講演会．2017 年 10 月．盛岡．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 1 名 0 名 1 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

看護専門基礎講座

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 遠　藤　龍　人

	 准教授	 塚　本　恭　正

	 講　師	 一ノ渡　　　学

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．医療従事者由来保菌株におけるWaterless 手術時手指消

毒法の実践的検討（一ノ渡：基盤C「感染制御のための医

療従事者由来細菌のデータベース構築」

　手術時手指消毒は，手術部位感染防止のために必要な医

療現場において最も衛生水準の高い手指消毒法である．そ

の中で 2002 年の CDC ガイドラインの発表から擦式手指消

毒剤のみを用いた Waterless(WL) 法が注目され，それまで

のスクラブ剤と擦式手指消毒剤を併用した Two-stage(TS)

法との有効性について議論がなされている．本来 Infection	

Control の見地から Surgical	site	infection(SSI) の原因菌の可

能性として，医療従事者の保菌している常在菌や一過性に付

着してしまった細菌の薬剤感受性の把握をした上で，消毒法

による減菌効果について言及する事こそ「実践的」な手術時

手指消毒の検討であるが，これまでの検討は実験室的に被験

者を募り簡便な細菌数測定が多く，結果として評価系の有効

性についても明確でなかった．そこで本年度では，スクラブ

剤の有効成分である triclosan の感受性による細菌の表現型

の変動について検討を行った．その結果，表皮ブドウ球菌株

を triclosan に馴化させると，SCV の出現が見られた．現在

福岡県の医療従事者の検出状況について解析中である．また，

医療従事者由来細菌の伝播について，手術室内から検出した

環境細菌との比較検討を行った．その結果，手手術に中 7 菌

種が検出され，その中にブドウ球菌属も含まれることが示唆

され，かつ，室内人数等の経時的変化との相関が示唆された．

現在モニタリングを継続している．（一ノ渡，（医学部麻酔学

講座：鈴木），（医学部脳神経外科学講座：小笠原，佐藤）

２．臨地実習中の学生の睡眠時間と疲労の自覚症状との関連

に関する研究

　臨地実習中の看護学生の睡眠時間と疲労に関する自覚症状

との関連を分析するとともに，睡眠時間に影響する因子を明

らかにした．

３．看護学教育への放射線健康リスク教育の導入に関する研究

　医療現場で必要とされる放射線看護の知識と看護学教育モ

デル・コア・カリキュラムの学修目標を踏まえた「放射線健

康リスク教育」教材および教育支援資料（指導用マニュアル

など）の検討を行った．

４．院内栄養管理における看護師の効果的な栄養サポートに

関する研究

　看護部より協力を得て栄養サポートチーム（NST）リン

クナース委員会を月 1 回開催し，栄養管理・看護師教育・広

報に関する活動を行い，附属病院内の栄養管理における効果

的な栄養サポートのあり方について検討した．各リンクナー

スは定期的にＮＳＴミーティングに参加し，病棟栄養士と連

携して対応した患者の報告を行うとともに，体重やSGAシー

ト入力の意義など，ＮＳＴ活動に必要な情報の共有と検討を

行った．また，院内スタッフ教育と情報伝達のため，年 2 回

ＮＳＴ勉強会を開催した．

５．ゲノムコホート研究推進を視野に入れた高等教育におけ

るゲノム科学教育の実態調査に関する研究（遠藤：基盤C）

　高等学校生徒および担当教員の双方を直接対象にしたアン

ケート調査による実態調査を計画し，作成した質問調査票が

高等教育の教育指導要綱を超えた内容であることから，質問

内容を「ゲノム」や「遺伝子」などの基本的な用語の理解に

限定した質問票の改訂・検討を行った．今後は，高等教育機

関における教育内容を念頭に置きつつ，生物学の学習歴や関

心についての調査項目を追加した質問調査票を作成し，教育

機関との連携構築を含めた調査の土台を形成していく予定で

ある．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[英文 ]

ａ）原著

１）Hachiya,	T.,	Furukawa,	R.,	Shiwa,	Y.,	Ohmomo,	H.,	

Ono,	K.,	 ＊Katsuoka,	F.,	 ＊Nagasaki,	M.,	 ＊Yasuda,	J.,	
＊Fuse,	N.,	＊Kinoshita,	K.,	＊Yamamoto,	M.,	Tanno,	K.,	

Satoh,	M.,	Endo,	R.,	Sasaki,	M.,	Sakata,	K.,	Kobayashi,	
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S.,	Ogasawara,	K.,	Hitomi,	 J.,	 Sobue,	K.,	 Shimizu,	

A.:	Genome-wide	 identification	of	 inter-individually	

variable	 DNA	methylation	 sites	 improves	 the	

efficacy	 of	 epigenetic	 association	 studies.	 NPJ.	

Genom.	Med.	2:	11(2017)

２）Komaki,	S.,	Ohmomo,	H.,	Hchiya,	T.,	Furukawa,	R.,	

Shiwa,	Y.,	Satoh,	M.,	Endo,	R.,	Doita,	M.,	Sasaki,	M.	

and	Shimizu,	A.:	Am	epigenome–wide	 association	

study	based	on	type-specific	Whole-genome	bisulfite	

sequencing:	 Screening	 for	 DNA	methylation	

signatures	associated	with	bone	mass.	 Integr.	Mol.	

Med.	4:	1-7(2017)

３） ＊ Kawaguchi,	T.,	 ＊ Konishi,	M.,	Kato,	A.,	 ＊ Kato,	

M.,	 ＊ Kooka,	Y.,	Sawara,	K.,	Endo,	R.,	 ＊ Torimura,	

T. , 	 Suzuki , 	 K. , 	 Takikawa, 	 Y. : 	 Updat ing	 the	

neuropsychological	 test	 system	 in	 Japan	 for	 the	

elderly	and	in	a	modern	touch	screen	tablet	society	

by	resetting	the	cut-off	values.	Hepatol.	Res.	47:	1335-

1339(2017)	

①－２　学術論文　［和文］

ｄ）その他

１）塚本恭正，＊鈴木文代，＊内藤雪枝，遠藤龍人：臨

地実習中の学生の睡眠時間と疲労の自覚症状及び睡眠

時間に影響する因子について．看護教育研究学会誌	

9(2):	88-89	(2017)

２）塚本恭正：国試合格 100％を達成するためには（実

践報告：前任校での 10 年間にわたる国試対策（学生・

教員支援およびデータ分析）からみえてきたこと．平

成 29 年度岩手医科大学看護学部教員研修会報告書	

13-28	(2018)

②　著書

１）Suzuki,	K.,	Endo,	R.	 and	Kato,	A.：	Nutritional	

Status	 in	Cirrhosis.	 In:	Liver	Cirrhosis-Update	and	

Current	Challenges,	ed.	by	Tsoulfas,	G.	InTech.	139-

154(2017)

２）遠藤龍人 ,	滝川康裕：治療法総論	栄養療法 .	シン

プル消化器疾患の臨床３　ここまできた肝臓病診療

（佐々木裕：編）.	中山書店 .	249-253(2017)

３）遠藤龍人 ,	滝川康裕：治療法各論	びまん性肝疾患

―肝硬変栄養療法 .	シンプル消化器疾患の臨床３　こ

こまできた肝臓病診療（佐々木裕：編）.	中山書店 .	

297-300(2017)

４）遠藤龍人 ,	滝川康裕：肝硬変に対する栄養療法 .	肝

疾患マニュアルーガイドラインを理解し，応用する（竹

原徹郎 ,	持田智：編）.	南江堂 .	270-278(2017)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Shimizu	A.,	 Hachiya	T.,	 Komaki	 S.,	 Ohmomo	

H.,	Otomo	R.,	 Shinozaki	O.	N.,	Ono	K.,	 Shiwa	Y.,	

Furukawa	R.,	Satoh	M.,	Tanno	K.,	Sakata	K.,	Endo	

R.,	Ogasawara	K.,	Hitomi	 J.,	 Sobue	K.,	 Sasaki	M.:	

Inter-individual	variation	 in	DNA	methylation	and	

development	for	personalized	medicine.	International	

Human	 Epigenome	 Consortium	 2017	 Annual	

Meeting	and	Scientific	days.	Oct,	2017.	Berlin.

２）Komaki	S.,	Ohmomo	H.,	Hachiya	T.,	Furukawa	

R.,	 Shiwa	Y.,	 Satoh	M.,	Endo	R.,	Doita	M.,	 Sasaki	

M.,	 Shimizu	A.:	Cell-type	 specific	 epigenome-wide	

association	 study	of	bone	mass	by	whole	genome	

bisulfite	sequencing.	Epigenetics	Conference,	From	

Mechanisms	to	Disease.	Feb,	2018.	Cancun.

３）Shimizu	A.,	Tanno	K.,	Ohmomo	H.,	Komaki	 S.,	

HachiyaT.,	Furukawa	R.,	Shiwa	Y.,	Sutoh	Y.,	Otomo	

R.,	 Shinozaki	O.	N.,	 Ono	K.,	 Otsuka	K.,	 Oyama	

K.,	 Sakata	K.,	 Satoh	M.,	Endo	R.,	 Fukushima	A.,	

Nakamura	M.,	 Hitomi	 J.,	 Ogasawara	K.,	 Sobue	

K.,	 Sasaki	M.:	 Iwate	Tohoku	Medical	Megabank	

Epigenome	Cohort:	 design	 and	 interim	 report.	

Epigenetics	 Conference,	 From	Mechanisms	 to	

Disease.	Feb,	2018.	Cancun.

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）遠藤龍人：肝硬変の栄養ガイドライン .	第 53 回肝

臓学会総会ランチョンセミナー .	2017 年 6 月 . 広島 .

ｂ）一般講演

１）佐藤葉子 ,	一ノ渡学：手術室内環境細菌のモニタ

リングに関する研究　第 39 回日本手術医学会総会 .	

2017 年 10 月，東京 .

２）一ノ渡学 ,	佐藤葉子：医療従事者由来表皮ブドウ球

菌株のトリクロサン低感受性の検討－トリクロサンの

手指消毒効果への影響と検出株表現型の変動－　第

33回日本環境感染学会総会・学術集会.	2017年2月.東京.

３）塚本恭正 ,	＊鈴木文代 ,	＊内藤雪枝 ,	遠藤龍人：臨地

実習中の学生の睡眠時間と疲労の自覚症状及び睡眠時
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間に影響する因子について．第 11 回看護教育研究学

会学術集会．2017 年 10 月 . 東京．

４）沼田	早苗 ,	相澤	弥生 ,	山本	佳世乃 ,	徳富	智明 ,	石

垣	泰 ,	遠藤	龍人 ,	丹野	高三 ,	佐藤	衛 ,	小林	朋子 ,	清

水	厚志 ,	＊川目	裕 ,	福島	明宗 ,	＊山本	雅之 ,	佐々木	真

理 :	一般集団への家族性高コレステロール血症 (FH)

の遺伝情報回付パイロット研究における事前アンケー

トについて .	第 41 回日本遺伝カウンセリング学会学

術集会 .	2017 年 6 月 . 東大阪市 .

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）一ノ渡学：滅菌供給業務の洗浄および感染対策　第

101 回宮城県滅菌技法研究会 .	2017 年 11 月 . 仙台 .	

ｂ）一般講演

１）佐藤早苗 ,	永野桂子 ,	浅尾洋子 ,	多田育美 ,	俵万里子 ,	

朝賀純一 ,	高橋敬太 ,	氏家志穂 ,	遠藤龍人 ,	高原武志 ,	

新田浩幸 ,	佐々木章：生体肝移植と小腸広範切除術後

に短腸症候群を合併した患者に対し，栄養管理を行っ

た一例．第10回みちのくNST研究会．2017年6月.盛岡．

ｃ）その他

１）塚本恭正：国試合格 100％を達成するためには（実

践報告：前任校での 10 年間にわたる国試対策（学生・

教員支援およびデータ分析）からみえてきたこと．第

1回岩手医科大学看護学部教員研修会．2017年8月.矢巾．

２）遠藤龍人：知っておきたい静脈栄養の知識 .	若手医

師のための輸液・栄養セミナー .	2017 年 5 月 .	盛岡 .

３）遠藤龍人：スクリーニングと栄養アセスメント .	東

北地区 TNT 研修会 .	2017 年	7 月 .	仙台 .

４）遠藤龍人：栄養療法の論理的根拠 .	東北地区 TNT

研修会 .	2017 年 7 月 .	仙台 .

５）遠藤龍人：肝硬変の栄養ガイドライン . 第 29 回岩

手県北・八戸消化器病懇話会 .	2017 年 7 月 .	軽米 .

６）遠藤龍人：肝性脳症の病態と治療 .	ノーベルファー

マ・メディセオ社内勉強会 .	2017 年 8 月 .	花巻 .

７）遠藤龍人：肝臓のはたらき .	平成 29 年度地域肝疾

患アドバイザー養成研修会 .	2017 年 9 月 .	盛岡 .	

８）遠藤龍人：微量元素の大切さ .	平成 29 年度第 2 回

NST 勉強会 .	2017 年 12 月 .	盛岡 .

９）遠藤龍人：知っておきた医療統計の知識 .	中央臨床

検査部研修会 .	2018 年 1 月 .	盛岡 .
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

人間科学科哲学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 准教授	 遠　藤　寿　一

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．哲学研究

　人格の同一性にかんするアプローチの方法には，心理主義・

動物主義・ナラティブ同一性などがあるが，各主張も一枚岩

ではなく，基本的な立場は同じであっても，個別の問題につ

いては異なる結論に至る場合もある．また，議論の次元が違

うために，一見相入れないとみられていた主張を両立させる

ことが可能な場合もある．

　本年は各アプローチ同士が持つ上記のような関係を明確に

する作業の下準備を行い，次に説明するような，生命倫理学

の具体的な問題にこれを適用することを試みた．

２．生命倫理学研究

　前年度にインテグリティ概念を中心とした生命倫理教育の

再構築するというプロジェクトに参加しているが，本年は，

この概念と人格同一性という概念を，具体的な生命倫理の問

題を通じて関係づけてみた．具体的に言えば，本年は「人の

死」の定義，および医学的な基準をとりあげて検討した．

　近年「人の死」の基準としては，①心肺基準，②全脳基準，

③高次脳基準の 3 つの基準が議論されている．これらの「死」

の定義・基準の哲学的根拠づけに関する文献としては，1981

年の米国大統領委員会第一次レポート（②を支持）に基づく

統一判定法（①または②の選択を許容），シューモンによる

第 1 次レポート批判（①を支持），シューモンの批判への応

答である 2008 年大統領評議会第 2 次レポート（②を支持）

などが重要だが，そこで展開されている議論を吟味してみる

と，シューモンの議論は有効で，第 2 次レポートの根拠は十

分でないことが分かった．他方，人格同一性の観点から評価

すると，①と②の二つを「人の死」とする「死の多元論」が

妥当であり，統一判定法のような形が望ましいと考えられる．

③については，いくつかの問題があり，継続検討課題となる．

　高次脳基準をどう扱うかという問題，また，本研究では，

ナラティブ同一性と親和的なシェヒトマンの PLV の立場を

評価してきたが，「人の死」の問題を通じて，高次脳基準と

の関係で，この立場の妥当について疑念も生じてきた．PLV

の観点からは，高次脳機能と全脳基準を区別する指標はでて

こないのではないかという問題である．次年度はこうした課

題を検討してみたい．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

人間科学科文学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 平　林　香　織

	 助　教	 三　浦　康　宏

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．井原西鶴の文学研究

　講座の主たる研究目標は，ことばによって表現されたさま

ざまな美である文学の種々相を考究し，人類の文化遺産とし

てその価値を後世に問うことである．江戸時代の浮世草子作

家井原西鶴の文芸活動の実態を明らかにすることに主眼を置

きつつ，広く日本文学の水脈全体に目配りしながら，西鶴に

至る道筋と，西鶴が後世に影響を与えた種々相について追及

する．西鶴研究会では，西鶴作品のアンソロジーを 3 集世に

問うているが，平林は，そのすべての編集・執筆に参画し，

日本人の生きる力を涵養するための教養書としての西鶴文芸

の喧伝に寄与している．

２．大名文芸の研究

　江戸時代の文化を担ってきた大名の文事についての研究が

脚光を浴びているが，本講座では松代藩を中心として，南部

藩，佐竹藩等東北諸藩を視野に入れながら，各藩の大名俳諧

文芸の実態について研究調査を行っている．ことに松代藩が

残した大名文芸研究資料は，質量ともに我が国最大規模のも

のであり，貴重な文化資料を後世へ伝えるためのデジタル

アーカイブ化が必須であり，研究課題としている．江戸時代

の文化活動の一翼を担ってきた大名文芸の研究はいまだ緒に

就いたばかりであり，それを明らかにすることによって江戸

時代のリーダーたちの文化力と政治力のバランス構造を把握

し，近代日本陣観と切り結ぶことは，現代社会において大変

有意義なことである．日本学術振興会研究費補助金基盤研究

C「松代・一関・南部・秋田各藩の和歌活動・俳諧活動によ

る大名文化圏形成の新研究」が進行である（平成 25 年度～

平成 27 年度）

３．ナラティブ医療学の研究

　近年欧米では，文学や物語に基づいた医学教育のアプロー

チが行われている．それは，患者や病気について総合的全人

的に理解することと，物語文学を理解することとの共時性に

注目した試みである．また，詩歌を用いた芸術療法が医療現

場における全人的対話や患者のメタ認知に有益であるとの報

告もなされている．そのような医療現場の傾向を鑑み，本講

座でも，近代日本文学の講義や医学部初年次ゼミを通じて，

医療人として身に備えるべき観察・分析・共感・内省のスキ

ルを身につけるための物語に基づく医療人育成について研究

している．

４．岩手医科大学医学教育史の研究

　2018 年に創立 120 周年を迎える岩手医科大学付属図書館

には，延べ 3000 冊以上の和漢古書が所蔵されている．藩政

時代の藩校所蔵のものも含む江戸期～明治期にかけてのもの

である．一部については，先学によって調査・紹介されてい

るが，その全容は未解明である．和漢古書の校正・内容を調

査・研究することは，本学の医学教育前史及び 120 年の医学

教育のあゆみを検証することにつながる．

　貴重な文化財・教育資源を後世に残し，また，その情報を

未来の医学教育を担う人材に供与し，広く公開することは，

地域の高等医療人育成機関としての責務であり，本講座では

和漢古書について精力的に調査研究を推進し，南部藩の医学

教育及び明治・大正・昭和初期の医学教育の実態を明らかに

する．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）平林香織「『好色一代男』の海洋意識―旅する世之

介―」，教養教育研究年報	，52，105-120

平林香織，芳賀真理子，渡邊剛「岩手医科大学の軌跡⑶

―誠の医療の充実―，教養教育研究年報，52，89-104
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

人間科学科心理学・行動科学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 准教授	 相　澤　文　恵

	 助　教	 藤　澤　美　穂

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．東日本大震災被災地住民の健康と生活に関する研究

　平成 29 年に大槌町で開催された「健康まつり」の参加者

に対して口腔がんに対する意識調査を実施した．質問紙は口

腔癌に関する認識の程度や罹患性についての質問と，口腔が

んを含んだ他のがんについての脅威の自己評価からなる．調

査結果，口腔がんに対する脅威は，主要な「その他のがん」

と大きな差が認められなかった．

２．多職種連携教育における行動科学の応用に関する研究

　本学 3 学年生を対象として，「チーム医療リテラシー」の

教育効果を検討した．カリキュラムの事前事後における各項

目の自己評価得点の差を分析したところ，RIPLS，Kiss-18

ともに事後の得点が有意に高かった．また，対象者を Kiss-

18 事前得点の分布から，高中低 3 群に分類し，RIPLS 下位

尺度の事前事後の得点差を分析したところ，全下位尺度で群

間に有意差があり，社会的スキルが低い学生ほど RIPLS 得

点の変化が大きいことが認められた．このことから，他学部

学生とのグループワークによって，個々の状況において適切

な対人関係を形成・維持するための社会的スキルが向上し，

IPE の重要性の認識を高めたことが認められ，本科目が共に

学び，互いから学び合う IPE として有効であることが確認

された．

３．災害支援者のメンタルヘルスに関する研究

　支援者支援のためのサポートグループについて，プログラ

ム構成や実施方法等を検討した．被災地の災害支援者の就業

背景の考慮と併せ，支援者にとって参加が容易であり，ニー

ズに即したプログラム実施が必要であることの示唆を得た．

４．災害と集団精神療法に関する研究

　震災の支援者および関係者を対象にした相互支援グループ

の実践に関与し，震災をめぐる社会的無意識や無力感，罪悪

感等について研究論文としてまとめた．このグループは東京，

大宮，仙台，京都，福島にて実施され，コンダクターとして

の関与もおこなった．

５．薬学長期実務実習におけるストレス評価の研究

１）実務実習中のストレスの把握のため，唾液アミラーゼ活

性値と POMS2 質問紙による心理的ストレス測定の併用か

ら，ストレス評価を試みた．結果，実習時ストレス測定に

は生理面・心理面の評価系を組み合わせることが必要であ

ることが示唆された．

２）薬学長期実務実習における学生のストレスについて文献

検討をおこなった．実習時期・実収内容に応じたストレス

の把握が必要であることが確認された．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月まで）

①－ 1　学術論文　［英文］

１）Kayono	Yamamoto,	Tsuyoshi	Hachiya,	Akimune	

Fukushima,	Naoki	Nakaya,	Akira	Okayama,	Kozo	

Tanno,	Fumie	Aizawa,	Tomoharu	Tokutomi,	Atsushi	

Hozawa	and	Atsushi	Shimizu：Population-based	

biobank	participants’	preferences	for	receiving	

genetic	test	results,	J	Hum	Genet.	62:1037-1048	(2017)

２）Yoshioka	C,	Fukumoto	K,	Nunosawa	F,	Yoshioka	

F,	Fujisawa	M,	Ono	S,	Honta	E,	Otsuka	K,and	Sakai	

A:	Biological	indicators	for	burnout:	verification	

using	salivary	α -amylase	activity,	ortisol	and	

chromogranin	A	concentration.	Journal	of	Iwate	

Medical	Association	69(3)	:137-148（2017）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）相澤文恵，藤澤美穂，佐藤洋一：「チーム医療リテ

ラシー」参加による学生の社会的スキルと IPE の準

備状況の変化，岩手医科大学教養教育研究年報，52，

45-54（2017）

２）＊藤原邦彦，松浦誠，千葉健史，＊佐古兼一，藤澤

美穂，＊前田智司：日本薬科大学における薬学長期実

務実習でのストレス調査．薬学教育 .	doi:	10.24489/

jjphe.2017-008（2017）

３）藤澤美穂，＊高橋文絵，＊小黒明日香：東日本大震
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災被災地における，支援者のためのサポートグルー

プ—参加者が来ないことを巡って—．集団精神療法 .	

33(2):	181-186	(2017)

４）＊針生江美，＊田原明夫，＊髙林健示，＊西川昌弘，＊藤

信子，＊安部康代，＊長友敦子，藤澤美穂：東日本大

震災関係者の相互支援グループⅪ－震災から 4	年 8 ヶ

月後～5	年8ヶ月の経過－．集団精神療法，33（1）:45-53

（2017）

ｂ）総説

１）藤澤美穂，畠山秀樹，氏家真梨子，＊髙橋智幸，松浦誠：

医療系大学の臨床実習における学生のストレス．岩手

医科大学教養教育研究年報．51：55-62	(2017)	

②　著書

１）藤澤美穂：災害と支援者支援－相互支援グループ－．

集団精神療法の実践事例 30 －グループ臨床の多様な

展開－（日本集団精神療法学会：監修，藤信子，西村

馨，樋掛忠彦：編）．創元社．266-276	(2017)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）佐藤俊郎，須田美樹，阿部晶子，南　健太郎，相澤文恵，

坂田清美，岸　光男：地域高齢者の口腔 Candida 菌の

分布の経年的変化と菌量との関連．第 66 回日本口腔衛

生学会総会．2017年 6月．山形．

２）相澤文恵，藤澤美穂，木村祐輔，佐藤洋一：医歯薬

三学部連携による多職種連携教育「チーム医療リテラ

シー」の教育効果．第 49 回日本医学教育学会．札幌．

2017 年 8 月．

３）佐藤洋一，田島克巳，相澤純，伊藤智範，佐藤和朗，

駒野宏人，相澤文恵，小笠原邦昭：医歯薬三学部 6 年

生による症例基盤型多職種連携教育．第 49 回日本医

学教育学会．札幌．2017 年 8 月．

４）金子由美子，鈴木奈津子，浪岡多津子，相澤文恵，

岸　光男：行動科学理論に基づく歯科保健指導のため

のカリキュラム　第 3 報　共感的理解のためのロール

プレイング演習の導入．第 12 回日本歯科衛生学会．	

2017 年 9 月．東京．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

１）大石泰子，佐藤俊郎，野宮孝之，相澤文恵，岸　光

男：口腔癌の認知度に関するアンケート調査．日本歯

科医療管理学会平成 29 年度東北支部総会・第 21 回学

術大会．	2017 年 11 月．仙台．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

人間科学科法学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 講　師	 廣　瀬　清　英

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　人間科学科法学分野の研究活動は，医学および医療に関す

る法的問題を研究する医事法学の刑事法分野との接点を中心

とした領域である．その中で本年度は以下のテーマを中心に

研究し，その一部を発表した．

１. 医事法教育へのシナリオの導入

　講義が学生にとって効果的であるためには，学生から見て

参加意欲の湧く魅力的なものでなければならない．例えば，

近年話題となっている白熱教室のような討論型の講義を行え

ば，参加者に満足を与えることが可能ではあるかもしれない

が，受講生が大人数いる教室でそれを行うのは不可能に近く，

多数のスタッフを抱えずに単独で行うとならば，実習型の講

義展開を行うことは難しい．加えて，本学は医療系大学であ

るため，文系科目を苦手としている学生も少なくなく，医事

法を含め社会科学である法学全般をまず学生に興味を持たせ

るところからスタートしなければならないため，その部分か

らの工夫をはじめなければならない．

　その点で，講義において従来型の座学と異なる ICT を活

用することで，興味を持たせるきっかけにはなるだろう．医

療を含め社会は年々変化を続けていることから，従来の知識

やアプローチの仕方は陳腐化している一方で，全く新しい

ニーズが常に現れており，その中で大学の講義が従来のまま

であり続けることは許されず，古く陳腐化した旧態依然の講

義は計画的かつ体系的に放棄せねばならない．

　そこで，自らの前にある機会と挑戦は何か，自らの拠り所

や指針とすべき基本と原則は何かから見直し，これまでに履

修して来た学生のアンケート結果などから自らの講義につい

て改めてマネジメントを行い，・医事法は何か，何であるべ

きかの定義，・医事法の定義に従い，明確な目標を導き出す（従

来の目標を見直す），・講義における優先順位を決める，・講

義における成果を定める，そして，これらのことから実際に

行ったシナリオ型講義の導入の経緯について検討を行った．

２. アカデミックリテラアシーにおける法学教育の実践及び

ビブリオバトルによる図書館職員との教職協働

　「大学教育への提言」の法学教育における学士力の考察は，

「法は人間の社会生活が円滑に行われるためのルールであり，

法によって，社会の秩序が保たれ，その健全な発展が担保さ

れる．科学技術が急速に発展しグローバル化が急激に進行す

る現代において，社会における紛争を解決し，社会を健全に

発展させていくために法の果たす役割はますます重要となっ

ている．学部の法学教育は，これらの課題に応え得る基礎学

力を修得させる使命を担っている」としている．

　本学は医療系大学であることから，法学を専攻する法学士

としての基礎学力のレベルである第三段階までは要求しない

ものの，第一段階である「法的な基礎知識を『確実に』身に

つけさせる」ことが必要であると考え，従来の講義である「法

学」では，専らインプットを中心に行ってきた．そのため，

知識の記憶にとどまり，アウトプットは定期試験で実施する

のみであったため，受動的な学修になっていた．

　しかし，主体的学修への転換を目指し「事案に法ルールを

適用して妥当な問題解決をする」基礎的能力を身につけさせ

るために事例を用いることで，法的に解決すべき問題を分

析・整理し，根拠となる法ルールを見つけだし，妥当な結論

を導き出す，第二段階を最低目標とし，余裕があれば具体的

なプランを提示し説明する第三段階を目指し，アウトプット

を重視した講義を目指した．そこで，「自己表現の技術」と

「論理的な表現」の回において，10 名程度のグループを作り，

小人数による討論を実施させることで，学生に自発的に問題

を発見させ，発表させる形式で実施した．

　これは，中教審「質的転換答申」の中で，主体的学修の必

要性について，「生涯に亘って学び続ける力，主体的に考え

る力を持った人材は，学生からみて受動的な教育の場では育

成することができない．従来のような知識の伝達・注入を中

心とした授業から，教員と学生が意思疎通を図りつつ，一緒

になって切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に成長す

る場を創り，学生が主体的に問題を発見し解を見いだしてい

く能動的学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要で

ある」との指摘があるように，知識詰め込み型だけではなく，

学びの意味を理解させた上で，学生主体型の教育が重要とな

ると指摘している点に合致した改革を目指した．
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　また，アカデミック・リテラシーに新たにビブリオバトル

を導入した．これは，中教審の質的転換答申にある「学生が

自発的に問題を発見し，最善の解を導き出せるように，小人

数による討論型授業への転換，教員連携による授業内容・科

目の調整，能動的学修の導入，教育課程の体系化への実践な

ど迅速な改革の必要性」への対応を試みた．これは，同一科

目を複数の教員が担当するというだけではなく，実際に連携

を行うことを目的として人間科学科の全教員がかかわり，さ

らに教職協働も視野に入れ，図書館職員の協力を得て行った

ものである．		3. 統合的医事法に向けた医事刑法の構築			わ

が国では医事法学会が成立してから 40 年近く経過している

ものの，医事法という固有の法を持たないこともあり，この

学問のあり方が未だに確定していない．また，医学教育認証

評価では，医療法学の項目が設定されているものの，こちら

も同様に内容が確定していない．そこで，学際的研究領域と

しての統合的医事法に向け，刑事法からのアプローチのため

にも必要であると考える医事刑法の構築を目指し，その第一

歩と位置づける医事刑法総論として，医療における倫理問題，

医療倫理による自律と法的規制，法的規制の中での刑事規制

の点などから，現時点での医事刑法の研究についてまとめ，

また，薬学部との関連のある薬事領域をも含めて今後の展望

を検討した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）廣瀬清英：法学教育への ICT 導入による効果 .	岩

手医科大学教養教育研究年報 .	52:63-80	(2017)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）廣瀬清英：多職種連携アカデミックリテラシーに

おけるグループワークとアウトプットー PBL ワーク

ショップ，ディベート，ビブリオバトルー．初年次教

育学会第 10 回大会．９月．中部大学．	
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
０名 ０名 １名 ０名 ０名 ０名 ０名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

人間科学科体育学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 准教授	 小　山　　　薫

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．大学生の体力・運動能力に関する研究

　健康運動科学の実習において，第一学年を対象に身体組成

及び体力測定を実施し，学生の学部ごとのデータを集積して

いる．入学後は受験による運動不足の兆候がみられるが，実

習後のレポート作成により，自己の身体組成や体力レベルの

現状を知り，日常の生活習慣や食習慣を見直し，運動やスポー

ツ活動への行動意識も高まってきているものと考えられる．

２．いわてスーパーキッズ発掘・育成事業プロジェクト

　スポーツで世界を目指す事業では，2018 年冬季オリンピッ

ク平昌大会に，この事業に参加していた小林陵侑選手が個人

ノーマルヒル７位・個人ラージヒル 10 位，ラージヒル団体

7位入賞という快挙を示し，プロジェクト事業の推進になった．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）小山　薫・髙橋　健：介護予防運動教室における

効果の検討 , 岩手医科大学教養教育研究年報．52.81-

88(2017)

②　著書

１）小山　薫：健康運動科学，橋本印刷．90(2017)

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｃ）その他

１）小山　薫：スポーツと社会，岩手県立不来方高等学

校体育学系スポーツ医・科学特別講座．2017年10月 .矢

巾 .

２）小山　薫：健康寿命の延伸を～ローンボウルズを楽

しもう～ , 矢巾町セカンドアカデミー 2017	 in	岩手医

大，2017 年 10 月．岩手医科大学 .
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

情報科学科数学分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 江　尻　正　一

	 助　教	 長谷川　　　大

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．情報科学および数学に関する教育研究

　商用インターネットが登場して 30 年が過ぎ，新しい機器

と共に社会変革が起き，社会状況のみならず日常の生活環境

に変化をもたらしている．現在，インターネットを基盤とし

た AI，IoT，ビッグデータなどによって社会構造自体が再

構築化されると予測されている．そのような状況で，大学に

おいては，学生たちが目先だけではなく，生涯に渡って活用

できるように情報科学や数学の基礎的な思考，知識や実践力

を修得させること，および専門への準備教育を行うことが重

要と考えられる．そこで，本講座では，そのような目的をもっ

て，文部科学省「大学における医療人の養成（医学・歯学・

薬学・看護学等）」や日本学術会議の分野別質保証などを参

考基準として，本学方針のもとで，如何に多面的かつ効果的

に情報科学および数学の教育プログラムを実践できるかを課

題としている．その課題に対する改善成果は日々の授業や教

育課程において実践として現れ，また共有情報として実践報

告書，研究論文などで発表している．

２．特異点論の微分幾何学への応用

　特異点論を用いて曲面の微分幾何的性質の解析を行った．

その結果，円柱と曲面との接触を調べることで，曲面の新た

な微分幾何的性質を見出し，その性質および応用について国

内で発表した．また，ある性質を持つ凸閉曲面の変形に表れ

る臍点の個数とタイプを評価しその成果を国内で発表した．

３．二次元検出器他による応力測定理論の開発研究

　多結晶材料に内在するひずみ状態を X 線回折によって非

破壊測定することによって応力状態を調べる X 線応力測定

法の測定理論を実験で検証しながら基礎研究を行った．そし

て，新しい測定理論の開発研究を行い，その成果を国内で発

表した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）＊Fukui,	T,	Hasegawa,	M	and	＊Nakagawa,	K:	
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Japan.	69:	819-847	(2017).
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Journal	of	Mathematics.	54:	707-721	(2017).

３）Hasegawa,	M	and	＊Tari,	F:	On	umbilic	points	
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Mathematical	Society,	New	Series.	48:	679-696	(2017).
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壊検査総合シンポジウム，2017 年 6 月，東京．

２）江尻正一，＊大場宏明，＊佐々木敏彦：二次元検出

器を用いた X 線応力理論および測定誤差に関する比

較研究，第 51 回 X 線材料強度に関するシンポジウム，

2017 年 7 月，神戸．

３）佐々木敏彦，＊三井真吾，＊柳嘉代子，＊幸田啓，江

尻正一：cos α法への三軸応力および X 線侵入深さの

影響，第 51 回 X 線材料強度に関するシンポジウム，

2017 年 7 月，神戸．
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Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐　藤　英　一

	 講　師	 小　松　　　真

	 助　教	 寒河江　康　朗

	 	 小　田　泰　行

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．デュアルエネルギーＸ線 CT スキャナー

　２つのエネルギーレンジを選択できるＸ線カウンターを作

製し，第一世代のＸ線 CT システムに組みんで，異なるエネ

ルギーの2画像が同時に得られるCTスキャナーを構築した．

２．トリプルエネルギーＸ線 CT スキャナー

　3 個のコンパレーターを組み込んだトリプルエネルギーＸ

線カウンターを作製し，スレッショルドエネルギーを 20，

33，50	keV に設定し，異なるエネルギーの 3 画像が同時に

得られる CT スキャナーを構築した．管電圧が 100	kV の場

合，撮影のエネルギーレンジは 20-33，33-50，50-100	keV で

ある．このスキャナーでは，I と Gd の K エッジイメージン

グを同時に行なうことができた．また，カウントレートを増

し，空間分解能を 0.3 × 0.3mm2 まで改善した．	

３．Sub-Mcps エネルギー弁別Ｘ線 CT スキャナーの開発

　短発光寿命のシンチレーター，マルチピクセルフォトンカ

ウンター（MPPC），マイクロ光電子増倍管（mPMT）など

を組み合わせて，Sub-Mcps 級の高速Ｘ線カウンターを開発

した．次いで，これらのカウンターを第一世代CTスキャナー

に組み込んで，エネルギー弁別 CT 撮影を試みた．

４．CdTe アレーを用いたエネルギー弁別３D スキャナーの

開発

　XCounter 製 CdTe アレー，ミニフォーカスⅩ線管，ター

ンテーブルなどを組み合わせて空間分解能が 0.1 × 0.1 × 0.1	

mm3 の３D-CT スキャナーを試作し，デュアルエネルギーイ

メージングを試みた．

５．7T-MRI と Gd2O3 ナノ粒子を用いた癌のイメージング

　酸化ガドリニウム（Gd2O3）ナノ粒子懸濁液を担癌ウサギ

の大腿静脈から注射した．この結果，ナノ粒子は大腿部に生

着した VX2 癌に残留し，7T-MRI を使った T2＊強調イメー

ジングによりナノ粒子を描出したところ，癌部位が鮮明に観

察された．

６．近赤外線 CT スキャナーの開発

　ピーク波長が 850 と 940	nm の LED を使って，近赤外線

CT（NIR-CT）スキャナーを構築した．被写体を透過する

NIR をフォトトランジスタで検出し，光電流を電圧に変換

して増幅する．CT 撮影は被写体の直線スキャンと回転を繰

り返すことにより行われ，比較的良好な断層像が得られた．

７．放電駆動微小ジェットの現象と性能に関する調査

　医用等への利用を考えた微小ウォータージェットの駆動方

法として，小型・安価で可制御性の高い水中火花放電駆動を

念頭に置き，水中火花放電の	安定	駆動とその条件，および

放電に関わる各種パラメータが発生するジェットに与える影

響について実験的研究を行った．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 中　島　　　理

	 講　師	 東　尾　浩　典

	 助　教	 岩　渕　玲　子

	 	 吉　田　　　潤

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．電気伝導性セラミックスの合成条件を検討し，結晶構造

が電気伝導特性に及ぼす影響を系統的に検討する一方，電気

伝導性セラミックスの局所構造に物理的・化学的変化を加え

る手法を用いて，特定の機能が強調された材料の開発方法を

検討した．

　また，タリウム系電気伝導性セラミックスの過剰ドープ領

域における電気抵抗率およびミュオンスピン緩和測定から，

過剰ドープ領域における電気伝導性を考察するため，タリウ

ム系超伝導体の単結晶育成方法を検討した．

２．マスト細胞の調節性分泌（脱顆粒）に関する研究

　マスト細胞の脱顆粒様式は形態学的解析により，細胞膜─

分泌顆粒間，分泌顆粒─分泌顆粒間の膜融合が複雑に組み合

わさった compound	exocytosis を中心としたものと考えら

れているが，その実態は不明である．そのため，多くの脱顆

粒制御分子の作用機序を解明できない状況にある．そこでそ

れらの時空間的機能解析に資する，compound	exocytosis に

おける膜融合の「順序と軌跡」を可視化する新規脱顆粒ライ

ブイメージング系を構築した．加えて，この系の検証過程に

おいて，分泌刺激の種類（抗原刺激と非抗原刺激）によって

マスト細胞が脱顆粒応答を変化させている可能性も見出した．

３．受容体刺激により発生する細胞内情報伝達に関する研究

　アフリカツメガエルの卵胞細胞において，PDE4 がアデノ

シン (A2) 受容体や FSH 受容体を刺激すると発生する K+ 電

流応答発生時に働いていることが各種 PDE 抑制剤の作用か

ら示唆された．現在，インスリンの K+ 電流応答に対する抑

制作用と PDE4 の関連を検討している．

４．Ca2+ シグナル伝達に関わる遺伝子変異酵母に作用する

機能性物質の研究

　Ca2+ 感受性の遺伝子変異酵母株 YNS17（zds1 Δ	erg3 Δ	

pdr1 Δ	pdr3 Δ）を用いた新規薬剤探索系にて得られた植物

天然資源由来の生物活性物質の機能性を検討した．

　本年度は，トウダイグサ科植物のトウゴマ（Ricinus	

communis）の種子を原料とするヒマシ油から得られるヒド

ロキシ不飽和脂肪酸 ricinoleic	acid	(RA) の 2 型糖尿病に関わ

る機能性の作用機序を解析した．特に，ラット肝臓がん由来

細胞株 H4 Ⅱ E におけるグルコース産生抑制活性について，

RA と市販の各種阻害剤との併用による影響を検討した．糖

新生刺激した H4IIE 細胞に，RA 及び各種阻害剤を共処理

して 24 時間培養し，培地交換後 4 時間で培地中に放出され

たグルコースをグルコースオキシダーゼ / ペルオキシダー

ゼ法で定量した．結果，RA 処理した H4IIE 細胞において，

PI3K 阻害剤 LY294002 または Akt 阻害剤 Akt	1/2	kinase	

inhibitor との共処理では RA の糖産生抑制効果が阻害され

ないが，mTOR 阻害剤 rapamycin との共処理では RA の糖

産生抑制効果が顕著に阻害された．以上より，RA の標的分

子はインスリンシグナル伝達における Akt より下流の分子，

または mTOR シグナル伝達経路の制御に関わる分子である

可能性が示唆された．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Higashio,	H.,	Satoh,	Y.,	Saino,	T.	Inhibitory	role	of	

Munc13-1	in	antigen-induced	mast	cell	degranulation.	

Biomed.Res. 	(Tokyo)	38:321-329	(2017)	

２）＊Shiono,	Y.,	＊Muslihah,	I.,	N.,	＊Suzuki,	T.,	＊Ariefta,	

R.,	N.,	＊Anwar,	C.,	＊Handojo,	H.,	＊Nurjanto,	H.,	

H.,	＊Aboshi,	T.,	＊Murayama,	T.,	＊Tawaraya,	

K.,	＊Koseki,	T.,	Yoshida,	J.,	＊Usukhbayar,	N.,	
＊Uesugi,	S.,	＊Kimura,	K.	New	eremophilane	

and	dichlororesorcinol	derivatives	produced	by	

endophytes	isolated	from	Ficus	ampelas .	J.	Antibiot.	

70(12),	1133-1137	(2017)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演
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１）東尾　浩典 ,	佐藤　洋一 ,	齋野　朝幸：マスト細胞

における Munc13-1 の発現と脱顆粒への関わり .	第 69

回日本細胞生物学会大会 .	6 月 .	仙台．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）守口　霞 ,	東尾　浩典，横山　拓矢，久慈　昭慶，

佐藤　洋一 ,	齋野　朝幸：シェーグレン症候群での耳

下腺分泌障害には交感神経系が関与している可能性が

ある .	第 63 回日本解剖学会東北・北海道連合支部学

術集会 .	9 月 .	弘前 .

２）吉田	潤，＊伊藤	芳明，＊木村	賢一：ヒドロキシ脂

肪酸ricinoleic	acidのグルコース産生抑制作用の解析 .	

日本農芸化学会東北支部第 152 回大会 .	11 月 .	秋田
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 1 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

生物学科

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 松　政　正　俊

	 講　師	 三　枝　　　聖

	 助　教	 阿　部　博　和

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．三陸沿岸のベントス（底生生物）の生息状況に対する大

規模攪乱としての東日本大震災の影響評価

　環境省自然環境局・生物多様性センターによる東北地方太

平洋沿岸地域自然環境調査の最終年度として，東日本大震災

を引き起こした大地震および大津波が沿岸生態系に与えた影

響と，その後の生態系の回復過程の調査結果を，岩手県～宮

城県北部のいくつかの干潟および河口域について纏めた（当

該年度の調査については，阿部助教の協力を得た）．また，

人為的に再建された広田湾の高田海岸および古川沼およびそ

こに注ぐ川原川の生物調査（岩手県との共同）も継続し，生

態系に配慮した水域環境整備への提言を行った．（松政教授）

２．汽水・潮間帯域を有効利用した岩手県沿岸における安定

的なマガキ採苗技術の確立

　昨年までの調査・検討により，潮間帯の親貝由来と考えら

れる幼生をねらう採苗方法の有効性が示唆され，その再現性

を積算水温の観測，ラーバ（幼生）調査，および付着稚貝調

査によって確認した．また，天然採苗した「地種」と宮城県

から導入した「宮城種」の成長を比較した．その結果，ラー

バおよび付着稚貝の出現パタンはこれまでの調査からの予測

とほぼ一致したが，付着稚貝数が過去２年よりも少なかった．

しかし，大船渡地区では十分量の付着が確認されており，採

苗場所の年変動要因の解析が今後の課題である．「地種」と「宮

城種」の成長についての比較では，殻長，殻高，重量，軟体

部面積，貝柱断面積のいずれのパラメータでも「地種」のほ

うが１割程度大きい値を示した（岩手県水産技術センターと

の共同研究）.（松政教授）

３．ヒロズキンバエLucilia sericata の積算時度

　ヒロズキンバエLucilia	sericata は全世界に広く分布し，

死体への早期入植種として法昆虫学的に重要な種である．ヒ

ロズキンバエは温暖期に活動し，冬期に積雪のある地域にお

いて越冬していることが示唆されるが，何れの成長段階で越

冬しているか，また，越冬後の活動開始時期・条件などは明

らかではない．産卵日時の明らかなヒロズキンバエ卵塊を

夏期環境（25℃，明期 14.5 時間 / 暗期 9.5 時間），秋期環境

（15℃，明期 11 時間 / 暗期 13 時間）にて飼育し，継時的に

観察記録を行い，比較を試みた．夏期環境における飼育結果

から，産卵から成虫の羽化に要した積算時度（accumulated	

degree	hours:	ADH）は 12212.5 となった．釣餌として販売

されていた幼虫を購入後，各環境にて飼育し比較したところ，

夏期環境群はグロースチャンバー入庫から 2 日後には，ほぼ

すべての個体が囲蛹を形成した．蛹から成虫の羽化には4,200	

ADH を要し，夏期環境で卵から飼育した場合の，囲蛹形成

から成虫の羽化に要した 4112.5	ADH と有意差を認めなかっ

た（Welch	t- 検定，p=0.2578）．このことから，夏期環境に

おけるヒロズキンバエの ADH は指標として有用であること

が示唆された．秋期環境では，卵塊あるいは小型の幼虫は死

滅した例もあったが，生存個体は前蛹期まで変態した．離散

期から前蛹期は他の成長段階に比し低温耐性が高いと考えら

れるが，自然環境での越冬様式については判然としなかった．

（三枝講師）

４．環形動物門多毛類の分類学・生態学的研究

　国内外各地において多毛類の分類学・生態学的研究

を行い以下の成果を得た．①汎世界種と言われていた

Pseudopolydora	antennata（スピオ科）には形態が酷似す

る複数の種が含まれ，そのうちの 5 種を新種として記載し

た．②Namalycastis	hawaiiensis（ゴカイ科）が水草等のア

クアリウムの流通とともに国外から移入し，個人所有の水

槽から発見されたことを報告した．③国内の干潟に普遍的

に生息する 2 種のPseudopolydora 属多毛類（スピオ科）が

異なる発生様式を示すことを明らかにした．④貝類養殖の

害虫として世界的に有名なPolydora	uncinata と Polydora	

hoplura（スピオ科）が同一の種であることを明らかにした．

⑤Polydora 属（スピオ科）の 2 種の未記載種を発見し，そ

れぞれホヤ類，シャミセンガイ類とこれまでに知られていな

い共生関係を示すことを明らかにした．（阿部助教）
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Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）＊Simon,	C.A.,	＊Sato-Okoshi,	W.	and	Abe,	H.:	

Hidden	diversity	within	the	cosmopolitan	species,	

PseudoPolydora	antennata	Claparède	1869	

(Spionidae:	Annelida).	Marine	Biodiversity:	1-18,	DOI:	

10.1007/s12526-017-0751-y	(2017).

２）Abe,	H.,	＊Tanaka,	M.	and	＊Ueno,	Y.:	First	report	

of	the	non-native	freshwater	nereidid	polychaete	

Namalycastis	hawaiiensis	(Johnson,	1903)	from	a	

private	goldfish	aquarium	in	Japan.	BioInvasions	

Records	6:	217–223	(2017).

３）＊Kondoh,	T.,	Abe,	H.	and	＊Sato-Okoshi,	W.:	

Reproduction	and	larval	development	of	two	

sympatric	PseudoPolydora	species	(Annelida:	

Spionidae)	in	Japan.	Invertebrate	Reproduction	and	

Development	61:	172–181	(2017).

４）Abe,	H.,	＊Sato,	T.,	＊ Iwasaki,	T.,	＊Wada,	T.,	
＊Tomiyama,	T.,	＊Sato,	T.,	＊Hamaguchi,	M.,	
＊Kajihara,	N.	and	＊Kamiyama,	T.:	Impact	of	

the	2011	tsunami	on	the	Manila	clam	Ruditapes	

philippinarum	population	and	subsequent	population	

recovery	in	Matsukawa-ura	Lagoon,	Fukushima,	

northeastern	Japan.	Regional	Studies	in	Marine	

Science	9:	97–105	(2017).

５）＊Sato-Okoshi,	W.,	Abe,	H.,	＊Nishitani,	G.	and	
＊Simon,	C.A.:	And	then	there	was	one:	Polydora	

uncinata	and	Polydora	hoplura	(Annelida:	Spionidae),	

the	problematic	polydorid	pest	species	represent	

a	single	species.	Journal	of	the	Marine	Biological	

Association	of	the	United	Kingdom	97:	1675–1684	

(2017).

５）＊Kanaya,	G.,	＊Suzuki,	T.,	＊Kinoshita,	K.,	

Matsumasa,	M.,	＊Yamada,	K.,	＊Seike,	K.,	＊Okoshi,	

K.,	＊Miura,	O.,	＊Nakai,	S.,	＊Sato-Okoshi,	W.,	and	
＊Kikuchi,	E.:	Disaster-induced	changes	in	coastal	

wetlands	and	soft-bottom	habitats:	an	overview	of	

the	impacts	of	the	2011	tsunami	and	Great	East	

Japan	Earthquake.	Biol.	Int.	Spec.	Issue	36:	62-80	

(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）＊小林元樹 ,	阿部博和 ,	＊伊藤萌 ,	＊冨岡森理 ,	＊小島

茂明 :	タマシキゴカイ科環形動物 2	種の利尻島初記録

と日本における本科の過去の記録について .	利尻研究	

37:	95–100	(2018).

２）三枝　聖，＊藤田さちこ，＊高宮正隆，＊出羽厚二，＊青

木康博．ヒロズキンバエLucilia	sericata の積算時度

と秋期環境飼育実験．法医学の実際と研究	60：55-58

（2017）．

３）＊木下今日子，＊佐々木尚，＊關明日香，	松政正俊，＊竹

原明秀．東北地方太平洋沖地震で被災した織笠川河口

におけるサキグロタマツメタの分布と同所に生息す

る貝類群集への捕食の影響．日本ベントス学会誌	72:	

61-70（2018）

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

１）Saigusa	K.	Forensic	entomology	in	Iwate	

Prefecture,	Japan.	International	symposium	

postmortem	interval	estimation	by	multidisciplinary	

approaches;	medicolegal,	molecular	and	entomological	

views.	July	2017	Seoul,	Korea

ｂ）一般講演

１）＊Kakehi,	S.,	＊Kamiyama,	T.,	Abe,	H.,	＊Matsuura,	

R.,	＊Oshino,	A.,	＊Okabe,	K.,	＊Takayanagi,	K.	and	
＊Yokouchi,	K.:	Mechanisms	leading	to	the	decline	

in	Pacific	oyster	seedlings	in	Matsushima	Bay,	

Japan.	The	Japanese	Society	of	Fisheries	Science	

International	Symposium	“Fisheries	Science	for	

Future	Generation”.	Sep.	2017.	Tokyo.

２）Abe,	H.,	＊Yamada,	K.,	＊Hoshino,	O.	and	＊Sato-

Okoshi,	W.:	Novel	symbiotic	relationships	between	

two	undescribed	Polydora	species	(Annelida:	

Spionidae)	and	ascidian	and	brachiopod	hosts.	The	

3rd	Asian	Marine	Biology	Symposium	2017.	Nov.	

2017.	Kumamoto.

３）＊Kobayashi,	G.,	＊ Itoh,	H.,	＊Tsunamoto,	Y.,	
＊Mitsuyuki,	C.,	＊Suyama,	Y.,	＊Sato-Okoshi,	W.,	Abe,	

H.,	＊Naiki,	K.	and	＊Kojima,	S.:	Recent	population	

connectivity	of	Clymenella	collaris	(Annelida:	

Maldanidae)	among	bays	of	Tohoku,	northeastern	

Japan.	The	3rd	Asian	Marine	Biology	Symposium	
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2017.	Nov.	2017.	Kumamoto.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）阿部博和 ,	＊外川卓磨 ,	＊大越健嗣 :	房総半島と伊豆

大島における間隙性スピオ科多毛類の生息状況と分

布特性―漁港の船揚げスロープに着目して―.	2017 年

日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会 .	

2017 年 9 月 .	彦根 .

２）＊岩渕巽 ,	阿部博和 ,	＊小林元樹 ,	＊西谷豪 ,	＊遠藤宜

成 ,	＊大越和加 :	地震・津波による撹乱前後の女川湾

のマクロベントス群集動態と環境要因との関連 .	2017

年日本プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会 .	

2017 年 9 月 .	彦根 .

３）三枝　聖，＊高宮正隆，＊藤田さちこ，＊出羽厚二，＊青

木康博．ヒロズキンバエLucilia	sericata の積算時度

と秋期環境飼育実験．第 101 次日本法医学会学術全国

集会．2017 年 6 月．岐阜

４）＊金谷弦，＊鈴木孝男，＊木下今日子，松政正俊，＊山

田勝雅，＊大越健嗣：巨大震災が干潟生態系へおよぼ

す影響をまとめる，予測する－研究者へのアンケート

調査に基づく広域的な評価－．2017 年日本プランク

トン学会・日本ベントス学会合同大会．2017 年 9 月．

彦根．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 3 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

外国語学科英語分野

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 ジェイムズ　ホッブス

	 助　教	 柳　谷　千枝子

	 	 大　沼　仁　美

	 	 ジョナサン　レヴィン小倉

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．医学英語教育法の研究．

２．脳科学と英語教育の研究．

１）成果：学術論文“The	chimp	brain	and	public	speaking:	

Lessons	for	teachers	and	learners.”

２）成果：国内学会発表	“Neuropsychology	and	the	nervous	

presenter.”　

（以上担当：ジェイムズ・ホッブス）

３.	G.	Greene,	E.	Waugh,	T.	S.	Eliot など 20C イギリス・ア

イルランドにおけるキリスト教文学研究 .

４.	Narrative	Medicine と文学に関する研究 .	特に，英文学

が果たす役割とその活用法 .

１）成果：学術論文「医療倫理教育におけるグレアム・グ

リーン文学の効果的応用」

５．英文学を用いた医療倫理教育の実践 .

（以上担当：柳谷千枝子）

６．言語能力における音韻部門の位置づけに関する研究 .

１）成果：国際学会発表	“Velar	softening	and	melodic	

complexity	in	English.”

２）成果：国際学会発表	“A	precedence-free	approach	to	

velar-softening	in	English.”

７．音声学・音韻論における英語の諸現象の分析と，それら

の英語学習への活用法の研究 .

１）成果：学術論文	“Phonological	categories	of	voice	onset	

time	and	phonetic	compromise	in	L2	acquisition.”

（以上担当：大沼仁美）

８．Self-assessment（自己評価）を用いた英語学習およびモ

チベーションに関する研究．	

１）成果：学術論文	“How	are	our	learners	learning	and	

participating?	Analysis	of	 self-assessment	surveys	 in	

an	English	Conversation	Class.”

（以上担当：ジョナサン・レヴィン小倉）

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Hobbs,	J.:	The	chimp	brain	and	public	speaking:	

Lessons	for	teachers	and	learners.	Annual	Report	

of	Iwate	Medical	University	Center	for	Liberal	Arts	

and	Sciences,	52 ,	21-30.	(2017)

２）＊Nasukawa,	K.,	＊Backley,	P.,	Onuma,	H.:	

Phonological	categories	of	voice	onset	time	and	

phonetic	compromise	in	L2	acquisition.	Language	

Acquisition	at	the	Interfaces:	Proceedings	of	

Generative	Approaches	to	Language	Acquisition	

(GALA)	2015:	216-231	(2017)

３）Levine-Ogura,	J.:	How	are	our	learners	learning	

and	participating?	Analysis	of	self-assessment	

surveys	in	an	English	Conversation	Class.	Annual	

Report	of	Iwate	Medical	University	Center	for	

Liberal	Arts	and	Sciences,	52,	31-44.	(2017)

ｄ）その他

１）Levine-Ogura,	 J.:	 Conference	 report:	The	 29th	

JASMEE	Academic	Meeting.	 Nursing	 English	

Nexus.	1	(1):	20-22.	(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

１）柳谷千枝子：医療教育におけるグレアム・グリーン

文学の効果的応用 .	日本キリスト教文学会日本キリス

ト教文学研究 .	34:	81-90	(2017)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Onuma,	H.:	Velar	softening	and	melodic	complexity	

in	English.	Workshop:	Phonological	Externalization	

of	Morphosyntactic	 Structure:	 Universals	 and	

Variables.	2017	Linguistic	Institute:	Language	across	
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Space	and	Time,	Jul.,	2017.	Kentucky,	USA.	

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）Onuma,	H.:	A	precedence-free	approach	to	velar-

softening	in	English.	Workshop:	Recursive	Merge	in	

Phonology.	The	155th	Meeting	of	 Japan	Linguistic	

Society,	Nov.,	2017.	Kyoto.	

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）Hobbs,	J.:	Neuropsychology	and	the	nervous	

presenter.	Michinoku	English	Education	Summit	

2017.	Jun.,	2017.	Hachinohe.

ｃ）その他

１）大沼仁美：「How	do	you	say	it	in	English?	—身体

の不調を英語で伝えてみよう—」.	矢巾町セカンドア

カデミー 2017	 in	岩手医大～医大矢巾キャンパスで学

ぼう～ .	2017 年 9 月 .	矢巾 .
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 3 名

研究員 研究生 研修生
2 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

超高磁場ＭＲＩ診断・病態研究部門

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 教　授	 佐々木　真　理

	 講　師	 山　下　典　生

	 助　教	 樋　口　さとみ	 上　野　育　子

	 助　教	 伊　藤　賢　司

	 ポスト・ドクター　森　　　太　志

	 研究支援者	 松　田　　　豪	 齊　藤　紘　一

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　当部門では，超高磁場 MRI を用いた次世代イメージング

手法や解析手法の確立，脳神経・精神疾患の病態解明に取り

組んでおり，以下のような成果を挙げた．

１．脳神経・精神疾患における脳形態解析とそのシステム化，

及び高次脳機能・病態の解明

１）0.4 テスラ低磁場および 1.5 テスラ MRI 装置において

VBM 手法および全脳 ROI 解析による検討を行い，全脳

各領域の体積値に平均 10% 程度の差があることを明ら

かにした．（佐々木・山下）

２）早期プリオン病における MRI 拡散異常域の経時的変

化に関する客観的評価法の検討において，アーチファク

トの強い前頭葉眼窩面および側頭葉下面の影響を排除し

た拡散異常域の定量化手法を開発した．（佐々木・山下）

３）独自に開発した大脳白質病変自動定量化プログラムを

パッケージ化し，国内企業にライセンスアウトした（佐々

木・山下）

４）クラウドプラットフォームを利用した大脳白質病変の

自動解析環境のフィージビリティスタディを開始し，11

施設のサンプルデータの解析を完了した．（佐々木・山下）

２．次世代拡散・磁化率 MRI を用いた脳・心・精神疾患の

早期診断・鑑別診断・脳微細構造変化の検出

１）拡散尖度イメージングと定量的磁化率マッピングの解

析技術を企業と共同開発し，発症早期のパーキンソン症

候群における基底核と脳幹の早期微細構造変化の検出に

成功した．感度と特異度はともに 80% 以上であり，高

精度の早期鑑別診断が可能であることを明らかにした．

（佐々木・伊藤）

２）拡散尖度イメージングと定量的磁化率マッピングを用

いて，筋萎縮性側索硬化症における錐体路と中心前回の

微細構造変化の検出に成功した．両者の組み合わせは，

感度と特異度ともに 80% 以上であり，高精度の画像診

断が可能であることを明らかにした．（佐々木・伊藤）

３）拡散尖度イメージングを用いて，小脳失調症におけ

る脳幹と小脳の微細構造変化の検出に成功した．特に，

MSA-C と他の脊髄小脳変性症（SCA/SAOA）の鑑別

診断能は，感度と特異度ともに 80% 以上であり，高精

度の鑑別診断が可能であることを明らかにした．（佐々

木・伊藤）

４）拡散尖度イメージングを用いて，体外循環による心大

血管手術後の一過性大脳白質微細障害を検出可能である

ことを明らかにした．（佐々木・伊藤）

５）拡散尖度イメージングを用いて，ミニマル肝性脳症に

おける大脳白質および基底核の微細構造変化を検出可能

であることを明らかにした．ミニマル肝性脳症と非ミニ

マル肝性脳症の鑑別診断は，感度・特異度ともに 80%

以上であり，高精度の画像診断が可能であることを明ら

かにした．（佐々木・伊藤）

６）拡散尖度イメージングを用いて，産後うつ患者におい

て大脳白質に微細構造変化が生じていることを明らかに

した．（佐々木・伊藤）

７）拡散尖度イメージングを用いて，機能性消化管障害患

者において大脳白質に微細構造変化が生じていることを

明らかにした．（佐々木・伊藤）

３．高解像度 MR angiography を用いた脳血管解析

１）7 テスラ MRI による超高解像度の MR 血管撮像法

（MRA）の開発や最適化した磁化移動パルスを適用する

ことにより，従来描出不可能であった超微細血管の描出

を可能とした．（佐々木）

２）急性期脳梗塞患者に対する 7 テスラ高解像度 MRA か

らレンズ核線条体動脈（LSA）を含む脳血管形状を構築

し，数値流体力学（CFD）解析に成功した．（佐々木・森）

３）7 テスラ高解像度 MRA の CFD 解析によって，LSA

領域の急性期非心原性脳梗塞患者における患側 LSA の
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壁剪断応力 (WSS) と壁剪断応力の勾配（WSSG）は，健

側に比べて低値を示すことが明らかにした．また，LSA

領域以外の脳梗塞患者におけるLSAのCFD指標（WSS/

WSSG）は患側と対側で有意な差は見られなかった．

（佐々木・森）

４）Leptomeningeal	anastomosis	 (LMA) は 従 来 の MRI

では捉えることが困難であったが，7 テスラ高解像度

MRA によって慢性脳虚血患者における LMA の半定量

的評価を可能とした．（佐々木）

５）7 テスラ高解像度 MRA における LMA の発達の程度

から，重症脳虚血の有無を高い感度・特異度で推定でき

ることを明らかにした．（佐々木）

６）3 テスラ高解像度 MRA の脳動脈瘤の CFD 解析によっ

て，一般的に元画像として用いられる CTA による破裂

に関連する CFD 指標を比較し，WSS と WSSG は CTA

とよい一致率と相関がみられ，3T	MRA は脳動脈瘤に

対するCFD解析に適用可能であることを明らかにした．

（佐々木・森）

４．MRI による脳循環代謝解析

１）定量的磁化率マッピング (QSM) の解析技術の開発

を行った．また，3 テスラ・7 テスラの QSM を用いた

OEF 画像の作成に成功し，血行力学的脳虚血患者にお

いて PET の OEF 画像と高い相関があることを明らか

にした．（佐々木・上野）

２）Intravoxel	 incoherent	motion(IVIM) の 自 動 解 析 ソ

フトウェアを企業と共同開発し，脳血液量 (CBV) を反

映する灌流割合 (perfusion	 fraction) の算出を可能とし

た．また，血行力学的脳虚血患者における perfusion	

fraction と SPECT による血管反応性との間に有意な相

関関係があることを明らかにした（佐々木・上野）

５．機能的 MRI 技術の確立と応用

１）7 テスラ MRI における手の把握運動時と安静時の

EPI 画像から，脳代謝予備能を算出する基礎データ計測

した．（樋口）

２）7 テスラ MRI のコイル感度ムラの機能的 MRI(fMRI)

画像解析への影響を，感度ムラ補正を行い補正すること

を目指した．（樋口）

３）ヒトの高次脳機能である共感とミラーニューロンの関

係について，fMRI	を用いて他者間コミュニケーション

観察時のミラーニューロンシステムの解明を目指した．

また，ミラーニューロン活動は他者と自己を同一視した

ときのみに起こることを示した．（樋口）

６．多チャンネルラジオ波送信技術による局所送信磁場分布

の改善技術の確立

１）世界で初めて導入された商用 8 チャンネルラジオ波送

信システムの基礎データを取得し解析した．（松田）

２）7 テスラ MRI では呼吸による静磁場変動が多チャン

ネルラジオ波送信技術による局所送信磁場分布に影響を

与えることを確認し，較正スキャンを呼吸停止下に行う

ことで局所送信磁場分布の均一性ならびに再現性が改善

することを報告した．また呼吸による磁場変動の影響

を受けにくい較正スキャンの手法を開発して報告した．

（松田）

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）
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Imaging.	49:131-137,	2018

22）Yashiro	S,	Kameda	H,	Chida	A,	Todate	Y,	

Hasegawa	Y,	Nagasawa	K,	Uwano	I,	Sasaki	

M,	Ogasawara	K,	Ishigaki	Y:	Evaluation	of	

Lenticulostriate	Arteries	Changes	by	7	T	Magnetic	

Resonance	Angiography	in	Type	2	Diabetes.	J	

Atheroscler	Thromb.	2018	(Epub)

23）＊Koshiyama	D,	＊Fukunaga	M,	＊Okada	N,	＊Morita	

K,	＊Nemoto	K,	Yamashita	F,	＊Yamamori	H,	＊Yasuda	

Y,	＊Fujimoto	M,	＊Kelly	S,	＊ Jahanshad	N,	＊Kudo	N,	
＊Azechi	H,	＊Watanabe	Y,	＊Donohoe	G,	＊Thompson	

PM,	＊Kasai	K,	＊Hashimoto	R:	Role	of	frontal	white	

matter	and	corpus	callosum	on	social	function	in	

schizophrenia.	Schizophr	Res.	2018	(Epub)

24）Tsutsui	S,	Nanba	T,	Yoshioka	Y,	Sasaki	M,	

Fujiwara	S,	Kobayashi	M,	Yoshida	K,	Miyoshi	K,	

Sato	S,	Ogasawara	K:	Preoperative	brain	temperature	

imaging	on	proton	magnetic	resonance	spectroscopy	

predicts	hemispheric	ischemia	during	carotid	

endarterectomy	for	unilateral	carotid	stenosis	with	

inadequate	collateral	blood	flow.	Neurol	Res.	2018	

(Epub)

25）＊Kodama	M,	＊Ono	T,	Yamashita	F,	＊Ebata	H,	＊Liu	

M,	＊Kasuga	S,	＊Ushiba	J:	Structural	Gray	Matter	

Changes	in	the	Hippocampus	and	the	Primary	

Motor	Cortex	on	An-Hour-to-One-	Day	Scale	Can	

Predict	Arm-Reaching	Performance	Improvement.	

Front	Hum	Neurosci.	2018	(in	press)

26）＊Yasuda	J,	＊Katsuoka	F,	＊Danjoh	I,	＊Kawai	Y,	
＊Kojima	K,	＊Nagasaki	M,	＊Saito	S,	＊Yamaguchi-

Kabata	Y,	＊Tadaka	S,	＊Motoike	IN,	＊Kumada	K,	
＊Sakurai-Yageta	M,	＊Tanabe	O,	＊Fuse	N,	＊Tamiya	

G,	＊Higasa	K,	＊Matsuda	F,	＊Yasuda	N,	＊ Iwasaki	

M,	Sasaki	M,	Shimizu	A,	＊Kinoshita	K,	＊Yamamoto	

M:	Regional	genetic	differences	among	Japanese	

populations	and	performance	of	genotype	imputation	

using	whole-genome	reference	panel	of	the	Tohoku	

Medical	Megabank	Project.	 BMC	Genomics.	2018	

(in	press)

27）＊Yoshimura	S,	＊Sakai	N,	＊Uchida	K,	＊Yamagami	

H,	＊Ezura	M,	＊Okada	Y,	＊Kitagawa	K,	＊Kimura	

K,	Sasaki	M,	＊Tanahashi	N,	＊Toyoda	K,	＊Furui	

E,	＊Matsumaru	Y,	＊Minematsu	K,	＊Morimoto	

T:	Endovascular	Therapy	in	Ischemic	Stroke	

With	Acute	Large-Vessel	Occlusion:	Recovery	by	

Endovascular	Salvage	for	Cerebral	Ultra-Acute	

Embolism	Japan	Registry	2.	J	Am	Heart	Assoc.	2018	

(in	press)

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Yashiro	S,	Nagasawa	K,	Sasaki	M,	Ishigaki	Y:	

Evaluation	of	cerebral	small	vessel	disease	by	7T	

MRI	in	type	2	diabetes.	77th	Scientific	Sessions	

American	Diabetes	Association.	June.	SanDiego

２）Namba	T,	Ogasawara	K,	Nishimoto	H,	Ishigaki	

D,	＊Yoshioka	Y,	Murakami	T,	Sasaki	M,	Kobayashi	

M,	Yoshida	K,	Uwano	I,	Fujiwara	S,	Terasaki	K,	

Ogawa	A:	Feasibility	of	1H-MRS	brain	temperature	
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map	to	detect	hemodynamic	abnormality	in	patients	

with	unilateral	chronic	major	cerebral	artery	steno-

occlusive	disease.	ISMRM	25th	Annual	Meeting.	

April,	2016.	Honolulu.

３）Oikawa	Y,	Murata	O,	Sasaki	N,	Matsumoto	A,	

Ootsu	A,	Nakamura	Y,	Ninomiy	Ya,	Sasaki	M,	

Yamauchi	K:	Detection	of	cerebral	microvascular	

lesions	using	7	T	MRI	in	patients	with	

neuropsychiatric	systemic	lupus	erythematosus.	

ISMRM	25th	Annual	Meeting.	April,	2016.	Honolulu.

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）佐々木真理：脳虚血急性期画像診断の展開 .	第 43

回日本脳卒中学会 .	2018/3,	大阪

２）佐々木真理：超高磁場 MRI による脳神経画像診断

の新しい展開 .	第 47 回日本神経放射線学会 .	2018/2,	

つくば

３）佐々木真理：頭蓋内動脈硬化性病変の画像診断 .	脳

と PCSK9 を考える研究会 .	2018/1,	盛岡

４）佐々木真理：ゲノム・エピゲノム情報による高精

度疾患発症予測法の開発と今後の展開 .	平成 29 年度

AMED 脳と心の研究課	研究交流会 .	2017/11,	東京

５） 松 田 豪：Clinical	Proton	MRS:	Recognize	data	

acquisition	and	data	processing（臨床 Proton	MRS：

収集と解析）．第 45 回日本磁気共鳴医学会大会 .	

2017/9,	宇都宮

６）佐々木真理：無症候性脳病変，未破裂脳動脈瘤，脳

萎縮の MRI －撮像と判定のポイント―.	第 26 回日本

脳ドック学会総会 .	2017/6,	福岡

７）佐々木真理：心血管・脳血管領域におけるマルチ

モーダル画像診断の現状 .	第 4 回日本心血管脳卒中学

会	2017/6,	福岡

８）佐々木真理：オミックスとコホート連携による個別

化予防への展開 .	東北メディカル・メガバンク計画シ

ンポジウム「データシェアリングがひらく未来の医療

と東北復興」.	2017/4,	東京

ｂ）一般講演

１）松田豪，目時毅，＊岩舘雄治，武田航太，亀田浩

之，＊原田太以佑，工藤與亮，佐々木真理：Effects	of	

calibration	scans	on	B1+	correction	using	a	parallel	

transmit	system	at	7T:	A	comparison	between	non-

spoiled	and	spoiled	gradient	echoes	(7T	RF 多チャン

ネル送信における較正スキャンの B1+ 補正への影響：

GRE と spoiled	GRE との比較 )．第 45 回日本磁気共

鳴医学会大会 .	2017/9,	宇都宮

２）山下典生，佐々木真理，伊藤賢司，齊藤紘一 :	

VBM と解剖学的 ROI 解析を用いた低磁場 MRI にお

ける脳萎縮解析の妥当性の検討 .	第 26 回日本脳ドッ

ク学会総会 .	2017/6,		福岡

ｃ）その他

１）山下典生，齊藤紘一，佐々木真理，＊興梠征典，＊有

村秀孝，＊靳 ，＊朴啓彰 :	脳情報クラウドプラット

フォームの開発状況について .	内閣府 ImPACT 脳

ドッククラウド班会議 .2017/4,	横浜

２）上野育子，佐々木真理：QSM による OEF 計測の

現状と急性期脳梗塞への応用について .	平成 29 年度

科研費基盤 B 第 1 回無侵襲脳循環代謝イメージング

研究班会議 .	2017/9,	東京

３）上野育子，伊藤賢司，山下典生，松田豪，佐々木真

理：IVIM による CBV 計測の現状と慢性脳虚血への

応用について .	平成 29 年度科研費基盤 B 第 2 回無侵

襲脳循環代謝イメージング研究班会議 .	2017/10,	東京

４）伊藤賢司，上野育子，山下典生，松田豪，佐々木真

理：低磁場 MRI における computational	DWI の現状

について .	平成 29 年度科研費基盤 B 第 2 回無侵襲脳

循環代謝イメージング研究班会議 .	2017/10,	東京

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

１）佐々木真理：神経疾患の MRI 画像診断：最近の話題 .	

第 102 回日本神経学会北海道地方会 .	2018/3,	札幌

２）山下典生：第 2 部 :	FreeSurfer トラブルシュー

ティング．第 4 回 ABiS 脳画像解析チュートリアル．

2018/3，岡崎

３）山下典生：脳体積解析による精神・神経疾患へのア

プローチ .	cMRI2 公開シンポジウム .	2018/2，盛岡

４）佐々木真理：超電導を医療に活かす―MRI でここ

までわかる―.	低温工学・超電導学会	東北・北海道支

部 2017 年度市民講演会 .	2017/11,	盛岡

５）佐々木真理：急性期脳梗塞の画像診断 update.	第

36 回播磨 CVD フォーラム .	2017/10,	姫路

６）佐々木真理：脳画像ビッグデータの現状と可能性 .	

名古屋大学脳とこころの研究センター	サマースクー

ル良くわかる脳イメージングセミナー .	2017/8,	名古

屋
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７）佐々木真理：脳卒中の画像診断 update.	Tokyo	

Stroke	Expert	Meeting.	2017/8,	東京

８）山下典生：脳体積解析の臨床応用 .	北海道大学放射

線医学教室 .	2017/8,	札幌

ｂ）一般講演

１）上野育子，大志田創太郎，藤本健太郎，小笠原邦昭，

山下典生，伊藤賢司，森太志，松田豪，工藤與亮，佐々

木真理：3	Tesla 定量的磁化率マップを用いた慢性脳

虚血患者の OEF 計測：PET との比較 .	第 24 回東北

脳循環カンファランス .	2017/11,	仙台
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医療開発研究部門

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 特任教授	 西　塚　　　哲

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　生命現象を定量的・客観的に捉え，新たな診断法，治療法，

および疾患概念の確立を目指す．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Ishida	K,	 Ito	C,	Ohmori	Y,	Kume	K,	 Sato	KA,	

Koizumi	 Y,	 Konta	A,	 Iwaya	 T,	 Nukatsuka	M,	

Kobunai	T,	Takechi	T,	Nishizuka	SS.	 Inhibition	of	

PI3K	suppresses	propagation	of	drug-tolerant	cancer	

cell	 subpopulations	enriched	by	5-fluorouracil.	 Sci	

Rep.	23:	2262.	(2017)

２）Ito	C,	Nishizuka	SS,	 Ishida	K,	Uesugi	N,	Sugai	T,	

Tamura	G,	Koeda	K,	Sasaki	A.	Analysis	of	PIK3CA	

mutations	and	PI3K	pathway	proteins	 in	advanced	

gastric	cancer.	J	Surg	Res.	212:	195-204	(2017).

３）Kume	K,	Nishizuka	SS.	Colony	Lysate	Arrays	for	

Proteomic	Profiling	of	Drug-Tolerant	Persisters	of	

Cancer	Cell.	Anal	Chem.	89:	8626-8631	(2017).

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

　　7th	Reverse-Phase	Protein	Array	Global	Workshop	

(Dublin,	Ireland)

　　MD	Anderson	GI	meeting	(Houston,	USA)

教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 0 名 2 名

研究員 研究生 研修生
1 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 2 名 3 名

腫瘍生物学研究部門

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 部門長	 前　沢　千　早（兼務）

	 特任教授	 前　沢　千　早

	 助　教	 柴　崎　晶　彦	 安　平　進　士

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．希少癌の生物学的特性の解析と治療標的分子の探索

　悪性黒色腫に於ける NAD(P)H	dehydrogenase,	quinone	1	

(NQO1) の発現は，HSP90 の阻害薬である 17-AAG の感受性

を向上させるに貢献していた．

２．微小管阻害薬 paclitaxel による異常な分裂およびそのス

リッページ機構は，通常のアポトーシスあるいは p53 系に

依存しない細胞死の誘導に関与していた．

３．Rhododendrol による薬剤性白斑の予防には，NQO1

の活性化が効果的であり，カルノシン酸が活性化のための

activator として有用な事が明らかとなった．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文（英文）

ａ）原著

１）Yamashita ,	 M. , 	 Ogasawara,	 M. , 	 Kawasaki ,	

Y.,	Niisato,	M.,	 Saito,	H.,	Kasai,	 S.,	Maesawa,	C.,	

Maemondo,	M.,	Yamauchi,	K.:	Deficiency	of	protein-L-	

isoaspartate	 (D-aspartate)	O-methyl-transferase	

expression	 under	 endoplasmic	 reticulum	 stress	

promotes	epithelial	mesenchymal	transition	 in	 lung	

adenocarcinoma.	Oncotarget.	9:	13287-13300(2018)

２）Arakawa,	N.,	Okubo,	A.,	Yasuhira,	S.,	Takahashi,	

K.,	Amano,	H.,	Akasaka,	T.,	Masuda,	T.,	Shibazaki,	M.,			

Maesawa,	C.:	Carnosic	acid,	an	 inducer	of	NAD(P)H	

quinone	oxidoreductase	1,	enhances	the	cytotoxicity	

of	 β -lapachone	 in	melanoma	cell	 lines.	Oncol	Lett.	

15:2393-2400(2018)	

３）Shigeeda,	W.,	Shibazaki,	M.,	Yasuhira,	S.,	Masuda,	T.,	

Tanita,	T.,	Kaneko,	Y.,	Sato,	T.,	Sekido,	Y.,	Maesawa,	

C.:	Hyaluronic	acid	enhances	cell	migration	and	

invasion	via	the	YAP1/TAZ-RHAMM	axis	in	

malignant	pleural	mesothelioma.	Oncotarget.	8:93729-

93740(2017)

４）Murakami,	A.,	Yasuhira,	S.,	Mayama,	H.,	Miura,	

H.,	Maesawa,	C.,	Satoh,	K.:	Characterization	of	PAX9	

variant	P20L	identified	in	a	Japanese	family	with	

tooth	agenesis.	PLoS	One.	12:(2017)

５）Kasai,	 S.,	 Sasaki,	T.,	Watanabe,	A.,	Nishiya,	M.,	

Yasuhira,	S.,	Shibazaki,	M.,	Maesawa,	C.:	Bcl-2/Bcl-

x(L)	 inhibitor	ABT-737	sensitizes	pancreatic	ductal	

adenocarcinoma	 to	 paclitaxel-induced	 cell	 death.	

Oncol	Lett.	14:903-908(2017)

６）Oku,	Y.,	Nishiya,	N.,	Tsuda,	K.,	 Shibazaki,	M.,	

Maesawa,	 C.,	 Uehara,	 Y.:	 Dynamic	 phenotypic	

transition	of	breast	 cancer	 cells	 in	vitro	 revealed	

by	self-floating	cell	culture.	Anticancer	Res.	37:1793-

1797(2017)

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）佐伯	絵里，安平	進士，	柴崎	晶彦，	土井田	稔，	前沢	

千早：キネシン 5 阻害剤耐性細胞中に見出された C

端欠失型キネシン 5．	生命科学系学会合同年次大会．

2017 年 12 月．神戸．

２）荒川	伸之，大久保	絢香，安平	進士，	柴崎	晶彦，	前

沢	千早，	増田	友之，赤坂	俊英：NAD(P)H キノンオ

キシドレダクターゼ 1 の誘導体物質，カルノシン酸は，

メラノーマ細胞株におけるβ - ラパコンの細胞毒性を

増強する．岩手医学雑誌．2018 年 2 月．盛岡．

３）重枝	弥，柴崎	晶彦，	安平	進士，	前沢	千早：	悪性

胸膜中皮腫においてヒアルロン酸は細胞遊走・浸潤

能を促進させる（英語）．日本癌学会総会記事 76 回．

2017 年 9 月．横浜．

４）荒川	伸之，	大久保	絢香，	安平	進士，	高橋	和宏，	赤

坂	俊英，	増田	友之，	柴崎	晶彦，	前沢	千早：	NAD（P）

H キノンオキシドレダクダーゼ 1 の誘導物質，カルノ

シン酸は，メラノーマ細胞株におけるβ - ラパコンの
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細胞毒性を増強する（英語）：日本癌学会総会記事 76

回．2017 年 9 月．横浜．

５）西谷	匡央，	安平	進士，	柴崎	晶彦，	増田	友之，	前沢	

千早：Fluvastatin は Vemurafenib 耐性悪性黒色腫細

胞株において Vemurafenib の増殖抑制効果を増強す

る（英語）：日本癌学会総会記事 76 回．2017 年 9 月．

横浜．

６）荒川	伸之，大久保	絢香，	安平	進士，	高橋	和宏，	赤

坂	俊英，	増田	友之，	柴崎	晶彦，	前沢	千早：NQO1 の

誘導体であるカルノシン酸は悪性黒色腫においてβ -

ラパコンの細胞毒性を増強する：日本皮膚科学会雑誌．

2017 年 5 月．仙台．
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 0 名 0 名 1 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

神経科学研究部門

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 部門長	 佐々木　真　理（代理）

	 講　師	 真　柳　　　平

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．ストレス／グルココルチコイド曝露に伴う大脳形成およ

びシナプス形成・機能に及ぼす影響に関する研究

　ストレスに起因するうつ病・PTSD など気分障害・不安障

害の発症に関して，ストレスメディエーターである副腎皮質

ステロイドホルモン（グルココルチコイド）曝露による大脳

発達およびシナプス形成・機能への影響とその分子メカニズ

ムについて解析を行っている．培養系およびラット新生児を

用いた解析によりグルココルチコイド曝露によって発生初期

の神経細胞において顕著なヒストンアセチル化レベルの減少

を引き起こすことを見出した．ストレス関連遺伝子および脳

機能発達に関わる遺伝子にはヒストンアセチル化や DNA メ

チル化によるエピジェネティックな転写制御を受けているも

のが知られている．グルココルチコイドによるヒストンアセ

チル化レベルの低下を引き起こす原因の候補となるヒストン

脱アセチル化酵素（HDAC）を絞り込み，その機能に関する

解析を進めた．

２．アクチン細胞骨格制御タンパク質カルデスモンの生理機

能に関わる研究

　アクチン系細胞骨格は細胞の形態，運動性の制御に中心的

な役割を担うだけではなく，細胞分裂や細胞内輸送，分泌な

ど多方面の生理機能に関与している．カルデスモンは全組織

に広汎に分布し，アクチン - ミオシン間の収縮制御やアクチ

ンフィラメント安定化などの中枢的機能を介して，アクチン

系細胞骨格が関わる様々な生理機能に関与している．我々は

これまでに，カルデスモンが豊富に存在する血管平滑筋に注

目し，動脈硬化発症に関わる血管平滑筋細胞の分化・脱分化

の分子メカニズムを解析してきた．さらにがん細胞を中心と

した解析により，がん細胞の転移・浸潤へのカルデスモンの

役割を明らかにしてきた．また，大脳形成における神経細胞

の移動，神経細胞の突起伸展およびシナプス形成という各段

階でのカルデスモンの役割を明らかにした．通常の方法では

致死となってしまうため不可能であったカルデスモン遺伝子

ノックアウトだが，我々は独創的な手法により，組織特異的

なカルデスモン・コンディショナルノックアウトマウスを作

製することに成功した．各組織特異的なカルデスモンノック

アウトを実施することによりこれまで不可能であった個体レ

ベルのカルデスモンの生理機能について，詳細な解明を行う

ことを可能とした．現在，大脳神経系で特異的にカルデスモ

ンを欠失したマウスを作成して解析を進めている．

　また，分化した平滑筋特異的に発現する高分子量型カルデ

スモン（h-CaD）のみを欠失（h-CaD-KO）したマウスでは

食物の消化管滞留時間の延長が認められ，内容物の運搬能力

が低下していることが示唆されたことから，消化管における

平滑筋収縮制御に注目した解析を実施した．h-CaD-KO マウ

スの消化管平滑筋組織は構造的には正常だが，h-CaD を欠失

していることにより収縮能の低下が認められ，原因としてア

クチン - ミオシン収縮装置の機能調節に障害が生じているこ

とを明らかにした．機能性消化管疾患など平滑筋収縮の異常

が関与する疾患の病態解明を目指して解析を進めている．

３．PSD（シナプス後肥厚部）タンパク質によるシナプス

機能制御の研究

　中枢神経系の興奮性シナプス後部では，PSD が裏打ち構

造基盤であるとともに，シナプス伝達の効率を調節する重

要なシグナル伝達の場として機能する．当研究部門で発見

した PSD に豊富に局在するタンパク質の 1 つである PSD-

Zip70(Lzts1) について，スパイン形成・シナプス伝達に果

たす役割を解析した．これまでに PSD-Zip70 遺伝子を欠失

させたマウス (PSD-Zip70KO マウス ) を用いた解析により

PSD-Zip70 は低分子 G タンパク質 Rap2 の活性を制御し，シ

ナプス形成・成熟過程に重要な役割を果たす．さらに PSD-

Zip70 を欠失することによって前頭前皮質を中心としたシナ

プス機能不全を来たし，短期記憶や不安などに関わる行動に

異常を示すことを明らかにしている．

　この PSD-Zip70KO マウスを用いて，ストレス負荷に起因

するうつ病モデルを用いた解析を行った．慢性的に社会性ス

トレスを受けるとマウスに抑うつ状態，不安，社会性の喪失，

無力感などに関わる行動異常を示す．このストレス負荷によ

るうつ病様行動の出現に際して前頭前皮質で Rap2 の活性化
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が引き起こされ，シナプス伝達の抑制が生じることを見出し

た．さらに常時 Rap2 活性が亢進している PSD-Zip70KO マ

ウスでは不安の増強およびストレス感受性の亢進を示した．

これらのことから不安という情動制御に関わる前頭前皮質機

能に PSD-Zip70 および Rap2 を介するシナプス機能調節が深

く関与することが示唆された．うつ病などの気分障害や各種

不安障害の病態解明にもつながる成果となった．

４．多価不飽和脂肪酸による神経細胞分化およびシナプス機

能の調節に関する研究

　DHA，EPA を始めとする多価不飽和脂肪酸は脳・神経系

に多く存在し，その神経保護作用のみならず認知機能の維

持・向上に対する関与する可能性が示唆されている．多価不

飽和脂肪酸代謝に関わる遺伝子組み換えマウスを用い，脳神

経機能の変化およびストレスに対する感受性に関する解析を

行った．

５．アクチン細胞骨格によって活性制御される転写因子によ

る遺伝子発現調節に関する研究

　細胞の形態・運動性制御において重要な役割を担うアクチ

ン系細胞骨格を構成するタンパク質は，転写因子 SRF（serum	

response	 factor）による転写調節を受けているものが多い．

単量体アクチン依存的に SRF の転写活性調節を行う転写調

節因子 MRTF（Myocardin-related	transcription	 factor）の

解析を進め，正常細胞とがん細胞の遊走・浸潤・転移や上皮・

間葉転換（Epithelial-Mesenchymal	Transition:	EMT）にお

ける役割を明らかにしてきた．また，上皮・間葉転換は組織

線維化と呼ばれる病変に関わることが知られ，その病変の

発症および増悪に関わる細胞外分泌因子 Connective	tissue	

growth	factor(CTGF)	の刺激依存的な発現制御及び線維化へ

の MRTF-SRF 経路の関与について解析を行った．

６．脳外科用微細軟性内視鏡の開発研究

　脳神経外科学講座との共同研究により，脳外科手術の際に

用いる軟性型微細内視鏡の開発を進めた．脳外科手術におい

て脳血管の血流の温存は非常に重要であり，手術に伴う脳血

管の血流障害は麻痺・意識障害などの重篤な合併症の原因と

なってしまう．しかしながら，未破裂脳動脈瘤クリッピング

などの開頭手術において，血管の配置により観察が困難な位

置に存在する穿通枝などの細動脈の血流を確実に把握する方

法がこれまでなかった．我々は蛍光色素を用いた詳細な血流

観察が可能であり，従来の硬性鏡・軟性鏡のタイプにとらわ

れない微細かつ非常に柔軟な形状の内視鏡の開発を進め，こ

の重要課題を解決する優れた手術支援医療機器としての実用

化を目指している．
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２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
動脈硬化性疾患の病態の解明に関する研究

　冠動脈疾患を対象とし疾患コホートを構築し，分子生物学

的手法を用いた研究を行った．この疾患コホートでは，新た

なバイオマーカーとして血液細胞のテロメア機能に着目し

た探索を目的とした．また，20 から 25 塩基から構成される

microRNA が，標的遺伝子の messenger	RNA の相補的配列

と結合し，その翻訳を抑制することで，その発現調節作用を

発揮するとされ注目されている．

成　果：末梢血液から末梢血単核球を分離保存し，Flow-

FISH 法により相対的テロメア長を測定し，末梢血単核球か

ら small	RNA を含む total	RNA の抽出，real-time	PCR 法

を用いたテロメア関連 microRNA の発現解析を行い，さら

に候補 microRNA のトランスフェクション細胞モデルを作

成し，その機能を検証した．その結果，miR-23 が冠動脈疾

患の候補 microRNA として同定され，その機能解析の結果，

miR-23 は，血液細胞のテロメア機能を制御シグナルする事

が明らかとなった．
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Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
【PET】

　PET/CT は，細胞や生体分子の代謝を可視化することで

質の高い診断，研究を可能とする装置である．近年，新た

な PET/CT 装置の開発普及が目覚ましく，半導体を用いた

PET/CT の台数は全国的に増加傾向である．当センターで

は，引き続き 3D-PET の撮像技術と画像描出能の研究を多

施設間で実施し，ほぼその試みが完結されつつある．PET/

CT を用いた研究は，PET の脳循環代謝領域において必要

不可欠と考えられるが，サイクロトロンセンターの収束時期

も迫り研究の活動性は若干弱まりつつある．以下にその概要

を示す．脳主幹動脈の一側性慢性狭窄・閉塞性病変における

貧困灌流の検出は 99mTc-ECD	SPECT の 20-30 分の大脳半

球・小脳半球左右比を組み合わせることでその精度が高く

なる．また，術前の 7 テスラ MRI により作成された MRI-

OEF(Oxygen	Extraction	Fraction) の上昇と手術頸動脈血栓

内膜剥離術 (CEA)	後の過灌流のリスクは相関する．これら

は PET の脳血流のデータを基礎として明らかにされた．さ

らに，Embolism	出現後でも過灌流は虚血巣の出現を抑制

すること，腫瘍において PET-MET	(Methionine) と MRI-

ASL(Arterial	Spin	Labeling) の高値部位はほぼ一致し，高い

相関を示すことから，ASL を用いて間接的に腫瘍内増殖能

が推測可能となることを明らかにした．

[PET 薬剤 ]

　[18F]16 α - フルオロエストラジオールは，エストロゲン

受容体イメージング剤として，婦人科腫瘍の診断，ホルモン

治療の効果予測，効果判定に有用である．本薬剤の PET 臨

床利用を目指し，自動合成プログラムを開発し，製造条件

を最適化した．18F の標識反応，HPLC による分離・精製，

次いで，固相抽出法による製剤化を行い，得られた製剤は

PET 臨床に適用可能な高品質を保持していることを確認し

た．[11C] メチオニン合成において，新たに開発したオンカ

ラム標識法とイオン交換固相抽出による製法により，ヨウ化

物，反応基質を由来とする不純物の低減に有効であり，さら

に放射性揮発成分，エタノールの除去，PET 薬剤 GMP へ

の適応性が高く，今後の [11C] メチオニンの標準的製法にな

りうる可能性が示された．現在，この製法の普及のため，使

い捨て滅菌部品で構成されるカセットによる合成装置の開発

を進展させる予定である．

【PIXE】

　サイクロトロンセンターは平成 31 年 3 月で閉鎖となる．

本学の PET は青森県量子科学センターで継続されるが，現

在まで 600 以上の国際論文を生み，アジアにおける環境問題

の解決に率先して当たってきた PIXE 施設の閉鎖は社会的影

響が大きく，後継施設の立上げが急務である．一方で，共同

利用課題のうち未完結な課題に関し，この一年で一定の区切

りをつけることができた．利用者の研究を継続するための国

内施設の立上げには目途が立っているが，一方，アジアの環

境問題解決のための中心施設として，ハノイ大学の加速器施

設が候補に挙げられる．加速器・測定器も揃い，若手に才

能と意欲があるため大いに有望であり，今後の発展に助力

していきたい．2018 年 1 月ブラジルの学会で招待講演とし

て当センターの PIXE の集大成報告を行ったが，参加者から

PIXE を存続してほしいとの声が相次いだ．サイクロトロン

センターで灯された PIXE の火をこのまま消すことの無いよ

う，今後も尽力する所存である．
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Silicon	Drift	Detector	(SDD)	の PIXE	への応用―基本

的性能評価と定量分析への応用―：NMCC 共同利用

研究成果報文集，第 23 巻，115-131，(2017)

17）＊片岡恒史，＊山田知美，世良耕一郎，＊高辻俊宏，＊中

村剛，＊野瀬善明：羽毛布団の原産地識別への PIXE

－統計解析法の応用：NMCC 共同利用研究成果報文

集，第 23 巻，132-139，(2017)

18）安藤禎紀，森弓里子，杉山育美，佐塚泰之，＊後藤

祥子，＊細川貴子，世良耕一郎，藤村	朗：	徐放性抗癌

剤（リポソーム化シスプラチン）の領域リンパ節への

移動量：NMCC 共同利用研究成果報文集，第 23 巻，

145-150	(2017)

19）＊	Quyen,	Pham	Minh，＊石山大三，世良耕一郎：

秋田県玉川ダムの堆積物への酸性温泉水に由来するイ

ンジウムの濃集（＊本文英語）：NMCC 共同利用研究

成果報文集，第 23 巻，151-158，(2017)

20）＊寺川貴樹，＊斉藤はづき，＊梶山愛，＊細川響，＊松

山成男，＊藤原充啓，＊石井慶造，＊和田成一，世良

耕一郎：	PIXE	法によるゲル線量計材料の元素分析：

NMCC 共同利用研究成果報文集，第 23 巻，159-162，

(2017)

21）＊矢永誠人，＊三好弘一，＊桧垣正吾，＊森一幸，＊西

澤邦秀，＊後藤祥子，世良耕一郎，＊谷口大悟，＊出沢

良樹：放射性セシウム含有土壌を用いたイネの栽培

と分析：NMCC 共同利用研究成果報文集，第 23 巻，

172-179，(2017)

22）＊岩木晃太郎，＊柿崎竹彦，＊夏堀雅宏，世良耕一郎，
＊和田成一：X	線照射によるバイスタンダー因子に関

する研究：NMCC 共同利用研究成果報文集，第 23 巻，

180-184，(2017)

23）＊片桐光貴，＊小島貴文，＊和田成一，世良耕一郎，＊岡

田啓司，＊佐藤至，＊柿崎竹彦，＊夏堀雅宏：旧警戒区

域内で飼養継続中の肉用牛の PIXE	分析：NMCC 共

同利用研究成果報文集，第 23 巻，185-193，(2017)

24）世良耕一郎，＊後藤祥子，＊細川貴子，＊齋藤義弘，＊村

尾智：地球・環境科学研究のための PIXE	の技術開発：

NMCC 共同利用研究成果報文集，第 23 巻，194-213，

(2017)	

ｂ）総説

ｃ）症例報告

ｄ）その他

②　著書

③　国際学会発表

ａ）招聘講演等

ｂ）一般講演

１）＊Yamada	T,	＊Kataoka	K,	＊Saunders	T,	Sera	

K,	＊Makie	T,	＊Nakamura	T	and	＊Nose	Y:	Using	

PIXE	method	to	determine	the	origin	of	commercial	

feathers.	7th	International	Conference	on	Risk	

Analysis.	Chicago,	IL	USA,	2017.5.3~5.

２）Namba,	T.,	Ogasawara,	K.,	Nishimoto,	H.,	Ishigaki,	D.,	

Yoshioka,	Y.,	Murakami,	T.,	Sasaki,	M.,	Kobayashi,	

M.,	Yoshida,	K.,	Uwano,	I.,	Fujiwara,	S.,	Terasaki,	K.,	

Ogawa,	A.,	Feasibility	of	1H-MRS	brain	temperature	

map	to	detect	hemodynamic	abnormality	in	patients	

with	unilateral	chronic	major	cerebral	artery	steno	

MRS	brain	temperature	map	to	detect	hemodynamic	

abnormality	in	patients	with	unilateral	chronic.	

ISMRM	25th	Annual	Meeting	&	Exhibition;	2017;	

Honolulu,	Hawaii.

３）Oikawa,	K.,	Ogasawara,	K.,	Saito,	H.,	Yoshida,	K.,	

Saura,	H.,	Sato,	Y.,	Terasaki,	K.,	Wada,	T.,	Kubo,	Y.,	

Prediction	of	new	cerebral	ischemic	events	after	

endarterectomy	for	symptomatic	unilateral	internal	

carotid	artery	stenosis	using	crossed	cerebellar	

hypoperfusion	on	preoperative	brain	perfusion.	

The	28rd	International	Symposium	on	Cerebral	

Blood	Flow,	Metabolism	and	Function;	2017;	Berlin,	

Germany.

４）Matsumoto,	Y.,	Ogasawara,	K.,	Saito,	H.,	Terasaki,	
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K.,	Takahashi,	Y.,	Ogasawara,	Y.,	Kobayashi,	M.,	

Yoshida,	K.,	Beppu,	T.,	Kubo,	Y.,	Fujiwara,	S.,	

Tsushima,	E.,	Ogawa,	A.:	Detection	of	misery	

perfusion	in	patients	with	chronic	unilateral	major	

cerebral	artery	steno-occlusive	disease	using	crossed	

cerebellar	hypoperfusion	on	123I-IMP	single-photon	

emission	computed	tomography	imaging.	The	28rd	

International	Symposium	on	Cerebral	Blood	Flow,	

Metabolism	and	Function;	2017;	Berlin,	Germany.

５）＊Iwata,	R.,	Pascali,	C.,	Terasaki,	K.,	Ishikawa,	Y.,	

Furumoto,	S.,	Yanai,	K.:	Microscale	radiosynthesis	

of	18F-labeled	compounds.:	22nd	International	

Symposium	on	Radiopharmaceutical	Sciences	2017	

(ISRS	2017);	2017;	Dresden,	Germany.

６）Roppongi,	M.,	Shozushima,	M.,	Izumisawa,	M.,	

Takahashi,	T.,	Terasaki,	K.:	Augmentation	effects	

of	lymphocyte	activation	by	antigen-presenting	

macrophages	on	18F-FDG	uptake.:	The	21st	

International	Congress	of	Dental	and	Maxillo-Facial	

Radiology	(IADMFR);	2017;	Kaohsiung,	Taiwan.

７）＊Gafur,	N.	A.,	＊Sakakibara,	M.,	Sera,	K.	and	＊Arifin,	

Y.	I.,	Toxic	element	concentrations	of	human	hair	

in	upperstream	area	of	Bone	River,	Gorontalo	

Province,	Indonesia.:	International	Conference	on	

Transdisciplinary	Approach	Research	(ICTAR	2017),	

Indonesia	Gorontalo,	2017.8.19(Sat)

８）＊Arifin,	Y.	I.,	＊Sakakibara,	M.	and	Sera,	K.,	Total	

mercury	levels	in	Scalp	hairs	of	Gorontalo	Province.,	

International	Conference	on	Transdisciplinary	

Approach	Research	(ICTAR	2017),	Indonesia	

Gorontalo,	2017.8.19(Sat)　＊Prasetia,	H.,	＊Sakakibara,	

M.	and	Sera,	K.,	Preliminary	study	of	atmospheric	

mercury	contamination	assessment	using	tree	

bark	in	ASGM	area,	Gorontalo	Province,	Indonesia.,	

International	Conference	on	Transdisciplinary	

Approach	Research	(ICTAR	2017),	Indonesia	

Gorontalo,	2017.8.19(Sat)

ｃ）その他

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）世良耕一郎：NMCC における問題解決型研究	―多

種のニーズに迅速に対応可能な PIXE 分析システムの

構築を目指して―：第33回PIXEシンポジウム（宇治）：

2017 年 10 月

ｂ）一般講演

１）Sasaki,	T.：Used	Dynamic	Row-action	Maximum	

Like l ihood	 Algor i thm	 (DRAMA)	 or 	 Three -

dimensional	 (3D)	DRAMA,	consider	of	Point	Spread	

Function	Correction	Method	for	PET：第 72 回日本

放射線技術学会総会学術大会，2016 年 4 月，横浜市　

２）南波孝昌，小笠原邦昭，西本英明，石垣大哉，吉岡

芳親，村上寿孝，佐々木真理，小林正和，吉田研二，

上野育子，藤原俊朗，寺崎一典，小川　彰．一側性

脳主幹動脈慢性狭窄閉塞性病変における Multi-voxel	

proton	MRS を用いた脳循環代謝障害の評価：PET

との比較．国際磁気共鳴医学会（ISMRM）日本支部

第 1 回学術集会；2017 年 2 月；大阪．

３）小島大吾，小守林靖一，大間々真一，及川公樹，

藤原俊朗，小林正和，久保慶髙，寺崎一典，小笠

原邦昭 ,:	非致死的高血圧性脳内出血に対する急性期

123I-iomazenil	SPECT 上の対側小脳のトレーサーの

集積の程度は機能転帰を予知する ,	Stroke	2018（福

岡）:	2018 年 3 月

４）原田	聡，瀬川昴史，江原茂，世良耕一郎，＊後藤祥子：

抗 CD47	siRNA ヒアルロン酸 - プロタミンパーティク

ルの Lipid への封入と，Anti-CD	47	siRNA の標的注

入の精密化について：NMCC 共同利用研究成果発表

会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

５）飯島伸，石橋修，杉山芳樹，世良耕一郎：口腔扁

平苔癬罹患粘膜に含まれる微量元素の PIXE 分析：

NMCC共同利用研究成果発表会,	2017年5月12-13,	(盛

岡 )

６）千葉亮祐，森川直人，中村豊，山内広平，谷田達男，

菅井	有，世良耕一郎：非喫煙者肺癌の発症における

微量元素の影響の検討：NMCC 共同利用研究成果発

表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

７）＊山谷金光，＊坪井滋，＊蔦谷知佳子，＊齋藤久夫，＊畠

山真吾，＊後藤祥子，世良耕一郎，＊大山力，＊舟生富寿：

健常人および血液透析患者の血中微量金属に対する加

齢の影響について：

８）世良耕一郎，＊後藤祥子，＊細川貴子，＊齋藤義弘，

熊谷瑠里子，＊山谷金光：血液から毛髪への元素移

行における性差：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	

2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )
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９）＊柴田晴音，＊竹中千里，＊冨安卓滋，＊村尾智，世

良耕一郎：フィリピンの人力小規模金採掘により水銀

汚染の実態：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	2017

年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

10）＊藤原英司，世良耕一郎：黄砂を含む大気降下物の

PIXE 分析：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	2017 年

5 月 12-13,	( 盛岡 )

11）＊酒井正治，世良耕一郎，＊後藤祥子：森林のフィ

ルター機能評価　－林外雨，林内雨および樹幹流中の

粒子状物質の PIXE 分析－：NMCC 共同利用研究成

果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

12）＊酒井正治，世良耕一郎，＊後藤祥子：箱根火山噴

火後の河川水および温泉水の PIXE 分析　－ 2017 年

3 月まで成分変化－：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	

2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

13）＊三原幸恵，＊村重陽志，＊守口要，＊嶋寺光，＊松尾

智仁，＊近藤明，＊松井敏彦，＊原井信明，＊重吉実和，

世良耕一郎：3 年間の通年観測による大阪市道路沿道

の金属元素濃度解析：NMCC 共同利用研究成果発表

会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

14）野村順一，上野育子，佐々木真理，工藤與亮，山下

典夫，伊藤賢司，松本昌泰，及川公樹，藤原俊朗，千

田光平，寺崎一典，小林正和，吉田研二，小笠原邦昭：

術前 7	Tesla	定量的磁化率マップ (QSM) による OEF

画像を用いた頸動脈内膜剥離術後過灌流出現の予知：

NMCC共同利用研究成果発表会,	2017年5月12-13,	(盛

岡 )

15）＊小口綾香，＊能田淳，＊鈴木一由，＊亀田和成，世

良耕一郎：サメの血漿中微量元素動態による Marine	

Ecosystem のバイオモニタリング：NMCC 共同利用

研究成果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

16）＊大塚まりな，＊能田淳，＊鈴木一由，＊柳澤牧央，
＊亀田和成，世良耕一郎：沖縄本島および八重山諸島

海域に生息するアオウミガメの血漿中微量元素動態：

NMCC共同利用研究成果発表会,	2017年5月12-13,	(盛

岡 )

17）＊横江果林，＊外平友佳理，＊能田淳，＊鈴木一由，＊浅

川満彦，世良耕一郎：Lumpy	Jaw	Disease（LJD）罹

患オオカンガルーにおける血漿中エンドトキシン活性

値と微量元素動態：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	

2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

18）＊能田淳，＊嶋守俊雄，世良耕一郎，＊鈴木一由：

PIXE による血清中微量元素濃度と牛の大腸菌性乳房

炎の関連性と応用：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	

2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

19）世良耕一郎，＊後藤祥子，＊細川貴子，＊齋藤義弘：

Silicon	Drift	Detector	（SDD）の大気 PIXE 定量分析

への応用：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	2017 年

5 月 12-13,	( 盛岡 )

20）＊榊原正幸，＊竹原明成，世良耕一郎：カヤツリグ

サ科ハリイ属マツバイによる放射性Cs除染の有効性：

NMCC共同利用研究成果発表会,	2017年5月12-13,	(盛

岡 )

21）＊高辻俊宏，＊袁軍，＊吉村拓也，＊藤村祐樹，＊中島

卓也，世良耕一郎：長崎市内のエアロゾルに含まれる

安定元素と放射性同位元素，大気の流れの相互関係：

NMCC共同利用研究成果発表会,	2017年5月12-13,	(盛

岡 )

22）＊片岡恒史，＊山田知美，世良耕一郎，＊中村剛，＊野

瀬善明：羽毛の原産地識別への PIXE －統計解析法の

応用：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	2017 年 5 月

12-13,	( 盛岡 )

23）安藤禎紀，森弓里子，杉山育美，佐塚泰之，＊後藤祥子，
＊細川貴子，世良耕一郎，藤村朗：徐放性抗癌剤（リ

ポソーム化シスプラチン）の領域リンパ節への経時的

移動量：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	2017 年 5

月 12-13,	( 盛岡 )

24）別府高明，佐々木敏秋，佐藤雄一，寺崎一典，小

笠原邦昭：膠芽腫治療薬 bevacizumab 投与による腫

瘍内血管における L-type	amino	acid	transporter-1	

(LAT1)	発現への影響：NMCC 共同利用研究成果発表

会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

25）佐々木敏秋，寺崎一典，世良耕一郎：線源周囲のバッ

クグラウンドを含めた PET 描出能の検討：NMCC 共

同利用研究成果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

26）寺崎一典，＊石川洋一，小山理恵，小豆島正典，＊後

藤祥子，＊岩田錬：臨床応用に向けたエストロゲン

受容体イメージングプローブ [18F]FES の自動合成：

NMCC共同利用研究成果発表会,	2017年5月12-13,	(盛

岡 )

27） ＊ Pham	Minh	Quyen， ＊ 石 山 大 三， 世 良 耕 一

郎：Concentration	 variability	 and	 quantities	 of	

particulate	trace	elements	 from	the	Tama	 -	Omono	

River	system:	impact	of	the	geology	setting：NMCC
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共同利用研究成果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

28）＊寺川貴樹，＊斉藤はづき，＊梶山愛，＊細川響，＊藤

原充啓，＊石井慶造，＊和田成一，世良耕一郎：PIXE

法によるゲル線量計材料の元素分析：NMCC 共同利

用研究成果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

29）＊矢永誠人，＊三好弘一，＊桧垣正吾，＊森一幸，＊西

澤邦秀，＊後藤祥子，世良耕一郎：セシウムを用いて

水田土壌を除染できるか？：NMCC 共同利用研究成

果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

30）＊岩木晃太郎，＊林悠，＊和田成一，＊柿崎竹彦，世

良耕一郎，＊夏堀雅宏：X 線照射によるバイスタンダー

因子に関する研究：NMCC 共同利用研究成果発表会 ,	

2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

31）＊片桐光貴，＊小島貴文，＊夏堀雅宏，＊和田成一，

世良耕一郎，＊柿崎竹彦，＊佐藤至：旧警戒区域内で

飼育継続中の肉用牛の PIXE 分析：NMCC 共同利用

研究成果発表会 ,	2017 年 5 月 12-13,	( 盛岡 )

32）＊山谷金光，＊坪井	滋，＊蔦谷知佳子，＊米山美穂子，
＊佐藤美沙季，＊齋藤久夫，＊畠山真吾，世良耕一郎 ,	＊後

藤祥子，＊大山	力，＊舟生富寿 ,:	血液透析患者におけ

る血中微量金属の加齢に伴う変化 ,:	第 62 回日本透析

医学会総会（横浜）：2017 年 6 月

33）Toshiaki	Sasaki,	”Visual	and	Physical	Evaluation	

of	Small	Hot	Area	under	-	6.0	mm	and	3.5	mm	-	

Diameter	Sources	Using	Background	Counts”,	The	

annual	meeting	of	the	7th	Asian	Society	of	Nuclear	

Medicine	Technology	Yokohama,	Japan,	September,	

2017,

34）＊山谷金光，＊坪井滋，＊蔦谷知佳子，＊齋藤久夫，＊畠

山慎吾，世良耕一郎，＊後藤祥子，＊大山力，＊鈴木唯司 :	

血液透析患者の生命予後に対する血中微量金属濃度の

影響 :	第 44 回東北腎不全研究会（新潟市）2017 年 9

月 2 ～ 3 日

35）＊三原幸恵，＊村重陽志，＊守口	要，＊嶋寺光，＊松

尾智仁，＊近藤明，＊松井敏彦，＊原井信明，＊重吉実和，

世良耕一郎 :	バイオモニタリングを用いた大阪市にお

ける沿道大気汚染の解析（4）―3 年間における研究

成果―:	第 58 回大気環境学会年会（神戸）：2017 年 9

月

36）六本木　基 ,	小豆島正典，寺崎一典．顎骨浸潤を伴

う歯肉癌に対する 18F-FDG 集積の増大効果 .	第 57 回

日本核医学会学術総会；2017 年 10 月：横浜．

37）＊山田知美，＊Todd	Saunders，＊片岡恒史，＊細川

貴子，＊牧江俊雄，世良耕一郎，＊中村剛，＊野瀬善

明，「Using	PIXE	method	to	correctly	identify	down	

feather	production	countries」，第 33 回 PIXE シンポ

ジウム，宇治，2017.10.19~21.

38）＊Prasetia	H.,	＊Sakakibara	M.,	Sera	K.:	Preliminary	

study	 of	 atmospheric	mercury	 contamination	

assessment	using	tree	bark	in	ASGM	area,	Gorontalo	

Province,	 Indonesia.:	第 33 回 PIXE シンポジウム	宇

治：2017 年 10 月

39）＊守口	要，＊村重陽志，＊嶋寺光，＊松尾智仁，＊近藤明，
＊松井敏彦，＊重吉実和，＊原井信明，＊三原幸恵，世

良耕一郎 :	バイオモニタリングを用いた沿道大気質の

調査および交通量との相関の検討：第 33 回 PIXE シ

ンポジウム（宇治）：2017 年 10 月

40）＊齊藤勝美，＊中坪良平，＊平木隆年，＊島正之，＊余

田佳子，世良耕一郎：2009 年 11 月～ 2012 年 5 月に

姫路市で観測した黄砂粒子の化学成分的特徴：	第 3 3

回 PIXE シンポジウム（宇治）：2017 年 10 月

41）世良耕一郎，＊後藤祥子，＊細川貴子，＊齊藤義

弘：有害元素を多量に含む海産食品の分析：第 33 回

PIXE シンポジウム（宇治）：2017 年 10 月

42）＊寺川貴樹，＊松山成男，＊藤原充啓，＊梶山愛，＊長

尾理那，＊石井慶造，世良耕一郎 :

43）茶葉からのアルカリおよびアルカリ土類元素溶出に

関する研究：	 第 33 回 PIXE シンポ

ジウム（宇治）：2017 年 10 月

44）原田聡，瀬川昴，江原	茂，＊佐藤隆弘，世良耕一郎，
＊後藤祥子：Development	of	encapsulated	particles	

that	release	anti-cancer	medicine	with	response	 to	

radiation：第 33 回 PIXE シンポジウム（宇治）：2017

年 10 月

45）＊酒井正治，世良耕一郎，＊後藤祥子，＊佐藤里恵，＊市

川順子：箱根火山噴火域から流出する河川水の PIXE

分析および硫黄同位体比分析	―噴火（2015 年 6 月）

から 2 年間―：第 33 回 PIXE シンポジウム（宇治）：

2017 年 10 月

ｃ）その他

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招聘講演等

ｂ）一般講演

１）佐々木敏秋 :	現在の臨床 PET-CT で描出可能な病巣
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の大きさの限界値とその多施設間比較 : 日本核医学技

術学会第 23 回東北地方会総会学術大会 PET 技術的

検討分科会，2017 年 09 月 ,　八戸市

２）＊小口綾香，＊大塚まりな，＊横江果林，＊能田淳，＊亀

田和成，世良耕一郎，＊鈴木一由 ,:	アオウミガメの血

漿微量元素濃度を指標とした沖縄本島および八重山諸

島のバイオモニタリング ,	平成 29 年度獣医学術北海

道地区学会（江別）：2017 年 9 月

３）＊鈴木一由，＊大塚まりな，＊能田淳，＊亀田和成，＊柳

澤牧央，世良耕一郎，＊安齋雅彦 ,	サメ類の血漿中微

量元素濃度を指標とした	Marine	Ecosystem	モニタ

リングへの応用 ,:	平成 29 年度獣医学術北海道地区学

会（江別）：2017 年 9 月

４）＊山谷金光，＊坪井滋，＊蔦谷知佳子，＊齋藤久夫，＊畠

山真吾，世良耕一郎，＊後藤祥子，＊大山力，＊鈴木唯司 ,:	

血液透析患者の生命予後に対する血中微量金属濃度の

影響 ,		 第 44 回東北腎不全研究会（新潟）：2017 年 9

月

ｃ）その他

⑤－１　国際学会主催

⑤－２　国内学会主催
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名 ０名

研究員 研究生 研修生
０名 ０名 ０名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
０名 ０名 ０名 ０名

実験動物医学研究部門

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 部門長	 佐々木　真　理（兼務）

	 講　師	 若　井　　　淳

２．研究員等

３．大学院生

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．低酸素・高二酸化炭素環境における呼吸・循環器反射

　普段，我々が吸い込んでいる空気中には酸素 20.9%，二酸

化炭素 0.04% 含まれている．動物が前述の酸素濃度より低い

（低酸素），あるいは二酸化炭素濃度より高い（高二酸化炭素）

環境にさらされた場合，血液中の酸素・二酸化炭素濃度が変

化する．血液中の酸素・二酸化炭素濃度の変化は様々な細胞

にダメージを与える原因となるため，吸い込む空気の酸素・

二酸化炭素濃度が異常な場合，動物の体は，呼吸や血流量を

変化させることでダメージを避けようとする．当部門では，

このような低酸素・高二酸化炭素環境に動物が曝された際の

呼吸・循環器反射機構の研究を行っている．

２．実験動物福祉に関する研究

　動物実験は実験動物を用いて医歯薬学および獣医学の発展

に貢献するものであり，貴重な命の犠牲の上に成り立ってい

る．したがって，実験動物の福祉を向上させることは必要不

可欠である．当部門では実験を行う上で重要な麻酔や飼育環

境に関する研究を行っている．

　１）麻酔に関する研究

　実験によって発生する苦痛をできる限り減らすため，適切

な麻酔を使用する必要がある．ヒトと異なり，動物とは会話

などによるコミュニケーションをとることはできない．ヒト

と動物の双方が安全に実験処置を行うためにも，麻酔による

鎮静や不動化は必要不可欠である．当部門では様々な麻酔を

動物に投与し，その際の生理的パラメータの変動や麻酔の作

用時間などを測定することで，実験動物に対する，より良い

麻酔を検討するための研究を行っている．

　２）飼育環境に関する研究

　実験動物は微生物等に汚染されないように清潔な環境で飼

育される．また，ストレスによる影響を避けるため，照明・

温湿度・騒音などにも気を使って飼育する必要がある．実験

動物の福祉向上のため，より良い飼育環境の研究を行っている．

　平成 29 年度は前年度に引き続き樹脂製ケージトップ（飼

育ケージ用の蓋）を用いた際のマウスへの影響についての研

究を行った．従来，ケージトップはステンレスワイヤー製の

物が広く使われていたが，溶接はがれによるマウスの逃亡や

作業者の怪我など様々な問題が発生していた．樹脂製ケージ

トップを使用することでそれらの問題は解決できるが，飼育

するマウスへの影響は不明であった．前年度は，マウスを樹

脂製ケージトップにて飼育したところ，従来のステンレスワ

イヤー製で飼育した群と体重の変化に差はなかったが，餌お

よび水の摂取量が少なくて済むことが明らかとなった．これ

により動物へのストレスが軽減される効果が示唆された．次

年度はテレメトリー法を用いた生理学的検討を行い，活動量

や体温に差がでるかどうか，さらなる解析を行う予定である．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

③　国際学会発表

ｂ）一般講演

１）Migration	 and	differentiation	 of	 the	Primordial	

Germ	Cells	which	transplanted	into	abdominal	cavity	

neonatal	mouse	Hiroya	Nakamura,	Wataru	Yasuno,	

Jun	Wakai,	Kazuei	Matsubara	World	Congress	of	

Reproductive	Biology	Okinawa	JAPAN	2017	 	2017

年 9 月

④－１ 国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

２）始原生殖細胞の腹腔内移植による生殖系列キメラ作

出に関する研究．中村啓哉，安野航，若井淳，力丸宗

弘，松原和衛．日本生殖発生医学会第 13 回学術集会		

2018 年 3 月		

３）電解次亜水（MORI	ZIA）を用いた飼育器具等の消

毒効果について．安野航，小林秀範，塩谷明子，髙橋

智輝，若井淳．第 40 回生理学技術研究会		2018 年 2

月

４）マウス PGCs の腹腔内移植による生殖系キメラ作出

に関する研究．中村啓哉，安野航，若井淳，松原和衛．

第 58 回日本生殖医学会学術講演会		2017 年 11 月		
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５）電解次亜水（MORI	ZIA）を用いた飼育器具等の消

毒効果について．安野航，小林秀範，塩谷明子，若井

淳．第 51 回日本実験動物技術者協会総会 2017 山形大

会		2017 年 10 月

６）樹脂製ケージトップ（セーフティー・レジンリッド）

を用いたマウス飼育実証試験．若井淳，安野航，尾﨑

順子，小林秀範，上山謙一郎，塩谷明子，大和田一雄．

第 64 回日本実験動物学会総会		2017 年 5 月

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ａ）招待講演等

１）酸素及び二酸化炭素環境の変化に対する呼吸調節機

構の解明．若井淳．日本実験動物技術者協会奥羽支部

平成２８年度総会 2017 年 6 月
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教　授 特任教授 准教授 特任准教授 講師 特任講師 助　教
0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名 0 名

研究員 研究生 研修生
0 名 0 名 0 名

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
0 名 0 名 0 名 0 名

生命科学研究技術支援センター

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 センター長	 平　　　英　一

２．研究員等

３．大学院生

４．運営委員

	 教　授	 佐　藤　洋　一	 増　田　友　之

	 	 平　　　英　一	 齋　野　朝　幸

	 	 前　沢　千　早	 原　田　英　光

	 	 石　崎　　　明	 藤　井　　　勲

	 	 大　橋　綾　子	 三　浦　まゆみ

	 	 佐　藤　英　一

	 准教授	 加　茂　政　晴	 幅　野　　　渉

	 助　教	 安　平　進　士

	 技師長	 石　田　欣　二

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
生命科学研究技術支援センターの業務と成果

　本センター現在の職員構成は，技師長 1，専門技術員 1，

技術員 3，事務員 1 の計 6 名である．

本年の利用登録者数は，医学部 20 講座（95 名），歯学部 13

講座（83 名），薬学部 6 講座（16 名），医歯薬総合研究所 1

講座（8 名），教養教育センター 2 講座（4 名）であった．

　医学・生物学研究における，研究手法の急速な変化・発展

に伴い，新たな形態的解析技術のニーズが高まっている．こ

れに対応できる技術として，すでに「凍結超薄切・免疫電顕法」

は定着し，平成 17 年から学内外の研究者を対象に技術移転

講習会を開催し，全国的な研究活動の発展に貢献してきてお

り，現在まで17施設 22名の参加があった．また，これまで解

析困難であった超微細形態の三次元構造については，2軸電子

線トモグラフィー法の技術により把握できるようになった．

　平成 25 年 7 月導入の超高分解能電界放出形走査電子顕

微鏡（FE-SEM）を用いた反射電子（BSE：Backscattered	

electron）による連続切片観察法（連続切片 SEM 法）は比

較的新しい技術ではあるが，従来観察が困難であった数～数

十μ m 領域の三次元再構築像の作製が可能となり，組織・

細胞の立体構造をより詳細に解明するための有効な手法に

なった．

　連続切片 SEM 法は電顕技術の一つである，樹脂包埋切片

と SEM による BSE 観察を利用したものであり，これまで

透過電子顕微鏡（TEM）の欠点としてあげられてきた観察

領域の狭さが解消され，今後，研究・診断に貢献する電顕技

術に発展することを望みたい．

　本センターにおける機器を利用して得られた業績は，英文

論文 10 編（機種別・延べ数）であったが，形態学的分野が

やや低迷している中では一定のレベルを保ったものと評価し

たい．今後，ますます多様な論文が発表されるよう，技術員

スタッフ一同，研究者の支援をさらに充実したものにしてい

きたい．

　以下，本センター独自の個別研究課題について述べる．

１）共同研究支援プロジェクトは，本年は 62 件（継続含む），

臨床材料検査依頼は 6 件であった．本年の学外共同研究実施

機関としては，岩手大学工学部，東京大学医学部，東京薬科

大学薬学部，大阪大学医学部，理研脳科学総合研究センター，

英国ロンドン大学（UCL）生命科学部，米国バージニア大

学医学部，東北大学医学部，弘前大学医学部，国立感染症研

究所病理部，国立感染症研究所動物管理室，マサチューセッ

ツ医科大学，九州栄養福祉大学食物栄養学部等がある．地域

に開かれた研究施設を目指し，近隣の大学，研究施設の研究

者に本センターの設備を提供する試みを継続した．

　本センター独自に行っている「バイオイメージング技術セ

ミナー」を 3 回開催した．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

【透過電子顕微鏡　H-7650】

１）Mizuki,H.,	Abe,R.,	Mikami,T.

　Ultrastructural	Changes	during	 the	 life	 cycle	 of	

Mycoplasma	salivarium	in	oral	biopsies	from	patients	

with	oral	leukoplakia

　Frontiers	 in	Cellular	and	Microbiology.doi:10.3389/

fcimb.2017.00403(2017)

２）Isobe,K. , 	 Yokoyama,T. , 	 Moriguchi-Mori ,K. ,	

Kumagai,M.,	Satoh,Y.,	Kuji,A.,	Saino,T.
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　Role	of	pituitary	adenylyl	cyclase-activating	

polypeptide	in	intracellular	calcium	dynamics	of	

neurons	and	satellite	cells	in	rat	superior	cervical	

ganglia

　Biomedical	Research.38(2):99-109(2017)

３）＊Yamamoto,Y.,	＊Ozawa,Y.,	Yokoyama,T.,	

Nakamuta,N.

　Immunohistochemical	characterization	of	brush	cells	

in	the	rat	larynx

　Journal	of	Molecular	Histology.49:63-73(2018)

４）Inomata,Y.,	Nagasaka,S.,	Miyate,K.,	Goto,Y.,	

Hino,C.,	Toukairin,C.,	Higashio,R.,	Ishida,K.,		Saino,T.,	

Hirose,M.,	＊Tsumura,H.,	Sanbe,A.

　Bcl-2-associated	athanogene	3	(BAG3)	is	an	enhancer	

of	small	heat	shock	protein	turnover	via	activation	

of	autophagy	in	the	heart

　Biochemical	and	Biophysical	Research	Communicati

ons.496:1141-1147(2018)

５）＊Sano,T.,	＊Kohyama-Koganeya,A.,	＊Kinoshita,M	

O.,	＊Tatsukawa,T.,	＊Shimizu,C.,	＊Oshima,E.,	
＊Yamada,K.,		＊Tung	Dinh	Le.,	＊Akagi,T.,	

Tohyama,K.,	＊Nagao,S.,	＊Hirabayashi,Y.

　Loss	of	GPRC5B	impairs	synapse	formation	of	

Purkinje	cells	with	cerebellar	nuclear	neurons	and	

disrupts	cerebellar	synaptic	plasticity	and	motor	

learning.

　Neuroscience	Research.	in	press

【共焦点レーザー顕微鏡　Nikon C1si】

１）Yokoyama,T.,	＊Yamamoto,Y.,	Saino,T.	

　Serotonin-mediated	modulation	 of	 acetylcholine-

induced	intracellular	calcium	responses	in	chromaffin	

cells	isolated	from	the	rat	adrenal	medulla

　Neurosci	Lett.644:114-120(2017)

２） ＊ Yamamoto,Y.,	 ＊ Ozawa,Y.,	 Yokoyama,T.,	

Nakamuta,N.

　Immunohistochemical	characterization	of	brush	cells	

in	the	rat	larynx

　Journal	of	Molecular	Histology.49:63-73(2018)

【蛍光相関分光顕微鏡システム　LSM-510】

１）Higashio,H.,	Satoh,Y.	and	Saino,T.

　Inhibitory	role	of	Munc13-1	in	antigen-induced	mast	

cell	degranulation.

　Biomedical	Research.38(6):321–329(2017)

【ウルトラミクロトーム】

１）Mizuki,H.,	Abe,R.,	Mikami,T.

　Ultrastructural	Changes	during	the	life	cycle	of	

Mycoplasma	salivarium	in	oral	biopsies	from	patients	

with	oral	leukoplakia

　Frontiers	in	Cellular	and	Microbiology.doi:10.3389/

fcimb.2017.00403(2017)

２）＊Kougioumtzidou,E.,	＊Shimizu,T.,	＊Hamilton,NB.,	

Tohyama,K.,	＊Sprengel,R.,	＊Monyer,H.,	＊Attwell,D.,	
＊Richardson,WD.

　Signalling	through	AMPA	receptors	on	

oligodendrocyte	precursors	promotes	myelination	by	

enhancing	oligodendrocyte	survival

　eLIFE.DOI:10.7554/elife28080(2017)

３）Isobe,K.,	Yokoyama,T.,	Moriguchi-Mori,K.,	

Kumagai,M.,	Satoh,Y.,	Kuji,A.,	Saino,T.

　Role	of	pituitary	adenylyl	cyclase-activating	

polypeptide	in	intracellular	calcium	dynamics	of	

neurons	and	satellite	cells	in	rat	superior	cervical	

ganglia

　Biomedical	Research.38(2):99-109(2017)

４）＊Yamamoto,Y.,	＊Ozawa,Y.,	Yokoyama,T.,	

Nakamuta,N.

　Immunohistochemical	characterization	of	brush	cells	

in	the	rat	larynx

　Journal	of	Molecular	Histology.49:63-73(2018)

５）Inomata,Y.,	Nagasaka,S.,	Miyate,K.,	Goto,Y.,	

Hino,C.,	Toukairin,C.,	Higashio,R.,	Ishida,K.,		Saino,T.,	

Hirose,M.,	＊Tsumura,H.,	Sanbe,A.

　Bcl-2-associated	athanogene	3	(BAG3)	is	an	enhancer	

of	small	heat	shock	protein	turnover	via	activation	

of	autophagy	in	the	heart

　Biochemical	and	Biophysical	Research	Communicati

ons.496:1141-1147(2018)

６）＊Sano,T.,	＊Kohyama-Koganeya,A.,	＊Kinoshita,M	

O.,	＊Tatsukawa,T.,	＊Shimizu,C.,	＊Oshima,E.,	
＊Yamada,K.,		＊Tung	Dinh	Le.,	＊Akagi,T.,	

Tohyama,K.,	＊Nagao,S.,	＊Hirabayashi,Y.

　Loss	of	GPRC5B	impairs	synapse	formation	of	

Purkinje	cells	with	cerebellar	nuclear	neurons	and	

disrupts	cerebellar	synaptic	plasticity	and	motor	
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learning.

　Neuroscience	Research.	in	press

【走査電子顕微鏡 SU8010】

１）Mizuki,H.,	Abe,R.,	Mikami,T.

　Ultrastructural	Changes	during	the	life	cycle	of	

Mycoplasma	salivarium	in	oral	biopsies	from	patients	

with	oral	leukoplakia

　Frontiers	in	Cellular	and	Microbiology.doi:10.3389/

fcimb.2017.00403(2017)

２）＊Kougioumtzidou,E.,	＊Shimizu,T.,	＊Hamilton,NB.,	

Tohyama,K.,	＊Sprengel,R.,	＊Monyer,H.,	＊Attwell,D.,	
＊Richardson,WD.

　Signalling	through	AMPA	receptors	on	

oligodendrocyte	precursors	promotes	myelination	by	

enhancing	oligodendrocyte	survival

　eLIFE.DOI:10.7554/elife28080(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

【ウルトラミクロトーム】

１）小笠原勝利,花坂智人,石山絵里,野崎貴介,石田欣二：

連続切片 SEM 法を用いた 3 次元解析処理の検討

　医学生物学電子顕微鏡技術学会誌　31(1):27(2018)

２）野崎貴介,花坂智人,石山絵里,小笠原勝利,石田欣二：

バーチャルスライドを用いた連続切片 SEM 法

　医学生物学電子顕微鏡技術学会誌　31(1):26(2018)

【走査電子顕微鏡 SU8010】

１）小笠原勝利,花坂智人,石山絵里,野崎貴介,石田欣二：

連続切片 SEM 法を用いた 3 次元解析処理の検討

　医学生物学電子顕微鏡技術学会誌　31(1):27(2018)	

２）野崎貴介,花坂智人,石山絵里,小笠原勝利,石田欣二：

バーチャルスライドを用いた連続切片 SEM 法

　医学生物学電子顕微鏡技術学会誌　31(1):26(2018)

④－１　国内学会発表　（全国）

ａ）招聘講演等

１）磯貝純夫，石田欣二，花坂智人，石山絵里，小笠原

勝利，野崎貴介：Array	Tomography によるリンパ

管内皮細胞形態形成過程の三次元的解析．株式会社日

立ハイテクノロジーズ主催第 18 回 Bio 電顕セミナー

2018 年 3 月．神奈川

ｂ）一般講演

１）＊谷内真司，石田欣二，＊三浦弘守，＊佐藤聡子，＊藤

島史喜，＊宇月美和，＊笹野公伸，＊澤井高志：連続切

片 SEM 法を用いた胸水中の中皮細胞の 3 次元超微形

態解析．第106回日本病理学会総会2017年4月．東京．

２）小笠原勝利，花坂智人，石山絵里，野崎貴介，石田

欣二：連続切片 SEM 法を用いた 3 次元解析処理の検

討．医学生物学電子顕微鏡技術学会第 33 回学術講演

会 2017 年 5 月．神戸．

３）野崎貴介，花坂智人，石山絵里，小笠原勝利，石田

欣二：バーチャルスライドを利用した連続切片 SEM

法．医学生物学電子顕微鏡技術学会第 33 回学術講演

会 2017 年 5 月．神戸．

４）＊Michiyo	Kataoka，Kinji	Ishida，Katsutoshi	

Ogasawara，Takayuki	nozaki，＊Yuko	Sato，＊Hideki	

Hasegawa，＊Noriko	Nakajima：Three-dimensional	

analysis	of	autopsy	lung	with	A/H1N1pdm09	

infection．第 65 回日本ウイルス学会学術集会 2017 年

10 月．大阪．
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医用画像情報センター

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 センター長	 吉　岡　邦　浩（兼務）

２．運営委員

	 教　授	 吉　岡　邦　浩	 佐々木　真　理

	 	 山　田　浩　之	 平　林　香　織

	 	 野　中　孝　昌	 遠　藤　龍　人

	 技師長	 大　村　直　樹

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
画像情報センターの業務と成果

　岩手医科大学における「画像情報センター」は，大学内外

の研究者に高品質な画像・映像を撮影・編集・構成（デザイ

ン）し，効率的に提供協力する業務を行なってきた．（2018

年　27 施設　41 講座）

　当センターが携わった画像・映像は，研究・診療・教育，

そして大学イメージにも利用され多岐に渡っている．

　デジタル画像の浸透と共に映像を取り巻く環境が変化した

が，技術進歩とメディアの多様化により写真・ビデオ・コン

ピュータの区別なく組み合わせ，複合映像にも対応している．

１）研究者が要求する撮影を，迅速・正確・忠実に情報量の

多いデータにすることに日頃から心がけて撮影（患者・臓

器・複写・その他）し，画像管理を厳守している．（2017

年　4 月～ 2018 年 3 月	撮影枚数　約 32.961 枚　PC 作業

270 枚）

２）情報量が多く研究に欠かせないビデオは，撮影から編集

までを手がけている．編集時に持ち込まれる画像ファイル

も近年多様化複雑化しているが，デジタルフォーマット対

応のコンピュータによる編集・高品位ノンリニア編集によ

り高度な要請にも対応している．（2008 年 HDV カメラ，

HDV 用編集機導入	（2017 年 4 月～ 2018 年 3 月	撮影・編

集件数　56 件）

３）2007 年 9 月大型プリンターの導入により，高品質な研

究発表用大判ポスター印刷が可能となり，依頼件数も毎年

増加をしている．（2017 年 4 月～ 2018 年 3 月　494 件）

　このように，画像情報のデジタル化へ対応可能とするため

に，ハード・ソフトを含めた環境を整備することによって，

投稿論文・学会発表等の形式が変化しても，技術の専性を高

めながら研究者の要請に応え，急進する時代に即応してきた．

当センター内の研究テーマは，共同研究部門に配置されてい

るが，写真・動画撮影を編集・構成（デザイン）・画像処理

する部署であり，研究協力に最善を尽くしている．
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動物研究センター

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 センター長	 三　部　　　篤（兼務）

	 副センター長	 平　　　英　一（兼務）

	 副センター長	 若　井　　　淳（兼務）

２．運営委員

	 教　授	 人　見　次　郎	 古　山　和　道

	 	 平　　　英　一	 佐　原　資　謹

	 	 石　崎　　　明	 那　谷　耕　司

	 	 三　部　　　篤	 三　浦　まゆみ

	 准教授	 水　野　　　大	 吉　野　直　人

	 講　師	 三　枝　　　聖	 若　井　　　淳

	 助　教	 駒　切　　　洋

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
１．動物研究センターの概要と利用状況

　現在の職員構成は技師長 1，技術員 3，技術員補 3，事務

員 1 の計 8 名である．

　動物実験等の実施に当たっては，「動物の愛護及び管理に

関する法律」，環境省告示「実験動物の飼養及び保管並びに

苦痛の軽減に関する基準」，および文部科学省告示「研究機

関等における動物実験等の実施に関する基本指針」等に従っ

て適正に行うことを求められている．これら動物実験関連法

規の中で，文科省基本指針には「実験動物の飼養及び保管は，

法及び飼養保管基準を踏まえ，科学的観点及び動物の愛護の

観点から適切に実施すること」，「動物実験は適切に維持管理

された施設及び設備を用いて実施すること」と定められてい

る．動物研究センター職員は本学の主たる動物飼養保管施設

であり，動物実験を行うための中核施設でもある動物研究セ

ンターにおいて，動物実験の質を維持するための動物飼育管

理と実験環境の清浄維持，実験者に対する技術指導と教育研

究支援，施設設備の管理を用務としている．

　今年度は 6 件の研究発表に携わり，その内 3 件は動物研究

センター職員が筆頭演者として発表を行った．センターの主

たる業務である飼育管理に影響が出ない範囲で今後もさらな

る研究を行っていきたい．研究支援業務としては，学内研究

者が使用する動物の日常的な飼育管理を行った．また，貴重

な遺伝子組換えマウスの凍結胚の保存や個体復元などの発生

工学を用いた支援も行った（4 件）．さらに，研究者からの

要望に応じ，実験手技の指導等や実験の補助も行った（2 件）．

今後も学内研究者の一助となれるように努めたい．他にも岩

手大学からのインターンシップを引き受け，学外者への教育

も行った．

　今後の課題として，病院移転に向けて，飼育設備・実験機

器等の整備を引き続き行う必要がある．他にも，新たな研究

支援業務として，ゲノム編集技術の導入についても検討して

いく予定である．

　平成29年のセンター新規利用登録者数は医学部16講座（38

名），歯学部 9 講座（20 名），薬学部 9 講座（20 名），教養教

育センター 3 講座（7 名），医歯薬総合研究所 2 研究部門・2

施設（10 名）であった．これにより，退職者を除外した登

録者総数は 225 名となった．

　動物実験は学長より承認された 137 件の動物実験計画書に

基づいて行われており，本年の実験動物使用数（内訳）は，

ブタ：16 頭，ウサギ：22 羽，マウス：12,075 匹，ラット：

456 匹，モルモット：4 匹，ハムスター：4 匹，スンクス：

71 匹であった．

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 29 年 4 月～平成 30 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

【マウス】

１）Ishida,	K.,	Ito,	C.,	Ohmori,	Y.,	Kume,	K.,	Sato,	KA.,	

Koizumi,	Y.,	Konta,	A.,	Iwaya,	T.,	Nukatsuka,	M.,	

Kobunai,	T.,	Takechi,	T.,	Nishizuka,	SS.:	Inhibition	of	

PI3K	suppresses	propagation	of	drug-tolerant	cancer	

cell	subpopulations	enriched	by	5-fluorouracil.	Sci	

Rep.	7:2262	(2017)

２）Kikuchi,	K.,	Masuda,	T.,	Fujiwara,	N.,	Kuji,	A.,	

Miura,	H.,	＊Jung,	H.,	Harada,	H.,	Otsu,	K.:	Craniofacial	

Bone	Regeneration	using	iPS	Cell-Derived	Neural	

Crest	Like	Cells.	Journal	of	Hard	Tissue	Biology.	

27(1):	1-10	(2018)

３）Yoshino,	N.,	Takeshita,	R.,	Kawamura,	H.,	Sasaki,	Y.,	

Kagabu,	M.,	Sugiyama,	T.,	Muraki,	Y.,	Sato,	S.:	Mast	

cells	partially	contribute	to	mucosal	adjuvanticity	of	

surfactin	in	mice.	Immun	Inflamm	Dis.	6(1):	117-127	

(2018)

【ラット】

１）Hatakeyama,	W.,	Taira,	M.,	Ikeda,	K.,	Sato,	H.,	Kihara,	

H.,	Takemoto,	S.,	Kondo,	H.:	Bone	regeneration	of	
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rat	critical-size	calvarial	defects	using	a	collagen/

porous-apatite	composite:	Micro-CT	analyses	and	

histological	observations.	J.	Oral	Tissue	Engin.	15:49-

60	(2017)

①－２　学術論文　［和文］

ａ）原著

【マウス】

１）川村英生，利部正裕，佐々木裕，村上一行，川村花恵，

池田浩，阿保亜紀子，吉野直人，村木靖，杉山徹：腫

瘍溶解性ヘルペスウイルスとシクロホスファミドを併

用した子宮頸がん新規治療法の検討．岩手医学雑誌．	

69(2)：75-88	(2017)

③　国際学会発表

ｃ）その他

１）＊Nakamura,	H.,	Yasuno,	W.,	Wakai,	J.	and	
＊Matsubara,	K.:	Migration	and	differentiation	of	

the	primordial	germ	cell	which	transplanted	into	

abdominal	cavity	of	neonatal	mouse.	World	Congress	

of	Reproductive	Biology.	Sept,2017.	Okinawa.

④－１　国内学会発表　（全国）

ｂ）一般講演

１）＊中村啓哉，安野航，若井淳，＊力丸宗弘，松原和衛：

始原生殖細胞の腹腔内移植による生殖系列キメラ作出

に関する研究．日本生殖発生医学会第 13 回学術集会 .	

2018 年 3 月 .	東京 .

２）＊中村啓哉，安野航，若井淳，＊松原和衛：マウス

PGCs の腹腔内移植による生殖系キメラ作出に関す

る研究．第 62 回日本生殖医学会学術講演会・総会．

2017 年 11 月 . 下関 .

ｃ）その他

１）安野航，＊小林秀範，＊塩谷明子，髙橋智輝，若井

淳：電解次亜水 (MORIZIA) を用いた飼育器具等の消

毒効果について．第 51 回日本実験動物技術者協会総

会．2017 年 10 月．山形．

２）安野航，＊小林秀範，＊塩谷明子，髙橋智輝，若井淳：

電解次亜水 (MORIZIA) を用いた飼育器具等の消毒効

果について．第 40 回生理学技術研究会．2018 年 2 月．

岡崎 .

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）安野航，＊小林秀範，＊塩谷明子，髙橋智輝，若井淳：

電解次亜水 (MORIZIA) を用いた飼育器具等の消毒効

果について．第３回実験動物技術研究交流大会．2017

年 11 月．仙台．
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アイソトープ研究室

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 室　長	 江　原　　　茂（兼務）

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　アイソトープ研究室は，基礎研究における非密封 RI を取

り扱う場所として，原子力規制委員会から許可を受けた唯一

の施設である．近年，RI に代わるものとして蛍光試薬や化

学発光物質が利用されるようになり全国的に利用者が減少傾

向にあるが，それでも RI を利用する利点は依然として優位

にあると言える．特に医学，薬学研究においては必須の分析

手法といえる．

　当施設では 3H をはじめ 8 核種の使用許可を受けているが，
3H（トリチウム），32P（リン），35S（イオウ），125I（ヨウ素）

及び 45Ca（カルシウム）などがよく利用されている．

　施設装備の限界，矢巾の研究者の利便性が十分でないこと

から研究目的の利用がない状況にある．業務の大半は学内で

用いられている RI の管理と他施設を利用する研究者の教育

研修にある．
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災害復興事業本部



	 副部門長	 西　塚　　　哲（兼務）

（専任）

２．運営委員

	 機構長	 佐々木　真　理

	 副機構長	 人　見　次　郎	 中　村　元　行

	 	 小笠原　邦　昭

	 部門長	 小　山　耕太郎	 坂　田　清　美

	 	 福　島　明　宗	 遠　藤　龍　人

	 	 清　水　厚　志	 佐　藤　　　衛

	 副部門長　大　塚　耕太郎	 石　垣　　　泰

	 	 西　塚　　　哲	 丹　野　高　三

	 	 田　中　良　一	 八　谷　剛　史

	 	 德　富　智　明

	 教　授	 松　本　主　之

	 講　師	 橋　爪　公　平

Ⅱ．講座等における主たる研究テーマとその成果
　「東北メディカル・メガバンク計画」は被災地に医療関係

人材を派遣して健康調査を実施し，15 万人規模の生体試料，

健康情報等が収集されたバイオバンクを構築するとともに，

得られたゲノム情報，健康情報，診療情報等を解析し，疾患

コホート等，他の研究成果と連携しつつ，個別化予防・個別

化医療など次世代医療の実現を目指している．

　当機構では，平成 29 年度 , 以下の事業を実施した .

〔地域連携・医療情報 ICT 部門〕

　地域医療支援活動として，3 名の医師を沿岸県立病院（久

慈，宮古，釜石）に派遣した．地域連携，被災地域への成果

還元の一環として，公益財団法人岩手県予防医学協会に抗ヘ

リコバクター・ピロリ抗体の性年齢別陽性割合を提供した．

また NPO 法人北三陸塾が運営する久慈地域医療情報ネット

ワーク「北三陸ネット」と情報提供に関する覚書を締結し ,

久慈地域の詳細二次調査参加者のうちの同ネットワークへの

情報提供について同意を得た約 700 人の結果報告書 PDF を

提供した．

〔臨床研究・疫学研究部門〕

地域住民コホート調査

１．平成 25 年度調査参加者 8,931 人を対象として詳細二次

調査を実施した．詳細二次調査はベースライン調査同様，サ

テライト型と健診参加型の 2 種類の方法で実施し，サテライ

特命教授 特命准教授 非常勤講師 特命助教 特別研究員
１名 １名 １名 ４名 ２名

いわて東北メディカル・メガバンク機構

Ⅰ．研究者の内訳（平成 29 年 5 月 1 日現在）
１．職員

	 機構長	 佐々木　真　理（兼務）

	 副機構長	 人　見　次　郎（兼務）

	 副機構長	 中　村　元　行（兼務）

	 副機構長	 小笠原　邦　昭（兼務）

　　地域連携・医療情報ＩＣＴ部門

	 部門長	 小　山　耕太郎（兼務）

	 副部門長	 丹　野　高　三（兼務）

	 副部門長	 田　中　良　一（兼務）

　　臨床研究・疫学研究部門

	 部門長	 坂　田　清　美（兼務）

	 副部門長	 大　塚　耕太郎（兼務）

	 副部門長	 佐　藤　　　衛（兼務）

	 副部門長	 丹　野　高　三（兼務）

	 講　師	 橋　爪　公　平（兼務）

	 助　教	 佐々木　亮　平（兼務）

	 助　教	 三　上　貴　浩（兼務）

	 特命助教	 高　梨　信　之

	 特命助教	 大　崎　拓　也

　　メガバンク・データ管理部門

	 部門長	 佐　藤　　　衛（代理・兼務）

　　生体情報解析部門

	 部門長	 清　水　厚　志（代理）

	 副部門長	 佐　藤　　　衛（兼務）

	 副部門長	 八　谷　剛　史（兼務）

	 特命教授	 清　水　厚　志

	 特命准教授	 八　谷　剛　史

	 非常勤講師	 古　川　亮　平

	 特命助教	 大　桃　秀　樹

	 特別研究員	 小　巻　翔　平

	 特別研究員	 大　友　　　亮

　　イノベーション推進・人材育成部門

	 部門長	 福　島　明　宗（兼務）

	 副部門長	 石　垣　　　泰（兼務）

	 副部門長	 德　富　智　明（兼務）

	 助　教	 山　本　佳世乃（兼務）

	 特命助教	 沼　田　早　苗

　　広報・企画部門

	 部門長	 遠　藤　龍　人（兼務）
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ト型では 3,246 人，健診参加型では 2,918 人，6,164 人（対象

者の 69.0%）が参加した．

２．追跡対象者 23,481 人を対象に追跡調査票を送付し，

19,947 人（追跡対象者の 84.9％）から回答を得た．	

３．健診参加型リクルートの対象 18 市町村のうち 10 市町村

に匿名化情報照合システムを導入し，追跡情報（住民異動情

報，電子レセプト情報，健診情報，介護保険情報）の収集体

制を構築した．システムを導入した 10 市町村のうち 7 市町

村では，システムを用いて調査参加者 6,243 人の最大 43 か

月分，約 25 万件の電子レセプト情報を照合，抽出した．

４．岩手県地域脳卒中登録事業と連携し，21 病院でカルテ

閲覧調査を実施した．

５．健診参加型リクルートによる調査参加者約6.3万人のベー

スライン調査データを用いて，被災地住民の健康状態につい

て断面解析を行った．その結果，①震災後の社会的孤立には，

仮設居住，求職中・無職，少ない身体活動，心理的苦痛，不

眠が関連していること，②身体活動が少ないことは，仮設居

住，多い転居回数，喫煙，少ない人のつながりが関連してい

ること，③被災地域では仮設だけでなくみなし仮設居住者も

食事摂取不良のリスクとなること，④震災後の仕事の変化に

伴い，メンタルヘルス不全が認められることが示唆された．

この成果について第 76 回日本公衆衛生学会（鹿児島市），第

29 回日本疫学会（福島市）等で学会発表した．

〔メガバンク・データ管理部門〕

１．詳細二次調査参加者 6,164 名から収集した血液および尿

検体を，東北大学東北メディカル・メガバンク機構（ToMMo）

バイオバンク部門および検査会社へ移送した．6,164 名中

3,246 名はサテライト健診においてリクルートされ，血液や

尿の収集以外に生理機能検査データ（心電図，骨密度測定，

内臓脂肪測定，頚部エコーなど）を収集した．さらに，収集

した生理機能検査データは成形ののち，いわて東北メディカ

ル・メガバンク機構（IMM）臨床研究・疫学研究部門地域

住民コホート分野へ移送した．

２．詳細二次調査参加者のうち矢巾センターで受診された

486 名から FS 検体（DNA，RNA，血漿）を収集した．順

次 DNA および RNA を抽出し，IMM バイオバンクへ収蔵

する予定である．

３．詳細二次調査参加者のうち矢巾センターで受診された

486 名および気仙サテライトで受診された 1,255 名から XOR

（キサンチンオキシドリダクダーゼ）活性測定用血漿を収集

し，検査会社へ送付した．その後，検査会社から 1,741 名の

XOR 活性データを返却いただき，データを取りまとめた．

４．ベースライン調査（2013-2015 年）のサテライト参加者

8,321 名の生理機能検査データについて，データクリーニン

グを実施し，ToMMo へ送付した．

〔生体情報解析部門〕

　当部門は従来のゲノムコホート研究で行う検査情報，生活

習慣・環境要因，および個々人のゲノム多型を用いた前向き

研究に加えて，オミックス，すなわちエピゲノム（特にＤＮ

Ａメチル化を対象にしたメチローム）とトランスクリプトー

ムの観点をコホートに加える事により，疾患の先天的な危険

因子に加えて後天的な危険因子をも同定することを目的とし

ている．本年度は引き続き岩手医科大学臨床遺伝学科との連

携により，遺伝情報回付に関わる研究を推進した．さらにコ

ホート・バイオバンク連携による全ゲノム関連解析（GWAS:	

Genome-wide	association	study）による疾患感受性多型の

研究を推進した．併せて各教員の特色と能力に応じた外部研

究機関との共同研究も進めている．

１．東北メディカル・メガバンク計画

１）健常人コホート連携による疾患発症リスク予測法の確立

　大規模コホート研究の成果として，古典的リスク要因が発

見され，高血圧症や脂質異常症等の「現時点では著しいＱＯ

Ｌの低下は伴わないが，今後，著しいＱＯＬの低下が懸念さ

れる疾患発症のリスクが高い」未病者をリスク疾患患者とし

て捉えるようになり，投薬等の予防医療が実践されている．

この現代型予防医療の課題として，古典的リスク要因だけで

は疾患発症予測の偽陽性率・偽陰性率ともに精度が低く，リ

スク疾患患者の増大による医療費の増加等が課題となってい

る．古典的リスク要因とゲノム・オミックス情報を組み合わ

せる高精度な疾患発症予測技術の開発が，次世代型予防医療

の実現化に必要不可欠である．

　しかし，GWAS による疾患感受性多型の同定が進められ

ている現在であっても，今までに同定された数十のゲノム多

型を組合せた疾患発症予測の精度は低くとどまっている．す

なわち，GWAS は疾患を分子レベル・遺伝子レベルで理解

するためのツールとしては有用だが，生活習慣病などの多因

子疾患の生まれ持った疾患発症リスク（先天的リスク）の予

測のためには個々の疾患感受性多型のリスクを加算していく

方式ではなく，ゲノム全体の多型を全て利用する新規手法

（Polygenic	Model）を発展させることが必要であると考えら

れる．

　そこで以下のような研究課題を設定，実施した．
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1-1：全ゲノム関連解析

　GWAS はリスク予測という点では限界が明らかとなって

いるが，疾患発症の分子メカニズムの理解や対象遺伝子の同

定による創薬の加速などについては未だ有用なツールであ

る．また，東北メディカル・メガバンク計画（ＴＭＭ）では

全参加者 15 万人の全ゲノムジェノタイプ情報の取得を予定

しており，すでに２万を超えるジェノタイプ情報を蓄積して

いる．ＴＭＭではジェノタイプ情報だけでなく，ＤＮＡメチ

ル化情報，遺伝子発現情報，代謝産物情報などのオミックス

情報や，生活習慣などのアンケート情報，生理機能検査など，

多数の表現型情報を収集しており，GWAS によりこれまで

に解析対象とされていない表現型に関連する多型や，日本人

特異的に強い影響を持つ多型を同定できる可能性がある．そ

こで，ＴＭＭ参加者１万人のＳＮＰデータを対象に，昨年度

までに構築した GWAS のための解析パイプラインを用いて

HbA1c の GWAS を実施した結果，rs10168523 と rs2748427

の２つの新規の感受性多型を同定した．rs10168523 は SIX3–

SIX2 の遺伝子間領域に位置しており，グリコアルブミンの

検査値と相関があった一方，rs2748427 は TMC6–TMC8 の

遺伝子間領域に位置しており glycation	gap	と強い関連が

あった．

1-2：Polygenic Model を用いた疾患発症リスク予測モデル

の拡張

　本事業では，生体試料の解析により得られたゲノム・オミッ

クス情報を健康・診療情報等とともに全国の研究者に提供す

ることにより，個別化医療・個別化予防の実現のためのバイ

オマーカー探索や，各種疾患の病態解明に貢献することを目

指している．

　疾患発症リスク予測モデルについては，九州大学久山町研

究との共同研究で脳梗塞発症リスク予測モデルの前向きコ

ホートでの検証を行い，生活習慣との関連解析を行った．さ

らに，予測モデルの横展開については，バイオバンク・ジャ

パンの主任研究者と共同研究実施のための打ち合わせを行

い，データ利用分譲の環境が整い次第共同研究を開始する方

針を固めた．

２）白血球オミックス研究基盤の強化とデータベース改訂

　近年ＤＮＡメチル化の異常（Epimutation）が喫煙や飲酒，

ストレス暴露などの生活習慣によって生じ，ガンや生活習慣

病の発症と関連することが明らかになりつつある．欧州の研

究グループより白血球のエピゲノム等の大規模オミックス解

析の報告がある等，欧米を中心に様々な組織の大規模なＤＮ

Ａメチル化解析が進められている．東北メディカル・メガバ

ンク計画ではコホート検体を用いた大規模なゲノム・オミッ

クス解析による個別化医療・個別化予防の実現を目指してお

り，生体試料の解析により得られたゲノム・オミックス情報

を健康・診療情報等とともに全国の研究者に提供することに

より，個別化医療・個別化予防の実現のためのバイオマー

カー探索や，各種疾患の病態解明に貢献することを目指し

ている．通常ＤＮＡメチル化解析において生活習慣や疾病

発症，表現型と関連するＣｐＧ（ＤＭＭ :	DNA	Methylation	

Mark）の同定にはＤＮＡマイクロアレイが利用されるが，

我々の研究により生活習慣病のＤＭＭの同定には非効率的で

あることが判明している．さらに，昨年度までに集団中に頻

度高く見られるＤＮＡメチル化の多様性（CDMV:	Common	

DNA	Methylation	Variations）の大きなＣｐＧがありふれ

た疾患（Common	Disease）と関わりが強いことを明らかに

し，CDMV 仮説として提唱した．この仮説を元に単球とＣ

Ｄ４陽性Ｔリンパ球の全ゲノムバイサルファイトシークエン

シング（WGBS）の解析結果から末梢血単核球（PBMC）を

対象としたＤＮＡメチル化キャプチャ法のプローブセット

（IMMv1）を設計した．さらに，昨年度中に白血球主要成分

である好中球の WGBS を実施済みである．

　そこで本年度は以下のような研究課題を設定，実施した．

2-1：末梢血単核球（PBMC）のＤＮＡメチル化関連解析

　昨年度中にＴＭＭ釜石サテライ参加者 384 検体の PBMC

を用いたＤＮＡメチル化キャプチャ法による解析を実施し

た．本年度はこれらのデータを元にコホート調査票や各種検

査値との関連解析を実施した．

　まず，ＴＭＭ参加者の多くが被災を経験していることから，

抑うつ症状の指標である CES-D	(Center	for	Epidemiological	

Scale-Depression)	 と関連する DNA	Methylation	Mark の

同定を，エピゲノムワイド関連解析（EWAS:	Epigenome-

Wide	Association	Study）により試みた．CES-D スコア 16

点以上の対象者を抑うつ症状があると判定した．対象者 384

名の平均年齢は 53.9 歳で，女性の占める割合は 70.6％であっ

た．CES-D スコアが 16 点以上の抑うつ症状ありは 111 名

（28.9%），16 点未満の抑うつ症状なしは 253 名（65.9%）であっ

た．また，CES-D 項目について未回答または不完全回答に

よりスコアの算出ができなかった 20 名について，EWAS の

対象から除外した．従属変数を DNA メチル化率，説明変数

を性別，年齢，細胞組成，抑うつ症状の有無として EWAS

を実施した．364 名の CES-D	EWAS の結果，P	<	5 × 10-6

で抑うつ症状（CES-D スコア 16 点以上）と相関するＤＭＭ

として SNX29 遺伝子（P	=	1.68 × 10-7）および NFIX 遺伝
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子（P	=	3.99 × 10-6）の 2 ヶ所を同定した．

　続いてコホート参加者の調査票と検査値を用いて，探索的

かつ網羅的な EWAS を実施した．質問紙票，血液学的検査

値，生理学的検査値を項目ごとに連続値あるいは二値化に変

換し，欠損値を除いて全項目に対して EWAS を実施した．

その結果，

中性脂肪（TG 値）（P	=2.28 × 10-8）やペプシノゲンⅡ値（P	

=	1.18 × 10-7），HDL コレステロール値（P	=	6.47 × 10-6），

BMI 値（P	=	1.95 × 10-8），胃潰瘍（P	=	1.04 × 10-8），寝

付き（P	=	5.41 × 10-8），目覚め（P	=	5.41 × 10-8）などの

多岐にわたる表現型において，相関するＤＭＭが特定できた．

これらの中には表現型と関連する機能を持った遺伝子が近傍

に位置するＤＭＭも含まれており，実際にＤＮＡメチル化状

態の変化が遺伝子発現を介して表現系に影響していると期待

される．ただし，今回の網羅的な EWAS では要因ごとの調

整因子を考慮していない予備的な解析であるため，今後候補

のＤＭＭが得られた項目ごとに補正項を組み入れた EWAS

を改めて行うとともに，検証用検体のＤＮＡメチル化解析を

実施する．

2-2：全血用効率的ＤＮＡメチル化解析手法の確立

　昨年度中に PBMC 用のＤＮＡメチル化キャプチャ法のプ

ローブセットを設計したが，多くのバイオバンク・コホート

で収集・保存されているのは全血であり，大規模な EWAS

を実施するには全血に対応した新たなプローブセットの設計

が必要である．そこで，単球とＣＤ４陽性Ｔリンパ球の解析

結果に加えて，好中球の WGBS の解析結果から CDMV の

大きなＲＩ（Reference	Interval）を算出し，これら三種の

細胞でＲＩの大きなＣｐＧをより多く含む全血用のプローブ

セット（IMMv2）を設計した．

３）量的形質座位解析と公開データベースの更新

　ＤＮＡマイクロアレイ解析や全ゲノムシークエンシング

（ＷＧＳ :	Whole	Genome	Sequencing）などの網羅的ゲノム

解析が廉価になったことから，全世界的に大規模 GWAS が

実施されており，多数の疾患感受性多型や表現系と関連する

多型，薬剤反応性に関わる多型などが同定されている．一方

で，GWAS で同定される多型の殆どが遺伝子のコーディン

グ領域ではなく，遺伝子間領域やイントロンに位置すること

や，必ずしも最も近傍に位置する遺伝子の発現に影響するわ

けではないことが明らかとなっており，創薬や疾患発症機序

解明のための感受性遺伝子の同定には量的形質座位の情報が

必要不可欠となっている．

　そこで本年度は以下のような研究課題を設定，実施した．

3-1：血液細胞のマルチオミックス解析による量的形質座位

の同定

　昨年度までに単球，ＣＤ４陽性Ｔリンパ球，好中球の全

ゲノムバイサルファイトシークエンシング（WGBS:	Whole	

Genome	Bisulfite	Sequencing），ＲＮＡシークエンシング

（RNA-seq:	RNA	Sequencing）および同一検体提供者のＷＧ

Ｓを実施している．これらのデータを用いて遺伝子発現に影

響を与える多型（eQTL:	expression	quantitative	 loci），Ｄ

ＮＡメチル化率に影響を与える多型（mQTL:	methylation	

quantitative	 loci），遺伝子発現に影響を与えるＤＮＡメチ

ル 化 部 位（eQTM:	expression	quantitative	methylations）

の関連解析を行った．その結果，ＦＤＲ（false	discovery	

rate）	<	0.05 の条件において，単球で eQTL を示す組み合わ

せを 463,082 ペア，mQTL を示す組み合わせを 44,032,528 ペ

ア，eQTM を示す組み合わせを 5,730 ペア同定した．同様

にＣＤ４陽性Ｔリンパ球では eQTL を 472,190 ペア，mQTL

を 72,594,605 ペア，eQTM を 2,609,764 ペア，好中球では

eQTL を 3,294 ペ ア，mQTL を 83,464,257 ペ ア，eQTM を

238 ペア同定した．

3-2：多層オミックスデータベース（iMETHYL）の更新

　GWAS などで同定した感受性多型の機能アノテーショ

ンに利用できるように，3-1 で実施した eQTL，mQTL，

eQTM の解析結果を iMETHYL データベースに追加公開し

た（http://imethyl.iwate-megabank.org/）．合わせて 20 名

から採取した６種の細胞種（単球，ＣＤ４陽性Ｔリンパ球，

ＣＤ８陽性Ｔリンパ球，Ｂリンパ球，ＮＫ細胞，好中球）お

よび２つの細胞画分（PBMC，全白血球）のＤＮＡメチル化

率の平均値も追加公開した．

２．その他の共同研究

　次世代シークエンサーやＤＮＡマイクロアレイの出力デー

タの解析を中心とするバイオインフォマティクス解析技術

（清水，八谷，須藤，小巻），細胞免疫学（須藤），両生類（小巻），

がん（大友）など，教員毎の知識・技術に基づく共同研究を

引き続き進めている．本年度は清水・八谷から GWAS，須

藤から軟骨魚類の免疫，小巻から両生類の生態，大友からが

んと ATM キナーゼについて，原著論文や図書を含む共同研

究の成果発表を行った．	

〔イノベーション推進・人材育成部門〕

１．遺伝情報回付に関する研究

　ゲノム情報を利用した個別化医療・個別化予防のため，遺

伝情報の回付（返却）の取り組みとして，平成 25 年より地
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域住民コホート参加の中から希望者に「いでん講習会」を

行っている．平成 28 年度からは単一遺伝性疾患に対する個

人への遺伝情報の回付のパイロット研究では家族性高コレス

テロール血症を対象に開始した．開始にあたり，東北大学と

合同で「遺伝と遺伝性疾患に関する講習会」を実施している．

２．家族歴（Family health history）に関する研究

　家族歴は，最も強力な疾患予測因子の一つであり，リス

ク評価のための第一歩である．これまで家系図を中心とし

た家族歴の詳細な聴取は，遺伝要因が主な単一遺伝性疾患

を対象としていた．国内外のゲノムコホート研究やバイオバ

ンク活動，米国の個別化医療に関する取り組み（Precision	

Medicine	Initiative）などにより，近年は多因子疾患の発症

に影響する環境要因と遺伝要因の解明が進み，今後はゲノム

情報と併せて大量の家系情報を取り扱う機会が増えると考え

られている．しかし，患者と医療提供者の双方において，知

識や認識，時間の制約，不確かな情報などが妨げとなって十

分な聴取ができないため，家族歴は日常診療で見落しや過小

評価の対象となっている．

　我々は，対象者を含む 3 世代の家族および親族の医療情

報を体系的に管理することができる折りたたみ式問診票

「f-sheet」（実用新案登録第 3204531 号）と，問診票入力から

国際的表記基準に 100％準拠した 3 世代の医療用家系図を速

やかに自動作成できる家系情報収集ソフトウェア「f-treeGC」

を世界に先駆けて開発した（PCT/JP2016/078494，特願

2015-192113））．f-treeGC は岩手医科大学附属病院のホー

ムページに無料で公開し，国際団体の Global	Alliance	 for	

Genomics	and	Health（GA4GH）の家族歴ツールカタログ

「Family	History	Tool	 Inventory」へ収載されている．また

使い方はライフサイエンス統合データベースセンターが提供

しているウエブサイト「統合 TV」に動画で紹介している．

f-treeGC では，遺伝情報に関する選択肢式の問診票をもとに

家系図が作成される．入力には，f-sheet などに事前に記載

された内容を入力する方法と，リアルタイム表示の家系図を

見ながら対面で問診して直接入力する方法がある．家系図を

含む家族歴は保存可能なため，データベースとしても活用で

きる．

〔広報・企画部門〕

　当部門は，東日本大震災によって心とからだの健康に不安

を抱いている地域住民の方々を支援するとともに，TMM が

行政・関係医療機関等と連携して末永く継続するための広報・

企画を担当している．ゲノム・コホート研究の適正な推進の

ためには，社会や市民からの問いかけに対して応答可能な「姿

勢」と「責任」が求められるため，岩手県や被災地の各市町

村の自治体・医師会・住民の方々に対して当機構の取り組み

について理解頂けるように説明し，問いかけに対して丁寧に

お答えすることを心掛けて活動している．

主な活動内容

　地域の住民の方々に有意義な健康情報を提供するととも

に，健康調査や追跡調査の参加を促し，主体的に本事業に関

わって頂くことを目的とした機構広報誌『いわて東北メディ

カルメガバンク通信』を平成 25 年より発刊しており，平成

29 年度は計 2 回発行した．また，健康講演会，健康調査結

果説明会（自治体向け），自治体等による健康に係る催事へ

の参加，ホームページを通して事業説明ならびに健康向上の

ための啓発活動を行った．

[ 刊行物 ]

・いわて東北メガバンク通信第 13 号（平成 29 年 9 月 30 日）　

13,500 部

・同　第 14 号（平成 30 年 2 月 28 日）　10,000 部

[ シンポジウム ]

・平成 29 年 4 月 21 日：「東北メディカル・メガバンク計画

シンポジウム」データシェアリングがひらく未来の医療と東

北復興（ToMMo と共同開催）（東京大手町サンケイプラザ）

[ プレスリリース（記者会見・文書投込）]

・平成 29 年 4 月 21 日：DNA メチル化の網羅的解析による

エピゲノム多様性の解読について（「Genomic	Medicine」論

文公開　文書投込）

・平成 29 年 7 月 12 日：日本人約 3,500 人の全ゲノムリファ

レンスパネル作成について（ToMMo 会見　IMM は文書投

込）

・平成 29 年 8 月 28 日：2.3 万人の生体試料・情報等の分譲

開始について（AMED，ToMMo と共同会見）

・平成 29 年 9 月 8 日：肥満に影響する遺伝マーカーの解明

について（「Nature	genetics」論文公開　文書投込）

・平成 30 年 2 月 8 日：TMM 地域住民コホート調査解析結

果の定例報告（ToMMo 会見　IMM 文書投込）

・平成 30 年 2 月 9 日：健康調査結果の北三陸ネットへの情

報提供について（会見）

・平成 30 年 3 月 30 日：100 人規模の全ゲノム・エピゲノム・

トランスクリプトーム情報の分譲開始について（「Human	

Genome	Variation」掲載　文書投込）

[ 健康講演 ]

・平成29年7月5日：住田町健康講演会（住田町民　32名聴講）
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「住田町の糖尿病に関する現状～長期健康調査から見えたこ

と～」（丹野高三副部門長）

・平成 29 年 9 月 12 日：一戸町保健推進員研修（一戸町保健

推進員等　24 名聴講）「コホート調査からみた健康課題」（丹

野高三副部門長）

・平成30年2月5日：山田町健康講演会（山田町民　58名聴講）

「脳卒中の予防～長期健康調査から見た山田町の健康作り～」

（丹野高三副部門長）

[ 健康イベント参加・ブース出展・ポスター発表 ]

・平成 29 年 10 月 29 日：にのへ健康フェスティバル（二戸市）

（臨床研究・疫学研究部門参加・出展）

・平成 29 年 11 月 30 日：ＡＭＥＤ脳と心の研究課　研究交

流会（東京都）

[ 学内事業報告・周知 ]

・平成 29 年 12 月 1 日：第 3 回いわて東北メディカル・メガ

バンク機構学内報告会

・データシェアリングの通知（４回実施）

[ 学外事業報告 ]

・平成 30 年 2 月 8 日：IMM 地域住民コホート調査結果報告

会（臨床研究・疫学研究部門開催）

[ 後援状況 ]

平成 29 年 11 月 11 日：いわていでん診療研究会（盛岡市）

[ ホームページによる主な研究・活動公開（URL: http://

iwate-megabank.org/）]

　計画の第二段階に合わせ，日本語版・英語版共に内容を大

幅に更新した．また，論文公開などの研究成果の紹介の際は，

論文掲載ＵＲＬのリンクに加え，一般向けに概要などのリ

リース資料を研究者と協力して作成・公開した．その他，ゲ

ノムコホート研究における個人への遺伝情報の回付に関する

パイロット研究の進捗報告などを行った．

・平成 29 年 4 月 19 日：IMM 地域住民コホート調査結果の

概要発行について

・平成 29 年 4 月 21 日：DNA メチル化の網羅的解析による

エピゲノム多様性の解読について（「Genomic	Medicine」論

文公開）

・平成 29 年 6 月 29 日：医療用家系図自動作成ソフト

「f-treeGC」の国際団体 GA4GH 家族歴ツールカタログ収載

について

・平成 29 年 7 月 1 日：３層オミックス解析研究の公募開始

について	

・平成 29 年 7 月 14 日：医療用家系図自動作成ソフト

「f-treeGC」の開発について（「BMC	Medical	Genetic」論文

公開）

・平成 29 年 8 月 14 日：住民バイオバンク参加者の遺伝

学的検査結果回付への需要について（「Journal	of	Human	

Genetics」論文公開）

・平成29年 9月 8日：医療用家系図自動作成ソフト「f-treeGC」

の使い方の TV 公開について

・平成 29 年 9 月 12 日：肥満に影響する遺伝マーカーの解明

について（「Nature	genetics」論文公開）

・平成 29 年 9 月 28 日：日本人ヒト全ゲノム解析に基づく高

精度の住民ゲノム参照パネルからの全 SNV 頻度情報等の公

開について

・平成 29 年 10 月 12 日：骨量と相関する細胞種特異的

DNA メチル化パターンの網羅的スクリーニングについて

（「Integrative	Molecular	Medicine」論文公開）

・平成 29 年 10 月 25 日：統合データベース「iMETHYL」更

新

・平成 29 年 11 月 23 日：HbA1C 値に影響を及ぼす新たな 2

つの遺伝子多型の同定について（「Scientific	Reports」論文

公開）

・平成 30 年 1 月 29 日：医療用家系図作成ソフト「f-tree」

更新

・平成 30 年 2 月 9 日：健康調査結果情報の北三陸ネットへ

の情報提供開始について

・平成 30 年 3 月 29 日：全ゲノム DNA メチル化情報，遺

伝子発現情報，ゲノム多型情報からなる統合データベース

「iMETHYL」について（「Human	Genome	Variation」論文

公開）

・平成 30 年 3 月 30 日：100 人規模の全ゲノム・エピゲノム・

トランスクリプトーム情報の分譲開始について

・平成 30 年 3 月 30 日：統合データベース「iMETHYL」更

新

Ⅲ．研究成果の発表状況
（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月まで）

①－１　学術論文　[ 英文 ]

ａ）原著

１）Hachiya,	T.,	Furukawa,	R.,	Shiwa,	Y.,	Ohmomo,	H.,	

Ono,	K.,	＊Katsuoka,	F.,	＊Nagasaki,	M.,	＊Yasuda,	J.,	
＊Fuse,	N.,	＊Kinoshita,	K.,	＊Yamamoto,	M.,	Tanno,	K.,	

Satoh,	M.,	Endo,	R.,	Sasaki,	M.,	Sakata,	K.,	Kobayashi,	

S.,	Ogasawara,	K.,	Hitomi,	J.,	Sobue,	K.	and	Shimizu,	

A.:	Genome-wide	identification	of	inter-individually	
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variable	DNA	methylation	sites	improves	the	

efficacy	of	epigenetic	association	studies.	npj	

Genomic	Medicine.	2:11(2017).

２）Tokutomi	T.,	Fukushima	A.,	Yamamoto	K.,	＊Bansho	

Y.,	Hachiya	T.,	Shimizu	A.:	f-treeGC:	A	questionnaire-

based	family	tree-creation	software	for	genetic	

counseling	and	genome	cohort	studies.	BMC	Medical	

Genetics.	18:	71	(2017).

３）＊Wang	Y-H.,	＊Hsiao	Y-W.,	＊Lee	K-H.,	＊Tseng	

H-Y.,	＊Lin	Y-P.,	Komaki	S.,	＊Lin	S-M.:	Acoustic	

differentiation	and	behavioral	response	reveals	

cryptic	speciation	within	Buergeria	treefrogs	(Anura,	

Rhacophoridae)	from	Taiwan.	PLoS	ONE.	12:	9(2017).

４）Komaki,	S.,	Ohmomo,	H.,	Hachiya,	T.,	Furukawa,	

R.,	Shiwa,	Y.,	Satoh,	M.,	Endo,	R.,	Doita,	M.,	Sasaki,	

M.	and	Shimizu,	A.:	An	epigenome-wide	association	

study	based	on	cell	type-specific	whole-genome	

bisulfite	sequencing:	Screening	for	DNA	methylation	

signatures	associated	with	bone	mass.	Integrative	

Molecular	Medicine.	4(5):	1-7	(2017).	

５）＊Akiyama	M.,	＊Okada	Y.,	＊Kanai	M.,	＊Takahashi	

A.,	＊Momozawa	Y.,	＊ Ikeda	M.,	＊ Iwata	N.,	＊ Ikegawa	

S.,	＊Hirata	M.,	＊Matsuda	K.,	＊ Iwasaki	M.,	＊Yamaji	

T.,	＊Sawada	N.,	Hachiya	T.,	Tanno	K.,	Shimizu	

A.,	＊Hozawa	A.,	＊Minegishi	N.,	＊Tsugane	S.,	
＊Yamamoto	M.,	＊Kubo	M.	and	＊Kamatani	Y.:	

Genome-wide	association	study	identifies	112	new	

loci	for	body	mass	index	in	the	Japanese	population.	

Nature	Genetics.	49:	1458-1467(2017).

６）＊Aoto,	Y.,	Hachiya,	T.,	＊Okumura,	K.,	＊Hase,	

S.,	＊Sato,	K.,	＊Wakabayashi,	Y.	and	＊Sakakibara,	

Y.:	DEclust:	A	statistical	approach	for	obtaining	

differential	expression	profiles	of	multiple	conditions.	

PLoS	ONE.	12:	e0188285(2017).

７）Hachiya,	T.,	Komaki,	S.,	Hasegawa,	Y.,	Ohmomo,	H.,	

Tanno,	K.,	＊Hozawa,	A.,	＊Tamiya,	G.,	＊Yamamoto,	

M.,	Ogasawara,	K.,	Nakamura,	M.,	Hitomi,	J.,	Ishigaki,	

Y.,	Sasaki,	M.	and	Shimizu,	A.:	Genome-wide	meta-

analysis	in	Japanese	populations	identifies	novel	

variants	at	the	TMC6–TMC8	and	SIX3–SIX2	

loci	associated	with	HbA1c.	Scientific	Reports.	7:	

16147(2017).	

８）Yamamoto	K.,	Hachiya	T.,	Fukushima	A.,	＊Nakaya	

N.,	＊Okayama	A.,	Tanno	K.,	Aizawa	F.,	Tokutomi	

T.,	＊Hozawa	A.	and	Shimizu	A.:	Population-based	

biobank	participants’	preferences	for	receiving	

genetic	test	results.	Journal	of	Human	Genetics.	62:	

1037-1048(2017).	

９）＊Nakagawa-Senda,	H.,	Hachiya,	T.,	Shimizu,	A.,	
＊Hosono,	S.,	＊Oze,	I.,	＊Watanabe,	M.,	＊Matsuo,	

K.,	＊ Ito,	H.,	＊Hara,	M.,	＊Nishida,	Y.,	＊Endoh,	K.,	
＊Kuriki,	K.,	＊Katsuura-Kamano,	S.,	＊Arisawa,	K.,	
＊Nindita,	Y.,	＊ Ibusuki,	R.,	＊Suzuki,	S.,	＊Hosono,	

A.,	＊Mikami,	H.,	＊Nakamura,	Y.,	＊Takashima,	N.,	
＊Nakamura,	Y.,	＊Kuriyama,	N.,	＊Ozaki,	E.,	＊Furusyo,	

N.,	＊ Ikezaki,	H.,	＊Nakatochi,	M.,	＊Sasakabe,	T.,	
＊Kawai,	S.,	＊Okada,	R.,	＊Hishida,	A.,	＊Naito,	M.,	
＊Wakai,	K.,	＊Momozawa,	Y.,	＊Kubo,	M.,	＊Tanaka,	

H.:	A	genome-wide	association	study	in	the	Japanese	

population	identifies	the	12q24	locus	for	habitual	
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ｂ）総説

１）德富智明，福島明宗，山本佳世乃，中山文予，勝部
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３）佐々木亮平，＊岩室紳也：連載　保健師とは　保健

師の昔語りは「生の声」で　理論，理念の前にあるも

のが大事　第 3 回 .「地域保健」第 48 巻 5 号：70-73，

2017
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meeting	on	genome	science,	The	Biology	of	

Genomes.	May,	2017.	New	York.
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３）八谷剛史：日本人102名のWGBS解析によるエピジェ
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４）清水厚志：Linux の基礎と次世代シークエンサー．

情報機構「バイオインフォマティクス」セミナー．

2017 年 8 月．東京（公開セミナー）．

５）清水厚志：疾患ゲノム解析．情報機構「バイオイン

フォマティクス」セミナー．2017 年 8 月．東京（公

開セミナー）．
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６）小巻翔平：遺伝子発現解析．情報機構「バイオイン
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真理 :	一般集団への家族性高コレステロール血症 (FH)

の遺伝情報回付パイロット研究における事前アンケー

トについて .	第 41 回日本遺伝カウンセリング学会学

術集会 .	2017 年 6 月 .	東大阪市 .

３）大澤	正樹 ,	小原	航 ,	阿部	貴弥 ,	大森	聡 ,	丹野	高三 ,	
＊米倉	佑貴 ,	＊横山	由香里 ,	小笠原	邦昭 ,	森野	禎浩 ,	

伊藤	智範 ,	＊岡山	明 :	岩手地域における慢性維持透析

患者の年間新規罹患数，死亡数の推移について　岩手

県末期腎不全登録事業集計結果より ( 第 3 報 ).	第 53

回日本循環器病予防学会学術集会 .	2017 年 6 月 .	京都

市 .

４）德富智明，山本佳世乃，＊高井理衣，清水厚志，＊太

田亨，福島明宗．: ゲノムコホート研究における家系

情報の収集を目的とした折りたたみ式問診票の開発．

第 41 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会．2017

年 6 月．大阪．

５）德富智明，清水厚志，福島明宗，山本佳世乃，石垣泰，
＊川目裕，＊長神風二，＊小林朋子，＊相澤弥生，沼田

早苗，＊鈴木洋一，＊布施昇男，菅原敦子，中山文予，
＊山本雅之，佐々木真理．: 遺伝と遺伝性疾患に関する

講習会：ゲノムコホート研究における個人への遺伝情

報の回付に関するパイロット研究参加者への試み．第

41 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会．2017 年

6 月．大阪．

６）沼田早苗，＊相澤弥生 ,	山本佳世乃 ,	徳富智明 ,	石垣

泰 ,	遠藤龍人 ,	丹野高三 ,	佐藤衛 ,	＊小林朋子 ,	清水厚

志 ,	＊川目裕 ,	福島明宗 ,	＊山本雅之 ,	佐々木真理：一

般集団への家族性高コレステロール血症（FH）の遺

伝情報回付パイロット研究における事前アンケートに

ついて．第 41 回日本遺伝カウンセリング学会学術集

会．2017 年 6 月．大阪．

７）須藤洋一 ,	＊笠原正典：ヤツメウナギ胸腺に「教育」

は存在するか？	比較免疫学会第 29 回学術集会．2017

年 8 月．札幌 .

８）須藤洋一 ,	＊笠原正典：NKG2D リガンド遺伝子ファ

ミリーの比較ゲノミクス .	比較免疫学会第 29 回学術

集会．2017 年 8 月．札幌 .

９)＊小暮	真奈 ,	＊中谷	直樹 ,	＊中村	智洋 ,	＊土屋	菜歩 ,	
＊成田	暁 ,	坪田	恵 ,	丹野	高三 ,	＊實澤	篤 :	飲酒量と推

定食塩摂取量との関連　東北メディカル・メガバンク

計画地域住民コホート調査 .	第 52 回日本アルコール・

アディクション医学会学術集会 .	2017年 9月 .	横浜市 .	

10）小巻翔平：そこにトカラギャップはあるか．日本動

物学会第 88 回大会．2017 年 9 月．富山．

11）清水厚志，＊荻島創一，＊木下賢吾：東北メディカル・

メガバンクでの情報分譲の実用的な紹介と利用者との

交流．第 6 回生命医薬情報学連合大会．2017	年 9 月．

札幌．

12）＊永井	雅人 ,	＊土屋	菜歩 ,	＊菊谷	昌浩 ,	＊中谷	直樹 ,	
＊成田	暁 ,	＊中村	智洋 ,	＊小暮	真奈 ,	丹野	高三 ,	坂田	

清美 ,	＊菅原	準一 ,	＊辻	一郎 ,	＊呉	繁夫 ,	＊栗山	進一 ,	
＊寳澤	篤 :	東北メディカル・メガバンク計画地域住民

コホート調査における参加者の筋力について .	第 76

回日本公衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .

13）佐々木	亮平 ,	丹野	高三 ,	高梨	信之 ,	坪田	恵 ,	坂田	

清美 ,	＊寳澤	篤 ,	＊中谷	直樹 ,	＊中村	智洋 ,	＊土屋	菜歩 ,	
＊成田	暁 ,	＊小暮	真奈 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	中村	

─	392	─
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孤立の状況　TMM	CommCohort	Study.	第 76 回日本

公衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .
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＊成田	暁 ,	＊小暮	真奈 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	中村	

元行 ,	人見	次郎 :	東日本大震災被災地における運動習

慣の状況　TMM	CommCohort	Study.	第 76 回日本公

衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .

15）丹野	高三 ,	＊米倉	佑貴 ,	＊小野田	敏行 ,	坂田	清美 ,	

大澤	正樹 ,	＊板井	一好 ,	＊栗林	徹 ,	＊腰山	誠 ,	中村	元

行 ,	＊岡山	明 :	地域在住高齢者における脳卒中発症後

の機能障害発生状況　岩手県北地域コホート研究 .	第

76 回日本公衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .

16）＊腰山	誠 ,	大澤	正樹 ,	丹野	高三 ,	＊小野田	敏行 ,	＊栗
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暮	真奈 ,	丹野	高三 ,	坂田	清美 ,	＊菊谷	昌浩 ,	＊高井	貴

子 ,	＊菅原	準一 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	＊呉	繁夫 ,	＊寳

澤	篤 :	東日本大震災による家屋の被災状況と骨密度

の関連　東北メディカル・メガバンク事業 .	第 76 回
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19）坪田	恵 ,	高梨	信之 ,	佐々木	亮平 ,	丹野	高三 ,	＊寳澤	

篤 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	坂田	清美 :	被災地域では

仮設だけでなくみなし仮設居住者も食事摂取不良のリ
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程度と平均歩数の関連 .	第 76 回日本公衆衛生学会総

会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .	
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清美 ,	小林	誠一郎 ,	中村	元行 :	東日本大震災の津波被

災地における転居有無による糖尿病新規発症率の比

較 .	第 76 回日本公衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿
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高三 ,	＊富田	博秋 ,	＊菅原	準一 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	
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居状況と心理的苦痛の関連　地域住民コホート調査 .	
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暮	真奈 ,	丹野	高三 ,	佐々木	亮平 ,	坂田	清美 ,	＊菊谷	
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と体脂肪率の関連　地域住民コホート調査 .	第 76 回

日本公衆衛生学会総会 .	2017 年 10 月 .	鹿児島市 .	
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弘仁 ,	坂田	清美 ,	＊菅原	準一 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	

中村	元行 ,	＊呉	繁夫 . 東北メディカル・メガバンク計
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29）沼田早苗，＊相澤弥生，山本佳世乃，石垣泰，徳富智明，
＊山本雅之，佐々木真理，＊川目裕，福島明宗：一般

集団への家族性高コレステロール血症の遺伝情報回付

パイロット研究における遺伝講習会後のリテラシー変

化について．日本人類遺伝学会第 62 回大会．2017 年

11 月．神戸．

30）德富智明，山本佳世乃，篠崎夏子，＊小野浩雅，中

山文予，清水厚志，＊坊農秀雅，佐々木真理，福島明宗．:
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フトの開発．日本人類遺伝学会第 62 回大会．2017 年

11 月．神戸．
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inferred	from	the	deviated	antigen	receptor	usage	in	
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仙台．

33）高梨	信之 ,	丹野	高三 ,	佐々木	亮平 ,	坪田	恵 ,	田鎖	
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37）＊成田	暁 ,	＊中谷	直樹 ,	＊中村	智洋 ,	＊土屋	菜歩 ,	＊小
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38）田鎖	愛理 ,	＊米倉	佑貴 ,	下田	陽樹 ,	丹野	高三 ,	坪

田	恵 ,	佐々木	亮平 ,	坂田	清美 ,	小林	誠一郎 ,	小川	彰 :	

東日本大震災津波被災地域住民における経済状況の変

化が主観的健康感へ及ぼす影響 .	第 88 回日本衛生学

会 .	2018 年 3 月 .	東京 .

39）＊腰山	誠 ,	＊田巻	健治 ,	大澤	正樹 ,	丹野	高三 ,	栗林	

徹 :	農村漁村地域は都市部に比較して心房細動有病率

が高い.	第82回日本循環器学会学術集会.	2018年3月 .	

大阪市 .

40） 松 浦	 佑 樹 ,	 田 中	 文 隆 ,	 丹 野	 高 三 ,	 大 澤	 正

樹 ,	 坂田	清美 ,	 ＊岡山	明 ,	 中村	元行 :	Sex-specific	

Association	of	Serum	Uric	Acid	on	the	Incidence	of	

Cardiovascular	Evens	in	Community-dwelling	People	

with	the	Low	Cardiovascular	Risk.	第 82 回日本循環

器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

41）古味	良亮 ,	田中	文隆 ,	丹野	高三 ,	大澤	正樹 ,	坂

田	清美 ,	石橋	靖宏 ,	＊岡山	明 ,	中村	元行 :	Impact	of	

Blood	Pressure	as	a	Contributing	Factor	to	Stroke	in	

the	Community-based	Diabetic	Population.	第 82 回日

本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

42）田中	 健太郎 ,	 田中	 文隆 ,	 大澤	 正樹 ,	 丹野	 高

三 ,	小野田	敏行 ,	坂田	清美 ,	大間々	真一 ,	石橋	靖

宏 ,	小笠原	邦昭 ,	 ＊板井	一好 ,	 ＊岡山	明 ,	中村	元

行 :	Prognostic	Value	of	Electrocardiographic	Left	

Ventricular	Hypertrophy	on	Cardiovascular	Risk	 in	

a	Non-hypertensive	Community-based	Population.	第

82 回日本循環器学会学術集会 .	2018 年 3 月 .	大阪市 .

ｂ）その他

１）德富智明，福島明宗，山本佳世乃，清水厚志，佐々

木真理．: 問診票入力から国際基準の医療用家系図を

自動作成する家系情報収集ツールの開発．平成 29 年
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度AMED脳と心の研究課　研究交流会．2017年11月．

東京．

④－２　国内学会発表　（地方会関係）

ｂ）一般講演

１）丹野	高三 ,	＊米倉	祐貴 ,	＊小野田	敏行 ,	大間々	真一 ,	

石橋	靖宏 ,	坂田	清美 ,	大澤	正樹 ,	＊板井	一好 ,	＊栗林	

徹 ,	田中	文隆 ,	中村	元行 ,	小笠原	邦昭 ,	＊腰山	誠 ,	＊岡

山	明 :	高齢者の脳卒中病型別にみた要介護認定状況　

岩手県北地域コホート研究 .	第 66 回東北公衆衛生学

会 .	2017 年 7 月 .	福島市 .	

２）＊土屋	菜歩 ,	＊中谷	直樹 ,	＊中村	智洋 ,	＊成田	暁 ,	＊小

暮	真奈 ,	＊菊谷	昌浩 ,	丹野	高三 ,	＊菅原	準一 ,	＊清元	

秀泰 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	＊呉	繁夫 ,	＊寳澤	篤 :	性・

年齢別に見た東日本大震災後の地域住民における腎機

能と頸動脈内膜中膜複合体厚の関連 .	第 66 回東北公

衆衛生学会 .	2017 年 7 月 .	福島市 .	

３）＊中谷	直樹 ,	＊成田	暁 ,	＊中村	智洋 ,	＊土屋	菜歩 ,	＊小

暮	真奈 ,	丹野	高三 ,	坂田	清美 ,	＊菊谷	昌浩 ,	＊高井	貴

子 ,	＊菅原	準一 ,	＊栗山	進一 ,	＊辻	一郎 ,	＊呉	繁夫 ,	＊寳

澤	篤 :	性・年齢階級別にみた東日本大震災後の平均

歩数　地域住民コホート調査 .	第 66 回東北公衆衛生

学会 .	2017 年 7 月 .	福島市 .	

４）佐々木亮平 ,	坂田清美 ,	＊岩室紳也 :	陸前高田市の地

域づくりにおける未来図会議と外部支援者が果たして

きた役割.	第66回東北公衆衛生学会総会.	2017年7月 .	

福島市 .
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Ⅰ．その他の研究活動・研究費等
①共同研究（学内・学外），国際研究プロジェクト参加状況
１．共同研究（学内）

所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

眼科学講座、解剖学講座人体発生学分
野 眼球の発生とエイジング機構の解明 黒坂大次郎

人見　次郎 2017 年～ 眼科学講座研究助成費

内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
医歯薬総合研究所
超高磁場 MRI 診断・病態研究部門

超高磁場 7T-MRI による代謝異常患者の脳血管病変の評
価

石垣　　泰
八代　　諭
外舘　祐介
千田　　愛
佐々木真理
山下　典生
上野　育子

2013 年～
講座研究費
私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業

内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
薬学部衛生化学講座

糖尿病性腎症における新しいバイオマーカーの検討
石垣　　泰
小田　知靖
川崎　　靖

2013 年～ 講座研究費

内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
外科学講座

高度肥満者の脂肪組織における遺伝子発現変化の研究

石垣　　泰
長谷川　豊
佐々木　章
馬場　誠朗

2017 年～ 講座研究費

内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
いわてメディカルメガバンク

グリコアルブミンの値に影響する SNP の研究

石垣　　泰
長谷川　豊
佐々木真理
清水　厚志

2017 年～ 講座研究費

内科学講座消化器内科消化管分野 活動期潰瘍性大腸炎患者に対するタクロリムス併用白血
球除去療法（LCAP）の有用性検討

梁井　俊一
中村昌太郎
川崎　啓祐
赤坂理三郎
鳥谷　洋右
朝倉　謙輔
阿部　貴弥

2017 年～

薬学部　臨床薬学講座　情報薬科学分
野 mTOR 複合体をターゲットとした創薬の基盤構築

西谷　直之
原田　英光
大津　圭史

2017 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算

岩手医科大学薬学部生物薬学講座機能
生化学分野 , 生理学講座　病態生理学
分野

V-ATPase の機能解析

後藤（松元）奈緒美
中西（松井）真弓
佐原　資謹
原田　英光
大津　圭史

2017 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算

生化学講座細胞情報科学分野、生理学
講座病態生理学分野、解剖学講座機能
形態学分野、歯学部補綴・インプラン
ト学講座、医療工学講座、歯学部口腔
保健育成学講座小児歯科学分野

赤色マウス骨髄由来細胞ホーミングメカニズム、幹細胞
機能発現制御メカニズムの解析

石崎　　明
佐原　資謹
藤村　　朗
武部　　純
近藤　尚知
大久保直登
衣斐　美歩
平　　雅之
田中　光郎

2010 年～ 私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業

生化学講座細胞情報科学分野、生理学
講座病態生理学分野、薬学部神経科学
講座

赤色マウス骨髄由来細胞の経鼻的ホーミングメカニズム
の解明

石崎　　明
佐原　資謹
駒野　宏人

2010 年～ 私立大学戦略的研究基盤形成支
援事業

生化学講座細胞情報科学分野・歯学部
補綴インプラント学講座 遺伝子操作による骨形成技術の開発研究

石崎　　明
近藤　尚知
帖佐　直幸

2011 年～ 生化学講座細胞情報科学分野予
算

歯科保存学講座歯周療法学分野、微生
物学講座分子微生物学分野

歯周炎患者歯肉縁下プラークのプロテアーゼスペクトラ
ムの解析

八重柏　隆
中里茉那美
下山　　佑
石川　太知

2018 年～ 講座研究費

口腔医学講座関連医学，保存学講座 
う蝕治療学分野 岩手医科大学歯科医療センター初診外来の実態把握

千葉　俊美
野田　　守
千田弥栄子

2017 ～ 講座研究費

口腔医学講座関連医学分野，補綴・イ
ンプラント学講座摂食嚥下・口腔リハ
ビリテーション学分野

2ch 嚥下音・2ch 筋電図を用いた嚥下機能評価

千葉　俊美
近藤　尚知
城　　茂治
玉田　泰嗣
原　　　淳
小野寺彰平
古屋　純一

2017 ～ 講座研究費
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所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

口腔医学講座関連医学分野，口腔顎顔
面再建学講座口腔外科学分野

口腔癌患者の手術療法，化学療法，放射線療法における
栄養状態の検討

千葉　俊美
山田　浩之
宮本　郁也
阿部　亮輔
大橋　祐生
齋藤　大嗣
角田　直子

2018 ～ 講座研究費

機能生化学講座 糖非発酵細菌に対する抗菌化合物評価
中西　真弓
關谷　瑞樹
阪本　泰光

2017 年～ 相手先予算および講座研究費、
武田科学振興財団、BINDS

有機合成化学講座・情報薬科学講座 ケミカルバイオロジーによる細胞間情報伝達機構解明 河野　富一
西谷　直之 2008 年～ 岩手医科大学

有機合成化学講座・機能生化学講座 ATPase 阻害を標的とする新規医薬品の開発

河野　富一
中西　真弓
關谷　瑞樹
後藤奈緒美

2015 年～ 岩手医科大学

岩手医科大学、医学部・内科学講座 糖尿病性腎症の障害進展予測因子の探索 川崎　　靖
名取　泰博 2015 年～ 講座研究費

機能生化学講座・生理学講座 病態生
理学分野 唾液腺における V-ATPase の機能

中西　真弓
後藤奈緒美
佐原　資謹

2011 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

機能生化学講座・微生物学講座分子微
生物学分野 口腔内病原細菌におけるプロトン輸送 ATPase の機能

中西　真弓
關谷　瑞樹
佐々木　実
下山　　佑
石河　太知

2012 年～ 講座研究費

機能生化学講座・解剖学講座発生生物
再生医学分野 歯牙萌出における V-ATPase の機能

中西　真弓
後藤奈緒美
原田　英光

2013 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

機能生化学講座・医歯薬総合研究所 
生命科学研究技術支援センター 破骨細胞における V-ATPase の機能

中西　真弓
後藤奈緒美
遠山稿二郎
松浦　絵里

2013 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

機能生化学講座・構造生物薬学講座 εサブユニットによる ATP 合成酵素の調節、ジペプチ
ジルペプチダーゼを阻害する抗菌薬の開発

中西　真弓
關谷　瑞樹
阪本　泰光
野中　孝昌

2013 年～ 講座研究費

機能生化学講座・有機合成化学講座 プロトンポンプ ATPase を標的とした抗菌剤および骨
粗鬆症治療薬の開発

中西　真弓
後藤奈緒美
關谷　瑞樹
河野　富一

2014 年～ 講座研究費
圭陵会学術振興会研究助成

情報薬科学講座、有機合成化学講座 Wnt/ β -catenin 経路阻害剤の探索 西谷　直之
河野　富一 2009 年～ 微生物薬品創薬学講座研究費、

文部科学省科学研究費補助金

情報薬科学講座、解剖学講座　発生生
物・再生医学分野

歯根膜間葉細胞から歯の再生のためのエナメル上皮細胞
が作れるか？

原田　英光
藤原　尚樹
大津　圭史
西谷　直之

2016 年～ 文部科学省科学研究費補助金

分子細胞薬理学講座、内科学講座循環
器内科分野、薬剤治療学講座

心房細動の発生と心房リモデリングへのヒストン脱アセ
チル化酵素 6 の関与

弘瀬　雅教
三部　　篤
松下　尚子

2015 年～ 科学研究費補助金

分子細胞薬理学講座、薬理学講座情報
伝達医学分野、糖尿病・代謝内科分野

心・脳血管疾患及び代謝疾患病態におけるグルコースト
ランスポーターの役割と新規治療法の
探査

弘瀬　雅教
平　　英一
長谷川　豊

2016 年～ 科学研究費補助金
講座研究費

分子細胞薬理学講座、薬理学講座情報
伝達医学分野 人工甘味料が生体に与える影響 弘瀬　雅教

平　　英一 2016 年～ 講座研究費

臨床医化学講座、頭頸部外科学科 乳酸菌ベクターを用いたヒト頭頸部扁平上皮癌の遺伝子
治療に向けての基礎的研究

那谷　耕司
大橋　一晶
高橋　　巌
志賀　清人
片桐　克則

2011 年～ 文部科学省科学研究費
講座研究費

臨床医化学講座、糖尿病・代謝内科分
野 肥満抑制によるメタボリック症候群の克服

那谷　耕司
石垣　　泰
長谷川　豊

2018 年～ 講座研究費

臨床医化学講座、薬理学講座情報伝達
医学分野

肥大心筋における細胞接着因子ギセリン /CD146 の発現
および発現制御機構の解明 

那谷　耕司
平　　英一 2018 年～ 講座研究費

臨床薬剤学講座・内科学講座血液腫瘍
内科分野

抗精神病薬で誘発される汎血球減少症に対する薬物療法
の確立

富田　　隆
工藤　賢三
伊藤　薫樹

2016 年～ 講座研究費

臨床薬剤学講座・産婦人科学講座 母乳中セロトニンの生理的挙動の研究
工藤　賢三
千葉　健史
菊池　昭彦

2016 年 科学研究費補助金
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所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

臨床薬剤学講座・薬理学講座 [ 情報伝
達医学分野 ]

乳腺上皮細胞の母乳産生機能に対するメカニカルストレ
スの影響

平舩　寛彦
千葉　健史
工藤　賢三
近藤ゆき子
平　　英一

2016 ～ 講座研究費

解剖学（人体発生、細胞生物）、薬理
学・情報伝達医学、内科学（消化器肝
臓 ,、糖尿病・代謝、呼吸器、神経内科）、
脳神経外科学、心臓血管外科、形成外
科、産婦人科学、小児科学、耳鼻咽喉
科学、神経精神科学、高気圧環境医学、
超高磁場 MRI 診断・病態、生理学・
病態生理学、補綴・インプラント学、
歯科麻酔学、口腔医学講座関連医学、
神経科学、物理学科

異分野融合による脳と心の健康のための介入的ニューロ
イメージング研究拠点プロジェクト

佐々木真理
人見　次郎
木村　英二
村嶋　亜紀
齋野　朝幸
横山　拓矢
平　　英一
近藤ゆき子
滝川　康裕
柿坂　啓介
遠藤　　啓
鈴木　悠地
佐藤　琢郎
石垣　　泰
八代　　諭
外舘　祐介
千田　　愛
前門戸　任
佐々木信人
及川　侑芳
寺山　靖夫
高橋　純子
名取　達德
鈴木　隆史
小笠原邦昭
別府　高明
千田　光平
藤本健太郎
吉田　　純
筒井　章太
坪井　潤一
小山　理恵
佐々木由梨
亀井　　淳
赤坂真奈美
佐藤　宏昭
川岸　和朗
中田　吉彦
大塚耕太郎
福本健太郎
山下　典生
樋口さとみ
上野　育子
伊藤　賢司
森　　太志
亀田　浩之
松田　　豪
齊藤　紘一
瀧澤　寛之
佐原　資謹
小林　琢也
久保田将史
中里　文香
四戸　　豊
千葉　俊美
駒野　宏人
佐藤　英一

2014 ～ 2018 年度 文部科学省私立大学戦略的研究
基盤形成支援事業

生理学講座統合生理学分野・医歯薬総
合研究所神経科学研究部門 細胞骨格機能制御を介した神経シナプス可塑性の研究

祖父江憲治
真柳　　平
木村　眞吾

2013 年～ 講座研究費

脳神経外科学講座・医歯薬総合研究所
神経科学研究部門・リエゾンセンター 軟性能微細内視鏡の開発

祖父江憲治
真柳　　平
小笠原邦昭
吉田　研二

2011 年～ 講座研究費

医学部眼科学講座・薬学部薬剤治療学
講座・医歯薬総合研究所神経科学研究
部門

水晶体上皮細胞における MRTF-A の機能に関わる研究

祖父江憲治
真柳　　平
黒坂大次郎
奥野　　孟
三部　　篤

2017 年～ 講座研究費
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所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

医学部内科学講座消化管分野・医学部
病理診断学講座・医学部生理学講座統
合生理学分野・医歯薬総合研究所神経
科学研究部門

平滑筋収縮制御に注目した消化管機能の研究

祖父江憲治
真柳　　平
松本　主之
朝倉　謙輔
菅井　　有
木村　眞吾

2015 年～ 講座研究費

医学部神経精神科学講座・医歯薬総合
研究所神経科学研究部門 ストレスによる脳・神経機能の変化に関する研究

祖父江憲治
真柳　　平
大塚耕太郎
福本健太郎

2011 年～ 講座研究費

解剖学講座発生生物再生医学講座、生
命科学研究技術支援センター

マウス臼歯歯根形成期胚での Malassez の上皮遺残形成
における新規仮設の検証

藤原　尚樹
原田　英光
大津　圭史
花坂　智人
石山　絵里
小笠原勝利
野崎　貴介

2017 年～
解剖学講座発生生物再生医学分
野講座研究費、生命科学研究技
術支援センター

生理学講座病態生理学分野、生命科学
研究技術支援センター

神経系エクソソーム形成機構と老化関連神経変性疾患へ
の関与 - 新たな糖脂質合成システムの役割

佐原　資謹
遠山稿二郎
花坂　智人

2017 年～
生理学講座病態生理学分野講座
研究費、生命科学研究技術支援
センター

解剖学講座細胞生物学分野、生命科学
研究技術支援センター

カエル表皮に分布するメルケル細胞を支配する神経の構
造解明

中野　真人
石田　欣二
石山　絵里

2017 年～
解剖学講座細胞生物学分野講座
研究費、生命科学研究技術支援
センター

生化学講座分子医化学分野、生命科学
研究技術支援センター

鉄芽球性貧血モデル細胞内ミトコンドリアに沈着する物
質の分析

金子　桐子
古山　和道
石田　欣二
小笠原勝利

2017 年～
生化学講座分子医化学分野講座
研究費、生命科学研究技術支援
センター

医歯薬総合研究所、外科学講座 食道癌治療経過における血中遊離 DNA の変異遺伝子モ
ニタリング

岩谷　　岳
遠藤　史隆
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・岩手県

医歯薬総合研究所、外科学講座 変異遺伝子のモニタリングによる大腸癌術後の微少転移
及び再発の新たな評価法の検証

八重樫瑞典
岩谷　　岳
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・岩手県

医歯薬総合研究所、外科学講座 胃癌由来循環腫瘍 DNA モニタリングによる転移・再発
の検証

千葉　丈広
佐々木教之
岩谷　　岳
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・岩手県

医歯薬総合研究所、外科学講座 高度侵襲肝臓手術患者における Muse 細胞とその遊走因
子測定の臨床的有用性に関する研究

片桐　弘勝
鈴木　悠地
西塚　　哲

2018 年 3 月～ 文部科学省科研費

医歯薬総合研究所、消化器内科肝臓内
科分野

急性肝不全患者における組織修復多能性幹細胞動員とそ
の誘導因子の発現に関する研究

鈴木　悠地
片桐　弘勝
滝川　康裕
西塚　　哲

2017 年 8 月～ 文部科学省科研費・武田医学振
興財団

─ 400 ─



２．共同研究（学外）
所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者

氏　　　名 期間 主な経費の出所
解剖学講座人体発生学分野、基礎生物
学研究所　時空間制御研究室

脳血管形成に関与する遺伝子を破壊したゼブラフィッ
シュ胚の DSLM を用いた表現型解析 木村　英二 2017 年 基礎生物学研究所

解剖学講座人体発生学分野、株式会社
南部医理科 生活習慣病の発症予防に関わる診断技術の開発 人見　次郎 2017 年 株式会社南部医理科

生理学講座統合生理学分野、京都大学
霊長類研究所進化形態分野

ヒトはなぜ二足で歩けるのか？哺乳類モデルから探る二
足歩行の戦略とその進化

中陦　克己
守田　和紀 2015 年～ 2017 年 科学研究費予算

生理学講座統合生理学分野、京都大学
大学院工学研究科航空宇宙工学専攻 シナジーとリズムに基づく歩行の数理 中陦　克己

守田　和紀 2015 年～ 科学研究費予算

内科学講座消化器・肝臓内科、帝京大
学医学部内科学講座 難治性の肝・胆道疾患に関する調査研究

滝川　康裕
柿坂　啓介
鈴木　悠地

2016 ～ 厚生労働省科学研究費補助金
難治性疾患等克服研究事業

内科学講座消化器内科肝臓分野、自治
医科大学感染・免疫学講座

経口感染によるウイルス性肝炎（A 型及び E 型）の感
染防止、病態解明、治療等に関する研究 滝川　康裕 2016 ～

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構（AMED）
肝炎等克服実用化研究事業（肝
炎等克服政策研究事業）（岡本班）

内科学講座消化器内科肝臓分野、広島
大学疫学・疾病制御学 肝炎ウイルス感染状況と感染後の長期経過に関する研究 宮坂　昭生 2016 ～ 厚生労働省科学研究費

肝炎等克服政策研究事業（田中班）
内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
和歌山県立医科大学第一内科

厚生労働省難治性疾患政策研究事業
ホルモン受容機構異常に関する調査研究 石垣　　泰 2014 年～ 厚労科研分担研究費

内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
国立循環器病研究センター病態代謝部

厚生労働科学研究難治性疾患克服研究事業
原発性高脂血症に関する調査研究 石垣　　泰 2013 年～ 厚労科研分担研究費

内科学講座糖尿病・代謝・内分泌内科
分野
東北大学大学院工学研究科

超音波を用いた赤血球凝集測定に関する研究 石垣　　泰 2014 年～ 講座研究費

内科学講座循環器内科分野・冠動脈疾
患治療研究会

慢性冠動脈疾患患者におけるイコサペント酸エチルの二
次予防効果の検討
Randomized trial for Evaluation in Secondary 
Prevention Efficacy of Combination Therapy-Statin 
Eicosapentaenoic Acid

森野　禎浩
伊藤　智範
房崎　哲也
石田　　大
三舩　俊英
下田　祐大
石川　　有
阪本　亮平
小室堅太郎
中島　悟史
中島　祥文
長井　瑞祥
上田　寛修
芳沢　礼佑

2013 年～ 日本心臓財団

内科学講座循環器内科分野・京都大学
大学院医学研究科循環器内科

冠動脈ステント留置術後 12 ヶ月超を経た心房細動患者
に対するワーファリン単独療法の妥当性を検証する多施
設無作為化試験：OAC-ALONE Study

森野　禎浩
伊藤　智範
房崎　哲也
石田　　大
三舩　俊英
下田　祐大
石川　　有
阪本　亮平
小室堅太郎
中島　悟史
中島　祥文
長井　瑞祥
上田　寛修

2013 年～ 一般財団法人　生産開発科学研
究所

内科学講座循環器内科分野・国立循
環器病研究センター心臓血管内科・
Cardiology Department, Concord 
Hospital, The University of Sydney

TIGRIS：Long-Term risk,clinical management and 
healthcare resource utilization of stable coronary 
artery disease in post myocardial infarction patients

（NIS-CMC-DUM-2013/1 2.0 Date;26 March2013）
（翻訳；TIGRIS: 心筋梗塞後安定期冠動脈疾患患者にお
ける長期リスク、臨床管理および医療資源の利用に関す
る研究）

森野　禎浩
伊藤　智範
房崎　哲也
石田　　大
木村　琢巳
三舩　俊英
下田　祐大
石川　　有
阪本　亮平
中島　悟史
中島　祥文
長井　瑞祥

2013 年～ アストラゼネカ株式会社

内科学講座循環器内科分野・岩手県立
二戸病院循環器内科・岩手県立宮古病
院循環器科ほか

岩手県　急性冠症候群登録事業　パイロット登録研究
（前向き研究）

伊藤　智範
肥田　頼彦
新山　正展

2014 年～ 循環器内科講座研究費

内科学講座循環器内科分野・国立循環
器病研究センターほか

安定型冠動脈疾患を合併する非弁膜症性心房細動患者
におけるリバーロキサバン単剤療法に関する臨床研究：
AFIRE Study

森野　禎浩
石田　　大
二宮　　亮
佐々木加弥

2015 年～
公益財団法人
循環器病研究振興財団
バイエル株式会社

─ 401 ─



所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

内科学講座循環器内科分野・三井記念
病院循環器内科・東海大学医学部附属
病院内科学系循環器内科ほか

ステント内再狭窄病変に対するノンスリップバルーンと
薬剤溶出性バルーンの併用に関する研究：ELEGANT

森野　禎浩
房崎　哲也
石田　　大
下田　祐大
石川　　有

2015 年～
TARC（帝京大学臨床研究セン
ター）
ニプロ株式会社

内科学講座循環器内科分野・八大学循
環器研究会

近赤外線光干渉断層イメージングによる冠動脈硬化症進
展についての後ろ向き観察研究

伊藤　智範
石田　　大 2015 年～ 循環器内科講座研究費

内科学講座循環器内科分野・八大学循
環器研究会 たこつぼ型心筋症の後ろ向き症例登録研究

森野　禎浩
伊藤　智範
芳沢美知子
阪本　亮平
中島　悟史

2015 年～ 循環器内科講座研究費

内科学講座循環器内科分野・和歌山県
立医科大学循環器内科

HeartFlow ADVANCE レジストリー :
冠動脈治療における非侵襲的な FFRCT による診断価
値の評価 （Assessing Diagnostic Value of Non-invasive 
FFRCT in Coronary CarE）

森野　禎浩
石川　　有
吉岡　邦浩
伊藤　智範
房崎　哲也
石田　　大
下田　祐大

2015 年～ 循環器内科講座研究費

内科学講座循環器内科分野・国立循環
器病研究センター

日本における急性心筋梗塞患者の治療および予後の実態
調査

（JAMIR 前向き研究）

伊藤　智範
石田　　大
木村　琢巳
肥田　頼彦
新山　正展

2016 年～ 循環器病研究振興財団
第一三共株式会社

内科学講座循環器内科分野・神戸大学
医学部付属病院循環器内科

MECHANISM-ULTIMASTER-AMI
（Exploring MECHANISM of early and late vascular 
responses of ULTIMASTER sirolimus-eluting stent 
for treatment of ST-elevation Acute Myocardial 
Infarction）

【ST 上昇型急性心筋梗塞治療に対するアルチマスター・
シロリムス溶出性ステントの
早期および慢性期血管反応機序の探索】

森野　禎浩
房崎　哲也
石田　　大
下田　祐大
石川　　有
高橋　祐司
中島　悟史

2016 年～ テルモ株式会社

内科学講座循環器内科分野・神戸大学
医学部付属病院循環器内科

MECHANISM for pro-healing advantage of 
ULTIMASTER sirolimus-eluting stent assessed by 
early and late optical frequency domain imaging in 
Elective case【安定冠動脈疾患患者におけるアルチマス
ター・シロリムス溶出性ステント留置後の急性期および
慢性期の血管反応に関する多施設共同オープン試験】

森野　禎浩
下田　祐大
石田　　大
木村　琢巳
石川　　有
中島　悟史
肥田　頼彦

2016 年～ テルモ株式会社

内科学講座循環器内科分野・京都大学
大学院医学研究科循環器内科

STOPDAPT-2（ShorT and OPtimal duration of Dual 
AntiPlatelet Therapy-2）
エベロリムス溶出性コバルトクロムステント留置後の抗
血小板剤 2 剤併用療法（DAPT）期間を 1 か月に短縮す
ることの安全性を評価する研究

森野　禎浩
房崎　哲也
石田　　大
下田　祐大
石川　　有
高橋　祐司
中島　悟史
木村　琢巳
肥田　頼彦
肥田　龍彦
後藤　　巖
新山　正展
臼井　雄太
二宮　　亮

2016 年～
アボット・バスキュラー・ジャ
パン株式会社

内科学講座循環器内科分野・筑波大学
医学医療系循環器内科

心房細動を合併する冠動脈疾患症例に対するアピキサバ
ン併用下 DAPT 投与期間に関する医師主導型臨床研究

（SAFE-A）

森野　禎浩
房崎　哲也
石田　　大
下田　祐大
石川　　有
中島　悟史
肥田　頼彦
後藤　　巖

2016 年～ ブリストルマイヤーズ株式会社

内科学講座循環器内科分野・帝京大学
医学部附属病院循環器内科

経皮的冠動脈形成術（PCI）における Ultimaster® 
Sirolimus-eluting stent 留置後 3 ヶ月以降の単剤抗血小
板療法の安全性、有効性に関する研究：MODEL U-SES

森野　禎浩
房崎　哲也
下田　祐大
木村　琢巳
石川　　有
中島　悟史
肥田　頼彦
後藤　巖

石曽根武徳
二宮　　亮

2016 年～ テルモ株式会社

─ 402 ─



所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

内科学講座循環器内科分野・心臓血管
研究所（CVI-ARO）

非弁膜症性心房細動を有する後期高齢患者を対象とした
前向き観察研究　
All Nippon AF In Elderly Registry　－ ANAFIE　
Resistry －

森野　禎浩
大和田真玄
小松　　隆
椚田　房紀

2016 年～ 第一三共株式会社

内科学講座循環器内科分野・京都大学
医学部付属病院循環器内科

NEXT：NOBORI Biolimus-Eluting versus XIENCE/
PROMUS Everolimus-eluting Stent Trial
　実地臨床におけるバイオリムス溶出性ステント（BES）
とエベロリムス溶出性ステント （EES）の有効性および
安全性についての多施設前向き無作為化オープンラベル
比較試験

森野　禎浩
房崎　哲也 2016 年～ テルモ株式会社

内科学講座循環器内科分野・The 
Valley Hospital Medical Reveal LINQ レジストリ研究

小松　　隆
大和田真玄
椚田　房紀
芳沢　礼佑
小澤　真人
高橋　　信

2016 年～ 日本メドトロニック株式会社

内科学講座循環器内科分野・岩手県立
宮古病院循環器内科・岩手県立二戸病
院ほか

岩手県　急性冠症候群登録事業　パイロット登録研究
（後ろ向き研究）

伊藤　智範
肥田　頼彦
新山　正展

2017 年～ 循環器内科講座研究費

内科学講座循環器内科分野・和歌山県
立医科大学附属病院循環器内科

経皮的冠動脈形成術（PCI）でのステントガイダンスに
おける光干渉断層法（OCT）と冠動脈造影法の比較研
究（COCOA 研究）

森野　禎浩
房崎　哲也
木村　琢巳
下田　祐大
高橋　祐司
中島　悟史
肥田　頼彦
新山　正展
坂本　　翼
佐々木加弥

2017 年～ 第一三共株式会社

内科学講座循環器内科分野・筑波大学
医学医療系循環器内科

カテーテルアブレーションを施術した非弁膜症性心房細
動症例の抗凝固療法の実態とその予後に関する観察研究

（RYOUMA Registry）

小松　　隆
椚田　房紀
大和田真玄
中村真理絵
田中健太郎

2017 年～ 第一三共株式会社

内科学講座循環器内科分野・順天堂大
学大学院医学研究科循環器内科

心房細動合併急性冠症候群患者における抗血栓治療後の
出血と血栓リスクに関する前向き研究

（STAR-ACS 研究）

森野　禎浩
房崎　哲也
木村　琢巳
下田　祐大
高橋　祐司
中島　悟史
肥田　頼彦
後藤　　巖
新山　正展
坂本　　翼
佐々木加弥

2017 年～ ブリストル・マイヤーズスクイ
ブ株式会社

内科学講座循環器内科分野・岩手県立
二戸病院循環器内科・岩手県立宮古病
院循環器科ほか

たこつぼ症候群の後ろ向き症例登録研究
岩手県内多施設共同研究

伊藤　智範
中島　悟史
芳沢美知子

2017 年～ 循環器内科講座研究費

内科学講座循環器内科分野・京都大学
医学部付属病院循環器内科

実地臨床におけるエベロリムス溶出性ステン
ト （XIENCE V™） とシロリムス溶出性ステント 

（CYPHER SELECTTM ＋ステント）の有効性および安
全性についての多施設前向き無作為化オープンラベル比
較試験：長期追跡試験

森野　禎浩
中島　祥文 2018 年～

アボット・バスキュラー・ジャ
パン株式会社

内科学講座血液腫瘍内科分野、大阪大学 がん免疫療法における抗 CCR4 抗体による Treg 除去療法 石田　高司 2015 ～ 2018 AMED
内科学講座血液腫瘍内科分野、国立が
ん研究センター

がん細胞および免疫応答解析に基づくがん免疫療法効果
予測診断法の確立 石田　高司 2016 ～ 2022 AMED

内科学講座血液腫瘍内科分野、長崎大
学

NY-ESO-1 抗原特異的 TCR 遺伝子導入 T リンパ球輸注
による同種移植後再発難治性成人 T 細胞白血病リンパ
腫を対象とした多施設共同臨床第Ⅰ相医師主導治験

石田　高司 2017 ～ 2020 AMED

脳神経外科学講座・国立循環器病研究
センター脳血管内科

一過性脳虚血発作（ＴＩＡ）の診断基準の再検討、なら
びにわが国の医療環境に則した適切な診断・治療システ
ムの確立に関する研究

小笠原邦昭
吉田　研二
小林　正和

2009 年～ 厚生労働省

脳神経外科学講座・国立がん研究セン
ター

放射線による認知機能障害を回避する転移性脳腫瘍の治
療法に関する」研究

小川　　彰
別府　高明
武田　　勝

2009 年～ 厚生労働省

脳神経外科学講座・（社）日本脳神経
外科学会 日本未破裂脳動脈瘤悉皆調査（UCAS） 小川　　彰

久保　慶高 2001 年～ （社）日本脳神経外科学会

脳神経外科学講座・東北大学大学院医
学系研究科神経外科学分野 モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症）に関する研究 小川　　彰

小笠原邦昭 2004 年～ 厚生労働省

脳神経外科学講座・国立がんセンター 悪性神経膠腫に対する Temozolomide の治療効果を増
強した標準治療確立に関する研究

小川　　彰
別府　高明
武田　　勝

２００８年～ 厚生労働科学研究費補助金
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脳神経外科学講座・国立循環器病研究
センター脳神経外科

包括的脳卒中センターの整備に向けた脳卒中の救急医療
に関する研究

小笠原邦昭
松浦　秀樹 2009 年～ 厚生労働科学研究費補助金

脳神経外科学講座・弘前大学保健学研
究科・川崎医科大学リハビリテーショ
ン科・藤田保健衛生大学代謝栄養緩和
医療外科・昭和大学リハビリテーショ
ン科・回復期リハビリテーション病棟
協会

高齢脳卒中患者をモデルとした栄養管理と摂食機能訓練
に関するアルゴリズムの開発、および経口摂取状態の改
善効果の検証

小川　　彰
小笠原邦昭
小守林靖一
柿澤　良恵

2013 年～ 厚生労働科学研究費補助金

脳神経外科学講座・関西医科大学 循環器疾患の新たな治療法の開発に関する研究 小笠原邦昭 2014 年～ 厚生労働科学研究費補助金
高気圧環境医学科・国立がん研究セン
ター

症候性脳放射線壊死に対する核医学的診断とベバシズマ
ブの静脈内投与による治療 別府　高明 2014 年～ 厚生労働科学研究費補助金

脳神経外科学講座・九州大学脳神経外科 脳卒中急性期医療の地域格差の可視化と縮小に関する研究 小笠原邦昭 2014 年～ 厚生労働科学研究費補助金
脳神経外科学講座・兵庫医科大学脳神
経外科 循環器疾患の新たな治療法の開発に関する研究 小笠原邦昭 2015 年～ AMED

脳神経外科学講座・国立循環器病研究
センター脳血管内科

脳卒中急性期治療に関する国内臨床拠点施設を適切に活
用した国際共同試験の円滑な企画・遂行を目指した基盤
整備研究

小笠原邦昭 2015 年～ AMED

脳神経外科学講座・九州大学 脳卒中を含む循環器病対策の評価指標の開発に関する研究 小笠原邦昭 2015 年～ AMED
脳神経外科学講座・国立循環器病研究
センター脳血管内科

脳卒中研究者新ネットワークを活用した脳・心血管疾患
における抗血栓療法の実態と安全性の解明 小笠原邦昭 2016 年～ AMED

脳神経外科学講座・九州大学 脳卒中の医療体制の整備のための研究 小笠原邦昭 2017 年～ 厚生労働科学研究費補助金
呼吸器外科学講座、東北大学、東北大学
加齢医学研究所呼吸器再建研究分野他 非小細胞肺癌転移巣に対する外科治療の有効性評価 谷田　達男

出口　博之 2003 年～ 講座研究費

呼吸器外科学講座、東北大学、東北大学
加齢医学研究所呼吸器再建研究分野他

GGO 主体の肺腺癌に対する PET と HR-CT による楔状
切除の第 2 相試験

谷田　達男
出口　博之 2006 年～ 講座研究費

呼吸器外科学講座、長崎大学腫瘍外科 本邦における肺切除術後脳梗塞に関する周術期、手術因
子の解 析：多施設共同研究

谷田　達男
出口　博之 2015 年～ 講座研究費

呼吸器外科学講座、獨協医科大学呼吸
器外科学講座他

原発性自然気胸の治療法と再発率に関する
前向き観察研究

谷田　達男
出口　博之
友安　　信

2017 年～ 講座研究費

株式会社カイオム・バイオサイエンス 腎細胞癌に対する免疫チェックポイント阻害剤のバイオ
マーカー探索研究

小原　　航
五十嵐大樹 2017 年～

放射線医学講座、キャノンメディカル
システムズ

面検出器 CT（逐次近似再構成搭載）と高分解能マルチ
スライス型 CT 及び 80 列マルチスライス CT を用いた
循環器疾患に関する有用性の検討、並びに（FIRST

（Forward projected model-based Iterative 
Reconstruction SoluTion）を用いた再構成条件の最適
化に関する研究）

吉岡　邦浩 2017 年 1 月～ 12
月 キャノンメディカルシステムズ

放射線医学講座、キャノンメディカル
システムズ

面検出器型 CT と高分解能マルチスライス型 CT を用い
た心・大血管、冠動脈疾患に対する臨床的有用性の研究 吉岡　邦浩 2017 年 1 月～ 12

月 キャノンメディカルシステムズ

放射線医学講座、慶應義塾大学
CT ストレイン解析による陳旧性心筋梗塞における左室
壁運動異常の検出能および MRI タギングとの検出比較
試験

高木　英誠 2017 年 9 月～ ザイオソフト

放射線医学講座、国立研究法人日本原
子力研究開発機構、国立大学法人東京
大学大学院工学系研究科原子力専攻

大課題：マイクロ PIXE 分析法の先進応用技術化　小課
題：放射線感受性 Nanoparticle を用いた、放射線によ
る薬剤標的療法の開発

原田　　聡 2016 年 4 月～
2018 年 3 月

国立大学法人東京大学　大学開
放研究室　東京大学　工学系研
究科　原子力専攻　共同利用管
理本部

新潟大学医歯学系硬組織形態学分野 　歯の発生における糖代謝の役割 原田　英光
大津　圭史 2005 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
顎顔面機能再建学講座口腔顎顔面外科 歯原性腫瘍の発生と分化の制御機構 原田　英光 2011 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算
東北大学大学院歯学研究科
小児発達歯科学分野

アメロブラスチンの発現制御機構と歯の発生に蹴る機能
解析　iPS を使った歯の再生

原田　英光
大津　圭史 2007 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算
東京医科歯科大学　大学院　医歯学総
合研究科　分子発生学分野／
中部大学　応用生物学部応用生物学科　
大学院　応用生物学研究科　応用生物
学専攻　生物機能開発研究所

天然生理活性物質、Harmine の歯根形成における役割 原田　英光
藤原　尚樹 2008 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算

東京医科歯科大学　大学院　医歯学総
合研究科　口腔機能再構築学専攻　摂
食機能保存学講座

歯根発達に及ぼす Wnt11 の役割 原田　英光
藤原　尚樹 2010 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算

北海道医療大学歯学部薬理学分野 エナメル芽細胞分化におけるカルシウムイメージング 原田　英光 2014 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算

京都大学大学院医学研究科 感覚運動
系外科学講座口腔外科学分野 多数歯発生機序の解明と歯の再生への応用 原田　英光 2014 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算
福岡歯科大学細胞分子生物学講座・細
胞生理学分野小児歯科学分野・ エナメル芽細胞分化の制御機構 原田　英光

大津　圭史 2015 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算

九州大学大学院医学研究院系統解剖学
分野
京都大学大学院理学研究科自然人類学
研究室
北海道大学大学院歯学研究院口腔機能
解剖学教室

数理モデルを用いた歯の形態形成メカニズムの解明 大津　圭史 2017 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算
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東北大学大学院薬学研究科分子細胞生
化学分野 歯の発生におけるリン脂質の役割の解明 原田　英光

大津　圭史 2017 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算

法科学講座法歯学・災害口腔医学分野、
千葉大学大学院医学研究員法医学教室

日本における DVI (Disaster Victim Identification) シス
テム構築への取り組み 熊谷　章子 2016 年～ ファイザーヘルスリサーチ振興

財団
口腔医学講座関連医学分野、盛岡赤十
字病院、八戸赤十字病院 腸炎患者におけるパレプラス投与時の栄養評価 千葉　俊美 2015 年～ 2018 エイワイファーマ株式会社

口腔医学講座関連医学分野、岩手県赤
十字血液センター

高分解能心電計（DREAM-ECG）を用いた成分献血採
血副作用の病態解明 千葉　俊美 2016 年～ 岩手県赤十字血液センター

口腔医学講座関連医学分野、東北大学
大学院医学系研究科行動医学分野 機能性消化管障害の Rome IV 基準研究 千葉　俊美 2017 ～ 講座研究費

新潟大学 マルチドメインキチナーゼの構造と機能 野中　孝昌
毛塚雄一郎 2007 年～ 科研費補助金

城西大学 線虫由来ガレクチンのＸ線結晶構造解析 野中　孝昌 2007 年～ 講座研究費

国立医薬品食品衛生研究所 そばアレルゲン蛋白質のＸ線結晶構造解析 野中　孝昌
毛塚雄一郎 2007 年～ 講座研究費

愛知学院大学 口腔細菌における硫化水素産生機構の解明 毛塚雄一郎 2007 年～ 科研費補助金
長岡技術科学大学、昭和大学 糸状菌由来 β - グルコサミニダーゼの結晶構造解析 - 阪本　泰光 2007 年～ 相手先予算および講座研究費
長岡技術科学大学、昭和大学、宇宙航
空研究開発機構、産総研、神戸学院大
学、大阪大学、高エネルギー加速器研
究機構

ジペプチジルアミノペプチダーゼの結晶構造解析 阪本　泰光
2007 年～
JAXA：2010 年
～

相手先予算および講座研究費、
科研費補助金、武田科学振興財
団、創薬 PF、BINDS

愛知学院大学 Prophyromonas ginigivalis による酪酸産生機構の解明
と制御 毛塚雄一郎 2015 年～ 科研費補助金

松本歯科大学、高エネルギー加速器研
究機構、JAXA、昭和大学、長岡技術
科学大学

歯周病毒素の分子機構 阪本　泰光 2016 ～ 相手先予算および講座研究費、
創薬 PF、BINDS

有機合成化学講座・岩手大学工学部 Wnt シグナル阻害を標的とした新規な大腸がん治療薬
の開発 河野　富一 2008 年～ 岩手大学

有機合成化学講座・岩手大学工学部 硫黄を含む新規な機能性有機分子の合成と特性評価 河野　富一 2008 年～ 岩手大学
有機合成化学講座・大阪大学薬学部 真菌由来の血管新生阻害ポリケチドの構造活性相関 田村　　理 2016 年～ 岩手医科大学
有機合成化学講座・東北大学理学部・
東京工科大学

ウワバゲニンの LXR を標的とした内在性血圧調節因子
としての機能解明 田村　　理 2012 年～ 東北大学

有機合成化学講座・大阪大学産業科学
研究所 1-[6] ヘリセンチオール誘導体の官能基化法の開発 辻原　哲也 2016 年～ 大阪大学

有機合成化学講座・大阪大学産業科学
研究所

ヘリセンを配位子骨格とするアレーン－スルホキシド配
位子の開発とその機能評価 辻原　哲也 2017 年～ 岩手医科大学

天然物化学講座・熊本大学大学院生命
科学研究部天然薬物学分野 糸状菌生合成遺伝子の解析 藤井　　勲

橋元　　誠 2013 年～ 科研費、講座研究費

天然物化学講座・慶應義塾大学 薬学
部 医薬品情報学講座

一般用漢方製剤の適正使用を支援する iPad 用アプリの
開発 浅野　　孝 2013 年～ 講座研究費

天然物化学講座・千葉大学大学院 薬
学研究院 遺伝子資源応用研究室

ルピナス毛状根を用いたキノリチジンアルカロイド生合
成機構の解明 浅野　　孝 2016 年～ 科研費

天然物化学講座・北里大学薬学部生薬
学講座 NMR を用いたマオウ属植物のメタボロミクス 林　　宏明 2016 年～ 講座研究費

天然物化学講座・東京大学大学院 薬
学系研究科 基礎有機化学教室 生合成反応の理論計算 藤井　　勲

橋元　　誠 2016 年～ 講座研究費

天然物化学分野・宏輝システムズ・慶
應大学医学部 グリチルリチンの誘導体に関する研究 林　　宏明 2016 年～ 受託研究費

日本医科大学・医学部 病理学講座 糸球体腎炎動物モデルにおける ARB の作用機構に関す
る研究 名取　泰博 2014 年～ 講座研究費

帝京大学・薬学部・医療薬学講座 生活習慣が血管内皮細胞のエピジェネティクスな制御に
与える影響の解析

名取　泰博
杉山　晶規
川崎　　靖

2015 年～ 講座研究費

機能生化学講座・大阪大学産業科学研
究所医薬品化学研究分野 V-ATPase の生理機能 中西　真弓

後藤奈緒美 2007 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

機能生化学講座・同志社女子大学薬学
部生化学講座 V-ATPase の生理機能 中西　真弓

後藤奈緒美 2007 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

機能生化学講座・長浜バイオ大学バイ
オサイエンス学科細胞生命科学コース

ATP 合成酵素の回転触媒機構ー変異イプシロンの影
響ー口腔内病原最近におけるプロトン輸送 ATPase の
機能

中西　真弓
關谷　瑞樹 2009 年～ 講座研究費

機能生化学講座・東北大学大学院薬学
研究科合成制御化学分野 クルクミン類縁体による ATP 合成酵素阻害作用 中西　真弓

關谷　瑞樹 2011 年～ 講座研究費

機能生化学分野・長岡技術科学大学生物
資源工学研究室・神戸学院大学薬学部 ジペプチジルペプチダーゼを阻害する抗菌薬の開発 中西　真弓

關谷　瑞樹 2017 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

情報薬科学講座、長崎大学・工学研究
科、がん研究会がん化学療法センター

ゲフィチニブ耐性非小細胞肺がんに有効な EGFR チロ
シンキナーゼ阻害剤の開発

西谷　直之
奥　　裕介
上原　至雅

2014 年～ 文部科学省科学研究費補助金

情報薬科学講座、北里生命科学研究所 エバーメクチン誘導体の抗がん活性評価に関する共同研
究

西谷　直之
上原　至雅 2015 年～

微生物薬品創薬学講座研究費、
文部科学省科学研究費補助金、
武田科学振興財団　薬学系研究
奨励金
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分子細胞薬理学講座、公益財団法人岩
手生物工学研究センター　他

三陸産イサダより抽出した機能性素材 8-HEPE の抗動
脈硬化作用、抗糖尿病作用、非アルコール
性脂肪肝改善作用及び認知症予防作用についての検討

弘瀬　雅教
衣斐　美歩 2016 ～

農林水産省 革新的技術開発・緊
急展開事業（うち経営体強化プ
ロジェクト）「三陸産イサダを全
利用した高付加価値素材の効率
的生産体系構築」

分子細胞薬理学講座、福井大学医学部
内分泌・代謝内科 脂肪心筋が不整脈を起こすメカニズムの研究 弘瀬　雅教 2014 ～ 科学研究費（基盤研究 C 一般）

分子細胞薬理学講座、キッセイ薬品工
業 SGLT1 阻害薬の心疾患治療薬としての可能性の探査

弘瀬　雅教
衣斐　美歩
斉藤　麻希

2015 ～ 受託研究費（キッセイ薬品工業）

分子細胞薬理学講座、中外製薬
慢性腎臓病の病態形成および進行過程におけるグルコー
ストランスポーターの役割の解明と新
規治療薬開発のターゲットとなる可能性の探索

弘瀬　雅教 2016 ～ 受託研究費（中外製薬）

分子細胞薬理学講座、東京都健康安全
研究センター

インドール類縁体の肺高血圧症に対する効果に関する基
礎研究

弘瀨　雅教
斉藤　麻希 2017 ～ 講座研究費

臨床医化学講座、名城大学薬学部病態
生化学研究室

膵ランゲルハンス島β細胞機能におけるヘパラン硫酸プ
ロテオグリカンの役割解明

那谷　耕司
高橋　　巌 2012 年～ 講座研究費

臨床医化学講座、東北医科薬科大学生
体膜研究所機能病態分子学教室

膵ランゲルハンス島β細胞機能における
Glycoshiogolipids の役割解明

那谷　耕司
高橋　　巌 2015 年～ 講座研究費

臨床医化学講座、東北大学大学院医工
学研究科

新規化合物による膵β細胞のインスリン分泌機能活性化
の検討

那谷　耕司
高橋　　巌 2013 年～ 講座研究費

臨床医化学講座、東北大学 植物の学名整理・分布・形態に関する研究 大橋　一晶 2008 年～ 講座研究費
臨床薬剤学講座・
千葉大学大学院薬学研究院社会薬学 一般用医薬品の医療関係者への情報提供に関する研究 工藤　賢三 2014 年～ 講座研究費

医療法人清風会ホスピタル坂東 抗精神病薬の適正使用に関する研究 富田　　隆
工藤　賢三 2016 年～ 講座研究費

協和化学工業株式会社 とろみ調整食品が酸化マグネシウム錠の緩下効果に及ぼ
す影響

富田　　隆
工藤　賢三 2016 年～ 講座研究費

臨床薬剤学講座・岩手大学農学部 とろみ調整食品が速崩壊性錠剤の薬効発現に及ぼす影響 富田　　隆
工藤　賢三 2016 年～ 講座研究費

東和薬品株式会社 とろみ調整食品が口腔内崩壊錠の崩壊・溶出に及ぼす影
響

富田　　隆
工藤　賢三 2016 年～ 講座研究費

サラヤ株式会社 服薬時におけるとろみ調整食品の使用実態調査 富田　　隆
工藤　賢三 2016 年～ 講座研究費

臨床薬剤学講座・日本薬科大学生命医
療薬学分野 母乳中セロトニンの生理的意義の解明 工藤　賢三

千葉　健史 2015 年～ 講座研究費・科学研究費補助金

臨床薬剤学講座・
千葉大学大学院薬学研究院社会薬学

薬学生を対象とした後発医薬品の知識および意識に関す
る調査

平舩　寛彦
工藤　賢三 2015 年～ 講座研究費

臨床薬剤学講座・
千葉大学大学院薬学研究院社会薬学 後発医薬品変更不可処方箋の実態調査

工藤　賢三
富田　　隆
千葉　健史
平舩　寛彦

2016 年～ 講座研究費

兵庫医科大学内科学肝・胆・膵科 肝硬変患者における腹部 CT で評価した筋肉量の変化に
関する観察研究

滝川　康裕
遠藤　龍人
佐原　　圭
吉田　雄一

2016 年～ EA ファーマ株式会社

情報科学科数学分野・金沢大学
東洋電機製造

機械構造部材の X 線残留応力測定と疲労強度測定に関
する研究 江尻　正一 2011 年～ 講座研究費および相手先予算

情報科学科数学分野・日本非破壊検査
協会

2 次元検出器による X 線残留応力測定法に対する現場指
向の標準化研究 江尻　正一 2014 年～ 講座研究費

情報科学科数学分野・金沢大学 軟 X 線用の背面反射回折環二次元イメージング機構の
開発 江尻　正一 2014 年～ 講座研究費および相手先予算

情報科学科数学分野・金沢大学 SOI 式超高速 X 線イメージングによるレールの初期転
動接触疲労の実態解明 江尻　正一 2016 年～ 2020 年 科研費基盤研究

生物学科・岩手県水産技術研究セン
ター マガキ天然採苗試験 松政　正俊 2016 年度 岩手県水産技術センター

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
神戸市立医療センター、岐阜大学、大
阪大学、京都府立医大、他

Ccaartoid Artery Stenting with Cilostazol Additon for 
Restenosis （CAS-CARE）

佐々木真理
上野　育子 2010 年～ 先端医療振興財団

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
京都大学、国立循環器病研究センター、
長崎医療センター、北海道大学、他

Small Unruptured Aneurysm Verification Prevention 
Effect against Growth of Cerebral Aneurysm Study 
using Statin （SUAVe-PEGASUS）

佐々木真理
上野　育子 2010 年～ 日本脳神経外科学会

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
神戸市立医療センター、熊本大学、山
梨大学、京都大学、他

Hydrogel coil versus Bare platinum coil in 
Recanalization Imaging Data study （HYBRID study）

佐々木真理
上野　育子 2011 年～ 先端医療振興財団

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門・
理化学研究所、島根大学、他

革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）「脳情報の可視
化と制御による活力溢れる生活の実現（共通クラウド）」

（2016.4 ～脳ドッククラウドに変更）

佐々木真理
山下　典生
伊藤　賢司

2015 年度～ 2018
年度 内閣府

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
国立循環器病研究センター、他

AMED 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究
事業「発症時刻不明の脳梗塞患者に対する静注血栓溶解
療法の適応拡大を目指した臨床研究」（THAWS） 

佐々木真理
山下　典生 2014 年度～ 国立研究開発法人日本医療研究

開発機構
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超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
国立循環器病研究センター、他

AMED 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策実用化研
究事業「脳卒中研究者新ネットワークを活用した脳・心
血管疾患における抗血栓療法の実態と安全性の解明」

（BAT2）

佐々木真理
山下　典生 2016 年度～ 国立研究開発法人日本医療研究

開発機構

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
北海道大学

AMED 臨床治験・治験推進研究事業「酸素の安定同位
体 O-17 を用いた次世代 MRI 検査法の開発」

佐々木真理
山下　典生

2017 年度～ 2019
年度

国立研究開発法人日本医療研究
開発機構

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
国立循環器病研究センター、北海道大
学病院

循環器病研究開発費「急性期脳梗塞に対する高度急性期
医療の推進に関わる迅速画像診断法の確立」

佐々木真理
山下　典生

2016 年度～ 2017
年度

国立研究開発法人国立循環器病
研究センター

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
国立循環器病研究センター、新潟病院

循環器病研究開発費「国際連携による脳卒中臨床試験推
進と脳卒中教育強化を目指した研究」

佐々木真理
山下　典生 2016 年度～ 国立研究開発法人国立循環器病

研究センター
超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
大阪大学、国立精神・神経医療研究セ
ンター・名古屋大学、他

精神病性障害関連遺伝子の解析研究 山下　典生 2012 年～ 厚生労働省

超高磁場 MRI 診断・病態研究部門
大阪大学

神経経済学的アプローチによる社会選好の神経モデルの
検討 樋口さとみ 2015 年 3 月～ 大阪大学

医歯薬総合研究所、札幌医科大学分子
腫瘍学講座

食道癌治療経過における血中遊離 DNA の変異遺伝子モ
ニタリング

岩谷　　岳
遠藤　史隆
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・地域イノベー
ション創出研究開発支援事業

医歯薬総合研究所、理化学研究所生命
科学センターがんゲノム研究チーム

変異遺伝子のモニタリングによる大腸癌術後の微少転移
及び再発の新たな評価法の検証

八重樫瑞典
岩谷　　岳
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・地域イノベー
ション創出研究開発支援事業

医歯薬総合研究所、理化学研究所生命
科学センターがんゲノム研究チーム

胃癌由来循環腫瘍 DNA モニタリングによる転移・再発
の検証

千葉　丈広
佐々木教之
岩谷　　岳
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・地域イノベー
ション創出研究開発支援事業

医歯薬総合研究所、東北大学大学院細
胞組織学分野

高度侵襲肝臓手術患者における Muse 細胞とその遊走因
子測定の臨床的有用性に関する研究

片桐　弘勝
鈴木　悠地
西塚　　哲

2018 年 3 月～ 文部科学省科研費・圭陵会学術
振興会研究助成

医歯薬総合研究所、東北大学大学院細
胞組織学分野

急性肝不全患者における組織修復多能性幹細胞動員とそ
の誘導因子の発現に関する研究

鈴木　悠地
片桐　弘勝
滝川　康裕
西塚　　哲

2017 年 8 月～ 文部科学省科研費・武田医学振
興財団

医歯薬総合研究所、東京大学医科学研
究所

個別化医療開発のための稀少腫瘍・難治性腫瘍・小児悪
性腫瘍の遺伝子解析研究

有末　篤弘
西塚　　哲 2016 年 9 月～ 東京大学医科学研究所共同研究

拠点事業
医歯薬総合研究所、東京大学医科学研
究所 人工知能を用いた情報解析による個別化医療開発研究 有末　篤弘

西塚　　哲 2016 年 9 月～ 東京大学医科学研究所共同研究
拠点事業

医歯薬総合研究所、名古屋大学、広島
大学

ヘリコバクター・ピロリ菌のヒト健康に対する有益性に
関する研究 (J-MICC 大幸地区データに基づく研究 )

西塚　　哲
清水　厚志 2017 年１０月～ 講座研究費

医歯薬総合研究所神経科学研究部門・
生理学講座統合生理学分野・群馬大学
医学部

PSD-Zip70 に注目したシナプス可塑性制御に関する研究
祖父江憲治
真柳　　平
木村　眞吾

2012 年～ 講座研究費・文部科学省科学研
究費補助金

医歯薬総合研究所神経科学研究部門・
脳神経外科学講座・リエゾンセンター・
株式会社住田光学ガラス・ミズホ株式
会社

軟性脳微細内視鏡の臨床研究

祖父江憲治
真柳　　平
小笠原邦昭
吉田　研二

2013 年～ 講座研究費

サイクロトロンセンター・北里大学獣
医畜産学部 放射線照射による細胞膜応答と放射線感受性の解析 世良耕一郎 2006 年～ 北里大学

サイクロトロンセンター・秋田大学工
学資源学部 河川水・温泉水・鉱山廃水中の元素の定量 世良耕一郎 2006 年～ 秋田大学工学資源学部

サイクロトロンセンター・長崎大環境
科学＆大阪大学付属病院 PIXE による健康診断被験者母子の毛髪分析 世良耕一郎 2007 年～ 長崎大環境科学

サイクロトロンセンター・日本アイソ
トープ協会 PET 性能評価法を利用しての PET 性能比較研究 佐々木敏秋 2008 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンター・愛媛大学理
学部

植物による土壌・水浄化（ファイトレメディエーション）
の研究 世良耕一郎 2008 年～ 愛媛大学理学部

サイクロトロンセンター・東北大学サ
イクロトロン RI センター

臨床供給のための PET 用薬剤の迅速 ･ 効率的な合成法
の開発 寺崎　一典 2009 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンター・愛媛大学理
学部 鉱山残土および栽培植物中の重金属濃度の測定 世良耕一郎 2009 年～ 愛媛大学

サイクロトロンセンター・大妻女子大
学 魚介試料中フッ素および他の微量元素分析 世良耕一郎 2009 年～ 大妻 j 女子大学・東京都

サイクロトロンセンター・岩手県立大
学 PET-CT 画像診断支援ソフトウェアの開発 佐々木敏秋 2009 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンター・森林総合研
究所

森林内外におけるエアロゾル中の微量元素濃度に関する
研究 世良耕一郎 2010 年～ 森林総合研究所

サイクロトロンセンター・森林総合研
究所

森林域における乾性 / 湿性降下物中の微量元素濃度に関
する研究 世良耕一郎 2010 年～ 森林総合研究所

サイクロトロンセンター・愛媛大学理
学部

PIXE 分析法の環境化学分野への応用《東南アジアにお
ける土壌・水・植物、毛髪試料及び爪試料の分析》 世良耕一郎 2011 年～ 愛媛大学

サイクロトロンセンター・（財）鷹揚
郷腎研究所

慢性腎不全患者における血中及び毛髪中微量重金属濃度
の検討 世良耕一郎 2011 年～ （財）鷹揚郷腎研究所
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サイクロトロンセンター・酪農学園大
学

極域等などのエコシステムにおける微量元素と微生物
相、感染症との関連についての調査研究 世良耕一郎 2011 年～ 酪農学園大学

サイクロトロンセンター ･ 秋田大学教
育文化学部

PIXE 分析の標準化と標準試料の開発・藻類分析による
海洋食物連鎖の研究 世良耕一郎 2012 年～ 秋田大学

サイクロトロンセンター ･ 東北大学大
学院工学研究科

キノコにおけるアルカリ金属元素の移行研究への PIXE
法の応用 世良耕一郎 2014 年～ 東北大学

サイクロトロンセンター・大阪大学大
学院工学研究科 バイオモニタリングによる道路近傍の環境濃度評価 世良耕一郎 2014 年～ 大阪大学

サイクロトロンセンター・東北大学サ
イクロトロン RI センター・日本アイ
ソトープ協会

マイクロリアクターによる 18F- 標識 PET 診断プローブ
合成法の開発 寺崎　一典 2014 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンター・国立環境研
究所

大気中における微小粒子状物質の元素的特徴と挙動に関
する研究 世良耕一郎 2014 年～ 国立環境研究所

サイクロトロンセンター・農業環境研
究所

放射性セシウムを含む浮遊及び降下粒子状物質の PIXE
分析 世良耕一郎 2014 年～ 農業環境研究所

サイクロトロンセンター・日本アイソ
トープ協会

1mg 程度の微小生物試料に対する無標準法の開発《バッ
キング剤の検討》 世良耕一郎 2014 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンター・日本アイソ
トープ協会 土壌・灰等粉末試料に対する試料調製法の検討 世良耕一郎 2014 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンター・秋田大学工
学資源学部・ボール鉱業冶金研究所 海外の河川水中の懸濁物に含まれる元素の特徴 世良耕一郎 2014 年～ 秋田大学

サイクロトロンセンター・大阪大学大
学院医学研究科・中央大学理工学部

毛髪ミネラルを用いたリスク推定の清楚向上のための統
計学的対策 世良耕一郎 2014 年～ 大阪大学

サイクロトロンセンター・長崎大学環
境学部

長崎に飛来する大気中浮遊物質に含まれる原発事故由来
放射性物質と天然放射性物質、安定元素 世良耕一郎 2014 年～ 長崎大学環境科学部

サイクロトロンセンター・酪農学園大
獣医学部・黒島研究所 沖縄八重山諸島における海洋生態系中の微量元素濃度 世良耕一郎 2014 年～ 酪農学園大

サイクロトロンセンター・酪農学園大
獣医学部・麻布大学獣医学部

粒子励起 X 線分析（PIXE）法による大腸菌性乳房炎の
多元素同時定性定量解析 世良耕一郎 2014 年～ 酪農学園大

サイクロトロンセンター・日本アイソ
トープ協会・総合研究所

農作物の収穫量・品質に与えるミネラル水散布効果の検
討 世良耕一郎 2014 年～ 総合研究所

サイクロトロンセンター・酪農学園大
獣医学部・麻布大学獣医学部

甚急性乳房炎罹患牛の血清中微量元素動態と炎症サイト
カインとの関連性《血清 Fe および Zn による予後評価
診断基準作成》

世良耕一郎 2015 年～ 酪農学園大

サイクロトロンセンター・名古屋大学
大学院生命農学研究科

人力小規模金採掘が農水産物に与える水銀汚染の時空間
的影響評価と対策手法《フィリピンの毛髪分析》 世良耕一郎 2015 年～ 名古屋大学

サイクロトロンセンター・仙台白百合
女子大学 （有機）電気分解における微量元素の収支に関する研究 世良耕一郎 2015 年～ 仙台白百合女子大学

サイクロトロンセンター・北里大学獣
医畜産学部 旧警戒区域内で飼育継続中の肉用牛の PIXE 分析 世良耕一郎 2015 年～ 北里大学獣医畜産学部

サイクロトロンセンター・森林総合研
究所

微量元素を利用した森林のフィルター機能評価に関する
研究 世良耕一郎 2015 年～ 森林総合研究所

サイクロトロンセンター・東北大学サ
イクロトロン RI センター

茶葉におけるアルカリ金属およびアルカリ土類金属元素
の移行研究への PIXE 法の応用 世良耕一郎 2015 年～ 東北大学

サイクロトロンセンター・静岡大学理
学部

土壌の除染とイネの生育に関する分析的検討《田水、用
水、土壌およびイネの分析》 世良耕一郎 2015 年～ 静岡大学

サイクロトロンセンター・国立環境研
究所 LPG 乗用車の排気粒子の組成と起源 世良耕一郎 2016 年～ 国立環境研究所

サイクロトロンセンター・東京都島
しょ農林水産総合センター

日本周辺産キンメダイにおける産地別耳石中微量元素組
成の比較 世良耕一郎 2016 年～ 東京都

サイクロトロンセンター・森林総合研
究所 黄砂エアロゾル中の土壌成分の森林内の動態 世良耕一郎 2016 年～ 森林総合研究所

サイクロトロンセンター・森林総合研
究所 箱根火山から流出する河川水の PIXE 分析 世良耕一郎 2016 年～ 森林総合研究所

サイクロトロンセンター・酪農学園大
学 エンドトキシンが体内微量元素動態に及ぼす影響 世良耕一郎 2016 年～ 酪農学園大

サイクロトロンセンター・国立環境研
究所 ジェットエンジンオイルと燃料の元素組成 世良耕一郎 2017 年～ 国立環境研究所

サイクロトロンセンター・日本アイソ
トープ協会 有害元素を多く含む海産食品の分析 世良耕一郎 2017 年～ 日本アイソトープ協会

サイクロトロンセンタｰ・名古屋大学・
中央大学

南アフリカ共和国リンポポ州の農村における食文化と毛
髪中微量元素濃度 世良耕一郎 2017 年～ 名古屋大学

サイクロトロンセンター・酪農学園大
学

ウミガメの環境汚染暴露状況をスクリーニングするため
の粒子励起 X 線分析法による血球・血漿中微量元素の
多元素同時定性定量の確立と保全調査

世良耕一郎 2017 年～ 酪農学園大

サイクロトロンセンター・大阪大学大
学院医学研究科・中央大学理工学部 PIXE を用いた down 製品の産地判定法の開発 世良耕一郎 2017 年～ 大阪大学

実験動物医学研究部門、岩手大学大学
院農学研究科

マウス始原生殖細胞（PGCs）の移動と定着に関する研
究

若井　　淳
安野　　航 2016 年～ 実験動物医学研究部門講座予算

実験動物医学研究部門、株式会社グ
ロービック

セーフティー・レジンリッド（樹脂製ケージトップ）飼
育実証試験

若井　　淳
安野　　航 2016 年～ 株式会社グロービック委託研究

費
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所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者
氏　　　名 期間 主な経費の出所

薬理学講座情報伝達医学分野、生命科
学研究技術支援センター、岩手大学理
工学部

ブタ網膜視細胞におけるカルパイン -5 の局在の解明
平　　英一
石田　欣二
石山　絵里

2017 年～ 生命科学研究技術支援センター

薬理学講座情報伝達医学分野、生命科
学研究技術支援センター、岩手大学理
工学部

マウス脳におけるカルパイン -5 の局在の解明
平　　英一
石田　欣二
石山　絵里

2017 年～ 生命科学研究技術支援センター
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３．国際研究プロジェクト
所属講座、相手先講座 研究課題 本学参加者

氏　　　名 期間 主な経費の出所

生理学講座統合生理学分野、FR3636, 
Neurosciences　CNRS and Universite 
Paris Descartes, Paris, France

姿勢・歩行制御における大脳皮質の感覚 - 運動統合機序
の解明 中陦　克己 2017 年～ 科学研究費予算

放射線医学講座、ジョンズ・ホプキン
ス大学

Multi-Center Trial Combined Non-invasive Coronary 
Angiography and Myocardial Perfusion Imaging using 
320-Detector Computed Tomography

吉岡　邦浩 2009 年 8 月～
2018 年 12 月 キャノンメディカルシステムズ

放射線医学講座、Duke University 
Health System, Providence Health & 
Services, Erasmus Medical Center , 
和歌山医科大学

Assessing Diagnostic Value of Non-invasive FFRCT in 
Coronary Care （ADVANCE） 高木　英誠 2015 年 7 月～

2021 年 2 月  HeartFlow, Inc.

韓国　延世大学 発生と再生；ES 細胞と iPS 細胞を用いた口腔組織修復
の臨床応用に向けた戦略研究

原田　英光
大津　圭史 2013 年～ 日韓二国間交流事業

Deptof Oral Biology, Semmelweis 
University, Budapest, Hungary HAT-7 を用いたの成熟期エナメル芽細胞の機能解析 原田　英光 2015 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算
University of California San 
Francisco 歯の再生に向けた 3D 培養 原田　英光 2014 年～ 解剖学講座　発生生物再生医学

分野予算

University of Michigan 歯の発生に関するサーカディアンリズム 原田　英光 2015 ～ 解剖学講座　発生生物再生医学
分野予算

歯科保存学講座歯周療法学分野講師
佐々木大輔

コラーゲングラフトⓇ（Dentium）を用いた歯根露出の
審美的改善

浅野　明子
滝沢　尚希
古城慎太朗
桑島　幸紀
深澤　翔太
三上　俊成

2017 年～ ハーバード大学

天然物化学講座・タジキスタン森林狩
猟庁・タジキスタン科学アカデミー（国
際共同研究）

持続的な薬用植物栽培に向けた調査研究 林　　宏明 2011 年～ 講座研究費　

天然物化学講座・中国華南植物園（国
際共同研究） カンゾウ属植物の系統解析 林　　宏明 2014 年～ 講座研究費　

機能生化学講座・Univ. of Virginia, 
Dept. of Physiol. and Biol. The rotational catalytic mechanism of the ATP synthase 中西　真弓

關谷　瑞樹 2007 年～ 講座研究費

機能生化学講座・Univ. of Oxford, 
Dept. of Physics, Vlarendon Lab. The rotational catalytic mechanism of the ATP synthase 中西　真弓

關谷　瑞樹 2007 年～ 講座研究費

機能生化学講座・Massachusetts 
General Hospital, Simches Research 
Center, Division of Nephrology

Physiological role of V-ATPase 中西　真弓
後藤奈緒美 2007 年～ 講座研究費

科学研究費補助金

機能生化学講座・Univ. of 
Southampton

The mechanism of rotational catalysis and physiological 
role of V-ATPase

中西　真弓
關谷　瑞樹
後藤奈緒美

2014 年～ 講座研究費
科学研究費補助金

分子細胞薬理学講座、University of 
Wurzburg 心臓機能における SGLT1 の役割 弘瀬　雅教 2011 ～ 講座研究費

Stanford University, NIH, MGH, 
Heiderberg Univesity, 
University of Melbourne, 他

Stroke Imaging Repository （STIR） Consortium 佐々木真理 2008 年～ 本部門予算

医歯薬総合研究所、MD アンダーソ
ンがんセンターシステム医学講座、
ジョージメイソン大学

変異遺伝子のモニタリングによる大腸癌術後の微少転移
及び再発の新たな評価法の検証

八重樫瑞典
岩谷　　岳
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・地域イノベー
ション創出研究開発支援事業

医歯薬総合研究所、MD アンダーソ
ンがんセンターシステム医学講座、
ジョージメイソン大学

胃癌由来循環腫瘍 DNA モニタリングによる転移・再発
の検証

千葉　丈広
佐々木教之
岩谷　　岳
西塚　　哲

2016 年 11 月～ 文部科学省科研費・地域イノベー
ション創出研究開発支援事業
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② - １　文部科学省科学研究費補助金申請・採択状況
１．研究種目別申請・採択状況

（単位：千円）

※採択金額は直接経費を示す。

２．学部別申請・採択状況	 （単位：千円）

研究種目
平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

申請件数 採択件数 採択金額 申請件数 採択件数 採択金額 申請件数 採択件数 採択金額 申請件数 採択件数 採択金額
特別推進研究
新学術領域研究 5 2 7,000 4 0 0 5 1 3,200 5 2 6,200
特定領域研究
基盤研究（Ｓ）
基盤研究（Ａ）（一般） 2 0 0 1
基盤研究（Ａ）（海外学術調査）
基盤研究（Ｂ）（一般） 13 1 4,300 10 1 0 18 1 3,500 16 5 22,300
基盤研究（Ｂ）（海外学術調査） 2 0 0 1 
基盤研究（Ｃ）（一般） 251 103 122,900 267 98 118,900 260 87 93,000 274 101 112,500
基盤研究（Ｃ）（特設分野研究） 1 1
挑戦的萌芽研究 48 11 11,800 69 11 10,000 60 11 11,300 6 7 4,600
挑戦的研究（開拓） 2
挑戦的研究（萌芽） 36 3 5,300
若手研究（Ａ） 2 0 0 4 0 0 1 1
若手研究（Ｂ） 137 47 50,100 152 37 42,200 164 47 52,200 140 42 40,400
研究活動スタート支援 10 4 4,200 13 4 4,200 11 1 1,100 17 1 1,100
国際共同研究加速基金（国際共同研究強化） 1 11,000 1 1 0
国際共同研究加速基金（帰国発展研究）
奨励研究 11 1 300 7 1 300 7 3 1,530 3 1 570
研究成果公開発表
学術図書 1 1 1,500 1 1 1,400 
特別研究促進費
特別研究員奨励費 1 1 1,100

合計 483 171 203,200 527 153 177,000 528 152 176,830 503 163 192,970

研究種目

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度
11 月公募 4 月公募 11 月公募 4 月公募 11 月公募 4 月公募 11 月公募 4 月公募

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額

申請
件数

採択件数 採択
金額（採択率） （採択率） （採択率） （採択率） （採択率） （採択率） （採択率） （採択率）

医学部 241
81

101,700 1
0

0 302
82

92,800 5
1

1,200 304
82

95,400 10
1 271 95 110,300 11 1 1,100

（33.6%） （0.0%） （27.2%） （20.0%） （27.2%） （20.0%） （35.1%） （9.1%）

歯学部 124
37

40,300 6
3

3,200 118
33

39,100 5
0

0 118
33

25,300 
0 109 26 31,600 5 0

（29.8%） （50.0%） （28.0%） （0.0%） （28.0%） （0.0%） （23.9%） （0.0%）

薬学部 62
28

31,300 0
0

0 59
21

27,000 0
0

0 56
21

21,700 
0 59 20 23,500

（45.2%） （0.0%） （35.6%） （0.0%） （35.6%） （0.0%） （33.9%） （0.0%）

看護学部
― 3 3,500 1 0

― （0.0%）
教養教育
センター

20
7

8,200 0
0

0 17
6

7,200 0
0

0 16
6

7,600 
0 21 5 5,100

（35.0%） （0.0%） （35.3%） （0.0%） （35.3%） （0.0%） （23.8%） （0.0%）
医歯薬

総合研究所
18

14
18,200 0

0
0 14

9
9,400 0

0
0 17

9
25,300 

0 23 12 17,300
（77.8%） （0.0%） （64.3%） （0.0%） （64.3%） （0.0%） （52.2%） （0.0%）

その他 11
1

300 0
0

0 7
1

300 0
0

0 7
1

1,530 
0 3 1 570

（9.1%） （0.0%） （14.3%） （0.0%） （14.3%） （0.0%） （33.3%） （0.0%）

合計 476
168

200,000 7
3

3,200 517
152

175,800 10
1

1,200 518
152

176,830 10
1

0 
486 162 191,870 17 1 1,100

（35.3%） （42.9%） （29.4%） （10.0%） （29.4%） （10.0%） （33.3%） （5.9%）
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３．採択研究課題（平成 29年度）

（単位：円）

研究種目 研究課題名
研究代表者所属

合計
職・氏名

国 際 共 同 研 究
加速基金（国際
共同研究強化）

薬剤耐性コロニーをモデルとした癌再発抑制へ繋
がる化合物同定に関する研究（国際共同研究強化）

医療開発研究部門
0

特任教授　西塚　哲

新学術領域研
究（研究領域
提案型）

薬剤耐性癌細胞の多様性に対応する至適分子標的
薬選定プロセスの体系化

医療開発研究部門
4,290,000

特任教授　西塚　哲

新学術領域研
究（研究領域
提案型）

糸状菌生合成電子環化酵素の機能と構造解析
天然物化学講座

3,770,000
教授　藤井 勲

基盤研究B モガムリズマブの免疫関連有害事象；制御性 T
細胞除去がヒト免疫機構に及ぼす影響解明

内科学講座血液腫瘍内科分野
4,810,000

教授　石田　高司

基盤研究B 筋線維芽細胞と血管内皮前駆細胞の創傷治癒作用
に着目した難治性顎骨壊死の治療法開発

生化学講座細胞情報科学分野
4,030,000

教授　石崎 明

基盤研究B 繰返しタイプ I 型ポリケタイド合成酵素の反応制
御基盤

天然物化学講座
3,900,000

教授　藤井 勲

基盤研究B DNA メチル化情報に基づく細胞加齢尺度の開発
解剖学講座人体発生学分野

8,840,000
教授　人見 次郎

基盤研究B 拡散・灌流・磁化率ＭＲＩの統合による多角的無
侵襲脳循環代謝イメージング法の確立

超高磁場ＭＲＩ診断・病態研究部門
7,410,000

教授　佐々木 真理

基盤研究C PET の基礎的詳細表示と定量的脳機能解析研究
高エネルギー医学研究部門

650,000
助教　佐々木  敏秋

基盤研究C 大津波災害が急性循環器疾患の発症に与える長期
的影響とその対策に関する研究

内科学講座心血管・腎・内分泌内科分野
1,170,000

教授　中村  元行

基盤研究C ゲノムコホート研究推進を視野に入れた高等教育
におけるゲノム科学教育の実態調査

看護専門基礎講座
1,170,000

教授　遠藤　龍人

基盤研究C 椎間板性腰痛に対する早期診断・治療システムの
開発

整形外科学講座
1,560,000

教授　土井田　稔

基盤研究C 3D イメージングによる新たな解剖学的膝靭帯再
建術の開発

整形外科学講座
260,000

講師　田島　吾郎

基盤研究C 結腸を支配する副交感神経系の迷走神経と骨盤神
経叢枝の形態学的研究

解剖学講座人体発生学分野
910,000

准教授　燕　軍

基盤研究C 静脈血管平滑筋は動脈血管平滑筋と異なる収縮機
転を示すか

医学教育学講座医学教育学分野
1,430,000

教授　佐藤　洋一

基盤研究C NASH の発症・進展における AMPK を中心とし
た抗酸化能の経路解析

病理学講座機能病態学分野
910,000

研究員　及川　寛太

基盤研究C 循環器疾患発症と死亡に及ぼす慢性腎臓病のリス
クの定量的評価

内科学講座循環器内科分野
1,040,000

非常勤講師　大澤　正樹

基盤研究C Ｂ型肝炎ワクチンに対する初期および記憶免疫応
答に関する研究

内科学講座消化器内科肝臓分野
390,000

特任准教授　宮坂　昭生

基盤研究C トリカブト種とその由来推定に関する分子生物学
的および成分分析情報からのアプローチ

法科学講座法医学分野
1,300,000

准教授　中屋敷　徳
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基盤研究C 進行肝細胞癌における TGF- βとそのシグナルを
標的とした IFN 併用化学療法の展開

内科学講座消化器内科肝臓分野
780,000

助教　王　挺

基盤研究C 拡散尖度イメージングによる早期アルツハイマー
病の高精度鑑別診断法の確立

内科学講座神経内科・老年科分野
910,000

助教　高橋　純子

基盤研究C 肥満・糖尿病に基づく動脈硬化形成における小胞
体ストレスの役割の解明

内科学講座糖尿病・代謝内科分野
1,300,000

教授　石垣　泰

基盤研究C 血小板産生制御機能をもつ microRNA の探索
内科学講座血液腫瘍内科分野

1,300,000
講師　古和田　周吾

基盤研究C 超低容量血液浄化システムの開発
小児科学講座

1,430,000
非常勤講師　高田　彰

基盤研究C 動脈硬化による閉塞性動脈疾患の非侵襲的画像診
断法の開発

放射線医学講座
390,000

特任准教授　田中　良一

基盤研究C 大脳水拡散現象を基軸とした新たな完全無侵襲病
態診断法の開発

脳神経外科学講座
390,000

助教　藤原　俊朗

基盤研究C NASH 合併高度肥満症に対する肥満外科手術後
のインスリン抵抗性と肝組織学的変化

外科学講座
1,170,000

教授　佐々木　章

基盤研究C 胃癌術後補助化学療法効果予測バイオマーカーの
臨床的妥当性の検証

外科学講座
910,000

准教授　肥田　圭介

基盤研究C 食道癌肉腫の分子生物学的解析による食道扁平上
皮癌・間葉系機構の解明

外科学講座
1,170,000

研究員　鴻巣　正史

基盤研究C 脳アミノ酸代謝動態からみた頚動脈内膜剥離術後
認知機能改善のメカニズムの解明

脳神経外科学講座
910,000

教授　小笠原　邦昭

基盤研究C 心臓植込み型電子機器装着患者の歯科治療時の安
全性を in vivo で評価する

歯科保存学講座う蝕治療学分野
910,000

准教授　工藤　義之

基盤研究C 健康長寿社会にむけて唾液を用いた簡便迅速な味
覚障害スクリーニング法の臨床応用

補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野
520,000

常任研究員　島崎　伸子

基盤研究C 口腔機能の障害がヒト高次脳機能の学習記憶機能
に及ぼす影響

補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野
650,000

特任准教授　小林　琢也

基盤研究C 自立高齢者における口腔カンジダ症リスク要因究
明のためのコホート研究

口腔医学講座予防歯科学分野
1,170,000

教授　岸　光男

基盤研究C n-3 多価不飽和脂肪酸の炎症収束作用による肺高
血圧症予後改善の可能性

分子細胞薬理学講座
650,000

助教　丹治（斉藤）　麻希

基盤研究C プロトンポンプによるイオン環境の形成とオルガ
ネラ輸送の新展開

機能生化学講座
1,560,000

教授　中西　真弓

基盤研究C カンゾウ属植物の成分変異を基盤としたサポニン
生産系の構築

天然物化学講座
1,040,000

准教授　林　宏明

基盤研究C 経口投与可能なＭ細胞経由型ビタミン B12 内封
リポソーム製剤の検討

創剤学講座
1,040,000

教授　佐塚　泰之

基盤研究C 癌間質のエピジェネティック変化に着目した癌悪
性化機構の解明と診断・治療への応用

薬物代謝動態学講座
650,000

准教授　幅野　渉
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基盤研究C EGFR シグナルによる抗腫瘍免疫回避機構の解明
と治療戦略への展開

内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野
1,170,000

教授　前門戸　任

基盤研究C 江戸後期東北諸藩の学術における文理融合理念と
文芸活動の関係を解明する新研究

人間科学科文学分野
780,000

教授　平林　香織

基盤研究C 東日本大震災後に誕生した子どもとその家庭への
縦断的支援研究

神経精神科学講座
1,300,000

講師　八木　淳子

基盤研究C V-ATPase によるリソソームと微小管の局在制御
機構

機能生化学講座
1,430,000

助教　後藤　奈緒美（松元奈緒美）

基盤研究C 糖非発酵グラム陰性細菌由来ジペプチド産生酵素
の創薬分子基盤

構造生物薬学講座
1,430,000

准教授　阪本　泰光

基盤研究C 大腸癌肝転移におけるがん微小環境の解明と組織
評価への応用に関する研究

病理診断学講座
1,430,000

特任准教授　石田　和之

基盤研究C afadin による肝細胞癌進展機構の解明
病理学講座機能病態学分野

2,210,000
講師　及川　浩樹

基盤研究C Ｃ 型 イ ン フ ル エ ン ザ ウ イ ル ス の 出 芽 部 位
budozone は脂質ラフト以外の形質膜か？

微生物学講座感染症学・免疫学分野
1,690,000

教授　村木　靖

基盤研究C 薬学長期臨床実習におけるアミラーゼ活性を指標
とした新規ストレス評価系の構築

地域医療薬学講座
780,000

准教授　松浦　誠

基盤研究C マクロファージ表面マーカーを指標とした間質性
肺炎の新規診断法の開発と病態機序解明

内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野
1,820,000

助教　山下　雅大

基盤研究C 悉皆調査による脳卒中登録整備と東日本大震災後
の中長期的脳卒中罹患状況に関する研究

岩手県高度救命救急センター
1,560,000

講師　大間々　真一

基盤研究C 支援者への遺伝教育を盛り込んだ難聴児支援シス
テムの構築

耳鼻咽喉科学講座
1,040,000

非常勤医師　小林　有美子

基盤研究C 感染制御のための医療従事者由来細菌のデータ
ベース構築

看護専門基礎講座
1,430,000

講師　一ノ渡　学

基盤研究C 剖検事例におけるリチウム中毒の評価と簡易リチ
ウム分析法の検討

救急・災害・総合医学講座救急医学分野
1,430,000

助教　藤田　友嗣

基盤研究C 肝再生不全克服に向けた機能肝細胞増殖機構に関
する研究

内科学講座消化器内科肝臓分野
1,300,000

教授　滝川　康裕

基盤研究C 超音波画像のテクスチャ解析とエラストグラフィ
による NASH の非侵襲的診断法の開発

内科学講座消化器内科肝臓分野
1,040,000

講師　黒田　英克

基盤研究C アトピー性皮膚炎患者由来 iPS 細胞を用いた病態
解析および治療法の研究

いわて東北メディカル・メガバンク機構イノベーション推進・人材育成部門
1,430,000

特命助教　沼田　早苗

基盤研究C 7TeslaMRI による神経 Behcet 病早期脳微小血管
病変の検出

内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野
1,170,000

講師　佐々木　信人

基盤研究C 超高磁場 MRI による数値流体解析とプラーク画
像を用いた頚動脈術中塞栓発生の解明

脳神経外科学講座
1,950,000

助教　小林　正和

基盤研究C 高磁場ＭＲＩを用いた無侵襲脳酸素摂取率計測法
の開発と臨床応用

超高磁場ＭＲＩ診断・病態研究部門
1,300,000

助教　上野　育子
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基盤研究C Velocity Vector Imaging を用いた胎児異常にお
ける心機能解析

産婦人科学講座
1,560,000

教授　菊池　昭彦

基盤研究C 卵巣明細胞癌に対するＫＡＮＫ１を標的とした新
規治療法の開発

産婦人科学講座
910,000

教授　板持　広明

基盤研究C 抗酸化剤・抗ストレス剤を用いた白内障の抑制
眼科学講座

1,430,000
講師　橋爪　公平

基盤研究C 歯周病原細菌による有臭有毒物質産生を抑制する
化合物の探索と改良

構造生物薬学講座
1,820,000

助教　毛塚　雄一郎

基盤研究C モノマーが生体防御系細胞に生じさせる酸化スト
レスと傷害の評価及び防御法の探索

医療工学講座
1,040,000

准教授　平　雅之

基盤研究C 早期骨形成を促す超親水性骨移植材の開発
補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野

1,430,000
准教授　鬼原　英道

基盤研究C 間葉系幹細胞が分泌する炎症抑制ペプチドを用い
た組織再生を伴う歯周炎治療法の確立

生化学講座細胞情報科学分野
1,170,000

講師　帖佐　直幸

基盤研究C マルチメソッドによる孤食・共食が不適切な食品
選択に及ぼす影響の解明

衛生学公衆衛生学講座
780,000

講師　坪田　恵

基盤研究C ウワバゲニンの LXR を標的とした内在性血圧調
節因子としての機能解明

有機合成化学講座
1,690,000

准教授　田村　理

基盤研究C 唾液腺腫瘍組織発生における多様性獲得機構の解
明

病理学講座病態解析学分野
1,560,000

教授　入江　太朗

基盤研究C アトピー性皮膚炎の痒みにおける神経・内分泌・
免疫のクロストーク

皮膚科学講座
1,300,000

教授　天野　博雄

基盤研究C 歯の萌出経路形成における歯槽骨骨吸収メカニズ
ムの解明

口腔保健育成学講座小児歯科学・障害者歯科学分野
910,000

教授　森川　和政

基盤研究C 新しい心電図 IC カード登録システムによる急性
心筋梗塞早期診断参照システム開発

医学教育学講座地域医療学分野
1,430,000

教授　伊藤 智範

基盤研究C 脊椎器械固定術後の血液マーカーによる簡易骨癒
合診断システムの開発

整形外科学講座
2,080,000

准教授　村上 秀樹

基盤研究C 医療倫理教育のための G. グリーン作品のナラ
ティヴ解析研究

外国語学科英語分野
1,040,000

助教　柳谷 千枝子（浅田）

基盤研究C 血管新生阻害薬によるたん白尿発現メカニズム解
明と副作用回避法の研究

臨床薬剤学講座
1,170,000

教授　工藤 賢三

基盤研究C アンドロゲン依存的形態形成における血管形成の
意義の解明

解剖学講座人体発生学分野
1,430,000

助教　村嶋 亜紀

基盤研究C 脳血管形成と細胞周期の協調的な制御メカニズム
の解明

解剖学講座人体発生学分野
2,210,000

准教授　木村 英二

基盤研究C 微量アミン関連受容体は脳血管に影響を及ぼすの
か？－脳細動脈を用いた形態機能解析

解剖学講座細胞生物学分野
1,950,000

教授　齋野 朝幸

基盤研究C ATP 依存性プロテアーゼによるミトコンドリア
マトリクス蛋白質の品質管理機構の解明

生化学講座分子医化学分野
1,560,000

教授　古山 和道
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基盤研究C 褐色脂肪細胞を活性化させる分子メカニズムの解
明

内科学講座糖尿病・代謝内科分野
2,470,000

特任講師　長谷川 豊

基盤研究C 発生部位による microsatellite stable 型大腸癌の
分子解析

病理診断学講座
1,950,000

教授　菅井 有

基盤研究C 腺管分離法を用いた SNP array による胆道癌の
ゲノムコピー数解析

外科学講座
4,420,000

助教　塩井 義裕

基盤研究C 腸症関連 T 細胞リンパ腫の病態に関する臨床お
よび分子病理学的研究

内科学講座消化器内科消化管分野
2,990,000

准教授　中村 昌太郎

基盤研究C 中皮腫における Hippo 不活化で誘導されるヒア
ルアドヘリンの播種性転移機構の解明

腫瘍生物学研究部門
2,080,000

教授　前沢 千早

基盤研究C 放射線治療用小型皮膚線量計の開発
放射線医学講座

2,860,000
助教　山口 哲

基盤研究C レセプトデータに基づく脳卒中発症判定と大規模
コホート研究への適用に関する研究

衛生学公衆衛生学講座
2,340,000

准教授　丹野 高三

基盤研究C 自己血採血後遅発性副作用のリスク解析と予防の
ための看護方法の開発

臨床検査医学講座
1,690,000

准教授　鈴木 啓二朗

基盤研究C DNA マイクロアレイで得た低体温症マーカ―候
補の免疫組織化学的な法医実務応用

法科学講座法医学分野
2,210,000

講師　高宮 正隆

基盤研究C 東日本大震災被災地域住民における心電図指標と
循環器疾患発症危険に関する研究

内科学講座心血管・腎・内分泌内科分野
1,170,000

准教授　田中 文隆

基盤研究C アスパラギン残基の脱アミド化反応による慢性閉
塞性肺疾患発症のメカニズムの解明

薬理学講座病態制御学分野
2,080,000

教授　小笠原 正人

基盤研究C 鉄芽球性貧血モデル細胞を用いたミトコンドリア
鉄蓄積機構の解明

生化学講座分子医化学分野
2,080,000

講師　金子 桐子

基盤研究C 幼少期トラウマ体験と遺伝子相互作用が神経ネッ
トワークに与える影響

神経精神科学講座
1,300,000

助教　福本 健太郎

基盤研究C フロー式標識法と固相抽出技術に基づく 11C- メ
チオニンの標準製造法の確立

高エネルギー医学研究部門
1,820,000

講師　寺崎 一典

基盤研究C CdTe アレーを用いた高速・高分解能クアッドエ
ネルギーⅩ線 CT

物理学科
2,080,000

教授　佐藤 英一

基盤研究C ナノ粒子を用いた、癌原発巣 - 転移巣 CT 検出と、
放射線遠達効果による転移巣の治療法

放射線医学講座
1,430,000

講師　原田 聡

基盤研究C 血漿中遊離変異 DNA 定量による食道癌モニタリ
ングシステムの開発

外科学講座
1,690,000

講師　岩谷 岳

基盤研究C 大腸癌の予後に関連する non-cording RNA FTX
に関する検討

外科学講座
1,560,000

講師　秋山 有史

基盤研究C Muse 細胞を用いた大量肝切除後補助療法へ向け
た基盤構築

外科学講座
2,210,000

助教　片桐 弘勝

基盤研究C 大量肝切除後の幹細胞補充療法
外科学講座

1,040,000
講師　高原 武志
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研究種目 研究課題名
研究代表者所属

合計
職・氏名

基盤研究C 空間認識が人工内耳装用者の平衡機能に及ぼす影
響の解明

耳鼻咽喉科学講座
1,040,000

准教授　平海 晴一

基盤研究C TGF- βによる水晶体上皮細胞の上皮間葉系移行
における MRTF の役割

眼科学講座
1,690,000

教授　黒坂 大次郎

基盤研究C 一酸化炭素中毒における連鎖的大脳白質障害の病
態解明と最適予測因子の検索

脳神経外科学講座
1,040,000

教授　別府 高明

基盤研究C 癌原性口腔レンサ球菌の発癌機序におけるヒト歯
肉上皮ＡＩＤ異所性発現誘導

微生物学講座分子微生物学分野
2,080,000

教授　佐々木 実

基盤研究C マラッセ上皮遺残形成における新規仮説の提唱
解剖学講座機能形態学分野

1,690,000
准教授　藤原 尚樹

基盤研究C エクソソームは歯周病における歯槽骨破壊の新し
い細胞間情報伝達物質となるか？

解剖学講座機能形態学分野
2,600,000

助教　鍵谷 忠慶

基盤研究C 母床骨の改善を目指したスタチン徐放型インプラ
ントの創製

医療工学講座
1,430,000

教授　武本 真治

基盤研究C 口腔扁平上皮癌細胞における上皮間葉転換―間葉
上皮転換を介した浸潤・転移機構の解明

生化学講座細胞情報科学分野
1,560,000

准教授　加茂 政晴

基盤研究C 腫瘍分化度と遺伝子変異に基づいた歯原性腫瘍の
臨床的遺伝子診断システムの構築

病理学講座病態解析学分野
3,120,000

准教授　三上 俊成

基盤研究C GDF-5 と歯髄幹細胞ニッチを併用した新たな象
牙質再生療法樹立の試み

口腔保健育成学講座小児歯科学・障害者歯科学分野
2,730,000

講師　丸谷 由里子

挑戦的萌芽
研究

立つ・歩くことと大脳皮質－大脳基底核ループと
のかかわり

生理学講座統合生理学分野
650,000

教授　中隯　克己

挑戦的萌芽
研究

家族性頸動脈小体腫瘍家系の遺伝子変異の解明と
新規画像診断法を用いた分類法の確立

耳鼻咽喉科学講座
1,170,000

助教　齋藤　大輔

挑戦的萌芽
研究

ダイアフラム型ポンプを用いた超低容量血液浄化
システムの開発

小児科学講座
130,000

講師　石川　健

挑戦的萌芽
研究

ライブイメージング技術に立脚した即時型アレル
ギー抑制／増悪成分探索系の構築と検証

化学科
1,560,000

講師　東尾　浩典

挑戦的萌芽
研究

卵巣がんにおける免疫逃避機構改善を目指した新
規ウイルス療法の開発

産婦人科学講座
1,040,000

特任講師　利部　正裕

挑戦的萌芽
研究 呼気凝縮液を用いた急性肺障害発生予測

救急・災害・総合医学講座救急医学分野
130,000

非常勤講師　中舘　俊英

挑戦的萌芽
研究

歯根膜間葉細胞から歯の再生のためのエナメル上
皮細胞が作れるか？

解剖学講座発生生物・再生医学分野
1,300,000

教授　原田　英光

挑戦的研究
（萌芽）

血管のメカノバイオロジー：血圧変動のライブイ
メージング

解剖学講座人体発生学分野
2,210,000

教授　人見　次郎

挑戦的研究
（萌芽）

慢性関節リウマチの病態生理における分泌小胞と
してのエクソソームの役割

薬学教育学科
2,080,000

教授　奈良場　博昭

挑戦的研究
（萌芽）

間葉系幹細胞の抗炎症性マクロファージ誘導機構
を応用した難治性顎骨壊死新規治療戦略

生化学講座細胞情報科学分野
2,600,000

教授　石崎　明
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研究種目 研究課題名
研究代表者所属

合計
職・氏名

若手研究B HERS 形成における Rho シグナリングの制御と
Paxillin の相互作用の解明

解剖学講座発生生物・再生医学分野
0

研究員　熊上  深香（坂野深香）

若手研究B 線虫腸細胞内新奇オルガネラの飢餓応答性に関わ
る分子基盤の解明

生体防御学講座
910,000

助教　丹治  貴博

若手研究B 生殖補助医療後の出生前診断の経験についてのイ
ンタビュー調査

臨床遺伝学科
650,000

助教　山本　佳世乃

若手研究B 超高磁場７テスラ MRI を用いたミニマル肝性脳
症の発現機序に関する臨床的研究

内科学講座消化器内科肝臓分野
1,040,000

非常勤医師　佐原　圭

若手研究B 心房細動の発生と心房リモデリングへのヒストン
脱アセチル化酵素 6 の関与

内科学講座循環器内科分野
1,040,000

助教（任期付）　松下　尚子

若手研究B 安静時機能的 MRI の萎縮補正高精度解析手法の
開発と認知症早期診断法の確立

超高磁場ＭＲＩ診断・病態研究部門
650,000

助教　樋口　さとみ

若手研究B 頭頸部扁平上皮がんに関連するミトコンドリア遺
伝子多型の検索

耳鼻咽喉科学講座
650,000

助教　嶋本　記里人

若手研究B 東日本大震災後の社会的参加活動がソーシャル
キャピタルや主観的健康感に与える影響

衛生学公衆衛生学講座
2,080,000

助教　佐々木　亮平

若手研究B シナプス機能障害マウスを用いた新規発達障害モ
デルの検討・解析

神経科学研究部門
1,170,000

講師　真柳　平

若手研究B 義歯安定剤が咀嚼能力改善に及ぼす影響に関する
総合的検討

補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野
520,000

特任講師　野村　太郎

若手研究B アルツハイマー病治療薬創製を志向した新規天然
物リガンド生物合成システムの確立

天然物化学講座
780,000

助教　浅野　孝

若手研究B ジェネラリスト看護師における臨床判断能力の評
価手法の開発

地域包括ケア講座
1,950,000

講師　秋山 直美

若手研究B 中腎形成から考える、後腎尿管芽形成の新規メカ
ニズム

解剖学講座人体発生学分野
0

助教　村嶋　亜紀

若手研究B 食材ポリアセチレン化合物による糖代謝改善作用
の解明と標的分子の同定

化学科
1,170,000

助教　吉田　潤

若手研究B WNT-YAP/TAZ 経路を阻害するドパミン受容体
拮抗薬の大腸がん治療への応用

情報薬科学講座
1,690,000

助教　奥　裕介

若手研究B RNA ポリメラーゼ阻害による再発癌特異的治療
法の開発

医療開発研究部門
1,950,000

助教　久米　浩平

若手研究B プロトン輸送 ATPase を標的とする抗口腔病原
細菌薬の開発

機能生化学講座
2,080,000

助教　關谷　瑞樹

若手研究B 母乳育児の推進を目指した母乳中セロトニンの生
理的役割と意義の解明

臨床薬剤学講座
780,000

助教　千葉　健史

若手研究B 脳梗塞患者における Conjoint 分析を用いた定量
的に機能予後評価スケールの作成

内科学講座神経内科・老年科分野
910,000

助教　石塚　直樹

若手研究B 次世代拡散・磁化率・形態 MRI 解析による筋萎
縮性側索硬化症の早期診断法の確立

超高磁場ＭＲＩ診断・病態研究部門
780,000

助教　伊藤　賢司
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研究種目 研究課題名
研究代表者所属

合計
職・氏名

若手研究B 多白血球血漿を用いたβ -D-glucan 測定による深
在性真菌症診断法の新規開発

岩手県高度救命救急センター
1,430,000

助教　菅　重典

若手研究B 膠芽腫における PET を用いた腫瘍幹細胞高密度
領域を同定する研究

脳神経外科学講座
1,040,000

助教　佐藤　雄一

若手研究B DRLs2015 以降の CT 検査被ばくの検証－さらな
る被ばく低減を目指して－

放射線医学講座
520,000

助教　田村　明生（赤羽明生）

若手研究B 脳転移指向性乳癌細胞株および乳癌原発巣組織標
本を用いた脳転移予測マーカー探索

外科学講座
1,690,000

助教　石田　和茂

若手研究B 変異遺伝子のモニタリングによる大腸癌術後の微
少転移及び再発の新たな評価法の検証

外科学講座
1,430,000

助教（任期付）八重樫　瑞典

若手研究B 食道癌テーラーメード治療に向けた血中遊離
DNA 中の変異遺伝子診断法の開発

外科学講座
1,560,000

研究員　遠藤　史隆

若手研究B MRA を用いた数値流体力学解析による未破裂脳
動脈瘤の無侵襲予後予測法の確立

超高磁場ＭＲＩ診断・病態研究部門
390,000

ポストドクター　森　太志

若手研究B 悪性末梢神経鞘腫瘍における HDAC6 と NACC1
の機能の解析

整形外科学講座
1,820,000

助教　多田　広志

若手研究B 間葉系幹細胞由来破骨細胞分化抑制ペプチドの作
用機序と炎症性骨吸収抑制効果の解明

口腔保健育成学講座　歯科矯正学分野
1,300,000

常任研究員　菊池　恵美子（青松恵美子）

若手研究B 頚動脈小体感覚神経終末のグルタミン酸による化
学受容調節機構の解明

解剖学講座細胞生物学分野
1,300,000

助教　横山　拓矢

若手研究B 風船様肝細胞の形成機序解明による非アルコール
性脂肪性肝炎の治療標的分子解明の試み

内科学講座消化器内科肝臓分野
1,820,000

助教　柿坂　啓介

若手研究B 炎症性刺激に影響されない細胞内シグナルを利用
した新規骨再生療法の確立

補綴・インプラント学講座補綴・インプラント学分野
1,300,000

助教　横田　潤

若手研究B  p53 失活線維芽細胞よる細胞間接触依存的な肺
がん進展及び治療抵抗性獲得機構の解析

いわて東北メディカル・メガバンク機構生体情報解析部門
1,430,000

ポストドクター　大友　亮

若手研究B B 型 肝 炎 ス ク リ ー ニ ン グ 再 構 築 に 向 け た
microRNA による発癌予測手法の確立

内科学講座消化器内科肝臓分野
1,560,000

助教　吉田 雄一

若手研究B 気管支喘息患者の気道リモデリングにおける
IL-24 の新たな作用に関する研究

内科学講座呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野
650,000

助教　長島 広相

若手研究B 甲状腺ホルモン低下状態胎児の神経分化における
Bag3 の役割の解明

薬剤治療学講座
1,300,000

助教　手塚 優

若手研究B STIC 法を用いた造影頸動脈超音波検査によるプ
ラーク内新生血管の観察

内科学講座神経内科・老年科分野
2,210,000

助教　大浦 一雅

若手研究B 肥満外科手術後の腸内・口腔内細菌叢の変化と肥
満関連健康障害の改善機序の解明

外科学講座
2,080,000

助教　馬場 誠朗

若手研究B 新規治療薬開発に向けてのエナメル上皮腫増悪因
子の分子生物学的解析

微生物学講座分子微生物学分野
2,080,000

助教　石河 太知

若手研究B 抗炎症性血球細胞ニッチとしての間葉系幹細胞を
利用したアテローム治療法の開発

歯科保存学講座歯周療法学分野
1,300,000

助教　滝沢 尚希
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研究種目 研究課題名
研究代表者所属

合計
職・氏名

若手研究B 超高精細 CT による冠動脈 CT の基礎検討および
臨床応用

放射線医学講座
2,340,000

助教（任期付）高木 英誠

若手研究B 東日本大震災被災者における災害公営住宅の居住
環境が心身の健康状態に及ぼす影響

衛生学公衆衛生学講座
1,170,000

講師　田鎖 愛理

研究活動ス
タート支援

肺癌 / 中皮腫に於ける PITX2 を介した YAP 経
路によるレドックス制御の解明

呼吸器外科学講座
1,430,000

助教　重枝 弥

奨励研究 超高感度近赤外線 CT の開発による機能イメージ
ングへの展開

放射線部
570,000

診療放射線技師　佐藤　裕一
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② - ２　文部科学省科学研究費分担者状況（補助金の分担を受けている者）平成 29年度

（単位：円）

研究種目名 研究課題名
研究代表者 研究分担者所属

合計
職・氏名 職・氏名

新学術領域研究
『学術研究支援
基盤形成』

コホート・生体試料支援プラット
フォーム

東京大学 医科学研究所 いわて東北メディカル・メガバン
ク機構生体情報解析部門 2,600,000

客員教授　今井　浩三 特命教授　清水　厚志

新学術領域
研究

姿勢 - 歩行戦略の変更に伴う脳適
応機能の解明

旭川医科大学 医学部 生理学講座統合生理学分野
7,540,000

教授　高草木 薫 教授　中陦　克己

基盤研究A
生活習慣に影響する遺伝要因の解
析とメンデルランダム化による生
活習慣病コホート研究

名古屋大学 医学（系）研究科（研
究院）

いわて東北メディカル・メガバン
ク機構生体情報解析部門 1,560,000

教授　若井　建志 特命教授　清水　厚志

基盤研究A
高大接続改革の下での新しい選抜
方法に対する教育測定論・認知科
学・比較教育学的評価

東北大学 高度教養教育・学生支援
機構 共通基盤看護学講座

136,500
教授　倉元　直樹 特任講師　小松　恵

基盤研究A
SOI 式超高速 X 線イメージング
によるレールの初期転動接触疲労
の実態解明

金沢大学 人間科学系 教養教育センター情報科学科数学
分野 260,000

教授　佐々木　敏彦 教授　江尻　正一

基盤研究A
インドネシアの金鉱山地域におけ
る水銀汚染リスクの低減に関する
超学際的研究 

愛媛大学 社会共創学部 医歯薬総合研究所高エネルギー医
学研究部門 130,000

教授　榊原　正幸 教授　世良　耕一郎

基盤研究A 超早期転移リンパ節治療システム
の開発 

東北大学 医工学研究科 頭頸部外科学科
130,000

教授　小玉　哲也 教授　志賀　清人

基盤研究A
血液および尿のメタボローム解析
と食習慣と血圧との相互関係に関
する疫学研究

滋賀医科大学 アジア疫学研究セン
ター 衛生学公衆衛生学講座

91,000
教授　上島 弘嗣 教授　坂田　清美

基盤研究A
強度別身体活動と末梢血 DN Aメ
チル化および結腸癌・乳癌リスク
に関するコホート研究

佐賀大学 医学部 いわて東北メディカル・メガバン
ク機構生体情報解析部門 24,830,000

教授　田中 恵太郎 特命講師　大桃　秀樹

基盤研究B
ヒトはなぜ二足で歩けるのか？哺
乳類モデルから探る二足歩行の戦
略とその進化

京都大学 霊長類研究所 生理学講座統合生理学分野
715,000

准教授　平崎 鋭矢 教授　中陦　克己

基盤研究B
筋電図バイオフィードバック訓練
による咀嚼筋痛患者の症状改善効
果に関する多施設研究

明海大学 歯学部 補綴・インプラント学講座補綴・
インプラント学分野 130,000

教授　藤澤　政紀 特任講師　田邉　憲昌

基盤研究B
（特設分野
研究）

シナジーとリズムに基づく歩行の
数理

京都大学 工学研究科 生理学講座統合生理学分野
585,000

講師　青井 伸也 教授　中陦　克己

基盤研究B
子どもの心的外傷関連障害治療プ
ログラムの多機関における効果検
証と応用に関する研究

公益財団法人ひょうご震災記念２１世
紀研究機構・こころのケアセンター 神経精神科学講座

910,000
副センター長　亀岡 智美 講師　八木　淳子

基盤研究B
18F- 標識 PET プローブの次世代
型マイクロスケール自動合成装置
の開発

東北大学 サイクロトロン・ラジオ
アイソトープセンター

医歯薬総合研究所高エネルギー医
学研究部門 260,000

名誉教授　岩田　錬 講師　寺崎　一典

基盤研究B
PET と MRS の融合による新しい
ヒト脳内薬物濃度・受容体占拠率
測定法の開発

東北大学 サイクロトロン・ラジオ
アイソトープセンター

医歯薬総合研究所超高磁場ＭＲＩ
診断・病態研究部門 130,000

教授　田代　学 教授　佐々木　真理

基盤研究B
救急医療における中毒診療のパラ
ダイムシフト - 中毒物質の迅速検
査システムの構築 -

東北大学 医学（系）研究科（研究院） 救急・災害・総合医学講座救急医
学分野 910,000

教授　舟山　眞人 助教　藤田　友嗣

基盤研究B
（特設分野
研究）

要介護認定に至るリスクおよび認
定後の進行過程の多様性：多施設
共同コホート研究

新潟県立大学 人間生活学部 衛生学公衆衛生学講座
910,000

教授　田邊　直仁 准教授　丹野　高三

基盤研究B
プロテオミクス解析を応用した歯
髄前駆細胞／静的幹細胞の恒常性
維持と活性化の解明

新潟大学 医歯学系 解剖学講座発生生物・再生医学分
野 260,000

教授　大島　勇人 講師　大津　圭史

基盤研究B
日々の患者状態データを用いた診
療・ケアの質評価と看護業務マネ
ジメント手法の開発

産業医科大学 大学病院 共通基盤看護学講座
455,000

医療情報部長　林田 賢史 特任教授　秋山　智弥
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研究種目名 研究課題名
研究代表者 研究分担者所属

合計
職・氏名 職・氏名

基盤研究B
音韻的回帰併合の実在性と極小論
における音韻部門の位置づけに関
する統合的研究

東北学院大学 文学部 教養教育センター外国語学科英語
分野 130,000

教授　那須川　訓也 助教　大沼　仁美

基盤研究B
身体活動と末梢血 DN Aメチル
化、炎症マーカーおよび生活習慣
病リスクのコホート研究

佐賀大学 医学部 いわて東北メディカル・メガバン
ク機構生体情報解析部門 1,400,000

教授　田中 恵太郎 特命講師　大桃　秀樹

基盤研究B ヒト歯髄幹細胞からの iPS 細胞誘
導の効率化・良質化の検討

岐阜大学 医学系研究科 生化学講座細胞情報科学分野
1,040,000

教授　柴田　敏之 教授　石崎　明

基盤研究C 毛髪ミネラルを用いたアトピー性
皮膚炎発症予測モデルの改良

大阪大学 医学系研究科 医歯薬総合研究所高エネルギー医
学研究部門 260,000

准教授　山田　知美 教授　世良　耕一郎

基盤研究C
水素水飲水によるパーキンソン病
に対する多施設共同無作為化２重
盲検試験

順天堂大学 医学部 内科学講座神経内科・老年科分野
71,500

准教授　頼高　朝子 特任准教授　前田　哲也

基盤研究C
口腔自然免疫 SLPI の感染制御機
構としての歯周病原性細菌の組織
侵入抑制作用

関西女子短期大学 その他部局等 微生物学講座分子微生物学分野
195,000

教授　木村　重信 助教　石河　太知

基盤研究C
口腔自然免疫 SLPI の感染制御機
構としての歯周病原性細菌の組織
侵入抑制作用

関西女子短期大学 その他部局等 微生物学講座分子微生物学分野
130,000

教授　木村　重信 教授　佐々木　実

基盤研究C
口腔自然免疫 SLPI の感染制御機
構としての歯周病原性細菌の組織
侵入抑制作用

関西女子短期大学 その他部局等 微生物学講座分子微生物学分野
195,000

教授　木村　重信 講師　下山　佑

基盤研究C
糖尿病リスクファクターとしての
歯周病原性細菌エキソペプチダー
ゼの解析

長崎大学 医歯（薬）学総合研究科 微生物学講座分子微生物学分野
52,000

教授　根本　孝幸 講師　下山　佑

基盤研究C
 新規分子標的薬による口腔がん
の浸潤転移抑制機構の解明と臨床
応用に向けた戦略的研究

鶴見大学短期大学部 歯科衛生科 口腔顎顔面再建学講座口腔外科学
分野 65,000

准教授　藤原　久子 教授　山田　浩之

基盤研究C
精神医療の行動制限最小化に参画
するピアサポーターの教育プログ
ラムの開発と普及

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 
精神保健研究所　精神保健計画研究部 地域包括ケア講座

390,000
研究員　三宅　美智 教授　末安　民生

基盤研究C
三次元相同モデルを用いた寛骨形
状の加齢性変化に関する定量的解
析

名古屋市立大学 大学院医学系研究
科 法科学講座法医学分野

195,000
教授　青木　康博 非常勤講師　琵琶坂　仁

基盤研究C
Determination of the functions of specific CD44 
proteins in human skin and epidermis and their 
relation to skin diseases, cancer and autoimmunity

久留米大学 皮膚細胞生物学研究所 いわて東北メディカル・メガバンク機
構イノベーション推進・人材育成部門 130,000

研究員　TEYE　KWESI 特命助教　沼田　早苗

基盤研究C
過疎地域における高齢ひきこもり
者の実態把握と地域介入を柱とす
る包括的支援策の提言 

中央大学 文学部 神経精神科学講座
130,000

教授　山科　満 教授　大塚　耕太郎

基盤研究C
ユビキチンープロテアソーム系小
胞体ストレス応答制御による膵島
移植成績の向上

東北大学 医学系研究科 外科学講座
65,000

非常勤講師　伊勢　一哉 教授　佐々木　章

基盤研究C 腱・腱鞘再建の治療成績改善を目
指して：生体工学的研究

東京医科大学 医学部 整形外科学講座
130,000

教授　西田　淳 助教　三又　義訓

基盤研究C
口腔細菌ペプチダーゼの基質とな
る全身疾患関連生理活性ペプチド
探索の基盤研究

長崎大学 医歯薬学総合研究科（歯
学系） 微生物学講座分子微生物学分野

65,000
准教授　根本 優子 講師　下山　佑

基盤研究C
歯髄幹細胞を応用した傾斜機能型
ナノハイブリッドインプラントの
新治療戦略の構築

愛知学院大学 歯学部 生化学講座細胞情報科学分野
130,000

教授　武部　純 教授　石崎　明

基盤研究C
歯髄幹細胞を応用した傾斜機能型
ナノハイブリッドインプラントの
新治療戦略の構築

愛知学院大学 歯学部 生化学講座細胞情報科学分野
130,000

教授　武部　純 講師　帖佐　直幸

基盤研究C 母乳中に含まれる種々生理活性物
質の生理的役割の解明

日本薬科大学 薬学部 臨床薬剤学講座
130,000

准教授　前田　智司 助教　千葉　健史
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研究代表者 研究分担者所属

合計
職・氏名 職・氏名

基盤研究C “ 自殺の木 ” その科学的解明　- 犯
罪死見逃し防止のために -

東北大学 医学系研究科 救急・災害・総合医学講座救急医
学分野 325,000

講師　臼井　聖尊 助教　藤田　友嗣

基盤研究C
軽度認知機能障害における大脳白
質病変容積の認知機能、抑うつ、
脳血流に対する影響

東京医科大学 医学部 医歯薬総合研究所超高磁場ＭＲＩ
診断・病態研究部門 130,000

講師　平尾 健太郎 講師　山下　典生

基盤研究C NK 細胞活性化によるアトピー性
皮膚炎の新規治療の開発

群馬大学 大学病院 皮膚科学講座
130,000

助教　岸　史子 教授　天野　博雄

基盤研究C
口腔細菌のメタボロトーム解析を
利用した歯周疾患の診断法の開発
と制御の試み

愛知学院大学 歯学部 構造生物薬学講座
130,000

准教授　吉田　康夫 助教　毛塚　雄一郎

基盤研究C
光コヒーレンストモグラフィーを
用いた頭頸部領域における光学的
組織診断法の確立 

公益財団法人田附興風会 医学研究
所 耳鼻咽喉科学講座

130,000
研究員　坂本　達則 准教授　平海　晴一

挑戦的萌芽
研究

駆血時の超音波後方散乱特性計測
による赤血球凝集度と疾病との相
関に関する研究

東北大学 工学研究科 内科学講座糖尿病・代謝内科分野
130,000

教授　金井　浩 教授　石垣　泰

挑戦的萌芽
研究

心電計同期型の眼底撮影システム
導入による、循環器疾患リスク予
測精度の向上

帝京大学 医学部 衛生学公衆衛生学講座
260,000

講師　淺山　敬 講師　坪田　恵

挑戦的研究
（萌芽）

ヒト以外の哺乳類における鼻腔の
生理学的機能に関するシミュレー
ションモデルの開発

京都大学 霊長類研究所 医歯薬総合研究所超高磁場ＭＲＩ
診断・病態研究部門 1,430,000

准教授　西村 剛 ポスト ･ ドクター　森　太志

挑戦的研究
（萌芽）

内因性および外因性因子によるメ
タボリックシンドロームの抑制性
制御機構の解明

横浜薬科大学 薬学部 分子細胞薬理学講座
390,000

教授　田辺　由幸 助教　斉藤　麻希

挑戦的研究
（萌芽）

大規模健常脳 MRI データベース
を利用した 3D 映像酔いの脳内メ
カニズム解明

高知工科大学 地域連携機構 医歯薬総合研究所超高磁場ＭＲＩ
診断・病態研究部門 260,000

客員教授　朴 啓彰 講師　山下　典生
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③　文部科学省　私立学校施設整備費補助金・私立大学等研究設備整備費等補助金　申請・採択状況
１．申請状況

２．採択状況

（単位：千円）

（単位：千円）

区分 装置名（事業名） 事業経費 補助希望額

研究装置 ブラン
ディング 高分解能核磁気共鳴装置 46,807 20,000 

合　計 46,807 20,000 

区分 装置名（事業名） 事業経費 交付決定額 資産番号 設置場所

研究装置 ブラン
ディング 高分解能核磁気共鳴装置 46,807 20,000 29-975

矢巾キャンパス
生命科学研究技術支援セン
ター

合　計 46,807 20,000 
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④　厚生労働科学研究費補助金採択状況（平成 29年度）
●研究代表者 （単位：円）

●研究分担者 （単位：円）

講座・職・氏名 種類 事業名 課題名 交付基準額 配分額

岩手医科大学
副学長　小林　誠一郎 補助金

健康安全・危機
管理対策総合研
究事業

岩手県における東日本大震災被災者の支援を
目的とした大規模コホート研究 76,632,000 69,120,000 

講座・職・氏名 種類 事業名 課題名 主任者所属・氏名 配分額

生化学講座分子医化学分野
教授　古山　和道 補助金 難治性疾患等政

策研究事業
先天性骨髄不全症の診断基準・重
症度分類・診療ガイドラインの確
立に関する研究

弘前大学
伊藤　悦朗 400,000 

微生物学講座感染症学・免
疫学分野
特任准教授　吉野　直人

補助金 エイズ対策政策
研究事業

HIV 感染妊娠に関する全国疫学
調査と診療ガイドラインの策定な
らびに診療体制の確立

奈良県立病院機構奈良
県総合医療センター
喜多　恒和

9,000,000 

衛生学公衆衛生学講座
教授　坂田　清美 補助金

循環器疾患・糖尿
病等生活習慣病対
策総合研究事業

生涯にわたる循環器疾患の個人リスクお
よび集団のリスク評価ツールの開発を目
的とした大規模コホート統合研究

慶應義塾大学
岡村　智教 1,600,000 

衛生学公衆衛生学講座
教授　坂田　清美 補助金

循環器疾患・糖尿
病等生活習慣病対
策総合研究事業

社会的要因を含む生活習慣病リスク要因の
解明を目指した国民代表集団の大規模コ
ホート研究：NIPPON DATA80/90/2010

滋賀医科大学
三浦　克之 450,000 

内科学講座消化器内科消化
管分野
教授　松本　主之

補助金 難治性疾患等政
策研究事業

難治性炎症性腸管障害に関する調
査研究

東邦大学医療センター
佐倉病院
鈴木　康夫

800,000 

内科学講座消化器内科肝臓
分野
講師　宮坂　昭生

補助金 肝炎等克服政策
研究事業

肝炎ウイルス感染状況と感染後の
長期経過に関する研究

広島大学
田中　純子 1,000,000 

内科学講座糖尿病・代謝内
科分野
教授　石垣　泰

補助金 難治性疾患等政
策研究事業 原発性高脂血症に関する調査研究 自治医科大学

石橋　俊 200,000 

耳鼻咽喉科学講座
教授　佐藤　宏昭 補助金 難治性疾患等政

策研究事業 難治性聴覚障害に関する調査研究 信州大学
宇佐美　真一 500,000 

耳鼻咽喉科学講座
教授　佐藤　宏昭 補助金 労災疾病臨床研

究事業
騒音性難聴による生活の質と労働生産
性の低下を防ぐ予防から発症後まで俯
瞰したデータ収集と現場の支援

筑波大学
和田　哲郎 500,000 

超高磁場 MRI 診断・病態
研究部門
教授　佐々木真理

補助金 難治性疾患等政
策研究事業

プリオン病及び遅発性ウイルス感
染症に関する調査研究

金沢大学
山田 正仁 600,000 

超高磁場 MRI 診断・病態
研究部門
教授　佐々木真理

補助金 難治性疾患等政
策研究事業

特発性正常圧水頭症の診療ガイド
ライン作成に関する研究

順天堂大学
新井 一 300,000 

岩手医科大学
理事長　小川　彰 補助金

循環器疾患・糖尿
病等生活習慣病対
策総合研究事業

脳卒中の医療体制の整備のための
研究

九州大学
飯原　弘二 0 

脳神経外科学講座
教授　小笠原　邦昭 補助金

循環器疾患・糖尿
病等生活習慣病対
策総合研究事業

脳卒中の医療体制の整備のための
研究

九州大学
飯原　弘二 0 

内科学講座消化器内科消化
管分野
教授　松本　主之

補助金 難治性疾患等政策
研究事業

消化管良性多発腫瘍好発疾患の医
療水準向上及び均てん化のための
研究

京都府立医科大学
石川　秀樹 0 

臨床遺伝学科
教授　福島　明宗 補助金

成育疾患克服等
次世代育成基盤
研究事業

出生前診断実施時の遺伝カウンセ
リング体制の構築に関する研究

京都大学
小西　郁生 0 

神経精神科学講座
教授　大塚　耕太郎 補助金 障害者政策総合

研究事業
災害時の精神保健医療に関する研
究

国立精神・神経医療研
究センター
金　吉晴

0 
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講座・職・氏名 種類 事業名 課題名 主任者所属・氏名 配分額

外科学講座
教授　佐々木　章 補助金 難治性疾患等政

策研究事業
食欲中枢異常による難治性高度肥
満症の実態調査

東邦大学
龍野　一郎 0 

内科学講座循環器内科分野
教授　森野　禎浩 補助金

循環器疾患・糖尿
病等生活習慣病対
策総合研究事業

既存データベースの活用による虚血性心疾
患・大動脈疾患診療の実態把握ならびに医療
体制構築に向けた指標の確立のための研究

大阪大学
坂田　泰史 0 

共通基盤看護学講座
教授　嶋森　好子 補助金 地域医療基盤開

発推進研究事業
医療安全対策の最新のエビデンス
と今後の政策課題についての研究

東邦大学
長谷川　友紀 0 

災害医学講座
教授　眞瀬　智彦 補助金 地域医療基盤開

発推進研究事業
地震、津波、洪水、土砂災害、噴火
災害等の各災害に対応した BCP 及
び病院避難計画策定に関する研究

鳥取大学
本間　正人 0 
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⑤　私立大学等経常費補助金採択状況（平成 29年度）

◎　大学院等の機能の高度化
　　大型設備等運営支援　補助交付額　27,500 千円

　　戦略的研究基盤形成支援　補助交付額　25,000 千円

　　私立大学研究ブランディング事業　補助交付額　31,000 千円

（単位：千円）
区　分 補助項目 補助交付額

一般補助 1,637,209 

特別補助

Ⅰ　成長力強化に貢献する質の高い教育
　１　地方に貢献する大学等への支援 2,400 
　２　医学部入学定員の増員
　３　被災地の復興支援 600 
Ⅱ　社会人の組織的な受入れ
　１　正規学生としての受入れ 19,200 
　２　多様な形態による受入れ
　３　社会人の受入れ環境整備 900 
Ⅲ　大学等の国際交流の基盤整備
　１　海外からの学生の受入れ
　２　海外からの教員の招へい
　３　学生の海外派遣
　４　教員の海外派遣 1,600 
　５　大学等の教育研究環境の国際化 300 
Ⅳ　大学院等の機能の高度化
　１　大学院における研究の充実 25,740 
　２　研究施設運営支援
　３　大型設備等運営支援 27,500 
　４　私立大学研究ブランディング事業 31,000 
　　　※　戦略的研究基盤形成支援 25,000 
　５　大学間連携等による共同研究
　６　専門職大学院等支援
　７　法科大学院支援
　８　短期大学・高等専門学校における教育研究の充実
Ⅴ　経営強化等支援
　１　私立大学等経営強化集中支援事業
　２　未来経営戦略推進経費（継続分）
Ⅵ　授業料減免及び学生の経済的支援体制の充実
　１　授業料減免事業等支援
　２　卓越した学生に対する授業料減免等
　３　特色ある経済的支援方策
Ⅶ　東日本大震災からの復興支援
　１　授業料減免事業等支援（震災分） 52,641 
　２　被災私立大学等復興特別補助
私立大学等改革総合支援事業
　タイプ１　教育の質的転換 19,500 
　タイプ２　地域発展
　タイプ３　産業界・他大学等との連携
　タイプ４　グローバル化

小　　計 206,381 
合　　計 1,843,590 

研究プロジェクト名 研究代表者所属・氏名
異分野融合による脳と心の健康のための介入的ニューロイメージング研究拠点 医学部　教授　佐々木　真理

研究プロジェクト名 研究代表者所属・氏名
医歯薬連携による全身疾患としての血管病の地域還元型学際的研究拠点 医学部　教授　石垣　泰

大型設備等名称 購入年度
超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 平成 25 年度
超微形態三次元解析システム 平成 17 年度
スペクトル分光画像解析システム 平成 21 年度
IN Cell Analyzer 2000 平成 21 年度
研究用超高磁場７テスラ MRI 装置 平成 21 年度
共焦点レーザースキャン顕微鏡 平成 16 年度
複合タンパク質解析システム 平成 23 年度
蛍光相関分光顕微鏡システム 平成 16 年度
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⑥ -1　平成 29 年度　岩手県地域医療研究費補助事業　申請課題採択一覧
（単位：円）

№ 所属 職名 代表者 研究課題名 補助金額

1 病理学講座　機能病態
学分野 教授 増田　友之 消化管がん温熱療法後の免疫応答における生理活性蛋白質および

病理学的な検討 1,000,000 

2 医学教育学講座 教授 伊藤　智範 地域包括ケアに関わる地域医療実習期間が医学生へ及ぼす効果 1,000,000 

3 内科学講座　消化器内
科消化管分野 教授 松本　主之 ヘリコバクターピロリ除菌後胃癌の臨床および分子病理学的研究 1,000,000 

4 内科学講座　消化器内
科肝臓分野 教授 滝川　康裕 岩手県における肝不全診療体制の確立と有効な治療法の開発に関

する研究 1,000,000 

5 内科学講座　心血管・
腎・内分泌内科分野 教授 中村　元行 東日本大震災地域における心電図異常の新規出現に関連する因子

の検討 1,000,000 

6
内科学講座　呼吸器・
アレルギー・膠原病内
科分野

教授 前門戸　任 ヒ ト 肺 癌 に お け る 変 異 型 epidermal growth factor receptor 
（EGFR）の分子シミュレーション解析にもとづく個別化治療 1,000,000 

7 内科学講座　神経内
科・老年科分野 教授 寺山　靖夫 全自動血液凝固能測定器を用いた脳梗塞に対する抗血栓療法の最

適化に関する研究 1,000,000 

8 内科学講座　循環器内
科分野 教授 森野　禎浩 岩手県で若年発症した急性冠症候群患者における臨床背景の検討 1,000,000 

9 脳神経外科学講座 教授 小笠原邦昭 脳主幹動脈狭窄閉塞性病変における認知機能低下と脳アミロイド
沈着との関連：脳血管性認知症とアルツハイマー型認知症の交点 1,000,000 

10 心臓血管外科学講座 教授 金　　　一 重症糖尿病合併患者における心臓手術後の人工膵臓の有用性に関
する研究 1,000,000 

11 整形外科学講座 教授 土井田　稔 岩手県における腰椎変性疾患の病態解明と日常生活に及ぼす影響
の調査 1,000,000 

12 形成外科学講座 教授 櫻庭　　実 岩手県における糖尿病性壊疽による足切断症例の検討 1,000,000 

13 産婦人科学講座 教授 杉山　　徹 岩手県産婦人科医療における第７次医療計画実施に向けた大学病
院および県立病院連携の強化 1,000,000 

14 小児科学講座 教授 小山耕太郎 新生児集中治療室からの後搬送システムの確立と，後搬送後の
フォローアップ体制の整備 1,000,000 

15 眼科学講座 教授 黒坂大次郎 円滑な眼科診療における病々連携の構築をするための基本的研究 1,000,000 

16 泌尿器科学講座 教授 小原　　航 移植腎の蛋白発現解析による腎機能予後関連因子の探索～岩手県
の腎移植増進に向けて～ 1,000,000 

17 神経精神科学講座 教授 大塚耕太郎 児童思春期症例への精神医学的アプローチの治療反応性と生物学
的変化との関連性の検証 1,000,000 

18 放射線医学講座 教授 江原　　茂 前立腺癌 IMRT における簡便な膀胱容量管理法の開発と普及 1,000,000 

19 麻酔学講座 教授 鈴木　健二 麻酔中低酸素状態の早期検出に関する研究 1,000,000 

20 救急・災害・総合医学
講座　救急医学分野 教授 井上　義博 敗血症治療成績の向上に向けた敗血症早期診断能向上に関する研

究 1,000,000 
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⑥ - ２　岩手県医療局助成金配分内訳表（平成 29年度）

⑦　圭陵会学術振興研究助成・褒賞受賞状況（平成 29年度）

（単位：円）

講　座（分野） 金　額 講　座（分野） 金　額

内科学講座（消化器内科消化管分野） 2,180,000 皮膚科学講座　　　　 1,550,000 

内科学講座（消化器内科肝臓分野） 3,085,000 泌尿器科学講座　　　 3,110,000 

内科学講座（糖尿病・代謝内科分野） 1,095,000 産婦人科学講座　　　 3,080,000 

内科学講座（心血管・腎・内分泌内科分野）　　 2,200,000 眼科学講座　　　　　 1,640,000 

内科学講座（循環器内科分野）　　 2,610,000 耳鼻咽喉科学講座　　 1,373,000 

内科学講座（呼吸器・アレルギー・膠原病内科分野）　　　1,600,000 放射線医学講座　　　 1,296,000 

内科学講座（血液腫瘍内科分野）　　 800,000 麻酔学講座　　　　　 2,810,000 

内科学講座（神経内科・老年科分野）　　 2,450,000 救急・災害・総合医学講座（救急医学分野） 450,000 

神経精神科学講座　　 1,728,000 救急・災害・総合医学講座（総合診療医学分野） 150,000 

小児科学講座　　　　 2,920,000 病理診断学講座 675,000 

外科学講座　　　 7,370,000 病理学講座（機能病態学分野） 675,000 

脳神経外科学講座　　 3,150,000 　　　医学部間接経費 4,878,000 

心臓血管外科学講座 600,000 　　　医学部　　　　計　 58,535,000 

呼吸器外科学講座 450,000 歯学部 1,343,000 

整形外科学講座　　　 3,630,000 　　　歯学部間接経費 122,000 

形成外科学講座　　　 980,000 　　　歯学部　　　　計 1,465,000 

合　　　　　計 60,000,000

区　分 申請件数 採用件数 備　　考

学　 術　 賞 11 件 ３件（３名） 賞状と時計

共同研究助成 10 件 ３件（11 名） 助成金 1 件　1,000,000 円

個人研究助成 10 件 ４件（４名） 助成金 1 件　　　300,000 円

岩手詣学士賞 ０件 ０件 賞状とトロフィ

特　 別　 賞 ０件 ０件 賞状ならびに副賞
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⑧ - １　その他の研究費補助金採択状況
邦及び公的機関より受託研究費採択状況（平成 29 年度） （単位：千円）

研究代表者
交付機関 研究事業名 受託課題名 交付金額

所属 職名・氏名

衛生学公衆衛生学
講座

教授
坂田　清美

国立研究開発法
人国立がん研究
センター

多目的コホートに基づく
がん予防など健康の維
持・増進に役立つエビデ
ンスの構築に関する研究

（多目的コホート研究）

二戸地域におけるコホート構築 1,500

衛生学公衆衛生学
講座

准教授
丹野　高三

国立研究開発法
人国立がん研究
センター

がんの個別化予防に資す
る日本における大規模分
子疫学研究の共同研究体
制構築に関する研究

いわて東北メディカル・メガバンク
機構（IMM）におけるゲノム情報
の解析への利活用と解析を担当

清水厚志分
に一括計上

内科学講座消化器
内科肝臓分野

教授
滝川　康裕

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

感染症実用化研究事業　
肝炎等克服実用化研究事
業
肝炎等克服緊急対策研究
事業

経口感染によるウイルス性肝炎（A
型及び E 型）の感染防止、病態解明、
治療等に関する研究

1,200

内 科 学 講 座 糖 尿
病・代謝内科分野

講師
武部　典子

公益財団法人日
本糖尿病財団

糖尿病予防のための戦略
研究課題 3（J-DOIT3）

２型糖尿病患者を対象とした血管合
併症抑制のための強化療法と従来治
療とのランダム化比較試験介入終了
後の追跡研究　J-DOIT3（追跡）

300

内科学講座 呼吸
器・アレルギー・
膠原病内科分野

助教
山下　雅大

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

医療研究開発推進事業費
補助金
橋渡し研究戦略的推進プ
ログラム（シーズ A）

急性肺傷害における末梢血単球に発
現する VEGFR-3 の機能解明と診断
的意義の確立

4,250

内科学講座 血液
腫瘍内科分野

教授
石田　高司

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

次世代がん医療創生研究
事業

がん細胞および免疫応答解析に基づ
くがん免疫療法効果予測診断法の確
立

3,790

内科学講座血液腫
瘍内科分野

教授
石田　高司

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

がん免疫療法における抗 CCR4 抗
体による Treg 除去療法　～抗体単
独療法から複合免疫療法への医師主
導治験～

2,988

内科学講座血液腫
瘍内科分野

教授
石田　高司

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

NY-ESO-1 抗原特異的 TCR 遺伝子
導入 T リンパ球輸注による同種移
植後再発難治性成人 T 細胞白血病
リンパ腫を対象とした多施設共同臨
床第Ⅰ相医師主導治験

0

内科学講座 神経
内科・老年科分野

特任准教授
前田 哲也

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的先端研究開発支援
事業ユニットタイプ「微
生物叢と宿主の相互作
用・共生の理解と、それ
に基づく疾患発症のメカ
ニズム解明 」研究開発
領域

パーキンソン病の起因となる腸管α
-synuclein 異常蓄積に対する腸内細
菌叢の関与の解明

4,290

内科学講座 神経
内科・老年科分野

教授
寺山　靖夫

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

｢統合医療｣ に係る医療
の質向上・科学的根拠収
集研究事業

薬物乱用頭痛における抑肝散の有効
性の検討 300

内科学講座 神経
内科・老年科分野

教授
寺山　靖夫

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

長寿・障害総合研究事業　
認知症研究開発事業

健康長寿社会の実現を目指した大規
模認知症コホート研究 11,000

外科学講座 准教授
肥田　圭介

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

高度リンパ節転移を有する HER2
陽性胃癌に対する術前 trastuzumab
併用化学療法の意義に関する臨床試
験

1,000

脳神経外科学講座 教授
小笠原邦昭

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

循環器疾患・糖尿病等生
活習慣病対策実用化研究
事業

脳卒中研究者新ネットワークを活用
した脳・心血管疾患における抗血栓
療法の実態と安全性の解明

200

脳神経外科学講座 教授
小笠原邦昭

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

循環器疾患・糖尿病等生
活習慣病対策実用化研究
事業

全国的レジストリーによる脳卒中お
よび循環器疾患の実態把握の確立と
両疾患合併に関する包括的診療実態
解明に関する研究

500

脳神経外科学講座 教授
小笠原邦昭

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

循環器疾患・糖尿病等生
活習慣病対策実用化研究
事業

脳卒中を含む循環器病対策の評価指
標に基づく急性期医療体制の構築に
関する研究

416

─ 430 ─



研究代表者
交付機関 研究事業名 受託課題名 交付金額

所属 職名・氏名

脳神経外科学講座 教授
別府　高明

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

中枢神経系原発悪性リンパ腫に対す
るテモゾロミドを用いた標準治療確
立に関する研究

260

脳神経外科学講座 教授
別府　高明

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

再発膠芽腫に対するテモゾロミド用
量強化法を用いた標準治療確立に関
する研究

0

整形外科学講座 教授
土井田　稔 岩手県 岩手県地域医療研究費補

助金事業
岩手県における腰椎変性疾患の病態
解明と日常生活に及ぼす影響の調査 1,000

形成外科学講座 教授
桜庭　実

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

乳房再建におけるアウトカム指標の
確立と科学的根拠に基づいた患者意
思決定支援

910

小児科学講座 教授
小山耕太郎

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

循環器疾患・糖尿病等生
活習慣病対策実用化研究
事業

成人先天性心疾患の遠隔期合併症・
問題点の解明とリスク低減への対処
法開発に関する研究

1,000

耳鼻咽喉科学講座 教授
佐藤　宏昭

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

長寿・障害総合研究事業　
障害者対策総合研究開発
事業

耳鳴診療ガイドラインの開発に関す
る研究 403

泌尿器科学講座 教授
小原　航

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

次世代がん医療創生研究
事業

（オーダーメイド医療の
実現プログラム」と連携）

ゲノム網羅的解析情報を基盤とする
オーダーメイドがん医療実現のため
の開発研究

4,000

泌尿器科学講座 教授
小原　航

公益財団法人先
端医療振興財団

保存期慢性腎臓病患者を対象とし
た臨床研究－ダルベポエチン ア
ルファ製剤低反応に関する検討－

（BRIGHTEN）

泌尿器科学講座 教授
小原　航

公益財団法人先
端医療振興財団

根治療法後に再発を来した非転移性
の去勢抵抗性前立腺癌に対するエン
ザルタミドの臨床効果および安全性
の検討」（JCASTRE-Zero）

神経精神科学講座 講師　八木 
淳子 厚生労働省 子ども・子育て支援推進

調査研究事業
東日本大震災による被災児童等に対
する支援に関する研究 0

神経精神科学講座 教授
大塚耕太郎

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

長寿・障害総合研究事業　
障害者対策総合研究開発
事業（精神障害分野）

社会的ひきこもりの長期化打開のた
めのエビデンスに基づく家族向け教
育支援モデルの構築

300

臨床腫瘍学講座 教授
伊藤　薫樹

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

臨床試験と全国患者実態把握による
indolent ATL に対する標準治療の
開発研究

700

頭頸部外科学科 教授
志賀　清人

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

進行上顎洞癌に対する超選択的動注
化学療法を併用した放射線治療によ
る新規治療法開発に関する研究

520

構造生物薬学講座 助教
阪本　泰光

武田科学振興財
団 薬学研究奨励 糖非発酵グラム陰性細菌のペプチド

代謝系を標的とする抗菌薬開発 2,000

構造生物薬学講座 助教
毛塚雄一郎 歯科基礎医学会 平成 29 年度若手研究者

助成制度
Fusobacterium nucleatum に お け
る硫化水素産生機構の解明とその制
御

350

天然物化学講座 准教授
林　宏明

独立行政法人日
本学術振興会

ひらめき☆ときめきサイ
エンス～ようこそ大学の
研究室へ～
KAKENHI（研究成果の
社会還元・普及事業）

植物の不思議な薬体験　甘い薬　甘
くなくなる薬　レモンが甘くなる薬 232

分子細胞薬理学講
座

教授
弘瀬　雅教 農林水産省

農林水産省 革新的技術
開発・緊急展開事業（う
ち経営体強化プロジェク
ト）「三陸産イサダを全
利用した高付加価値素材
の効率的生産体系構築」

三陸産イサダより抽出した機能性素
材 8-HEPE の抗動脈硬化作用、抗
糖尿病作用、非アルコール
性脂肪肝改善作用及び認知症予防作
用についての検討

7,808

生物学科 教授
松政　正俊

環境省自然環境
局・生物多様性
センター

平成 28 年度東北地方太
平洋沿岸地域生態系監視
調査

干潟調査 310

超高磁場ＭＲＩ診
断・病態研究部門

教授
佐々木真理

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

臨床研究・治験推進研究
事業

酸素の安定同位体 O-17 を用いた次
世代 MRI 検査法の開発 6,500

─ 431 ─



研究代表者
交付機関 研究事業名 受託課題名 交付金額

所属 職名・氏名

超高磁場 MRI 診
断・病態研究部門

教授
佐々木真理

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

循環器疾患・糖尿病等生
活習慣病対策実用化研究
事業

脳卒中研究者新ネットワークを活用
した脳・心血管疾患における抗血栓
療法の実態と安全性の解明

1,000

超高磁場ＭＲＩ診
断・病態研究部門

教授
佐々木真理

国立研究開発法
人科学技術振興
機構

革新的研究開発推進プロ
グラム（ImPACT）

脳情報の可視化と制御による活力溢
れる生活の実現（脳ドッククラウド） 16,500

超高磁場ＭＲＩ診
断・病態研究部門

教授
佐々木真理

国立研究開発法
人国立循環器病
研究センター

循環器病研究開発費
急性期脳梗塞に対する高度急性期医
療の推進に関わる迅速画像診断法の
確立

1,505

超高磁場ＭＲＩ診
断・病態研究部門

教授
佐々木真理

国立研究開発法
人国立循環器病
研究センター

循環器病研究開発費 国際連携による脳卒中臨床試験推進
と脳卒中教育強化を目指した研究 800

医療開発研究部門 特任教授
西塚　　哲 日本学術振興会 国際共同研究加速基金・

国際共同研究強化
薬剤耐性コロニーをモデルとした癌
再発抑制へ繋がる化合物同定に関す
る研究

14,300

医療開発研究部門 特任教授
西塚　　哲 文部科学省 新学術領域研究・研究領

域提案型
薬剤耐性癌細胞の多様性に対応する
至適分子標的薬選定プロセスの体系
化

8,450

生体情報解析部門
（メガバンク）

特命教授
清水　厚志

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的がん医療実用化研
究事業

統合された科学的根拠に基づく日本
人のためのがんリスク評価モデルの
開発とその革新的改善に資する疫学
研究の推進

3,900

生体情報解析部門 特命教授
清水　厚志

国立研究開発法
人国立がん研究
センター

がんの個別化予防に資す
る日本における大規模分
子疫学研究の共同研究体
制構築に関する研究

いわて東北メディカル・メガバンク
機構（IMM）におけるゲノム情報
の解析への利活用と解析を担当

2,000

いわて東北メディ
カル・メガバンク
機構

機構長
佐々木真理

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

ゲノム医療実現推進プ
ラットフォーム事業先端
ゲノム研究開発

糖尿病の遺伝・環境因子の包括的解
析から日本発次世代型精密医療を実
現するプロジェクト

5,000

─ 432 ─



⑧ - ２　その他の研究費補助金採択状況
８- ①以外の公的団体からの補助金採択状況（平成 29 年度） （単位：千円）

研究代表者
交付機関 研究事業名 受託課題名 交付金額

所属 職名・氏名

解剖学講座　人体
発生学分野

助教
三上　貴浩

一財）近藤記念
医学財団

平成 29 年度　研究奨励
金 

2 型糖尿病発症マーカーとしての
DNA メチル化プロファイルの解析 1,000

微生物学講座　感
染症学・免疫学分
野

助教
佐々木　裕

カクタス・コミュ
ニケーションズ
㈱エディテージ・
エッジ事務局

2017 年度エディテージ
研究費　基礎グラント

細菌性肺炎を誘導するウイルス感染
症の解析：C 型インフルエンザウイ
ルスの病原性解明に向けた感染マウ
スモデルの作製

500

内科学講座　糖尿
病・代謝内科分野

特任講師
長谷川　豊

公財）武田科学
振興財団

2017 年度医学系研究奨
励

肥満における褐色細胞の生理機能と
その分子基盤の解明 2,000

脳神経外科学講座 助教
及川　公樹

公益財団法人中
谷医工計測技術
振興財団

平成２８年度技術交流助
成プログラム（海外派遣） 参加学会名 BRAIN2017（BERLIN） 345

脳神経外科学講座 助教
松本　昌泰

公益財団法人中
谷医工計測技術
振興財団

平成２８年度技術交流助
成プログラム（海外派遣） 参加学会名 BRAIN2017（BERLIN） 345

脳神経外科学講座 助教
南波　孝昌

公益財団法人中
谷医工計測技術
振興財団

平成２８年度技術交流助
成プログラム（海外派遣）

参加学会名 ISMRM2017
（HONOLULU） 230

岩手県高度救命救
急センター

助教
小守林靖一

公益社団法人長
寿科学振興財団

平成２８年度長寿科学関
連国際学会派遣事業

参加学会 International Stroke 
Conference 2017 実費

泌尿器科学講座 教授
小原　　航

特定非営利活動
法人 J-Cap 研究
会

前立腺がん患者の診断時背景因子と
初期治療および治療経過に関する実
態調査研究

泌尿器科学講座 教授
小原　　航

一般社団法人日
本泌尿器科学会

骨転移を有する去勢抵抗性前立腺癌
を対象とした多施設共同前向き観察
研究

放射線医学講座 助教
高木　英誠

日本私立学校振
興・共済事業団

平成 29 年度学術研究振
興資金（若手研究者奨励
金）

逐次近似再構成法を用いた超低被曝
冠動脈 CT 撮影法の開発 500

構造生物薬学講座 助教
毛塚雄一郎

一社）歯科基礎
医学会

平成 29 年度　若手研究
者助成

Fusobacterium nucleatum における
硫化水素産生機構の解明とその制御 500

有機合成化学講座 助教
辻原　哲也

物質・デバイス領
域共同研究拠点

H29 年度物質・デバイス
領域共同研究　基盤共同
研究

1-[6] ヘリセンチオール誘導体の官能
基化法の開発 159

有機合成化学講座 助教
辻原　哲也

公 益 財 団 法 人 
日本化学研究会 化学研究連絡助成金

ヘリセンを配位子骨格とするアレー
ン - スルホキシド配位子の開発とそ
の機能評価

600

情報薬科学講座 教授
西谷　直之

公益財団法人　武
田科学振興財団 薬学系研究奨励 多様な Wnt/ β -catenin 経路阻害剤群

による腫瘍免疫ブースト効果の解析 2,000

地域包括ケア講座 助手
舘向　真紀

一社）日本在宅
ケア学会

第 5 回実践および研究助
成

新卒訪問看護師育成プログラムの検
討 200

地域包括ケア講座 教授
野村　陽子

公財）テルモ生
命科学芸術財団 2017 年度研究開発助成 大学病院と三陸沿岸地域の看看連携

システム開発に関する研究 1,000

生物学科 助教
阿部　博和

公財）日本科学
協会

平成 29 年度笹川科学研
究助成

世界初となるホヤ特有の動物性セル
ロースに穿孔する生物の発見：多毛
類未記載種による穿孔メカニズムの
解明と分類学的検証

920

生物学科 助教
阿部　博和

利尻島調査研究
事業

2017 年度利尻島調査研
究事業

利尻島におけるスピオ科多毛類の分
類学的研究 100

医歯薬総合研究所
神経科学研究部門

講師
真柳　　平

GSK ジャパン研
究助成（グラク
ソ・スミスクラ
イン株式会社）

研究助成金
うつ病発症における前頭前皮質シナ
プス機能低下の関与　－シナプス機
能障害マウスを用いた社会性ストレ
ス負荷うつ病モデルによる解析－

2,000
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⑨　講座研究費・特別研究費（平成 29年度）
　１．講座研究費（基本額） （単位：円）

　２．特別研究費（年度予算額） （単位：円）

⑩　平成 29年度受託研究費

職　名
特別研究費

（個人配分）

対象人員（29.5.1）
備　　考

医学部 歯学部 薬学部 教養教育
センター

共同研究
部　　門 計

教　授 420,000 0

・特別研究費

岩手医科大学特別研究費

取扱要綱により支給

准教授 300,000 0

講　師 240,000 0

助　教 200,000 0

任期付助教 180,000 

計 0 0 0 0 0 0

講座研究費（基本額）

学部 講座配分額 予算総額 備考（講座数等）

医学部

2,500,000

104,375,000

　　　　　　　講　座　　　36

1,250,000 　　　　　　　半講座　　　4

625,000 　　　　　　　その他　　　15

歯学部

2,593,000

53,562,000

　　　　　　　講　座　　　19

644,500 　　　　　　　その他　　　6

428,000 　　　　　　　その他　　　1

薬学部 2,552,000 43,384,000 　　　　　　　講　座　　　17

看護学部 2,712,000 10,848,000 　　　　　　　講　座　　　4

教養教育センター
442,000

3,496,000
　　　　　　　実験系　　　3

310,000 　　　　　　　非実験系　　7

学部
受託研究費

受入件数 受入総金額

医　学　部 2,231 456,529,441 

歯　学　部 8 8,962,400 

薬　学　部 5 6,880,000 

教養教育センター 0 0 

計 2,244 472,371,841 
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⑪　学術賞の受賞状況

所属・職名・氏名 受賞年月日 賞の名称 授与機関名 受賞内容

内科学講座消化器内科肝
臓分野 H30.１.27

画論 25th The Best 
Image「超音波腹部部
門最優秀賞」

画論
演題「肝細胞癌」
超音波装置のハイエンド映像化手法に
て詳細な病態観察を行った点が評価さ
れた。

医学教育学講座地域医療
学分野（内科学講座循環
器内科分野　兼務）
教授　伊藤智範

H29.４.15 指導教官賞
医学生・研修医の日本
内科学会ことはじめ
2017 東京

ST 上昇型急性心筋梗塞の 発症から受
診までの時間と性差の検討  ─岩手県
心疾患登録パイロット事業の解析から
─ .

内科学講座循環器内科分
野・
任期付助教・二宮亮

H29.６.10
Young Investigator's 
Award 研究発表部門　
優秀賞

第 164 回日本循環器学
会東北地方会

急性冠症候群患者の長期予後に冠動脈
架橋構造が与える影響 .

内科学講座　血液腫瘍内
科分野
講師　古和田周吾

H29.４.15
第 114 回日本内科学会
総会・講演会　「医学
生・研修医の日本内科
学会ことはじめ」

日本内科学会 優秀演題賞

脳神経外科学講座
助教　松本昌泰 H30.３.15 日本脳卒中の外科学会

症例報告賞 日本脳卒中の外科学会
血液透析用カテーテルの総頚動脈への
誤穿刺・挿入に対し外科的血管形成術
を行った２例～血管形成法に関する考
察～

脳神経外科学講座
助教　及川公樹 2017.12.２

第 40 東北脳血管障害
研究会医学奨励賞（仙
台賞）臨床部門賞

東北脳血管障害研究会

Preoperative cervical carotid artery 
contrast-enhanced ultrasound 
findings are associated with 
development of microembolic signals 
on transcranial doppler during 
carotid exposure in endarterectomy.

泌尿器科学講座
任期付き助教　伊藤明人 H29.11.５ 第 51 回岩手腎不全研

究会　優秀演題賞 岩手腎不全研究会 エテルカルセチドの初期使用経験

放射線医学講座
助教　高木英誠 H30.３ Invest in the Youth  ECR 2018 Annual 

meeting

Non-invasive CT-derived FFR based 
on structural and fluid analysis 
with low radiation dose using a full 
iterative reconstruction

放射線医学講座
助教　高木英誠 H30.１ Young Investigators 

Award
日本心血管画像動態学
会

FFRCT の計測位置による診断精度へ
の影響

放射線医学講座
助教　高木英誠 H29.６ 日本心臓血管放射線研

究会学術研究助成
日本心臓血管放射線研
究会

Diagnostic performance of Coronary 
CT Angiography with Forward-
projected model-based Iterative 
Reconstruction SoluTion （FIRST） at 
lower radiation dose

救急 ･ 災害 ･ 総合医学講
座救急医学分野
助教　藤田友嗣

H29.９.11 Award for Best 
Poster

10th International 
Symposium Advances 
in Legal Medicine 
combined with 
the 96th Annual 
Conference German 
Society of Legal 
Medicine

Semi-quantitative determination of 
lithium in blood sample using fluorine 
substituted tetraphenylporphyrin 
ligand

臨床薬学講座臨床薬剤学
分野、6 年生、米内和暉 H29.10.21

平成 29 年度日本薬学
会東北支部大会優秀ポ
スター賞

日本薬学会東北支部
研究題名：乳腺上皮細胞はカテコール
アミンを合成し、母乳中に分泌してい
るか？
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Ⅱ．その他研究業績（社会活動）

代表者名
所属，職名，氏名 実施年月日 活動内容 関係機関

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.６.14 平成29年度第１回研修会　講話「大規模災害時の歯科所

見採取の体制について—現実的な想定と訓練—」
一般社団法人東京都港区警察歯
科医会

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.７.22 岩手検案医会研修会開催 岩手検案医会、岩手県医師会、岩

手県歯科医師会

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.９.３ 大規模災害身元確認研修会「大規模災害時の検案・身元確

認体制について　─現実的な想定と訓練─」　 JUMP、香川歯科医師会

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.11.16 講演「大規模災害時の歯科所見採取の体制について---現

実的な想定と訓練—」 一般社団法人新潟県歯科医師会

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.12.２ 平成29年度法歯学セミナー「その後　何をしてきたか　

─東日本大震災から６年─」 一般社団法人岩手県歯科医師会

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.12.２ 第12回身元確認作業の合同研修会「机上訓練について」 一般社団法人岩手県歯科医師会

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.11.６ 警察学校専科講義「法医学総論」 岩手県警察本部

法科学講座法医学分野
教授　出羽厚二 H29.11.８ 警察学校専科講義「窒息」 岩手県警察本部

法科学講座法医学分野
講師　高宮正隆 H29.11.７ 警察学校専科講義「内因死」 岩手県警察本部

法科学講座法医学分野
助教　新津ひさえ H29.11.７ 警察学校専科講義「薬毒物中毒」 岩手県警察本部

医学教育学講座地域医
療学分野
教授　伊藤智範

H29.９.12 出前講座
（医療の総合力を知る-高校生のための医療現場-） 秋田県立横手城南高校

医学教育学講座地域医
療学分野
教授　伊藤智範

H29.10.11 出前講座
（医療の総合力を知る-高校生のための医療現場-） 秋田県立大曲高校

医学教育学講座地域医
療学分野
教授　伊藤智範

H30.２.６
講演

（心血管疾患予防の観点からみた動脈硬化
いま取り組むべき課題を考える）

岩手県立予防医学協会

内科学講座消化器内科
肝臓分野
教授　滝川康裕

H29.６.18 平成29年度日本肝臓学会　肝がん撲滅運動　市民公開講
座　総合司会 一般社団法人　日本肝臓学会

内科学講座消化器内科
肝臓分野
講師　黒田英克

H29.６.18 平成30年度日本肝臓学会　肝がん撲滅運動　市民公開講
座　講演 一般社団法人　日本肝臓学会

内科学講座消化器内科
肝臓分野
助教　及川隆喜

H29.６.18 平成31年度日本肝臓学会　肝がん撲滅運動　市民公開講
座　講演 一般社団法人　日本肝臓学会

内科学講座消化器内科
肝臓分野
助教　吉田雄一

H29.６.18 平成32年度日本肝臓学会　肝がん撲滅運動　市民公開講
座　講演 一般社団法人　日本肝臓学会

内科学講座糖尿病・代
謝・内分泌内科分野
教授　石垣　泰

H29.11.18 市民公開講座を企画開催し、市民への啓発を行った。 岩手県糖尿病対策推進会議

内科学講座糖尿病・代
謝・内分泌内科分野
助教　半谷真理

H29.６.４ 患者会のウォークラリーに参加し健康増進に貢献した 岩手県糖尿病協会

─ 436 ─



代表者名
所属，職名，氏名 実施年月日 活動内容 関係機関

内科学講座糖尿病・代
謝・内分泌内科分野
講師　武部典子

H29.10.21 患者会の勉強会を開催し、糖尿病について知ってもらう
と共に会員の親睦を深めた。 岩手県糖尿病協会

脳神経外科学講座
講師　吉田研二 H29.７.30 岩手県脳卒中予防県民大会2017での講演「脳卒中とその

予防」 岩手県、日本脳卒中協会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.４.27 岩泉町小本地区認知症予防講演会（講演）「高齢者のここ

ろの健康～感情と記憶のはたらき～ 岩泉町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.５.11 平成29年度特別講演「住民活動としてすすめる健康づく

り」 NPO法人サロンたぐきり

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.５.22 平成29年度被災市町村派遣職員等のフォローアップ面談

に係る事前研修 岩手県政策地域部市町村課

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.５.25

平成29年度第１回久慈地域メンタルヘルス・サポート
ネットワーク連絡会（講演）「久慈地域におけるネット
ワーク活動役割」

久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.５.29 岩手県自殺対策トップセミナー

特別講演「東日本大震災後の自殺対策の現状と課題」
厚生労働省
岩手県保健福祉部障がい保健福
祉課

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.６.３

北上市公開講座「地域で取り組む高齢者のこころの健康
づくり ーうつ病や認知症の予防や地域での活動につい
て─」

北上市医師会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.６.15 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）メ

ンタルヘルス講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.６.16 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）健

康と生活に関する講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.６.21 盛岡圏域自殺対策ネットワーク会議（講演）「自殺対策に

必要なネットワーク」 岩手県央保健所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.６.26

平成30年度第１回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡
会「自殺対策全般＋岩手県及び久慈地域の自殺対策の取
り組みについて」

洋野町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.６.28

平成29年度第１回小・中・高等学校長期休業指導連絡会議
（話題提供）「児童・生徒の悩みに気づき、支えるために～
傾聴のスキルをあげる～」

盛岡地域生徒指導研究推進協議
会、盛岡市教育委員会、盛岡市保
健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.７.６ 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）メ

ンタルヘルス講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.７.６ 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）メ

ンタルヘルス講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.７.７ 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）健

康と生活に関する講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.７.７ 定期総会特別講演「医療機関における自殺の実態と対応」 福島県精神科病院協会

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.７.13

平成29年度第３回久慈地域メンタルヘルス・ネットワー
ク連絡会（助言）「母と子のメンタルヘルスについて考え
よう」

久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.７.23

第14回日本うつ病学会、第17回認知療法・認知行動療法学
会合同ワークショップ（講師）「複雑事例を通して学ぶ自
殺予防のエッセンシャル」

日本うつ病学会

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.７.23

第14回日本うつ病学会、第17回認知療法・認知行動療法学
会合同ワークショップ（ファシリテーター）「複雑事例を
通して学ぶ自殺予防のエッセンシャル」

日本うつ病学会
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代表者名
所属，職名，氏名 実施年月日 活動内容 関係機関

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.７.27 研修会「院内自殺予防と事後対応」 東京精神科病院協会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.７.31 自殺対策研修（講義）「自殺対策における市町村の役割･

リーダーの役割」 矢巾町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.８.３ 平成29年度宮古地域自殺未遂者支援に関わる医師等研修

会 宮古保健所、宮古医師会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎

H29.８.
11－12

2017年度第１回院内自殺対策の予防と事後対応のための
研修会

公益財団法人 日本医療機能評
価機構

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.８.17

平成29年度第4回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ
トワーク連絡会（講演）「被災者のこころのケアの現状と
これから」

久慈保健所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.８.17

平成29年度第4回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ
トワーク連絡会（助言）「被災者のこころのケアの現状と
これから」

久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.８.19 第35回精神医学講座担当者会議「震災支援について」 愛媛大学大学院医学系研究科精

神神経科学講座

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.８.24 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）メ

ンタルヘルス講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.８.25 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）健

康と生活に関する講座 岩手県政策地域部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.８.27

講評･講演　第13回北東北自殺予防フォーラムin盛岡　
～自殺を引き起こさない地域づくり、関係づくり～（講
演・講評）

北東北自死予防フォーラム実行委
員会
岩手県精神保健福祉センター
岩手県精神保健福祉協会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.２ 講演「地域で取り組む自殺未遂者ケアと遺族支援につい

て」 兵庫県精神保健福祉センター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.３ 精神保健指定医研修会の事前研修（パネルディスカッ

ション）講師 日本総合病院精神医学会

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.９.４ 平成30年度第２回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡

会「若年者のメンタルヘルスについて」 洋野町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.11

平成29年度盛岡市自殺対策強化事業（人材育成･介護相談職員等）健康
づくり講座　講演「要介護高齢者･家族の悩みに気づき、在宅介護を支
えるということ～こころの健康支援は生活支援～」

盛岡市保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.14 メンタルヘルス講演会　講話「うつ病とゲートキーパー

～聴き上手なあなたが必要です～」 石巻市

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.19 講義①「自殺のリスクアセスメントについて」

②「自殺未遂者の支援･個別支援と地域との連携構築」
国立精神･神経医療研究セン
ター

神経精神科学講座
助教　工藤　薫 H29.９.21 平成29年度第62回地域ケア検討会　 岩手県精神保健福祉センター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.21 平成29年度第5回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ

トワーク連絡会（助言）「働き盛りのメンタルヘルス」 久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.22

日本自殺予防学会　学会認定研修Ⅱ「10エッセンシャル
ズ：複雑事例に対する自殺予防のための問題解決アプ
ローチ」（講師）

日本自殺予防学会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.25 矢巾町職員自殺対策研修会「自殺対策”生きることの包括

的な支援”とは」 矢巾町
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神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.９.28 第54回精神保健指導課程研修 「不安障害のMHFA」 国立精神･神経医療研究セン

ター

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.９.28 思春期こころの健康講演会「思春期のこころの健康につ

いて」 洋野町、洋野町立宿戸中学校

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.９.28 思春期こころの健康講演会講演および情報交換会「悩ん

でいる生徒への気づきと対応について」 洋野町、洋野町立宿戸中学校

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.10.２ 矢巾町職員自殺対策研修会「自殺対策”生きることの包括

的な支援”とは」 矢巾町

神経精神科学講座
助教　工藤　薫 H29.10.５ 平成29年度第63回地域ケア検討会 岩手県精神保健福祉センター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.10.７ 講演「心と命を守るゲートキーパー生きることへの支援」 富山県看護協会研修会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.10.16 平成29年度看護研修「災害看護研修Ⅲ（フォローアップ

②）」 岩手県看護協会

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.10.19

平成29年度第6回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ
トワーク連絡会（講義およびグループワーク）「自傷行為
への対応と支援」

久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.10.20 札幌医科大学神経精神医学講座セミナーの講師 札幌医科大学医学部

神経精神医学講座

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.10.31

第57回精神保健福祉東北大会第56回宮城県精神保健福祉
大会研究協議会（話題提供）「震災が問うている-6年間を
振り返る、そして、これから-」

東北精神保健福祉連絡協議会、
宮城県精神保健福祉協会

神経精神科学講座
講師　八木　淳子 H29.11.４ セッション「支援と連携（1）」座長 日本小児精神神経精神学会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.６ 岩手医科大学附属病院看護部災害看護研修（講義及び演

習）「被災者、救援者の心理と援助のあり方について」 岩手医科大学附属病院看護部

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.11.６

岩手医科大学附属病院看護部災害看護研修（ファシリ
テーター）「被災者、救援者の心理と援助のあり方につい
て」

岩手医科大学附属病院看護部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.７

平成29年度生活支援相談員等活動研究会講師「心のケア
の視点から見る相談支援活動～被災地における心のケア
～」

岩手県社会福祉協議会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.９ 平成29年度多分野合同研修会　講義･ワークショップ「多

職種連携による自殺未遂者･自殺ハイリスク者への支援」
青森県西北地域県民地域健康福
祉部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.11 平成29年度岩手県看護協会盛岡支部講演会「自殺のリス

クアセスメント」 岩手県看護協会盛岡支部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.12 平成29年度傾聴ボランティア養成講座「傾聴について」 宮古地域傾聴ボランティア支え

愛

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.18 専門医制度委員会講習会　講師 日本総合病院精神医学会

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.20 第21回岩手県東日本大震災津波復興委員会における講演 岩手県復興局

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.11.20 山田町介護支援専門員会議（講義および事例検討）「精神

疾患等がある利用者のケアマネジメントについて」 山田町
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神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.24 自殺未遂者ケア研修 青森県健康福祉部障害福祉課

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.26

平成29年度岩手DPAT研修会　講師①「災害医療論と
DPATの活動」②「災害現場における指揮命令･安全確保･
情報伝達」

岩手県保健福祉部障がい保健福
祉課

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.11.26 平成29年度岩手DPAT研修会　（講義および演習）「災害

現場における指揮命令･安全確保･情報伝達」
岩手県保健福祉部障がい保健福
祉課

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.11.27 職場のメンタルヘルス対策とゲートキーパーの役割 東北電力岩手支店

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.11.30 平成29年度第７回久慈地域メンタルヘルス・サポート

ネットワーク連絡会（助言）「依存症問題とその支援」 久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.12.3 平成29年度こころの健康づくり講演会　演題「メンタル

ヘルス領域での予防とサポート」 岩泉町役場保健福祉課

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.12.４ 平成29年度県中自殺対策連絡協議会（講義）「自殺未遂者

を地域で支えていくために～岩手医科大学での取組～」 福島県県中保健福祉事務所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.12.４ 山田町介護支援専門員会議（講義および事例検討）「精神

疾患等がある利用者のケアマネジメントについて」 山田町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.12.７ 自殺ハイリスク者支援研修会講師 名古屋市健康保険福祉局福祉部

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.12.７ 社会倫理研究プラットフォーム（被災地支援および自殺

未遂者支援に係るヒアリング） 南山大学社会倫理研究所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.12.７ 思春期こころの健康講演会「思春期のこころの健康につ

いて」 洋野町、洋野町立種市中学校

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.12.７ 思春期こころの健康講演会講演および情報交換会「悩ん

でいる生徒への気づきと対応について」 洋野町、洋野町立種市中学校

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H29.12.11 平成29年度山田町サザンクロスにおける自殺対策講演会

講演「自殺対策から考える地域づくり」 山田町

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.12.14

平成29年度宮古地域　地域包括ケア研修会（講義、演習）
「ゲートキーパーを学ぼう」～それぞれの立場でできる
ことを～

公益財団法人いきいき岩手支援
財団

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H29.12.21 平成29年度第7回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ

トワーク連絡会（助言）「児童・生徒のメンタルヘルス」 久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.１.13 厚生労働省補助金事業「平成29年度自殺未遂者ケア研修

（一般救急版）」
国立精神･神経医療研究セン
ター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.１.14 自殺未遂者地域支援体制推進事業「自殺未遂者を理解す

る！救急現場における対応と支援」 愛知県健康福祉部

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.１.16 平成29年度自殺未遂者ケア研修会　講師「自殺企図防止

のためのケアの概要」 岩手医科大学

神経精神科学講座
任期付助教　三田俊成 H30.１.16

平成29年度自殺未遂者ケア研修会　講師「当院に搬入さ
れた自殺未遂者に対する複合的ケースマネジメントの一
例」

岩手医科大学

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.１.18 不安とうつを考える会in盛岡　座長

持田製薬株式会社
田辺三菱製薬株式会社
吉富薬品株式会社
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神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.１.21 厚生労働省補助金事業「平成29年度自殺未遂者ケア研修

（精神科救急版）」
国立精神･神経医療研究セン
ター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.１.25

平成29年度いきる支援セミナー
基調講演「地域の自殺対策と災害支援について　～最近
の動向を踏まえて～」

久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.１.25 平成29年度いきる支援セミナー

健康づくりハウス健康劇 久慈保健所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.１.25 平成29年度いきる支援セミナー

健康づくりハウス健康劇 久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.４ Lilly Neuroscience Conference in 盛岡 座長 日本イーライリリー株式会社

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.２.５ 職員健康度チェックに関わる結果説明会（講義） 久慈市

神経精神科学講座
助教　小泉　載高 H30.２.５ 平成29年度八幡平市市民健康講座「気づきから始まる　

こころの健康」 八幡平市

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.８

平成29年度メンタルヘルス・ファーストエイド-ジャパ
ン（MHFA-J）実施者（エイダー）研修会　7．精神病の
MHFA【講義･演習】

九州大学医学研究院精神病態医学
分野
メンタルヘルス･ファーストエイド
-ジャパン

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎

H30.２.
10－11

平成29年度「救命救急センターに搬送された自殺未遂者
の自殺企図の再発防止に対する複合的ケース・マネージ
メントに関する研修会東北地区（岩手）」講師

岩手医科大学

神経精神科学講座
助教　三條克巳

H30.２.
10－11

平成29年度「救命救急センターに搬送された自殺未遂者の自殺企図の
再発防止に対する複合的ケース・マネージメントに関する研修会東北
地区（岩手）」ファシリテーター

岩手医科大学

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁

H30.２.
10－11

平成29年度「救命救急センターに搬送された自殺未遂者の自殺企図の
再発防止に対する複合的ケース・マネージメントに関する研修会東北
地区（岩手）」ファシリテーター

岩手医科大学

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.15

平成29年度相談支援関係者研修会 講演「自分のためのこ
ころのケア講話～疲れたこころとカラダをリフレッシュ
しよう～」

岩泉町役場保健福祉課健康推進
室

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎

H30.２.
16－17 第２回院内自殺予防研修会 日本医療機能評価機構

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.２.19 平成29年第4回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡会

（講話およびケース検討、助言）「若年者の対応について」 洋野町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.20

医療保健関係者のためのうつ･自殺対策講演会　講演「日常診療で気を
つける身体疾患に伴う『うつ』について～気づき、聴いて、つなぐ、ゲー
トキーパーとしての役割～」

岩手県中部保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.21

平成29年度第２回自殺対策企画担当者研修会　
講演「自殺対策計画づくりの実践」
演習「自殺対策計画作りの理解を深めるために」　

岩手県精神保健福祉センター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.22 洋野町自殺対策推進連絡会議（講話）「より効果的な自殺

対策の実践について」 洋野町

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.22

平成29年度第10回久慈地域メンタルヘルス・サポート年とワーク連絡
会（講話およびグループワーク助言）「取り組みを振り返り今後の自殺
対策について考えよう」

久慈保健所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.２.22

平成29年度第10回久慈地域メンタルヘルス・サポート年
とワーク連絡会（助言）「取り組みを振り返り今後の自殺
対策について考えよう」

久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.23

平成29年度ひきこもり市民講演会　講話「東北審査委支
援などの経験から学ぶ、ひきこもり者への関わり　～メ
ンタルヘルス　ファーストエイドの視点から～」

福岡市精神保健福祉センター
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神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.２.26

平成29年度盛岡市自殺対策強化事業（若年層･中学校）健
康づくり講座　盛岡市立下橋中学校　講演「こころの健
康講座（こころが疲れた時･困った時の処方箋）」

盛岡市保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.３.３

医療機関と連携した自殺未遂者･ハイリスク者への支援
研修会　講師　「自殺の危機介入『10Essentials』～事例
を通して学ぶ自殺対策～」

京都市こころの健康増進セン
ター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.３.５

平成29年度盛岡市自殺対策強化事業（若年層･中学校）健康づくり講座　
盛岡スコーレ高等学校　講演「こころの健康講座（こころが疲れた時･
困った時の処方箋）」

盛岡市保健所

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.３.15 平成29年度自殺未遂者サポート事業研修会（講演）「自殺

未遂患者への対応の基本） 福島県精神保健福祉センター

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.３.16 平成29年度久慈地域自殺対策推進ネットワーク会議（話

題提供）久慈地域におけるこころのケアの推進について 久慈保健所

神経精神科学講座
教授　大塚耕太郎 H30.３.18 第１回岩手医科大学PEECコース　ファシリテーター

日本臨床救急医学会
岩手医科大学医学部神経精神科学講座
岩手医科大学医学部救急･災害･総合医学講
座救急医学分野
岩手県こころのケアセンター

神経精神科学講座
助教　三條　克巳 H30.３.18 第１回岩手医科大学PEECコース　ファシリテーター

日本臨床救急医学会
岩手医科大学医学部神経精神科学講座
岩手医科大学医学部救急･災害･総合医学講
座救急医学分野
岩手県こころのケアセンター

神経精神科学講座
助教　遠藤　仁 H30.３.18 第１回岩手医科大学PEECコース　ファシリテーター

日本臨床救急医学会
岩手医科大学医学部神経精神科学講座
岩手医科大学医学部救急･災害･総合医学講
座救急医学分野
岩手県こころのケアセンター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.４.13 日本DMATインストラクター勉強会
講義「台風10号岩手・北海道豪雨災害における医療活動」 兵庫県災害医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.４.13 都道府県担当者研修
講義「平成28年台風災害における医療対応（岩手県）」 厚生労働省DMAT事務局

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.６.１ 災害警備専科
講義「岩手県の医療体制及びDMATについて」 岩手県警察本部

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.６.３ イーハトーブセミナー 2017
講演「心原性脳梗塞に対する抗凝固療法の実際」 第一三共

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.６.５ 都道府県担当者研修
演習：ファシリテーター 厚生労働省DMAT事務局

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.６.15 交通課専科
講義「運転上注意する疾患」 岩手県警察本部

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.６.25 宮城県災害医療従事者研修
講義「災害医療コーディネートの計画と実際（県庁）」 ACT研究所

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.７.２ 「いわての師匠」
講義・実習「災害医療について・トリアージ・衛星通信」 八幡平市立西根中学校

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.７.20 平成29年度岩手県認知症キャラバンメイト養成研修
講義「認知症を理解する」

公益財団法人いきいき岩手支援
財団

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.７.24 災害医療従事者研修
講義「災害拠点病院と都道府県災害対策本部の役割」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.９.２ 北上市生涯学習まちづくり出前講義
講義「災害時の医療について」 北上市

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.９.
７－８

統括DMAT研修
講義「県庁調整本部活動、台風10号災害の医療活動」 厚生労働省DMAT事務局
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救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.９.16
平成29年度岩手県災害看護研修会
講演「平成28年台風10号によって被災した岩泉町での保
健医療活動」

岩手県災害看護ネットワーク協
会

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.９.
23－24

平成29年度（第１回）都道府県災害医療コーディネーター
研修
講義「都道府県調整本部の実際」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.10.10 北上脳卒中と関連疾患研究会
講演「災害時における深部静脈血栓症対策」 第一三共

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.10.13 平成29年度消防職員専科教育救助科
講義「災害救助対策（災害派遣医療チームDMAT）」 岩手県消防学校

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.10.16 災害医療従事者研修
講義「災害拠点病院と都道府県災害対策本部の役割」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.10.28 第60回　岩手　恵眼会総会
講演「災害対応について」 岩手医科大学

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.10.30 災害医療従事者研修
講義「災害拠点病院と都道府県災害対策本部の役割」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.11.11
いわて高等教育コンソーシアム後期集中講義

「危機管理と復興」
講義「災害時の医療活動」

岩手大学

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.11.
24－25

福島県CBRNE研修
講義「災害時の共通言語」・ファシリテーター 福島県立医科大学

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.12.５ 平成29年度消防職員幹部教育初・中級幹部科
講義・演習「現場指揮（多数傷病者対応訓練）」 岩手県消防学校

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.12.
９－10

平成29年度（第２回）都道府県災害医療コーディネート研
修
講義「都道府県災害対策本部の実際」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H29.12.11
平成29年度国立病院機構災害医療従事者研修
講義「災害拠点病院と都道府県庁、市町村災害対策本部の
役割」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H30.２.17 平成29年度第２回災害時小児周産期リエゾン養成研修　
講師・ファシリテーター

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H30.２.22 平成29年度消防職員専科救助科
講義「災害派遣医療チーム（DMAT）」 岩手県消防学校

救急・災害・総合医学講
座災害医学分野
教授　眞瀬　智彦

H30.３.
17－18

都道府県災害医療コーディネーター研修
講義「都道府県調整本部の実際」

独立行政法人国立病院機構災害
医療センター

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.４.20 「地域包括ケア病棟について」講演と指導 岩手県立久慈病院

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.５.30 「地域包括ケア病床の起ち上げ課題」講演 岩手県立久慈病院

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.６.11 「岩手医科大学～いのちから～」

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.６.17 自治医大いわて同窓会40周年記念祝賀会講演 自治医大いわて同窓会

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.９.２ 第6回 岩手県立病院総合学会　臨床検査技師会部門 岩手県立病院臨床検査技師会
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救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.９.４ 圭陵会会津支部会　講演 圭陵会会津支部

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.９.14 久慈医師会救急の日　講演 久慈医師会

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.９.30 イーハトーブ臨床研修病院群スキルアップセミナー　講
師

岩手県，イーハトーブ臨床研修
病院群

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.10.10 県立福岡高校　出前講演 岩手県立福岡高校

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H29.10.11 北いわて医療関連感染制御ネットワーク研修会　講師 久慈保健所，岩手県立久慈病院
他

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H30.１.22 一関感染制御フォーラム　講師 一関市医師会，岩手県立磐井病
院他

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H30.２.22 Pfizer製薬社内研修会　講師 Pfizer製薬

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H30.３.19 岩手県高校生医学部進学セミナー　講師 岩手県

救急・災害・総合医学講
座総合診療医学分野
教授　下沖　収

H.29.９.
10－11

日本プライマリ・ケア連合学会東北ブロック支部第7回学
術集会実行委員長と規格運営

日本プライマリ・ケア連合学会
東北ブロック支部

総合診療医学分野
特任講師　高橋智弘 H29.６ 第一種免許に係る応急救護処置指導員養成講習講師

総合診療医学分野
特任講師　高橋智弘 H29.７ 日本内科学会JMECCインストラクター

総合診療医学分野
特任講師　高橋智弘 H30.２ 岩手県消防学校救急講義講師

睡眠医療学科
教授　櫻井　滋 H29.６.24 市民公開講座

「肥満と糖尿病～元気な体を取り戻す～」
第35回日本肥満症治療学会学術
集会

睡眠医療学科
教授　櫻井　滋 H30.１.７ 「岩手医科大学～いのちから～」 ラジオ番組「岩手医科大学～い

のちから～」

睡眠医療学科
教授　櫻井　滋 H30.１.25 睡眠から学ぶ NHK文化センター盛岡支社

睡眠医療学科
教授　櫻井　滋 H30.２.15 睡眠から学ぶ NHK文化センター盛岡支社

睡眠医療学科
教授　櫻井　滋 H30.３.22 睡眠から学ぶ NHK文化センター盛岡支社

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H29.５.
22－25 日本DMAT隊員養成研修 厚生労働省

臨床遺伝学科
講師　德富智明 H29.７.29 政府総合防災訓練 厚生労働省

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H29.８.
23－26 日本災害医療ロジスティクス研修 日本災害医学会
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臨床遺伝学科
講師　德富智明

H29.９.
１－３ 遺伝医学セミナー 日本人類遺伝学会

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H29.９.
20－23 日本DMAT隊員養成研修 厚生労働省

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H29.９.30
－

10.１
日本DMAT東北ブロック参集訓練 厚生労働省

臨床遺伝学科
講師　德富智明 H29.10.28 多数傷病者への対応標準化トレーニングコース MCLS 日本災害医学会

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.１.
６－７ 遺伝カウンセリングアドバンストセミナー 日本遺伝カウンセリング学会

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.１.
10－11

自動家系図作成ソフト「f-tree」を使って遺伝について勉
強しよう．札幌開成中等教育学校特別講義「プレ先端科学
特論」．

札幌開成中等教育学校
北海道医療大学

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.１.
23－26 日本DMAT隊員養成研修 厚生労働省

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.２.
15－16 岩手DMAT養成研究 岩手県

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.２.26
－

３.１
日本DMAT隊員養成研修 厚生労働省

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.３.
２－４ 家族性腫瘍セミナー 日本家族性腫瘍学会

臨床遺伝学科
講師　德富智明

H30.３.
10－11 多数傷病者への対応標準化トレーニングコース MCLS 日本災害医学会

臨床遺伝学科
講師　德富智明 H30.３.24 遺伝カウンセリングロールプレイ研修会 日本遺伝カウンセリング学会

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.６.26

平成29年度第１回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡
会「自殺対策全般＋岩手県及び久慈地域の自殺対策の取
り組みについて」

洋野町

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.７.６ 平成29年度派遣職員等メンタルヘルスケア研修（講義）メ

ンタルヘルス講座 岩手県政策地域部

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.７.13

平成29年度第３回久慈地域メンタルヘルス・ネットワー
ク連絡会（助言）「母と子のメンタルヘルスについて考え
よう」

久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.７.23

第14回日本うつ病学会、第17回認知療法・認知行動療法学
会合同ワークショップ（ファシリテーター）「複雑事例を
通して学ぶ自殺予防のエッセンシャル」

日本うつ病学会

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.８.17

平成29年度第4回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ
トワーク連絡会（助言）「被災者のこころのケアの現状と
これから」

久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.９.４ 平成29年度第２回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡

会「若年者のメンタルヘルスについて」 洋野町

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.９.28 思春期こころの健康講演会「思春期のこころの健康につ

いて」 洋野町、洋野町立宿戸中学校

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.９.28 思春期こころの健康講演会講演および情報交換会「悩ん

でいる生徒への気づきと対応について」 洋野町、洋野町立宿戸中学校
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災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.10.19

平成29年度第6回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ
トワーク連絡会（講義およびグループワーク）「自傷行為
への対応と支援」

久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.11.６

岩手医科大学附属病院看護部災害看護研修（ファシリ
テーター）「被災者、救援者の心理と援助のあり方につい
て」

岩手医科大学附属病院看護部

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.11.20 山田町介護支援専門員会議（講義および事例検討）「精神

疾患等がある利用者のケアマネジメントについて」 山田町

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.11.26 平成29年度岩手DPAT研修会　（講義および演習）「災害

現場における指揮命令･安全確保･情報伝達」
岩手県保健福祉部障がい保健福
祉課

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.11.30 平成29年度第7回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ

トワーク連絡会（助言）「依存症問題とその支援」 久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.12.４ 山田町介護支援専門員会議（講義および事例検討）「精神

疾患等がある利用者のケアマネジメントについて」 山田町

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.12.７ 思春期こころの健康講演会「思春期のこころの健康につ

いて」 洋野町、洋野町立種市中学校

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.12.７ 思春期こころの健康講演会講演および情報交換会「悩ん

でいる生徒への気づきと対応について」 洋野町、洋野町立種市中学校

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.12.14

平成29年度宮古地域　地域包括ケア研修会（講義、演習）
「ゲートキーパーを学ぼう」～それぞれの立場でできる
ことを～

公益財団法人いきいき岩手支援
財団

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H29.12.21 平成29年度第7回久慈地域メンタルヘルス・サポートネッ

トワーク連絡会（助言）「児童・生徒のメンタルヘルス」 久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.１.16 平成29年度自殺未遂者ケア研修会　講師「自殺企図防止

のためのケアの概要」 岩手医科大学

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.１.25 平成29年度いきる支援セミナー

健康づくりハウス健康劇 久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.２.５ 職員健康度チェックに関わる結果説明会（講義） 久慈市

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁

H30.２.
10－11

平成29年度「救命救急センターに搬送された自殺未遂者の
自殺企図の再発防止に対する複合的ケース・マネージメン
トに関する研修会東北地区（岩手）」ファシリテーター

岩手医科大学

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.２.19 平成29年第4回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡会

（講話およびケース検討、助言）「若年者の対応について」 洋野町

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.２.22

平成29年度第10回久慈地域メンタルヘルス・サポート年
とワーク連絡会（助言）「取り組みを振り返り今後の自殺
対策について考えよう」

久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.３.８ 公認心理師現任者講習会　

保健医療に関係する制度① 日本精神科病院協会

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.３.15 平成29年度自殺未遂者サポート事業研修会（講演）「自殺

未遂患者への対応の基本） 福島県精神保健福祉センター

災害・地域精神医学講座
特命講師　遠藤　仁 H30.３.18 第１回岩手医科大学PEECコース　ファシリテーター

日本臨床救急医学会
岩手医科大学医学部神経精神科学講座
岩手医科大学医学部救急･災害･総合医学講
座救急医学分野
岩手県こころのケアセンター

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.６.15 平成29年度第１回派遣職員等メンタルヘルスケア研修

（ファシリテーター）「メンタルヘルス講座」 岩手県政策地域部市町村課
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災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.６.16 平成29年度第１回派遣職員等メンタルヘルスケア研修

（ファシリテーター）「健康と生活に関する講座」 岩手県政策地域部市町村課

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.７.23

第14回日本うつ病学会、第17回認知療法・認知行動療法学
会合同ワークショップ（ファシリテーター）「複雑事例を
通して学ぶ自殺予防のエッセンシャル」

日本うつ病学会

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.７.６ 平成29年度第２回派遣職員等メンタルヘルスケア研修

（ファシリテーター）「メンタルヘルス講座」 岩手県政策地域部市町村課

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.７.７ 平成29年度第２回派遣職員等メンタルヘルスケア研修

（ファシリテーター）「健康と生活に関する講座」 岩手県政策地域部市町村課

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.７.27 平成29年度東精協院内自殺予防と事後対応研修会（ファ

シリテーター）「自殺予防と事後対応研修会」 東京都精神病院協会

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.８.18 メンタルヘルスセミナー（講話）「管理職における職場の

メンタルヘルスについて」 陸前高田市

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.８.18 メンタルヘルスセミナー（講話）「職場のメンタルヘルス

について」（計３回） 陸前高田市

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.８.24 平成29年度第３回派遣職員等メンタルヘルスケア研修

（ファシリテーター）「メンタルヘルス講座」 岩手県政策地域部市町村課

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.８.25 平成29年度第３回派遣職員等メンタルヘルスケア研修

（ファシリテーター）「健康と生活に関する講座」 岩手県政策地域部市町村課

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.９.25 矢巾町職員自殺対策研修会（ファシリテーター）「自殺対

策”生きることの包括的な支援”とは」 矢巾町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.10.２ 矢巾町職員自殺対策研修会（ファシリテーター）「自殺対

策”生きることの包括的な支援”とは」 矢巾町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.10.16 災害看護研修Ⅲフォローアップ②（ファシリテーター）

「支援者のこころの変化について」 岩手県看護協会

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.10.７ 平成29年度研修会（ファシリテーター）「心と命を守る

ゲートキーパー、生きることへの支援」 富山県看護協会

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.11.６ 災害看護研修（ファシリテーター）「被災者、救護者の心理

と援助のあり方について」 岩手医科大学附属病院看護部

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.11.９ 29年度多分野合同研修会（ファシリテーター）「多職種連

携による自殺未遂者・自殺ハイリスク者への支援」 青森県五所川原保健所

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.11.12 平成29年度傾聴ボランティア養成講座（ファシリテー

ター）「傾聴について」
宮古地域傾聴ボランティア支え
愛

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.11.21

平成29年度第３回洋野町自殺対策推進ネットワーク連絡
会（講話）「依存症の基礎、アルコール依存症に対する対応
について」

洋野町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.11.26 平成29年度岩手DPAT研修会（講義および演習）「災害現

場における指揮命令・安全確保・情報伝達」 岩手県障がい福祉課

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.12.５

平成29年度ゲートキーパー育成指導者フォローアップ研
修会（講演）「岩手県のゲートキーパー研修等の実践につ
いて」

青森県精神保健福祉センター

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.12.７ 自殺ハイリスク者等支援研修会（ファシリテーター）「自

殺ハイリスク者への対応：具体的なケースと実践の紹介」 名古屋市
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災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H29.12.７

南山大学社会倫理研究プラットフォーム（ファシリテー
ター）「被災地支援および自殺未遂者支援に関わるヒアリ
ング」

南山大学社会倫理研究所

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.１.18 自殺対策を担う人材（ゲートキーパー）の養成研修会（講

義）「こころに悩みを抱えた方への支援」 二戸薬剤師会

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.１.25 いきる支援セミナー（ファシリテーター）「健康づくりハ

ウス健康劇」 久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.１.26 平成29年度自殺対策こころの健康づくり研修会（講義）

「こころの健康について」 洋野町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.２ 久慈地区合同庁舎職員対象ゲートキーパー研修会（講義）

「ゲートキーパーについて」 久慈保健所

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.３ 2017年度女性集会（講義）「職場や家庭でできるリラック

ス法を学ぼう」 自治労岩手県本部

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.13 平成29年度傾聴講座「聴く力を高めよう」（講義および演

習）「傾聴とは、相手の話を聴いてみよう」 岩手町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.15 平成29年度相談支援関係者研修会（ファシリテーター）

「自分のためのこころのケア講話」 岩泉町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.19 平成29年度八幡平市市民健康講座（講話）「気づきから始

まる　こころの健康」 八幡平市

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.21 平成29年度第２回自殺対策企画担当者研修会（ファシリ

テーター）「自殺対策計画づくりの実践」 岩手県精神保健福祉センター

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.２.27 平成29年度釜石地域　地域包括ケア研修会（講義および

演習）「ゲートキーパーを学ぼう」 （公財）いきいき岩手支援財団

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.３.３

医療機関と連携した自殺未遂者・ハイリスク者支援研修
会（ファシリテーター）「自殺の危機介入10Essentials ～
事例を通して学ぶ自殺対策～」

京都市こころの健康増進セン
ター

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.３.８

平成29年度傾聴講座「聴く力を高めよう」（講義および演
習）「自殺の現状と疾病の理解、悩みを抱える人とのかか
わり方」

岩手町

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.３.18 第１回岩手医科大学PEECコース（アシスタント）「PEEC

コース」 日本臨床救急医学会

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.３.20 平成29年度久慈市こころの健康づくり講演会（講話）「あ

なたもゲートキーパー」 久慈市

災害・地域精神医学講座
特命助教　赤平美津子 H30.３.23 平成29年度久慈市お金とこころの安心支援ネットワーク

研修会（講義）「生きることの包括的な支援を目指して」 久慈市

歯科保存学講座歯周療
法学分野
講師　佐々木大輔

H29.７ 岩手八幡平歯科医師会学術講演にて，「歯周組織再生材料
の現在」の講演を行った． 岩手八幡平歯科医師会

歯科保存学講座歯周療
法学分野
講師　佐々木大輔

H29.10 一関歯科談話会にて，「歯周治療最前線－研究段階から日
常臨床への応用－」の講演を行った． 岩手県一関歯科医師会

法科学講座法歯学・災
害口腔医学分野
准教授　熊谷章子

H30.3.4 「岩手医科大学～いのちから～」　テーマ「法歯学・災害口
腔医学分野について」に出演した。 エフエム岩手　ラジオ番組

法科学講座法歯学・災
害口腔医学分野
准教授　熊谷章子

H30.3.18.
災害時身元確認研修セミナーにてタイトル 「東日本大震
災の経験から－専門職同士の連携、他地域からの応援と
の連携－」の講演を行った。

広島大学大学院医歯薬保健学研
究科附属死因究明教育研究セン
ター
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法科学講座法歯学・災
害口腔医学分野
准教授　熊谷章子

H29.8.1 学術講演会にて、タイトル「意外と知らない口腔乾燥症の
真実」の講演を行った。 花巻市歯科医師会

歯科保存学講座歯周療
法学分野
教授　八重柏隆

H29.11.14 秋田県小坂町健康のつどい基調講演にて，「じわじわと体
をむしばむ歯周病」の講演を行った． 秋田県小坂町役場町民課

口腔医学講座関連医学
教授　千葉俊美 H29.10.25 健康講座：「生活習慣病と大腸癌」 岩手日報社

構造生物薬学講座
助教　阪本泰光

H28.４.１
～ さいたま市立大宮北高等学校SSH運営指導委員 さいたま市教育委員会、さいた

ま市立大宮北高等学校

有機合成化学講座
教授　河野富一 Ｈ29.12.26 『最先端の「くすり」はどのようにしてうまれるのか』

平成 29 年度高大連携「ウィンター・セッション」

天然物化学分野
准教授　林宏明 H30.１.25 INS研究会合同フォーラムin久慈　にて講演「岩手県に

おける薬草栽培の現状と可能性」
INS「海洋と社会研究会」久慈
支部

機能生化学講座
教授　中西真弓 H23 ～ H28 日本生化学会「生化学」誌　企画委員 日本生化学会

機能生化学講座
教授　中西真弓 H29 ～ FAOBMB（アジア・オセアニア生化学・分子生物学者会

議）　日本代表 日本生化学会

機能生化学講座
教授　中西真弓 H30 ～ Biological and Pharmaceutical Bulletin 編集委員 日本薬学会

情報薬科学分野
教授　西谷直之 H29.５.１

ポーランド国立科学センター（NCN）の審査員として、
自然科学系の国家研究費申請の審査を行い、採否の投票
を行った。

ポーランド国立科学センター
（NCN）

情報薬科学分野
教授　西谷直之 H29.８.30

ナショナルバイオリソースプロジェクト「ゼブラフィッ
シュ」運営委員として委員会に出席し、同プロジェクトの
運営方針等の議論に参加した。

ナショナルバイオリソースプロ
ジェクト「ゼブラフィッシュ」

分子細胞薬理学講座
教授　弘瀬雅教 H29.８.20 秋田県薬剤師会フィジカルアセスメント講義・実習 秋田県薬剤師会

分子細胞薬理学講座
教授　弘瀬雅教 H29.10.１ 岩手県薬剤師会フィジカルアセスメント講義・実習 岩手県薬剤師会

分子細胞薬理学講座
教授　弘瀬雅教 H29.11.３ 岩手県薬剤師会フィジカルアセスメント講義・実習 岩手県薬剤師会

分子細胞薬理学講座
教授　弘瀬雅教 H29.11.23 岩手県薬剤師会フィジカルアセスメント講義・実習 岩手県薬剤師会

分子細胞薬理学講座
教授　弘瀬雅教 H29.８.２ 第38回岩手医科大学市民公開講座「岩手の農林水産物の

効能と機能性食品としての可能性－イサダとリンゴ－ 岩手医科大学

分子細胞薬理学講座
助教　斉藤 麻希

H29.７.
29－30 岩手医科大学2017オープンキャンパス「調剤体験」 岩手医科大学

分子細胞薬理学講座
助教　衣斐 美歩

H29.７.
29－30 岩手医科大学2017オープンキャンパス「調剤体験」 岩手医科大学

薬物代謝動態学講座
教授　小澤正吾

H29.４.１
～

H30.３.31
（独）医薬品医療機器総合機構の専門委員として、医薬品
承認審査に係る専門協議に出席し、意見を述べた。 （独）医薬品医療機器総合機構

薬物代謝動態学講座
教授　小澤正吾

H29.４.１
～

H30.３.31
食品安全委員会農薬調査会・評価第二部会専門委員とし
て、農薬の健康影響評価に携った。 内閣府食品安全委員会
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薬物代謝動態学講座
教授　小澤正吾

H29.４.１
～

H30.３.31
香料化合物再評価委員会委員として安全性評価に携っ
た。 日本香料工業会

薬物代謝動態学講座
教授　小澤正吾

H29.４.１
～

H30.３.31
日本薬物動態学会　評議員 日本薬物動態学会

薬物代謝動態学講座
准教授　幅野　渉

H29.４.１
～

H30.３.31
日本病理学会　評議員 日本病理学会

神経科学講座
教授　駒野宏人 H29.９.11

岩手高等教育コンソーシアムFD・SD研修会　講師担当
「学生への学修・研究指導に役立つコーチング技法（入
門）」

岩手高等教育コンソーシアム

神経科学講座
教授　駒野宏人 H29.10.11 矢巾セカンドアカデミー 2017第8回  講師担当　「ヨガを

通じて心身を整えよう」 岩手医科大学教養教育

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.６.11 秋田県薬剤師会主催薬学部進学説明会 秋田県薬剤師会

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.７.７ 盛岡中央高校 出張講義 盛岡中央高校

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.８.５ ひらめき☆ときめきサイエンス 日本学術振興会

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.８.26 岩手県薬剤師会 防災訓練体験研修 岩手県薬剤師会

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.９.９ 健康フェス2017 岩手医科大学

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.10.７ 夢ナビライブ 文部科学省

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.10.11 大曲高校 出張講義 大曲高校

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29.10.22 岩手県薬剤師会公開講座 岩手県薬剤師会

臨床医化学講座
教授　那谷耕司

H29.12.
25－26 高大連携ウインターセッション 岩手県教育委員会

臨床医化学講座
教授　那谷耕司 H29年度 盛岡第三高校スーパーサイエンスハイスクール 運営指

導委員
盛岡第三高校
岩手県教育委員会

臨床医化学講座
准教授　大橋一晶 H29.９.９ 健康フェス2017 岩手医科大学

臨床医化学講座
助教
ナウシン ジャマル

H29.12.20 岩手看護専門学校 講義 岩手看護専門学校

臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.８.29 岩手医科大学H29年度業種研究講演会

臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.９.３ 第37回岩手薬学大会を開催

臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.５.21
第45回東北地区認定実務実習指導WS（岩手県薬剤師会）
に病院・薬局実務実習東北地区調整機構委員長として参
加した。

病院・薬局実務実習東北地区調
整機構
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臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.７.17
第47回東北地区認定実務実習指導WS（福島県薬剤師会）
に病院・薬局実務実習東北地区調整機構委員長として参
加した。

病院・薬局実務実習東北地区調
整機構

臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.８.27
第48回東北地区認定実務実習指導WS（東北医科薬科大）
に病院・薬局実務実習東北地区調整機構委員長として参
加した。

病院・薬局実務実習東北地区調
整機構

臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.９.17
第49回東北地区認定実務実習指導WS（宮城県薬剤師会）
に病院・薬局実務実習東北地区調整機構委員長として参
加した。

病院・薬局実務実習東北地区調
整機構

臨床薬学講座臨床薬剤
学分野
教授　工藤賢三

H29.10.29
第50回東北地区認定実務実習指導WS（東北医科薬科大）
に病院・薬局実務実習東北地区調整機構委員長として参
加した。

病院・薬局実務実習東北地区調
整機構

地域医療薬学講座
准教授　松浦　誠 H29.６.20 盛岡薬剤師会健康講座「みんなの薬の学校」 三本柳東公民館

地域医療薬学講座
准教授　松浦　誠 H29.６.27 薬物乱用防止講座講演 岩手県立紫波総合高等学校第1

学年

地域医療薬学講座
准教授　松浦　誠 H29.11.17 盛岡薬剤師会健康講座「みんなの薬の学校」 本宮地区活動センター

地域医療薬学講座
准教授　松浦　誠 H29.12.５ 盛岡薬剤師会健康講座「みんなの薬の学校」 都南浄化センター管理本館

共通基盤看護学講座
助教　野里　同

Ｈ29.４.１
～

Ｈ30.３.31
看護研究研修会　講師 栃内病院

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子
講師　遊田由希子

H29.５.13 流産・死産・新生児死亡等で子どもを亡くした家族会「ち
いさなお星さまの会」を奥州市にて開催した． 当該教員事務局

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.６.１

『平成29年度 看護研修会「看護研究（質的研究）」』 
の講師として，岩手県内の看護職を対象に講話を行った． 岩手県看護協会

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子
講師　遊田由希子

H29.７.８ 流産・死産・新生児死亡等で子どもを亡くした家族会「ち
いさなお星さまの会」を盛岡市にて開催した． 当該教員事務局

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H29.７.12

紫波町立紫波第二中学校の生徒に対して、「性と生に関する講話」を担
当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、避妊、性感染症、望ま
ない妊娠等について講話を行った。

紫波町立紫波第二中学校

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.７.13 『職業講座「医療従事者から学ぶ－助産師の仕事－」』の講

師として中学1・2年生を対象に講話を行った． 滝沢市立滝沢中学校

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.７.23 滝沢市　両親学級を担当し、参加されたご夫婦に対して、

妊娠・出産・育児について講話をした。 滝沢市健康福祉部

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.８.３

『第38回 市民公開講座 健康を科学する－医療の最前線から日常
生活まで－』 において「豊かな子育てにつながる地域づくり－ア
ロマザリングの視点から考える－」の講師として，一般市民を対
象に講話を行った．

岩手医科大学

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H29.８.５ 地域情報誌マ・シェリ企画のマタニティーコンサート内

の子育て支援に関する講演会で講話を行った。 マ・シェリ

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.９.４

『平成29年度　思春期保健事業　思春期講演会「私たちのいのち
のルーツ－もうじき大人になるあなたたちへ－」』の講師とし
て，一関市立大東中学校2年生56名を対象に講話を行った．

一関市

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.９.６

盛岡市立渋民中学校の生徒に対して、「性と生に関する講話」を
担当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、避妊、性感染
症、望まない妊娠等について講話を行った。

盛岡市立渋民中学校

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.９.７

矢巾町立矢巾北中学校の生徒に対して、「性と生に関する講話」
を担当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、避妊、
性感染症、望まない妊娠等について講話を行った。

矢巾町立矢巾北中学校
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成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子
講師　遊田由希子

H29.９.10 流産・死産・新生児死亡等で子どもを亡くした家族会「ち
いさなお星さまの会」を盛岡市にて開催した． 当該教員事務局

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.10.９

『2017オータムフェスティバル「いのちのおはなしワーク
ショップ」の講師として，一般市民を対象としたワーク
ショップを実施した．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.10.17 『出前講義「看護学の世界」』の講師として高校2年生20名

を対象とした講話を行った． 青森県立青森北高等学校

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.10.20

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，仁王
地区活動センター（盛岡市）を利用する子育て中の母親
とその子どもを対象としたワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.10.26

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，長岡
児童館（紫波町）を利用する子育て中の母親とその子ども
を対象としたワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.11.６

岩手県立不来方高校の生徒に対して、「性と生に関する講
話」を担当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、
避妊、性感染症、望まない妊娠等について講話を行った。

岩手県立不来方高校

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子
講師　遊田由希子

H29.11.11 流産・死産・新生児死亡等で子どもを亡くした家族会「ち
いさなお星さまの会」を盛岡市にて開催した． 当該教員事務局

成育看護学講座
助手　山本洋子 H30.11.19 滝沢市　両親学級を担当し、参加されたご夫婦に対して、

妊娠・出産・育児について講話をした。 滝沢市健康福祉部

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.11.20

紫波町立紫波第一中学校の生徒に対して、「性と生に関する講話」を担
当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、避妊、性感染症、望ま
ない妊娠等について講話を行った。

紫波町立紫波第一中学校

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.11.21

紫波町立紫波第三中学校の生徒に対して、「性と生に関する講話」を担
当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、避妊、性感染症、望ま
ない妊娠等について講話を行った。

紫波町立紫波第三中学校

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.11.26

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，成田
学童保育所（北上市）を利用する小学生とその親を対象と
したワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.12.６

盛岡市立玉山中学校の生徒に対して、「性と生に関する講
話」を担当した。生まれてくるということ、人工妊娠中絶、
避妊、性感染症、望まない妊娠等について講話を行った。

盛岡市立玉山中学校

成育看護学講座
講師　遊田由希子 H30.12.17 滝沢市　両親学級を担当し、参加されたご夫婦に対して、

妊娠・出産・育児について講話をした。 滝沢市健康福祉部

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H29.12.27

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，室小
路学童保育会（滝沢市）利用する小学生とその親を対象と
したワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H30.１.14

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，一関市社会福祉協
議会一関市子育てサロン・NPO法人 おやこ広場を利用する子育て中の
母親とその子どもを対象としたワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子
講師　遊田由希子

H30.１.20 流産・死産・新生児死亡等で子どもを亡くした家族会「ち
いさなお星さまの会」を盛岡市にて開催した． 当該教員事務局

成育看護学講座
助手　山本洋子 H30.１.21 滝沢市　両親学級を担当し、参加されたご夫婦に対して、

妊娠・出産・育児について講話をした。 滝沢市健康福祉部

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H30.１.22

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，戸田
保育園（九戸村）を利用する子育て中の母親とその子ども
を対象としたワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H30.１.25

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，水堀
保育所（岩手町）を利用する子育て中の母親とその子ども
を対象としたワークショップを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H30.１.31

『いのちのおはなしキャラバン事業』の講師として，南巣子保育園子育て支
援センター（滝沢市）を利用する子育て中の母親とその子どもを対象とし
たワークショップを行った．

いわて子どもの森
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成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子 H30.２.12

『いのちのおはなしキャラバン事業「いのちのおはなしフォーラム」』において，岩手県内の子育て・
子育ちに関わる専門家を対象に，講話「いのちのおはなしの「これまで」と「これから」」ならびにパネ
ルディスカッション「「気づく」から始まる「これから」のわたしたち」のコメンテーターを行った．

いわて子どもの森

成育看護学講座
教授　蛎﨑奈津子
講師　遊田由希子

H30.３.10 流産・死産・新生児死亡等で子どもを亡くした家族会「ち
いさなお星さまの会」を盛岡市にて開催した． 当該教員事務局

人間科学科心理学・行
動科学分野
准教授　相澤文恵

H29.９.12
岩手医科大学創立120周年記念「健康フェス2017」公開講
座にて講演

「健康を創りだす力」
岩手医科大学

人間科学科心理学・行
動科学分野
准教授　相澤文恵

H29.12.13
平成29年度健康づくりのための運動指導者講習会にて講演

「モチベーションをアップしよう！～行動科学理論を用いて～」
【演習】自己効力感を高めるコミュニケーション

岩手県健康福祉部

人間科学科心理学・行
動科学分野
准教授　相澤文恵

H29.２.９ 平成29年度岩手大学進路選択セミナーにて講演
「人生の選択肢を増やす」 岩手大学

人間科学科心理学・行
動科学分野
准教授　相澤文恵

H29.２.22
平成29年度岩手医科大学附属病院歯科衛生部勉強会にて
講演

「歯科保健指導に行動科学を応用する」
岩手医科大学附属病院歯科衛生
部

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.４.１
～

H30.３.31
盛岡いのちの電話　電話相談ボランティアへの継続研修
講師 社会福祉法人盛岡いのちの電話

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.４.１
～

H30.３.31
岩手県東日本大震災津波復興委員会女性参画推進専門委
員会委員 岩手県復興局復興推進課

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.５.１
～

H30.３.31
平成29年度東日本大震災被災者支援活動調査研究委員会
委員

社会福祉法人岩手県社会福祉協
議会

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.４.11 新入生対象グループアプローチ講師 岩手県立盛岡第二高等学校

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.５.７、
5.14

ラジオ番組「岩手医科大学～いのちから～」に出演
「ストレスとの上手なつきあい方」 岩手医科大学

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.
６.19、８.18、
10.16、12.12

仙台市精神保健福祉総合センターケース会議講師 仙台市精神保健福祉総合セン
ター

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.
７.27、８.31、
H30.２.16

岩手県精神保健福祉センター地域ケア検討会助言者 岩手県精神保健福祉センター

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.10.４ 矢巾町セカンドアカデミー 2017 in 岩手医大
「喪失の理解、悲嘆のケア」 岩手医科大学

人間科学科心理学・行
動科学分野
助教　藤澤美穂

H29.11.19 公開講話「大切な人を亡くした方へ～喪失の理解と悲し
みへの寄り添い～」 宮古保健所

人間科学科法学分野
講師　廣瀬清英 H29.９.27 いわゆる『共謀罪』について．矢巾町セカンドアカデミー

2017 in 岩手医大． 岩手医科大学，矢巾町

情報科学科数学分野
教授　江尻正一 H29.９.15 X線応力測定を中心とした非破壊的材料強度計測検査に

関する講演 日立オートモティブシステムズ

生物学科
助教　阿部博和 H29.12.23

岩手生態学ネットワーク（EINET）岩手発・市民講座『人と自然の生態学』第17回
「沿岸の震災復興と生き物たち～人と自然のつながりを考える～」にて，「津波被
害を受けた海底の生き物たちの復活劇：ゴカイとアサリの物語」という題で講演. 

岩手生態学ネットワーク，日本生態学会
東北地区会，岩手大学，岩手県立大学，森
林総合研究所東北支所，岩手県立博物館

生物学科
助教　阿部博和 H29.9.3 2017年度日本ベントス学会「若手の会」にて，「ごかいのけ

んきゅう」という題で講演. 日本ベントス学会若手の会

生物学科
助教　阿部博和 H29.8.1

利尻島調査研究事業普及活動「ゴカイセミナー：釣り餌だ
けじゃない！愉快なゴカイのなかまたち」にて，「こんな
ところにも？海の密偵スピオ」という題で講演.

利尻町立博物館
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生物学科
助教　阿部博和 H29.8.3 利尻うみねこゲストハウス「旅人トーク」にて，「ゴカイ

旅」という題で講演. 利尻うみねこゲストハウス

生物学科
教授　松政正俊

H.29.7.2
H.29.12.23

岩手生態学ネットワーク（EINET）による啓蒙活動，「地域連携による
生態学教育プログラム（REPFEM）『人と自然と生態学』」を継続し，市
民講座を実施（HP: http://biology-ee.iwate-med.ac.jp/REPFEM.html）．

岩手大学，岩手県立大学，森林総
合研究所東北支所，岩手県立博
物館，日本生態学会東北地区会

生物学科
教授　松政正俊

H.29
5.24、6.30、7.27、
11.1、11.8、
H30
2.22、3.20

岩手県根浜海岸養浜技術検討委員会の委員として根浜海
岸の再生を検討． 岩手県沿岸広域振興局

生物学科
教授　松政正俊 H29.12.23

岩手生態学ネットワーク（EINET）岩手発・市民講座『人と自然の生態学』第
17回「沿岸の震災復興と生き物たち～人と自然のつながりを考える～」にて
講演（演題：「岩手の海岸動物の特殊性と古川沼・高田海岸のこれから」）

岩手生態学ネットワーク，日本生態学会
東北地区会，岩手大学，岩手県立大学，森
林総合研究所東北支所，岩手県立博物館

生物学科
教授　松政正俊

H30.1.25    　　　　　　　　　　　　　　　　　
H30.3.2

岩手県立博物館協議会委員として博物館の企画・運営等
に協力 岩手県立博物館

いわて東北メディカル・メガバンク機構　臨床
研究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.５.９
【講演】平成29年度立教大学全学共通カリキュラム
震災復興とコミュニティの再編
未来図会議と通じて感じる復興　～つながりを持ち続ける理由～  は
まってけらいん、かだってけらいん運動で 復興を目指す陸前高田市の今

立教大学

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）助
教　佐々木亮平

H29.６.14
【講演】
平成29年度陸前高田市学校保健会総会・研修会
学校の性教育で心がけていること

陸前高田市学校保健会

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）助
教　佐々木亮平

H29.６.28
【講演】
平成29年度岩手県立伊保内高等学校　性教育講演会
高校生の性とラブコミュニケーション講座～人は経験にしか学
べない「３.１１」から学び続けていること～ 

岩手県立伊保内高等学校

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）副
部門長（准教授）　丹野高三

H29.７.５ 【講演】住田町　第１回町民健康講座
住田町の糖尿病に関する現状─長期健康調査から見えたこと─ 住田町

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.７.６
【講演】
平成29年度陸前高田市保健推進員研修会
地域の健康状態を知ろう！　はまって、かだって今年の活動を
確認 ～保健推進員としてできることから～

陸前高田市

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.７.12
【講演】
平成29年度陸前高田市立気仙中学校　はまかだ思春期教室
中学生の性と生　ラブコミュニケーション講座　～人は経験に
しか学べない「３.１１」から学び続けていること～ 

陸前高田市教育委員会
陸前高田市立気仙中学校

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.８.４
【講演】
平成29年度陸前高田市　自殺予防対策庁内連携会議 第１回実務者会議

『実はすでにしている自殺予防対策』 ～陸前高田市が進める自殺予防対策の
方向性～ ～仕事もプライベートも、はまってけらいん、かだってけらいん～

陸前高田市

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.８.７
【講演】
平成29年度和歌山県御坊保健所管内保健師研修会
東日本大震災での被災地支援から 市町村における受援体制を考える 　
～違いと限界を認めることで進んできた3.11後の陸前高田市～

和歌山県御坊保健所

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.９.４
【講演】
平成29年度大船渡市立大船渡中学校　思春期講座
中学生のこころとからだ　ラブコミュニケーション講座　～人
は経験にしか学べない「３.１１」から学び続けていること～

大船渡市教育委員会
大船渡市立大船渡中学校

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.９.６
【先駆的活動紹介・事例報告助言】
平成29年度第47回市町村保健事業担当者研修会 岩手県国民健康保険団体連合会

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）副
部門長（准教授）　丹野高三

H29.９.12
【講演】
コホート研究からみた健康課題～長期健康調査の結果か
ら～

一戸町

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
特命助教　高梨信之

H29.９.15 市民公開講座　テーマ「健康づくりは、地域づくりから」
を講演し、介護予防の取り組みを紹介した 日本褥瘡学会

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.10.27
【講演・実技】
平成29年度陸前高田市食生活改善推進員等養成講座
ノルディック・ウォーキングで　はまってけらいん、かだってけ
らいん

陸前高田市

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.12.2
【講演】
平成29年度陸前高田市PTA連合会・母親委員会教育講演会
思春期親子の絆　 ～イマドキの子ども　心とカラダの成長を見守る
愛情～ 何気ない毎日が大事 ～はまってけらいん、かだってけらいん～

陸前高田市PTA連合会
陸前高田市PTA母親委員会

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.12.3
【パネルディスカッション】
2017（第5回）AIDS文化フォーラムin陸前高田
今どきのネットトラブル
デートDV、LINE、Facebook、Twitterのトラブルの背景

AIDS文化フォーラムin陸前高
田運営委員会
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代表者名
所属，職名，氏名 実施年月日 活動内容 関係機関

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H29.12.17
【講演】
平成29年度スキルアップ研修　災害時運動支援コース（香川）
～避難所・仮設住宅で行うエコノミー症候群予防、生活不活発予防のための運動支援～
災害現場で臨むこと・求めるもの ～東日本大震災で陸前高田市が経験し続けていること～

公益財団法人 健康・体力づくり
事業財団

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H30.１.７
【講演】
平成29年度スキルアップ研修　災害時運動支援コース（東京）
～避難所・仮設住宅で行うエコノミー症候群予防、生活不活発予防のための運動支援～
災害現場で臨むこと・求めるもの ～東日本大震災で陸前高田市が経験し続けていること～

公益財団法人 健康・体力づくり
事業財団

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）副
部門長（准教授）　丹野高三

H30.２.５
【講演】
脳卒中の予防─長期健康調査から見た山田町の健康づく
り─

山田町

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H30.２.９
【講演】
平成29年度陸前高田市立第一中学校　はまかだ思春期教室
拝啓　十五の君へ　君たちはどう生きるか　～人は経験にしか
学べない「3.11」から学び続けていること～

陸前高田市教育委員会
陸前高田市立第一中学校

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H30.２.15
【講演】
平成29年度陸前高田市保健推進員後期会議
保健推進員活動のまとめ ～つながりを厭わない仲間づくり～

陸前高田市

いわて東北メディカル・メガバンク機構 臨床研
究・疫学研究部門（地域住民コホート分野）
助教　佐々木亮平

H30.３.18
【講演】
平成29年度いわて思春期研究会　第２回研修会
男の役割、父親の役割とは？　男子はどう生きるか～大人男子
の経験を語る～

いわて思春期研究会
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Ⅲ．国際交流
①　外国人研究者・留学生受入状況（平成 29年 4月～平成 30 年 3月まで）

氏　　名 読み仮名 国　籍
（本籍）

身　分
（申請時） 研究期間 研究場所 指導教授 研究内容

劉　俊俊
リュウ
シュン
シュン

中国 薬学部 研究
員

平成29.4.1 ～
平成30.3.31 神経科学講座

神経科学講座
教授
駒野　宏人

アルツハイマー病の発症機
序

沈　雪峰
シェン
シュエ
フォン

中国
薬学研究科
博士課程４
年生

平成29.4.1 ～
平成30.3.31 神経科学講座

神経科学講座
教授
駒野　宏人

The effect of iron overload 
on amyloid deposition in a 
mouse model of Alzheimer's 
disease 
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②－１　海外留学状況

派遣者氏名 本学の所属・職 派遣先機関・受入責任者 派遣期間 派遣先の資格 研究テーマ

中島　祥文
内科学講座
循環器内科分野
助教

米国
シダーズ＝サイナイ・メ
ディカル・センター

平成 27.3.9
～平成 28.3.8（延長）
～平成 29.3.8（延長）
～平成 29.9.30（帰任）

Visiting
 Postdoctoral 
Scientist

僧帽弁逆流に対する新規経カ
テーテル的閉鎖術の有用性と安
全性に関する検討

紺野可奈子
内科学講座
神経内科・老年
科分野
助教

フランス
ラリボワジエール病院
Pr. Chabriat Hugues

平成 27.5.13
～平成 28.5.12（延長）
～平成 29.5.12（延長）
～平成 29.5.31（帰任）

a trainee 
doctor 
volunteer

神経内科学における臨床修練と
臨床研究

森川　直人

内科学講座
呼吸器・アレル
ギー・膠原病内
科分野
講師

米国
テキサス大学
Oliver Bogler,Ph.D.

平成 28.6.15
～平成 29.5.31（延長）
～平成 30.5.31

Visiting 
Scientist

呼吸器腫瘍学に関する臨床およ
び基礎研究

三又　義訓 整形外科学講座
助教

米国
メイヨークリニック 平成 28.12.12

～平成 29.12.11（帰任）
Research 
Fellow 腱癒着防止の研究のため

石田　大
内科学講座
循環器内科分野
講師

米国
コロンビア大学 IVUS ラ
ボ
Emilia K. Valtcheva

平成 28.10.3
～平成 29.10.2（延長）
～平成 30.9.30

Research 
Foundation

心血管内イメージングを用いた
動脈硬化および血管修復の研究

西塚　哲

医歯薬総合研究
所
医療開発研究部
門
教授

米国
ジョージメイソン大学応用プ
ロテオミクス・分子医学セン
ター
Lance Liotta MD Ph.D. ／
テキサス大学 MD アンダーソ
ン癌センター
Oliver Bogler,Ph.D.

平成 28.11.24
～平成 29.11.23（延長）
～平成 30.3.26（帰任）

Research 
Affiliate ／
Visiting 
Scientist

抗癌剤反応性タンパク量の定量
分析のため

千田　光平
脳神経外科学講
座
助教

米国
ベス・イスラエル・ディ
コネス・メディカルセン
ター
Ronnie Alterman,MD

平成 29.4.1
～平成 30.3.31（延長）
～平成 30.8.31

Visiting 
Research 
Fellow

基礎・臨床研究および手術見学
のため

久米　浩平

医歯薬総合研究
所
医療開発研究部
門
助教

米国
ベックマン研究所
Markus Müschen,MD-
PhD

平成 29.5.1
～平成 30.4.30

Postdoctoral 
Fellow

B 細胞性白血病および B 細胞
性リンパ腫における自己免疫
チェックポイントのターゲティ
ングに関する研究

小林　琢也

補綴・インプラ
ント学講座
補綴・インプラ
ント学分野
特任准教授

米国
ハーバード大学歯学部
Shigemi Nagai

平成 29.10.6 ～
平成 30.10.5

Visiting 
Associate 
Professor 

退行性の神経疾患に関して筋肉
からのフィードバックが神経細
胞の維持に及ぼす影響について

桑島　幸紀
口腔保健育成学
講座
歯科矯正学分野
助教

米国
ハーバード大学歯学部
Shigemi Nagai

平成 29.12.1 ～
平成 30.11.30

Visiting 
Assistant 
Professor

結合組織線維芽細胞の骨芽細胞
への分化誘導による口蓋裂の修
復のための治療的研究
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②-2 海外留学研究成果報告書 
 
（1）高手術リスク患者の構造的心疾患に対するカテーテル治療 

内科学講座循環器内科分野   
助教 中島 祥文 

 
（2）手根管症候群と細胞老化の関連 

整形外科学講座   
助教 三又 義訓 

 
（3）システム生物学を用いた進行癌治療後再発に関する包括的解析 

医歯薬総合研究所 医療開発研究部門   
特任教授 西塚 哲 

 
 
 
 

※職名等，平成 29 年 5 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②－２　海外留学研究成果報告書
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（１） 
所 属 内科学講座循環器内科分野 
職 名 助教 
氏 名 中島 祥文 
留 学 先 Heart Institute, Cedars-Sinai Medical  

Center, Los Angeles, California, USA 
留学期間 平成 27 年 3 月 9 日～平成 29 年 9 月 23 日 
 
 
１．「研究テーマ」 
 高手術リスク患者の構造的心疾患に対するカテー 
テル治療 
 
２．「研究目的」 
 日本未導入新規カテーテルデバイスの実臨床での 
有効性及び安全性の確認及び手技の確立 
 
３．「研究方法」 

Heart Institute, Cedars Sinai Medical Center に 
て行われた、心臓カテーテル治療について、レトロス

ペクティブ、プロスペクティブデータべースの構築を

し、患者背景、手技データ、予後データについての解

析及び検討を行った。 
 
４．「研究成果」 
Research papers(Peer-Reviewed) 
１．Kubo S, Cox J, Mizutani Y, Uberoi A,  

Chakravarty T, Nakajima Y, Hussaini A, Tat  
E, Makar M, Kar S. 
Transcatheter Procedure for Residual Mitral  
Regurgitation After MitraClip Implantation  
Using Amplatzer Duct Occluder Ⅱ. 
J Am Coll Cardiol Intv. 2016;9(12):1280-1288 

２．Kubo S, Nakamura M, Shiota T, Itabashi Y,  
Mizutani Y, Nakajima Y, Meemook K,  
Hussaini A, Makar M, Siegel RJ, Kar S. 
Impact of Forward Stroke Volume Response 
on Clinical and Structural Outcomes After 
Percutaneous Mitral Valve Repair With 
MitraClip. 
Circ Cardiovasc Interv.2017 Jul;10(7). 

３．Yoshifumi Nakajima MD, Saibal Kar MD. 

First experience of the usage of a Gore 
CARDIOFORM Septal Occluder Device for 
treatment of a significant residual 
commissural mitral regurgitation jet following 
a MitraClip procedure Catheter Cardiovasc 
Interv. in press 

 
Published abstracts (Peer-Reviewed) 
１．Nakajima Y, Nakamura M, Tehrani Y, Meemook  

K, Mizutani Y, Kubo S, Song G, Makar M,  
Makkar R, Kar S. Transseptal transcathter  
mitral valve-in-valve implantation in patients  
with bioprosthetic valve dysfunction. Tokyo  
Valves, Mar 26 2016, Tokyo, Japan 

 
２．Nakajima Y, Kar S. What Is the Optimal  

Treatment for Residual Commissural Jet  
Following MitraClip? Ventricular Septal  
Defect Occluder Device vs Gore  
CARDIOFORM. TVT, Jun 16 2016, Chicago 

 
３．Nakajima Y, Kar S. Effectiveness of MitraClip in  

the US Real World. Structure Heart Club  
Japan, Oct 8 2016, Kyoto, Japan 

 
４．Nakajima Y, Kar S, Watchman Device in the US  

Real World. Structure Heart Club Japan, Oct 8  
2016, Kyoto, Japan 

 
５．Nakajima Y, Meemook K, Chakravarty T, Cox J,  

Uberoi A, Nakamura M, Kar S. Successful  
MitraClip Treatment for Severe Mitral  
Regurgitation Patients in Cardiogenic Shock  
with a History of Surgical Mitral Valve Repair.  
TCT, Oct 29 2016,Washington DC, USA 

 
６．Yoshifumi Nakajima, Krissada Meemook,  

Mamoo Nakamura, Asma Hussaini, Saibal  
Kar. Long-Term Durability of Percutaneous  
Mitral Valve Repair Using MitraClip System:  
8-Year Follow-up.ACC2017, March 18 2017,  
Washington DC, USA 
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７．Yoshifumi Nakajima MD, Krissada Meemook  

MD, Mamoo Nakamura MD, Asma Hussaini  
MS PA, Saibal Kar MD. Transcatheter mitral  
valve repair for severe mitral regurgitation  
using the new generation system, 1-month  
outcome in initial cases. EuroPCR Tokyo  
Valves 2017, April 9, Tokyo, Japan 

 
８．Nakajima Y, Makar M, Kar S. Transcatheter  

Treatment of Severe Mitral Regurgitation  
with Dehisced Surgical Ring. TVT2017, July  
16, Chicago,USA 

 
９．Yoshifumi Nakajima, MD, Meemook Krissada,  

MD, Michael Shehata, MD, Mamoo  
Nakamura, MD, Asma Hussaini, PA, Saibal  
Kar, MD. Safety and Effectiveness of the  
WATCHMAN Device in the United States  
Commercial Cases in 1-Year Follow-Up;  
Single Center Experience. APHRS / JHRS  
2017, September 16, Yokohama, Japan 

 
１０．Nakajima Y, Makar M, Kar S. Successful  

Treatment for Severe Functional Mitral and  
Tricuspid Regurgitation using MitraClip  
System. APCASH2017, Octber 8, Hong  
Kong 

 
１１．Yoshifumi Nakajima, Sam Dawkins, Krissada  

Meemook, Mamoo Nakamura, Asma  
Hussaini, Saibal Kar. Efficacy and Safety of  
Transcatheter Mitral Valve Repair Using  
MitraClip System for Extra Low Left  
Ventricular Function Patients. JHFS2017,  
Oct 12, Akita, Japan 

 
５．「まとめ」 
 アメリカの臨床の現場で日本未導入の様々なデバ 
イスに触れ、その治療法について学び、また数多くの 
学会でプレゼンテーションを行い、施設外の研究者と 
議論をする多くの機会を得ることのできた非常に有 

意義な期間であった。 
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（２） 
所 属 整形外科学講座 
職 名 助教 
氏 名 三又 義訓 
留 学 先 米国メイヨークリニック 
留学期間 平成 28 年 12 月 12 日～平成 29 年 12 月 11 日 
 
 
１．「研究テーマ」 
 手根管症候群と細胞老化の関連 
 
２．「研究目的」 
 手根管症候群（Carpal tunnel syndrome 以下 CTS） 
は、手関節に存在する手根管における正中神経の絞扼 
性神経障害であり、絞扼性抹消神経障害のうち最も発 
症頻度が高い。組織学的に非炎症性の線維化と 
subsynovial connective tissue（以下 SSCT）の肥厚 
が特徴とされる。CTS は、加齢により発生頻度が高く 
なることから SSCT の線維化・肥厚には細胞老化が関 
与していることが推測されるが、これまでに CTS と 
細胞老化の関連性における報告例は見られない。本研 
究の目的は、CTS 患者の SSCT から採取した線維芽 
細胞における細胞老化、線維化に関わる遺伝子の発現 
を解析することである。 
 
３．「研究方法」 
（１）CTS 患者（10 例）と Cadaver（5 例）から 

採取した SSCT を米粒大にカット後、ディッ

シュ上で培養し線維芽細胞を得た。TRIZOL 
reagent を用いて、初代培養細胞から Total 
RNA を抽出し、total RNA 1µg から逆転写酵

素で cDNA を合成した。得られた cDNA から

Cellular senescence PCR array により細部

老化遺伝子の発現を網羅的に解析した。

Cadaverにおける遺伝子発現量を controlとし、

Unpaired t-test により有意差検定を行った。

また、SSCT 由来の線維芽細胞における細胞老

化を同定するために酸性βガラクトシダーゼ

（以下 SA β-Gal）染色を行った。 
 
（２）ヒト皮膚線維芽細胞をディッシュ上で培養し、 

60%コンフルエントに達した時点で放射線照射

（10 グレイ）を行った。老化細胞の出現を確認

するために照射後 5 日毎に線維芽細胞を回収し、

細胞老化と線維化に関わる遺伝子発現量（p16, 
p21, p53, TGF-b, MMP-1）を real-time PCR に

て測定した。また、細胞老化を視覚的に同定す

るために SA β-Gal 染色を行った。 
 
（３）CTS 患者由来の線維芽細胞に老化細胞の培養に 

用いた培養液を添加し、48 時間培養後に細胞老 
化と線維化に関わる遺伝子（p16, p21, FN1,  
TGF-b, SMAD3, CTGF, COL3A1, MMP1）の発 
現量を real-time PCR にて測定した。CTS 患者 
由来の線維芽細胞に DMEM を添加し培養した 
ものを control 群とした。 

 
４．「研究成果」 
（１）82 種類の細胞老化遺伝子のうち、CCNA2,  

SERPINE1, CCNB1, THBS1, ID-1, FN1,  
NBN, CHEK1, RB1, VIM, PCNA, MYC の 12 
遺伝子で発現量の増加を認めた。CTS 患者由 
来の線維芽細胞では、SA β-Gal 染色に対して 
多くの細胞が陽性であったが、Cadaver 由来 
の線維芽細胞では、陽性細胞はほとんど見られ 
なかった。 

 
（２）ヒト皮膚線維芽細胞における細胞老化、線維化 

に関わる遺伝子（p16, p21, MMP-1, TGF-b） 
の発現量は、放射線照射後、経時的に増加した。 
SA β-Gal染色に対する陽性細胞数も著名に増 
加した。 

 
（３）Control 群と比べ CM 添加群で細胞老化遺伝子 

P16, p21, FN1 と線維化遺伝子 TGF-b,  
SMAD3, MMP-1 の発現量の増加を認めた。 

 
５．「まとめ」 
 CTS 患者の SSCT 由来の線維芽細胞では、細胞老 
化遺伝子の発現量が多かった。また、老化細胞を培養 
した培養液が CTS 患者由来の線維芽細胞における細 
胞老化、線維化遺伝子発現量を増加させたことから 
CTS 患者由来の SSCT に含まれる老化細胞は、CTS 
における線維化に関与している可能性が示唆された。 
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（３） 
所 属 医歯薬総合研究所 医療開発研究部門 
職 名 特任教授 
氏 名 西塚 哲 
留 学 先 ジョージ・メイソン大学テキサス大学MD 

アンダーソンがんセンター 
留学期間 平成 28 年 11 月 25 日～平成 30 年 3 月 26 日 

 
 
１．「研究テーマ」 
システム生物学を用いた進行癌治療後再発に関す

る包括的解析 
 
２．「研究目的」 
 癌治療の究極的な目的は癌関連死をゼロにするこ 
とである。癌関連死の大半は進行癌治療後再発の終末 
像であることから、薬剤治療に対する抵抗性メカニズ 
ムの解明は直接的に癌関連死を減少させうると考え 
られている。本研究では、ゲノム、トランスクリプト 
ーム、プロテオーム、薬剤感受性、疫学、リンパ球多 
型および統計学的手法を用いたコンピュータシミュ 
レーションにより、癌治療後再発に対する包括的に理 
解を目指した。 
 
３．「研究方法」 
 胃癌細胞株および食道・胃・大腸癌患者検体は岩手 
医科大学で回収・集積し、疫学データは北海道・東北 
の多施設共同研究から得られたアーカイブ検体を用 
いた。次世代シークエンサーを用いたゲノム・トラン 
スクリプトーム解析、独自に開発した Colony Lysate  
Array(CoLA)法による抗癌剤耐性細胞集団プロファ 
イリング、逆相タンパクアレイを用いたタンパク時系 
列解析、および Helicobacter pylori(HP)の胃粘膜感染 
状態と臨床情報からの Propensity Score Matching に 
よる統計解析を行った。 
 
４．「研究成果」 
ゲノム・トランスクリプトーム解析および CoLA 

法から消化管癌の標準的化学療法に用いられる 5-FU 
耐性に PI3K パスウェイの異常が関与していること 
が明らかになった。5-FU 耐性が生じた場合の分子 
標的治療薬として、PI3K パスウェイ阻害剤 

GDC-0941 を同定した（Ishida et al, Sci Rep, 2017）。 
過去の報告から PI3K パスウェイの異常は PIK3CA 
の遺伝子異常によるものと想定されていたが、日本 
人胃癌検体では PIK3CA の遺伝子変異の頻度は少 
なく、AKT のリン酸化による PI3K パスウェイ異常 
が予後に関与していることが示唆された（Ito et al,  
J Sur Res, 2017）。全身免疫状態に関与する HP 感 
染という新しい疫学的視点から統計学的解析を行 
ったところ、HP 感染者で胃癌治療後の 10 年生存率 
が 20%以上良好であった（Nishizuka et al,  
J Sur Oncol, 2018）。技術開発として CoLA 法の標準 
的手法を確立した（Kume and Nishizuka,  
Anal Chem, 2017）。 

 
５．「まとめ」 
 消化管由来の癌を中心にゲノムから疫学レベルで 
のシステム生物学に基づく包括的解析を行い、阻害剤 
同定（GDC-0941）、技術開発（CoLA 法）、および HP 
感染の胃癌治療における免疫学的意義の提案を行っ 
た。ゲノム多様性のシミュレーションからのバイオマ 
ーカー同定、HP 感染後のリンパ球多型解析などにつ 
いては、ジョージメイソン大学および MD アンダーソ 
ンがんセンターとの共同研究も開始した。本留学は、 
既に開始した研究には貴重な外部評価の機会であり、 
今後の研究には国際共同研究の新たな基準点となっ 
た。 
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全学研究推進委員会の概要
Ⅰ．概要

構成員
　　委員長　祖父江憲治（学　　長） 委　員　佐々木真理（医歯薬総合研究所長）
　　委　員　佐藤　洋一（医学部長） 委　員　石垣　　泰（医学部研究推進委員長）
　　委　員　三浦　廣行（歯学部長） 委　員　石崎　　明（歯学部研究推進委員長）
　　委　員　名取　泰博（薬学部長） 委　員　河野　富一（薬学部研究推進委員長）
　　委　員　嶋森　好子（看護学部長） 委　員　遠藤　龍人（看護学部研究推進委員長）

概況
■第 1 回全学研究推進委員会（平成 29 年 4 月 12 日開催）
　・臨床研究支援センター検討 WG の概況報告について
　・矢巾キャンパス A 敷地の研究環境について
　・平成 28 年度倫理審査委員会認定制度構築事業の審査結果について
　・全学研究推進委員会規程の一部改正について
　・研究環境整備検討 WG の設置について
　・平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業について

■第 2 回全学研究推進委員会（平成 29 年 6 月 1 日開催）
　・平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業について
　・研究活動における今後の検討内容について
　・矢巾キャンパス移転時の歯学部のフリーザーについて

■第 3 回全学研究推進委員会（平成 29 年 7 月 21 日開催）
　・平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業の申請について
　・cMRI2 プロジェクト 平成 28 年度自己点検・評価について
　・今後の臨床研究支援センターのあり方について
　・（仮）研究活性化プロジェクト（研究発表会）について

■第 4 回全学研究推進委員会（平成 29 年 10 月 10 日開催）
　・cMRI2 プロジェクト 平成 28 年度自己点検・評価について
　・日本私立学校振興・共済事業団 学術研究振興資金（若手・女性研究者奨励金）の申請に係る学内
選考について
　・平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業について
　・IR の学生個人情報について

■第 5 回全学研究推進委員会（平成 29 年 11 月 16 日開催）
　・私立大学研究ブランディング事業の選定について
　・平成 30 年度医歯薬総合研究所予算（500 万円以上の機器備品）について
　・来年度以降の私立大学研究ブランディング事業の申請について

■第 6 回全学研究推進委員会（平成 29 年 12 月 19 日メール審議）
　・「運営方針と中長期展望 2017-2026」の内容について
　・全学研究推進委員会規程の一部改正について

■第 7 回全学研究推進委員会（平成 30 年 3 月 12 日開催）
　・「血管病研究プロジェクト推進委員会」の組織案について

以上
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Ⅱ．規程
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